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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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●校こう則そく法ほう

第十条

・学生抗こう争そうにおける相あい対たい戦せん、代表戦は、その権利者同どう士しが行うものとする。

第十条付ふ帯たい一文

・権利者は、上じよう位い、近きん似じ位い者、または権利ある下か位い者しやからの対決を拒きよ否ひ出来ないものとする。

第十一条

・学生抗争における一般市民、公こう私し所しよ有ゆう地ちへの能のう動どう的損そん害がい行為は禁止とする。
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　白の空に包まれた艦かん群ぐんがある。

　繭まゆのような白い霧きりの壁に囲まれたまま、船の群は宙を行く。

　左右に前後三艦かん、中央に前後二艦を置いた総そう全長約八キロの艦群は、それぞれの艦かん首しゆ側に武蔵むさしから始まる艦かん名めいを記していた。

　その内の一つ。左さ舷げん二番艦・村むら山やまにある広い公園では、学生達が教員の声を聞いている。

　芝生しばふの上、周囲の森から聞こえる鳥達の鳴き声とは別に、オリオトライという名を入れたジャージ姿の教員の言葉が響ひびく。

「──さてまあ、今日の早朝訓くん練れんはこんなところで。村山までだったら全員振ふり落とされずについてこられるようになったわね」

　彼女は、正面の芝に座っている面めん々めん、肩で息をついたり、持ってきていたスポーツドリンクを飲んでいる皆に対し、こう言った。

「じゃ、五分休きゆう憩けいの後、今日の一いち限げんはこのまま外で授業と言うことで。いい？」

　生徒側、皆は顔を見合わせ、そして一度頷うなずいてから返答を行う。

　白の空の中で聞こえるのは

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　という声。それが応答の一言だ。
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　生徒の一人、ジャージ姿の本ほん多だ・正まさ純ずみは、一ひと息いきついて、腰のハードポイントパーツにつけていた竹ボトルを手に取る。

　喉のどを湿しめらせるものは、背後、中央後こう艦かん・奥おく多た摩まにある武蔵アリアダスト学院で汲くんだ水だ。同クラスの御お広ひろ敷しきや、昔なじみの副長、本多・二ふた代よのようにスポーツドリンクなど用意できればいいと思うが、

　……金が無いからなあ。

　二時限目めは多摩の小しよう等とう部ぶで講こう師しのバイトだ。休む授業分ぶんの代だい用よう試験はクリアしているので罪ざい悪あく感かんはないが、その分、しっかり先生役やくをやってこようと思いもする。それに、

　……ついでだから、行きに多摩の卸おろし問どん屋やで父とうさん宛あての荷物引き取ってくるか。

　荷物は、最さい近きん流行の洗せん浄じよう式しき便座〝釣瓶つるべ撃うち〟だ。IZUMO開発なのだが神肖戯画テレビアニメ〝ネタがしま〟とのタイアップで対たい艦かん砲ほう撃げきバージョンが出て品切れが続出しているらしい。

　何とか父が手に入れ、商談の賄わい賂ろにでも使うのかと思えば、家で使うという。ステイタス代わりなのかと思うが、「今日は商談で忙しい。代わりに取りに行け。──小こ西にしあたりに横おう領りようされる可能性もあるからな」というのはどうにかならないだろうか。

「……まあ、父とうさんが最近、うちに戻るようになったのはいいことなのかな」

　つぶやき、走りやすいように結んでいた髪かみ紐ひもをほどき、唇くちびるに水を湿しめす。余った水は芝の区切りとなる側そつ溝こうに流し込むと、溝みぞの奥から黒くろ藻もの獣けものが、

『ありがと　まさずみ』『おみず』『まさずみ　おみず』『まさみず？』

　どこにでもいるのが面白いというか最後のは何だ一体。

　ともあれ一ひと息いきついて、正まさ純ずみは空を見る。

　白い空だ。

　武蔵むさしを包む白の色は、しかし、雲ではない、

「えーと。……今、三征西班牙トレス・エスパニアの北の沖おき合あいをステルス航こう行こうで移動してるんだよな」

　いろいろ大変だ、と正純は思う。三み河かわの一件から二週間か、とも。

「随ずい分ぶんと環境が変わったよな」
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　正純は芝に座り込んでこう思う。確かに色々あったからなあ、と。

　二週間前に起きた三河消失と、それに伴うホライゾンの奪だつ回かいに、末まつ世せ解決の宣せん言げん。

　……現在の武蔵は、聖せい連れん側に喧けん嘩かを売ったと言っていい状態だ。

　だから、三河以い降こう、武蔵は居きよ留りゆう地ちに寄き港こうするとき以外はステルス状態で航こう行こうしている。その航こう路ろも〝末世解かい決けつの非常時じ〟ゆえ、どの航路を通るかは聖連に知らせていない。巡じゆん航こう位置を示すマーカー信号を接置されたポイントに送信することで、通つう達たつの代用としている。

　そうやって潜ひそむようにして武蔵が行く先は、

「日に本ほん海かいに浮かぶ浮ふ上じよう島とう、英国だ」

　英国は極きよく東とうの土地を暫ざん定てい支配しておらず、かつて極東と各国の間を取り持ったことがある。各国の出方を知るためにはまず英国が安全だというのは、正純の判断によるものだ。

　そして英国行きのために、武蔵は欧おう州しゆう列れつ強きようの並ぶ瀬せ戸と内ない海かい北岸の移動を避け、南岸の四し国こく側航路から九きゆう州しゆうを時計回りに抜けてきた。

　現在は下関イベリア半島の北岸、川かわ尻じり岬みさきのあたりを対馬つしま隠お岐き間にある英国へ向けて東とう行こう中だ。

　ステルス航行だと英国まであと二日ほど掛かるとのことだったが、艦かん首しゆ側から浮上島である英国が望める距離に来ていると聞く。

　大変だな、と思う一方で、やらねばならないことなのだとも思う。何しろ、

　……末世解決というのを、謳うたってしまったからなあ。

　ホライゾンを救い、武蔵と極東に与える正当性として、自分が示したのだ。

　だが、ホライゾンの感情を基にした大罪武装ロイズモイ・オプロが気がかりだ。末世を左右するものだと制作者の元もと信のぶ公こうに言われてはいるが、実際に何をどうやって解決するかが解わからない。

　そして解らないままに、正純は、竹ボトルの水を口に含んでこう思う。解らなくても、やることだけはは確かにあるさ、と。

　それは、


　１：聖せい連れんに対し、こちらから刺し激げきを与えるような行為を取らないこと。

　２：大罪武装ロイズモイ・オプロの回収を行うこと。

　３：ヴェストファーレン会議を有利に進めるため、多くの国の賛さん同どうを得ること。



　この三つだ。

　これらを行っていけば、いずれ末まつ世せ解決に近づくはずだと、そう思う。そしてまた、もっと確実な手て応ごたえのようなものがあればいいのだが、とも。

　末世は怪かい異いや神かみ隠かくしとして予よ兆ちようを作っているが、存在が実じつ感かん出来ないのは確かだ。

　武蔵むさし内部をまとめていくために危機の実感が欲しいというのは危険な発想だが、しかし、そのためにも──。

「──正まさ純ずみ、考え事ですの？」

　え？　と呼びかけに慌あわてて振り向けば、そこには金色の瞳ひとみがある。

　ミトツダイラだ。

　思し索さくに入り込んでしまったかと、正純は肩をすくめて意識を外に送る。

　そして周囲を見れば、この休きゆう憩けい時間をもって、それぞれが、

「……随ずい分ぶん好き勝かつ手てに水分摂せつ取しゆとかしてるなあ」
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　正純の視し界かいの中、クラスの面々はそれぞれの飲み物を飲んでいたり、息をついている。

　会計のベルトーニとハイディはブレンドした健康茶ちやだし、書しよ記きのネシンバラはゆっくりしたペースだったので何も飲みもせずに平然と表示枠サインフレームで何か文章を打っている。

　特とく務む連れん中ちゆうはどうかと言えば、忍にん者じやのクロスユナイトと、同じく特務の半はん竜りゆうウルキアガは表示枠でエロゲのクロスレビューを語り合っているし、義ぎ腕わん女おんなの直なお政まさはミント系けいの匂においがする煙草たばこを煙管きせるでふかしている。

　傍かたわらにいる人じん狼ろうの血を引くミトツダイラは、制服姿すがたのままどこからか出したティーセットで紅茶を飲んでいるし、墜つい天てんと堕だ天てんのナイトとナルゼの魔女テクノヘクセンコンビは、

「何だ？　ナイトは寝てるのか？」

　こちらの問いの先、黒くろ髪かみと黒こく翼よくのナルゼの肩に、金きん髪ぱつと金きん翼よくのナイトがもたれかかって寝ている。ナルゼは心配そうに相あい方かたを見て、

「このところ、仕事で負ふ担たんを掛けちゃってるのよね。……私の〝白嬢ヴアイスフローレン〟が、飛ひ翔しようパーツ全ぜん損そんして、運送の方では地上勤きん務むしか出来ないから。なるべく私の内ない燃ねん廃気アスウプツフを賢鉱石オレイ・メタロに貯ためて渡してるんだけど、マルゴット、どうも使わないでいるみたいで」

　その言葉に頷うなずく影があった。ネシンバラだ。

　彼はちらりと黒くろ髪かみの魔女テクノヘクセンを見て、

「苦労掛かける。……君らの勝利の御お陰かげで今の僕達があるわけだし」

「このメガネ。褒ほめてるの？　損害については納なつ得とくしろ、って言ってるの？」

　半はん目めでつぶやくナルゼの言葉は、ややきついものだが、皆は振り向きもしない。

　……このくらいの物もの言いいは本気じゃないってことか。

　新入りの自分とは違い、このクラスの面めん々めんは小しよう等とう部ぶからの付き合いらしい。

　呼吸とも言うべきものを解わかっているのだろう。

　向こうではスライムのネンジとインキュバスのイトケンが、

『ふうむ、やはり走り回っていい汗をかくと瘦やせて体積が小さくなるものであるな！』

「そうだねネンジ君！　僕も正体はガス体だから走り回ると微び妙みように密みつ度ど薄くなるよ！」

　お前らもっと自分の身体からだを大切にしろ。あとハッサンも竹ボトルの中身はカレーか。

　……濃い連れん中ちゆうだなあ。

　と、そんなことを思っていると、赤と白の巫み女こ専用ジャージを着た浅あさ間まが、

「あ、正まさ純ずみ、これから喜き美みや鈴すずさん達にスポーツドリンク点たてますけど飲みます？」

　最近の茶さ道どう部は弓ゆみ矢や撃うったりイロモノ点てたりと盛んだよな、と追加でそんなことを思いもする。その向こうでは総そう長ちよう兼けん生徒会長の葵あおいが、自じ動どう人形で大罪武装ロイズモイ・オプロで松まつ平だいらの姫ひめという、

　……濃いにもほどがあるよなあ、ホライゾンは……。

　そのホライゾンが用意していた飲み物を、葵あおいが竹のボトルで受け取る。

　と、ホライゾンは、

「Ｊｕｄジヤツジ．、昨日に御ご要求が御ご座ざいましたので、ホライゾン、ちょっと朝に早起きして粉ふん末まつドリンクを頑がん張ばってみました。店主様さまのお墨すみ付つきですので、一いつ献こん如何いかがでしょうかトーリ様」

「おお、気合い入ってるな！　粉末系けいスポーツドリンクは最近キュウリ味の〝ドクターカッパー〟とか解わかりにくいネタ多くて困るよな。ともあれ、──じゃあ、喉のども渇かわいてるし頂くぜ！」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンが頷く眼前で、葵が竹ボトルを一気に煽あおった。その横で、無む表情で半はん目めのホライゾンが平然とした口く調ちようで、

「スポーツコーンスープです」

　葵が吹いた。わあ、とか、きゃあ、とか逃げ出す皆の中央。葵はがくがく震えながら、

「ぬおお！　な、何だこの、え、ええと、言葉を選んで言うと斬ざん新しんな味！　口に入った瞬しゆん間かんから温かいコーンのどろつきと塩っぽいのにレモン味がプラス！　あめいじんぐ！」

「トーリ様、ゲロのような臭においがしますねそれ」

「あ、あれェ──!?　俺が選ばなかった言葉で正確にストライク取りに来てね!?」

「Ｊｕｄ．、店主様も「すごい良く出来てる！　二日ふつか酔よいの朝みたい！」と御ご好評で」

「聞けよ人の話！　というかオマエ今ものすごく他ひ人とごとじゃね!?」

「何を仰おつしやっているんですか。親しん身みになっておりますとも。──さあ、冷めない内にどうぞ」

「い、嫌いやな親身だ……!!　──ってかホライゾン、オメエの方のボトルは何よ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが開けていた自分用の竹ボトルを葵あおいに差し出した。

「これは普通の作りのスポーツ飲料なので、面おも白しろ味みなどありませんが」

　それでいいんじゃねえの？　と葵が受け取り、口くち直なおしとして一気に煽あおる。

　と、横のホライゾンが平然と、

「普通のスポーツコーンスープです」

　葵が吹いた。ぬあ、と引く皆の中央。がくがく震える葵にホライゾンが半はん目めで告げた。

「作りすぎたもので。──二度ネタですから面白味が無いと思うのですが」

「あっれ!?　あっれ!?　面白味ってそっちか!?　そっちか!?　俺が悪いのか!?」

「さあ、冷めない内に処理して下さい」

「途と中ちゆう端折はしよって親身になるなよ！　ってか処理って言った！　言った！」

　結果として二人分ぶん処理してぐったりした葵を余よ所そに、オリオトライが皆を見る。

　彼女は、うんうんと頷うなずきながら、

「じゃあ、そういうわけで、──今日の御ご高こう説せつは正まさ純ずみやってね」

「ぜ、全ぜん然ぜん話がつながり無いですよ先生！」

　まあまあ、とオリオトライが目を弓にして手をひらひら振る。

「どうせ二時限目めは多た摩まの小しよう等とう部ぶ校舎に講こう師しのバイトでしょ？　小等部も高こう等とう部ぶもあんまり変わらないから、ちょっとやってみなさい」
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　オリオトライからの指し示じは、〝三征西班牙トレス・エスパニアの成り立ち〟について御高説せよ、だった。

　これから英国に向かうのに、その手前の三征西班牙について御高説を促うながされるのは、

　……英国が三征西班牙と敵対しているからだよな。

　だから英国よりも先に、英国が抱えるトラブルの相手を知っておこうというのだろう。

　内容は世界史か、と思い、正純はホライゾンと、その横でぐったりして動かない葵を見た。

　ホライゾンが、

「皆様、トーリ様はお昼寝です。この線より内に入って邪じや魔ましないよう御お願ねがいします」

　とチョークで倒れている姿の周囲を縁ふち取どりしているがいいのかそれで。

　ともあれ、今、通過しつつある三征西班牙を抜けた後、

　……この馬鹿が、英国でどういう態度を取るかが、今後の全てを決めるんだよな。

　武蔵むさしの全世界に対する目的は三み河わか戦せんで決まったが、それを実際に他国と向き合ったときにどうするか、その方針は、まだ示されていない。

　ホライゾンの感情を材料した大罪武装ロイズモイ・オプロを取り戻すため、世界征せい服ふくも辞じさないと葵は言った。だが、実際に各国と向き合ったとき、どう相あい対たいしていくかはまだ決まっていないのだ。

　だから、英国に対したとき、自分達の対応が試される。何しろ、この英国での対応を基準として、武蔵むさしは各国と渡り合っていくことになるのだ。

　そのためにもこの英国行きは、交渉や、戦せん闘とう、いろいろな形の相あい対たいを覚かく悟ごしておく必要があるし、出来れば、葵あおいに、武蔵が英国に対してとるべき方針を示して欲しいと正まさ純ずみは思う。それは今後の各国に対する共きよう通つう方針になることもだが、

　……思い直しや引き返しも、ここが最後となるのだから。

　大変だよな、と思う一方で、しかし、英国側がわにつけ込める隙すきもあるとも思う。だから、

「葵、起きろ。──お前の決断が、いずれ必要になるんだ。私達はその決断の場所を必ず整えてやる。だから、そのための思し考こう材料となる知識を知っておけ」

　まずは、英国が抱える問題となっている敵てき対たい国こく、

「三征西班牙トレス・エスパニア。御ご高こう説せつを始めよう。誰だれか、表示枠サインフレームで補ほ佐さ貰もらえるか？　私、携帯だけだから」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では私が」

　とミトツダイラが頷うなずいた。彼女は皆の前に出ていくこちらの横につき、鳥とり居い型の表示枠を一メートル四し方ほうの大型サイズで展開した。それを見たオリオトライが、一つ頷き、

「ん。じゃあ、二人で御高説としましょうか。ミトツダイラ、出来れば先にやってあげて、正純に表示枠の使い方見せたほうがいいと思うし」

　Ｊｕｄ．、と二人は言って一ひと息いき。それと同時に、ミトツダイラが表示枠に下関イベリア半島を中心とした三征西班牙の地図を出す。そして彼女は物もの怖おじ無しに、

「では、──始めますわね」
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　昼過ぎの日差しの下。ミトツダイラは解説を始めた。彼女は表示枠の下関に手を当て、

「──下関を中心とする本ほん州しゆう西せい端たんと、九きゆう州しゆう北部が、三征西班牙と呼ばれる国ですの。

　本来ならば三征西班牙は九州北部を押さえていませんが、三征西班牙が大おお内うちと大おお友とも家と合ごう一いつしたため、大内側の領土も間かん接せつ支配している状況ですわね。

　大友、大内ともに、鎌かま倉くら幕ばく府ふの係けい累るいですが、──意味はお解わかりですね？」

　問いかけに喜き美みがいきなり立ち上がった。彼女はカモン系けいの手振りをこちらに送り、

「フフフこの女騎き士し、賢かしこい私に挑ちよう戦せんする気ね!?　いいわ、答えてあげる！　でも私、賢いから絶対解らないってことが解るわ！　超クレバー！　でも美人には脱ぎルールがあるからそれでいいわよね!?　美人薄はく命めいっていう通り脱ぎルール用に美人は薄うす着ぎだけど！」

　酸素の無む駄だ使づかいですわね、と思ったミトツダイラは、ハイハイという動きで咳せき払ばらい一つ。

「ともあれ先に進めますわよ？　ええと、──鎌倉幕府の係累というと、源げん平ぺい合がつ戦せんにまで話を戻しますが、古こ来らい、人々が天から降りてきて重じゆう奏そう神しん州しゆうを作ったとき、極きよく東とうの住民として現げん世せの神州に残ったのは、別に人間だけではありませんでしたの。

　血けつ脈みやくを調べた結果、面白いことに、人間ではない異い種しゆ族ぞくにも、〝極きよく東とう住民の血〟が含まれている者がいることが解わかり、彼らは現げん世せ側に残ることを選択したんですの。

　そして歴史再さい現げんの折、その中の二種族が、ある家か門もんを得て隆りゆう盛せいしますわ。

　──源げん氏じと平へい家け。源氏を長ちよう寿じゆ族が、平家を巨きよ人じん族が担当したんですの。

　これは、元々は人間達が……」

　と、そこまで言って、ミトツダイラは咳せき払ばらいで「人々が」と言い直す。

　……こういう気き遣づかいこそがいけないのかもしれませんが。でも──。

「ええ、人々にとっては環境がまだ厳きびしく、長寿族や巨人族の力を借りたわけですわね。

　何しろ再現の一いつ環かんとして、当時も〝末まつ世せ〟が謳うたわれた厳きびしい時代だったんですの」

　？　とトーリが首を傾かしげた。あら？　と返すようにミトツダイラが思うと、トーリは腕を組み、こちらに視線を向けて、

「ネイト、俺おれ馬鹿だから知らねえんだけど、昔にも〝末世〟があったのかよ？」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラはトーリの問いかけに首しゆ肯こうする。

「各国、そして極東にも、末世と呼ばれる時期が今までに幾いく度どか御ご座ざいましたのよ？」

　ミトツダイラは新しく表示枠サインフレームを展開し、そこに書いてある情報を反転表ひよう示じしながら言う。

「極東では、印度インドにおける釈しや迦かの立りつ教きようから一千年後が、その教えの通用しなくなる時代への突入といわれておりましたの。西せい暦れきで言うと、開始が１０５２年ですわね。

　これは〝末まつ法ぽう思し想そう〟と言って、直接的に世界が滅びるものでは御座いませんの。〝無法な、平和ではない時代〟となっていくということでして」

　ミトツダイラは、年号などを表示枠に書き示す。その上で、

「ですけどこの時期、極東では貴き族ぞくから武士の時代になり、各国でも戦せん乱らんの時代となって世が乱れたため、地ち脈みやくが悪い余よ波はを受けて各地で怪かい異いが多発したそうですわ。

　重じゆう奏そう世界の方でも影えい響きようが出たので、私共ども騎き士し達や皆様の祖そ先せんも、時の指導者や聖せい連れん、帝みかどの陣じんの命令で出場し、ときには歴史再さい現げんを無視して国を越えつ境きようするときがあったと言いますの。

　これが、あの〝七百人隊たい〟の後こう継けい、歴史再現ゆえ〝存在しないもの〟として全ての情報が抹まつ消しようされた極ごく少数のエリート部隊〝聖せい譜ふ越境部〟の役目であったと言われておりますの。

　これは各国の教きよう導どう院いんに今でも部ぶ署しよとして形けい骸がいが残っており──」

　と、そこまで言って、ミトツダイラは話がずれていることに気付いた。

　聖譜越境部とは、都市伝でん説せつ的てきな存在の部隊だ。各国に部署として存在していたらしいが、歴史再現のルールに外れるものなので記録が残されていない。よって〝彼らの活躍〟は、常に噂うわさ話の合成として語られるもので、

　……私も六護式仏蘭西エクザゴン・フランセーズにいた頃、そういう噂話をよく聞きましたわね。

　しかし彼らの活躍は、重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らん以後、人々の噂うわさにも上がらなくなり、記録にも残せないために風ふう化かした。聖せい連れんが各国間かんを弱いながらも繫つないだことや、歴史再さい現げんの解かい釈しやくによって術じゆつ式しきや武ぶ装そう、交通や通つう神しん技術が発展し、地域間かんでの補助が行えるようになったからだ。

　今では、人々の口く伝でんとして物語られ、派は生せい系けいが同どう人じん誌しなどの古こ典てん的てき題材になっている。

「……さて」

　と話と心を戻す契けい機きの言葉をつぶやき、ミトツダイラは皆を見る。

「源げん平ぺいですが……、末まつ世せの世に対し、平へい家けはその武力で世を鎮ちん圧あつし、しかし自分達が押す仏ぶつ道どう勢力の伸しん張ちようを行い、貴き族ぞく達から権けん力りよくを奪って結局はまた世が乱れました。

　それを鎮しずめたのが源げん氏じですわね。

　源げん平ぺいの合かつ戦せんの後、平家は滅ほろび、源氏も鎌かま倉くら幕ばく府ふを建てますが、氏し族ぞく内ない争いを経てこれもまた滅びます。……しかし鎌倉幕府の係けい累るいとして残った者達が各地におりますの。

　その一派が、大おお内うちと大おお友とも。彼らの主力は鎌倉から続く長ちよう寿じゆ族ですの。

　彼らは三征西班牙トレス・エスパニアが支配に乗り込んできたとき、いち早く迎げい合ごうしましたわ。それは歴史再現によって三征西班牙が繁はん栄えいするのが解わかっていたこともですが、歴史的に見て、三征西班牙の主力もやはりケルトの血を受け継ぐ長寿族だったからですの」

　では、とミトツダイラは言った。横の正まさ純ずみを見て、

「三征西班牙の成り立ちについて、──正純、貴女あなたの方が政治的な面も含めて言えるのではなくて？　軽く講こう義ぎを御お願ねがいいたしますわ」
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　話を振られ、正純は考えた。政治的な面での話は出来るが、歴史となると少々厄やつ介かいだ、と。

　ともあれ本来は自分だけでやるところだ。だから正純は、

「では三征西班牙の歴史についてだが、先に結論しておこう。三征西班牙の成り立ちは──」

　一ひと息いき。

「欧おう州しゆう西せい端たん、下関イベリア半島を舞台にした幾いくつもの部ぶ族ぞく国家の入れ替わりと、それを旧派カトリツクの再征服運動レコンキスタによって固めていった流れであると」

　正純は、ミトツダイラの表示枠サインフレームの前に出た。小しよう等とう部ぶの授業で黒板を背にしているように、自分が前に出た方が話がしやすいからだ。そして正純はミトツダイラに、

「書き込み設定いけるか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──素そ子しは粗あらめでも大だい丈じよう夫ぶですわね？」

　Ｊｕｄ．、と答え、正純はミトツダイラの操そう作さと共に、東側の山地と沿岸を白い円で囲む。

「下関イベリア半島は、元々、英国と同様にケルトを始めとする諸しよ部族の治める土地だった」

　正純は、中央部や東側の山地を軽く指で叩たたいて示し、

「ピレネー山脈を代表に、山地が多いため各所は分ぶん断だんされ、ローマがやってきて支配しても人々が住んだのは沿岸と山地の付近だけ。中央は白はく地ちだったんだ。だが──」

　そこに、正まさ純ずみは東から西への矢や印じるしを書いていく。南部の沿岸に向けられた矢印が示すのは、

「だが、ローマ末期にゲルマン民みん族ぞく大移動が東から西に起きる」

　……ここ、微び妙みように難しいんだよなあ。

　何な故ぜならば、

「気を付けねばならないのは、〝ゲルマン民族〟はゲルマンという一いち部ぶ族ぞくではないことだ。

　つまりこれは〝北ほく欧おうのゲルマニアという地方に住んでいた諸しよ族ぞく〟の移動なんだよな」

　均きん一いつ文化が広まっている極きよく東とうでは、文化や文明、部族単たん位いで人を分ける〝族〟という考えがあまり無い。

　また、極東は農のう耕こうを主としたので定住が基本だが、ゲルマンは狩しゆ猟りよう民族であったため、移動が基礎だ。彼らは集しゆう落らくを作らずに長大な距離を移動し、狩かりや戦争を行っていく。

　ローマは、彼らの通過と衝しよう突とつに対し、融ゆう和わをもって相あい対たいしたが、

「その中で、ゴート人という人達の一派が、勢い余ってローマを西に通過して、下関イベリア半島までやってきてしまったわけだ」

　つまり、と、説明が上う手まく行っていることに、正純は笑えみを得て、

「ゴート人だけにゴー、と行く、と」

　つい滑すべった。
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　……しまった！

　正純は笑み顔のまま凍り付いた。

　小しよう等とう部ぶ相手のつもりで、ついやってしまった。小等部だとこれでウケる。語ご呂ろ合わせで憶おぼえやすいという利点もある。だが、ネタに厳きびしいこのヨゴレ系けいクラスの沈ちん黙もくに対し、正純は、

　……自分を餌えさとして差し出してしまった……！

　思った瞬しゆん間かんだった。馬鹿が勢いよく立ち上がった。

「皆！　皆！　あまりセージュンを責めるなあ！　いいか!?　セージュンは皆に馴な染じもうとして頑がん張ばっているんだぞ!?　必死にアタックを掛けるその姿し勢せいこそが尊とうとい！　ハイ、先生はセージュン君のそういう努力を認めたいと思いまぁす。──そうだろ？　セージュン！」

　拳こぶしを振り上げると馬鹿は慌あわてて皆の背後に回って伏せた。ともあれ、と正純は一ひと息いきついて、

「ゴ、ゴート人は西ゴート帝てい国こくを作ったけど、これはローマとの交流でローマ化した。

　後にローマが滅ほろびてもそれは続き、彼らは今の六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの地じ盤ばんとなったフランク王国の始し祖そクローヴィスによって下関イベリア半島に封じられはしたが、しかし平和だったんだ。だけど──」

　と、下関の西せい南なん端たんに、正純は南からの矢印と人ひと型がたを書いた。

「金や王の座を巡る内部氏し族ぞくの争いで西ゴート帝国は混乱し、アフリカ北岸沿ぞいに勢力を伸ばしてきたムラサイが海を越えて入ってくるんだ。このムラサイもムラサイ勢力内ないで追いやられたり追いやったりの一派で、これが下関イベリア半島を制圧して後ウマイヤ朝ちようを名乗る、と」

　そこで、正まさ純ずみはミトツダイラに表示枠サインフレームを新しく出して貰もらう。そして書いて見せる文字は、


・ケルト諸しよ部ぶ族ぞく[image: ]ローマの支配[image: ]ゲルマン民みん族ぞく移動で西ゴート帝国[image: ]内ない紛ふんで後ウマイヤ朝



「Ｊｕｄジヤツジ．、解わかるか皆？　英国もノルマン人のイングランド制圧によるノルマンコンクエストとかあるが、三征西班牙トレス・エスパニアもその歴史と支配勢せい力りよくはかなりの多た重じゆう構造になってるんだよな」

「セージュン……、俺、前から思ってたんだけど、ノルマンコンクエストってエロくね？」

「二秒で死んでいいぞ」

「いや、乗ったらいけなくね？　つかノルマン人自じ体たいが何？　男に乗るのかノルマン？」

「あのな？　ゲルマン人とかどうするつもりだ。やっぱゲル状だとでも言うのか？」

　皆がネンジを見た。

「どこ生まれ？」

『吾わが輩はい、物もの心ごころついたときには武蔵むさしにいたものである』

　ムサシゲルマンということで全員の理解が一致した。そして正純は一ひと息いきをつき、

「後ウマイヤ朝に追いやられた諸国残ざん党とうは下関の北部で生き残り、それが後に仏蘭西フランスの援えん助じよなどを受けて力を付け、数百年に渡ってムラサイ勢力を南へ追いつめていく。

　これが再征服運動レコンキスタ。１４９２年に完了するが、完了前の１４６９年、当時の下関を奪だつ回かいしつつあった諸国連れん合ごうの中、代表二国であるアラゴンの王おう子じとカスティリヤの姫ひめが〝旧派カトリツク両王〟として結婚し、今の三征西班牙の基礎が出来たんだ」

　そして、

「その旧派両王の子が初代〝狂きよう王女〟フアナという女性だ。

　初代フアナはM.H.R.R.神聖ローマ帝国のブルゴーニュ公こうと結婚したため、子供のカルロス一世は三征西班牙とM.H.R.R.の両国を統とう治ちする大だい総そう長ちようとなった。三征西班牙の先せん代だい総長だな。

　そしてその子に当たるのが、フェリペ二世と、その妹の二代目フアナ。──今の三征西班牙の総長と副ふく会長が襲しゆう名めいしてるのはこの二人だ」

　正純が指を鳴らすと、ミトツダイラがこの親しん族ぞく関係を書き写す。


・カトリック両王
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・〝狂王女〟フアナ＝M.H.R.R.のブルゴーニュ公と政せい略りやく結婚
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・カルロス一世（カール五世：M.H.R.R.皇こう帝てい総長兼けん三征西班牙総長）
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・フェリペ二世（三征西班牙総長）／フアナ二世（三征西班牙副ふく会長）



「無む論ろん、実際は親しん族ぞくではなく、襲しゆう名めい者しやばかりだがな。

　初代フアナは夫の死後、狂きよう王女と呼ばれるようになって幽ゆう閉へいされたという話だが、彼女がいなくなった後に活かつ躍やくした息子むすこ、先せん代だい三征西班牙トレス・エスパニア総そう長ちようのカルロス一世が複雑な人でな」

　と、正まさ純ずみは画面を操そう作さして、下関イベリア半島から東を映す。それは出雲いずもの北東だ。

「ここにあるのがネーデルラント、……阿蘭陀オランダのことだ。三征西班牙領りようであるここが、カルロス一世の生まれた場所だった。当時、宗教革かく命めいに揺れるM.H.R.R.神聖ローマ帝国には旧派カトリツクとして繁はん栄えいしつつあった三征西班牙の力を入れる意味があり、三征西班牙としても新しん興こう国こくである自国が繁はん栄えいするために、旧派の古い代表の一人である皇こう帝てい総そう長ちようの名と権けん威いを得る意味があったんだ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいたのは、ウルキアガだ。

「拙せつ僧そうの祖そ父ふが不ふ作さくに嘆なげいて三征西班牙を立ち去った頃ころの話であるな。初代フアナの輿こし入いれとカルロス一世の二国統とう治ちは、三征西班牙のその後の繁栄を支える理由の一つでもある」

「Ｊｕｄ．、そうだ。そしてカルロス一世は西班牙エスパニアの総長となり、更さらには歴史再さい現げん通り、M.H.R.R. の皇帝総長カール五世として、欧おう州しゆうはおろかアフリカまで出向くような大だい総長となる」

　しかし、と正純は言った。ここら辺、複雑だなあ、と思いつつ、

「カルロス一世は、三征西班牙総長として、また、M.H.R.R.皇帝総長であるカール五世として欧州を行き来したが、基本としてはM.H.R.R.側で生活した。

　そして書面で三征西班牙の王としてフェリペ二世の襲名者を指定して引いん退たいしたんだ。

　よって今の三征西班牙の指導者達たちは、カルロス一世と直接の繫つながりが無く、権けん力りよく強化のために極きよく東とうとの二重襲しゆう名めいや長ちよう寿じゆ族ぞくが多い。知っている者もいるだろうが代表は──」


《三征西班牙、アルカラ・デ・エナレス：学生代表内うち訳わけ》

・総長　：フェリペ二世：大おお内うち・義よし長ながを二重襲名。会長兼けん任にん。極東人じんで事務系けい。

・副ふく会長：フアナ　　　：会計兼任。極東系長寿族の女。大罪武装ロイズモイ・オプロ使用者。

・書しよ記き　：ベラスケス　：極東系長寿族で画家。聖譜顕装テスタメンタ・アルマ使用者。

・副長　：弘ひろ中なか・隆たか包かね　：陸戦長のペレスを二重襲名。野球部部長。幽ゆう霊れい。聖譜顕装使用者。

・第一特とく務む：立たち花ばな・宗むね茂しげ：郵ゆう政せいのガルシアを二重襲名。現在リタイア？

・第二特務：江え良ら・房ふさ栄ひで：海かい戦せん長ちようのアルバロを二重襲名。陸上部ぶ部長。欧州系長寿族の幽霊。

・第三特務：立花・誾ぎん　：立花・宗茂の妻。

・第四特務：ペデロ・バルデス　　：野球部。フローレスの兄。

・第五特務：フローレス・バルデス：野球部。ペデロの妹。



「──と言ったところか」

　と、そこで葵あおいが手を挙げた。彼は代表名リストの中央を指さし、

「そのリストにある、聖譜顕装ってのは何だよ？」
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　聖譜顕装とは何か。

　彼の問いに答えたのは、ナルゼだった。彼女はホライゾンを指さし、

「かつて聖せい譜ふ所しよ有ゆう国こくに配られた聖譜を守るための神しん格かく武ぶ装そうよ。各国の聖譜を燃料源げんとするため各国の領りよう域いき地ち脈みやく上でしか使えないけど、ある程度の連続動どう作さも可能。

　恐らく、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロの製作モデルでしょうね」

「詳しいですね、ナルゼ様。いい感じだと判はん断だん出来ます」

　まあね、とナルゼは寄りかかって眠るナイトを見て苦く笑しよう。そして彼女は、また口を開き、

「聖譜顕装は七大たい罪ざいに対応する七つの枢すう要よう徳とくをモデルにしているので七種類あるんだけど、聖譜が新代ノウムと旧代ウエトウスの二つあるため、聖譜顕装も各かく二種類ずつあるの。つまり七組くみ十四個こ。

　そして七組ある聖譜も、それぞれ七つの枢要徳の対応を与えられていてね。だから──」

　と、彼女は表示枠サインフレームをペンで描くと、そこに聖譜の枢要徳対たい応おうと所有国こつ家かを表ひよう記きした。


：第一聖譜：「信仰フアイデス」：K.P.A.Italia

：第二聖譜：「希望スペス」：上越露西亜スヴイエート・ルーシ

：第三聖譜：「慈愛カリタス」：M.H.R.R.神聖ローマ帝国

：第四聖譜：「賢明プルデンテイア」：六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ

：第五聖譜：「正義ジヤステイア」：英国

：第六聖譜：「勇気フオーテイチユード」：P.A.ODA

：第七聖譜：「節制テンペランテイア」：三征西班牙トレス・エスパニア



「これらの国が、それぞれの枢要徳に応じた聖譜顕装テスタメンタ・アルマを持ってるわけ。

　大罪武装が出来る前は、この聖譜顕装が各国のパワーバランスを担になっていたのよ。でも、聖譜所有国以い外がいの国が経済力や歴史再さい現げんで力をつけてきた一方で、聖譜が燃料源となると聖連所しよ属ぞく国こく相手には防ぼう衛えいのためであっても使いにくい武器だから、扱いづらくてね。でも──」

　彼女の言葉を受けたのは、ネシンバラだ。

　彼は表示枠で自分の作業を進めつつ、

「そこに、燃料補ほ充じゆう式しきで国外に持ち出せる大罪武装が来て、聖譜所有国の力が一気に上がったんだ。更さらには、それを奪だつ取しゆしようとする武蔵むさしが現れたから──」

　彼は言う。

「今後、聖譜所有国の領りよう域いき内では、敵は聖譜顕装を率そつ先せんして持ち出し、自分達の戦せん闘とうが正しい行いであることを示そうとするだろうね。国境上を移動する武蔵に対しては振るいにくい武器だけど、敵国内では使い放題だ。気をつけた方がいい」

　成なる程ほどなあ、と葵あおいだけではなく、皆が頷うなずいた。

　正純も頷き、もう一度自分の方の表示枠を軽く手で示す。

「で、──だ。三征西班牙の総そう長ちよう、フェリペ二世は、総長任にん命めいの際にカルロス一世からネーデルラントを受け継いだが、三征西班牙の運営に忙ぼう殺さつされ、また、他た国こく語ごを理解する余よ裕ゆうもなかったため、ネーデルラントの運営が雑になり、担当官かんの搾さく取しゆに対する反乱と独どく立りつ運動が起きる。

　これが八十年戦争と呼ばれる、西班牙エスパニアに対する阿蘭陀オランダの独どく立りつ戦争だ」

　その言葉に反応したのは、眠気の欠伸あくびをかみ殺すナイトだった。彼女は、目をしばたたかせながらも、うんうんと頷うなずき、

「ナイちゃん地元に近いから知ってるけど、その独立戦争はまだ継けい続ぞく中なんだよね」

「ああ、……以前、教皇総長パパ・スコウラと相あい対たいしたとき、話したろう？　ヴェストファーレン会議の内容には、諸しよ戦争の解決と、阿蘭陀の独立も含まれている、と。

　つまり、私達がヴェストファーレンに行き、会議を開くと、三征西班牙トレス・エスパニアは阿蘭陀という土地を失うことになる。そして──」

「フフフこの思わせぶり、ハッキリもの言ってみたらどうなの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷いた。

「阿蘭陀の独立を後あと押おししているのは、三征西班牙と争っている英国だ。

　阿蘭陀も英国も改派プロテスタントで、英国は私掠船プライヴエーテイアによって三征西班牙の新しん大陸貿ぼう易えきを阻そ害がいし、富を奪っている。戦力をまだ明確に持てないが貿易力りよくで伸しん張ちようしつつある阿蘭陀を巡り、英国と三征西班牙が争う中に、阿蘭陀独立のヴェストファーレン会議の鍵かぎを握る私達が飛び込むんだ。

　今はまだ静かだが、直じきに忙しいことになるぞ。何しろ──」

　と言ったときだ。不意にまたネシンバラが、自分の作業を続けつつこう言った。

「何しろ、英国と三征西班牙は、アルマダの海かい戦せんの準備を始めているからね」

　一ひと息いき。

「英国が勝利するこの大だい海戦は、そろそろ始まると言われている。きっと武蔵むさしが英国に到着したことが契けい機きとなる筈はずだね」
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「アル、マダ……？」

　と疑問を作ったのはジャージ姿の鈴すずだった。意味が解わからぬと首を傾かしげる彼女に対し、ネシンバラは振り返りもせずに言葉を作る。

「英国のエリザベスと、三征西班牙のフェリペ二世の、決着とも言える海戦さ。

　三征西班牙が新しん規き艦かん隊たいを建けん造ぞうして、英国への上じよう陸りく作戦を立てたんだよね。

　両軍百隻せき以上の軍艦を出した海戦の内容は、乱らん戦せんから始まりつつも、その後は英国周しゆう辺へんを逆ぎやく時計回りに一周する三征西班牙の撤てつ退たい戦せんさ。この戦いに英国は勝利するが、歴史再現においては〝解かい釈しやく〟もあるため、素直に三征西班牙が負けるわけがない。

　大おお方かたの予測としては、三征西班牙は初期の乱戦を演出的に切り抜け、撤退戦を行うことで艦かん群ぐんの被害を無くすだろうと言われている。更さらには英国に対し上陸作戦を展開することで、侵しん攻こう能力があることを他国に見せつけ、実質的な勝利を獲かく得とくするつもりだろう、と。

　対する英国は、まだ国力が弱く、ちゃんとした艦隊の編へん制せいが出来ていない。海かい賊ぞく達の私掠船団を転てん用ようした艦かん隊たいの強化を画かく策さくしていると聞いてる」

　だから、

「そのようにしてアルマダの海かい戦せんを控えた英国に行けるなら、交渉の糸いと口ぐちも多いだろうね。何しろ武蔵むさしは貿易の能力が高い船だ。物ぶつ資し補ほ給きゆうの交渉カードは有効に使える」

　そうだろう？　とネシンバラは視線を正まさ純ずみに向けた。

「君なら、ここにつけ込める隙すきがあるだろうと、そう思っている筈はずだ。本ほん多だ・正純君」

　彼の言葉に、対する正純の答えは一つだ。彼女は深く頷うなずき、こう言った。

「なるべく、アルマダの海戦には巻き込まれないようにしたいがな」
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「──ということで、武蔵は現在、厄やつ介かいな状況にある」

　正純はそう言って、英国と下関イベリア半島の地図が映る表示枠サインフレームを軽く叩たたいた。

「まだ不ふ明めい瞭りような部分があるので明めい言げんは出来ないが、近い内に英国側がわとの交渉などを含め、今後の展開を選択することになるだろう。そのためにも──」

　正純は、ちらりと皆の中にいる葵あおいを見た。

　……コイツがもうちょっとしっかりしてくれればなあ。

　先ほども、思ったことだ。

〝末まつ世せの解決〟を謳うたっている武蔵だが、ではそのために他国に対してどうしていくのかをまだ明確に出来ていない。それは、

　……目的はあるが、手段を決めるための方針が定かではないということだ。

　どの国とどういう関係を築いていくべきか。全体か、それとも一部を敵に回すのか、または味方にするのか、そのための基準は、教きよう譜ふなのかどうかなのか。

　いろいろと決めるための要素を、皆で提てい示じすることは出来るだろう。だが、

　……決めるのは、この馬鹿だ。

　この馬鹿が決めなければ、皆の意志統とう一いつは取れないと、正純は思っている。そして、おそらく他国も理解をしないだろう、と。

　それだけのことを三み河かわで行ったという自覚はある。

　何な故ぜなら自分が、始まりの道をつけたのだから。だから今後において、その道をいく馬鹿の思う通りになってくれねば、自分のつけた道が曖あい昧まいだったということになる。

　だから、

「──まあ、いろいろ言いたいことはあるが、この先、英国で決めていけばいい」

　正純は、皆に対してそう言った。

「他国との関係や、世界各かつ国こくが今どのように動いているかの知識や彼らの行動基き準じゆんの理解、そして私達がどうしていくべきかと、そのために何をしていくべきなのか。

　英国は出雲いずもとの関係もあり、重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんに直接関かかわっていないため、友ゆう好こうとはいかなくても対話が出来る。それゆえのこの英国行きだ。

　いろいろ学び、そして決めていこう。──いいな皆？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とある者は言い、あるものは頷うなずいた。

　そして正まさ純ずみがミトツダイラとともにオリオトライを見ると、オリオトライは笑えみで頷き、

「──Ｊｕｄ．、良い感じね。有り難がとう。ぶっちゃけ思うけど、先生が授業しなくてもいいよね？」

「フフフ先生、実際、いつもあまりしてない気がするんだけど？」

　いやいや、と笑えみで言ってオリオトライは取り合わない。

　そして彼女は強く手を叩たたいて、場の雰ふん囲い気きを払うようにすると、

「──さて、ここでの授業はこれまでにしておきましょ。いろいろ詰め込んだし、今日の授業内容は記録とってるなら後で読み返すと良いわね。これから英国と三征西班牙トレス・エスパニア、そして阿蘭陀オランダは関わってくるでしょうから。──よし、じゃあ……」

　言葉と共に、鐘かねの音が聞こえた。一時限目めの終了を告げる鐘だ。その音をバックに、オリオトライがこう告げた。

「じゃ、教室まで戻るわよ。二時限目は現げん国こく。御ご高こう説せつは御お広ひろ敷しきで、──ええと、総そう長ちよう連れん合ごうの幾いく人にんかは午前の航こう路ろマーカー処理の際の見張りなんだっけ？」

　Ｊｕｄ．、とミトツダイラと点てん蔵ぞう、ナイトが手を挙げる。

　そしてミトツダイラがこちらを見て、

「私、品しな川がわの方に見張りに出ますので、途と中ちゆうまで一緒に行きましょうか？」

　Ｊｕｄ．、と頷く自分に対し、ふと正純は思う。

　自分も、少しはこのクラスに馴な染じんできたのだろうかと。
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　丸い天てん井じようがある。

　白く広い、石造りの天井だ。

　支える壁には、昼の高い日差しを通す色とりどりの模も様ようを持った硝子ガラスが嵌はめ込まれており、その下には中央に赤のラインを持った平たい床がある。

　広間だ。赤のライン、絨じゆう毯たんが走る床は白い石で出来ていた。

　丸い広間を縦じゆう断だんする赤のラインの中央には、一つの人ひと影かげがある。

　少女だ。だが朱しゆの制服に身を包み、正せい座ざしている彼女の両肩から先にあるものは、人の腕ではなく、巨大な鉄の腕だった。それがときたま小さな駆く動どう音おんを立てつつ、彼女の身を支えるようにして絨毯に拳こぶしを置いている。

　少女の前方と背後には、絨毯が導くように、通路と両開きの大おお扉とびらがある。彼女の後方にある大扉は黒い木で出来たもの。彼女の前方にあるのは、金きん飾かざりの装そう飾しよく付つきだ。

　少女は頭を垂れたまま、床を見ている。

　と、その身が微かすかに動いた。

　音がしたのだ。それも背後の大扉が小さく開き、広間に入ってくる足音がする。

　少女が振り向くと、モップと木のバケツを手にした用よう務む員いん風ふうの男がいた。

「……総そう長ちよう？」

　中年過すぎの、くたびれた上着を脱いだ眼鏡めがねの姿は、少女に気付き小さく会え釈しやくする。そしてそのまま、彼はバケツにモップを浸つけて絞しぼり、広間の隅すみを半円描えがくように拭ぬぐっていく。

　少女の彼を追う視線が、正面近くにまで達したときだった。

　不意に、今度は前まえ奥おくの装飾扉が開いた。同時に聞こえるのは、女じよ官かん役やくの女生徒の、

「アルカラ・デ・エナレス副ふく会長兼けん会計、フアナ様のー、おなり──」

　軋きしみなく、ただ空気を動かす音とともに開く扉の向こう。開いた空間の中央をこちらに歩いて抜けてくる影がある。

　左右、大扉を開けた女学生に頷うなずきを送って礼とし、通り過ぎてくるのは、一人の女性だった。朱の制服に身を包んだ長身、フアナは、長ちよう寿じゆ族ぞくの証あかしであるガードをつけた長い耳を浅く揺らしてやってくる。黒の髪かみを流す大おお股またで、やはり黒の眼鏡の奥にある鋭い目で床の少女を見て、

「立たち花ばな・誾ぎん」

　彼女の眼前、数歩の位置で足を止めてフアナはこう言った。

「三み河かわより帰き還かんして、そのままここに呼ばれた意味を理解していますね？」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　少女、誾が頭を垂れたまま応えた直後。フアナが告げた。

「アルカラ・デ・エナレス総長連れん合ごう、生徒会は、第一特とく務む、同時襲しゆう名めいガルシア・デ・セヴァリョス、立たち花ばな・宗むね茂しげの内──、立花・宗茂の襲しゆう名めいを解かい除じよすることを決定しました」

　それはつまり、

「立花・宗茂の名は、適てき格かくとされる別の生徒が襲名することになります」
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　フアナの言葉に、誾ぎんは俯うつむいたまま無む言ごんだった。

　思うのは、二週間ほど前の戦せん闘とうの後、未だに治ち療りよう中で眠ったままの彼のことだ。先ほど Aエナ.Hレス. の陸りく港みなとに降りた際、彼はすぐに寝台ごと施せ療りよう院いんの方へと運ばれていったが、

　……宗茂様が──。

　宗茂ではなくなる。その理由は明確だ。

　西さい国ごく最強と言われた武む者しやでありながら敗北し、大罪武装ロイズモイ・オプロを奪われた。

　聖せい譜ふ所しよ有ゆう国こく、聖せい連れん内の大国としての責任もあるが、各国からの投とう資しなどによって経済を保っている三征西班牙トレス・エスパニアにとって、国の弱さを示す材料は投資の渋しぶりを招く。だから宗茂の襲名を剝はく奪だつして別の人間に襲名させ、〝この宗茂は間違いだった〟ことにする。

　自分の夫であった人間は、以後、他人となり、別の者がその位置につくわけだ。

　そして今、正面のフアナが一つの音を立てる。スカートの裏から書類ケースを取り出す音だ。彼女は幾いく枚まいかの書類と符ふを、隅すみを揃そろえたまま取り出し、

「辞じ令れいはこの通りに」

「──副ふく会長」

　と、呼びかけた誾の声に、フアナの声が応じた。

「何でしょう」

　呼び止めるような口く調ちように、誾はしかし、迷うことなく、

「前ぜん戦せんに出る許可を頂きたく思います」

「何な故ぜ？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──武蔵むさしアリアダスト学院に対し、勝利する必要があるからです」

「必要、とは？」

　Ｔｅｓ．、と誾は頷うなずいた。口を開いて言うことは、この二週間、三み河かわと、そこを出てからの航こう海かいの最さい中ちゆうに考えていたことだ。それは、

「三征西班牙が極きよく東とうに退しりぞけられた……。それが間違いであったと世界に知らせるためです」

「……貴女あなたが出しゆつ陣じんする必要は無いのではありませんか？」

「武蔵との戦せん闘とうがあることを否定されないのですね。──対たい英えい戦せんを控える一方で、やはり総そう長ちよう連れん合ごうと生徒会も武蔵への意味を感じておられますか？」

　言って、誾は聞いた。フアナが小さく笑えみを床にこぼす音を。

　だから誾は言葉を作る。

「武蔵むさしへの雪せつ辱じよくと大罪武装ロイズモイ・オプロの奪だつ還かん。その陣じんに加わる許可を頂きたく思います」

「──しかし貴女あなたは、立たち花ばな・宗むね茂しげよりも弱いのですよね？」

　その問いかけに、誾ぎんは即そく答とうした。

「Ｔｅｓテスタメント．」

　息を吸い、

「その私が武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんを倒す力となるならば、私よりも強かった第一特とく務むが敗北したのはそれこそ〝何かの間違い〟であったと証明出来ましょう。

　──私が出て、勝つこと。これが三征西班牙トレス・エスパニアの得た負ふ債さいを全て返すこととなります」

　述べた二週間分ぶんの思いに、まず、フアナの沈ちん黙もくが応えてくる。だが、やがて、彼女が軽く姿し勢せいを正す音とともに、

「ならば──」

　とフアナの言葉が聞こえた瞬しゆん間かんだ。不意の音が背後から響ひびいた。

　背後の大おお扉とびらが、裂さけるような音を鋭く立てたのだ。
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　聞こえた響きは、しかし大扉が開いた音ではない。その音の正体は、

　……ラップ音。それが響いたとなると──。

　後ろからやってくる人の気け配はいは確かに四つ。誾が視線で振り向き見れば、

「うぃ──す！　副長、野球部主しゆ将しよう、弘ひろ中なか・隆たか包かねが同時襲しゆう名めいアロンソ・ペレ、ペ、ペペ──」

「ペレス・デ・グスマン、でしょタカさん。──あと、第二特務、陸上部ぶ部長、江え良ら・房ふさ栄ひでが同時襲名アルバロ・デ・バサーン、緊きん急きゆうの報で来ましたよ、と」

　告げるのはまず二人の影。背の低い男と、彼より頭一つは高い女だった。

　制服を野球用に改造した男の方は、背が低いながらも日に焼けて締まった肌はだと身で、鍔つば付つきのヘルメットを被かぶり、背よりも高い革かわの筒ケースをスポーツバッグと一緒に背負っている。

　長身の女の方は長ちよう寿じゆ族ぞくで、ジャージ姿にライトボードを抱えていた。

　そしてこちらに歩いてくる二人には共通点があった。

　足先が掠かすれて、見えないのだ。

　……霊れい体たい──。

　彼ら二人の後ろに続くのは、やはり野球部の男女だ。年とし下したの女の方が、手を振って、

「はーい！　野球部の水軍ピッチャー、豊後ぶんご水すい軍ぐんのフローレス・バルデスでえす！」

　彼女の隣となり、深く頷うなずく前まえ髪がみの長い金きん髪ぱつ男が、

「妹よ。元気が良くて兄は嬉うれしいぞ。だが〝バルデスでえす〟などと駄洒落だじやれニアピンで僅わずかに飛び跳ねるのは感心せんな。──もっと大きく跳ねて可愛かわいさアピールすべきであろう」

「うん、よく解わかったから兄あに貴きは一度死ぬといいよ？　あ、これ、ペデロ・バルデスです」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずくフアナに対して四人は歩き、しかしこちらに視線を止める。

「おう、何だ、誰だれかと思ったら立たち花ばな嫁よめか。よく帰ってきたな。で、ええと、フアナの姐あねさんがいてベラのオッサンがいなくて──」

　と、奥の扉とびらが薄く開いて、長ちよう寿じゆ族ぞくの男が顔を出した。頰ほおに絵の具をつけた髭ひげの瘦そう軀くは、眉まゆをひそめて隆たか包かねを見て、

「馬鹿ヤロ、書しよ記きナメんなよ？　ディエゴ・ベラスケス、一いち応おう聞いてっから仲間外はずれにすんなよ？　俺ぁ今、新しん作さく作成で忙しくてな」

「オッサン、いい年こいてエロゲ作って稼かせぐなってよ」

「馬鹿、老いた方がいろいろ解わかることも多いんだよ。世の中楽しいこと多いよなってな」

「ほほう、珍めずらしく同意だなオッサン。三征西班牙トレス・エスパニアの風ふう潮ちよう。〝俺達は金があれば使ってしまう。ただ情熱に任せて祭をやって、嫌いやなことは忘れてしまう〟って通りに楽しんでっか毎日」

　おお、と男二人が歯を見せて頷うなずき合い、房ふさ栄ひでが隆包に肘ひじを入れる。

　ドアが絵え筆ふでを持った手を振る挨あい拶さつと共に閉じ、そして隆包が辺りを見回して、

「あと、いないのは宗むね茂しげ──」

　と、そこで言葉を止めた隆包の脇を、房栄が改めて肘でこづく。と、隆包はこちらを見て、眉まゆを下げて手を合わせた。そして彼は、

「あ、ああ……、その、宗茂は残念だったな。惜おしい奴やつを。ああ、こんなとき、何と言えば良いのか、いや、南な無むと言えばいいのか、そうか」

「タカさんそれ殺してるって。あと一応は旧派カトリツクなんだから手を合わせないでいいって」

　房栄フサエうるせえなあ、と言う隆包と苦く笑しようする房栄に、フアナの問う声が飛んだ。

「さて、報告といいましたが、一いつ体たい何を？」

「おう、悪い情報とよくない情報、どっちが先に聞きたい？」

「……第二特務、代わりに」

　ちぇー、と口を尖とがらせる隆包の横、房栄がライトボードに挟んだ書類を見る。

「──まず一つ。P.A.ODAが浅あさ井い攻めを完全に終了しましたよ、と。領りよう内ないの整理が出来たため、今後は対外的な活動が激しくなると推測出来るというわけね」

「……P.A.ODAが足あし場ばを固めたとなると、隣りん接せつする清しん武たけ田だ、そして派遣された羽は柴しばのいる M.H.R.R.神聖ローマ帝国 と向かい合う六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの緊きん張ちようが高まりますね」

　フアナの言葉に、誾ぎんが頷く。

「帰き還かんの道で教皇総長パパ・スコウラが言っておられました。武蔵は〝行く〟ものであるが、P.A.ODAは〝来る〟脅きよう威いだと……」

「用心せよとの言葉であると同時に、自じ戒かいですね。六護式仏蘭西と同様に、K.P.A.ItaliaもM.H.R.R.と隣接するのですから。──そして旧派国こくとして、私どももK.P.A.Italiaとは無む縁えんではありませんから」
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　そして、フアナが問う。

「もう一つの報告とは？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──西側の空にて、武蔵むさしの気け配はいを感かん知ちしたそうです、と。

　航こう路ろ巡じゆん航こうのマーカーをつける前まえ準備としてステルス航こう行こうを緩めたんでしょうね。おそらくだけど、聖せい連れん側へつけ込まれないようにマーカーのチェックは行い、寄き港こう地ち以外はステルス航こう行こうで抜けているものかな、と。

　……ゆえに、随ずい分ぶんと緩やかな移動になっているようですね」

　武蔵、という言葉に、誾ぎんは奥おく歯ばを軽く嚙かむ。頷うなずくように、フアナが息を吸い、

「──総そう長ちよう兼けん生徒会長のあの人に連絡せねばなりませんね」

　Ｔｅｓ．、と皆が頷く。が、フアナが眉まゆをひそめ、

「しかしあの人は、どこに行ったものでしょうか。先ほどから姿が見えず……」

「え？」

　誾を含め、隆たか包かねと房栄フサエ、バルデス兄妹が前を、フアナの背後を指さした。

　誾の眼前、フアナが振り向く背後、装そう飾しよく付きの大おお扉とびらに向かう通路を、モップで拭ふいているくたびれ姿の中年がいる。

　腰を曲げて床を磨みがく彼を見ていたフアナは、数秒してから耳を立て、

「──な、何やってんですかっ!!」





●






「……え?!　は、はいっ」

　眼鏡めがねの中年が通路の奥でモップを抱きしめるようにして振り向いた。

　慌あわてた動きで、足音立たてて大おお股またで歩いていくフアナが、

「一いつ体たい何をしてるんですかっ！　今、三征西班牙トレス・エスパニアは切せつ迫ぱくした状況にあるというのに総長兼生徒会長であり、更さらにはフェリペ・セグンドともあろう方が……！」

「い、いや、仕事の方はフアナ君が大体まとめてくれているし、僕が出来ることといえば、こ、こういう……」

「そういうことではなくてですね！　いいですか──」

　と通路で声が反はん響きようすることも構わず始まった説せつ教きようを向こうに置き、誾は隆包と房栄を見る。

　隆包が通路側がわでの説教と、はいっ、はいっ、と畏かしこまっている中ちゆう年ねん総長を見て、

「……姐あねさんは総長にだけやたらと厳きびしいよな」

　そうね、と頷く房栄の方が頭一つ分、隆包よりも背が高い。そんな二人を視し界かいに置いた誾は、

　……私と宗むね茂しげ様とは逆ですね。

　思いつつ、立ち上がる。振り返れば、正面にいる房栄が、

「──どうするの？　誾ちゃん。出しゆつ撃げきしたいんでしょ？　そういうとき私達、陸の長おさと海の長おさは、結けつ構こう頼りがいあると思うけど、ね」

　問いかけに応じる言葉は一つだ。頷うなずきを持って視線を返す誾ぎんの耳に、フアナの声が聞こえる。

「──しっかりして下さい！　もう！」
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　木造の部屋がある。

　机が並び、幼い顔立ちの持ち主達を席に着かせた場所は、教室だ。

　窓からの日差しが届く教室の側そく壁へきには、紙に木もく炭たんで描かれた船のスケッチが生徒の数だけ貼はられている。

　空を行く八艦かんからなる航こう空くう艦のスケッチは、各おの々おのの下に題名と説明を書いた札を貼られている。それらの札に書かれた題名は〝社会見学　ゆそう船から見たむさし〟だ。たまに〝むさし〟を漢字で書いているものもある。

　そして教室にいる生徒達は、皆、前を見ていた。黒板、その前に立って教科書を手に授業を進めているのは、ジャージ姿の正まさ純ずみだ。

　正純は、黒板が見えるように腕を横に伸ばしてチョークで黒板に文字を書き、

「──いいかい？　つまり、パンはパン屋さんで生まれるものではないんだ。元になる麦が畑で作られ、それを製せい粉ふん所じよで小こ麦むぎ粉こにして──」

　畑、せいふん所、と矢や印じるしで流れを示して書き連ね、

「パン工こう房ぼうで生き地じを作って窯かま場ばで焼いて、パン屋に運んで売るわけだ。パン屋に窯があればそこで焼いて売れる。──で、大事なのは、畑、製粉所、パン工房、窯場、パン屋、という五つの仕事があるけれど、パンを作るためにはもう一つの仕事がある」

　さて、と正純は言った。

「皆解わかるかな？」
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　問いかけ、正純は思う。

　……ここのところ、周囲は忙しいけど、やっぱり小しよう等とう部ぶは平和だなあ。

　今の問いの答えは運うん輸ゆ業ぎよう。

　この話から、武蔵むさしも各国の間で同様のことをしているという風ふうに話を繫つなげ、各国と武蔵のあり方や、今のそれぞれの立場について話を広げる予定だ。

　……英国に向かっているというところまで、出来るかなあ。聖せい連れんの話は、無理だろうけど。

　ああ、他にも、帰りにはちゃんと外の壁に立てかけておいた〝釣瓶つるべ撃うち〟の紙かみ箱ばこを持って帰らないとなあ。父とうさんも厄やつ介かいな物を頼むが、家いえ持もちの間では評判の品だ、確かに興きよう味みはある。取り付け作業は一人で出来るかなどうかな──。

「まさずみ先生、どーしたの？」

　最さい前列の子に問われ、正純は我に返る。ああ、と会え釈しやくを皆に送り、

「大だい丈じよう夫ぶ。昼ひる御ご飯はんが楽しみだなあ、とか、そんなことを思ってたんだよ」

　本当？　と、クラスの女子のみならず、皆が眉まゆ尻じりを下げた顔を見せる。

　彼らは、首を傾かしげたり、窺うかがうような視線を見せ、

「先生、この前、難しい話しながらズボン下ろされて、〝しゅーちぷれい〟ってママが言ってたけど、心に傷を残してたりしない？」

「まさずみ先生、たまに道の側そつ溝こうにブツブツ言ってるときあるじゃん。こわれてるの？」

「他にも先生、幾いく度どか道みち端ばたで倒れてたの目もく撃げきされてるけど、あれ、干ひ垂だる神がみか何か？」

　全部正しいような気もするが、どれ一つ頷うなずけないのはどうしたことだろうか。

　まあまあ、と正まさ純ずみは、子供達の心配を有り難がたいことだと思いながら言葉を作る。

「はい、それじゃあパンを作るため必要なもう一つの仕事。皆、解わかるかな？」

　解るかな？　と問うことは、自分がちゃんと教えられているかどうかの裏返しだ。それは己おのれへの問いかけのようだと正純は思う。そして、

「じゃあ皆、答えてみよう。答えは──、はい」

　すると皆は一いつ斉せいに手を挙げて、

「はーい、奴ど隷れいで──す！」

「誰だれだそんなこと教えたヤツは!!」

　思わず声をあげると、子供達は一様に首を傾げ、

「まさずみ先生が前に御お仕事で休んでる間に来た先生ー」

　言われ、正純は軽く唸うなった。確かにここ数日、九きゆう州しゆう北西から洋よう上じようを東行するようになってから、有ゆう事じに備えて生徒会室に控える時間を多くしている。

　……変なことを教えたのは代わりの講こう師しか。いや、本業が教えるならそっちが正しいのか？

「一体それは──」

　誰だれだろうか、と正純が思った瞬しゆん間かんだ。左横、戸が開いて人ひと影かげが入ってきた。

「うぃーす！　今日もトーリ先生が授業に来たぞお！　──全ぜん裸らで。さあ、今日のおみやげは先生がエロゲの初回限げん定てい版ばん買いまくりで余った歴代クリアファイルだぞお」
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　次の刹せつ那な。

　教きよう導どう院いん小しよう等とう部ぶの中庭で掃除をしていた用よう務む員いんの動死体リビングデツドは、前まえ側がわ校舎廊下側がわの壁を突き破って全裸が外に吹っ飛んでくるのを目もく撃げきした。
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　正純は、回し蹴げりの姿し勢せいを収め、腕を組んで廊下を見た。

　やがてゴッドモザイク付きの葵あおいが、外から戻ってきてこちらを指さし、

「おいおいオメエ！　セージュン！　この中ちゆう華か系けいエロゲ〝ハーレム大好き！　Chu王様！〟のクリアファイルとかレアなんだぜ！　傷ついたらどうしてくれんだよ!?」

「帰って寝ろ」

「あれェ──？　何かキャッチボールの筈はずがバッティング練習になってね？」

　首を傾かしげる葵あおいに正まさ純ずみは吐と息いきをするばかりだ。

　……何でこんなのが生徒会長兼けん総そう長ちようなんだろうか……。

　理由を考えると〝人じん徳とく〟としか言いようがなく、他の真ま面じ目めに生きている全ぜん人類に対して申もうし訳わけなく誠まことに遺い憾かんであると正純は政治家的てきに思ったりもする。ともあれ、

「それよりお前、ここまで全ぜん裸らで来たのか」

　途と中ちゆうでいきなり脱がれててもやだなあ、と考えつつ問うと、目の前の馬鹿はポーズを取った。

「おいおいセージュン、そんなに俺の全裸が気になるかよ？」

「あまり傷つけたくないから比ひ喩ゆで言うけど、蚊かが飛んでると鬱うつ陶とうしいよな？」

「おっと、その蚊はセクシーかい!?　それともギャランドゥかい!?」

　どんな蚊だよ、と思う眼前で蚊が全裸でしなを作るが、

「え？」

　と葵が不ふ意いに背後に振り向く。見れば葵の肩には後ろから黒色の手が乗っている。正純が葵とともに彼の背後に視線を向けると、銀色の髪かみをした自じ動どう人形が立っていた。

　自動人形は、空あいている手の人ひと差さし指ゆびを鼻の前に持ち上げて揺らし、無む表情に、

「ちっちっちっ」





●






　次の瞬しゆん間かん。

　教きよう導どう院いん小しよう等とう部ぶの校庭で体育の授業をしていた教員と生徒は、前まえ側がわ校舎の前まえ壁かべを突き破って全裸が外に吹っ飛んでくるのを目もく撃げきした。
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「えーと、……ホライゾン？」

　目の前、アッパーカット姿し勢せいを戻すホライゾンに、正純は恐る恐る、

「どうしてここに？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、自動人形の性質を鑑かんがみた上でトーリ様の授業を陰から手伝おうと思ってスニーキングしてきたのですが、それが正門前まえで脱ぐわ全裸で正純様さまをナンパするわで。あ、ホライゾン、どっちかって言うと感情１／９くらいですので怒る判断が出来ませんので、浅あさ間ま様さま達から頂いた〝憤ふん怒どマニュアル〟を参考にいたしました。今のは参考書によるとイタ公こう風ふうです」

　全部ツッコむべきだと思うが、アドリブは苦にが手てだ。どうしようかと正純が思っていると、ホライゾンがこちらに一礼して、

「ともあれ正まさ純ずみ様さまがナンパされておりましたので」

　え？　と首を傾かしげる眼前。ホライゾンはおもむろに重力制せい御ぎよで教室の戸を引き外し、両手で持って陰に入る。

　そして彼女は、縁ふちから顔半はん分ぶん出して、三さん白ぱく眼がんの震え付き薄うす笑わらいでこちらを見ながら、

「こ、この泥どろ棒ぼう猫ねこ……！　──如何いかがでしょうか正純様さま、この擬ぎ似じ的てき嫉しつ妬と表現」

　……これ、私が読ませた嫉妬系けい文学〝源げん氏じ名な物語〟のせいかなあ。

　思っていると、外から葵あおいが戻ってきた。

　葵は何もなかったかのような笑顔で、

「さあ、じゃあトーリ先生が授業するぞお！」

　だが、その声に、子供達が反応した。ひい、と大だい部分が席を立って教室の逆ぎやく隅すみに逃げる一方で、葵に対して壁を作るように構えた男子達が、

「く、来んなよ！　来んなよトーリ！　お前二度と来んなって前言ったべ!?　この馬鹿！」

「そうだよ！　馬鹿！　馬鹿！　お前頭あたま俺達より悪いんだから来んなよ！　またケン肉マン騎き士しゴム奪われたいのかよ!?」

「おいおいガキども連れねえなあ、ホンダリア教きよう典てんに則のつとって出席番号順じゆんに大人おとなにすんぞ」

「それより葵、お前は私がいない間にここで何やったんだ」

「ああ？　授業だよ授業。──よーし！　じゃあ今日の授業は紙かみ芝しば居い行こう紙芝居!!」

　子供達からブーイングが来た。

「授業じゃねえよ！」

「あんだあ？　頭悪ぃなあオメエら、道どう徳とくの授業だ道徳の。オメエらに神かみ代よの時代から伝わる昔むかし話ってものをしてやろうってんだよ。うおおお俺超ちよう優しい！」

　と、葵はどこからか出した紙芝居の紙かみ束たばを教きよう卓たくに立てた。

「よーし、じゃあ、今回のタイトルは〝はなさかじじい〟だ」

　今回、ということは前もやったのだろうか。ハッキリ言って授業の邪じや魔まだが、野の放ばなしにしておくのも危険だ。子供達も疑ぎ念ねんの目付きではあるが危険は無いと判断したのか着席し始めた。芸げい人にんは芸を終えたら帰るものだ。ならばそれまでを災さい害がいと思って過ごすのもありだろう。

　そして葵が、紙の裏面に書いてある言葉を読み始めた。

「むか──しむかし──」
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「かなりのむかし　あるところに　じじいが　ひとりおりましたとさ」

　メジャーな始まりだなあ、と正純は腕を組みつつホライゾンを見る。

　よく見ると、ホライゾンは興きよう味み深ぶかげに、紙芝居ではなく葵を見ている。

　……興味と感情は別なのかなあ。

　そう思っていると、葵あおいの声が聞こえる。

「じじいは　よめを　はやくにうしない　ひとりみでした

　うえのむすこは　いっきで　ほばくされて　みのおどりで　ひゃっはーに

　したのむすこは　ごにんぐみせいどの　れんたいほしょうにんで　ゆくえふめいでした

　そんなじじいは　あるとき　いっぴきの　こいぬを　ひろいました

　こいぬを　じじいはポチとなづけ　かぞくのいないさびしさを　まぎらわせていました

　しかし」

　……しかし、ポチは喋しやべれる犬で、育てられた恩おん義ぎに宝の位置を教えるんだっけか。

　それが隣となりの意い地じ悪わる爺じいさんに知れてポチは連れ去られ、だが意地悪爺さんにポチは宝の位置を教えず殺されてしまう。ポチの遺い灰はいを爺さんが撒まくと花が咲き、爺さんは城じよう主しゆに認められて満足な暮らしを得るようになるが、意地悪爺さんはそれを真ま似ねして、しかし花を咲かせることが出来ずに城主を怒らせ処しよ刑けいされる。

　幾いくつかのパターンはあるが、老人という、外見が似た二人の存在の性質差さを、賢かしこい従じゆう者しやが身をもって見み極きわめ、それぞれに報いるという話だ。

　葵の語りは、こちらの記き憶おくを辿たどるように進行していく。それは、

「ポチは　じつは　しゃべれるいぬだったのです　あるとき　ポチは　こう言いました

　おじいさん　じつは　わたしには　かくしごとがありました

　このようにしゃべれるのですが　おじいさんが　ただしいひとか　わからなかったので

　だまっていたのです　しかし　おじいさんが　ただしいひとだと　わかったので

　これまでそだてていただいた　ごおんのため　たからのいちを　おしえましょう

　しかし」

　……しかし？

　あれここで話が転てん換かんするっけ？　と正純が首を傾かしげる眼前、葵は紙をめくり、

「じじいは　しゃべるポチに　やおらけつあつがあがるのを　おさえきれませんでした

　じじいには　けものぞくせいが　あったのです

　よめが　いなくなってから　たまりつづけたびーすとぱわーが　いま　ここにさくれつする

　ポチは　あわててにげようとしますが　ときすでにおそし

　じじい　はっしんじゅんびかんりょう

　しょうにんだ

　ああっ　じじい　なにをいたす　かじだー　かじよー

　へへへ　じゅうごの　こむすめじゃねえんだからよう

　ポチはあわてて　さけびました

　ええい　はなさんか　はなさんかじじい　はなさんかじじい──！

　しかしていこうむなしく　じじいは　ついにポチを　えむじかいきゃくに

　っておいおい何だよセージュンもホライゾンも俺の肩に手を置いて」
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　次の瞬しゆん間かん。

　教きよう導どう院いん小しよう等とう部ぶの中庭で掃除をしていた用よう務む員いんの動死体リビングデツドは（略）。
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　白い、分ぶ厚あつい霧きりのような情報遮しや断だん型がたステルス障しよう壁へきの全ぜん天てんを、ただ見ている人ひと影かげがあった。

　白の、繭まゆにも似た空間の中、飛行する武蔵むさしの中央後こう艦かん・奥おく多た摩ま。その艦かん尾び側がわ、階段構こう造ぞうの最上部に存在する教導院の壁へき面めん上だ。

　木造校こう舎しや三階の壁、そこに垂直に座っているのは制服を忍にん者じや装しよう束ぞく風ふうに改造した帽ぼう子し姿すがたの少年だった。〝第一特とく務む　点てん蔵ぞう・クロスユナイト〟と書いた腕わん章しようの彼は、懐ふところから出した携帯社しや務むを操そう作さして表示枠サインフレームを二つ宙に出した。そして左の表示枠に対し、

「左さ舷げん側はどうで御ご座ざるかナイト殿どの」

　言葉を送る先、表示枠に映るナイトは、制服姿すがたで箒を抱き、浅あさ草くさ前部甲かん板ばんに立っている。笑えみ顔がこちらを見て、

『──あ、うんうんＪｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．。ナイちゃんさっき位置ついたばかりだけど、見ている限りではまだまだ白いかなあ。

　航こう路ろ執しつ行こうのためにマーカーのポイントつけるって言うけど、ステルス解かい除じよは五分くらいだよね、あれ。そろそろマーカー地点到とう達たつって言ってたけど、やっぱり〝武蔵〟達も、ステルス障壁ごしだと外が解わかりにくいのかな』

　と、点蔵の展開する表示枠の内、右側の方に人影が映った。銀の髪かみの持ち主は、

『──あの、ミトツダイラですけど、先ほど多摩の方で変な音しませんでした？　三度ほど。正まさ純ずみが今日はバイトに出ている筈はずなので、少々心配なのですが』

『んー、ナイちゃん思うにソーチョーとホライゾンも多摩に行ったから大だい丈じよう夫ぶじゃない？』

『それはまた心配な気がしますわね……』

　そうだね、と視線を逸そらして俯うつむくナイトとミトツダイラだったが、しかしすぐに復ふつ帰きして、

『ナルゼは一緒じゃありませんの？　確かシフト表では……』

『あ、白嬢ヴアイスフローレンの修しゆう理り手配がやっぱりつかなくて内ない勤きん。シフト表、二人のままになってたかな？　今は皆と授業受けつつ新作同どう人じん誌し〝帰ってネロ皇こう帝てい〟描いてるんじゃないかな』

『そのタイトルはどうかと思いますが、……すいません、気き遣づかい無いこと聞いてしまって』

『大丈夫大丈夫。御お仕事半はん減げんだけど貯ちよ金きんもあるしね。ガっちゃん、変に気遣いし始めると寝るときに壁を背にする方選びたがるんだけど、それもないし。──あ、そっち、マサやんは？　シフトとは別で二時限目めから休むって言っていたよね』

『Ｊｕｄジヤツジ．、交代の後、壊こわれたデリックの修しゆう復ふくで武ぶ神しん班はん引き連れていろいろやってるようですの。ここ来るとき、貨物区く画かくの幾いくつかをデリックのパーツ置きにしてましたわ』

　二人の会話を聞きつつ、点てん蔵ぞうはこう思う。

　……普通の会話で御ご座ざるな。

　最近、総そう長ちよう連れん合ごうの仕事が増えてトーリ達との時間が今まで以上に増えたため、こういうまともな会話を愛めでることが少なかった。

　友との語らい、お互いの気き遣づかい、いいでは御ご座ざらんか。すぐ金の話題や歴史会かい話わやエロゲ語りやクククとか酷ひどげな嫌いや味みの応おう酬しゆうとかそんな凄せい惨さんな魔ま界かい会話はここに無い。

　話主が同性カップルとか怪かい力りき騎き士しとかそういう問題は差し置いて。しかし、その一方で、

　……女子の会話の流れには入りにくいで御座るなあ。

　小しよう等とう部ぶからの付き合いに対し、気負いすぎていると考える反面、小等部のような年ねん齢れいでもないのだとも思う。

　昔は、自分達の出身国こくや地方、種族差さ異いのことでぶつかり合ったりもしたもので、特にミトツダイラなどは本気で物理的にぶつけていたものだったりするが、誰だれも彼も中ちゆう等とう部ぶあたりでそれが無くなったのは、出身国と武蔵の事情などが解わかり始め、

　……自分の位置を確立していったからであろうなあ。

　自分の位置。その言葉を点蔵は思う。皆の中での自分の立ち位置は何かと考え、

　……うむ、最近はトーリ殿どのの命めいで〝ジュースを三分以内に買ってくる大だい臣じん〟に就しゆう任にんし──。

「それ違うで御座るよ──！」

「ど、どうした、の？」

　と、横よこ手ての窓。生徒会室に隣りん接せつする資料室の窓から一人の少女が顔を出した。点蔵は、

「おお、鈴すず殿、どうしたで御座るか？　今は授業中の筈はずで御座るが」

「あ、う、うん、先生が、その、御お広ひろ敷しき君を〝処しよ刑けい〟するから、ええと、お馬うま用ようのカンチョー持って来いって、今、皆で、その、押さえ付けてて、悲鳴？　聞こえない？」

「成なる程ほどなあ。しかし何で資料室にそんなものがあるので御座るか……」

『というかそういうの運ぶのは第一特とく務むの役目ではありませんの？』

『うん、ナイちゃんも何かそんな気がする』

　……三分か！　三分で御座るな!?

　思っていると、鈴がこちらに笑えみを見せた。

「あ、だ、大だい丈じよう夫ぶ、もう持ったし、戻るだけ、だから、ほら」

「別に外に掲かかげなくていいで御座るよ？　しかし鈴殿は資料室の中に詳しいので御座るか」

「ん。……生活委い員いんで、そ、掃除とか管理してるし、いろいろ、さ、触れるもの、あるし、ほら、生徒会や総長連合、つ、使ってる、あの、大きな極きよく東とう立体地ち図ずとか、おな、同じような世界地図とか、いろいろ、──あ」

　不ふ意いに鈴すずが左右を見渡し、

「い、今、多た摩まの方で、何だか、その、ば、爆発」

「ああ、トーリ殿どのとホライゾン殿と正まさ純ずみ殿が一緒で御ご座ざろうからなあ」

「……た、楽しい、の、か、かな？」

　どうで御座ろうか、と点てん蔵ぞうは今のトーリの思いを想そう像ぞうしてみるが、

「拙せつ者しや、彼女を持ったことが御座らんからなあ」

「ご、御免、な、さいっ、わ悪いこと、聞いた、ような」

「いやまあ、それは自分の方の問題でも御座るしなあ」

『第一特とく務むはどんな女性が好みですの？』

「ああ、──金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうに御座るよ」

『……そういうところが駄だ目めなんだと同どう属ぞく性のナイちゃん思うなあ』

『そうですね、神に仕える巫み女ことしてもどうかと思います』

『クククこの忍にん者じやは忍しのびもせず派は手で好ずきね。金髪牛ぎゆうと結婚したら？　レッツホルスタイン！』

『こらこら皆、授業中なんだから盗み聞きはやめて処しよ刑けいに集中しなさい。先生怒おこるわよー』

「な、何を盗み聞いて混こん信しんしてるで御座るかー!!」

　わあ、と必要以い外がいの表示枠サインフレームが消えて点蔵は一ひと息いきつく。彼は胡座あぐらに肘ひじをつき、

「作ろうと思って作れれば苦労は無いで御座るなあ……」

「いい人が、見つかると、い、いいね」

　鈴が、立ち去りの会え釈しやくをしながら、そう言った。

「ト、トーリ君、ホライゾン、また、見つけて、……頑がん張ばって。だから、て、点蔵君くんにも、そ、そういう人が見つかったら、──今ま、で、以上、頑張れるんじゃないか、な」

「そうで御座ろうかなあ」

　そういう人を、見つけたことがないので解わからない。もし見つけたならば、トーリのように、

　……世界征せい服ふくしてもいいと、そんな風ふうになってしまうので御座ろうか。

　じゃ、と去る鈴に礼を言い、点蔵は一息をつく。

　すると、眼前に新しい表示枠が開いた。着信だ。映るのは侍じ女じよ服ふく姿すがたの、

『〝武蔵むさし〟です。誠まことに長らくお待たせいたしました。外部の位い置ち情報など確定出来ましたので、これから移動しつつ、航こう路ろマーカーのポイント作業に入ります。──以上』
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〝武蔵〟の言葉に、点蔵は姿し勢せいを正す。先ほどの彼女の言葉について、

「確かに予定よりやや遅れて御座るが、航路マーカーの特定はやはり難しいで御座るか？」

『Ｊｕｄジヤツジ．。自じ動どう人形でもステルス障しよう壁へき外がいの状況は解りにくいというより、……実のところ、皆様よりも自動人形の方がステルス障壁外の状況が解らないものとされています。──以上』

『？　そうなんですの？』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵むさし〟が答えた。

『ステルス障しよう壁へきの外がい部ぶ状況を知るには、障壁の一部を薄くして、そこから外部の情報を拾うのが一般的です。穴あな打うちと呼ばれるこの作業の際、私どもは各かく艦かんの外部集しゆう音おん器きなどを総そう動どう員いんして半はん径けい約十キロ圏けん内ないの莫ばく大だいな情報の収しゆう集しゆうと理解に努めます。──しかし』

「しかし？」

『自じ動どう人形は公こう平へいです。莫ばく大だいな情報に対し、全てを均きん等とうに検けん分ぶんした後でなければどの情報が何の意味を為なして重要かを決めることが出来ません。つまり、聞こえた中から重要そうな音を〝これだ〟とアタリをつけただけで検けん証しようなしに取り出すことが出来ないのです。

　──時間を掛け、精せい密みつな挙きよ動どうを必要とするならば私ども自動人形のやり方が優れていると判断出来ます。何しろ全てを理解した上で動きますから。ですが──』

『ナイちゃん言葉横よこ取どりするけど、戦せん闘とうの際はそれだとキツいね。敵の動きだけじゃなく、波音や人の話し声も全部均等に検分した上で判断なんだから』

『──Ｊｕｄ．、ゆえに今のような状況も同様です。マーカーのポイント作業はステルス障壁越ごしでも可能ですが、私共どもの方法ではほぼ停てい止し状態でなければレシーバー側の位置確かく定ていを確実とする許可が出せません。──以上』

　言っている意味は解わかる。

　一いち都市分ぶんの巨きよ体たいと重量を持つ武蔵は、停止状態から速度を得るまでに時間を必要とする。

　そんな武蔵にとって、三征西班牙トレス・エスパニアの近い位置で停止するのは危険行こう為いでしかない。何しろ、マーカーをポイントした時点で現在位い置ちが知られるのだ。情報遮しや断だんステルスで〝存在が解らない〟状態になっていても、砲ほう弾だんなどを防げるわけではない。速度が乗るまでの間にポイント位置の包ほう囲いや全ぜん範はん囲い的な盲もう管かん砲ほう撃げきをされてしまえばおしまいだ。

　だから、

『移動しながらステルスを一時解かい除じよし、ポイントすると共にステルス状態に移行してその空くう域いきを離り脱だつ。しかし、私共の索さく敵てき能力は公平であるがゆえに、解除や移い行こう段階において外部の異い変へんに気付くのが遅れる可能性があります。

　ゆえに皆様の知ち覚かくの補助を頂くわけです。──以上』

『私など、……目よりも鼻の方が利くようなタイプですけど、大だい丈じよう夫ぶでしょうか』

　……ミトツダイラ殿どのはそれでよく納なつ豆とう製品の販売とか出来るで御ご座ざるなあ。

　ひょっとすると納豆の匂においが死ぬほど好きなのかもしれないが、言うと納豆藁わらでミノ踊りかも知れないので言わないでおく。

　うんうん、と点蔵が一人壁かべに座って頷うなずいていると、空に色がつき始めた。

　ステルス障壁の前部側がわから、白の空が割れて青の色を持ち始める。

　裂さくというよりも、引き開けるような動きで白の殻からが剝むかれ、青の昼ひる空ぞらが見え、

「────」

　一気に広がるのは、全天の青と、

『海ですわね……。見たところ、何もいないようですが』

　安あん堵どの息のようにつぶやかれたミトツダイラの言葉を支えるように、表示枠サインフレームの中でナイトが四し方ほうを見渡す。

「うん、ナイちゃん見る限り、向こう、東の方に英国の島が見えてるけど、他、本ほん州しゆう側にも何もないかな。──無む敵てき艦かん隊たいの影でも見えるかと思ったけど」

『Ｊｕｄジヤツジ．、有り難がとう御ご座ざいます。現状、マーカーのポイント作業の方を〝武蔵むさし野の〟が──』

　武蔵野の前部艦かん底ていから、海面に向けて赤い光が一いつ瞬しゆん走った。

　海上に設けられているブイ型のポイントレシーバーに、巡じゆん航こう位置を示す信号を送ったのだ。
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　廊下を歩く鈴すずは、窓に起きる空の変化を音として聞く。

　それまでステルス障しよう壁へきによって閉ざされていた外がい界かいの音が、急きゆう激げきに浸しん透とうしてくる感覚を、

　……昔は、怖いと、そう思ったけど。

　小しよう等とう部ぶの半なかばには慣れていた。友人達に連れられて舳へ先さきや外がい縁えんなどもいろいろ訪れ、武蔵の外にあるものや、それらの意味を知ったからだ。

　ステルス障壁の外にある音が届いてくると言うことは、自分の耳に数キロ以上の先の状況が届いているということになる。目が見えていなくても、他の人の視線が届くのと同等の〝領りよう域いき〟を自分は知ち覚かく出来ているのだ。

　武蔵は一年を掛けて極きよく東とうを一周するが、鈴は資料室の立りつ体たい地図や、外での聞き分けによって天てん候こうの予測や地域差さを判はん別べつ出来るようになっている。

　今、これから聞こえるのは極東の西。海の上にある空の音。

　波は荒く、風は気け高だかく吹いている。

　まるで耳みみ栓せんを外した瞬しゆん間かんのように、外界の音が聞こえてきて、押し寄せ、

「──え？」

　妙みような音が聞こえた。始まりは妙な響ひびきで、続くのは、今までこの空で聞いたことがないような、しかし最近、聞いた覚えがあるような音だ。その音は確か、

「三征西班牙トレス・エスパニアの、……船？」
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　それにいち早く気付いたのは、ミトツダイラだった。

　品しな川がわ先せん端たんにいたミトツダイラは、潮しおの匂においとともに漂うある臭においに気づいた。

「……工業油あぶら？」

　食用油あぶらではなく、直なお政まさの衣服から漂うようなものに近い臭においだ。が、直政達たちの油あぶら臭くささとはまた違う。やや苦にがいような香りで、

　……これは──。

　今は海上、空の中にいる。周囲には何もないが、臭いが漂うには時間が必要だ。そして臭いが海風に拡かく散さんしないのは、発生源げんがそこに留まっているということであり、

「──っ！　警けい戒かい──!!」

　眉まゆを立てて叫んだ直後。空に影が生まれた。

　まるで空を裂さくようにして姿を見せるのは直上、大型二つと小型六つの、

「三征西班牙トレス・エスパニアの攻こう撃げき艦かん隊たい！　──クラーケン級きゆう二！　ワイバーン級六！　位置は直ま上うえ約五百メートル！　ステルス状態からの移行ですわ!!」
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　叫びに反応するように、ミトツダイラの顔かお横よこに表示枠サインフレームが二つ現れる。〝武蔵むさし〟とネシンバラだ。

　まずは皆で処しよ刑けい中のネシンバラが眉まゆを立てた顔で、

『くそ、折せつ角かく押さえ付けてたのに、──ええいまあいいや、ミトツダイラ君、ステルスって本当？　ワイバーン級なんて小型用ステルス障しよう壁へきはまだ極きよく東とうでも実用化かしてないけど』

「Ｊｕｄジヤツジ．、空を見て事実を確認あそばせ。──〝武蔵〟。状況は？」

『Ｊｕｄ．、敵てき艦かん、降こう下か続行中ちゆうです。速度差さがありますので、三征西班牙側がわの降下位置は左右舷げん二番艦かん及および中央前ぜん艦かんの後部以い降こうになると推測出来ます。

　降下までの予よ測そく時間は残り三分十二秒かと。──以上』

　Ｊｕｄ．とミトツダイラは頷うなずき、両の肩後うしろに常じよう備びの給きゆう鎖さオベリスクを接続し直す。

　その間に周囲、警けい報ほうの鐘かねが鳴り始め、地下へと入るハッチの閉じる音が響ひびき出す。

　約三分。その時間を思ってミトツダイラは背後へ、後こう艦かんの側へと身をターンした。

　……二番艦かんより後ろとなると、ちょっと遠いですが。

「〝武蔵〟！　戦場の確定を御お願ねがいしますわ！」

　言っている間に、顔横にシンプルな鳥とり居い型がたの表示枠が現れた。ワイド画面に描かれるのは武蔵の艦隊軌き道どうと、上空から来る敵八艦の艦隊軌道図ずだ。

『Ｊｕｄ．、クラーケン級一艦かんとワイバーン級二艦は位置の関係から降下軌道に乗ることが不可能と判断出来ます。こちらは各かく艦かん間かんの輸送管かんなどを収しゆう納のうしつつ、防ぼう御ぎよ用よう重力障壁によってワイバーン級三艦の降下軌道を反らします。おそらく側面への砲ほう撃げきを受けることになると推測出来ますが──』

　画面上、降下予よ測そく位置が赤の丸で表ひよう示じされる。赤色が示す主しゆ戦せん場じようは武蔵の後部で、

『──こちら〝武蔵むさし野の〟。三征西班牙側、爆ばく撃げきと砲ほう撃げきを開始します！』

　新しい表示枠、〝武蔵野〟の名めい義ぎで現れた画面には短髪セミロングの自じ動どう人形が映る。

　同時。空が光った。

　降こう下かする艦かん群ぐんが左右舷げんから一いつ斉せいに放った術じゆつ式しき砲ほう火かと、その弾だん幕まくを受け止めた重力障しよう壁へき群ぐんの放つ光だ。煙と着ちやく弾だん光こうと、障壁破は壊かいの光の破は片へんが武蔵むさしの二番艦かん上空を光の霧きりに染め上げる。

　しかしそれら全ては前進の動きによって背後へと振り捨てられていくだけだ。

　そしてミトツダイラは聞いた。〝武蔵〟の、

『──主しゆ戦せん場じようは奥おく多た摩ま上空と推測出来ます。私共どもも諸しよ処しよ用意を致しますので、皆みな様さま少々の持ちこたえを御お願ねがい致します。──以上』

「持ちこたえではなく、こう言っていただいて構いませんのよ？」

　二度目の爆ばく撃げきと光の怒ど濤とうの発生を見つつ、ミトツダイラは走り出す。告げる言葉は、

「──勝ってしまえ、と」





●






　空。眼がん下かに八つに分ぶん断だんされた都市のような船がある。

　光の霧む壁へきを数枚突つき破るかのようにして前進する巨きよ影えいを見下ろすのは、降こう下かする三征西班牙トレス・エスパニアの艦にて指し揮きを執とる、

「これより三征西班牙総そう長ちよう連れん合ごう所しよ属ぞく、西せい方ほう防衛艦かん隊たい臨りん時じ編制突とつ撃げき隊たい、指揮は総長連合第二特とく務む、江え良ら・房ふさ栄ひでが同時襲しゆう名めい、アルバロ・デ・バサーンが指揮を執ります、と」

　背の低い艦かん橋きよう内。中央に巨大な表示枠カデナフイルマで艦かん底てい側の光景を映した場所に、朱しゆのジャージ姿の女性が立っている。彼女は左腕にライトボード型の携帯教きよう会かい堂どうを持ち、右手に持った携帯錫スタイラス杖ペンで携帯教会堂が立体表ひよう示じする艦隊模も式しき図ずに航こう路ろ指し示じを与えていく。そして、

「タカさん、そっち、野球部の一、二年とバルデス兄妹の船がハズレたからね、と。武蔵の左さ舷げん側がわに誘ゆう導どうするから気流見みて砲ほう撃げき開始するよう指示して」

　応答として十字架か組みの表示枠がライトボードの脇に映り、眼下からの衝しよう突とつ光と撃げき音おんの連れん打だをバックにしたヘルメット姿の隆たか包かねが顔を見せる。彼は三征西班牙のＴイニシャルの付いたヘルメットをかぶり直し、爆ばく撃げき音に負けぬ大声で、

『房栄フサエ、爆撃に炸さく裂れつ弾だんか術式弾だんやれんのか!?　実じつ弾だんだと重力障壁の集中展てん開かいで抜けやしねえ。立たち花ばなの持ってきた記録だと流体砲ほうも弾はじくんだぜ。このままだと降下出来ねえだろうが！』

「爆ばく圧あつや気流が乱れたら危ないわよ？　そっち、野球部は陸上戦せん士し隊たいの主力だから荒っぽいの慣れてるかもしれないけど、うち、陸上部はもっとスマートな航空降下隊たいだし」

『じゃあ降りるのか？　ス、スマートってやつでよ。攻こう城じよう戦せんのプロから言わせて貰もらうとあまりいい状況じゃねえけどな。武蔵を城と見たてて落とすには人数が少なすぎるだろうが』

　解わかってるって、と房栄は笑えみの顔を見せる。床から響ひびく爆撃の震しん動どうに髪かみを揺らし、

「Ｔｅｓテスタメント．、さっきの作戦会かい議ぎ、そのあたり話したのに思い切り寝てたでしょう？」

『ああ。お前に任せときゃ安全だからな。いつもそれで間違いがねえ』

　Ｔｅｓテス．Ｔｅｓ．、と房栄フサエは二度言った。新たな爆ばく撃げきの指し示じを皆に送りつつ、

「三征西班牙トレス・エスパニア避けるために外がい洋よう側航こう路ろを選択ね。まあ、時間はかかるけど、他国を巻き込む恐れを考えたら一番いい選択よね、と。──でもまあ、高度上げてると思ったらかなり低くしてるの意い外がいだったわ。衝しよう突とつしないで済んだけど、さ。

　まあ、そろそろ、陸上部が行くから、──野球部もついてきてね、と。

　下を見ている感じだと、向こうも動き出してきたようだし」

　じゃあ、

「──皆！　開かい戦せんよ!!」







[image: 第三章『空の渡り者達』]
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　奥おく多た摩ま後部、武蔵むさしアリアダスト学がく院いんは、警けい報ほうの鐘かねの音と学生達の足音、そして爆ばく撃げきの響ひびきに揺れていた。

　武蔵各かく艦かんに展開する防ぼう御ぎよ用重力障しよう壁へきの鳥とり居い型がた紋もん章しようは被ひ弾ばくによって砕かれ、その光の破は片へんと霧きりの下を皆が行く。それぞれは自分達の持ち場に急ぎながら、空を見上げ

「おいおい、あれ、三征西班牙トレス・エスパニアの体育会系けい夫婦の旗き艦かん隊たいじゃねえか！　副長クラスだぜ!?」

「いいから急げ！　──借しやつ金きん好ずきの小豆あずきジャージを無む賃ちん乗船させんな!!」

「降こう下か不能な敵てき艦かん群ぐんは村むら山やま、青梅おうめの左さ舷げん側がわに降下中ちゆう！　射しや撃げき隊たいと術じゆつ式しき補ほ強きよう隊たいは訓くん練れん通りの編へん制せいでそちらに急いで！」

　飛び交う声の中央とも言える指し揮きの位置、教きよう導どう院いん前まえの橋きよう上じように立つのは〝書しよ記き　ネシンバラ・トゥーサン〟という腕わん章しようをつけた眼鏡めがねの男子生徒だ。彼は、背後に矢や継つぎ早の指し示じを飛ばす放送、体育、文化委員の十数人を置き、

「射撃隊と補強隊は青梅に集中。村山は外交も行う異い国こく住人の多い艦だから敵も狙ねらい難にくいだろう。向こうは艦かん数すう少ないから打だ撃げき力りよく集中のために青梅側がわに行く筈はずだ」

　爆撃音おんと風とともに吹きすさぶ光の霧にも動じず、ネシンバラは肩に文ぶん官かん型がたの走狗マウスを置き、数十の鳥居型紋章を展開している。見み据すえるような目と共に告げられる台詞せりふは、

「陸上戦せん士し団だんは奥多摩と武蔵むさし野のの中央側がわ通りに展開。対たい空くうは三列単たん位いで空を割り当て、指示するまで撃うたなくていいからね。あとは本ほん多だ──、ええと」

　近くの表示枠サインフレームに御お広ひろ敷しきが映った。彼は眉まゆを立てた力りき説せつ顔で、

『ええ！　本多君が正まさ純ずみ君と二ふた代よ君で現在二人ですからね！　そこは解わかりやすく通つう称しようで貧ひん多だ君と巨おお多た君と読んで分けるとかヅカホンダとヤリホンダで怪かい獣じゆうみたいに分けるとか。

　でも小しよう生せい的にはどっちもババ──、あ、先生何なんですかその目は！　手とかも出してきて何で笑顔で──』

　ノイズの表示枠を自じ戒かいのためにも残しておくことにして、ネシンバラは二代の出しゆつ撃げきの進しん言げんを行って一ひと息いきつく。と、間かん髪はつ無く、表示枠の一つに長身の影と共に輸ゆ送そう区画の縦たて町まちを走る女じよ生徒が映った。

『あ、ネシンバラ？　──ハイディなんだけど、こっちは輸送艦かんのパージや別べつ行動の手て配はいしてるのね。で、上の方どうなってるの？　向こうは？』
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　そうだなあ、と、ネシンバラは降りかかってきた光の粉こなを風とともに払う。三征西班牙トレス・エスパニアの降こう下か予よ測そく時間が残り一分を切るのをタイムカウンターで見つつ、

「さっき向こうからこの襲しゆう撃げきの大たい義ぎ名めい分ぶんが布ふ告こくされたよ。〝三征西班牙の領りよう域いきにおいて、英国への援えん助じよ物ぶつ資しを輸ゆ送そうする船せん舶ぱくの拿だ捕ほを行う〟とね」

『あー、だったらもうちょっと本ほん土ど側がわが良かったかな。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの森林や沿えん岸がんで野や生せいの一角馬ユニコーンとかの観賞ツアーが流は行やりなんだよね。戦せん闘とう中ちゆうに上からどんな場所か見たかったかな』

『ふむ、〝武蔵むさしで行こう上から目め線せんの魔ま獣じゆう観賞ツアー〟だな』

　この二人は何でも金か。見事過すぎると、そう思いつつ、ネシンバラは皆に指し示じを出す。

「いいかい皆、よく聞いてくれ。これから敵の狙ねらいと対応について話す」
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　ネシンバラは、皆の沈ちん黙もくを前に口を開く。面めん倒どうな事態だと思いながら、

「今回の敵襲撃だけど、町自体への乗り込みはないと思う。向こうの降下可能艦の構成だと、降下隊は二百人くらい。攻こう城じよう戦せんで考えたら、武蔵は広大な都市で、そこに二百人で降りてきても不ふ慣なれな土地と建物と通路で分ぶん断だんされ、いずれ鎮ちん圧あつだからね。

　航こう行こうを止めるとしたら、ワイバーン級の体当たりだろうけど、そのくらいでは武蔵は沈まないし、英国が近い状況で捕ほ虜りよが出るようなやり方をするとは思えない。

　だからこれは侵しん攻こうではなく襲撃。海かい賊ぞく行為みたいなもんだよ。

　向こうは補給もしないわけだから、こちらは向こうの攻撃をしのぎ切ってしまえば終わりだ。狙えるなら敵てき艦かんの撃げき沈ちんを狙う。その方針で行くよ」

『Ｊｕｄジヤツジ．、でもそんな襲撃するなんて、向こうの狙いは──』

「Ｊｕｄ．、第一に、聖せい連れんの主力所しよ属ぞく国こくとして、武蔵と敵てき対たいする姿し勢せいを見せること。

　それによって後のヴェストファーレンでの交渉権を明確に得るし、他国へのメンツも通る。

　第二には、武蔵の戦せん闘とう能力情報を得ること。これは後の敵てき対たいにおいてもだけど、情報自じ体たいが他国に売れるものだからね。少なくとも、武蔵に本格侵攻したい国にとってはこの上空からの襲撃情報は有ゆう益えきだろう。恐らく、向こうの副長クラスだけあって、各隊の代表がそれぞれのデータを集めるために多種の武ぶ装そうや術じゆつ式しきで攻こう撃げきしてくると思う。

　そして第三には、武蔵内部の人々への警けい告こく。自分達が本当の意味で〝戦争状態〟にあることを知ったら、それなりの反応は出るだろうってね。ベルトーニ君、そのあたりは──」

『──現げん在ざい乗船しているのは、〝今こん後ご武蔵内部で不ふ慮りよの死に見み舞まわれたとしても自己責せき任にんとする〟という自己責任契けい約やくに捺なつ印いんした者ばかりだ。契約出来ない約二割は四し国こく、九きゆう州しゆうで下げ船せんしている。他、自分の故こ国こくでの下船を望む者が一割ほどだな。

　機き関かん部と商業部に脱だつ落らくがいなかったのが有り難がたいが、幼児連づれや妊にん婦ぷは下船を勧かん告こくした。当とう分ぶんは中ちゆう等とう部ぶ以上の学生バイトや深夜バイトの奨しよう励れいだろう。戦後は補ほ習しゆう授業の嵐あらしになるぞ。

　居きよ留りゆう地ちからの乗船と帰き化かを望む者や亡ぼう命めい者も多く、いずれ差は埋まるだろうが』

「でも葵あおい君が何か言ったでしょ。その一方的な自己責任契約。〝あんまし良くねえな〟とか」

　Ｊｕｄ．、とベルトーニが肩をすくめた。

『万まんが一いちの場合、三ヶ月の補ほ償しよう金きんと〝話を聞くこと〟を約束された。──まあ、それで市民の安心が少しでも買えるなら安いものだが』

　成なる程ほどねえ、とネシンバラがつぶやいたときだ。背後、体育委員の通つう神しん員が叫んだ。

「観測から通神！　──三征西班牙トレス・エスパニア、降こう下か隊たい出ます！」

　その声に、指し揮き所しよの皆が驚きの声を上げる。理由は簡単だ。ネシンバラの眼前、降下予よ測そく時間を示すタイムカウンターはまだ三十秒以上の余よ裕ゆうがある。

　だがネシンバラは、光と音にまみれ、震しん動どうを生む前進の空を見上げた。

「爆ばく撃げきで重力障しよう壁へきを後部に集中させつつ、それらを一気に前に飛び越えて降下する気だね。三征西班牙の海かい賊ぞくが行う白はく兵へい戦せんだよ。いつもは前から艦かん橋きよう側にやるんだけど今回逆ぎやくだ」

『でもネシンバラ、そんなことやったら町に降下隊が降りちゃって危険じゃない？　三征西班牙としては、対たい英えい戦せんの前に捕ほ虜りよなんて作ったら士し気きが落ちると思うし……、大体、この爆撃と重力障壁範はん囲いは数百メートルあるんだけど？　どうやって飛び越えるのかな？』

　方法があるんだよ、とネシンバラは空に眉まゆを浅く立てる。そして彼は右手を上げ、

「降下位置精せい度どに自信があるなら厄やつ介かいだ。対たい空くう隊たい構え！　──来るよ!!」

　息を吸い、

「──敵の先せん陣じんは三征西班牙陸上部だ！」
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『さあて行くわよ陸上部！』

　三征西班牙、指揮艦かんの艦かん橋きようから房栄フサエの声が飛んだ。

　Ｔｅｓテスタメント．、と答えるのは指揮艦の左右舷げん、空くう母ぼとしての平たい甲かん板ぱん後部に立つ学生達だった。

　甲板上、左右舷げんにはそれぞれ８つのレーンが存在する。

　合計十六コースとなるレーンの長さは約三十メートルで幅一メートルほど。どれも甲板上を後ろから前に走るレールに載のっており、

「On　your　mark──！」

　レーン後部に三征西班牙陸上部の部員が乗った。

　それぞれ制服を膝ひざや肘ひじで裁さい断だんして軽量化かした上に、両の手に跳躍用重量物ハルテーレスとしての砲ほう丸がんや投げ槍やりやらを持った者達だ。そして彼らが乗ると同時にレーンが後こう退たいしていく。それはゆっくりと弓につがえた矢を引き絞しぼるような動きで、

「──mark!!」

　十六のレーンが止まった。そして甲板の前部端はしに立つ生徒が長ちよう銃じゆうを空に掲かかげ、

「──Get　set」

　頷うなずくように、レーン後部に立っていた十六人の生徒が身をかがめ、

「Get　set──！」

　クラウチングスタートの姿し勢せいで復ふく唱しようした。

　直後。三つの動きが発はつ射しやされた。

　一つは、甲かん板ぱん前部の生徒が構えた長ちよう銃じゆうの射しや撃げき。

　一つは、レーン後部から弾はじかれたように前へと走り出す生徒達の動どう作さ。

　そしてもう一つは、

「……!!」

　十六のレーンが、走る生徒を乗せたまま、高速で前に突っ走ったのだ。甲板上のレールを使い、助走レーン自体を加速カタパルトとして用いるのは、

「行くぜ三征西班牙トレス・エスパニア陸上部、幅はば跳とび部ぶ隊たい……！」
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　クラーケン級の指し揮き艦かんは全長約やく三百メートル。その甲板を快音と共に走るカタパルトレーンの上を、試し技ぎ者が更さらに突っ走って加速した。大気が壁となり、走者を押しとどめようとするが、

『行きなさいな！』

　房栄フサエの声が皆を押すように、

『大おお友とも、大おお内うちともに鎌かま倉くらに連なる長ちよう寿じゆ族ぞくの家か系けい。──壇だんノ浦うらを持つ三征西班牙が得意とするは、源げん氏じの判ほう官がん九く郎ろうが用いた八はつ艘そう飛とび!!』

　だから、

『武蔵むさしの八艦かん、自由に行き来して見せなさいな！』

　声に、Ｔｅｓテスタメント．と皆が叫んだ。そして彼らは聖せい術じゆつ符ふの加速を発動させ、

「……っ!!」

　走った。一歩を連続させ、急ぎ、もはや止まることや速度の低下などなく、カタパルトレーン端はしの踏ふみ切きり板ばんを皆が踏んだ。

　踏切板は聖術の発はつ動どう光こうをもって、加速の十六者を、

「飛ばせ八艘!!」

　轟ごう音おんと共に発射した。
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　武蔵むさし上、指し揮き所しよのネシンバラも、走るミトツダイラも、飛び行くナイトも、他の皆も、己おのれの目や放送委員の送る映えい像ぞうでそれを見た。

　上空、ほぼ奥おく多た摩ま前部中央側がわの直上にいる三征西班牙の指揮艦から、跳ちよう躍やく姿し勢せいの学生が打ち出されたのだ。

　数は十六。その距離は、

『記録、八百メートルを大幅に超えます！　重力障しよう壁へき群ぐんを通過、行く先は──』

　指揮所からの通つう神しんに、対たい空くう隊たいが弓や槍やり、術じゆつ式しきを構えた。だが、

『──対空攻こう撃げき待て!!』

　ネシンバラの声が、全員の動きを止めた。
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　通つう神しん傍ぼう受じゆによってネシンバラの声を聞いた房栄フサエは、艦かん橋きようの中で口くち笛ぶえを吹いた。

「見み抜ぬく人がいるもんねえ、と。──アリアダストの書しよ記きさんね」

　言葉と共に、窓に幾いくつもの表示枠カデナフイルマが映る。それは、通神員が告げる、

「八はつ艘そう隊、順じゆん次じ射しや出しゆつ！　──また、先行が着地入はいりました！」

　遠く、光と風の向こう、不ふ意いに新しい光が生まれた。

　赤の光線が空に向かって一本伸のびたのだ。

「着地完かん了りようのシグナル確認！　赤、全員目もく標ひよう地点に到達しました!!」

　Ｔｅｓテスタメント．、と艦かん橋きよう内の皆が喜びの声を向ける先、十六を数える三征西班牙トレス・エスパニアの制服姿すがたがいるのは武蔵むさしの市街ではない。それは、

「──武蔵内部に回かい収しゆうされていない輸送の大型貨か物もつの上！」

　武蔵の各かく艦かんを結ぶ艦かん間かん貿易とも言える、太ふと縄なわの牽けん引いん帯たいを使用した大型木箱コンテナの輸送ループ。その木箱の上に、加速術じゆつ式しきの陽かげ炎ろうをまとった十六人がいる。彼らが立っている大型木箱の大きさは最低でも全長二十メートルを下らず、その中身においては、

「午前の運うん搬ぱん物ぶつ資しはその日の午後の食料や飲料水、資源であることが多いわよね。だからそれを壊こわすと、本日午ご後ご以降の食しよく糧りよう事情なんかに大きく影えい響きよう与えちゃうんだけど」

　房栄が笑えみで、艦かん群ぐんや着地の十六人、そして追加で射出されていく十六単位の仲間達に指し示じを与えた。携帯錫杖スタイラスペンで攻こう撃げき位置の指示を送り、

「さあ、そこからなら武蔵は狙ねらい放ほう題だいで下からは攻撃出来ないってわけですよ、と。だからとりあえず皆、手持ちのもの全部放はなっちゃってね。一言で言うと──」

　言った。

「──総員投とう擲てき!!」
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　指示によって宙に放られたのは、先行の十六人が制服両りよう肩かたの背はい部ぶ側がわハードポイントにつけていた投とう下か弾だんだ。

　黒の弾だん体たいの長さは約六十センチ。木板を六ろつ角かくに合わせた六角柱ちゆうだ。

　十六人の両肩分ぶん。三十二本の弾だん筒とうが投下される。それは爆ばく撃げきの音と光を浴びつつ、初めは緩やかに、しかし段々と速度を上げ、風を切る音を生み、

『弾だん頭とうに迎げい撃げきを開始──!!』

　ネシンバラの指示によって、対たい空くう用の術じゆつ式しき陣じんが展開する。三み河かわ戦せんで砲ほう撃げきを迎撃したのと同様に被ひ追つい尾び性せいを敵てき弾だんに与えてから迎げい撃げきを行うシステムだ。

　だが、指し揮き所しよからの通つう神しんは重なるようにして、

『二陣じん！　三陣さらに続ぞつ行こう来ます！　──こちらの守備範はん囲い外がいを狙ねらうつもりです！』

　見れば頭上、既すでに位置を確定したかのように武蔵むさしと併へい行こうする三征西班牙トレス・エスパニアの指揮艦かんは、左右甲かん板ぱんの８レーンを後部側がわの基き部ぶから扇おうぎ状じように開きつつあった。

　金属音おんとワイヤーやチェーンの巻き取り音と多た重じゆうにして、開く甲板の動きの最さい中ちゆうから武蔵上空に陸上部員が射しや出しゆつされていく。

　彼らの行く位置は、こちらの展開を見た後で判断されたものだ。被追尾付ふ与よの術じゆつ式しき陣じんが届かぬ空、そこを牽けん引いんされる貨物の上に十六単位での影が載のっていく。

　更さらには、宙にいる段階での弾筒投とう擲てきも始まった。

　だが、それらの動きに、更さらなる追加の攻こう撃げきが加わった。それは、

「横を忘れるなよ……!!」

　鋭く響ひびいて空を抜く声とともに、左さ舷げん側からの砲ほう撃げきが来たのだ。

　左、軌き道どうを武蔵と水平にとったワイバーン級の三艦かんからだった。

　バックネット型の帆ほを張った三艦の内、中央艦の甲板上に二人の男女が立っている。どちらも鍔つば付つきの帽ぼう子しを被かぶった学生で、背には背番号と名前があった。

　前まえ髪がみの長い少年の背には背せ番号ⅠとWATANABE/P・VALDESとあり、短たん髪ぱつの少女の方には背番号ⅩⅧとWATANABE/F・VALDESとある。

　二人がグラブと鉄てつ弾だんを構えるのを見て、左舷側で防ぼう御ぎよ術式を用意していた皆が息を吞んだ。

「うわ！　三征西班牙の〝四し死し球きゆう〟ペデロとフローレスのバルデス兄妹だ……！」

　その声に、妹が驚きの顔を見せる。

「ありゃあ、兄あに貴き、私達も知られたもんだね。昨年ベストエイトで終わったのに」

　うんうん、と左舷側の皆が頷うなずき、顔を見合わせて言葉を作る。

「兄が四球投げたら全部デッドボールで一点入って、それを笑った妹が四球投げたら全部デッドボールで四点追加だけど相手チームが八人いなくなってノーコンテストという……！」

「う、うるっさいなあ！　投げた方向に避けられたんだから仕方ないじゃない！　大体兄貴が変なもの見せるからイメージ染しみついちゃったんだからね、アレは！」

「妹よ。兄はストライクゾーンが広いのだ。お前とは違う天てん性せいのピッチャーなのでな」

「兄貴、……天性って、どんなとこが？」

「妹よ。お前は事故で当てた。──私は狙ねらって当てた。私の方がコントロールがいいのだ」

「野球する気あんのかよ!?」

　皆のツッコミに同意で頷うなずいた妹の方が、しかし不ふ意いの構えをとった。

　投げるのだ。
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　妹の姿し勢せいは身を低くしたアンダースローの右投げ。対するように動き構えた兄は左のオーバースローだ。

　二人の両腰こし、そこに着けられた聖せい術じゆつ符ふの発はつ動どう器きから光の霧きりがたなびき出す。金属の跳ねるような音を連続させながら、二人は振りかぶり、まずは兄の方がこう告げた。

「──我らが豊後ぶんご水すい軍ぐん、渡わた辺なべ家けより航こう海かいの聖せい者じやセント・エルモに祈り捧げます」

　続いて妹が、身をしならせて力を軋きしませ蓄たくわえつつ、

「──走徒マウス〝導き焰エル・フエゴ〟・迎げい受じゆ」

　二人の間に青白い炎ほのおが浮いた。

　更さらには投げる手の甲こうと肘ひじ、腰や足に十字型がたの紋もん章しようが展開し、

「風は背に、見るべきは前に、力は肩に、意志は胸に、たとえ天に光無くとも、我らの力を思い起こさせ闇やみの中で照らし賜たまえよ聖なる炎」

　ああ、とお互いがつぶやく。そして、

「燃えろ炎……!!」

　言葉を放つように、二人が鉄てつ弾だんを発射した。引き絞しぼった全身を前にぶち込むようにして、足、腰、背、肩、肘、そして手てつ甲こうと十字の紋章を弾はじけさせ、

「──!!」

　一いつ瞬しゆん、炎を吹いて飛んだ鉄弾は、しかし刹せつ那なの後に、

「行け、魔ま球きゆう！」

　対し、慌あわてた動きで、左さ舷げん側がわの学生達が防ぼう御ぎよの鳥とり居い型がた紋章を放つ。

　場所は甲かん板ぱん縁べりや上空、そして閉じつつある輸送区く画いきの扉とびら際ぎわだ。防ぼう盾じゆんは海かい賊ぞく行為の防ぼう衛えいや各区く画いきの火災や倒とう壊かいを避けるために用意されたもので、砲ほう弾だんに対しては、

「垂直だと抜かれるぞ！　傾斜させて転がせ！」

　対する飛ひ来らいの二弾は、甲板縁へと一直線に来た。

　弾たまは、そのまま鳥とり居い型紋章の防盾に激げき突とつする。

　激げき音おんが響ひびき、盾たての幾いく枚まいかが失われる。その筈はずだった。だが、

「──え？」

　着ちやく弾だん衝しよう撃げきに身み構がまえた該がい当とう位置の誰だれもが、一いつ瞬しゆんを過ぎても来ない打撃に疑問の声を上げた。

　何もない。

　ただ正面、空を開けた向こうにいる二人の投手の両腰こしから聖術符の破は片へんが盛大に空にまかれているだけだ。だが二人は身を正し、間にあった炎が消えていることにも構わず、

「ストラ──イク」

　言ったなり、術じゆつ式しき防盾を構えていた皆の背後で破は砕さい音おんが高く響いた。

　彼らの背後の町が、いきなりの鉄てつ弾だんによる破は壊かいに見み舞まわれたのだ。
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「……!?」

　防ぼう御ぎよ者を無視して、砲ほう弾だんが背後に抜けた。それは、

「消える魔ま球きゆうだと!?」

　振り返る皆の視線の先にあるのは、しかし単純な破壊だけではなかった。

　空。

　大型木箱コンテナの上から、そして跳ちよう躍やく中の敵てき陸上部員達たちが投下していた砲弾が、その身を割って中からあるものを吐いたのだ。宙に散らばる紙の束たばは、

「──燃ねん焼しよう系けいの術じゆつ式しき符ふだぞ！」

　投下弾だんの多くは対たい空くう隊たいに迎げい撃げきされたが、連続して射しや出しゆつされた陸上部員は百人を下らない。その半数以上は迎撃のない場所を着ちやく地ち地点に狙ねらったものだ。

　着ちやく弾だんの数十発は、地面や建造物に当たり、また突き刺ささると同時に表面の木き枠わくを破は裂れつさせ、紙かみ束たばをばらまくことで一つの効果を生み出した。

　火か焰えんだ。それも赤の火ひ柱ばしらだった。

　燃え上がる。

　初しよ期き段階では武蔵むさし全ぜん域いきに掛けられた防火術式によって火は低く上がっていたが、やがて制止を振り切るように火が揺れて空に立ち上がる。

　高さ二十数メートル、直径にして七、八メートルの火柱が渦を巻いて空に昇のぼった。

　火は勢いよく起立し、緩やかにほどけるように落ち、本来の火焰として建造物を巻き、

「……退たい避ひしろ！」

　風が生じた。
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　一気に市街の各所から炎ほのおが巻き上がったため、大気が奪われ大風を通りに生む。そして緩んだ火焰の熱が風にはらみ、熱ねつ風ぷうとなって集まっていき、

「伏せろ──!!」

　熱風は、息を欲するように、広い場所を求めて突っ走り、集合していく。その行き場は中央の大通りか外がい縁えんだ。

　既すでに家屋の表面を焼き、並木の葉を焦こがすだけの熱を持った風の集まりは退避姿し勢せいの間に合わなかった学生達を吹き飛ばし、身を低くして構えられた防ぼう盾じゆんを搔かき毟むしってから尚なおも狂おしく大通りを削けずって焼き走った。

　猛もう威いを奮ふるう。

　中央通りでは熱を持った竜たつ巻まきとして。外がい縁えんでは甲かん板ぱん縁べりから空にこぼれる熱の滝たきとして。

「……っ！」

　誰だれもが、熱と風の蹂じゆう躙りんを堪こらえるのが精せい一いつ杯ぱいだ。ここは海の上、空の中。大気はすぐに流れ込み、ゆえに熱は莫ぼう大だいな大波として揺らぎながらも止まらない。

「このままでは……！」

　皆の、奥おく歯ばを嚙かんだ呻うめきに、左さ舷げんの兄妹が二発目を構えた。

　それだけではない。彼らの左右、甲かん板ぱん上や他の艦かん上じようにも、野球部員達たちが鉄てつ球きゆうをその手や、バットと共に構えて立つ。

　中央に立つバルデス兄は帽ぼう子しを直し、首を横に振り、

「三征西班牙トレス・エスパニアが何と呼ばれているか知っているだろうか」

　彼は弾だん丸がんを持つ手を空へ、天上へと掲かかげ、陽光に当てた。

「日の沈まぬ帝てい国こく、だよ。極きよく東とう、日の出る国。

　そして、もはや日が沈んでも、三征西班牙は灯ひをもって行く覚かく悟ごがある。

　ならば私はこう言おう」

　息を深く吸い、

「──闇やみを照らす炎が灯ともるごとに、昇る陽光に頼るだけの帝国は敗北に一歩近づいていく。AMEN、次の投球で大きく敗北に踏み出すといい。そう、大きく、だ」

　言うなり、兄と妹が投球モーションに入る。術じゆつ式しきが展開し、しかし防ぼう御ぎよの者達は、

「──くそ！」

　熱ねつ波ぱによって、自分達の身を守るのが精一杯だ。

　そんな彼らと町を襲おそうように、鉄てつ弾だんが投じられた。三征西班牙の野球部員、二軍まで含んで八十数名の鉄弾が飛ひ来らいする。彼らが投とう擲てきの残ざん身しんをもって呼ぶ声は、

「セント・エルモの灯とう火かを受けるがいい!!」

　対し、動けぬままの皆は、だが、一つの声を聞いた。

「敵てき弾だんに対し防ぼう御ぎよ姿し勢せいをお願いします……！」

　鋭く響ひびいたのは少女の声。同時に空へと走ったのは、光の一いつ閃せんだ。

　それは神音かのん借がりによって強化を受けた矢の一いち撃げきだった。狙ねらいは上空にある、回かい収しゆうされずに放置された物ぶつ資し運うん搬ぱん用木き箱ばこの底面。

　光矢は一直線に二十メートル長の木箱に激げき突とつし、

「──会いました」

　言葉を証明するように、貫かん通つうをもって破は砕さいした。

　跳ね上がるように分ぶん解かいされた大型木箱コンテナは、材木の撃うち合う音や軋きしみとともに、内部にあるものを空へとぶちまける。それは、

「水です……!!」
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　左さ舷げん側がわの対たい空くう隊たいを率ひきい、上空に一いち撃げきを放ったのは浅あさ間まという名な札ふだの少女。

　彼女は残ざん身しんを終えて弓〝片かた梅うめ〟を下げると、上空を見る。眉まゆを上げて見み据すえるのは、

「──鎮ちん火か入ります！」

　武蔵むさしの上空、約二百メートルほどの位置で破は壊かいされた大型木箱コンテナから、宙に水が花開いた。

　武蔵内ない、工場区く画いきで使用される貯ちよ水すい槽そうの水だ。

　今、わずかに海月くらげのように広がった水の華はなは、大気を滑すべるように花か弁べんを咲かせ、しかし、

「おお……」

　熱ねつ波ぱに伏せる皆と、立って結果を見み据すえる浅間の頭上で、風に震えて飛び散った。

　後に来るのは雨だ。二十メートル超の大型木箱の内容は四十万リットルを超える。

　瞬しゆん間かん降水量十センチとして約六十メートル四し方ほうを浸ひたせる水量は、武蔵の横よこ町ちよう一枚分ぶんを覆おおえる雨を生むものだ。

　だが、雨を生む対空射しや撃げきは一発では終わらなかった。浅間は新しい矢をつがえ、走狗マウスのハナミに加か護ごの宣言を行いながら、脇の表示枠サインフレームを見る。

　赤い鳥とり居い型がたの表示枠に映っているのは、ハイディだ。彼女は画面の向こうで

『曳えい航こうしてる輸送艦かん群ぐんのパージや別べつ行動の手て配はいのついでに、補ほ償しようが付いた貯水槽の位置を転てん送そうするから！　あ、あと、アサマチ！』

　息を吸い、両手を握って振り下ろす動きとともに、ハイディの声が叫んだ。

『──敵とか何とか、思い切りやっちゃって！』

「あのう……」

『え？　ど、どうしたのアサマチ!?　テンション低めだけど頭大だい丈じよう夫ぶ!?』

「いや、あの、やっちゃって、って言われても……。巫み女こは基本的に人ひと撃うてないんですよ？」

『……巫女じゃなかったら撃つ気かな？』

　自分のキャラってどうなってんでしょうか、と浅間は弓を空に向けた。

　上空、牽けん引いん状態の大型木箱を狙ねらうが、その上には三征西班牙トレス・エスパニアの男だん子し生徒がいる。表ひよう層そうへと砲ほう丸がんやら槍やりやら投げ込んでいた彼は、ふとこちらに気付いて一いつ瞬しゆん動きを止めると、

「……ひ！　……あ、あれは噂うわさの射しや殺さつ巫女！」

　浅あさ間まは青スジ付きの笑顔で大型木箱を射しや撃げきした。
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「これは──」

　三征西班牙指し揮き艦かんの艦かん橋きよう内で、ライトボード片手の房栄フサエは眉まゆを上げた。

　正に身み銭ぜにを切るようなやりかたで武蔵むさし艦かん上じようの消しよう火か活動が行われる中、それを隠かくれ蓑みのとするように幾いくつかの動きが進行していたのだ。それは、

「部長！　部員達の乗った大型木箱コンテナが当とう初しよ位置から大きく後方に流されつつあります！」

　管かん制せいの部員が叫ぶ意味は解わかる。確かに視し界かいの中、部員達の乗った木箱が一いつ斉せいにこちらへと流れてきている。その理由は、

「大型木箱を宙に回していた輸送牽けん引いん帯たいを裁さい断だんしたのね……！」

　大型木箱を牽引する太ふと縄なわのループは、艦の間や艦を巻くようにして前後もしくは左右に回転運動を続けている。そのループを、

「どこかの艦に前側を固定して、後ろ側を切れば──」

　前進する艦の慣かん性せいによって、切られた端はし側がわは後ろに、こちらに靡なびいてくる。

　そして、靡く牽引帯の上を、

「部長！──敵が来ます！」

　こちらに届き始めた太縄の上を、武蔵むさしの学生達が突っ走ってきたのだ。
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　武蔵の突とつ撃げき隊たい。

　その姿を確認した瞬しゆん間かん。房栄フサエは指し示じを飛ばした。

「陸上部、退たい避ひ──!!」

　叫びに応じるように、大型木箱上の陸上部員達たちが迷うことなく身を宙に投げた。行く位置は武蔵の艦かん外がいや艦の間の宙だ。落下速度軽けい減げんの聖せい術じゆつ符ふは海上近くまで使わない高速離り脱だつで、彼らを拾うために左さ舷げんの野球部の艦が二艦、降下を開始する。

　だが、無む人じんとなった大型木箱の上を渡り、武蔵の学生達が来た。

「来ます！　この艦での艦かん上じよう戦せん狙ねらいです!!」

　正しい判断ね、と房栄は内ない心しんで評価する。

　正面。目標を迷わず駆け上がってくる疾しつ走そう集団の先頭は、恐らく三み河かわの警けい護ご隊たい出身者だ。彼らが先を行くことで、戦せん闘とうに不ふ慣なれな後こう続ぞくは正しい判断を真ま似ねる。

　今まで、武蔵の迎げい撃げきは対たい空くう隊の射しや撃げきと防ぼう盾じゆん隊たいの防ぼう御ぎよ中心だった。だがその理由は、

「切った牽引帯を架か橋きようにしてこちらに乗り込むため、突撃隊を待たい機きさせていたのね」

　こちらの襲しゆう撃げきに対し、防御部ぶ隊たいだけで初しよ撃げきを堪こらえ、その後に突撃部隊による反はん撃げきを行う。基本的な戦せん術じゆつだが、上空にいるこちらに届く方法を即そく座ざに作り上げた判断は武蔵の住人ならではというものだろう。

　慌あわてることはない。戦せん場じように奇き策さくはなく、あるのは状況や環境に応じた基本的な運用と革かく新しん的な運用だけだ。それを奇策に見せる演出に惑まどわされれば、浮き足だって負ける。

　今もそうだ。

　牽引帯はスペアもある武蔵の備び品ひんだ。英国という寄き港こう地ちが間ま近ぢかであるために切せつ断だんの決定は即そく座ざに違いないが、

　……それを乗り込み手段として考え、更さらには突とつ撃げき隊たいを待たい機きさせることで生じる艦かんの初期被ひ害がいを当然と出来るとなると、目め先さきのものに釣つられない軍ぐん師しがいるということね……。

「うん、──憶おぼえておく価か値ちがあるわね。あと、タカさん、私も出ますね、と」

　と、表ひよう示じされていた十字架か型がた表示枠の中で、隆たか包かねが舌した打うちした。

『房栄フサエ、とりあえずこの船の野球部員で向こうの乗り込みを防げるだけ防ぐ。お前、すぐ表おもてに出たがるけど、幽ゆう霊れいがあんまし日中外そとに出るもんじゃねえぞ』

「タカさんいつもフツーに出てるじゃないの」

『俺は日焼けしてるから大だい丈じよう夫ぶなんだ』

　Ｔテｅｓス．Ｔｅｓ．、と房栄は笑う。しかし彼女は一ひと息いきで真ま顔がおになると艦かん橋きようの皆に、

「艦の砲ほう門もん展開。爆ばく撃げき仕し様ようにしたために弾だん量りよう少ないから、向こうの防ぼう盾じゆん隊をゆっくりとした間かん隔かくで狙ねらって。市街に被害を与えるより向こうの人員を防御に割さかせる方針で。

　それを行いつつ艦を安全な位置、アリアダストの背後においたら校舎も同どう間かん隔かくで砲ほう撃げきね、と。

　タカさん、ちょっと甲かん板ぱん任せるわね。こっちは奥の三人に声掛けたらすぐ行くから」

　さて、と艦橋内で後うしろ髪がみを払い直した房栄に対し、皆が振り向いた。

「Ｔｅｓ．、──行ってらっしゃいませ部長！」

　と、艦橋クルーの女子マネージャー達が笑顔で房栄を送り出そうとする。

　しかし、彼女達の笑えみはすぐに消えることとなった。外での砲撃や戦せん闘とうの音とは別に、新しい音が追加されてきたからだ。

　新しん規きで鳴り出した音は、戦場で生まれるものではない。進行方向、武蔵側がわと言うよりも、武蔵むさし本ほん体たいから響ひびく音の群だった。

　英国に向かって航こう行こうする武蔵の構成八はつ艦かんが、不意の鳴めい動どうと警けい報ほうの鐘かねを鳴らし始めたのだ。
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　指し揮き所しよとなっているアリアダスト学がく院いん前まえの橋きよう上じように、一人の自じ動どう人形が立っている。

〝武蔵〟だ。

　侍じ女じよ服ふく姿すがたの彼女は、未だ敵の指揮艦かんから教きよう導どう院いんの背はい面めん側に放たれる砲撃と、それを阻はばむ重力障しよう壁へきの光の遣やり取りに構うことなく、

「これより、ネシンバラ様の意い向こうにより、武蔵は重力航こう行こうに移行。準備出で来き次し第だい、この戦闘空くう域いきを離り脱だつ致します。

　全ぜん艦かん出力管理、統とう御ぎよ化か移行。統御権けんを〝武蔵〟に。──以上」

　言葉と重なるように、〝武蔵〟の眼前に幾いくつかの光が現れた。それは船ふな型がたをした八つの青い光だ。光は各かく艦かんを示すもので、追加される表示枠にはそれぞれの艦の艦かん長ちようを務める自動人形が映された。彼女達は皆、同時に頷うなずき、

『重力航こう行こう準備。統御権を〝武蔵むさし〟様に。──以上』

　そして、〝武蔵〟の目の前の八艦模も式しき図ずが動き出した。

　まず、奥おく多た摩まの後部に〝武蔵〟を示す赤い点が表ひよう示じされ、各かく艦かん中央部に表示された緑の点と薄うす緑みどりのリボンラインで結ばれる。

「統とう御ぎよ権けん確かく保ほ。──以上」

〝武蔵〟の言葉と同時に、八艦模も式しきの形状が変化した。

　花が咲いたのだ。

　八艦の模式は、流体光こうで作られた花々によって八つの花か壇だんとなる。

　花壇一つの幅は五十センチで、長さも一メートル半ほど。小さい花壇だが、花は高らかに密度濃こく咲いて自じ己こ主張に余よ念ねんがない。

〝武蔵〟は花壇群ぐんに振り向き、軽く手を広げた。

「各艦、流体燃料貯ちよ槽ぞうの予備プールより12パーセントを開放。──以上」

　言葉が終わったときだった。花壇に雨が降った。

　青白い光による雨を浴び、全ての花がその茎くきと葉を奮ふるわせて伸びていく。

　だが、その成長に釣つられるように、

「重力航行、補ほ助じよ準備開始。──以上」

　言葉に重なるように、武蔵全ぜん艦かんがいきなり身み震ぶるいのような震しん動どうを得た。
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　武蔵八艦が震えていく。

　フレーム、内部の機き構こう、各種循じゆん環かん経けい路ろ、そして空調や構造物の要よう点てんに仕込まれた補ほ強きよう術じゆつ式しきが、流体供きよう給きゆうによって発動し、震動という形を経ながら武蔵の強度を上げていくのだ。

　通常、艦の強度とは、フレームの剛ごう性せいだけが頼りではない。武蔵のような巨大な艦の場合、回かい頭とうするだけで船は軋きしんで歪ゆがむため、しなりの柔じゆう性せいが必要になる。ゆえに武蔵の場合、各艦は隙すき間まや可動フレームを多く持ち、柔性を確保する方法をとっている。

　しかし今、それらの可か動どう部分が流体供給と公こう共きよう物ぶつ用よう強化術式で強化補ほ助じよされた。可か動どう部ぶの潤じゆん滑かつは摩ま擦さつ力を強化され、フレームも防ぼう御ぎよ術式によって硬さを増していく。

　そういった変化が、強化の証あかしとして震えを持ち、武蔵を揺らした。

　応じるように〝武蔵〟の花壇の雨が止やみ、

「確かく認にん行こう使しをお願い致します。──以上」

　言うなり、花壇の上に表示枠サインフレームが幾いくつも現れた。

　それは各おの々おのの艦で今まで行われてきた各かく要件の確認だ。

　出力、安定化、人々の安全、大気循環の安全性などなど、その場でいきなり出来ることではない。全てここに至るまでに始めたもので、今はただ確認と、

「〝多た摩ま〟。六番横よこ町ちようにて猫が路ろ上じようで寝ております。──以上」

『Ｊｕｄジヤツジ．、既すでに手て練だれの者が確保に向かっております。四、三、二、──確かく保ほしました。これにて全ぜん艦かん、路上の安全が確保出来たと判断します。──以上』

　Ｊｕｄ．、と〝武蔵むさし〟は会え釈しやくした。そして、

「では、これより、……本ほん艦かんは重力航こう行への移行を開始します。使用時間は開放余よ剰じよう流体供給により三十二秒。目的は当とう領りよう域いき離り脱だつと、重力航行の運うん転てん状態確認です。

　各艦、通常航行システム〝荒すさ静しず波なみ〟から重力航行システム〝荒すさ静しず風かぜ〟に移行。

　流体抽ちゆう出しゆつ機き構こう〝風かぜ有あり妻づま〟は全ぜん展てん開かい状態を保ったままお願い致します。──以上」

　言うなり、花か壇だんの花か群ぐんが動き出す。一部の列を構成する花が大きく花開き、伸び、

「これより重力航行姿し勢せいに変形を開始。三分後に重力航行に移行し、当とう空くう域いきを全速で離脱します。ゆえに──」

　一ひと息いき。

「それまで、武蔵側がわの皆様は戦せん場じようを凌しのがれるよう、お願い申し上げます。──以上」
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　武蔵むさしの振しん動どうと、幾いくつも幾つも響ひびき始めた金属音おんは、巨大な造ぞう作さくを生みつつあった。

　それは、武蔵の変形だ。

　全長数キロの鋼はがねの艦かん隊たいが、それぞれ別の形への展開を開始する。

　まず起きたのは、各かく艦かんの、主に前後側がわを構成する固こ有ゆう船せん殻かく部ぶの側面が割れたことだ。巨大な面積の外壁は外側へスライドを開始し、しかし幾いく枚まいも下側から放ほう熱ねつ板ばんのように重なって、その表面積を拡大する。

　また、幾つかの下か部ぶ構造体たいは船を左右底そこで翼つばさのように支えるビルジキールを補助する形で展開。キールを伸ばした翼よく部ぶを作り上げていく。

　そして続くように起きたのは、左右一いち番ばん艦かんと中央前艦から前に突き出されるバウが、その基部に対して外壁を伸ばし、己おのれの固定を開始したことだった。

　他、幾つもの細かくも巨大な変形は進行し、

「おい……」

　三征西班牙トレス・エスパニアの誰だれかが、呆ぼう然ぜんとつぶやいた。

「何が準バハムートだよ。……充分な大獣バハムートじゃねえか」

　出来上がる形は、左右六艦を先せん鋭えいの翼とする巨きよ体たいだ。

　だが、巨きよ艦かんの変形を見つつも、戦せん場じようは動いた。

　それは、武蔵への砲ほう撃げきを行う指し揮き艦かん側の三征西班牙と、それを止めるために指揮艦甲かん板ぱんへと乗り込もうとする武蔵側との激げき突とつだった。

　牽けん引いん帯たいの上を突っ走っていく武蔵の突とつ撃げき隊たいに対し、三征西班牙の指揮艦は対決を望んだのだ。
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「打て──!!」

　始まりは、三征西班牙野球部が、幾いく本ほんも来る牽引帯に対して砲ほう弾だんをぶち込むことだった。

　更さらには捕ほ手しゆ陣じんが牽引帯の届く甲板やレーン側に集中し、突撃する武蔵の学生達に対し、

「──根ね本もとはいい！　甲板は死し守しゆしろ!!」

　激げき突とつした。

　走る勢いはあるが、列となって駆け上がってきたために重心の高い武蔵の学生達と、低く構えたがゆえに前進は出来ないが、人数の厚みと重じゆう心しん確かく保ほした三征西班牙捕手陣は、

「──!!」

　それぞれ直線のスクラムを持って、甲板側と牽引帯側で拮きつ抗こうした。両者の間には防御の十字型防ぼう盾じゆんが生まれ、突撃力りよく増加の鳥とり居い型がた紋もん章しようが張られ、そして両方共ともに高速で砕け散るものの、更さらに追加の補ほ充じゆうが為なされていく。

　武蔵むさしの学生が前に出て甲かん板ぱんやレーンに片足をかければ、船上での行動に慣れた捕ほ手しゆ側がわが一気に押し返す。

　そこに、打者達たちが打球をぶち込んだ。前に押す勢いの武蔵突とつ撃げき隊たいは、側面からの攻こう撃げきに揺らぎ、その腰をふらつかせた。

　捕手達はその隙すきを見逃さない。彼らは甲板から飛び出さないようにしつつ、突撃隊をわずかながらに押し返し、打者達に手を強く振る。

「かっとばせ！　それで押し切れる！」

「Ｔｅｓテスタメント．……！」

　応じる動きで、打者陣じんが定てい位置について足場を確定、鉄てつ弾だんをトスして振りかぶり、

「ホームラン!!」

　次の瞬しゆん間かん。打者陣の半はん数すう近くがかっ飛んだ。

「!?」

　原因は風にも見える黒の速度の塊かたまりだ。〝第五特とく務む　マルゴット・ナイト〟という腕わん章しようを着けた黒くろ魔ま女じよを先頭に、アリアダストの制服姿すがたの魔女隊たいがすれ違いざまの一いち撃げきを与えたのだ。
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　ナイトは、自分達の攻こう撃げきで敵てき打者が吹っ飛んだのを見て言葉を作った。

「……これで、魔女隊としての迎げい撃げきは果たしたよね……！」

　こちらの人数は十二。打者達を打った武器は武蔵の補ほ修しゆうに用いられる足あし場ば用ようの鉄パイプだ。

　彼女達が回転を加えて投とう擲てきしたパイプは、振りかぶりによって動けなくなっていた打者達を数メートル分ヒットした。その打撃音おんが響ひびく頃には、魔女達は指し揮き艦かんを一いつ瞬しゆんで通り過ぎ、大気を切り裂さく轟ごう音おん付きで空に散さん開かいしていく。

　……上う手まく行ったけど、一回きりの戦せん術じゆつかな、コレって。

　魔女隊の構こう成せい員には一年生もいる。戦せん闘とうの未み経験者が多いがゆえに、高速直ちよく進しんと投擲だけという一いち撃げき離り脱だつをとったが、これは不ふ意い打うちでこそ使えるものだ。

　警けい戒かいが為なされるために次は無いとナイトは思う。

　だから散開の流れからナイトは離脱した。〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟装そう備びの彼女は、自分本ほん来らいの速度と挙きよ動どうをもって指揮艦の艦せん橋きようが見える空に回る。敵てき艦かん正面にて、彼女は振り返りながら箒ほうきを構え、

　……ここで決着が出来るなら狙ねらう！

　ネシンバラからナイトが個人的に得た指し示じは、相手の指揮艦に対し、その顔とも言える艦橋に傷を付けることだった。それは、側面や甲板を破は損そんさせるのとは意味が違う攻撃だ。何しろ、武蔵は武ぶ装そう解かい除じよされた船だが、

「自分達がいれば、敵艦を沈めることだって出来るっていうようなもんだから……！」

　それが証しよう明めい出来れば、この襲しゆう撃げきを一発で否定したことになる。少なくとも、同どう様ようの襲撃を行おうとしていた国々はそれが簡単にはいかないものだと考え直すことになるだろう。

　……ついでに言うと、これ命めい中ちゆうしたらガっちゃん感動して苔こけ桃ももタルト作ってくれそうだし！

「だから行くよ──!!」

　腰の携けい帯たい金庫から出した棒ぼう金かねを、振りかぶった機殻箒〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟のノズルにスナップした。

　これが当たれば、下で突とつ撃げきしている皆の損そん害がいも少なく済むし、ナルゼの心配も消える。

　御お願ねがいだから当たって、と、ナイトは、砲ほう撃げき術じゆつ式しきを再さい生せい展開した。

　即そく座ざにスピードメーター型の加か速そく術式魔術陣マギノフイグーアが現れ、

『──Herrlich!!』

　ナイトは、百円棒金五本、二万五千円分の硬こう貨か弾だんを指し揮き艦かんの艦かん橋きよう部ぶめがけて順次砲撃した。
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　五連れん射しやを放った距離は約百二十メートル。金の羽を散らせて放った二万五千円は敵てき艦かん艦橋部の耐たい爆ばく硝子ガラス窓まどへと飛んだ。見立てでは、三発目あたりで硝子をぶち抜くことが出来る筈はずだ。

「……行って！」

　叫んで、弾だん丸がんの行く末を視線で追った。

　そのときだった。

「五回だから五分の一か。隆たか包かね」

「そうだなベラのオッサン、そして俺の速度半減で実質十分の一だ」

　と、二つの声が、それぞれ艦橋上と甲板中央から響いた。

　直後。弾だん丸がん五つが艦橋の硝子に激げき突とつする。

　響く音は五つ。しかし、それらの音は快音ではなく、鈍い打音で、

　……え？

　ナイトが目を見開いた理由は明確だ。破は壊かいの弾丸五つが、耐爆硝子を揺らしもせず、まるで風で当たった木この葉はのように弾はじかれたからだった。
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　ナイトの視し界かいの中、棒金砲ほう弾だんは、確かに五つとも当たりはした。だが、

　……全く効果がない……!?

「どうだい？　少しは驚いて貰もらえたかよ？」

　答える声が響いたのは艦橋の上。装そう甲こう板ばんの上に寝ていたと思しき影が、酒さか瓶びんを抱えて身を起こしていた。その姿は無ぶ精しよう髭ひげの生はえた瘦そう軀くの長ちよう寿じゆ族ぞく。無む鍔がくの帽ぼう子しを被かぶっているのは、

「──三征西班牙トレス・エスパニア生徒会書しよ記き、ベラスケス!?」

　彼だけではない。先ほど聞こえた声は二つあったのだ。

　一つは艦橋上に立つベラスケスのもので、もう一つは甲板中央に立っている姿のもの。

　もう一つの声の持ち主。それは掠かすれた足の、

「三征西班牙トレス・エスパニア総そう長ちよう連合副長、弘ひろ中なか・隆たか包かね……！」





●






「おうよ。地じ味みに徹してる俺も結構知られたもんだな」

　鍔つば付きのヘルメットと、打者用木製メイスである長尺バットを背負った隆包は、空の魔女が叫んだ己おのれの名前に対して笑った。

　彼は、自分の眼前に、流体光こうを発する羽のような巨大な大たい剣けんを立てて頷うなずく。

「しかしまあ、第三特とく務むとはいえ副長と書しよ記きの二人に相あい対たい望むってのは運が悪いな。

　それも、これ……」

　隆包は、目の前にある大剣を掲かかげた。

　背後のベラスケスも同様に掲げているであろう大剣。

　それは、

「三征西班牙に預けられた聖譜顕装テスタメンタ・アルマ〝身堅き節制クルース・テンペランテイア〟の旧代ノウムと新代ウエトウスがあるってのにな」
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　敵二人が掲げた武ぶ装そうに、教きよう導どう院いんの橋きよう上じようでネシンバラが奥おく歯ばを嚙かんだ。

「聖譜顕装を、三征西班牙の領りよう域いきぎりぎりなのに持ち込んできたのか！」

　無む茶ちや苦く茶ちやだ、とネシンバラは思う。朝の授業でナルゼが話した通り、聖譜顕装は聖せい譜ふ所しよ有ゆう国こくに預けられた、聖譜の力を燃料源げんとする神しん格かく武ぶ装そうだ。

　だが、聖譜顕装は大罪武装ロイズモイ・オプロと違って聖譜の力を燃料源とするため、聖譜所有国の支配地ち域いきの地ち脈みやく上でしか使えない。

　……そして武蔵むさしの航こう路ろは、各国の暫ざん定てい国境線せん上だ！　それなのに……！

「国の領域から外に出るような戦せん場じように持ち込むなんて、いい度ど胸きようをしてる……！」

　武蔵の航路が外れれば支配領域の地脈外がいに出て出力を失うというのに、敵はそれを戦せん術じゆつに組み込んできた。

　いい度胸だ、と思う一方で、対策を講じる必要がある。

　三征西班牙が持つ聖譜顕装は、〝節せつ制せい〟の枢すう要よう徳とくを司つかさどるものだ。

　……〝身堅き節制〟旧代と新代の能力は……！

　対策指示を飛ばす直前、ネシンバラは、まず隆包の声を聞いた。

『体感で憶えておきな。俺の〝身堅き節制・旧代〟は、──相手の時間を倍に引き延ばす。時は金なり、ってやつでな』

　そして続き、ベラスケスが口を開いた。

　彼が告げる〝身堅き節制・新代〟の効果。その内容は、

『俺の方は簡単だ。俺の節せつ制せいはよ、──相手側の能力を使用回かい数すうだけ分ぶん割かつ減げんする』
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　時間の引き延ばしと、使用回数分ぶんの能力分割減という、その意味をナイトは理解する。

　先ほどの砲ほう撃げき。こちらの弾だん丸がん五発は、五連れん射しや撃げきで発射したものだ。

　恐らくその直前に〝身堅き節制クルース・テンペランテイア〟を用いられたのだろう。射撃の能力は五回分、分割減された。結果としてみれば、威い力りよくが五分の一に落ちたということだ。

　更さらに時間が倍化されれば威力は十分の一だ。

　だから弾丸は艦かん橋きよう部ぶを打ち抜けなかった。

　だが、ナイトが危険を感じるのは、攻撃が通じなかったことに対してではない。眼がん下かにいる仲間達、牽けん引いん帯たいの上で突とつ撃げきを掛けていた皆が、

「節制しろよ武蔵むさしの住人」

　速度も防御も堪たえる力も、全てが減退され、幾いくつもの人ひと影かげが砲撃に吹き飛ばされた。

　それだけではない。ナイトは不意に、自分のはばたく速度と高度が喪そう失しつしたのを感じた。

　……しまった！

　はばたくことすら、減退される。

　あ、と思う間もなく、失しつ速そくしてバランスを崩した自分に対し、敵が動いてる。砲撃の打者達が、空にいるこちらに視線を向けて砲ほう弾だんをトスし、振りかぶったのだ。

　砲撃される。その直前。

「──減退されても元々十トン級さね！」

　いきなりの声と共に、こちらの眼がん前ぜんを上から下に、朱しゆの巨きよ体たいが落ちていった。

　そして、指し揮き艦かんの甲かん板ぱんへと空からの超ちよう重量が激げき突とつし、轟ごう音おんが響ひびく。

　衝しよう撃げきによって、下がり、次いで跳ね上がったような動きを取る甲板上じよう。中央に立つのは赤と白の装そう甲こう服ふくを纏まとった女性型がたの武ぶ神しんだ。その武神の名を告げるのは、朱しゆの肩に乗った、

「マサやん!?　救たすけに来てくれたの!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　ネシンバラの指し示じがあったからね！

　第六特とく務む、直なお政まさ！　──地じ摺ずり朱雀すざくの打撃力は減退されても充分にいけるさね!!」
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　直政は、表示枠サインフレームの中に映るネシンバラの指し示じを聞く。彼は幾いくつもの指示操そう作さをしながら、

『直政君、敵の動きが早急だ。恐らく襲しゆう撃げきを兼ねた代表戦せんのようなものを狙ねらっている。付き合う気はないからこちらが決め手を用意するまで頼む。……君と地摺朱雀なら凌しのげる筈はずだ！』

　ノセてくれるじゃないのさ、と直なお政まさは口くち端はに笑えみを作って答えとする。

　直政の取る攻こう撃げき方法は一つ。腰のラッチに幾いくつも吊つるした武神用スパナの剛ごう速球だ。

　打撃力の減退がある状態では、少ない打撃回かい数すうで最大効こう果かを狙う必要がある。ならばまず狙いは敵てき艦かん艦かん橋きよう。そして仲間達のフォローだ。

　……ナイトは無事かね!?

　見ればナイトの金の翼つばさは、既すでに危険圏けん内ないから逃れている。砲ほう撃げき打者達や捕ほ手しゆ達が甲板の震しん動どうによって姿し勢せい制せい御ぎよを行う必要があったためだ。そして突とつ撃げき隊も、能力減退が為なされた者が突撃の列の後ろに回った。

　ならば、と直なお政まさは地じ摺ずり朱雀すざくにスパナを振りかぶらせ、

「投げろ！　地摺朱雀!!」

　投じた。
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　……時間の二倍引き延ばしってのは厄やつ介かいさね！

　直政は見る。今、己おのれの全身の動きは普通だ。しかし、周囲の動きが早い。雲の動きは高速で、風が痛く感じる。が、地摺朱雀も普通に動いており、

「やはりスパナもかい……！」

　宙を飛んでいたスパナも普通に飛んでいる。対し、周囲では、三征西班牙トレス・エスパニアの生徒達が高速で動いている。全ての挙きよ動どうに溜ためがなく、どのような動作もバネ仕掛けのような速度だ。

　だが、向こうが速くなっているわけではない。

　……こっちが遅くなってる……！

　感覚さえもが遅くなっているが、全てが遅くなっているため、自分達はいつも通りに感じている。

　外から見たら、自分達は今までの半分の速度で動いている筈はずだ。

　直政は、しかしスパナの方を見た。飛ばしたスパナも、自分にとって普通の速度で見えているということは、やはり遅くなっているに違いない。だが、

　……届くさ！

「武ぶ神しんの力で出来ないことは無いともさ！」

　軌き道どうは確かな直ちよく撃げきコースだ。速度は落ちても、スパナの重量はある。耐たい爆ばく硝子ガラスといえども、重量を持った金属塊かいの直撃に無事ではないだろう。

　行け、と思った低速の中、直政は見た。

　正面。艦かん橋きよう下かに立つ隆たか包かねの背後。艦橋を支える基き部ぶの前面が、大きく開いたのだ。

　格かく納のう庫こ扉とびらとして開くハッチに合わせ、甲かん板ぱん中央が左右にスライドした。その下から露あらわになるのは格納庫内にレーンを持つ大型カタパルトだった。

　直政の視し界かいの中。薄暗く見える格納庫内ないから警けい報ほうとともに外へと現れてくるのは、

「──武神か！」
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　直なお政まさは敵に対しての知識を頭の中で総そう動員する。三征西班牙トレス・エスパニアは新しん大陸での開かい拓たくと制せい圧あつ運動を主しゆ目的として武神戦せん力りよくを有しているが、その中ちゆう核かくにいたのはある人物だ。

　……航空隊の陸上部主しゆ将しよう、江え良ら・房栄フサエか……！

　武神用空くう母ぼは鈍どん重じゆうであるために今回のような奇き襲しゆうには用いられない。

　それ故ゆえにこの戦せん闘とうで武ぶ神しんの投入は無いものと考えられていたが、隠かくし球だまがあったわけだ。

『警報──』

　マズい、と思うよりも、直政はこう思った。

　……この場を任されてるんだよ……！

　そして重じゆう音おんをもって、敵の姿が格かく納のう庫こから前に出た。

　宙を飛んでいたスパナを振り上げた右手で軽く摑つかんだのは、

『三征西班牙旗き機き・道みち征ゆき白びやつ虎こ・出場』

　白の武神だ。上半身と脚きやく部ぶが大きく作られた女性型がた。大きく張り出した肩、右の上には長ちよう寿じゆ族ぞくの女性が乗っている。それも、己おのれの足から先を武神の中に埋めるようにして、だ。

　白の武神の顔や肩の周辺に、武神を動かす術じゆつ式しきOSの表示枠カデナフイルマが幾いくつも現れていた。そして武神の手の中で異い音おんが響ひびいた。スパナの柄えが砕け、もはや欠片かけらとして甲かん板ぱんに落ちる音だった。

　敵の力に危険を悟さとる直政の視線の先で、二倍速そくの道征き白虎が吠ほえた。術式OSの表示枠を纏まとい、半なかば高音のように聞こえる響きは大気を震わせる。しかし音を終えていきながら身を低くする道征き白虎の肩上では、江良・房栄がこちらを見ていた。

　彼女は視線はそのままに、足下に立つ隆たか包かねに対し、

「タカさん、ちょっとそこの聖譜顕装テスタメンタ・アルマ持ってジャンプして」

「へいへいＴｅｓテスタメント．」

　と、隆包が〝身堅き節制クルース・テンペランテイア・旧代ウエトウス〟を手にして、軽くその場で垂直飛とびした。

「よ」

　と、彼の身が宙に浮いた瞬しゆん間かん。房栄がおもむろにこちらを指さし、

「道征き白虎！　──ＧＯ！」
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　直政が息を吞んだ正面。宙に浮いた隆包を足の間に潜くぐらせて、道征き白虎の巨きよ体たいが甲板上じようを突っ走ってきた。こちらの感覚が二分の一になっていることを差し引いても、それは確かに勢いがあり、

『！』

　速度を追加するように、道征き白虎がレーン上でダッシュを掛けた。

　両足の爪つま先さきが鉄のカタパルトレーンを抉えぐって摩ま擦さつ力を確保。そのまま脚あしの動きが入るごとに巨体が身み悶もだえするように加速する。

　対する直なお政まさは、既すでに地じ摺ずり朱雀すざくに防ぼう御ぎよ姿し勢せいをとらせていた。だが、

　……どうなる!?

　反はん応のう速度と動どう作さ速度が遅くなっている上に、力も分ぶん割かつ減げんされている。衝しよう撃げき時じに即そく座ざの判断で補ほ正せいを入れることは出来ないだろうし、いつもの出力とは勝かつ手てが違う。

　ネガティブな思し考こうしか浮かばず、舌した打うちが内ない心しんで響ひびくだけだ。

　だが、直政は声を聞いた。それは戦せん場じようの外から内に突っ走ってくる女の声だった。

　鋭く響くのは、短い言葉。その内容は、

「──結べ、蜻蛉とんぼ斬きり！」





●






　重じゆう低てい音おんの震しん動どうが、続く再度の叫びとともに二度発はつ生せいした。

　そして生じたのは、空間の薄うす皮かわが破は砕さいされるような音と、光の霧む散さんだった。

　それは聖譜顕装テスタメンタ・アルマの威い力りよくが割かつ断だんによって破は壊かいされたと言うことだ。

　割断力りよくの発生源げんは、艦かん尾び側から鎌かま首くびを上げるように持ち上がった牽けん引いん帯たいの端はしに立つ人ひと影かげ。

「武蔵むさしアリアダスト学がく院いん、副長、本ほん多だ・二ふた代よ……！　推すい参さんした!!」
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　直後。直政は身体からだの全感覚が復帰したことを悟さとる。

　二代の助力に、視線を合わせた頷うなずきを送り、直政が思うことは一つだ。

　……有り難がたい！

　しかし安あん堵どの息をつく間もなく、敵が直ちよく撃げきした。

　激げき音おんが響き、指し揮き艦かんが震しん動どうした。

　金属が軋きしみ、幾いくつかのパーツが砕け、潤じゆん滑かつ液えきが瞬しゆん間かん的に熱を上げる中、カタパルトレーンと白の機体に押された地摺朱雀は、足下に火花を散らしながらも押し切られ、

「っ!!」

　正面、風の中、手が届きそうな位置に房栄フサエの姿と顔が見えていた。

　先ほどまで笑えみだった顔が、今は笑っていない。ただじっと、俯うつむくような顔で、

「武蔵むさしの〝朱雀〟については興きよう味みあったのね。武ぶ神しん乗りなら知ってる筈はず。この世界には神かみ代よから受け継いだり、歴史再さい現げんで作られた幾いくつもの神しん格かく武ぶ装そう級の武神があるけど──」

　知っている。押され、背後に押し切られる動きの中で聞こえる房栄の台詞せりふは、

「五十年前、三征西班牙トレス・エスパニアの土地で生じた極きよく東とう歴史再現の旧派カトリツク反乱で、反乱軍ぐんは四機の武ぶ神しんを作ろうとしたわ。反乱の島を守るためか、守しゆ護ごの四し聖せいに重ねて作られていた武神は、しかし試し作さく段階で一機は確保され、一機は後に他国で発見されたのね。その確保機きがこの道みち征ゆき白びやつ虎こ」

　押されているが、衝しよう撃げきが背後へと抜けていく。身体からだが浮いた状態になったのだ。

「発見されていない二機、玄げん武ぶと朱雀すざくは、各国でその名を冠かんした機体が作られているわよね。騙かたりかあやかりか解わからないけど、……その朱雀はどうなのかしらね、と」

　まあいいか、と一気に押し切ってくる房栄フサエの口元が笑った。

「四し聖せいの四機は、それぞれ専用の術じゆつ式しきOSによって、神しん格かく武ぶ装そうとしての四聖に応じた山さん川せん道どう澤たくの能力を持つのね。この子、道征き白虎の場合は──」

　次の一拍で、光が下方に発生した。

　直なお政まさの記き憶おくにもある。武ぶ神しん乗りとして、総そう長ちよう連れん合ごうの一員として知っていることだ。三征西班牙トレス・エスパニア第二特とく務む、江え良ら・房栄が預かる武神、道征き白虎の能力は、

「〝道〟。──如い何かなる状況や場所も大たい道どうとして行く絶対の足場と回かい避ひの能力」

　道征き白虎の脚きやく部ぶ左右に、術じゆつ式しきOSの白い表示枠カデナフイルマが展開。更さらに十字型がたの紋もん章しようが無数に咲いて、

「大道を行きなさい、──道征き白虎」

　直政の視し界かいは、全ての十字が一いつ瞬しゆんで砕け、変形したのを見た。流体光こうとして散った十字は、あるものが麦むぎ穂ほの大地を宙に作り、あるものは道に面した木々の並びを作り、あるものは空を、あるものは風や雲に代わり、出来上がるのは半はん透明の野であり、そこを行く白虎が、

『──!!』

　甲かん板ぱんから、こちらもろともに空へと飛び出した。
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　艦かん上空と左さ舷げん側がわで行われる攻こう防ぼうは武蔵むさしの各かく艦かんを震わせ続けていた。

　長大な艦を弦げんのように爪つま弾びく震えに対し、生徒会、総長連合、そして各かく委員会の構成員の多くは前ぜん線せんに出ていたが、総長連合の中で一人だけ学生寮りようや居きよ住じゆう区くを飛んでいる者がいた。

　ナルゼだ。

　黒の六枚翼よくは、武蔵むさし野のと奥おく多た摩まの学生寮や居住区をその翼つばさで低空飛ひ翔しようし、手に持ったペンでＡ４サイズのトンボ枠わく型がたの魔術陣マギノフイグーアを宙に描く。そして彼女は、魔術陣にフキダシマークを大きく描くとそれを丸めてメガホンにし、

「避ひ難なん命令が出るまで建物の内部にいなさい！　前回とは状況が違うから表おもてには出ないように！　──揺れがあっても艦の内部フレームが吸収するから落ち着いて待つのよ！」

　声を拡大しつつ、彼女は懐ふところから長い紙のリストを出す。書いてあるのは生徒名と部屋番号で、

「──あ、ここもね。ええと、ペットもいないから大だい丈じよう夫ぶ、と」

　翼を止めて下りる部屋は、和わ式しきの遣やり戸どだ。部屋の中からは、艦の震しん動どうに合わせて棚や硝子ガラスの器が揺れて鳴る音が聞こえてきている。その音を耳にしたナルゼは、部屋番号と、扉とびらの上にある部屋の内部管かん理り用ようの神かみ棚だなを確認した上で、新しい魔術陣を描いた。

「『空のたたずみ』、──消しよう費ひ量りよう考えたら三十分の一の濃のう度ど展開ね」

　言って、描いた魔術陣マギノフイグーアには空の中で夕日を眺ながめるナルゼとナイトが描かれている。

「初めて二人で雲うん上じようまで出たときの術じゆつ式しき。大気を固めて障しよう壁へきとするものだけど、扉とびらを通して部屋の中を満たせば、部屋の中の大気が固まって物を押さえ──」

　魔術陣が光り、枠わく内ないの絵が自動でコマ割をされ、二人のキスシーンが描かれる。同じタイミングで部屋の中から聞こえていた棚や硝子の器の揺れる音が消え、

「Herrlich──」

　音が消えるとともに、絵の中の二人の動きはキスの直前で止まった。それを見たナルゼは軽く舌した打うちし、

「二十分の一コマだと寸すん止どめね。こっから先がいいのに。今度再さい編集しておこうかしら」

　と頷うなずき、しかしナルゼは踵きびすを回す。リストを見て次の部屋に向かおうとするが、ふと、動かそうと思っていた翼つばさをそのままにした。？という顔で前を見た彼女が問うのは、

「あら？　東あずま？　……そっちの方は終わったの？」

　と、ナルゼが顔を向けた正面から走ってくるのは、呼んだ通りの人ひと影かげ。東だ。
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　手にノートを持って走ってきた東は、こちらを見て、足を慌あわてて止めた。

　そして彼は、こちらがドアに貼はり付けた魔術陣を見ると勢いよく首を横に振り、

「──ご、御ご免めん！　見てないよ余よは！　まさかナルゼ君がナイト君との情事を絵にして手当たり次し第だいに街に貼はってる痴ち女じよだったなんて、そんな淫いん乱らんな光こう景けいを正常な余は見てないよ！」

「誰だれが痴女よっ！」

　大体、余とか言ってる正せい常じよう人間がこの世のどこにいるのかしらね、とナルゼは思ったが、別にこちらが困るわけでもないので黙だまっておいた。ただ問うのは、

「そっち、学校下の倉庫街がいとか見てきたの？　氷室ひむろの管理とかもあるんでしょ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、シロジロ君とハイディ君が大体手て配はいしてくれたからすぐ済んだよ。二人はこれから大事な品物とか、重いだけの輸ゆ送そう艦かんをパージして後に合流させたりする手て配はいに行くっていったけどね。余の方は部屋に戻ってミリアムと？？？を見てこないと」

「……今、何て発音したの？」

「？？？」

　くそ、この男なかなか出来るわね、今度同どう人じん誌しでネタにしてやらねば。まあいい、とナルゼは次の部屋に向かうため、東の横を通り過ぎ、その肩を軽く叩たたく。

「あの幽ゆう霊れい幼よう女じよ、施し設せつに預けなかったのね、いい判断だわ。何しろ武蔵むさしの施設の大たい半はんは御お広ひろ敷しき家がスポンサーだから」

「今、前ぜん戦せんに無む理り矢や理り引っ張られて行って悲鳴あげてる人のこと悪く言うのやめない？」

　どっちがだ、と思うが、ナルゼは苦く笑しようする。

「でもまあ、東あずまに子供が出来るとはね。どうせならうちで預かっても良いと思ってたのに」

「君ら二人のところ……？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、二人で向き合って眠るベッドは、中央に少しスペース開けても大だい丈じよう夫ぶだもの。今の技術ならナイトと私のお互いの子供をセックス無しで作ることだって胎たい外がいで育てることだって可能だけど、それとはまた別の嬉うれしさがあるでしょうしね」

　今の言葉に東が首を傾かしげた。そしてそのまま彼が問うのは、

「──セックスって何？」

　ナルゼは戦せん慄りつした。背の六枚翼よくを怖気おぞけだたせて、

　……く、くそ！　まさか東にここまで恐怖するなんて！　まさかこれが皇こう族ぞくの力……!?

　時間がないのが惜しい。惜しすぎる。時間があったならばここで有ること無いこと吹き込んで同どう人じん誌しの導どう入にゆう部分に用いてやるのに！

　だからナルゼは、東が他に訊たずねて真実を知ってしまわぬよう、防波堤ていとしての台詞せりふを作る。

「え、えーとまあ、それはね？　──人と人が深く仲の良い関係になるってことよ。

　詳しくは今度教えてあげるけど、それはもう、ええと、──深い歴史と技術ってものなの」

「ふうん。……たとえばナルゼ君とナイト君はどういうときにするの？」

　……この男、獅し子しの巣すに平然と踏み込みおるわ……！

　狼狽うろたえにも近い気分になりつつ、ナルゼは言う。

「そ、それは、ええと、……け、喧かん嘩かしたときとか、かしらね？　ええ、一晩で仲直りよ？」

「でも仲良くなると子供が出来ちゃうの？」

　……だったらいいわよね！　いいわよね!!

　心の中で二度言いいつつ、ナルゼは平静を装った。内ない心しんで息を深くつき、

「ま、まあ、度ど合あいが過ぎたりすると、そうなるわね。あと事故でも」

「ふうん、事故でも仲良くなるんだ。勉強になるなあ。やはり魔女テクノヘクセンは物もの知しりだね」

　Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．と頷うなずきつつ、ナルゼは軽く手を振る。このままだと頭がおかしくなると、そう考えつつ、しかし、

「──でも、あの幽ゆう霊れい幼よう女じよ、ちょっと正体不ふ明めいだから気を付けときなさい」

「え？　何か悪あく霊りようの類たぐいだとでも言うの？」

　眉まゆを顰ひそめた険けんのある声に、こりゃあ本物だわ、とナルゼは感想を心で述べる。その上で、

「あの子、半はん透明だけど、どう見えてる？」

「そりゃあ、向こう側が透すけて……」

「そうね、私にもそう見えるわ。だからちょっと気を付けておきなさい。そしてもし何か気付いたことがあったら、私や、浅あさ間ま達に相談ね。まあ、新しい家族が出来たとしても、家族内ないの用心と距離は必要だし、何もなければそれでいいんだから。だからまあ」

　一歩、前に出ながら、ナルゼは言った。これを言い忘れてる、と心に言葉を置きつつ、

「いずれ、あの子の名前、考えておきなさいな」

　重なる言葉に、天てん井じようからまた響ひびきが来る。戦せん闘とうは、まだ続いているのだ。
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　甲かん板ぱん上では、戦闘が再開され、また、開始されていた。

　先に甲板に上がった二ふた代よを追うように突とつ撃げき隊たいが甲板への突撃を再さい敢かん行こうし、二代が隆たか包かねとの剣けん戟げき戦せんを始めたのだ。

　聖譜顕装テスタメンタ・アルマを背負った隆包の武器は、木製の打者用ようメイスである長ちよう尺じやくバットだ。己おのれの身長よりも長い武器を、しかし彼は縦じゆう横おう無む尽じんに振り回しつつ、緩かん急きゆう入いれて止め打ってくる。対する二代が蜻蛉とんぼ切きりの通常駆く動どうを行う余よ裕ゆうがないほどの連れん打だだ。バットは神しん格かく武ぶ装そう化かされているためか、流体光こうを放ち、こちらの攻こう撃げきを弾はじき返す。その速さと正確さは、

　……今年度の全国総そう長ちよう連れん合ごう白はく書しよで読んだ通りで御ご座ざるな！

　他国の副長クラスと言うだけはある。彼が立たち花ばな・宗むね茂しげの上に立つ理由は、相手の攻撃を完全に防ぎ切るという防ぼう御ぎよ術じゆつによる千せん日にち手てだろう。その秘ひ訣けつは、

「……長尺武器の構え方に御座るか！」

「おうよ。コンパクト打法、バント、右打ち左打ちといろいろあらあな」

　武器に対して自分の位置を入れ替えたり、左右の持ち方を変える。その速度を速くするために武器を手放し、身を軽くすることだってやってのける。それは、

「俺はな？　どんなボールだろうが正しくバント処しよ理り出来るんだよ。昔に、レギュラー取るために五ご桁けたどころじゃ済まねえボールを相手に毎日練習してな？　そしたらどうだ？　いつの間にか、連れん射しやの銃じゆう弾だんだろうが武ぶ神しんの攻撃だろうが受け止めて処理出来るようになっちまった」

　苦く笑しようが響ひびく。

「今は幽ゆう霊れいなもんで〝塁るいを踏んだか判はん別べつ出来ない〟なんて理由で正せい式しき試合の出場拒きよ否ひされてるけど、それでも毎日三千発ぱつの練習は欠かしてねえ。

　ありとあらゆる攻撃の弾はじき返しが俺の技だ。渋い、地じ味みな技だが──」

　彼はこちらの攻撃を下に弾き、

「俺がいれば、他の奴やつらが点を入れてくれる。それが俺の〝副〟長のあり方だ」

　言葉と共に、彼の背後から飛んできた鉄てつ弾だんを二代は避けた。

　ぎりぎりだ。その理由は一つ。隆包のバント防御が、

　……拙せつ者しやの槍やりを下に弾くからで御座るな!?

　それだけではない。更さらには恐らく方向制せい御ぎよも可能だ。それはこちらがつんのめるような姿し勢せいになるということで、今先ほどの砲ほう撃げきへの回かい避ひがギリギリになったのは、

「ち。──簡単な崩しと誘ゆう導どうじゃ食らってくれねえな」

　何もかもを防ぼう御ぎよして守り、更には攻撃のほとんどを仲間に託たくす。

　副長の、副という文字を防御と補ほ佐さの意味で体たい現げんするやり方だ。自分のように一人で一軍匹ひつ敵てきを狙ねらうのではなく、あくまでも全体を支え、総そう軍ぐんを勝利に導くための副長だろう。目立つところはないが、彼がいる限り、確実に勝利を得る。隆たか包かねを副長とし、立たち花ばな・宗むね茂しげが第一特とく務むに置かれていたのは、宗茂も隆包の補佐をもって活きるからだろう。

　それがために、彼は長ちよう尺じやくの得え物ものを振り回す。

　そして二ふた代よも、

　……拙せつ者しやも同じ、副長に御ご座ざる！

　高速の連れん打だを、二代は隆包と交わした。

「……！」

　二代は攻こう撃げきを重ねていった。石いし突づきがない向こうはこちらを背後に回らせないよう、常に正面もしくは左右構かまえを保つ足運びをとる。それゆえお互いは正面近くからの打ち合いになり、

「……っ！」
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　向こうの防御が厄やつ介かいに御座るな、と二代は思う。特とく殊しゆな防御だ。ただ受けるだけではない、両手でバント姿し勢せいをとった後、こちらの穂ほ先さきなどが当たる直前にバッドを下へ離す。

　幾いく度どか、蜻蛉とんぼ切きりを地面に落とされそうになった。

　攻撃の最さい中ちゆう、連打の最中に不ふ意いにそれをやってくる。地じ味みだが、油ゆ断だんのならない防御だ。

　防御で勝つという戦せん法ぽう。それは少なくとも自分や父達とは正反対だが、

「面白い……!!」

　外に出て良かったと、二代は改めて思った。思いもしない強つわ者ものが世界にはいる、と。

　そして剣けん戟げきの流体光こうが飛び散る中、隆包が口を開いた。笑えみの形に、吠ほえるように、

「おいおいバッター腰引けてんぞ！　蜻蛉切が泣くぞお前!!」

　まあ、と彼は言葉を挟み、

「聖譜顕装テスタメンタ・アルマの威い力りよくまで割かつ断だんされるとは思わなかったがな！」

　うむ、と二代は正直に答えた。

「ホントに割れるとは思わなかったで御座る」
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　指し揮き所しよ。つい表示枠サインフレームから視線を逸そらしたネシンバラに、いつの間にか遊びに来ていた喜き美みが問いかける。

「フフフこのメガネ、不ふ意い打うち作戦が直なお政まさ救助になったけど、あの割断、アドリブなの？」

「んー……。僕は武ぶ器き関係よく解わからないんだけど、蜻蛉切の割断システムは取り込んだ名前から対たい象しようを割かつ断だんする際、その存在、……つまり、存在を構成する流体を割断してるんじゃないかと思うんだよね」

「割断出で来きないものってあるの？」

「自分がそうだったの忘れたの……？　名前がその存在を表していないものや、おそらく霧きりや力りき場ばのような、割断しても常じよう時じ発生ですぐ埋まるようなものは苦にが手てだと思う。あと、個数が多すぎるときは割断力りよくが下がったり、足りなかったりするし、距離届とどかなくてもアウト。

　大罪武装ロイズモイ・オプロや聖譜顕装テスタメンタ・アルマの範はん囲い能力の多くは結けつ界かいみたいに一度張はったら内部が固定化かされるみたいだから、それだったら殻からを割るようにして砕ける筈はず」

　と、やはり指し揮き所しよに来ていたナルゼが、ナイトに通つう神しん文ぶんで幾いくつかの言葉を送りながら問う。

「どうなの？　まさか運動系けいの船に文化系のベラスケスが乗ってるなんて。尋じん常じようじゃない構成よ、向こうの方は」

「Ｊｕｄジヤツジ．、こっちも外げ道どう振ぶりでは人知を超えてるけど、向こうのハシャぎ方が確かに異常だ。新しく編へん制せい入れたから、それで凌しのぎ切る」

　彼は一ひと息いき。額ひたいに浮いていた汗を拭ぬぐい、

「課題が山さん積せきした迎げい撃げきだ。いろいろな面で覚かく悟ごしなければならないことや、準備しなければならないことが出来た。それを叶かなえるためにも、──頼む。凌いでくれよ皆」

　言った瞬しゆん間かんだ。空から金属音おんが響ひびいた。音おん源げんは空中。流体光こうによって作られた無む人じんの道を行く道みち征ゆき白びやつ虎こが、地じ摺ずり朱雀すざくをその右腕で打撃したのだ。
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　攻こう撃げきの交こう叉さは一いつ瞬しゆんだった。

　まず、ショルダーチャージで浮かされた地摺朱雀が、宙でガード姿し勢せいをとった。

　だが、対する道征き白虎が術じゆつ式しきOSの表示枠カデナフイルマと共に仮か想そうの野を踏んだ。白の武ぶ神しんは、荒野ではない、人々の生活基き盤ばんとなる麦むぎ畑ばたけの広がる野の道みちを突っ走り、

「朱雀の〝澤たく〟は、出せないのかしらね？　だったらやはり偽にせ物もの？」

　房栄フサエの問いに答えるように、白虎の右腕が突き上げるような打撃を一直線に放つ。

　地摺朱雀がその打撃を受けた瞬間。撃げき音おんとともに直なお政まさの周囲に表示枠が一いつ斉せい展開した。

　それらは全て、打撃力りよくの計測と耐たい久きゆう危険性の算さん出しゆつや警けい報ほうを重ねるもので、

「推測出力比ひ五倍……!?」

　直政は息を吞む。出力比が単純に速度差さなどになるわけではないが、

「新しん大陸で機き獣じゆう達を壊かい滅めつさせたのは、単に安全確かく保ほというだけじゃないのよ、と。──技術の後進国であるがゆえに、文字通り、技術を〝狩かって来た〟のよね。いい狩い物だったけど」

　[image: ]よじるように叩たたき込まれた白の拳こぶしが、地摺朱雀の全身を軋きしませた。そして、

『──！』

　地じ摺ずり朱雀すざくの両肩背はい部ぶ側。駆く動どう用ワイヤーや関かん節せつ保ほ持じを行う部ぶ位いが弾はじけた。血にも見える赤あか茶ちやけた潤じゆん滑かつ液えきが翼つばさのように宙に噴ふん出しゆつし、飛び散った。

　地摺朱雀の両腕から力が抜け、衝しよう撃げきで地摺朱雀の身体からだが仰のけ反ぞった。そこに宙をステップした道みち征ゆき白びやつ虎こが飛び込み、腹に打ち下ろすような左の一いち撃げきをぶち込もうとして、

「っ！」

　瞬しゆん間かん。衝撃に仰け反った動きを利用して、地摺朱雀の右足がカウンターで蹴けり上がった。

　爪つめのある足部の蹴りは、走り込んでくる道征き白虎の顎あごを下から打つ。

　その筈はずだった。

　直なお政まさは見た。超ちよう重量級きゆうの装そう甲こうをまとった道征き白虎が、持ちうる高こう出力を用いて強ごう引いんな挙きよ動どうを行ったのを。

　無む茶ちやだ、と直政は思った。駆く動どう系けいが焼けつくぞ、と。

　しかし白虎は、己おのれの身を走らせながら、打撃姿し勢せいだった全身をいきなり前に倒した。

　白の巨きよ体たいの肩、腰、背から確かに噴ふき上がるのは、疾しつ走そうの勢いにも負けぬ熱の陽かげ炎ろうだ。

　だが、低くなった姿勢はこちらの掲かかげた脚あしを潜くぐり、

「!?」

　右脚が、膝ひざ裏うらを担かつがれるようにクラッチされた。

　持って行かれる。宙を背の側に押されるようにして、しかし、一つの声がした。

「左肩、──〝一重ひとえ咆ほう吼こう〟」
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　房栄フサエの言葉と共に、道征き白虎の左肩が術じゆつ式しきOSの表示枠カデナフイルマを纏まとって変形した。表示枠がダース単位で表ひよう示じされて装甲が展開。背はい部ぶ側がわと連れん結けつアームで繫つながると同時に出来る形は、

「虎とらだと!?」

「新しん大陸にはいない機き獣じゆうよね、と。──道征き白虎の基本装そう備びで、新大陸の機獣達たちを畏い怖ふさせた武ぶ装そうよ。大罪武装ロイズモイ・オプロのようにはいかないけど、でも」

　房栄が困ったような笑えみを見せた。

「やっちゃって、道征き白虎」

　応じるように咆吼が爆発した。一いつ瞬しゆん、肌はだが震えるような感覚を得た直政は、

「地摺朱雀！　──右脚をパージしろ!!」

　一瞬の判断が全てを救った。地摺朱雀が表示枠数すう枚まいの展開と共に右脚を基部から外した瞬間。道征き白虎に担がれた右脚が破は砕さいしたのだ。
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　重じゆう金属の脚きやく部ぶの破は壊かいは、裂さけ、割れると言うよりも、まるで瓦が礫れきや砂になるように砕け散るものだった。潤じゆん滑かつ液えきすら刹せつ那なで霧む散さんして宙に色を与えるのは、

「──流体関かん与よ型がたの超ちよう震しん動どう破砕砲ほう〝咆ほう吼こう列れつ化か〟。接せつ触しよく推すい奨しようなので射しや程てい距離五メートルほどで拡かく散さんしてしまうけど、至し近きん距離からだったら余よ波はも含めて逃れられないわね、と」

　言葉に偽いつわりはない。脚きやく部ぶをパージしても地じ摺ずり朱雀すざくの全身には軋きしみの震動が渡り、両肩背部からは内部震動によって、潤滑液が空にぶちまけられている。

　そして正面。道みち征ゆき白びやつ虎こが表示枠カデナフイルマとともに左肩の展開を収めながら、

「さようなら、朱雀の偽にせ物もの。見ている限り四し聖せいとしての専用術じゆつ式しきOSも持っていないようだし、共鳴なども無いようだし、さよならね、──と、そんな感じで一つ」

　走りを止めず、白虎が、右の拳こぶしで宙に浮いたこちらを打だ撃げきした。

　衝しよう撃げきが走り、地摺朱雀の胸きよう上じよう部ぶが陥かん没ぼつする。そして震動に跳ね上がって踊った地摺朱雀は、身を捻ひねるようにしながら武蔵むさしに向けて落ちる。だが、

『よくやった、直なお政まさ君くん』

　展開した表示枠と共に聞こえたネシンバラの言葉に、直政は眉まゆを立てた笑えみを作った。

　直政は、打撃の勢いを消すことも出来ぬ落下軌き道どうの中、頭上を通過するように走っていった道征き白虎を見送り、

「──機き関かん部ぶを休むのは有ゆう給きゆうじゃなく特別扱あつかいにしといてくれよ」

　やれやれ、と告げたセリフに、白の肩けん上じようにいる房栄フサエが振り向く。

「この高度から落とされて〝よくやった〟っていうのは、まさか──」

「あたしにゃ仲間がいてね。ヤツらが来るまで、ちゃんと役目を果たしたってことさ」

　懐ふところから取り出した煙管きせるを口にした直政は、浅い眼がん下かを、艦かん首しゆ側を見た。

　左右一番艦かんの間に、大型の牽けん引いん帯たいが二つ展開している。こちらから見て、手前側がわに回転している牽引帯だった。高速に運ばれてくるのは全長百メートル級の輸ゆ送そう艦かんだ。

　輸送艦の行く先は浅め上昇の直線軌道の先。西班牙エスパニア指し揮き艦かんであり、

「激げき突とつコースさね!!」
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　衝撃が音として大気を走り、二つの艦を殴なぐりつけるように揺らした。

　激突した輸送艦の平型舳へ先さきは紙かみ細ざい工くのように数メートルの範はん囲いで潰つぶれ、指揮艦側は甲かん板ぱん先せん端たん部ぶがめくれ上がるように裂さけた。

　それを巨大な援えん護ごとして、甲板上じように到達した武蔵の突とつ撃げき隊たいは前に出た。幾いく人にんかが衝撃の揺れで転びつつも、しかし全体は敵てき艦かん橋きよう部ぶを浅く囲む半はん孤こで展開したのだ。

　同じように三征西班牙トレス・エスパニア側も、艦橋部側を守るように同様の展開を見せる。

　皆の中央、震動と揺れが波のように鈍どん化かする鉄の平野上じようにて、武器を競り合ったまま動かないのは二ふた代よと隆たか包かねだ。

　割かつ断だん能力を持つ二ふた代よがいる限り、隆たか包かねも艦かん橋きよう上のベラスケスも聖譜顕装テスタメンタ・アルマを用いられない。

　房栄フサエも指し揮き艦かんへと急行しているが、数秒の遅れがある。

　その数秒を活かし、膠こう着ちやく状態の中で使用出来る戦術を、武蔵むさし側が放った。それは、

「──武蔵アリアダスト学がく院いん副会長！　本ほん多だ・正まさ純ずみが休戦を提てい言げんするためにこの戦せん闘とうを正す！」
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　輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん前部。立った瘦そう軀くの少女が、右手を掲かかげ、宣せん言げんを発した。

「この戦闘は三征西班牙トレス・エスパニア側の誤ご解かいによるもので、お互いの益えきになるものではない！」

　何な故ぜならば、と少女、正純は告げようとした。その内容は、

　……三征西班牙の攻撃理り由ゆうは、武蔵が英国への援助物ぶつ資しを運んでいるが故ゆえだ。

　しかし、その正せい否ひは武蔵が英国へ援助物資を貿易したときに確立されるものだ。現在の武蔵は貿易の能を持っているが、英国側への荷か担たんを行っているとは言えない状態にある。

　今、視し界かいの中、二代が隆包から離れてこちらに跳ちよう躍やくを行っていた。これから自分が行う戦闘停てい止しの宣せん言げんに対し、こちらが戦闘行こう為いを行っていては意味がない。だから二代達たちが下がるまで言葉を止めた正純の視し界かいの中、皆はこちらの前に集まり、陣じんを狭く立て直す。

　そしてまた、敵もまだ動けない。こちらの宣言がいつ走るか解わからないからだ。

　ややあってから、敵てき旗き艦かんの甲かん板ぱん中央近ちかく、立つ隆包の背後に空から白の武ぶ神しんが飛び降りた。

　宙に作られる野の道から身を投じた道みち征ゆき白びやつ虎こは、その重量で指揮艦を震しん動どうさせる。が、輸送艦側がわにいる正純は、輸送艦が指揮艦を押しつつあるのを足あし裏うらに伝わる震えで確かく認にんした。

　……恐らく、指揮艦側も後退の機きを窺うかがっているな。

　襲しゆう撃げきは、この膠こう着ちやくで完全に終了した。

　だからここで、牽けん制せいと示じ威いのためにも、こちらが有利だという力を見せねばならない。

　……だから──。

　正純がまだ言葉を発さず、息を深く吸ったときだ。

　こちらの背後に一つの気け配はいが現れ、三征西班牙側から息を吞む音が響ひびいた。

　後ろ側、何が現れたのかは解わかる。甲板に至る階段を通じて、一つの人ひと影かげが上がってきたのだ。わずかに力無ない足音で解るその正体は、

「正純様さま、──ホライゾン・アリアダスト、到着しました」

　息をつく音が聞こえ、

「正直申もうしまして、荷物ではあるのですが、──大罪武装ロイズモイ・オプロ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟も御ご座ざいます」







[image: 解説　●艦船の階級●]
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　正まさ純ずみは、肩かた越ごしにホライゾンを見る。

　彼女は、こちらよりも、敵をも含む皆に視線を向けており、

「しかしどうしたことでしょうか皆様このようにお集まりで。ホライゾン、正直申もうしましてこのような衆しゆう目もくの前では何をすべきなのかお困こまり様さま──、あ、撃うてと言うことですね？」

「まだ味方いるんだから撃つなあ──!!」

　皆のツッコミに、ホライゾンは無む表情に頷うなずいた。こちらに対して右の親おや指ゆびを上げ、

「如何いかがでしょうかこのツカミの良さ。ホライゾンの基礎性せい能のうの高さ故ゆえだと判はん断だん出来ます」

「あの、ホライゾン？　その、……今は、私にちょっと物もの言いわせてくれるか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷き、こちらの横に立った。そして彼女は、こちらの肩に左手を置き、

「ハイ、では皆様、宜よろしいでしょうか。先せん刻こくを持ちましてホライゾンの前ぜん座ざとしてのツカミは終わりましたので、──これから正純様が皆様に対して面白いことを言います」

　正純は、え、という言葉を内ない心しんで腹の底から眼がん下かの海あたりまで落とした。

　……面白いこと？

　ちょっと待て。解わからない。こういうとき、どういう表情をすればいいのだろうか。だがこちらが喜き怒ど哀あい楽らくという言葉を考えている間に、正面、三征西班牙トレス・エスパニアの皆が顔を見合わせ、

「…………」

　まばらな拍手が飛んで来た。

　……い、いやな期待のされ方だ!!

　顔かお横よこ、展開してきた表示枠サインフレームの中では、半はん目めのネシンバラが両手で空中にゴムを引き伸ばすようなジェスチャーをやっている。よく考えると英国に向かって航こう行こうは止めていないのだから、引き延ばして英国側がわに近づく時間を稼かせげということなのだろう。

　だったらこれも有りか、と正純は思い、考えた。

　……こういうときに有用な葵あおいの馬鹿はどこ行ったんだ。

　先ほど、伝でん令れいの点てん蔵ぞうと二人で輸ゆ送そう艦かんの中に残っていた貨物を漁あさって「おお、これはビンテージの〝離り婚こん妻づまアン・ブーリン〟だぜ！」などとやっていた筈はずだが。

　しかし、既すでに三征西班牙はもとより、二ふた代よも含む武蔵むさし側も待たい機き状態でこちらを見ている。これはつまりあれか。戦国の時代における名乗り合いの解かい釈しやくか。

　だから、正純は考えた。面白い話と言っても、そんな知識はほとんど無い。洋モノジョークで行こうかとも思ったがニュアンスを失敗すると悲ひ惨さんだ。だから堅けん実じつに、

「で、では、その、──神かみ代よの時代の笑いの神の力を借りよう」

　ほう、と皆が頷いた。それは注目があるということで、正純は心の中で落ち着け落ち着けと唱となえつつ、息を吸い、なるべく低い声でこう言った。

「１６ＸＸ年……！　地球は、末まつ世せの炎ほのおに包まれた……！」

　頷うなずき、

「どうも、歌うた丸まるです」

　正まさ純ずみは滑すべった。
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　K.P.A.Italiaにて、表示枠サインフレームで推すい移いを見ていたインノケンティウスは通つう神しんを無む造ぞう作さに消した。

　武蔵むさしの軽けい食しよく屋や〝青雷亭ブルーサンダー〟では、神肖筐体モニタに呆ぼう然ぜんとした顔を向けた客達に対し、女おんな店主が何も言わずに筐きよう体たいをぐるりと１８０度回して映像を背けるようにした。

　そして武蔵アリアダスト学がく院いん教きよう務む員いん室しつでは、酒さか井いが日刊瓦かわら版ばんの詰め将しよう棋ぎの続きを始め、あたふたとしている三さん要ように対し、オリオトライがさっぱりとした笑顔で、

「焼き肉行こうか！　焼き肉!!」
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　莫ばく大だいな沈ちん黙もくに、正純は全身から粘ねばる汗を噴ふいた。

　……しまった……！　やるんじゃなかった。期待されて調子に乗ったらコレだよ私の人生いっつもこんな気がするけどその通りだな実際！

　横、無む言ごんでホライゾンが肩に手を置き直してくるがいらんフォローだ。

　正面の皆も無言と無む表情のままだ。だが数秒すると、まばらな拍手がやって来て、

「う、うわ！　まばらな同情はやめろ！　そういうのが一番傷きずつくんだよ！」

　慌あわてて小しよう等とう部ぶから持って来ていた洗せん浄じよう便べん座ざ〝釣瓶つるべ撃うち〟の箱を摑つかんで否定の腕うで振ふりをするが、既すでに皆は腕を組んだり首を傾かしげて何な故ぜこうなってしまったのか議ぎ論ろんに入っている。表示枠を出して武蔵内ないの通神帯ネツトに書き込む者までいるのを見た正純は、しかしホライゾンの、

「正純様、率そつ直ちよくに申しましてそろそろ本題に入られた方が宜よろしいのでは」

　……誰だれのせいだあ──!?

　乗った自分が一番悪い。何だこの禅ぜん問もん答どうみたいな因いん果が応おう報ほうは。

　ともあれ皆を静めるためにも、正純は頰ほおが赤くなっていることをもはや止めもせず、

「ええい、……よく聞け皆！　話を戻すが、この戦せん闘とうの継けい続ぞく理由は──」

　消しよう失しつしていると、そう言おうとしたときだ。道みち征ゆき白びやつ虎この腕が動き、二つの音がした。

　……え？

　疑問で確かく認にんした二つの音の正体は、一つが、道征き白虎が右下か腕わんと手首の高速スナップで、腰のあたりに隠かくれていた何かを投じた音。もう一つは、投じられたものが瞬しゆん速そくの勢いで皆を飛び越え、こちらの眼前、輸ゆ送そう艦かんの潰つぶれた舳へ先さき上に載った音だった。

　そして目の前に辿たどり着いたもの。こちらの停てい戦せん宣せん言げんを止めるために、タイミングを読んで投じられたそれは、人だった。色は朱しゆ。三征西班牙トレス・エスパニアの女じよ生徒。背の低い、両腕義ぎ腕わんの少女は、

「三征西班牙アルカラ・デ・エナレス第三特とく務む、立たち花ばな・誾ぎん──」

　言葉とともに、彼女は両の義腕を振り、外側に装そう備びしていた二重式の十字剣けんを義腕の手にホールドした。

　目ま深ぶかに被かぶった帽ぼう子しで目は見えず、ただ声だけが、彼女の首くび後ろにある聖せい術じゆつ式しき加か速そく器きから発される光と共にこう告げた。

「参ります」

　瞬しゆん間かん。棒ぼう立だちになっているこちらに対し、右の二に剣けんが高速で突き込まれてきた。
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　正まさ純ずみは、本格的な戦せん闘とうを経験したことがない。体育の授業で似たようなことをしてはいるが、戦闘訓くん練れんを受けた者の戦闘速度と相あい対たいしたことはない。

　今、正面からこちらに疾しつ走そうしてくる二重双そう剣けんに対し、正純の心に一番先さきに来た思いは、

　……え、ええと!?

　どうしたらいいか解わからないがゆえの戸と惑まどいだ。

　対し、誾の右みぎ義腕が摑つかむ双剣。十字架かを左右に繫つなげたような剣は、こちらの胸元へと一直線に突き込まれてきた。

　瞬間の判断を作ったのは自分の意志ではない。戦闘に慣れた凜りんとした叫び声で、

「──正純!!」

　二ふた代よの名を呼ぶ声に、身が醒さめた。

　瞬間。正純は視し界かいの中で確かく認にんする。こちらに攻こう撃げきを仕掛けてきていた誾が、

「……！」

　わずかに顔を、こちらからは見えない視線を、しかし確かに甲かん板ぱん側がわの二代に向けたのだ。

　だが、その微かすかな挙きよ動どうが、こちらにとっては幸いとなった。

　今、自分がするべきことは、己おのれの回かい避ひもだが、横にいるホライゾンの退たい避ひを促うながすことだ。

「ホライゾン……！」

　危険だ、と庇かばうように右手を後ろに払った瞬間だ。

　右の五ご指しがホライゾンの胸をがっちりホールドした。やや溢あふれ気ぎ味みに食い込んだ手から伝わる思いがけぬ感かん触しよくに、正純は充実の驚きを得て、眉まゆと口の歪ゆがみとともに、

「……むにぅ？」

　自分でもよく解らぬ唸うなりを鼻から漏もらす。と、横の自じ動どう人形は無む表情に言葉を作った。

「ほほう、これで一つ正純様さまもヨゴレ政治家としての階段を一歩昇のぼったと判はん断だん出来ます。三み河かわでトーリ様からモミング検けん地ちを伝でん授じゆされたせいでしょうか」

「いいから下がれえ──!!」

　双そう剣けんが来た。容よう赦しやない顔面狙ねらいに、わあ、と声を上げて正まさ純ずみはのけぞり、左手に持っていた〝釣瓶つるべ撃うち〟の紙かみ箱ばこ包つつみで顔をガードする。

〝釣瓶撃ち〟の中央が人じん体たい工学的に開あいているために、双剣が紙箱を貫かん通つうしてきた。

「──!?」

　正純が突き込まれてくる二重の切きっ先さきに対して慌あわてて身を[image: ]ねじると、Ｕ字形構こう造ぞうの〝釣瓶撃ち〟が斜めに構えられ、誾ぎんの双剣を左右から挟んで止めた。

　眼がん前ぜん、数センチまで刃やいばを届かせ、こちらと向こうの動きが止まる。

　そして攻こう撃げきが止められたからか、誾が歯を嚙かみ、こう唸うなった。

「ソードブレイカーを用意してくるとは、流石さすがは武蔵むさしの副ふく会長。戦せん闘とう準備は万ばん全ぜんでしたか」

「いや、これ、どちらかというと、毎まい朝あさの戦闘準備というか、アフターケアというか……」

「毎朝!?　武蔵では政治系けい一般生徒が毎朝の朝あさ練れんを……!?」

　……あれ？　何だか大いにズレてる気がするけど、この情報、各国に伝わるのか？

　思っていると、誾の背後に影が殺さつ到とうした。

　前方、敵てき艦かんの甲かん板ぱん側がわで孤この陣じんを作っていた武蔵の学生達。

「おお……！」

　本来ならば、誾のようなクラスの相手には立ち向かうべきではない者達だ。それが突とつ撃げきを掛けるのは、誾ぎんが彼らに背を向けているからだろう。誾の肩についているような大型義ぎ腕わんは、パワー重じゆう視しであるがゆえに動きが直線的で、鈍どん重じゆうな傾向にある。今、こちらに対して攻こう撃げき姿し勢せいをとっている誾にとって、背後は義腕の攻撃が遅れる場所だ。

[image: ]

　彼らは武ぶ器きを手にせず、何な故ぜか五ご指しを鳥のように広げて突っ込んできた。叫ぶ言葉は、

「公こう的てきに何してもよ──し!!」

「犯罪だ馬ば鹿か者──！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。誾がこちらの紙かみ箱ばこから双そう剣けんを引き抜いた。慌あわてて下がるこちらの正面。誾は殺さつ到とうする背後の気け配はいに対し、重い義腕を振り回さず、

「お静かに。──戦せん闘とう中です」

　誾の両腕の先にある巨大な手首が、いきなり外側に手首一個分ぶんスライドした。

　腕うで自体は振り回していない。ただ下げられた両腕の先で、外に展開した手首が回る。

「────」

　駆く動どう器きを用いた回かい転てん運動で、二に重じゆう双剣が綾あやを織おるように宙を何なん重じゆうにも突っ走った。

　それは、人の動きではない。義腕故ゆえ行うことが可能な機械の、操そう作さ感かんの強い動きだ。

　だが、機械の駆動が疾しつ走そうした直後に、

「……!?」

　強ごう引いんな振り回しによって、突とつ撃げきを掛けていた者達が薙なぎ払われた。
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　誾は、己おのれの周囲に人ひと影かげが舞ったのを視し界かいの隅すみで確かく認にんした。

　まるで己を覆おおうドーム状の障しよう壁へきがあるかのように、二重の双剣と義腕は自分を守り、

　……壁を作りますね。

　自分にとって、義腕は武器だ。剣や槍やりが武器であり、人の身体からだの一部ではないように、義腕も人の身体にはなり切れない。

　それをこのところ、人のものになるよう、使っていた。

　周囲、薙なぎ払った人々が艦かんの上に落ちたり、他の人々に激げき突とつする音が聞こえる。

　……この音は、昔にも聞いていた音。

　あの頃は、この義腕が無かったと、誾はそう回かい想そうする。

　ずっと昔。否、自分がそう思っているだけで、実際は二、三年ほど前のことだ。

　正確には二年と九十二日前。手首を定てい位置に収めながら、その後の過去を思い出すだけで、

「────」

　口の端はに笑えみが浮かんだ。

　……ああ。

　この数年、無限の満ち足りとも感じられる充実があった。だが、

「それを失うとは──」

　正面を見れば、本ほん多だ・正まさ純ずみとホライゾン・アリアダストの姿が、急速に遠のいていく。彼女達の背を鎖くさりの先についたアームが捉とらえ、艦かん尾び側に引き寄せていると同時に、

「食らいなさいな!!」

　艦尾側から二本の鎖を空に振り上げたネイト・ミトツダイラが、そう叫んだ。

　何か、と思えば、こちらの頭上へと影が来ていた。十数メートル級の大型木箱コンテナだ。内部は空のようだが、フレームや外がい壁へき部だけでも充分な重量がある。

　……そんなものを投げるとは非ひ常識な。

　思う己おのれに、その超ちよう重量が落下した。
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　多た摩ま表ひよう層そう部ぶ。地じ摺ずり朱雀すざくを大型木箱に載せて甲かん板ぱんに下ろした直なお政まさは、合流した浅あさ間まや、付近の火消しと復ふつ旧きゆうに入ったノリキとともに、それを見た。

　ミトツダイラが銀鎖アルジヨントシエイナでぶん投げた大型木箱が、立たち花ばな・誾ぎんのいる位置に飛んだのだ。それを見てしまった浅間が、ハナミと一緒に顔を両手で覆おおい、

「きゃあ！　ぐちゃぐちゃあ──!!」

「アサマチ、アンタ楽しんでないかい？」

　直政がそう言って半はん目めでノリキが頷うなずいたときだ。空で、新たな動きと音が発生した。

　音は二発。大たい砲ほうの、砲ほう撃げきに伴う破は裂れつの音だ。そして、大たい音おん二発に続く動きは一つ。

「大型木箱が──」

　直政達たちの視線の先で、大型木箱が爆ばく砕さいしたのだ。
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　砕け散る。空の中と艦の上において、無数の量を数える木の破は片へんと、ばらけた木材と、歪ゆがみ、千ち切ぎれた金属フレームが雨と降る。

　その中で、一カ所だけ空あいた空間があった。義ぎ腕わんの手首旋せん回かいによる薙なぎ払はらいをもって大型木箱の破片を吹き飛ばした空間。その中央に立つのは誾だ。

　彼女の全身。両の義腕と二重の双そう剣けんのシルエットには、新たな形が追加されていた。

　両肩のあたりに、長ちよう砲ほうが対で浮き、存在していたのだ。十字架か状じようのそれは、

「〝十字砲火アルカブス・クルス〟。──私の義腕の二に律りつ空間から取り出したものです」

　聖術テスタメントフイルマによる術じゆつ式しき硝しよう煙えんの光が漏もれる砲ほう口こうは、確かに木造木箱があった宙に向いている。しかし誾はそれを正面に向けた。先にいる本多・正純と、ホライゾン・アリアダストへと、だ。

　誾は二人に〝十字砲火〟の筒つつ先さきを向け、

「──では」

　だが、砲ほう撃げきより早く。彼女の左から一いつ閃せんの速度が届いた。裂さくというよりも、剃そるかのような速度で直線的な攻こう撃げきを放ってきたのは、

「相手ならば、拙せつ者しや、本ほん多だ・二ふた代よが仕つかまつるで御ご座ざろうぞ！」

　蜻蛉とんぼ切きりの一いち撃げきに誾ぎんは反応した。彼女は目を見開き、二代を視し界かいに捉とらえると、

「……！」

　笑った。目を見開いたまま、口の端はを上げ、両の双そう剣けんで蜻蛉切を弾はじき、彼女は声無なく矯よろこんだ。瞬しゆん間かんの動きで身み構がまえ直す二代に対し、両の砲ほうを向け、

「……返して頂きます、私の全てを！」

　その言葉と同時に、彼女は己おのれの敵に対して砲撃を放った。
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　誾の砲撃音おんを合図とするように、戦せん場じようが動き出す。

　足音や人々の移動と空気の流れ、そして武ぶ装そうの打ち鳴らされる音が戦場を揺るがすが、甲かん板ぱん上、中央やや前の位置にいた房栄フサエは、武蔵むさし側の動きが今までと違うことに気付いた。

　……左右に分かれて、こちらを中央に押し込もうとしている？

　彼女は視線を走らせ、全体の流れを確かく認にんすると即そく座ざの判はん断だんを行った。

「総そう員いん左右舷げん後こう退たい──!!」

　放った声に、甲板上にいた陸上部ぶ員いんと野球部員が、

「──Ｔｅｓテスタメント．！」

　疑問を挟まぬ許きよ諾だくの応おう答とうは、三征西班牙トレス・エスパニアの朱しゆの制服を男女の乱れなく動かす。まるで紙を中央から切り裂さくように左右後うしろへ分かれた中央。開いた空間の向こうには、

「大罪武装ロイズモイ・オプロ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟!!」

　房栄の言葉通りに、ホライゾン・アリアダストが大罪武装を展開中ちゆうだ。

　……先ほどの副ふく会長の交渉が鍵かぎね。

　副会長による交渉が通らなかった場合、大罪武装によって決着する。

　いいシナリオだわね、と房栄は思う。大罪武装という、今の武蔵にとって最大の武器の威い力りよくを改めて他国に見せるにはいい流れだわ、と。

「──だけどね。別に、それを撃うたせるためにここ空あけたわけじゃないのよね、と」

　右腕を掲かかげる動きに、道みち征ゆき白びやつ虎こも応じて右の腕を上げた。

　そして告げる言葉は、

「……フーさん！　出で番ばんよ！」
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　ホライゾンを支えるように立っていた正まさ純ずみは、新しい出場者の登場を見た。

　敵てき艦かん、艦かん橋きよう屋上。先ほどまでベラスケスがいた位置よりも前に、一人の女性が立っている。

　烏え帽ぼ子し型の帽ぼう子しを被かぶった眼鏡めがねの長ちよう寿じゆ族ぞくだ。腕わん章しようには〝副ふく会長　フアナ〟とある。

　正純の知識では、彼女は、

　……三征西班牙トレス・エスパニアを実じつ質しつ上じよう支えている政せい経けいの雄ゆうで、更さらには──。

「大罪武装ロイズモイ・オプロの使い手、八はち大だい竜りゆう王おうの一人！」

「旧派カトリツクの者に対してその呼び名は無ぶ礼れいですね」

　薄い笑えみすら見せる彼女、フアナの右の腕には、こちらの言葉通りの巨大な武ぶ装そうがあった。　長ちよう剣けんだ。白と黒の、骨にも似た表ひよう装そうを持つ二メートルほどの長剣を、しかし彼女は軽く掲かかげ、

「──〝嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシ〟。既すでに展てん開かい状態です」

　陽光を浴びる周囲には十字を組んだ表示枠が既すでに幾いくつも展開している。

　対し、こちらの〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟は現げん在ざい展開中だ。

　フアナは既に長剣を右に掲げ、ゆっくりと振り下ろしながら、

「超ちよう過か駆く動どう……！」

　言葉が発され、力が武蔵むさし側の皆へと落ちた。
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　武蔵側、輸ゆ送そう艦かん上を襲おそった力は、束そく縛ばくの一語だった。

　束縛の正体は青白い光の輪だ。太さ数センチほどの流体光こうの輪が、いきなり武蔵の学生達の身を縛しばり、

「──重い!?　否、これは……」

　胸部を帯おびのように絞しめられた正純は、光こう輪りんから得る感覚をこう思った。

　……嫌気アーケデイアか!!

　束縛は重さを感じるが、下に落ちる重量ではなく、空間に留まるような粘ねばる重さだ。

　その思いを証明するように、フアナの声が飛んでくる。

「大たい罪ざいの嫌気。その人が持つ〝自分にとって悪である〟と理解する箇か所しよに〝嫌気〟の力が掛かるのです」

　応じるように、それぞれが束縛を受けている武蔵の学生達が唸うなった。

　見れば、自分に対して嫌気を持たぬ者はいないのか、誰だれも彼もが一カ所以上、人によっては数カ所の束縛を受けている。皆は外れぬ束縛を振り払うように身み構がまえながら、

「くそ、腹が出ていることを気にしているのがこうしてバレてしまうとは……！」

「ち、違うよ！　俺、ちゃんと上うえ野の行ったんだぜ！　べ、別にアンタのためじゃないのよ！」

「あ、あの、私、べ、別に胸のことは気にしてませんのよ？　ねえ正まさ純ずみ？　ですわよね？」

　最後は振るな。というか、自分もまだまだ気にしているのだろうなあ、としみじみ思うが、

「ホライゾン！」

　叫んだ先。ホライゾンはその全身のほとんどを束そく縛ばくされていた。四し肢し、腰、腹も胸も首も、頭部も、手て指ゆびにおいても、

「────」

　目め隠かくしのように光こう輪りんが目の位置を包んでいるため、正まさ純ずみからは歪ゆがんだ口元しか見えない。ただ、彼女の身体からだはわずかにくの字に曲がり、全身の動作は束縛の光輪の内側でしか取れなくなっている。これは、

「感情を奪うばわれた自じ動どう人形の身。……何もかも〝足りない〟と思っているのですね」

　フアナに告げられた内容に対し、正純は寒さむ気けを感じた。

　……誰だれにだって、そんなことはあるだろうに……！

　どうにかしたい、と正純は大罪武装ロイズモイ・オプロを抱えるホライゾンの手を縛しばる光輪へ触れた。だが、

「っ！」

　光に触れた瞬しゆん間かん。ホライゾンの口から痛みを告げる言葉が漏もれた。

　はっとして手を引き、すまないと思う心の中で、今の彼女の痛みの意味に気付く。

「……自分では誤ご魔ま化かすことが出来ても、他人に触れられると、痛むよな」

　自分に対するありふれた嫌気アーケデイア。自分にはどうしようもないことや、心の中に秘めていたことでさえもが、もはや敵となって己おのれを封じ込めに来る。それも、自分の欠点を思い知らせるかのようにして、他人にも救いを求められずに、だ。

「どうすれば──」

　いい？　と問うことも出来ぬタイミングで、音が聞こえた。

　三征西班牙トレス・エスパニアの指し揮き艦かん側で左右に分かれた敵てき部ぶ隊たいの内、野球部の打者達たちが、空あいたレーン上に展開したのだ。扇おうぎ状じように位置した彼らから見て、こちらは集中砲ほう撃げきを加えられる上に、満足に動くことも出来ない状態にある。まずい、という判断しか出来ない自分は未み熟じゆくだと思うが、

　……どうする!?

　内ない心しんで唸うなった視線の先で、フアナが左の腕を掲かかげた。

　打者達に、砲撃の合図を送るための動きだ。

　だがそのとき、正純は、周囲の皆や、三征西班牙の全員と共に見た。三征西班牙指揮艦、艦かん橋きよう部ぶの屋上に立つフアナの横に、全ぜん裸らの葵あおいが腕を組んで立っているのを。
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　思わず無む言ごんになった誰だれも彼もの視線の先、フアナは葵に気付いていない。

　正まさ純ずみが、心の中では何の反応も出来ないまま、しかし身体からだの方では素直に不安の脂あぶら汗あせをかき始めたときだ。葵が、目を見開いているベラスケスの横を爪つま先さき立だちの小こ股また歩きで抜け、フアナの直ま横よこへと立つ。

　だが、何も気付いていないフアナが一つ頷うなずき、

「撃う──」

　て、と葵あおいの方、股こ間かんの高度のあたりに振り下ろしていく左手に対し、正まさ純ずみと皆が、

「ぅわあ──！」

　思わず叫んだ声に、フアナが眉まゆをひそめて動きを止めた。彼女は首を傾かしげ、

「我が方まで、一体どうしたと言うのです。戦せん闘とう中だというのにおかしな声を」

　フアナの言葉に、房栄フサエが慌あわてて、

「あ、あの、フーさん？　ちょっと、ちょっと後ろ気にした方がいいんじゃないかな、と」

「え？」

　とフアナは右側、大罪武装ロイズモイ・オプロを持つ腕の方から背後に振り向いた。数秒してから、

「何もないではありませんか？」

「逆！　逆！　そっちが危ないのよね！」

　左？　と、フアナは首を傾げた。

「〝嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシ〟を私が使っている以上、私達の側には効果が入らないのですけど。まあ、危なく思えるなら仕方ありません。ちょっと書しよ記き、下がっていて下さい」

　と、おもむろにフアナは手て袋ぶくろ付つきの左手を背後に払った。

　あ、と皆が止める間もなく、フアナの左手が、横に腕組みで立っていた葵のゴッドモザイクをがっちりホールドした。やや溢あふれ気ぎ味みに食い込んだ手から伝わる感かん触しよくがあったのか、フアナが眉まゆをひそめ、

「……え？」

　横を見る。と、彼女の視線の先にいる腕組み葵が頷うなずき、

「──おっと残念だったな。そいつは俺の〝リアル派〟だ」

　言われ、彼女は顔と視線を動かして己おのれの手を見て、内側が見えぬゴッドモザイクを確かく認にんし、深く深く息を吸っていく。そんな彼女の反応の間に、馬鹿は、

「俺おれ高いところ好きだから屋上までいそいそ昇ってきたんだが、途と中ちゆうで隠おん密みつ道具の効果が解けなくて良かったなあ。解けたら恥はじだもんな！」

　な!?　と全ぜん裸らは皆に問い、そして呆ぼう然ぜんとしているベラスケスを見て、

「あ、チーム・ベラスケスの社長だ！　──俺、アンタのとこのエロゲよく買ってるよ！　肌はだ色はモザイク画のタイルパターンがベストだと思ってたけどアンタのリアル系けい塗ぬりもいいよな！　この前の〝ブレダの開城〟とか、タイトル的にも想そう像ぞう力刺し激げきしね!?」

「お、おう、見るとこ見てんじゃねえか。──一応は芸術のつもりなんで解わかっとけよ？」

「オッケー！　で、こっちの姐ねえちゃん。その大罪武装、俺にくんね？　ただでいいからさ」

　その申し込みに対し、フアナの反応は少し遅れた。

　ややあってから、彼女は、改めて自分の左手の行き場を見て、

「きゃ……」

「きゃ？　って何だよ姐ねえちゃん。もしかしてホールドが物もの足たりねえのか？　ほうらどうだ」

「──きゃああああああああ!!」

　叫び、フアナは即そく座ざの動きで迷い無く馬鹿を屋上から宙に突き飛ばした。

　そして彼女は両の拳こぶしを真ま下したに振り、

「火事よ──!!」
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　全ぜん裸らが空中に飛んだ瞬しゆん間かんだ。艦かん橋きようの下で開いている格かく納のう庫このハッチから、不ふ意いに黒い人ひと影かげが現れた。それは武蔵むさしの学生服を忍にん者じや装しよう束ぞく風ふうに着込み、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶった、

「点てん蔵ぞう・クロスユナイト！　隠おん密みつ忍にん術じゆつバリバリ使用でいろいろ情報取ってきたで御ご座ざるよ！」

　ははは、と彼は笑い、両の腕を大きく広げた。その両手が引き伸ばすように持つのは、

「見て下されこの長ちよう大だいな巻まき物ものプリント。三征西班牙トレス・エスパニアの戦せん事じ機き密みつで御座るよ！　まさか全てを陽よう動どう的に用いつつ、重力航こう行こうによる離り脱だつ直前に三征西班牙の情報を火か事じ場ば泥どろ棒ぼうとは見事な作戦で御座るな。──と、興きよう味み本ほん位いで隠密術じゆつについてきていたトーリ殿どのはどこに？」

　構えた腕に全裸が落ちた。広げていた書類が一気に裂さけて宙に散って屑くずとなる。が、重力落らつ下かの衝しよう撃げきと勢いに、思い切り四し股こ踏み姿し勢せいになった点蔵は、しかし何とか耐え切り、

「ぬおおお！　そ、空から全裸が降ってきたで御座る──!?　って、ぬああ折せつ角かくの戦事機密がというか何で御座るかコレ!?　トーリ殿ではござらんか！　ぬうう、自分、人生初はじめてお姫ひめ様だっこするのがヨゴレ系けい全裸男おとことは何かに呪のろわれて御座るか!?　そうで御座るな!?　神様！　これキャンセル！　キャンセルに御座るよ！」

　と、点蔵の顔かお横よこに、契けい約やく神社からの通つう告こくが届いた。

『そのような業務は管かん轄かつ外がいです：ｂｙ神』

「くそう、契約主しゆ義ぎ社会の暗あん部ぶを自分は見たで御座るよ！　そうで御座るなトーリ殿！」

「おいおいテンゾー聞いてくれよ、あの姐ちゃん人突つき落とすなんてマジ鬼おにくさくね？」

「ひ、人の話を聞かん御ご仁じんで御座るなあ!!」

　お前もだよ、と叫んだ皆の内、武蔵むさし側の学生達は、ふと、一つの事実に気付いた。

　束そく縛ばくが消えている。

　原因は、フアナが全裸を突き飛ばしたときに大罪武装ロイズモイ・オプロを手放したからであり、

「────」

　皆が無む言ごんで視線を背後へ向けた。皆が見る先、ホライゾン・アリアダストは大罪武装を壁のように構え、半はん顔がん出してぶるぶる震えながらフアナと点蔵を三さん白ぱく眼がんで見み据すえ、

「あ、あの泥どろ棒ぼう猫ねこども……！　──如何いかがですかこの疑ぎ似じ嫉しつ妬と表現」

「いいから撃うてえ──!!」

　次の瞬しゆん間かん。二に艦かんの間で力が炸さく裂れつし、幾いく重えにも交差した。
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　一いち番ばん最初に生じたのは、ホライゾン・アリアダストの持つ〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟から前方に向けて走った、搔かき毟むしりの前ぜん哨しようとも言える黒の一線だ。

　直線距きよ離り約三キロ。三征西班牙トレス・エスパニアの指し揮き艦かんはその始まり近くに存在している。

　だが、搔き毟りが爆ばく発はつするより先に、房栄フサエが指し示じを飛ばしていた。

「垂直下か降こう──！」

　指揮艦が強ごう引いんに高度を下げていく。だが艦かん首しゆ側を輸ゆ送そう艦かんに食らいつかれるているため、艦首側が下がらない。指揮艦は後部を下に傾ける状態になっていく。

　そして傾いた甲かん板ぱんに、後ろ側から突っかけてくる一いつ直線があった。

　機殻シヤーレをまとった箒ほうきに跨またがる金の六枚翼よくは、マルゴット・ナイトだ。彼女は艦かん橋きよう前の男おとこ二人に対し、速度を落とさず突っかける。

　対し、即そく座ざの動きで、点てん蔵ぞうがトーリを放り出すようにしてナイトの箒の後部に飛び乗った。続く動きで、宙に浮いたトーリをナイトが箒で拾っていく。が、

「おおおお金マル！　股またの間に入った箒が俺の股こ間かんを下から──！」

「どうでもいいから行くよー！」

　直立でのけぞったトーリを機き首しゆ部に引っかけ、ナイトが高速の前進と上昇を行う。加か速そく術じゆつ式しきを一気に七つ展開し、スピードメーター型の魔術陣マギノフイグーア七つに針を振り切らせ、

「──Herrlich!!」

　轟ごう音おんと共に、跳ねるように皆の頭上へと飛ひ翔しようした。

　次の瞬しゆん間かん。更さらに次の刹せつ那なに至る布ふ石せきとして、四つの判はん断だんが生まれた。

　一つは、ベラスケスと隆たか包かねがそれぞれの聖譜顕装テスタメンタ・アルマを再さい発はつ動どうさせたこと。

　一つは、武蔵むさしの学生達が防ぼう御ぎよ術式の防ぼう盾じゆんを展開したこと。

　一つは、三征西班牙の野球部が砲ほう撃げきを開始したこと。

　そして最後の一つは、誾ぎんと房栄の道みち征ゆき白びやつ虎こが、〝悲嘆の怠惰〟から射しや出しゆつされた黒い閃せん光こうの一線を無視して、前に飛び出したことだった。

　大罪武装ロイズモイ・オプロの直ちよく撃げき軌き道どうに突とつ撃げきする。そんな行為を選択した二人の内、誾は両の双そう剣けんを羽ばたくように背後に振り、

「──行きます！」
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　幾いくつかの布石を打った次の展開は、それぞれの布石が作用し合うものになった。

　一番先さきに動いたのは、武蔵側がわ学生の防御術式や、それによる防盾だった。だがそれぞれの発動速度には操そう作さや準備による個人差さがあり、全てが発動するより早く、ベラスケスと隆たか包かねの聖譜顕装テスタメンタ・アルマが起き動どうした。

　二つの聖譜顕装〝身堅き節制クルース・テンペランテイア〟新ノウム・旧ウエトウスの威い力りよくは、それぞれ〝速度の半はん減げん〟と〝威力の使用回数分ぶん減げん〟だ。

　しかし、速度が遅くなっても、防御は果たせる。その筈はずだった。防御力りよくが半減されても、狙ねらいが解わかっていれば構え方や重なることでフォローは出来るのだから。

　そこに、三征西班牙トレス・エスパニアの野球部が砲ほう撃げきを叩たたき込んだ。

　打者達たちは威力任まかせの一いち撃げきだ。だが、投手達は違った。彼らは正確なコントロールで、防ぼう盾じゆんの隙すき間まにぶち込んで来たのだ。多くは低め集中、腰を落として構える防御側がわの股こ間かん狙ねらいで、

「……ふぐっ！」

　歯が抜け落ちるかのように膝ひざをつく者が続ぞく出しゆつし、防御の前ぜん線せんがに穴が開いた。

　だが、彼らを支えるように、ホライゾンの砲撃が放たれた。


『固こ体たい感情表ひよう現げん：超ちよう過か駆く動どう：出力：60──』



「──!!」

　感情表現六割わりで、無数の搔かき毟むしりの力が射しや程てい距離三キロを突っ走る。走る位置は先せん行こう予約として走った黒こく線せんの周囲だ。対する指し揮き艦かん側はその線を回かい避ひするように、艦かん橋きよう側がわのある後部を下げている。だが高い艦橋部は、まだ有効範はん囲い内ないだ。

　そして搔かき毟むしりの力が、発生した。

　黒の爪つめ。莫ばく大だいな量の黒い光ひかり爪つめは、聖譜顕装によってその展てん開かい速度を半減され、威力もそれぞれ個別に分減された。

　だが、それでも、指揮艦の艦橋を破は壊かいするには充分な力を持つ。

　そこに、二つの威力が飛び込んだ。

　両の二重剣けんに流体光こうを宿らせ、義ぎ腕わんの高速薙なぎ払いに砲撃を重ねる誾ぎんと、

「行くわよ道みち征ゆき白びやつ虎こ……！」

　両の肩に表示枠カデナフイルマを重ねて展開し、前にいる誾の頭上と左右に超ちよう震しん動どうをぶち込む房栄フサエだ。

　流体光をまとった二重剣と砲撃。そして同様のシステムを用いた流体干かん渉しよう型がたの超震動破は砕さい砲ほうは、無数の搔き毟りの群と正面から激げき突とつした。

　当たる。

　だが、速度が落ち、威力も落ちた搔き毟りの群に対し、先に立つ誾は全身を細かく左右に振り、義腕と二重剣の軌き道どうを歪ゆがませないようにし、

「……っ！」

　斬ざん撃げきした。その行為によって流体同どう士しの衝しよう突とつによる破は砕さいが生じ、

「────」

　誾の周囲に黒と蒼そう白はくの花が吹ふ雪ぶいた。剣の軌き道どうは光の花びらを何なん重じゆうにも渡る弧この連続として走らせ、義腕の排はい熱ねつが陽かげ炎ろうとなって彼女の周囲を踊る。

　だが、それだけではない。

　両の肩を獅し子し顔がお型がたに展開した道みち行ゆき白びやつ狐この両腕周しゆう囲いでは、黒と蒼そう白はくの光が霧きりのように散り、両者を包む嵐あらしとなった。

　そして光と闇やみの山やま風かぜが現げん出しゆつする。その風に乗せるように、二重双そう剣けんの少女は花の吹雪ふぶきを作り、砲ほう撃げきの連れん打だを送って視線を前に投げかけた。

「……どうですか!?」

　問いが跳ぶ先、彼女達の破は砕さいと風の舞いは、一つの結果を生んでいた。

　一いつ直線に走った搔かき毟むしりの効果が、その中央下した側がわに大きなくりぬきを得ていたのだ。

　搔き毟りの行く先には艦かん橋きようがあるが、誾ぎんと房栄フサエが穿うがったスペースが開いた。結果として、

『左右通つう神しん用よう教会塔とう破は損そん……！』

　と通神の声が響ひびき、しかし次の声が結論を述べた。

『──他、艦橋中央部など被ひ弾だん無しです！』
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　わ、という三征西班牙トレス・エスパニア生徒から漏もれた歓声が空に広がる。

　その喜びを増すように、黒の搔き毟りの中から一ひと際きわ巨大な吹雪と霧の嵐が生じた。

　最後の一いち撃げき。艦の傾きが〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシ〟の効果範はん囲いより下がったがために、誾と房栄が防御としての攻こう撃げきを終えたのだ。光の風と吹雪が舞い行き、黒の直ちよく風ふうも収しゆう束そくし、消えていく。

　それらの風を払うように立つ一人の少女と、白の武ぶ神しんは、しかし、

「──は」

　吐と息いきの音さえ聞こえる疲ひ弊へいと負傷に満ちていた。

　二重の双そう剣けんはどれも半なかばまで囓かじられたように砕かれており、両の義ぎ腕わんや対ついの砲ほう筒とう、そして白の武神の装そう甲こうにも抉えぐりの爪つめ痕あとが走り、無事な箇所はどこにもない。房栄も、流体による攻撃ではダメージを受けるため、道行き白狐の守りがありはしても身体からだの各所に爪の痕を得ている。

　だが、誾も房栄も、視線の力は失っていない。汗をかき、息荒く、髪かみは乱れはしているものの、相手の位置を見失いもせず、

「総そう員いん攻撃──!!」

　房栄の叫びに、三征西班牙の砲撃と、その援えん護ごを受けた突とつ撃げきが再開された。

　だが、続く言葉が皆の動きを止めた。それは、

『……武蔵むさし！　重力航こう行こうに移行します!!　──以上』

　直後。武蔵の巨きよ影えいが輸ゆ送そう艦かんごと消しよう失しつし、

「──!?」

　莫ばく大だいな物体が急きゆう激げきに移動して生まれる大だい規き模ぼなエアポケットが、指し揮き艦や他の艦かん群ぐんを空へと叩たたきつけたのだ。
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　高速の展開の中で、誾ぎんの目は全てを捉とらえていた。

　……発はつ進しんされる……。

　去ろうとする輸ゆ送そう艦かんと武蔵むさしを止めようと思い、誾ぎんは前に出る。しかし背後から房栄フサエの声で、

「甲かん板ぱん上の総そう員いん！　甲板の中央に集合しなさい！」

　房栄の言う意味は解わかる。船において、一番揺ゆれ幅が少ないのは船の中央側だ。これから何が起きるか解わかっているであろう彼女の判はん断だんに、しかし誾は、

「──！」

　前に数歩を踏んだ。だが、身を前に進める間に、それが起きた。

　武蔵が大きく前に出たのだ。

　大気の揺らぎと、武蔵が高速で動くことによって発生した真空が、空に霧きりを生み、轟ごう音おんを生む。そして去る巨影にはもはや走ることでは届かず、眼がん下かにあったはずの武蔵アリアダスト学がく院いんの背が見え、艦かん尾びが見え、更さらにそれらは遠ざかり、

「……っ！」

　誾は、十字砲火アルカブス・クルスの左右斉せい射しやを叩たたき込んだ。

　大気を裂さいて飛んだ砲ほう弾だんは、牽けん引いんされる輸送艦へと二に直線で飛んだ。荒れ狂い始めた大気と霧を穿うがち、飛ひ翔しようした砲弾は輸送艦に届き、一発は輸送艦を引く牽引帯たいに食い込んだ。

　二発目が輸送艦上じようの敵てき群ぐんに当たる。が、その瞬しゆん間かんに誾は一つの声を聞いた。

「──結べ、蜻蛉とんぼ切きり！」

　風を抜けて届く声をもって、砲弾が破さく裂れつした。

　破は壊かいは新たな霧と風を呼び、巻く白色の風を挟み、誾は敵と対たい峙じした。

　武蔵アリアダスト学がく院いん総そう長ちよう連れん合ごう、副長、

「……本ほん多だ・二ふた代よ！」

　距離はある。もはやお互いの攻撃が届く位置ではない。しかし視線は届いた。音が響ひびくような、痛みさえ感じるような、しかし退ひけぬ視線が交差した。

　だがそれも一いつ瞬しゆん。

　すぐに武蔵は速度を上げ、大気との衝しよう突とつによる莫ばく大だいな水すい蒸じよう気き爆発を宙に生み、前に出た。

　後に残る自分は、悔くやしさとも、怒りとも、惜しさともとれぬ感情をない交ぜに腹の底に収め、

「──っ!!」

　言葉にならぬ叫びを上げた直後。指し揮き艦かんは武蔵が生んだ気流に打たれ、激げき震しんした。
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　一ひと際きわ大きい揺れの中で、東あずまは自室に辿たどり着いた。

　響ひびく音が遠ざかり、散さん発ぱつ的に大きなものとなっていることから、既すでに戦せん闘とうは終了の流れに乗っているだろうと見けん当とうをつけていた。が、途と中ちゆう、家の中に退たい避ひしていない人がいるかどうかを確かめて回ったのがいけなかった。

　……戦闘要よう員いんでもないのに戦闘終しゆう了りようしてから帰ったら、ミリアムに怒られるよなあ。

　何やってたの、という言葉が、まず詰きつ問もんとしてくるだろう。仕方ないと思いつつ、しかし東あずまは脇に抱えたノートの重みを感じる。

　ミリアム用として、本日の授業内ない容ようを記したノートだ。つけているのは女子で、二冊あるノートをミリアムへと交互に持ってきて、また受け取っているらしい。今回のは直なお政まさのもので、角かく張ばった字体と図ず式しき付つきで御お広ひろ敷しきの処しよ刑けいシーンが記されていたが、カンチョー打ち込む図にベクトルの矢や印じるしと出力計けい算さんとか書いてるのは職業病びようではないだろうか。

　今日の授業は午前の一、二時間くらいで、その主な内容も処刑だったが、部屋にい続けているミリアムには意味のあるものだろう。だからというように、東は部屋の前まで辿たどり着くと、

　……躊躇ためらう前に──。

　洋よう式しきの遣やり戸どを開け、中に入った。

　狭い室内に身を置く。が、その直後に聞こえてきたのは、声だった。

「や──！　お外行く──!!」

　前を見れば、車くるま椅い子すの少女がおり、その膝ひざ上うえで抱えられた半はん透とう明めいの白い少女が暴あばれている。

「外──！　いや、お家うちの中いやあ──！」
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　東は、瞬しゆん間かん的に状況を理解した。

　……ああ、この子が外に出たがって、それをミリアムが止めてるのか。

　すっかりママだなあ、と思う東の内ない心しんを裏付けるように、少女をミリアムが抱き寄せる。

「駄だ目め！　今はお外は危ないの！　ママの言うこと聞けないの!?」

「いやあ──！」

　修しゆ羅ら場ばだ、と東は思った。だから東は、絶対の自信を持って口を開いた。

　……仲良くするということを、専せん門もん用語で格かつ好こう良く言うと、

「だ、駄目だよ二人とも！　落ち着いてセックスしよう！　さあ！　早くセックスを！　余よはパパ役としてちゃんと出来るまで見み届とどけるからね!?」

「──東？」

　何な故ぜか瞬しゆん時じに冷めた顔をしたミリアムが、その表情に抵抗をやめた少女を抱きながら、

「……ええと？　何？　もう一度言いってみて？　聞き間違いがあったと思うから」

「え？」

「いや、だから、……その、私は貴方あなたが真ま面じ目めな人だって思ってるから、あの、今の……、間違いだと思うからもう一度言ってくれる？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──だから、セックスしないと駄だ目めでしょ？」

　ミリアムともあろう人が、やはり自分が喧けん嘩かの一方になってしまうとそのくらいのことも解わからないのだろうか。と、東あずまが疑問に思う先、ミリアムが顔をどんどん赤くしていく。

　……あ、やっぱり、子供に対して自分が大人おとなげないと気付いて恥ずかしくなったんだ。

　反省出来るミリアムはやはり大人だよね、と東は思う。ゆえに、

「ミリアムは大人だから、やっぱり、セックスするときどうすればいいかよく解ってるよね。その子はまだ幼いんだから、ちゃんと教えてあげてね？」

「い、いえ、あの、ちょっと東、旧派カトリツクの女に対して何言って……、って、ああいや、そうじゃなくて、ええと、一体どこでそんなこと憶おぼえたの!?」

　顔赤く、眉まゆを立てて問うてくるミリアムは、どうも怒っているようだが、

　……余よの方が正しいことを言っているのに、どうしてミリアムは逆ギレするんだろう……。

　だが、思い当たるところがあった。ミリアムは旧派だ。しかし、さっきの言葉を教えてくれたのは魔女テクノヘクセンだ。歴史的に見たら、旧派にとっては否定すべき存在で、だから、

　……ナルゼから教えて貰もらったって、言ったらマズイよね……。

　そう思い、ゆえに言葉を濁にごして応える。どこで教えて貰ったか、それは、

「セックスのことは、さっき……、知り合いの女の人に教えて貰って」

　ミリアムが、少女を抱きながら仰のけ反ぞり、大きく息を吸った。

　どうしたんだろう、と東が思っていると、そのまま彼女は車くるま椅い子すを前に揺らし、

「ほほう、Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．……、皆が戦せん闘とうしているってのに、へええええええ──」

　しまった。女の人、というのがいけなかったか。何か誤ご解かいのようなものを受けていると困るというか、それ以前に、

「あ、ご、御ご免めん！　でも、余に教えてくれたその女の人、もう心に決めてる人がいるから」

「へえええええええ!?」

　ミリアムがまたのけぞった。しかしすぐに戻って、

「い、いきなり飛ばすじゃないこの男は！　逆ぎやく不ふ倫りんね!?　で、そ、その相手って誰だれ!?」

「いや、言えるわけないじゃない。でも、ま、まあ、──その相手も女の人なんだけどね」

　言うと、ミリアムがわずかに震しん動どうした。額ひたいに浮いた青あお筋すじが濃くなっているのが見え、

「……ミリアム？」

「ママ、何かすごく気合い入ってるー？」

「い、いいのよ？　え、ええ」

　ミリアムは、こちらから視線を逸そらしてがくがく震えながら、

「……ぎ、疑ぎ似じ家族的展てん開かいだったっていうのに、ま、まさか同どう性せい愛あい者しやにパパとられる一家だなんてね……。ふふ、ふ、正にこんな罠わなのような展開っていうか、コレが本当のトラップ一家っていうか。ふ、ふふふ、あは、何この屈くつ辱じよく感かん……！」

　何かすごくマズイ、と東あずまは本能的に悟さとった。よく解わからないが、自分は現在、何か重大なミスをして、ミリアムを怒らせているらしい。だから東は、焦った思し考こうでこう言った。

「ご、御ご免めんミリアム！　余よが悪いのは何となく解わかったから、早く余とセックスしよう！」

　車くるま椅い子すが高速で突っ込んできた。
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　武蔵むさしの周囲、空が見て解る勢いで流れ出す高速の中、奥おく多た摩まに牽けん引いんされる輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん上では未だ緊きん張ちようが続いていた。

　負傷した学生達たちの治ち療りようや応おう急きゆう手当てが開始されたのだが、初の実じつ戦せんで緊張した者達が、

「ち、違います！　わざとじゃありません！　こういうときは心しん臓ぞうマッサージだと思ってつい出来心ごごろで、ええと、この手がいけない！　この手が!!」

「よし、じゃあこうなったらロボトミー手しゆ術じゆつしかあるまい！」

　などと不ふ慣なれなミスを頻ひん発ぱつさせた他、

「──ホライゾン！」

　合流したトーリの声が響ひびく先、ホライゾンが力無なく、正まさ純ずみにその身体からだを抱きかかえられていたのだ。無事であったり、軽い負傷の者達の視線の中、足下に〝怠惰の悲嘆リピ・カタスリプシ〟を落としたホライゾンは力を失って目を伏せている。だが、駆け寄る全ぜん裸らのトーリが彼なりの全ぜん速力で、

「……ホライゾン！」

　その、ただ名を呼ぶ叫びに、皆が表情を曇らせた。全裸だが心配なのだな、と。

　そしてトーリが近づいたとき、不ふ意いにホライゾンが目を開けた。視線に力はないが、彼女は確かに駆け寄って来るトーリに気付くと細い声で、

「……トーリ様、あの、こ、ここに来て頂けますか……？」

「な、何だよホライゾン！　何か俺に言うことあるのか!?」

　と、何な故ぜか抱きしめ姿し勢せいでくねくね走ってくるトーリに対し、ホライゾンはおもむろに重心を低くして立つと、硬く握った右拳こぶしを彼の股こ間かんにカウンターで打ち下ろした。

　鈍い音が響ひびき、腰を引いてがくりとトーリが膝ひざから落ちる。そんな彼を見て、ひい、と声こえ挙げて引いた男おとこ衆しゆうの中央、ホライゾンは無む表情に、

「服を着なさいと命令します。お腹なかが冷えたら大変ではありませんか」

「殴なぐった意味わかんねえ──!!」

　ホライゾンは頷うなずき、殴った手を正純の上着で拭ぬぐって〝ぎ〟から始まる悲鳴をあげさせながら、

「Ｊｕｄジヤツジ．、──注意の誤ご差さ範はん囲いです」

　言って、気力が切れたのか、彼女は目を伏せて気を失った。

　がくりと力を無くし、改めて正純に支えられるホライゾンの前、トーリは内うち股またで両膝ひざをついた。彼は皆の同情めいた視線を浴びつつ、何かを堪こらえるように下か腹ふくを平ひら手てで叩たたきながら、

「……うぬぬ、シチュエーション的にボケ術じゆつ式しきを展開してなかったのが不運だぜ……。油ゆ断だんならねえ、油断ならねえ女だホライゾン……！　流石さすがだな！」

「何をお前は武ぶ将しようみたいなこと言ってんだ。あと確かに服ふく着ろ。それと、えーと」

　ホライゾンを寝かせた正まさ純ずみは、甲かん板ぱん縁べりの手て摺すりに繫つながれていたロープの端はしをトーリの首に巻いていく、トーリが犬いぬ座ずわりをして、

「よーしよーし俺ステイ。ってセージュン、コレ何だよ？　裸はだかロープってなかなかねえぞ？　ってかオメエ、固かた結むすびかよコレ!?　せーじゅん君不ぶ器き用ようで──す」

「うるさいなっ。とりあえずお前は艦かんが止まるまで動くな。──邪じや魔まだ」

　ストレートな物言いに裸のまま床に横よこ倒だおれしたトーリを無視して、正純が周囲を見渡す。

「搬はん送そうが必要な者には急ぎ搬送の準備を。ホライゾンの目が醒さめないのも気になるな。──ミトツダイラ、銀ぎん鎖さで搬送出来るか？」

　問いに、青の私服姿すがたのミトツダイラが首を左右に振る。

「上下差さがありますので流石に届きませんわ。重力航こう行こうが終了次し第だい、牽けん引いん帯たいを用いて輸ゆ送そう艦かんを奥おく多た摩まか他の艦に並行させて頂いた方が安全かと思いますの」

　しかし、とミトツダイラがつぶやく。彼女は己おのれの衣服の乱れを見つつ、

「いろいろ反省や手て応ごたえなど、次に繫つなげるべきものが多かった戦せん闘とうでしたわね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうだな。下の方でもそう思っているだろう。あと──」

　正まさ純ずみは、傍かたわらに置いてある〝釣瓶撃つるべうち〟の紙かみ箱ばこを見た。誾ぎんが双そう剣けんを抜いた際、中身は断ち割られており、もはや使い物にならないのは明白だ。だが、

「三征西班牙トレス・エスパニアに、保ほ証しよう期間中ちゆうであったことを感謝させてやらんとな。──再さい戦せんの機会があったとき、この分は請求せずに済むのだから」
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　高速の直ちよく進しんを行う武蔵むさしの艦かん上じようでは、幾いくつもの破は砕さいが生じていた。

　原因は、大気でも風でも艦の揺れでもない、

『アサマチ聞こえる？　ハイディです。どうやら〝武蔵〟からの連絡だと流体供きよう給きゆうの薄い箇か所しよが緩かん衝しよう嚙かんで危険みたいなの。特に表ひよう層そう部ぶは外がい壁へきと同じ扱いで荒っぽくなってるから気を付けて。私は、こっち、シロ君と回ってるから。──あ、あと連絡網もうで回しておいて』

　と、表示枠サインフレームで告げられるハイディの声に頷うなずくのは、制服姿すがたの浅あさ間まだった。

「──解わかりました。うちの方で一いつ括かつで回しておきます。こっちは火ひ消けしの後に艦の整せい調ちようやってますから、何かあったら呼んで下さい。で、ええと、……ハナミ？」

　と浅間は、火災が消えて煙燻くすぶる青梅おうめの街を見渡してから、ハナミに諸しよ処しよを指し示じする。

　彼女は、ハナミが自動で作成した連絡用の通つう神しん文ぶんの束たばを添てん削さくして、

「ええとハナミ？　周囲の人がそう言ってるからって宛あて名なを〝外げ道どう野や郎ろう様さま〟とか〝御お貧ひん乳にゆう様〟とかやらなくていいですからね？　それと〝死ね〟とか〝滅ほろびろ〟とかは挨あい拶さつじゃないから」

　私の周囲は無む法ほうですね、と浅あさ間まがしみじみ思っていると、近くの建物が軋きしみを上げた。

　今、低い空の中を高速で行く武蔵むさしは揺れており、時とき折おりに石で跳ねるような衝しよう撃げきも来る。だがそれらの震しん動どうとは違う今の軋みは、

　……重力航こう行こうで発生する、流体供きよう給きゆうの不備によるものですね。

　重力航行は、武蔵の存そん在ざい空間に被ひ重力性せいを付ふ与よした上で、進しん行こう方向に専用の指し向こう性せい重力を発生させることで航行する。つまり、進行方向に武蔵だけが〝落ちていく〟のだ。

　……それを行うためにまず基本となるのは、重力源げんの発生と、武蔵だけを引くための特定性の付与。そして乗員や搭とう載さい物ぶつの保護としての艦かん域いき重力制せい御ぎよですよね。

　その上で、周囲の環境を破は壊かいしないよう、武蔵の周囲に発生する大気の動きに対して緩かん衝しようを掛けなければならない。浅間が中ちゆう等とう部ぶの授業で習った記き憶おくでは、艦の高速移い動どうで発生する衝しよう撃げき波はは、高度五千メートルの位置を飛行していても地上の建物を震わせる。海上であっても、水産資し源げんには一次的、二次的に莫ばく大だいな被害が出るし、気候の変へん動どうも生じる。そしてどこであれ何か被害が出れば政治的、貿易的に追い詰まるのは武蔵側だ。だからこの緩衝術じゆつ式しきは通つう常じよう航行時じにも適てき用ようされており、武蔵の航行時における防ぼう御ぎよ力の基礎となってもいるが、

　……重力航行時は、それを強化するので燃ねん費ぴが無む茶ちや苦く茶ちや悪くなるわけで。

「艦内ないの流体供給が乱れて、建物や区く画かくが崩ほう壊かいする可能性もあるわけですよね……」

　武蔵の各かく区画には、重力航行に対して保ほ護ごを与えるための術式が構造物ぶつや要かなめ石いし、要の柱などに彫ほり込まれている。それが流体供給を受けて建物や区画、人々を保護するわけだが、艦の揺れなどによる軋みで流体の循じゆん環かんが乱れれば、保護の弱い箇か所しよが出る。

　だからそれを、浅間のような術じゆつ者しや達が整調しなければならない。

「奏そう上じよう開始──」
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　声を立て、浅間は腰につけていた弓〝片かた梅うめ〟を手に取り、弦げんに符ふを貼はり付けていく。

　七枚ほどを挟むように貼った後で、それを爪つま弾びいていくと、高い音が響ひびき、

『拍かしわ手で──』

　周囲の建物や床にあった震えや軋みが一度強くなり、しかしやがて緩やかに消えていく。

　すると区画の地じ面めん部分の継ぎ目や、建物の陰から小さな影が幾いくつも現れた。流体の乱れによって生まれた小しよう精せい霊れいだ。それぞれぼんやりした影で、丸や草のようなものや人ひと型がたや他た生物的なものもある。

　浅間はそれらが感覚器きで辺りを見回しているのを確かく認にんして、

「対たい症しよう療りよう法ほう的で乱れは収まりましたけど、……でもまあ結けつ構こうな数が出てくるわけで。

　……重力航こう行こうによる流体供きよう給きゆうは珍めずらしいから、流体の淀よどみははっきり出ちゃいますね」

　空の雲の流れを見るからに、最高速度域いきに達している。重力航行に用いた時間は〝武蔵むさし〟の言では三十二秒。その時間を持って高速域に入ったら、あとは惰だ性せい航行だ。発はつ生せい重力は高度固こ定てい用ようにシフトし、出力は乗員や各部の保ほ護ごに回す。

　と、二に等とう身しんの小しよう精せい霊れい数体が、近くの用水桶おけの陰に隠かくしてあったものを引っ張り出してきた。見えるように傾けてくれたＢ５サイズのそれを浅間は確かく認にんし、

「……Ｒ元げん服ぷくエロゲの〝マゼラン船長の南なん国ごくドッキリ昇しよう天てん！〟ってあれホントに昇天してた気がするんですが。……ってこんなのここに隠してどーするんですかトーリ君は」

　名な指ざし入ってしまったが、間違いないだろう。恐らく家の中に置いておけなくなったか購こう入にゆう帰き宅たく中に何か別べつ件けんでもあったのかと思う。

　ただ、表おもてに出されてもしょうがないので精霊達たちを諭さとして収しゆう納のうし直す。

「でも、これが精霊の巣すになったら嫌いやですね……」

　ふと暗い未来を思ったときだ。不ふ意いに町中の掲けい示じ板ばんに鳥とり居い型がたの表示枠サインフレームが現れた。

『〝武蔵〟です。市民の皆様、重力航行の加速は無ぶ事じ終了致いたしました。本ほん艦かんはこれより惰性航行に移行し、英国まで直ちよつ行こう致します。表ひよう層そう部ぶの出入り可能時じには追って連絡致しますが、地下内部、居住区く画かくなどは出入りが可能です。──以上』

〝武蔵〟の言葉に、浅間は艦かんの行く先である東を見た。遠くを臨む目には、

「あれは──」

　空の中に、黒い山のような、巨大な影が浮いている。

　英国だ。
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「視覚的に、英国の形が捉とらえられるようになって来ましたね。──以上」

　英国側がわに対して諸しよ処しよの手て配はいを行い、〝武蔵〟は視線を前に向ける。

　正面。そこにある英国は海の上に浮かぶ広大な陸地だ。青黒く見える形状は、皿さらを裏にして重ねたような大地と、その底面を作る鍾しよう乳にゆう石せきの集まりのようなシルエットとして見える。

　……全長、南北に三十一キロ。東西に三十キロ。上下に四キロの浮ふ上じよう島とう国家。

　武蔵と同どう様よう、重量分ぶん散さんや歪ゆがみの解決のためにその土地は一枚岩いわではなく、無数の地ち殻かくを術じゆつ式しき可か動どう構造体たいで絡めた上下四よん階かい層そう、四ブロックからなる浮ふ上じよう島とうだ。武蔵の停てい泊はくはテムズ河口にある陸りく港みなとで行うが、その際に英国の周囲を一度回り、速度を落としながら武ぶ装そう解かい除じよの確かく認にんをしてもらう。このとき簡かん易いな貿易が行われるため、最終的にテムズに入るには三日を要する。

　……ですが。

　と〝武蔵〟は思う。

　惰性航行で意識的に速度を落としつつあるとはいえ、現在は時速１２０ノット超ちよう過かで航行中だ。平へい均きん全長七キロ強の武蔵むさしであっても、二分ほどで己おのれの距離を移動し切ってしまう。

　既すでに英国への距離は四十キロを切った。着くだけならば十数分で到着だ。青黒い島はその構造を露あらわにし、森や町並みが己おのれの形を誇こ示じしつつある。

　だが、問題がある。

　武蔵むさしの速度が落ちていないのだ。

　……英国の周しゆう回かいを行うことで、速度を落とすしかありませんね。

　大きく回って二周ほどが必要だろうと〝武蔵〟は判はん断だんする。途と中ちゆうの簡かん易い貿易なども無理だろう、と。

　すると正面、英国側がわの空に幾いくつかの艦かん影えいが見えた。

　英国側での先せん導どうを行う水みず先さき案内の船と、護ご衛えい艦かんだ。こちらも水先案内を頼む旗はたを武蔵の艦かん橋きよう部に上げさせ、

「本ほん艦かん武蔵はこれより、英国領りよう海かい圏けん内に入ります。英国周回軌き道どうをとって速度を落とし、英国側の指し示じ船せんに従い、英国周回に向かいます。──以上」

　同時。〝武蔵〟へと共通通神帯ネツトを通じて音声通つう神しんが届いた。改派プロテスタントであることを示す方枠わく付つきの十字架かを組んだ表示枠サインフレームが各所に展開し、

『極きよく東とう、武蔵アリアダスト学がく院いん所しよ属ぞく艦かん、武蔵に通つう達たつ……！』

　低い色を持った女の声が響ひびく。

　言葉は、既すでにこちらの右う舷げんと併へい走そうするつもりで回かい頭とうを開始した高速型がたクレイヤーから届く。幾いくつもの砲ほうを両りよう舷げんに積んだクレイヤーは、高速帆はん走そう用ようの術じゆつ式しき帆ほを槍やりのように前に尖とがらせ、空中に波の軌き跡せきを孤こと描いている。

　だが、次に聞こえた声は、鋭い語ご調ちようを含む物だった。それは、

『こちら英国オクスフォード学院所属、護衛艦〝グラニュエール〟。艦長は同どう学院所属グレイス・オマリ。──妖よう精せい女王の盾符トランプとして警けい告こくする！』
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『当とう艦かんは貴き艦かんの即そく座ざ停止を命令する！　貴艦は既すでに英国領りよう域いき内に侵しん入にゆうしているが、戦せん闘とう状態であり、三征西班牙トレス・エスパニア、及び聖せい連れんとの関係が不ふ透とう明めいであり、更さらには英国、極東間かんでの協きよう調ちようを得ていない！

　即座の停止を行わないならば──』

　一ひと息いき。

『英国は、貴艦の停止を実力行こう使しする!!』
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　次の瞬しゆん間かん。〝武蔵〟は見た。右舷品しな川がわの先せん端たんに〝グラニュエール〟から四つの影が飛んだのを、だ。それぞれの影は人の姿をしており、それらを先せん導どうするように、グレイスの艦かんから走った四本の蔦つたが、

「────」

　防風と慣かん性せい用の緩かん衝しよう制せい御ぎよを、人が抜けられる分、穿うがち、破は砕さいした。

　破は壊かい音おんは布を強くはためかせたような低音と、木が裂さけるような激げき音おんの連続。そして品しな川がわが、己おのれの緩衝制御の内側を一いつ瞬しゆんで霧きりに白く染め、

『敵てき襲しゆう……！　数四！　識しき別べつは──』

　館かん内ない放送が〝品川〟の声を作った。

『英国オクスフォード教きよう導どう院いん、生徒会、総そう長ちよう連れん合ごう、──〝女王の盾符トランプ〟です！』

　数はたったの四人だが、国を支える上じよう位い実力者だ。それと交える戦せん闘とうは、

『相あい対たいです！　対たい応おう出来る方々は用意をお願い致します！　──以上』







[image: 第六章『甲板上の挨拶人』]
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〝武蔵むさし〟から届いた対たい応おう用意の言葉に、牽けん引いんされる輸ゆ送そう艦かん上で唸うなりの声が挙がった。

　その上で、ナイトが艦かん首しゆ側を見て、

「問題なのは戦せん場じようだよね。艦首側は手て空すき同然だったから」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずくのはミトツダイラだ。彼女は武蔵の行く先に金色の瞳ひとみを向ける。そして、

「艦首側には、誰だれが駆けつけてますの……!?」

　輸送艦は奥おく多た摩ま後部の空に牽引帯たいで引かれている。その事実を改めて理解するように、ミトツダイラは空を一いつ瞬しゆんだけ見てから歯を嚙かんだ。

　今、三征西班牙トレス・エスパニアの襲しゆう撃げきに対し、迎げい撃げきの場となったこの輸送艦には武蔵の実じつ働どう主力がいる。

　元もと警けい護ご隊たいの者もだが、副長の二ふた代よや、特とく務むとして点てん蔵ぞうやナイト、自分もいるし、何よりも総そう長ちよう兼けん生徒会長であるトーリがいる。

　……しかし下にいるのは援えん護ご要員がほとんどで……。

「これから下に向かいますわ！」

『おやめ下さい。間に合いませんと判はん断だん出来ますので。──以上』

　と、走り掛けた眼がん前ぜんに〝武蔵〟の顔を映した表示枠サインフレームが現れた。だからミトツダイラは、

「pourquoi何故!?」

『Ｊｕｄ．、当とう艦かんの即そく座ざ停止など不可能ですが、逆ぎやく説せつ的に見て当艦はあと三分ほどで英国の至し近きんにまで辿たどり着きます。それまでに英国側がわは当艦を停てい止し出来れば良し、こちらはそれを止めれば良し、という構こう図ずだと判断出来ます。

　三分という短たん時間だからこその実力者による攻こう撃げきに対し、今から艦首側に向かったところで彼らの阻そ止しには間に合いませんし、また、貴き輸送艦には武蔵側から独立した緩かん衝しよう制せい御ぎよを付ふ与よしております。こちらに向かう際はそれを解かい除じよもしくは一部破は壊かいすることとなりますが、輸送艦のその後の挙きよ動どう制御や安全確かく保ほなど考えると、英国接せつ近きんが遅れます。──以上』

「だとしたら……」

　と言ったとき、新しい表示枠が展開した。鳥とり居い型がたの枠わく内ないに映るのはネシンバラで、

『つまりやることは一つ、武蔵側の人員で対たい英国用に仕切り直す。それだけだ』
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　ミトツダイラの視線の先、表示枠の中のネシンバラが吐と息いきする。

『三分間、こっちの方に任せて貰もらうしかない。

　輸送艦の方では負傷者の救きゆう護ごとか急いでくれる？　君きみ達たちが降りてくるとき、怪け我が人にんが立てるかどうかで今回の戦せん闘とうに対する人々の意識は違ってくるから』

　ネシンバラは無む表情にそう言って、しかし、こちらの皆を見るように視線を回すと、

『──すまない、随ずい分ぶんと負傷者が出た』

　その言葉に、ミトツダイラは内ない心しんの気き遣づかいを生む。騎き士しという戦せん闘とう系けいの身分故ゆえ、軍ぐん師しという役の背負うものの意味は理り解かい出来るからだ。

　……軍師は、これからが大変ですものね。

　襲しゆう撃げきは凌しのいだが、負傷者は多く出ている。町も破は壊かいされ、機能不ふ全ぜんとなった場所があるし、輸ゆ送そう貨物も損そん失しつした。それらの責任は上じよう層そう部ぶである生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうに向けられるものとなるが、一番の責任を負うのは全員の行動の指し示じと許きよ可かを出したネシンバラだ。

　周囲、輸送艦かん上じようの主力の皆はそのことが解わかっている。だからミトツダイラは、正まさ純ずみや二ふた代よ、ナイト達と視線を交わし、そしてネシンバラを見た。

「まだ軍師が謝る時間じゃありませんわよ？」

　ミトツダイラは苦く笑しようを作ってそう言った。内ない心しんの気き遣づかいを今の段階で表おもてに出すのは軍師に対して失礼だし、軍師に信頼をおくべき騎き士しのすることでもない。だから、

「全て凌いだら軽く戦せん勝しよう祭さいでもして、そのまま英国と交流しましょう。

　それで、私達の負傷も、街の損そん壊かいも、補ほ塡てんの言い訳わけが利くものでしょう」

『騎士様は栄光がお好きと見えるね』

　ネシンバラも苦笑で告げるが、ふと、ミトツダイラは彼の背後の風景が動いていることに気付いた。

「ネシンバラ？　まさか貴方あなた──」

『Ｊｕｄジヤツジ．、迎げい撃げきに向かってるよ。ベルトーニ君にハシャいで貰もらいたいんだけど、商しよう工こう団だんの対応に手て一いつ杯ぱいでね。相あい対たい戦せんとなれば、軍師が大おお勢ぜいを指し揮きする必要もなくなって身み軽がるだから』

「でも……」

　それは危険では、と言おうとしたが、向こうが先にこう告げた。

『──解ってるだろ？　襲撃されて負傷者が出て、街は損壊。三み河かわ戦と違って得るものは無いから、このままだと〝軍師は何やってたんだ〟って言われるんだよ。

　だから、軍師もちゃんとやってました。ぎりぎりでした、ってとこ見せて凌がないと。

　僕を起き点てんに生徒会と総長連合が非ひ難なんされていくのは今の時期避さけたい。極きよく東とうには中立的な英国に行くわけだから、先行きに不安な色はなるべく落としたくない』

　一ひと息いき。彼はその吐と息いきを、長く続けて、

『──三分。長いよなあ』
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　白い、広い聖せい堂どうの中に、表示枠サインフレームの光が灯っている。

　奥の祭さい壇だんの前、絨じゆう毯たんを敷しいた階段に座っているのは、

「どうしたのであるかなインノケンティウス、折せつ角かく、大小鉄てつ球きゆうを持ってきたというのに」

　黒い制服を着込んだ魔ま神じん族ぞくの老ろう体たいが見るのは、やはり制服姿すがたの教皇総長パパ・スコウラだ。

　教皇総長インノケンティウスは、

「寒い滑すべりに呆あきれていたら、今度はもっとお寒い事じ態たいが生じていてなあ。ガリレオも聞いたろう？　さっき役やく職しよく持ちには臨りん時じ放送が入ったんだから」

「英国が武蔵むさしに迎げい撃げきを仕掛けたそうであるな。ついさっきとのことだが。

　優秀な生徒としては、英国の行動をどう見るかね？」

「英国が建たて前まえとして保守的にシフトしたってことだろう」

　とインノケンティウスは告げる。彼の視線の先にある表示枠サインフレームには、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの北きた沿えん岸がんから撮さつ影えいされる武蔵むさしと英国の影が遠く映っている。見物客きやくのための屋や台たいが広げられている中、旧派カトリツク共同通つう神しん組織である〝神信デイヴアインコレスポンデンス〟の腕わん章しようを着けた六護式仏蘭西の男子生徒が、

『あ、御ご覧らん下さい！　先ほど武蔵に英国の〝女王の盾符トランプ〟と思われる者が複数乗のり込んだ模も様ようです！　──戦せん事じ評ひよう論ろん部ぶからの報告に拠よりますと乗り込んだ者達の人物像ぞうは「年ねん齢れいは子供から老人あたり、性別は男女もしくは何か、戦種スタイルは攻こう撃げき系けいか何か」とのことで、ええ、コレ書いた馬鹿を誰だれか死し刑けいにしませんかね!?　あ、放送室の方、マイクどうぞ！』

「乗り込まないとワケが解わからんなあ、おい」

　ただまあ、とインノケンティウスは呟つぶやいた。

「英国側には二つの選択があった。一つは、武蔵を受け入れることで聖せい連れんを牽けん制せいし、アルマダ海かい戦せんを〝解かい釈しやく〟上で切り抜けつつ、武蔵と共に末まつ世せ解決に向かうこと。

　この道を選べば、アルマダ海戦で疲ひ弊へいや戦時費ひを割くことなく、更さらに末世解決によってヴェストファーレン会議を有利に進められる。貿ぼう易えき相手である改派プロテスタントの阿蘭陀オランダ独立の遂すい行こうも英国主しゆ導どうで行える。

　それは今後、聖連内部での発言力りよくを著いちじるしく高くし、盟めい主しゆとなることも可能という道だ。

　だが英国はもう一つの判断を選んだな。──武蔵を聖連に敵てき対たいするものとして扱い、受け入れを拒否することで堅けん実じつな歴史再さい現げんを行う。聖連に逆らうようなことをしなければアルマダ海戦やヴェストファーレン会議でも他国からの無用な〝解釈〟や横よこ槍やりは入らないし、フォローも貰もらえるのだから。無理に過か剰じような得を取るよりも、堅実をとったということだ。

　英国の大罪武装ロイズモイ・オプロは〝強欲フイラルジア〟だったか。上う手まく自じ制せいしたものだなあ、今回は」

「しかし、その判断を行った理由は──」

「契けい機きとしては、三征西班牙トレス・エスパニアの武蔵襲しゆう撃げきだ。聖連に楯たて突ついた武蔵に対し、三征西班牙は襲撃という方法を行った。ならば聖連所しよ属ぞくの英国はどうするのだ、ということなのさ。

　武蔵を保ほ護ごしたら、英国は聖連所属国こく全ての敵になるからなあ。

　更さらには三征西班牙は、もし英国が武蔵を迎撃しなかったら、そのまま主力の連れん中ちゆうで威い力りよく偵てい察さつを兼ねた〝注意〟を英国に行うことも出来る。英国は聖連の敵なのか、と。

　英国にしてみれば、ろくに言い訳わけの場も与えられずに相手側から罪を被かぶせられ、攻こう撃げきされるのだからたまったもんじゃあないだろう。そして、武蔵むさしがいる限り、三征西班牙トレス・エスパニアの追及は確実だ。とりあえず現状では、英国が武蔵と聖せい連れんの仲ちゆう介かい役やくになることはもはや出来ん。

　……この襲しゆう撃げき、三征西班牙の西さい海かいなどではなく、英国に近い位置で行って英国の判はん断だん時間を短くさせたのは副ふく会長のフアナだろうなあ。長ちよう寿じゆ族ぞくは聡さとくて厄やつ介かいな連れん中ちゆうだ。そう思わないか。なあ、おい」

　そして、と彼は前置きし、表示枠サインフレームを見た。既すでに武蔵の姿は先ほどよりも遠ざかっているが、その上で何かが起きている。右う舷げんの一番艦かんが、霧きりに包まれているが、その霧が遠とお目めからにも大きく動いているのだ。

　その光景を見た彼は、

「まあ、三征西班牙の襲撃が契けい機きだとしても、英国側がわでもアルマダ海かい戦せんを行う覚かく悟ごを決めたということだろうなあ。堅実に行けると解わかったならば冒険は最小限にしたい。そういうものだ。各国が末まつ世せ解決に大きく踏み込めないのも、堅けん実じつに行き難いこの乱らん世せのせいだろうしなあ。

　──だが少なくとも、英国は堅実に行くと決めた以上、末世解決に独自の乗り込みをするつもりなのだろう。英国内部でも、末世の研究を進めていると聞くからなあ。

　今回、三征西班牙は武蔵を利用して戦力を見せ、聖連への忠ちゆう誠せいを示した。そして英国は聖連への忠誠を示しつつ、堅実な道に乗った意志を提てい示じした。末世を迎える者の一人としては、心強い話であるし、武蔵がそれらの証しよう書しよ代がわりとなっているのは面白いよなあ。

　無む論ろん、英国の敵てき対たいも受け入れ拒否も見せかけの可能性があるが、それに関しては既すでに他国が牽けん制せいを行っているだろう」

「……君もそうしたのであるかね？」

「Ｔｅｓテスタメント．と答えて欲しいのだろう？」

　Ｔｅｓ．、とガリレオが頷うなずき、インノケンティウスが笑った。

「手を抜くわけにはいかんからなあ。今、M.H.R.R.神聖ローマ帝国が極きよく東とう勢ぜいを用いて東側に力を集めつつあるが、その対たい処しよに忙しいとはいえ、こちらも聖連としてやるべきことはやらせて貰もらう」

　ただ、と彼は言う。

「アルマダ海戦を行うには、英国は一人の王おう族ぞくを処しよ刑けいする必要がある。

　歴史再さい現げんにおいては旧派カトリツク、元スコットランド女王にしてエリザベスの従妹いとこであり、エリザベスの暗あん殺さつ未み遂すいを起こしたメアリ・スチュアートの処刑だ。

　三征西班牙の長おさ、フェリペ二世と親しい彼女を処刑したことが、アルマダ海戦の契機の一つとなるのだから」

「だが、……そのメアリは、英国では複雑なことになっているようであるな」

「ああ、エリザベスの義ぎ母ぼ姉あねである先代メアリ〝血塗れブラツデイメアリ〟ことメアリ・チューダーとの二重襲しゆう名めいにより、今のメアリは、まさしく英国の〝不ふ貞てい〟の代表だ」

　一ひと息いき。彼は画面を見つつ、こう言った。

「王おう族ぞくの処しよ刑けいをもって戦争に臨む英国の覚かく悟ごと、それに向き合う武蔵むさしというのは、ほんの少し前まで想そう像ぞうも出来なかった絵え図ず面めんだよなあ、おい？」

　と、彼が問うたときだった。不ふ意いに表示枠サインフレームから音が響ひびいた。

「今のは──」

　爆ばく発はつ音おんが、遠ざかる武蔵から空に響き渡ったのだ。
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「やった!?」

　右う舷げん一番艦かん・品しな川がわ前部、大型木箱コンテナが並ぶことで床ゆか面めんとなっている倉庫区く画かくの上で、黒の六枚翼よくが問いかけを叫んだ。第四特とく務むの腕わん章しようを着けた黒こく翼よくの少女、ナルゼは、手にした魔術テクノマギ式用のペンを振りかぶり直し、前を見る。

　正面。敵がいた位置に、こちらの攻撃を示す蒸気の嵐あらしが起きている。

　品川の甲かん板ぱん上に上がって来たところを、姿も確かく認にんせぬまま、先せん手て必勝で攻こう撃げきしたのだ。

　攻撃を加えたばかりで、発生した蒸気によって敵の姿は確認出来ない。

　その熱気が晴れるまでのわずかな間を利用して、ナルゼは周囲を確認した。

　今、自分は背後に牽けん制せいの弓ゆみ隊たいを置いてはいるが、

　……いきなり人を撃うてって言って、出来るかどうかは期待しない方が良いわね。

　ナルゼは思う。浅あさ間まとは違うのよね、と。否、正確には浅間が違うのか。

　……何しろ小しよう等とう部ぶ入学式のとき、いきなり人を撃ったものね、あの女……。

　入学式の後には縁えん日にちが開かれ、上級生やその保ほ護ご者が屋や台たいなどを出す習わしだった。

　当然のように射しや的てきもあり、巫み女こで弓を扱う慣れもあったのだろう、浅間がそれを始めたのがマズかった。上級生や大人おとな達は浅間神じん社じやの跡あと取とり娘が矢を当てるのを面白がり、的を遠ざけたり小さくしていった。が、緊きん張ちようしつつクリアする浅間に注目度どが上がってきて、浅間のアガりが最高潮ちように達したところで、

「さあ、じゃあ次は動く的をやってみましょう！　出来るかなあ」

　とやったのがいけなかった。

　アガった浅間が手て近ぢかに動くものから撃ち始めてコンボしたために縁日は惨さん状じようの場となり、結けつ論ろん的に言えばアオった主しゆ催さいが悪いということになった。しかし、あのときまだ浅間のことをよく知らなかったナルゼは逃げる背に照しよう準じゆんの視線が刺ささっていたのを憶おぼえている。後から何であんなことしたのか聞くと「緊張してたので、早く終わらせたかったんです」だそうだが終わりの意味が違うでしょうにあのズドン巫女。

　しかし浅間はここにはいない。巫女の資格を取る際に、基本として人を撃つことを禁じられたからだ。仲間内うちでの甘あま撃うちなどはあるにしても、本気の一いち撃げきは対たい人じん使用許きよ可かを基本的に封じられている。何な故ぜならば神かん司づかさの力とは禊みそぎが主であり、射しや撃げきではないのだから。多分。

　ともあれナルゼは次の術じゆつを用意する。

　魔術テクノマギの術じゆつ式しきは内燃廃気アウスプツフを用いるのが基礎で、廃気単たん位いではなくそれを分ぶん解かいしたATELL単位で行う。術式の作さく製せいには計算式しきと空間に影えい響きようを与えるための焦しよう点てん具ぐが必要だ。あと、場合によっては触しよく媒ばいも。その基本公こう式しきは、

　……一立りつ方ぽうメートルの空間に一秒間一いち変化を与えるには 10ATELLが必要。

　それを操そう作さのための最小消しよう費ひ単位とし、後は変化一いち単位ごとに10ATELLを倍ばい加か。そして諸しよ要素が入るごとにまた計上や倍加を行っていく。

　変化の計上と倍加の法則は、必ずしも物ぶつ理り法則とは合がつ致ちせず、空間側がわの理解度どによって変化するのが難なん点てんだが、その理解を行うことを魔術という。

　……まあ面めん倒どうな知識が多いけど。

　と考えながらナルゼが構えるのは、水の入った瓶びんだ。

　一リットルのボトルの表面に、彼女は手にしたペンで水温メータを描く。描くと言うことは作ると言うこと。ものに命を与えることも、失わせることも可能にする行為だ。その行為を経て、描くものへと送る術式の効果は、先ほども投じた。

「加か熱ねつによる水蒸気爆ばく発はつ弾だん！」

　加熱や加速は白魔術ヴアイステクノの得とく意い分野だ。

　今、正面の蒸気、先の一発の効果が薄れつつある。

　だが、その向こうに人ひと影かげが確かに見えた。

　敵がいる。こちらに近づいてきている。

　先の一発が効いたかどうかは解わからない。だが二発目として、ナルゼはペンで瓶に描いた水温計に赤のメーターを彩さい色しきする。

　直後、勢いよく色を伸ばしていく瓶を、ナルゼはアンダースローで投とう擲てきした。

　行く先は正面の霧きりの中を来る影の群。タイミングは不明だが、水が沸ふつ騰とうして水蒸気になるとき、爆発的な体積の拡大を行う。それが瓶によって圧迫され、破は片へんとともに炸さく裂れつすれば、

「──Herrlich！」
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　大だい範はん囲いに広がり、風の動きを湿しめらせるような熱気が生じた。

　蒸気は爆ばく散さんの後、武蔵むさしの進しん行こう方向故ゆえ、ナルゼ達の方へと固まってやってくる。が、既すでに荒あら熱ねつのとれた大気を、ナルゼは肌はだよりも翼つばさで受け、

「どう!?」

　問うた声に答えたのは、正面で荒れた霧きり風かぜよりも背後の仲間達たちだった。やった、とか、おお、とか言う声が挙がり、今まで背後に待たい機きしていた集団が前に出ようとする。

　それぞれは手て柄がらに逸はやるのか、

「こ、ここは我ら武蔵アリアダスト学がく院いんボディビル研究会〝ごり☆あて〟が！」

「な、何を言う！　ここは我々ギリシャ太陽神しん研究部〝ヘリ夫がバルス〟こそ！」

「ええい、ここは私ども仏ぶつ道どう研究会の僧そう兵へい部ぶ隊たい〝仏道戦せん隊たいミッキョート〟であろう！」

　やかましい全員白魔術ヴアイステクノ死ね。と、ナルゼが思わず半はん目めになって次の術じゆつ式しきを構えたときだ。

　正面の霧きりが割れるように晴れ、その中から声が来た。

「あああああら、──相手になるのは一人だけなのかしらね」

　見れば、距離約十五メートルの位置に、人ひと影かげが出てきた。

　数は四つ。それも、

　……無む傷きず!?

　爆ばく発はつは熱ねつ気きで、破は片へんも飛んだ筈はずだ。距離的に見て回かい避ひ不能の筈だが、立つ影は無傷で、更さらに、

「変へん態たい!?」
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　ナルゼの正面、まず近い位置に立つのは、足に巨大な鉄てつ球きゆうをつけた瘦やせ細りの女だった。

　肉がそげ落ち、枯かれ枝のようになった身は、英国の女性用制せい服ふくを締しめるように着込み、右の手を平ひら手ての形で軽く掲かかげている。彼女は、がくがく震えながら、派は手でな化け粧しようのついた顔を歪ゆがめるようにして笑えみの形にすると、

「〝女王の盾符トランプ〟10テンの一人、オクスフォード教きよう導どう院いん・副長、──ロバート・ダッドリーよ」

　知識として、知ってはいる。エリザベスの周囲を守り、更さらにはエリザベスも含みで英国を守る集団は、それぞれが〝女王の盾符〟を名乗り、通神帯ネツトにサイトも持っているのだと。

　ロバート・ダッドリーは史し実じつでは陸りく軍ぐんの要かなめでエリザベスの愛あい人じんとも言われた男だったが、殺人事件の疑ぎ惑わくなどをもって政せい界かいを去る筈だ。だから英国は、

　……女に襲しゆう名めいさせてそんな混乱が生じないようにしたって話ね……。

「じゃあ、アンタの後ろ、そこにいるのが……」

　頷うなずくように、影が動いた。ダッドリーの背後に立っているのは、長身の彼女よりも頭あたま一つ分大きく、更には、

　……丸……っ。

　卵のような形の女だった。こちらは英国の女性用制服をまるで卵の殻からのように着て、

『10のひとりー。ふくかいちょー。ういりあむ・せしる──」

　一ひと言こと一言、息が詰まるようにゆっくりと名乗った。

　続く動きでセシルの横に出たのは、黒い肌はだの男だ。細ほそ身みだが鍛きたえた体は、上じよう半身を白のタンクトップに包み、更には腰に細長いケースを二つ下げている。

　彼のことは知っている。この時代に生きる文化系けいならば、知らないはずがない。眼鏡めがねの奥の瞳ひとみがこちらを見て、靴くつ足あしに仕込まれた活かつ版ぱん式しき詠えい唱しよう器きが音を立てるが、ナルゼは構わず、

「まさか英国文化系部ぶ活かつの盟めい主しゆ、アスリート詩人のベン・ジョンソンが来るなんて、思いもしなかったわね……」

「You、──〝女王の盾符トランプ〟は私の発はつ案あんでね。なるべく関わっていたいのさ。だから今日は、私の秘ひ蔵ぞうっ子でもある──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とナルゼは頷うなずいた。ジョンソンの背後に立っているのは一人の少女だ。一ひと言ことで言えば、

　……オタク、にしか見えないわね。

　少女は、耳の長い長ちよう寿じゆ族ぞくのようだった。後ろで無む造ぞう作さに結ゆった髪かみも、伸びた前まえ髪がみと顔を隠かくす眼鏡めがねも、そして白はく衣いの下はスカートを着けていない制服のスーツや、サンダルも、背負ったザックと下げた紙かみ袋ぶくろも何もかも、

「……英国で今いま最も人気ある作家、シェイクスピアとは思えないわね」

「You、本物の魅み力りよくに驚いたかい？　──宝石とは正に箱の中にあるものだ。違うかい？」

　ジョンソンが軽くステップしながら告げる間にも、シェイクスピアは手にした文庫本ぼんにうつむき、時とき折おり何かをつぶやいているだけだ。だが、対するナルゼは、背後の皆に手を振って、

「下がりなさい」

　え？　という声を、皆が作る。しかしナルゼは、振り向きもせず、

「英国の聖譜顕装テスタメンタ・アルマの使い手と、大罪武装ロイズモイ・オプロの使い手が来てるのよ」

[image: ]

　三征西班牙トレス・エスパニアと同じで、自分達の戦力を武蔵むさしを舞台にアピールしようという狙ねらいだろう。だとすれば、

「嚙かませ犬、……にはならないようにしないとね。嚙ませ犬っていうのは、闘とう犬けんに自信をつけさせるために一方的に嚙まれるだけの犬のことだもの。

　相手に対してしっかり嚙み合う犬は何ていうのかしらね」

「あ、あら？　負ければ負け犬って言うんじゃないの？　ねえ？」

　ダッドリーが右の平ひら手てを構え、前に出ようとした。

　だが、彼女の動きより先に、一歩を踏み出す者がいた。

「いくのー」

　セシルだ。丸い彼女の足取りは、巨きよ体たいに合わず軽く、音もなく、しかし、

「──!?」

　品しな川がわが激げき震しんし、前部側がわにいた者達が一いつ瞬しゆんで床へと叩たたき潰つぶされた。







[image: 第七章『戦場の作り手達』]
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　ナルゼは、空から降ってきたいきなりの震しん動どうと荷か重じゆうに対して疑問した。

　……これは何の術じゆつ式しき!?

　上方から掛かる重圧は何らかの術式だ。ナルゼが魔女テクノヘクセンとして所持している術具、〝白ヴアイス嬢フローレン〟の召しよう還かん器きであり、自分の術式焦しよう点てん具ぐでもあるペンが、その先せん端たんにある賢鉱石オレイ・メタロを赤の光に染めている。ペンに仕込んだ流体分ぶん解かい式しきの対たい術じゆつ防ぼう御ぎよ術式が自動機き動どうしている証あかしだ。

　他の者達が倒れ伏し、膝ひざをつく間に、ナルゼは重圧をこらえながら敵の術式を思し考こうする。

　体に感じる重さが、どのようなものであるか。

　今、自分の身には上から押し潰つぶすような力が掛かっている。視し界かいの端はしで見れば、背後にいた者達は転てん倒とうし、膝をついているが、倒れた彼らの動きには一定のパターンがあった。それは、

　……腰を落とし、膝をつくように倒れていく──。

　更さらには、己おのれの身、肩や頭、背の翼つばさに掛かる重圧から見るに、

「重量を増やすのではなく、天に向いた面への垂直型がた〝押し潰し〟ね!?」

　頷うなずくように、四人の内、シェイクスピア以外が前に出た。

　対するナルゼは、背の翼を左右に折り、背はい部ぶ側の荷重を左右に振った上で、

「全員、可能ならば直立姿し勢せいを取りなさい！　それが駄だ目めなら両膝ついて背せ筋すじを伸ばすのよ！　術式は詠えい唱しよう系けいを優先！　飛び道具は首より上を狙ねらうこと！」

　言っている間にも荷重が上がっていく。こんな全ぜん域いき追加なんて一いつ体たい何の術よ、とナルゼは前を見て思う。正面にいる四人の内、誰もこの荷重を受けている気け配はいはなく、しかし、

「かみのごかごー」

　セシルの身は、浮いている。両の腕を左右に伸ばし、風に揺れるその姿は軽く、しかし、

「──まさか」

　ナルゼは更さらに追加された重圧と、そしてまた浮き上がるセシルを視し界かいに入れて叫んだ。

「その女！　自分の全ぜん重量を〝分け与える〟のね!?」

　Ｔｅｓテスタメント．、とダッドリーが頷うなずいた。

「ウ、ウイリアム・セシルは、歴史再さい現げんでは女王の秘ひ書しよ官かんであり、良き友人で、しかし妬ねたまれたストレスや激げき務むから過か食しよく症しようになって〝英国における肥ひ満まんの代だい名めい詞し〟とまで揶や揄ゆされたのね。

　め、名めい誉よな身分でありつつ不ふ名誉な扱いを受ける存在に、男達は腰が引けちゃって。そこで推すい薦せんされたのが英国一番のフードファイターである彼女。その能力は──」

　瘦やせ細った顔に色として与えられた口くち紅べにが三み日か月づきを作る。と同時に、今や一メートル以上の高度に位置したセシルが、囀さえずるようにこう言った。

「とめるものはまずしいものにほどこしをー」

「いらんわあ──！」

　ナルゼが叫ぶと、ダッドリーが前に出ながら右の平手の先せん端たんでこちらを指さしてきた。彼女は、足音も高く距離を詰めると、

「あああらまあこの堕だ天てん、そんなこと言って。ままま貧しいのにね。──胸が。ほ、本来あるべき分くらいの荷か重じゆうを受けてもいいんじゃないの？　それともその程度でフラフラ？」

「く……！　い、いいのよ別に！」

　ナルゼは重圧に全身を震わせながら声を上げた。

「マルゴットに抱きついて胸に顔埋うめるなら、こっちがヒケてた方が都つ合ごうがいいんだから！」
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　聖せい堂どうの中で、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ放送委員が集しゆう音おん器きで拾う音声を聞いていたインノケンティウスは、無む言ごんで表示枠サインフレームを消した。そのまま彼は背後のガリレオに振り向き、

「じゃ、予定通どおりピサ行くか。鉄てつ球きゆう投なげ落としたら皆ビックリするだろうなあ、おい」

「少しは武蔵むさしの芸げい風ふうに慣れた方がいいぞ元少年」
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　そして輸ゆ送そう艦かん上では、表示枠と視し覚かくで品しな川がわを注ちゆう視ししていた皆が、ナイトを静かに見た。

　ナイトは、いやはや、と頭を搔かいた。そして彼女はいつもの微笑顔がおで、

「流石さすがにナイちゃん、抱きつけても顔埋まらないから、やんないけどねそんなこと」

「そ、そうですわよね？　え、ええ、そんなこと、しないですわよね？」

　どうフォローすべきか迷っているミトツダイラの言葉に、ナイトはうんうんと頷うなずき、

「うん。──服ふく着てるときは流石に無理だからしないかな」

「裸はだかだったらやってんのかよ!?」

　いやまあ、とナイトは皆のツッコミを笑いでいなすと箒ほうきを浅く抱いて前を見た。未だ霧きりが掛かる品川に対し、彼女は目を細めて眺ながめ、

「でもガっちゃん、かなりカリカリ来てるみたいだから、無む茶ちやしなければいいんだけど。

　ガっちゃん、無茶するとホントに無茶するから」
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　ナルゼは瞬しゆん間かん的な動きで新しい水みず瓶びんを投じた。重圧に対する防ぼう御ぎよ術じゆつ式しきを機き動どうしたままなので倍ばい以上の流体量りようがいるが、しかしナルゼは先ほどの術を〝再生〟で再さい投とう射しや。

　狙ねらいは、距離十メートルを切った位置にまで踏み込んできているダッドリーだ。近きん距離ではあるが、荷重があるために弾だん道どうが落ちる。かなり上を狙った投とう擲てきは彼女の腹あたりに飛び、

「堅けん実じつねえ、情報によると M.H.R.R.神聖ローマ帝国 出身と言うけど、確かにそんな感じね」

　言葉と共に、ダッドリーの右みぎ平ひら手てが飛んだ。

　直後。打撃音おんと共に水蒸気の爆発が起きた。

　だが、おかしなことが生じていた。ダッドリーの振った右の平ひら手てが、

「爆ばく発はつを外へと打ち払った!?」

　無む造ぞう作さな動き。まるで机の上のゴミを払うかのように、そして爆発自じ体たいも払われる芥あくたのように、右手の振られる外へと寄せられ、

「っ!!」

　爆発音おんが外へと弾はじけた。ダッドリーはおろか、他の三人も無む傷きずだ。

　しかし、ナルゼは横にずれたように払われた水蒸気爆発に叫んだ。

「……これは、〝打ち払い〟の聖術テスタメントサインね!?」

　そそそそうよ、と、ダッドリーの声が響ひびいた。

「〝かかる困こん難なんを打ち払いたまえ〟ってやつね」

　成なる程ほど、とナルゼは思った。

　どんなものでも打ち払う力。しかし、それは打ち払うだけだ。打撃として用いるにはスナップを利かせて床や壁に叩たたきつける必要がある。セシルが荷か重じゆうを掛けるのは、押し潰つぶしの制せい圧あつもだが、ダッドリーが横よこ殴なぐりにしただけでも相手を自動的に床に打ち付けられるからだろう。

　……しかし、そうだとすると、この二人はコンビで──。

「──ま全く、堕だ天てんは賢さかしらね」

　ダッドリーが、こちらの思し考こうを断ち切るように呟つぶやく。まままあいいわ、と彼女は言い、

「じじじ時間もないし手て短みじかに行きましょう。使わず切り抜けて、それを手て柄がらとしたかったけど。そして女王陛へい下かにお褒ほめの言葉を頂きたかったけど。

　このままじゃあ、……武蔵むさしを止める分の手柄しか褒めて頂けないわね」

　右手と交差するように構えられた左手がある。その左手を飾る硬こう質しつの立体は、

「──え、英国の聖譜顕装テスタメンタ・アルマが一つ、大だい手てつ甲こう〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア・旧代ウエトウス〟」
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　ナルゼの視線の先。大きな、銀色の巨大な手甲がダッドリーの左手にあった。羽群にも似た形で青白い光を纏まとい、その光を尾としてたなびかせる手甲は、表面に幾いくつかの箱十字を浮かせており、自じ己こ主張に余念がない。そしてダッドリーは手甲を胸むね前まえに掲かかげ、

「どどどどうかしら？　英国の聖譜顕装なんて、れ、レアよ？　そしてこの〝巨きなる正義・旧代〟、振り下ろす力は──」

　下、床を手甲が指さす。

「──戦せん場じようの武ぶ器きを遠えん隔かく操そう作さする。聖譜顕装なので大罪武装ロイズモイ・オプロほど効果範はん囲いは広くないけど、数十メートル範囲であるならば……」

　言葉と共に、ナルゼは無数の音を聞いた。

　周囲にて、重圧に潰つぶれかけながらも弓を構えていた射しや撃げき手の手にあった弓と矢が、

　……こちらを向く音!?

「う、動かないでね。動いたら撃うつから」

　ダッドリーが告げた。

「解わかるでしょう？　いいい今、貴女あなた、──人ひと質じちなのね」

「……っ！」

　屈くつ辱じよく、という言葉が腹の中に湧わいた。だが、背後からは引き絞しぼられる弓の軋きしみすら聞こえ、更さらには弓持もち達の、

「手が……」

　武ぶ器きから手が離れない。視し界かいの隅すみに見えるのは、誰だれもがこちらに武器を構えて狙ねらいをつける動きだ。弓だけではなく、槍やりや剣などもこちらを向き、更には、

「く……！」

　どうにかしようと、自ら重圧に潰れて伏せた者の弓が、しかし、

　……こっちを狙ねらったまま外れない……？

　自ら倒れた女じよ生徒数すう人にんが、手にした弓ゆみ矢やが先ほどよりも強く引き絞られていることに気付き、その顔を歪ゆがめた。彼女達は、苦く悶もんともいえるうめきを作り、涙をこぼしながら、

「せ、先せん輩ぱい、すいません……！　もしも先輩を殺してしまったら、私達どうしたらいいのか！　だって先輩が描いてる浅あさ間ま御お姉ねえ様と鈴すず様の〝浅間様が射いてる〟が打ち切りになるなんて！」

『あっれ!?　あっれえ──!?　何で私と鈴さんが!?　ナルゼは男子専せん門もんでは!?』

「あっちは商売、──こっちは金目め当あてだけどね」

「そうじゃないだろう？」

　と、告げる男おとこ言葉の声は、しかし、女の口から出る音ね色いろだった。

　立っているジョンソンの背後。床に置いたザックに座った白はく衣いの姿のシェイクスピアが、文庫本ぼんに顔を埋めるようにしながら、こう言ったのだ。

「──マルガ・ナルゼ。君は、金目当てに何かを作る人じゃあない筈はずだ」
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　ナルゼは、澄すんだ音ね色いろの男言葉をシェイクスピアの唇くちびるから聞いた。それは、

「マルガ・ナルゼ。武蔵むさしアリアダスト漫画草ぞう紙し研究部部ぶ長ちよう、ペンネームで〝黒くろ髪かみ翼よく〟を名乗ったこともある。性別を超ちよう越えつしていない恋愛における、肉体的交こう流りゆうを一いち手て順じゆんとした精神的な交流の完かん遂すいを主テーマとし、オリジナル、実じつ在ざい人物ネタともにこれが揺らいだことがない。

　──つまり、男女無む関係に、君が描くものは君の信仰フアイデスだ」

「へえ……」

　ナルゼは、こちらを一いち瞥べつもせずに読書を再開したシェイクスピアの言葉に対し、内ない心しんで冷や汗をかいた。薄ら寒さ、とも言える感覚を得た理由は、

　……〝黒くろ髪かみ翼よく〟なんて、小しよう等とう部ぶのときのペンネームよ……？

「ああそうだ」

　だが、シェイクスピアが、思い出したように言葉をつなげた。

「いつか、パートナーと自分をモデルとした信仰フアイデスの完成形けいが描けることを祈ってるよ」

「────」

　堅い唾つばが喉のどを落ちるのを、ナルゼは自覚する。

　……いつか描こうと、ナイトにも言っていなかったネタを……！

　バラされた、という、やや外れ気ぎ味みの感想が心に生まれた。しかし、バラすも何も、こちらは誰だれにも話したことが無い内容だ。正確には、こちらのやっていることを伏ふく線せんとして先さき読よみしたに過ぎない。

　これは、相手が望んだかどうかは解わからないが、〝崩し〟だと、ナルゼは思う。だからナルゼは、顔の近くに開いていた表示枠サインフレームに対し、

「浅あさ間ま、どうせだったら今度術じゆつ式しき効果込みの体たい感かん同どう人じん誌しいる？　座ざ標ひよう系けいの重力制せい御ぎよ使うから体傷つけないで中までいろいろ出来るけど。お相手いるなら相互式しきも可能なヤツで」

『み、巫み女こは職業的にそういうの無しですってば』

「馬鹿ね。だから同人誌を作るんじゃない。──いい？　浅間、よく私の演説聞ききなさい。

　小さいネタでも何でもいいの。等しく作るのがいいのよ。部ぶ活動って言い訳わけもあるしね。入ってみる？　学ぶことは多いわようちの部活。式しき礼れいばっかの神社の息いき抜ぬきになるでしょ？」

　言って、ナルゼは小さく笑う。

「そうね、タイトルは〝私のして欲しいこと〟ってのはどう？」

　表示枠が無む言ごんで消えた。と、その間に、ダッドリーが距離五メートルで足を止める。

　彼女はこちらを見て一ひと息いきをつくと、

「さささて無む駄だ話は終わりのようね。ならば、武蔵むさしの総そう長ちよう連れん合ごう及び生徒会に命令するわね」

　ダッドリーは、口の端はに笑えみをつけて口を開く。そして彼女はこちらを見もせず、遠く、奥おく多た摩まの方へと鋭い視線を向けてこう言った。

「こここ今後、──武蔵むさしを英国の完全管かん理り下におくことを了りよう承しようしなさい」





●






　武蔵を英国の管理下に置く。

　その言葉に対し、ナルゼは意識を跳ね上げた。

　……フザけたことを……!!

　だが、ナルゼは一つの音を聞いた。右脇わきの床に響ひびくのは、硬い重量物ぶつが甲かん板ぱんを打つ音だ。

　視し界かいの下した端ばで確かく認にんするのは、術式用ように持ってきていた水みず瓶びんだった。術式によって水蒸気爆ばく弾だんとするものだから、術じゆつ式しきを掛けていない今はただの水みず瓶びんでしかない。

　その筈はずだった。

　!?　という眉まゆのひそめを向ける先で、瓶の中の水が泡あわ立だち始めている。

　……沸ふつ騰とうを開始してる!?

　何な故ぜ、と思うより先に、ダッドリーの向こうに立つジョンソンが肩をすくめた。彼は、足を軽くステップさせ、靴に仕込まれた活かつ版ぱん印刷機きで文字を打つ。

　しかしその文字は床ではなく、空中に穿うがたれるもので、流体の光を帯びていた。

　術式だ。

『嗚あ呼あ』

　彼は宙に一度身みを飛ばし、両腕を振って胸に当てながら軽く三六〇度の旋せん回かいを決め、

『──水みず踊おどり熱を持て　自由の利かぬ心とは別に』

　告げる言葉が足あし裏うらから空にタイプされると、瓶の中の熱ねつ泡ぽうの量が増大した。同時のタイミングで着地したジョンソンが告げるのは、

「どうだいYou、アスリート詩人が精せい霊れい達に告げる詩は。君の術式のように一秒とはいかないが、そうだね、あと三十秒ほどで爆ばく発はつが入るだろう。だから──」

　周囲にあった、弓を引き絞しぼる音が更さらに強く響ひびく。弦げんがもはや金属的な音さえ立てている。

　その張りつめた音の中で、ダッドリーが震えながら追い打つような言葉を告げる。

「こ、降こう伏ふくなさい、──武蔵むさしの学生達。どどどどうしたの？　武蔵アリアダストの学生は、たった一人の姫ひめを守るために聖せい連れんを敵に回したじゃないの、ねえ？　──そして今、アンタ達の主力の一人が人ひと質じちよ？　それなのに、何なの？　この舞台は」

　ダッドリーは、手てつ甲こうの腕を掲かかげた。わずかに眉を立て、

「──こ、この学がく院いんの指導者達たちは、仲間を見み捨すてるの？」

　だが、そこに来た即そく答とうをナルゼは聞いた。

『おいおいナメんな姐ねえちゃん達。見捨てるわけねえだろ』

　言葉が来た。それは、新しく現れた表示枠サインフレームに映る、

「……むむ武蔵総そう長ちよう兼けん生徒会長、葵あおい・トーリ！」

　叫んだダッドリーが、口の端はを下に向けた。

「な、何な故ぜ全ぜん裸ら!?」
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　ダッドリーは、異い教きようの表示枠に映った全裸を見た。

　全裸は腕を組んでこちらを見ているが、その後ろ、確か武蔵の副ふく会長と副長が二人で全裸の首に縄なわを巻き直しており、振り向いた全裸が、

『え？　あ、おい！　また何してんだよオメエら！　別に締め直さなくても逃げねえよ！』

『やかましい。救きゆう護ごで忙しい中をうろつかれるだけで迷めい惑わくだ。気を失ってるホライゾンに変なことされても困るしな。──それよりとっとと言うこと言え』

　ちぇー、と全ぜん裸らが口で呟つぶやきこちらを見た。そして彼はこちらに対して眉まゆをひそめると、

『で？　ええと、──何の用だよ？　早く用よう件けん言えよ』

「そ、そっちが言って来たんでしょうが!!」

　ダッドリーは叫び、一いつ瞬しゆん目眩めまいを得た。

　……あ、持じ病びようの高こう血けつ圧あつが。

　瘦やせ過ぎの影えい響きようで血圧は少々高めだ。怒りすぎはいけない、と思う。相手がセシルのようなゆったり派だといいのだろうけど現実はそうもいかない。あのねえ、と彼女は前置きし、私は本当に面めん倒どう見がいい女だわ、と、そうも思いつつ、

「ア、アンタ達が仲間を見み捨すてるのか、って話よ」

『え？　ああ、そりゃ大だい丈じよう夫ぶだよ。いいかあ？　よく聞けよ？』

　と、彼がポーズをつけた瞬しゆん間かんだった。彼の向こう、甲かん板ぱん縁べりの手すりにロープを結びつけた副ふく会長が、ロープがとけないか確かめるために強く二度ほど引き、

『俺が思うにくっ?!　俺がおけっ!?　──って、お、オメエら俺に話させない気か!?』

『え？　ああ、悪い悪い。もう大丈夫だぞ喋しやべっても、うん』

『──よ、よし！　じゃあ、そこの！　よく聞けよ？』

『あ、そこが緩くなってるで御ご座ざるぞ正まさ純ずみ』

『つまり俺がぇっ！　──俺っく！　……おけっ!?　──三回も引くなよオマエら！』

　うんうん、と表示枠サインフレームを挟はさんだ向こうで白魔術師ヴアイスヘクセンの堕だ天てんが頷うなずいた。彼女はを哀あわれみを感じさせるような眉まゆ尻じりを下げた顔でこちらを見て、

「あまり話すと馬鹿が伝う染つるわよ？」

『噓うそつくなよナルゼ！　話すだけじゃ伝染んねえよ！　触れたら別だがな！』

　抗議のＹ字ポーズをとった後、全裸が告げた。

『いいか？　──決めてんだ、俺は絶対に誰だれも見捨てねえってな！』

『は？　そうなのか葵あおい？　たとえば点てん蔵ぞうのときもそうか？』

『え……？』

『……そ、その疑問は何で御座るか!?　正純殿どのも最近結けつ構こういい性格してるで御座るな！』

　まあまあ、とＹ字ポーズと武蔵むさし副ふく会長が手で忍にん者じやを制す。その上で全裸が、

『──武蔵や、極きよく東とうや、世界がどうであろうとも、俺は絶対に誰も見捨てねえし……』

　大体、と全裸は言って、腕を組む。

『いいか？　そこにいるナルゼは、もうちょい根こん性じようある女だぜ。

　──少なくとも、人ひと質じちになって大人おとなしくしてるような女じゃねえ』

　言葉が響ひびいたと同時に、動きが生まれた。

　正面にいる堕だ天てんが、右の手を振り上げたのだ。

　……何をする気!?

　この狙ねらい撃うちと時じ限げん爆ばく弾だんの中で一いつ体たい何をするのか。

　解わからないが、既すでにこちらの対たい処しよは出来ている。だからダッドリーは、左手の〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア・旧代ウエトウス〟に対し、命令を与えた。こちらの目の前にいる女を撃て、と。

　既すでに警けい告こくはしてある。それを無視しての動きなのだから、結果は向こうの責任持もちだ。

　だからダッドリーは叫んだ。意志の命令とは別の、この場を意味づけるための声として、

「──うううう撃ちなさい！」
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　命令を下した直後。ダッドリーは見た。眼がん前ぜんの堕天が、口元に苦めの笑えみを浮かべつつ、

「残念ね。──とりあえず、三人分の技を暴あばいて退場かしら」

　告げられた言葉を聞いたのと、堕天の背後から矢が発はつ射しやされたのはほぼ同時。

　一いつ瞬しゆんで数十本の矢が堕天の体を貫つらぬく筈はずだ。

　だが、矢や群ぐんが届くより早く、別のものが来た。それはこちらから見て右前、武蔵むさしの中央側がわから飛んでくる一いつ直線の光だった。白の、たなびく流体光こうの正体は、

　……杭くい!?

　否いな、先を潰つぶした円えん筒とう状じようの太ふと矢やだ。

　これは、と思って動かした視線は、太矢の発射された方向を確かく認にんする。身動きなどよりも早く飛ぶ視線は、中央前ぜん艦かんと右う舷げん二番艦の間を通る牽けん引いん帯たい上に立つ女じよ生徒の影を見た。

　白の巨大な弓を、放ち終えた姿し勢せいで携たずさえ立つのは、

「あああれは噂うわさの、──狙そ撃げき巫み女こ！」
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「誰だれが狙撃巫女ですかっ!?」

　浅あさ間まは残ざん身しんの息を整える中で、来るであろう手て応ごたえを待った。

　位置、距離、風を読むこと。そして重力荷か重じゆうやダッドリーのよく解わからない聖譜顕装テスタメンタ・アルマの支配を抜けるための禊みそぎ加か護ごなど、万ばん全ぜんに行った。それだけのことをして狙ねらうのは、

　……ナルゼの身を吹っ飛ばすこと！

　先ほどの通つう神しんが契けい機きだった。ナルゼからの応答に、何をすればいいかを伝える意い図とがあったのだ。それは彼女の演説に用いられた言葉であり、

　……小さいネタ。等しく作る。部ぶ活動。入って。学ぶこと。式しき礼れい。

　言われなくても解る。一ひと文字目めだけを取り出せば、

「小しよう等とう部ぶ入学式……！」

　更さらには〝私のしてほしいこと〟と来たものだ。

　ならば、と浅あさ間まは思う。約やく十二年前まえ、あのとき仕し留とめられなかった者が数名いる。ナルゼはその内の一人だ。本人が望んだ上で、そういう状況ならば、十二年前の不ふ始し末まつの負ふ債さいを少し軽くするのはありだろう。だから非ひ貫かん通つう型がた、耐たいショック式の矢を用いて、

「──会いました！」

　声と共に、品しな川がわの上で白の光が炸さく裂れつした。

　ナルゼにこちらの矢が激げき突とつしたのだ。
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　黒の六枚翼よくが、艦かんの右う舷げん側へと吹っ飛んだ。

　激突の瞬しゆん間かんに矢は自ら砕け、光を圧あつとして広げながら黒こく翼よくを押し飛ばす。荷か重じゆうがあるため、黒の翼つばさはあまり浮くことなく、しかし数十メートルを一気に飛ばされ、

「……！」

　前もって畳たたんでおいた翼に自らくるまれるようにしつつ、しかし派は手でに転がった。

　そして彼女がいた地点に矢が飛ひ来らいしていく。それはそのまま、射しや線せん上にいるダッドリーを狙ねらうものとなり、

「──！」

　ダッドリーが頰ほおを歪ゆがめた直後。彼女の眼がん前ぜん、足下の位置で水蒸気の爆ばく発はつが生じた。

　矢が白の霧きりに隠かくれ、一いつ瞬しゆんだけだが視し界かいが失われる。

　しかし即そく座ざの動きで、霧を突き破って無む数すうの矢が来た。どれもナルゼがいたであろう位置で交差し、そのままダッドリーと、その背後へと飛んでいく。

　だから、というようにダッドリーは左の腕にある聖譜顕装テスタメンタ・アルマを振るう。

「落ちなさい！」

　命令はぎりぎりの位置で届いた。彼女の目の前、十数センチの位置に、まるで鋭い葉は枝えだの茂みのように矢が群れで突き立った。

　しかし、そこで動きは終わらなかった。ダッドリーの正面にある水蒸気の煙を、突き抜けると言うより吹き飛ばす勢いで、巨大な翼が突っ込んできたからだ。

「──半はん竜りゆう!?」

「第二特とく務む！　キヨナリ・ウルキアガ参さん上じよう……！」

　青と白の外がい骨こつ格かくに覆おおわれた巨きよ体たいが、ダッドリーへと吶とつ喊かんした。
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　セシルの荷か重じゆうをものともせず、疾しつ走そうと飛ひ翔しようを混在させた半竜の突とつ撃げきは、

「熱ねつ烈れつ歓迎異い端たん奏そう者しやぁ──！」

　ダッドリーに対抗するため、武ぶ器きを持たず、ただ一いつ直線の衝しよう突とつ狙ねらいだ。

　距離が一いつ瞬しゆんで詰まり、ダッドリーが右手を振るが間に合わない。

　しかし、その間に入るようにして、動く者がいた。

「Mate、危機ではないよな、このくらい」

　言葉と共に、白いタイツ足と、分ぶ厚あつい靴くつ底ぞこが飛んできた。ダッドリーの背後にいたジョンソンが、クラウチングスタート姿し勢せいから一気に加か速そくしてきたのだ。

　ジョンソンは三歩目の右足をそのまま振り上げ、足あし裏うらを半はん竜りゆうの右肩にかち当てて、

『謳うたえ言葉よ……！』

　足裏の活かつ版ぱん印刷機きが、鉄てつ印いんの文字を宙に光で書き込んだ。

『たたずむ彼女の前を　風よ　人ひと影かげとして通り過ぎろ……！』

　止める、とも、蹴ける、とも言えぬ一いち撃げきは、確かに半竜を向かって左に吹っ飛ばした。

　衝しよう撃げき音が響ひびき、そしてジョンソンが着地し、右の拳こぶしを握り、

「Good……！」

　声を作ったときだった。不ふ意いに彼の前に一つの人影が立った。それは、半竜の背から飛び降りて身み構がまえた一人の少年。

　柱にも用いられる角かく材ざいを一本担かついだ据すわり目の名は、

「──You、ガリレオ教きよう授じゆを倒したノリキと言ったか！」

「解わかっているなら言わなくていい」

　そうか、とジョンソンは口を紡つむぎ、左を見た。

　そして彼は、ある光景を見る。それは、吹っ飛ばされた半竜がその勢いを逆に利用し、先に転がっていた黒こく翼よくの少女を抱え起こす光景だ。

「成なる程ほど、今の突とつ撃げきを囮おとりとして、魔女テクノヘクセンの救助と、戦せん士しの輸ゆ送そうを行った、か」

「戦士じゃない」

　据わり目の少年が、こう告げた。

「労働者だ」
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　ナルゼは、衝撃と転てん倒とうによってふらついた身をもてあましながら戦せん場じようを見る。

　横というよりも前、英国勢とこちらの間にいるのはウルキアガだ。向こうを見るのにはひどく邪じや魔まだが遮しや蔽へい物ぶつとしては優秀な第二特とく務むだ。彼の陰で身を起こしたナルゼは、

「よく来たもんねえ」

「貴き様さまの〝暴あばき〟があったのでな」

「それ以上褒ほめられたら逆に屈くつ辱じよくに感じるから、その程度にしといてくれる？」

「最近の魔女は自惚うぬぼれも酷ひどいのだな」

　と、ウルキアガが身を前に出す。ナルゼもそちらに行こうとして、

　……く。

　翼つばさがだるい。肩けん胛こう骨こつや僧そう帽ぼう筋きんの下側にある有ゆう翼よく族ぞく特とく有ゆうの飛ひ翔しよう筋が熱を持っていて、力を入れようにも入れられない状態だ。他にも右の膝ひざ上うえや、肩の前下あたりに同じような熱がある。

　高こう荷か重じゆう下で緊きん張ちようしていたものが、先ほどの衝しよう撃げきと転てん倒とうで崩れたのだ。

　そして今も荷重は続いており、効果範はん囲いから逃れてはいない。身を動かすごとに熱が重みとなって、まるで体が骨から垂れ下がっているような感覚を得る。

　……これじゃあ……。

　邪じや魔までしかないわね、と心の中でつぶやいたときだ。そんなこちらを理解しているかのように、ウルキアガが無む言ごんで前に出た。

　半はん竜りゆうは両腕を肩から軽く回して、再び英国勢の方へと踏み込んでいく。

　それを見たナルゼは、半はん歩ぽを下がり、

　……くそ。

　インナースーツの下。全身に厚みのある重さを感じ、ナルゼは更さらに一歩を下がった。

　黒の羽を幾いく枚まいか散らしながら、戦せん場じようから遠ざかる。

　戦いの音も動きも風も、全てから離れていきながら、しかしナルゼは後部側がわに背を向け、己おのれをナイトに見えないようにしながら、

「くそ……」

　目め尻じりを右の手の甲こうで拭ぬぐった。

　耳には、戦いの音の再開が聞こえている。
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　戦せん闘とうは荷か重じゆう下における体たい術じゆつの行き来となっていた。

　英国勢は宙に浮いて荷重を掛けるセシルと、読書に没ぼつ頭とうしたままのシェイクスピアを背後に置き、ジョンソンとダッドリーがノリキと争う形だ。

　英国側は武蔵むさしを止め、戦闘不ふ能のうにすることを目的とし、武蔵側がわはその阻そ止しを目的とする。

　しかし、武蔵が英国の周しゆう回かい軌き道どうに入った時点で状況は終了する。何な故ぜなら、

『あと二分！　それまで凌しのいでくれ！』

　ミトツダイラの表示枠サインフレームを通じて飛んだ正まさ純ずみの声が、武蔵艦かん内ないに響ひびき渡る。

『周回軌道に入れば武蔵は英国に手が届いたことになる！　〝女王の盾符トランプ〟は英国を不ふ可か侵しんに出来なかったという事実が生じ、そうなったならば、武蔵を止めたところで、完全な勝利には至らない。それ以上の戦闘行こう為いは実じつ利りよりもプライドだけのものだ！』

「You、戦場の意味づけだな。

　言葉によって戦場の状況に意味を与え、勝敗とは　別の部分にスポットを当てる」

　ジョンソンがノリキから一歩を引いて軽く宙を飛び、旋せん回かいして文字を書きながら言う。

「──詩し的てきなやり方だ。目に見えるものだけが全てではない。更さらには私達の勝敗に賭かけるという、戦せん場じようの作り手への尊そん厳げんを残し、そして対たい象しようを、対象そのものを語ることではなく、別の言葉で表現するのだから──」

　息を吸い、着地しながら、

『舞い上がってしまう』

　タイプした術じゆつ式しきと着地を重ねた瞬しゆん間かん。ジョンソンが足を乗せた大型木箱コンテナが舞い上がった。

　荷か重じゆうの空間の中、二十メートル長の木箱が自ら容易たやすく上昇する。

　そこに平ひら手てを叩たたき込むのはダッドリーだ。打撃音おんが響ひびき、木箱が回転しながら宙を飛ぶ。

「軽いわね」

　内部に搭とう載さいした家具類るいとともに、落ちた木箱が甲かん板ばんの上面を砕いて破は裂れつした。

　材木類の折れ軋きしむ音が、破は片へんを宙に飛ばして消える響きを幾いくつも生む。だが、誰だれもそちらを見ない。あるのはただ、ダッドリーの、

「ここここれを見てくれるかしら」

　先ほど撃うたれ、床に刺ささっていた矢を、彼女は一本手てにしている。そして、彼女は眼がん前ぜんに開いた貨物の穴に向かって矢を垂直にかざし、

「セシル。わわわ〝わけあたえ〟を、これにだけ搾しぼって頂ちよう戴だい」

　言った直後。二つのことが起きた。

　一つは、品しな川がわに掛かっていた荷重が刹せつ那なの時間だけ消えたこと。

　そしてもう一つは、ダッドリーの手にある矢が、ふと消えて、

「──!!」

　彼女の眼がん下か、貨物の穴の底から、いきなりの激げき震しんが生じたのだ。

　艦かんが跳ね上がるような揺れに重なって、〝品川〟の艦かん内ない放送が跳ぶ・

『!?　──超ちよう重量不ふ明めい物ぶつが地下四階かい層そうまで貫かん通つうしました!!　懸けん架かフレーム、第一、第二、第三階層第九横よこ町ちようにて破は損そん！　貨物の移動による二次破損を防ぐために固こ有ゆう制せい御ぎよ入ります！』

　一ひと息いきを入れ、

『──その攻こう撃げきは危険と判はん断だん出来ます！　──以上！』
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〝品川〟の、驚きとも悲鳴ともとれる内容の台詞せりふ。

　その言葉を払うように、武蔵むさし側として、二つの姿が前に出た。

　ジョンソンに対しては、改めてノリキが相あい対たいし、

「ノリキ、その詩人は貴き様さまが担当しろ。拙せつ僧そうはこっちの浮き上がってる重力源げんを引き受ける」

　声が響いたのは右う舷げん。巨大な影が、一つ、確かに戦場へと歩いていくる。それは、

「……さっきの半はん竜りゆうね？」

「左さ様よう。──キヨナリ・ウルキアガ、異い端たん審しん問もん官かんである」

　彼は平然と荷か重じゆう力りよく下かを歩き、

「二つほど言っておく。第一に、自分らの祖そ先せんは天上において高荷重地域の探たん索さくなどを行っていた種しゆ族ぞくである。異い族ぞくとしては些いささかレアになっておるが、その能力、失われてはおらん。

　この程度の荷重が効くものではないぞ。そして第二に──」

　ウルキアガが、頷うなずきもせず、ジョンソンを指さしてこう言った。

「──男がポエム読むな」
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　ウルキアガの言葉で生じた沈ちん黙もくと不ふ動どうに、しばらくしてから動いた者がいる。

　ダッドリーだ。彼女はちらりとジョンソンに視線を向けると、二度ほどゆっくり頷き、

「ととときたま、歯が浮くようなときあるわね。このタイツ何言ってんの、って感じで」

「Mate、ど、どっちの味方だ君は!?」

「セシルも　うくのー」

　荷重が一気に来て、床が低くなった。床を構成している木箱が歪ゆがみ始めた証あかしだ。

　その重量は艦かん内ないフレームを通して伝わるため、品しな川がわの両りよう舷げん側が中央から押し広げられるような軋きしみを受けていく。当然、上に乗っている者達も、

「……ぬ」

　とノリキが膝ひざを落とし掛け、角かく材ざいを摑つかんで耐える。だが、荷重の影えい響きようを受けないジョンソンは息をつき、彼を眺ながめるようにして口を開く。

「You、どちらにしろこれで終わりだ。あと一分以上あり、確かに半竜の耐たい久きゆう性せいは脅きよう威いだ。が、セシルの荷重は更さらに追加されるし、ダッドリーは矢を投じられる。だから──」

　だから、

「You、複数形けいという意味でYouと言おう。──これで終わりだ、と」
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「……皆、大だい丈じよう夫ぶでしょうか」

　品川後こう部ぶと武蔵むさし野のを結ぶ太ふと縄なわ通路の上で、浅あさ間まは横にやってきた喜き美みにそう告げた。対する喜美は、外から見ても解わかるようになった品川の歪みと艦内放送に視線と耳を向けつつも、

「半竜は元々、神かみ々がみの時代に高こう重力惑わく星せいや領りよう域いきでの生存のために種族的改かい造ぞうをした連れん中ちゆうでしょ？　今じゃあレアな種族だけど、こういうときの切り札としては優秀よ」

　それより、と喜美はこちらの肩を叩たたく。左腕で己おのれの胸の下を抱き、

「こんなとこにいても、アンタ、することないんだから別の場所に行ったら？」

「いや、でも……」

「フフフこの国際レベルで知られた狙そ撃げき女おんな。人をガンガン撃うちまくって被害者汁じる出ださせたいのは解わかるけど、撃つレベルの状況はもう過ぎてるのよ。とっととここから離れなさい」

　言われ、いろいろ否定したり、頷うなずこうと浅あさ間まは思ったが、しかし、

「……喜き美みは何もしないの？」

　問いかける。この状況に対して、何も思わないのかと、そういう意味の疑問を。だが、

「だって私、一般生徒よ？」

　しれっと言った喜美が、品しな川がわ側を見て告げる。

「ま、ノリキもそうだけどね。でも私、基本的に戦せん闘とう能力も無いし。──いい？」

　喜美の右手が挙がり、こちらの額ひたいに人ひと差さし指ゆびを当ててきた。手て指ゆびの向こうで、やや上うわ目め遣づかいの彼女の視線が見えて、

「アンタだって巫み女こなんだから、基本的に戦闘荷か担たんは無しでしょ？」

　それなのに、

「無理に何かしようと思って関わろうとしてると、後で辛つらくなるわよ？　今のアンタの現状だと、うちの愚ぐ弟ていも他の連れん中ちゆうも、アンタを戦闘に加えるのには気が引けるんだから。

　無理に関わろうとして空から回まわりするのはいい女のすることじゃないわ。少しは自分から尻尾しつぽ振らずに、向こうから寄ってくるように誘いなさいな」

「べ、別に無理に関わろうなんて──」

「噓うそはいいから」

　と、喜美が強ごう引いんにこちらの言葉を切った。その言葉に逆らおうとして、しかしそんな意い地じを張っても無む意味なのだと悟さとる。

「……巫女って損ですね」

「そうね、人を撃てないんだものね」

「ちょ、ちょっと私に対して認にん識しきのズレがありませんか喜美!?」

「フフフ、〝ちょっと〟のズレで済まされた私の方が戦せん慄りつしたわよ今」

「あっれ!?　な、何か思ったより厳きびしいことになってませんかこの時間帯たい!!」

　ただ、役に立てない、という事実を確かく認にんしてうなだれたこちらに対し、喜美が口を開く。

「まあ、アンタには他にもすることあるでしょ？　結けつ構こう血の気け多おおいからすぐズドンしたがるけど、今なら直なお政まさの治ち療りようや愚ぐ痴ち聞きだってあるのよ」

　そ・れ・に・ね、と彼女は一ひと言ことずつを区切って言い、

「少しは皆を信じなさい。馬鹿だけの連れん中ちゆうじゃないのよ。何しろ、アンタも含めて、うちの愚弟が頼り切ってるような連中なんだから」

　と、喜美の指が下がり、こちらの制服の胸むね帯おび部分の縁ふちを下に軽く押した。その直後に、

「え？」

　まるで葡萄ぶどうの皮を押し剝むくようにして、荷か重じゆうがかかっていた黒の胸むね帯おびがつるりと胸の下に食い込み回った。帯が下に回った反動で、上に押された胸が中央の合わせを、

「──!?」

　張り裂さく動きで内側から大きく開いた。

　首から胸むね下したまで開かい襟きん状態になった身と肌はだを、浅あさ間まは慌あわてて押さえ込むように抱いて、

「え!?　あ、きゃあああ!!」

「……何よ、うなだれてる割に悲鳴は元気ね。アンタ、私がさっきから自分のを下から抱えて支えてるの気付かなかったの？」

「き、気付くわけないでしょうが──!!」

　声をあげた浅間は、武蔵むさし野のと品しな川がわの甲かん板ばん縁べりに詰めかけた男連れん中ちゆうが負傷者込こみの全ぜん開かい笑顔で右の親おや指ゆび上げているのを確かく認にんすると、そのまま両方へと矢をぶち込んだ。

　直後。わあ、という悲鳴や射しや撃げき音おんとは別に、金属の唸うなりが響ひびく。

　品川において、荷重の変化による船体の軋きしみが生じたのだ。

　その音の始まりに、誰だれもが眉まゆを歪ゆがめた警けい戒かいの視線を品川に送る。だが、それはすぐに、

「あれ……？」

　疑ぎ念ねんにも似た声が生まれるのには、理由があった。

「おい、あれ……」

　先ほどまで、荷重によって沈み込んでいた品川上じようの霧きりが、緩やかにだが盛り上がり、その対たい流りゆうを始めているのだ。それは、

「まさか、荷重が緩くなってるのか……!?」
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　ジョンソンは、ノリキとの位置を取り合うような戦せん闘とうを行いつつ、それを見ていた。

　それは、半はん竜りゆうの前進だった。

　荷重の中を、一歩一歩、硬こう質しつの翼つばさを持つ巨きよ体たいがセシルの方へと近づいて行く。

　重量は掛かっている。半竜の硬い足あし先さきを覆おおう靴は、その足先を貫かん通つうさせ、木き床ゆかにもしっかりと跡を残しているのだから。

　だが、足あし跡あとがつくということは、歩みが停まっていないと言うことだ。

「You！　……流石さすがは半竜というところか！」

　見ている限りでは、半竜もセシルの荷重下かで自由に飛ぶことは出来ず、歩くのがやっとのようだ。だが、それはセシルが、

「しゅーちゅーこーげき──」

　半竜を中心に荷重を掛けているがゆえ、だ。

　セシルの眉まゆが立ち、高度が上がり、半竜の外がい骨こつ格かくが軋みを上げる。しかし、

「……まだまだであるな！」

　一いつ喝かつと共に、半はん竜りゆうが更さらなる一歩を踏んだ。対するセシルが、

「──！」

　鼻はな息いき荒く荷か重じゆうを掛けるが、全ぜん域いき荷重を上げるには時間が必要だ。だから全域に掛けている荷重を、半竜へと向けていくことになり、それによって、

「こっちは無視か？」

　ノリキという少年の動きが、軽いものとなっていく。

　そして、己おのれが相あい対たいするこの労働戦せん士しの動きに対し、ジョンソンが思うことは一つだ。

　……この少年も厄やつ介かいだな！
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　ジョンソンは、相対し、攻こう撃げきと防御をかわし合う相手を見ていた。

　荷重があるがゆえに、ノリキの額ひたいには汗が浮き、動きも力任まかせといえるものになっている。そしてこちらは術じゆつ式しきで攻撃速度を上げてもいる。そのようにしてこちらが圧あつ倒とう的に有利な状況に対し、このノリキという少年がとった戦せん術じゆつは、

「──防御のみに絞しぼる、か！」

「情なさけ無くなるから言うな」

　柱という盾たてを使い、防御に徹てつする。脚あしも腕も、身の動きも攻撃を止め、受け流し、そして回かい避ひのためだけに行う。フェイントとしての攻撃もあるかと思ったが、

　……それすらも捨てた遅滞行動としての防御か！

　意味はある。セシルとダッドリーの間にいるこちらを封じるためだ。

　勝つ必要はない。ただ、援えん護ごをさせず、動きを封じればそれでいい。

　……この少年、総そう長ちよう連れん合ごうでも生徒会役やく員いんでも無いのに出来る……！

　とジョンソンが思わず詩的な賛さん美びを心の中で作ろうとして、対たい象しようを観察すると、

「──っ！」

　防御と柱の置いたり外したりで一いつ杯ぱい一杯のノリキがそこにいた。汗まみれで歯を剝むき出しにして、必死という以外の言葉を思いつくのが難しい。

　技術などがない分、何でも全力。持じ久きゆう力と速度はあるが腕力は年ねん齢れい並なみで、そこが欠点だ。

　アンバランスで、不ぶ器き用ようだと言っていい。

　詩的だ。

　……しかし──。

「──こういう短期戦せんにおいて、防御指し向こうで出る場合には、総長連合や生徒会役員並か！」

　答えはない。速度を上げたこちらに対し、言葉を無くすことで己の速度を稼かせいでいる。もはや一杯一杯だろうが、それでも防御で押して来る。

　厄やつ介かいだ。

　だから、というように、ジョンソンはダッドリーを見た。

「You！　矢は放てるか!?」

「いいいけるわよ！　それよりセセセシル!?」

　セシルは、じりじりと近づく半はん竜りゆうを押さえ込もうとして、もはや両手の平をそちらに向けて顔を真まっ赤かにしている。だが、その口からは、

「Ｔｅｓテスタメント．　わけてるの──」

「Ｔｅｓ．！　すすす素す敵てきよセシル！」

　ダッドリーの構えた矢の羽根が、身み震ぶるいするように大きく波打ち震えた。セシルの荷か重じゆうが再さい設定されたがゆえだ。

　だからダッドリーは矢を宙に置くように離し、

「二発目！　──メインフレームまでいいい行きなさい！」

　駄だ目め押おしするように、右手を振って宙の矢や尻じりを下へとぶっ叩たたいた。

　直後。矢が空中から消え、荷重が一いつ瞬しゆんだけ消え、皆が来るであろう激げき震しんと結果に対して身をすくめて口を開き、

「────」

　沈ちん黙もくが訪れたと同時に、矢が消えた穴から大きな音が響ひびき渡った。それはしかし、鉄の軋きしみや破は損そんの吠ほえ声ではなく、人の声で、

「あいたあ──[image: ]」





●






　ダッドリーは見た。激げき突とつの衝しよう撃げき音おんとともに眼がん下かから響いた悲鳴の発生源げんを。それは、

「──ななな何あの丸いの!?」

　従じゆう師し用の機き動どう殻かくだというのは何となく解わかった。が、何な故ぜかそれはバケツヘルメットの半はん裸らマッチョに掲かかげられており、更さらには何故かふらついており、

「あ、あ。ちょ、ちょっと！　ええと、な、何です今の真上からのー!?」

　ダッドリーは次を投下した。と、矢が落ちる位置にマッチョが機動殻を素早く置き、

「え？　立てってですか？　じゃ、ええと、……あいたあ──!?」

　直ちよく撃げき音おんとともに、機動殻が反動で軽く浮く。しかし一点貫かん通つうの矢に対し、

　……あの機動殻の対たい衝撃機き構こうと分ぶ厚あつい足あし裏うらが衝撃を分散している!?

　艦かんは軋きしむが、軽く揺れているだけだ。

　信じられないわね、と思わず嫌いやな汗を浮かべて、ダッドリーはつぶやいた。あの従師、三み河かわ戦でも盾たてになっていたという覚えがある。あれは水平射しや撃げきだったので解らなかったが、頭上からの衝撃ですら各部の対衝撃機構がほぼ完全に受け止めている。衝撃後ごに反動で機動殻が跳ね上がったのがその証しよう拠こだ。かなり硬めのセッティングになっているのだろう。

　装そう着ちやく者しやは動かしづらいが、その安全は保証する完全防ぼう備び用ようのセッティングだ。

　だからダッドリーは、身を右に、左さ舷げん側がわに跳ばし、

「く……！」

　次の矢を放った。

　だが、眼がん下かでも即そく座ざの動きが生じる。開いた貨物の穴の下、左舷側の壁に筋きん骨こつ逞たくましい全ぜん裸らインキュバスの爽さわやか笑顔があり、

「ははは！　こっちだよペルソナ君！　さあ、おいで!!」

　ペルソナ君と呼ばれたマッチョが機き動どう殻かくを持ち上げて左舷側に移動し、

「え？　あ？　あいたあ──!?」

　く、と唸うなったダッドリーは、今度は右舷側に跳んで矢を放つ。すると今度は右舷側の穴あな壁かべに貼はり付いていたスライムが、

『うむ、今度は吾わが輩はいの方に来るしかあるまい……！』

「あ、ちょ、え？　あいたあ──！」

　激げき震しんと音が響ひびき、衝しよう撃げきの風が穴から噴き上げるが、下への貫かん通つうは生まれず、ただ機動殻がふらふらとよたついているだけで、

「いいい忌いま々いましいわね……！」

　ダッドリーは、広げた指の間全すべてに矢を持ち、青あお筋すじを額ひたいにつけてこう叫んだ。

「連れん射しや開始……!!」
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　大たい音おんと衝撃の受け止めは、貨物区く内部の撮さつ影えい装置で各所に渡った。

　輸ゆ送そう艦かん上にいた皆は、表示枠サインフレームの中に水平視点で見えるペルソナ君の左右移い動どうと、その上をやはり左右に移動して矢を落とすダッドリーを見て、

「テンゾー、……何かこの光景映うつしてる表示枠、左右に右と左の移動ボタン欲しくね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、昔に白黒表ひよう示じの符ふ式しき携帯ゲームでこういうのあったで御ご座ざるなあ。京きようの企き業ぎようが作ったので、拙せつ者しやも〝大おお蛸だこ〟と〝火か災さい〟持ってたで御座るよ」

「これ、どっちかっていうと〝狂気猿えん人じん〟みたいな二画面だよな。下でペルソナ君くん左右に動かして、上の画面でノリキで詩人を上下に抑え込む感じ」

『あ、こら、聞こえてますよこっちにも！　自分そんなピコピコ系けいゲームのあいたあ──！　ちょ、ちょっと、さっきから脳に震しん動どうが！　脳が！　脳が!!』

「ダメージが溜たまった場合はどうすんだテンゾー」

「Ｊｕｄ．、横のネンジ殿どのが渡す粘ねん液えきを右ボタン連れん打だで飲むと回復で御座るかなあ」

「貴き様さまら、真剣味みが足りぬで御座るな」

　二人の背後にいた二ふた代よが、吐と息いきとともに告げる。うんうん、と頷うなずく正まさ純ずみの横で、二代は表示枠サインフレームを指さし、眉まゆを立てた顔で、

「いいで御ご座ざるか？　貴き様さまら、拙せつ者しやのようにもっと先のことを見み据すえた心配をするで御座るよ。何しろ、──百点を超えて高速モードになってからが本当の勝負なので御座るからな」

「お前は真剣の方向を正せよ！」

　皆のツッコみに応じるように、表示枠の向こうのアデーレも、

『ひゃ、百発も受けたら明日は教きよう導どう院いん休みますよ自分！』

　休むだけで済むんだ……、と誰だれかが小さく呟つぶやいたが、激げき音おんと悲鳴は止まらない。トーリがときたまに、ペーやんそうじゃねえよ！　とか言っているが、時間は過ぎ、矢が放たれるたびに緩む荷か重じゆうから歩を進めたウルキアガがセシルまであと十歩の位置まで届く。

　その状況に対し、叫びを挙げたのは、

『シェイクスピア！　──ダッドリーの矢を共に頼む！』

　ジョンソンの声に、シェイクスピアは動かない。表示枠の中、彼女は本に顔を埋めたまま、

『……くく、〝この触しよく手しゆを作ったのは誰だあ！〟って、前の触しよく通つうネタをここで使うのかあ』

『人の話を聞けYou──！』

　叫びに、シェイクスピアが顔を上げた。しかし彼女は文庫本ぼんを閉じることなく、こう告げた。

『── 煩うるさいな』

　視線は文庫本に向けたまま、カバーのついた長い耳も周囲の音を遮しや断だんするように閉じたまま、しかし彼女は即そく座ざに読書の陶とう酔すいに戻れるようにした状態で、投げやりにこう言った。

『──面めん倒どうだから書くよ。それでいいよね』

『ままま待ちなさい！』

　表示枠の音声素そ子しを震わせる声を放ったのは、ダッドリーだった。彼女は矢を放つのもやめ、シェイクスピアの方に視線を向ける。そして眉まゆを立てて、

『ふふ副長命めい令れいよ！　その力を本土外で全力使用するのは禁止！　そそれを了りよう承しようしたから連れてきたのに、アンタは──』

『僕はただ、制圧後ごの武蔵むさしの本屋に行きたいだけだよ。──古ふる本屋も含めて、ね。自分が書いた本に十円札ついてるとぞくぞくする。

　それよりも、君は君の仕事をした方がいい、ダッドリー。女王のために』

　告げられた言葉よりも、最後の一言がダッドリーの表情を変えた。

　彼女はフンと鼻を一つ鳴らすと、シェイクスピアに一いち瞥べつを送る。

『ななな生なま意い気きな子だけど、女王陛へい下かのことを忘れていないなら赦ゆるすわ。そそそれが私を釣つるためだとしてもね。だから──』

　ダッドリーの手が、矢を打ち払うように一気に放った。その数は、

『さささ三本同どう時じ──！』
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　三本の矢。それは、アデーレの盾たてでも一本しか防ぎ切れないものだ。

　誰だれもが、艦かんの底に届くような三さん重じゆう撃げきを想そう像ぞうした。

　だが、次の瞬しゆん間かん。皆は一つの光景を見た。

《風に巻かれて矢は地面に落ちた》

　起きた事実は一つ。空間に響ひびいた言葉に靡なびくように、放たれた高速の三本矢やが速度を失ったのだ。それも、まるでほどけて風に揺れるかの動きで、だ。

　そんな能力を持つ者は、その場にはいなかった。

　いるとしたら、新しく来た者。

　その新しん参ざんの存在に気付いたのは、文庫本ぼんから顔を上げたシェイクスピアだった。彼女は静かに前を、並ぶ大型木箱コンテナの背の向こうを見て、口を開く。

「ほうら来た」

　シェイクスピアの言葉が示すもの。一人の来らい訪ほう者しやが戦せん場じように上がっている。それは、

「遅れて済まない」

　彼は、幾いくつかの通つう神しん文ぶんを宙に放つと、右の手を軽く挙げ、己おのれの名を告げた。

「武蔵むさしアリアダスト学がく院いん、書しよ記き、トゥーサン・ネシンバラだ」
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　ノリキとの戦せん闘とうを行うジョンソンは、敵の攻こう撃げきを脚あしで捌さばきながら、新参の姿を確かく認にんした。

　貨物の穴の向こうを走ってくるのは武蔵の書記、ネシンバラだ。

　そして見えるのは、彼の肩にいる文ぶん官かん型の走狗マウスと、手でタイプされている表示枠サインフレームの鍵けん盤ばん。

　文ぶん系けいであるネシンバラの息は荒れている。が、

《彼の息はゆっくりと落ち着いていき、走りは敵へと確実に近づいていく。》

　ジョンソンは、ネシンバラの頭上や肩のあたりから、流体の青白い光が散っているのを見た。雪ゆき花ばなのように散って消えていく流体の正体は、

　……セシルの荷か重じゆう術じゆつ式しきが、砕かれているのか。

　セシルの術式はネシンバラに影えい響きようを与えていない。その原因は、

《残り三十秒を切った時点で、ようやく彼は敵の位置に辿たどり着く。そして彼は言う。》

「遅れてすまない。まあ、何だ、──足が遅くてね」

　言われた台詞せりふもだが、それを生む瞬しゆん間かんに感じたものに対し、ジョンソンはノリキを捌きながらこう告げた。

「シェイクスピア！　彼は──」

　作家だ、とジョンソンは言おうとして、言葉を止めた。

　シェイクスピアが立ち上がっていたのだ。それも、文庫本ぼんを手に提さげて、だ。

　……気分屋やが……!?

　だが、というタイミングでネシンバラが動いていた。

「残念だけど」

《立ち上がった敵は、いきなり床へと叩たたき潰つぶされた。》

　それは、ネシンバラが表示枠サインフレームの鍵けん盤ばんにタイプする文字だ。

《彼が、己おのれに掛かっていた荷か重じゆうを、分ぶん解かい保ほ管かんし、叩きつけたからだ。》

　文字が、現実のこととなる。

「一種の願がん掛かけ。神しん道とうならではの術じゆつ式しきだよ。そんなことが出来る神は、……まあ、仲ちゆう介かい通せば大体は可能だけど、僕の場合は文章の神、スガワラ系けいイツルだね。だから──」

《彼は言った。》

「僕の術式〝幾いく重え言葉〟は、僕が奉ほう納のうした文章を願掛けとして再現する」

《轟ごう音おんが生じ、床を軋きしませて敵が床に頽くずれた。落ちた荷重は衝しよう撃げきとなって敵はおろか空間を打ち、周囲に強力な風の爆ばく発はつを生む。》

　そして、爆発がネシンバラの正面に咲き、音が炸さく裂れつした。

《これで、一つ終わりだ。》
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　ネシンバラは、一ひと息いきをついた。

　……先せん手て必勝、となってくれて良かった。

　軍ぐん師しが敵の一人を倒したとなると、市民がこの戦せん闘とうに持つイメージが大きく変わる。それは軍師が前ぜん線せんに出る危き機き的てき状況が存在したと言うことと、それを払える力があるということを示せるからだ。特に、軍師が有ゆう用ようであるということを示すのは、自分に対する評ひよう価かをよくすることにも繫つながる。だから、

　……まあ、良かった、よね。

　戦闘は続いている。〝幾重言葉〟は発はつ動どうが遅い術式なので、後は援えん護ごに回るべきだろう。

　文章の神は娯ご楽らく好ずきで、信しん奏ぽう者が書いた小説などを読むことで喜ぶ。だから面白いものを書けば奉納になるのだが、商人神しんのように金で即そつ決けつするのではなく、文章神に喜んで貰もらうには相当の文を書く必要がある。そして他の神の力を仲介して貰うには、その神の力を用いられる条件をやはり小説形けい式しきで書く必要があるため、時間が掛かる。

　ネシンバラの場合、準じゆん上級契けい約やくを受けているため、今まで書いたものを奉納ペースト素そ材ざいとして使用し、大だい部分を省しよう略りやく出来る。だが、奉納ペースト素材の使用は〝同じものの再利用〟なので奉納効こう率りつが落ちるため、ネシンバラは自分が書いている同どう人じん誌しから走狗マウスミチザネに自動ペースト化を行ってもらい、未み使し用よう状態の奉ほう納のうペースト素そ材ざいを蓄ちく積せきしている。

　今いま使用したものは、春のイベントで用いた原げん稿こうからの奉納ペーストだ。三み河かわ戦せんでそれまでの蓄積を使用しなかったので、数冊文ぶんの余よ裕ゆうがある。だから、

「まあ、何とかなったかな……」

　と、彼は右う舷げん側がわへと視線を向けようとする。ダッドリーやジョンソン、そしてノリキや、セシルに近づいていくウルキアガへと目を向けようとして、

「……え？」

　ネシンバラの視し界かいの中、眼鏡めがねの向こうに、人ひと影かげが立っている。

　白はく衣いを羽は織おった瘦やせ気味の長なが耳みみ少女の影。シェイクスピアの姿だ。

　何事もなかったかのように、彼女はただ風の中にたたずんでいる。まるで、こちらの一いち撃げきを無視したかのように、だ。

　そして彼女が口を開いた。

「なかなか面白い術じゆつ式しきだね」

　ゆっくりと、彼女は頷うなずき、眼鏡をこちらに向けて、こう言った。

「──作家同どう士し、と言っておこうか。あの程度の表現で相あい手て作家が焼け落ちるとは思っていないだろう？」







[image: 第八章『舞台上の宣告者』]
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　……願がん掛かけによる文章実現術じゆつ式しきが無む効こう化かされた!?

　ネシンバラの疑ぎ念ねんに対し、シェイクスピアはただ口元をフラットにした顔で、分ぶ厚あつい眼鏡めがねを鼻の上に持ち上げる。そして彼女は口を開き、

「もっと書いた方がいいよ」

　たとえば、という言葉が聞こえ、いや、とすぐに逆ぎやく意いの言葉が聞こえ、

「例え話を大事な話し合いで用いるのはよくないね。それは自分と相手が同じことを考えているという油ゆ断だんに立りつ脚きやくするもので、相手に自分の意見を理解させる場で用いるものじゃない」

　だから、という言葉と共に、光が生まれた。光は小さなもので、彼女の髪かみの間から、しかし、ぞろりと列になって姿を現した。

　列の光は小さな文字だ。数ミリのアルファベットが、単たん語ごや文章という形で彼女の髪の間から生じ、更さらには数を増やし、

「────」

　シェイクスピアが身をくすぐったそうに震わせると、髪かみ間まから漏もれる文字列れつが増えた。それは十数から始まり、数十となり、百数から百数十を超えて数百となり、

《だが敵は、即そく座ざの二に撃げき目めを受けた。快音が走り、文字列が飛び散り──》

〈しかし全ては元に戻るのだった。〉

「……!?」

　彼女の周囲の風は確かに動いた。床への震しん動どう伝でん播ぱも確かにあった。だが彼女は、

〈何事もなく、立っている。〉

「驚くことはないよ。君が使う神しん奏そう術じゆつに似ていると、そう言えばいいのだろうし」

　シェイクスピアがこちらに告げてくる。そして彼女は、もはや数千という単位すら超えつつある文字列を、更さらに伸しん張ちようさせながら、

「小説の文章と、単たん文ぶんの違いが言えるかい？」

「……表現すべき物語を文の組み合わせで作るのが小説。単なる一文が単文だろう？」

「Ｔｅｓテスタメント．、ゆえに、小説の文章は表現すべきものに対して最さい適てき化かしていくことが出来る。あとは、表現対たい象しように完全最適した異い形ぎようともいえる文を求めるか、表現対象に完全最適しないが口当たりのいい文を求めるか、だね。──言葉というものが、意志疎そ通しつを完全に為なし得ない抽ちゆう象しようであるからこそ、そのような表現としての多た様よう性を許きよ容ようする」

　言いながら、シェイクスピアが俯うつむき気味にしていた顔を上げた。

　同時。ネシンバラの目は、彼女の髪からこぼれた文字列が緩やかにカーブを描くのを見た。それは回るように走り、彼女の腰や尻を支えるように曲線を描き、

「英国協、聖術テスタメントサイン複合展てん開かい式しき、──〝宮内大臣一座ロード・チエンバレンズ・メン〟。ストラトフォードから倫敦ロンドンに移るまでの七年間をもって設計した僕の劇場術じゆつ式しきだよ」

　その原理と効果は、

「多た種しゆ多た様ようの聖術テスタメントサインを文字列れつに分ぶん解かいし、対たい象しようを表現するために僕の作る文章をベースにして再さい構こう築ちくを掛ける。──奉ほう納のうペースト素そ材ざいを組んで効果を現す君の術と良く似ている。似ていないのは、君が文章を奉納するのに対し、こちらは英国協アングリカンチヤーチの改派聖術モダンサインベースであるため、術式符ふの用意が必要なことだ」

　と、シェイクスピアが、傍かたわらに置いてあった紙かみ袋ぶくろから、一冊の分ぶ厚あつい書物を出して見せた。

　……あれは──。

　それは既すでに何十というページが光に散っているもので、

「これが今こん回かい用意した劇場の脚きやく本ほん。

　僕の設計を認めてくれたジョンソンや、女王のおかげで、何とか劇場の構築は出来たけど、女王はなかなか意い地じ悪わるでね。術式の発はつ動どうに用いる拝気ブレスを自分で用意しろと言ってきたよ」

「……だとすると、随ずい分ぶんと莫ばく大だいな量が必要だと思うけど？　Tsirhcツアーク 教きよう譜ふでは内ない燃ねん拝気を認めていなかったよね？　その禁を破って、どこかに外部プールしてるのかい？　それとも、英国の流体燃ねん料りよう槽そうに割り当てがある？」

　問いかけに、シェイクスピアは答えない。ただ彼女は、こちらを見て、

「開演するよ」

　自分の手による、ページを光と散らしていく脚本を胸に抱きしめ、口を開いた。

「──〝第二悲劇マクベス〟」
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　直後。ネシンバラは風を貫つらぬく一いち撃げきを正面に見た。

　だが彼はそれを衝しよう撃げきによって叩たたき潰つぶす。が、一撃の持ち主は、既すでに背後に回っていた。

「!?」

　おお、という声が聞こえる。それは改かい稿こうを重ねて彼女自じ身しんのものとなった脚本による、

〈おお。あれはマクベス。高き嶺みねに並ぶ野や心しん、冷たき空に通じる心、気け高だかき巌いわに等しい体たい軀くを持ち、王を望む者なり。〉

　文字列れつが中ちゆう世せいの騎き士しの姿をとる。それも平地を行く豪ごう奢しやな騎き馬ばの鎧よろい騎士ではなく、防寒の革かわ服ふくと軽けい装そうの鎧に、長ちよう剣けんと短たん刀とうを携たずさえた山岳地帯ハイランドの騎士だ。

〈王を望むマクベスよ、高き風のある土地にて三人の魔女テクノヘクセンに逢あえ。海賊軍バイキングどもの上陸に対し抗あらがい、その戦せん場じようで魂たましいを拾う三人の魔女に逢え。〉

　風吹きすさぶ戦場にいる女は、セシルと、ダッドリーと、

　……確か、シェイクスピアは作家でありながら──。

「俳はい優ゆうを兼けん業ぎようしていた……！」

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　視し界かいの端はしでシェイクスピアが口を開く。髪かみの間から文字列れつを更さらに展開しながら、三人目の魔女テクノヘクセンが言う。それも、こちらを通り越し、向こうのマクベスを見み据すえた目で、

〈万ばん歳ざい、王になるであろう者よ。〉

　魔女は予よ言げんする。そして更さらに、

〈嗚あ呼あ。しかしマクベスよ、汝なんじ──〉

　視線が、こちらを向いた。分ぶ厚あつい眼鏡めがねの奥に見える瞳ひとみが、確かにこちらを見て、

〈汝、王を殺す簒さん奪だつ者。そして友を殺して安あん堵どする者なり。〉

「!?」

　ネシンバラは告げられた言葉と、その視線に疑ぎ念ねんを持った。何しろ、今、マクベスはシェイクスピアの術じゆつ式しきによって実在している。だが、

　……何な故ぜ、僕にマクベスの予言を言う!?

　答えは動きとして目に見えた。マクベスを構こう築ちくしていた文字列が分ぶん解かいし、幾いく重えの紙かみ紐ひものようにこちらへとたわみ、波揺ゆれて躍おどりかかってきたのだ。

「──っ」

　劇による呪のろいだ、とネシンバラは判はん断だんした。

　シェイクスピアの術式はそのものだけでも〝劇〟を構築出来るが、魔女役やくを彼女が担当したように、誰だれかにその配はい役やくを与えることも出来るのだろう。それも、

　……言葉による影えい響きようをもって配役の運命を相手に与える……！

　拘こう束そくや強きよう制せいにも似た言こと霊だまの呪のろい。恐らく、言げん動どうや周囲の反応に対し、劇内ない容ように即そくした影響を与えてしまう術だ。アクションものの本や劇を見た後に身体からだを動かしたくなるのと同じように、間かん接せつ的に同じ運命を辿たどらせようとする。ならば、

　……〝第二悲劇マクベス〟の内容は──。

　考える前に、ネシンバラは描びよう写しやした。

《文字列を衝しよう撃げきにて打ち倒す。この衝撃は術式の再さい構成で、流体を用いたものだ。だから流体による文字列は打撃され、叩たたき潰つぶされる。》

　そして、文字の騎き士しは打ち倒された。だが、魔女は重ねて予言した。

〈マクベスよ、汝は死なない。〉

〈マクベスよ、汝は、王になるであろう。〉

　しかし、

〈しかし気をつけよ野や心しんの王よ。凍いてつく空の領りよう主しゆよ。

　常に冬である孤こ高こうの土地にも更なる冬の闇やみが降りる。

　王の居い場所を簒奪せし汝でも、いずれ闇やみと呼ぶ兆きざしに相あい対たいしよう。

　ゆえに観客として汝に告げよう。〉

　言葉が進むより早く、騎き士しが再さい構こう築ちくされ、

〈汝なんじは女の股またから生まれた者に倒されることがない。〉

　身は再びほどけ、

《だがそこに、もう一いち撃げきを叩たたき込む。》

　潰つぶす。その意味は明確だ。マクベスは聖せい譜ふ記述によればシェイクスピアが作り上げる四大悲ひ劇げきの一つで、魔女テクノヘクセンの予言に従った野や心しん家かのマクベスが、

　……王を暗あん殺さつし、それを知る友を殺し、しかし──。

　友の子によって殺され、復ふく讐しゆうを果たされる。友の子は帝てい王おう切せつ開かいで生まれた子であり、更さらには予言として、

〈バーナムの森が動かぬ限り、汝は安あん泰たいであろう。〉

　森の木々に迷めい彩さいした友の子の軍が襲しゆう来らいしたことにより、マクベスは覚かく悟ごを決め、彼が討うたれた後に新しん王おうが生まれることとなる。

　もしもこの内容を、生徒会役やく員いんである自分に宿らされた場合、

　……僕の運命が、王を滅ほろぼす方に行く！

　どれほどの影えい響きようがあるかは解わからないが、術じゆつ式しきによる呪のろいは実現性を持ったものだ。掛かれば、迷めい信しんではなく、何らかの力で確実に王を害そうとするだろう。

　自分は生徒会役員であり、軍ぐん師しだ。己おのれの気付かぬ内に滅ほろびの呪いに操あやつられた身が、敵を招き入れ、罠わなを作るかもしれない。

　ならばここは確実に勝つしかない。呪いは払ったと、そう言わねば、

《幾いく度ど立とうとも、彼は敵を叩き潰すことに決めた。》

　だが、砕いた文字列れつはすぐに起きあがり、

〈マクベスよ、汝は死なない。〉

「……きりがないな！」

　更には、床ゆか穴あなの縁ふちにいたダッドリーが、不ふ意いに手て鏡かがみを宙に掲かかげた。

「セセセセシル！　これが見える？」

　それはセシルに向けつつも、眼がん下かの穴を示すものだ。そして鏡に映るのは、

「──ああああの従じゆう士しの機き動どう殻かくに直接〝わけあたえ〟てくれる？」

「え？　ええええ!?　矢を介さず直ちよく撃げきって──!?」

　アデーレの叫びの直後。一いつ瞬しゆんだけ荷か重じゆうが緩み、

「……!?」

　品しな川がわが上下に大だい震しん動どうした。
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　揺れる。その動きには、貨物の穴の底にある大型木箱コンテナの破は砕さい音おんもついていた。

　艦かんの震えから、一いつ拍ぱくの間をもって警けい報ほうが鳴り響ひびき始め、

『アデーレ様が地下三階まで貫かん通つうしました！　──以上！』

　貫通しただけならばまだいい。だが、

「うーごーけーまーせーん──！　か、貨物のフレームが嚙かみ込んじゃってまして！」

　下から響いてきたアデーレの声に、ネシンバラは奥おく歯ばを嚙んだ。

　……この荷か重じゆう術じゆつ式しきは──。

　基本は全体に対して上からの荷重で、個人と所有物ぶつに対しては個こ別べつ荷重が可能だ。ならばアデーレが下に落ちて、しかし動けなくなったならば、動けない彼女を介して、衝しよう撃げきが艦のフレームに直接入ることになる。

　救いがあるとすればウルキアガが前進していることだ。セシルが荷重をほどき、アデーレにぶつけるのは、あと一回が限度だろう。

　こうなると、ダッドリーが事じ態たいの鍵かぎだ。ダッドリーが鏡かがみでアデーレを捉とらえた瞬しゆん間かんに勝負がつくのだから。だからここは、ノリキか自分が行くべきだが、

「劇はまだ続いているよ」

　マクベスが立ち上がる。更さらにダッドリーが、

「セシル！　もっと舞い上がりなさい。かすっただけでも艦を沈められる程度にね！　そしてジョンソン！　アンタ早くセシルのフォローをしなさいよね。……残り時間少ないわよ！」

「Mate、その意味が解わかっているなら結けつ構こうだ」

　次の瞬間。こちらの視し界かいの隅すみで、ジョンソンがノリキから一歩を下がりつつ、両腰こしから下げている長いケースの蓋ふたを外した。中から覗のぞくのは、まず冷気の白い気体と、そのまま手を突っ込まれて引き抜かれる、

　……剣!?

「Audience、ファイナリストの奇き跡せきを知っているか」

　ジョンソンが手にし、一歩を着地するより早く掲かかげたのは、

「人間は、百メートルを十秒以内に通過出来る。神かみ々がみの時代から既すでにそれは可能だった。だから人間は、その後にこんなことも考えた。ありとあらゆる手段を使い、しかし人体を用いて記録を縮めるにはどうするかを。その答えの一つが──」

　答えは、宙を舞う彼の両の手の中にある。液体の入った一メートル強の硝子ガラスシリンダーと、剣のようにも見える長大なピストンが示すのは、

「ドーピングだよ」
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　シリンダーにピストンを差し込み、ジョンソンは着地しながら体を前に倒した。手の中で一つにした注射器きを回し、柄え尻じりにも見えるピストンの尻を地面に当て、

「──私の〝百メートル詩し作さく〟の相手を頼むよ」

　身を前に、クラウチングスタートの姿し勢せいをとった。その動きでシリンダーが押され、液体が鈍い音をもって詩人の体に注入され、

「──!!」

　ジョンソンの全身に血管が浮き上がり、それを下から押し上げるように筋肉の束たばが膨ふくれた。一いつ瞬しゆんで肌はだから汗がこぼれ、体温の熱を告げる蒸気が全身と口から溢あふれ、

「叙じよ情じようが漲みなぎる……！」

　更さらに前まえ屈かがみに深くした身から、空になった注射器きが外れた。直後。ジョンソンは緩やかにも見える一歩を、全身の躍やく動どうとして前に放ち、

「──言げん語ご野や潑はつ剌らつ！」

　足あし裏うらに、速度と疾しつ走そうの意味を持った言語を連続多た重じゆうさせ、

『心は瞬しゆん間かん的に燃え上がる』

　飛ぶように出た。

　一歩は数メートルの跳ちよう躍やくとなり、全身から吹く蒸気に任せるように身を翻ひるがえした彼は、ノリキに対し後方回かい転てんの後ろ回し蹴げりを、

『ぶちぬけ青春……！』

　対するノリキは木材を両手構かまえにしてその蹴りを受け止めるが、

「く……！」

　木材が青春で破は断だんした。折れ砕けるのではなく、足刀ともいえる一いち撃げきによって割れ、中央に割かつ絶ぜつの空白が開く。そこへと、空中で二回転を入れたジョンソンの回し蹴りがまっすぐ届き、

「You、そこはコース外だ」

　突き刺さすような一撃が、ノリキを貨物の穴へとぶち込んだ。

　そのまま、蹴りの反動で前に跳んだジョンソンは、ノリキが穴の内ない壁へきに激げき突とつした音に振り向くことなくウルキアガへと向かって突っ走った。そしてジョンソンは聞く。もはや背後となった方向から響ひびく敵の軍ぐん師しの声を。その内容は、ただ単純に、

「ウルキアガ君！　──退たい避ひしてくれ！」
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　ネシンバラは思う。荷か重じゆうによって満足に動けないウルキアガが、ジョンソンの一撃で負傷でもしたら無む駄だな損そん害がいだと。だから彼は退避してもらうが、そうなると後は自分だけだ。

　……だとしたら、この状況を切り抜ける方法は──。

　ある。が、そのためにも、ネシンバラは思し考こうを書き上げた。

《言葉と共に、迫る呪のろいを叩たたき潰つぶす。》

　叩き潰し切れはしないが、一瞬の間が空あく。あとは即そく座ざにシェイクスピアへの一撃を入れ、

　……鏡かがみでバルフェット君を捉とらえようとするダッドリーを止めるしかない！

　思い、シェイクスピアへと振り返った身は、しかし一つの光を見た。それは、

〈愚おろかなるマクベス夫人。

　夫に連れ添そい、しかしその野や心しんに共鳴して燃えた女。王の暗あん殺さつを手伝い、だが──〉

　だが、

〈王達の亡ぼう霊れいに怯おびえ、やがて闇やみに落ちて死ぬ。〉

　シェイクスピアとこちらの間に、明らかに女の形をした影が立ち上がった。舐なめるように立ったそれは、マクベスと同じようにほぐれ、垂れ零こぼれるように躍おどりかかってきて、

「……！」

　ネシンバラは新しい敵に一いち撃げきを入れた。が、それだけではない。彼は更さらに、

《彼は、全ての敵を殴なぐり続けた。それは止めどなく、ゆるみもしない連れん打だだ。》

　と、ネシンバラは連れん続ぞく設定の描びよう写しやを入れる。背後となったマクベスと、正面にいるマクベス夫人とシェイクスピアを打だ撃げきし続け、立ち上がらせない。こうして敵を動けなくしてから、ネシンバラはダッドリーへと駆け寄ろうとする。

　しかし、まだ、光は消えていなかった。光があるのは、打撃の連打を文字の障しよう壁へきで防ぐシェイクスピアの背後。そこに見える文字が作るのは、

「……え？」

　影が見える。それも、十や二十ではなく、三桁けたを超える数だ。どれもこれも木々に似た、しかし剣と盾たてを持った姿で、

「バーナムの軍ぐん勢ぜいが君を狙ねらっているよ、マクベス」

「マクベスって、僕はまだ……」

　捕らわれていない筈はずだ、と言おうとしたときだ。ネシンバラは気付く。自分の足下に、文字が渦うずを巻くようにして広がっているのを。

　シェイクスピアが、つぶやくようにこう言った。

「役そのものが取り憑つくことが出来なくても、役が潰つぶされたら、やはり誰だれかが配はい役やくされるべきだよね？　だからそういうときは、──スポットライトが選ぶのさ。次の演えん者じやを」

　光の輪によって照らされたネシンバラは、こちらへと一歩を踏み出したバーナムの軍勢を見て疑問を放つ。

「……それだけの文字列れつを排はい出しゆつする術じゆつ式しきなのに、どうやって拝はい気きを確かく保ほする!?」

「疑問かい？」

　と、シェイクスピアが、横の紙かみ袋ぶくろから無む造ぞう作さに取り出した物がある。腕わん甲こうにも似たそのシルエットは、しかし白と黒の色と立体によって構成された盾たてだ。

　鈍く青白い光を帯びた盾の、そのフォルムに、だがネシンバラは息を詰めた。

「──大罪武装ロイズモイ・オプロか！」
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　Ｔｅｓテスタメント．、とシェイクスピアが答える声を、ネシンバラは聞いた。

「──英国の大罪武装ロイズモイ・オプロ〝拒絶の強欲アスビザ・フイラルジア〟。八はち大だい竜りゆう王おうを名乗る気はないけど、いい武ぶ装そうだ。何しろ通常駆く動どうでは防ぼう盾じゆん効果。そして超ちよう過か駆動の効果は、これがまたとても簡単なものでね。ただ単純に〝自分が受けたあらゆる痛みや傷みを持ち主に流体として与える〟んだ、これ」

　シェイクスピアは、頷うなずきとともに告げる。

「君のぶつけてくる衝しよう撃げきもだけど、もっともっと莫ばく大だいな攻こう撃げきを、僕は常に受けていてね。

　そう。君もそれを、僕にぶつけたことがあるよね」

「それは……」

「Ｔｅｓ．、──批ひ評ひよう、だよ」

　シェイクスピアが、ふと、顎あごを軽く上げて、空を見た。

「ネシンバラ・トゥーサン、三征西班牙トレス・エスパニア出身、親は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの戦せん闘とうで失い、諸しよ事情にて小しよう等とう部ぶ入学前に武蔵むさしに移住。

　中ちゆう等とう部ぶ二年次じに、聖せい連れんの執とり行っている学生小説賞しように応おう募ぼ。小しよう編へんで優秀賞を受賞。最さい年ねん少しよう受賞記録をたて、注目される。聖連の文ぶん芸げい雑誌にそれは掲けい載さいされもした。だが──」

　声が聞こえる。

「以後、本を出すこともなければ、小編を雑誌などに載せることもない。

　やっていることといえば、同どう人じん誌しの製作と、批評活かつ動どうだ」

　何な故ぜ書かないんだい？　という問いかけに、ネシンバラは息を詰めた。

　……それは──。

　何かを言おうと思う。学業が忙しいからだ、とか、同人誌製作だってちゃんとした創そう作さく活動だ、とか、最近は特に生徒会などで忙しかった、とか、いろいろだ。しかし、

「どうだい？」

　告げられる言葉は無む表情を発生源げんとしていた。背後にバーナムの軍ぐん勢ぜいを置き、こちらをスポットライトで照らした彼女は、

「〝作さく品ひん世界の設定が薄い〟と、──僕の作業と、準備設定を見てもいないのにそう言った。

〝作品に矛む盾じゆんがある・問題点がある〟と、──そう言いつつその理由や箇所を述べず、自分の正否が追及されないようにしながら批判を行った。更さらには──」

　一ひと息いき。

「〝この人のやり方は間違っている〟と、──僕がそれで生活出来ていることを否定した。僕はそのやり方で生きているのにね」

「────」

　待て、とネシンバラは思った。どうしてここで、批評論ろんになるのだ、と。

　だが、彼女は眼鏡めがねを軽く持ち上げ、レンズ越ごしの視線をこちらに向けた。

「別に、君が僕の本をどう感じようと勝かつ手てだ。批ひ評ひようは結局の所、理論的な感想文ぶんに過ぎず、〝読んだ際の感情の発生を理論的に言えているかどうか〟で説せつ得とく力が変わるだけだからね。あらゆる批評はその人がどの部分に感情を発生したかの筋すじ道みち説明で、作品に対する一いち側面でしかない。ただ、──己おのれの批評も正解の一つに過ぎないと、君にはそう思えないようだけど。

　完全な意志疎そ通つうが出来ない疎通ツールである文字を使う以上、読む人によって違う感情が発生することが必然だというのは、最初に君も理解していただろうにね。

　まあ、業ぎよう界かい論ろんや作家論などを、自分が対たい象しようを追うことに飽あいたために何にでも通用するような漠ばく然ぜん論でそれらしく展開するだけにはなっていなくて、その点では幸いだ」

　解わかるかい？

「ネシンバラ君。つまりこう言いたいんだ」

　彼女は告げた。〝拒絶の強欲アスピザ・フイラルジア〟を掲かかげて、

「君の攻こう撃げきは僕に力を与え、──君の文章は僕に届かない」
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　シェイクスピアの宣せん言げんにも似た言葉と共に、劇が来た。

〈おおマクベス。〉

〈マクベスよ。覚かく悟ごを決めるときが来た。〉

　……揺らし、か！

　彼女にとって、今は自分の作品を展開する時間で、こちらはマクベスだ。敵かなわぬと知って、しかし覚悟を決めて討うち死にするマクベスと同一させるため、彼女は今の批評論を用いた。

　シェイクスピアの作さく風ふうは、聖せい譜ふ記述に拠よれば〝登場人じん物ぶつの心理、精神的な面を強く盛り込んだもの〟だ。そしてその通りの展開に、彼女はこちらを巻き込んできた。だが、

「く……！」

　まだだ、とネシンバラは思った。今、状況は進んでいて、自分にはなすべきがある。

　今さっきのシェイクスピアの言は、人々がこちらに対して疑ぎ念ねんを与える材料になるだろう。作家気き取どりでやったことに対しては、いろいろと言い訳わけもあるが事実だ。払ふつ拭しよくするのは難しいが、しかし、

　……ここでそんな心配にとらわれてどうする！

　心の中で叫び、ネシンバラは動こうとした。だが、

「あ、一つ言い忘れていた──、というか、聞き忘れていたことがある」

　何をだ。

「知っているかな。三征西班牙トレス・エスパニアには、密ひそかに、前ぜん総そう長ちよう兼けん生徒会長であるカルロス一いつ世せいが残していた、小しよう等とう部ぶ以前の子供を育てる機き密みつ教会施し設せつがあったのを。

　それはエナレスの特とく待たい部ぶにも繫つながるもので、内部では運動部、文化部、教きよう譜ふ部ぶに分かれ、各地の孤こ児じ達を集めて来るべき三征西班牙トレス・エスパニアの経済危き機きや衰すい退たいに備えようとしていたらしい」

「それが、……何だって？」

「十三年前、その施し設せつは内部から崩ほう壊かいしてね。

　三つの部を治めていた教員達が、それぞれの部が子供達に過か酷こくな修しゆう練れんをさせていると、運営に抗こう議ぎし、部を正そうとして内ない紛ふんしたんだ。

　だけどそれは、……一部の子供達が仕組んだことでね」

「──その、子供達は？」

「逃げ出したが、多くは捕まり、悪あく魔まが憑ついたとして処しよ刑けいされたよ。残りの子供達は逃げ切ってスラムや他国に移住したけどね」

　一ひと息いき。

「第十三無む津つ乞ごい令れい教きよう導どう院いん。──どうだい？　知っているかい？」

　問いかけを終えて、そこで初めてシェイクスピアの表情が動いた。

　口の端はが、弓に上がったのだ。

「ネシンバラ・トゥーサン。姓せいはネシンバラで、名前がトゥーサン。そして名めい簿ぼには、トゥーサンの字に、極きよく東とう所しよ属ぞくであることを示すためか漢字が当てられているね」

　言う。

「──十三トウーサン、と」
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「……！」

　ぞくり、とネシンバラが身を震わせた。直後、

〈覚かく悟ごを決めろ、マクベス。全ての加か護ごは失われた。〉

　文字列れつの波なみ打うちによって、ネシンバラが設定していた連続打だ撃げきが砕かれた。

　快音が響ひびき、ミチザネが扱っていた表示枠サインフレームが光の破は片へんとして宙に散じる。びっくりした動きのミチザネに、しかしネシンバラは振り向くことも出来ない。ただあるのは、正面にいる少女の笑えみと、

「ようやく見つけたよ。そして思い出せないかい[image: ]13、あの頃ころも──」

　声が響いた。

「──あの頃も君は僕を傷つけた！」

　前と後ろからマクベスであったものとその夫人が立ち上がり、バーナムの軍ぐん勢ぜいが進しん軍ぐんを高らかに開始する。軍ぐん靴かと鎧よろいの音が重じゆう奏そうして響き、更さらにダッドリーが、

「セシル！」

「みえたの──」

「ひいい！　自分、見ても面白くないですよ──!?」

　ダッドリーが狙ねらいを示す。その瞬しゆん間かんにネシンバラは決けつ断だんした。ここに上がる直前に放っていた通つう神しん文ぶんの行く先、一人の自じ動どう人形に対して声を放つ。その相手は、

「〝品しな川がわ〟！　──やってくれ！」

　叫びと同時に、ネシンバラは、

《衝しよう撃げきを放った。》

　それも、

《己おのれの左半はん身しんへと。》

　右腕にマクベスであったものが絡んでくるが、その文字列れつを振り払うようにして、

「っ……！」

　己で放った衝撃に、ネシンバラは吹っ飛ばされた。

　身は軋きしむ、左手の爪つめも幾いく枚まいか割れ、剝はがれ掛けもしているだろう。だが、体は右へと、貨物の抜けた穴の方へと飛ばされ、

「〝品川〟！」

『Ｊｕｄジヤツジ．！』

　返答が来た。そして直後に、

『再さい加か速そくして左へと旋せん回かいします……！　──以上!!』

　言葉と共に、全てが動いた。それも、全てを吹き飛ばすような加速と旋回が、だ。

　品川を先頭とするように航こう行こう体勢を整えた武蔵むさしが、重力加速を用いながら左へとターンを行ったのだ。それはネシンバラの指し示じによるもの。ここに来る際、彼が通神文で〝武蔵〟達自じ動どう人形に指示したのは、

「再加速して英国への距離を詰め、強ごう引いんに旋回に入ることで、……当とう初しよの予定よりも早く旋回動どう作さに入る！」

　その行為は、勝負のテーブルをひっくり返すことにも似たものだ。言うなれば、

「敵に決着のときを与えない、勝負の無む効こう化かだ！」
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　勝ち負けを無しにする、最後の手段。

　ネシンバラの合図と共に武蔵は強ごう引いんな挙きよ動どうに入り、左へ、北へと八はつ艦かんが高速旋回に入る。

　緩かん衝しよう制せい御ぎよが入っていてもなお、低い鳴き声のような大気の悲鳴が八艦から上がり、時とき折おり白いすじ雲が艦かん縁べりの鋭えい角かくな部分からたなびいた。

　回る。

　その上に作られていた戦せん場じようでは、ネシンバラが斜めに傾いていく穴に、受け止められるように落ちていく。そしてジョンソンが全身から蒸気を吹きだして右う舷げん側に走りながら、強い音の舌した打うちをした。

「You！　──強ごう引いんな手をよくも使う気になったな！」

　ジョンソンはドーピングで明確になった高速の思し考こうで思う。個々の勝負では英国側が勝っていた、と。だが、この高速旋せん回かいによって、英国への周しゆう回かい軌き道どうに強引に入られてしまい、

　……艦かんを止めるだけの被害を与えられなかった……！

　このまま自分達が残れば、危険だ。武蔵むさしは短たん時間だが加か速そくしており、併へい走そうするグレイスの船が振り切られる可能性もある。もしそうなったならば、自分達たちは離り脱だつ手段を失って捕ほ虜りよになるし、そのまま英国を周回されれば全国に恥はじを撒まくことにもなる。だから、

「Mates！　撤てつ退たいするぞ！　グレイスの船がこのままだと振り切られるからな！」

　言っている間に艦が北側を向く。このまま、右に滑すべる艦かん群ぐんを制せい御ぎよして前へ。あとは北に向かい、英国の周回軌道を得るだけだ。

　英国は、もはや手の届くような位置にはっきりと見えている。

　それも、高速に、激げき突とつしかねない近寄り方で、だ。

　武蔵艦かん上じようの皆は、牽けん引いんされる輸ゆ送そう艦かんの皆も含めて、乗じよう艦かんの左さ舷げん後部へと退たい避ひした。

「艦の傾きを少しでも助けろ!!」

　高速で、武蔵の八艦は空中ドリフトを掛けて英国西にし側がわの空へと突っ込んでいく。







[image: 第九章『落下場所の見物人』]
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　英国側からも、武蔵むさしの接近と回かい頭とうは見えていた。

　武蔵の巨きよ体たいは接近自じ体たいが危険行こう為いとなるため、甲かん板ぱん高だかを英国の基礎部ぶよりも低くする高度を取る。ゆえに英国の上じよう層そう部ぶ、市街からは、武蔵が船ではなく、移動する都市のように見える。

　現在、英国の南西岸からは、左さ折せつで傾いた武蔵の表ひよう層そう部ぶが建物一つ一つまで確かく認にん出来、更さらにはそれが高速で北に流れていくのが見えた。

　だが、武蔵の甲板縁べりや、表層部の建物の幾いくつかは高速旋せん回かいを示す弧こを霧きりの尾で示し、緩かん衝しよう制せい御ぎよでも消し切れない大気の軋きしみが英国自じ体たいを震しん動どうさせる。

　英国側も、その浮ふ上じよう島とうの構造を僅わずかに駆く動どうさせていた。英国を構成する四ブロック四よん層そう式しきの地ち殻かく構造体たいを、出来る範はん囲いで東側へと下げていたのだ。

　四よん階かい層そう目めを囲むようにある遠とお浅あさの海が、反動で西からこぼれた。散った海水は高度二キロの宙に散って潮しおの霧きりとなる。

　大気の霧と海の霧が混じり、武蔵と英国側そく面めんの間で圧あつ迫ぱくされた大気の駆け上りによって空へと唸うなって舞い上がる。

　数百メートルの霧の柱とカーテンが空に昇る向こうを、空に浮く街の造ぞう形けいが駆け抜けていく。

　艦の挙きよ動どうは、激げき突とつコースからぎりぎりの回かい避ひラインに乗ったらしい。

　武蔵は、しかしコーナーリングの傾きを消せぬまま、焦りを帯びたような速度で北上する。

　速度を落とせば艦の傾きが戻り、その勢いで英国に激げき突とつするからだ。

　ゆえに速度を落とさず、何とか西へと軌き道どうを送ろうとする武蔵を見るのは、第四階層西せい岸がんの住民達たちだ。海岸と付近の土地を生産の場として生きる非ひ学生の民たみ達は、皆、武蔵の接近と回かい頭とうに対し、作業の手を止めてその推すい移いを見守るしかない。

　だが、そんな中で、

「──〝傷有りスカード〟様！　退たい避ひしなければ危ないでありますぞー!?　武蔵が回避軌道をとってアイルランド方面からの周しゆう回かい軌道に入ろうとしているとはいえ、戦せん闘とうによって生まれた破は片へんや風で何が起きるか解わかりませんからな──！」

　白の砂浜上。遠浅と空を水平に望める場所に、男の声が生まれた。
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　声の持ち主は烏からすだった。それも三本足の、だ。紺こん色いろの学生服の上着をまとった烏が三本足で砂浜を跳ねていく先、波打ち際ぎわには瘦そう軀くの人ひと影かげが立っていた。

　彼が呼びかけた先、〝傷有り〟という字名アーバンネームの影がある。それは緑色のフード付き長ちよう衣いをまとっており、足には鉄てつ杭くいの鎖くさりがついた足あし枷かせを嵌はめられていた。

〝傷有り〟の正面には、潮が強く引いた遠浅の海があった。砂と岩がん盤ばんの底が見え、魚さかな達が跳ねる荒れた水面だ。そして、空からも、

「────」

　外がい縁えんから空にこぼれ、吹き上げられた海うみ霧ぎりに含まれていた魚さかな達が、浜に落ちてきていた。

　烏からすは、周囲にまばらに落ち始めた魚の姿に振り向くと、

「やや、大たい漁りようでありますな〝傷有りスカード〟様！　これは目め出で度たいことで──」

　という烏の言葉が途と中ちゆうで止まった。〝傷有り〟のフードが、こちらに振り向いていたからだ。

〝傷有り〟は、身を前に曲げて足下にある鉄てつ杭くいを拾う。そして遠くを流れていく武蔵むさしの方をちらりと見ると、空あいた手に懐ふところから一冊の分ぶ厚あつい本を出す。手はそのまま本を開き、

「Ｊｕｄジヤツジ．、周しゆう回かい軌き道どうか。──それでグレイスが出ているのだな。高速船せんを扱えるだけでなく、北は彼女の土地だから。しかし、今日は墓ぼ所しよに行く前に漁りようをしようと思っていたが……」

「……が？」

　Ｊｕｄ．、と〝傷有り〟は頷うなずいた。フードの揺れる下に見える顔は、鼻上から左頰ほおを渡る剣けん傷しようを持っている。首も、長ちよう衣いの袖そでから見える手や下か腕わんも、幾いくつかの裂れつ傷しようを白く浮き上がらせている。そして〝傷有り〟は、本のページを手て指ゆびでめくりながら、

「ミルトン、……まさか、私の術じゆつ式しきによる漁ぎよ法ほうまがいのことを武蔵むさしにされるとは思わなかったな。内燃拝気ブレスが少々浮ういたと考えるべきか。いや……」

　背後に、迫るような武蔵の街がい影えいを置き、風と轟ごう音おんに長衣を揺るがせながら、〝傷有り〟は鉄杭を持つ右の手を掲かかげた。その手には、蛍ほたるのように青白い光の球が幾いくつもまとわりついており、

「このやり方はスマートではないな」

　言葉と共に、〝傷有り〟が杭を持つ手を振り上げた瞬しゆん間かん。浮いていた光の球が消え、

「戻れ」

　その一ひと言ことに頷うなずくように、背後で荒れていた海と暴ぼう風ふうが、不ふ意いに静まった。

　一いつ瞬しゆんで、海も風も、武蔵の通過を無視して平へい穏おんなものと変わったのだ。
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「──宜よろしい」

〝傷有り〟の言葉に応じるように、緩やかな波がその足下で身を止めた。

　ミルトンは、己おのれの眼前で静止した海に息を詰める。

　彼の正面にある海は、もはや水みず柱ばしらも露あらわになった海底もなく、ただただ緩い波を寄せているだけだった。それも武蔵の風は相変わらずなのに、だ。

「この術は……」

「海と風の精せい霊れいが外にこぼれて困っているようだったのでな。精霊は自分達のルールを超えた動きがとれない。だから精霊術で声を掛けてやっただけだ。同調者が多かったので大だい規模になったが、いつもの漁でやっているのより拝気量りようは少ないぞ」

　だが、と〝傷有りスカード〟は話題を変える一ひと言ことを告げる。

「これから墓ぼ所しよに行くが、ミルトン、……先ほどから、何か妙みような音が聞こえないか？」

「音？　ですかな？」

　烏からすのミルトンは、両の翼つばさを額ひたいの上に掲かかげ、三本足を捻ひねって辺りを見回すようにする。だが、武蔵むさしの行く低音の響ひびき以外は、

「──風に詳しい私めにも、武蔵とその周辺以い外がいの音は取れませんな。〝傷有り〟様は心配性ゆえ、今回のような武蔵の接近に対して心を動かしすぎなのでは？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうかもしれんな。そして、……ミルトンはいつも落ち着いているのか」

　ははは、とミルトンは胸を張った。右の翼つばさを握りにして胸を叩たたき、

「男ミルトン、動じるようではこの第四よん階かい層そうの管理など出来はしませんぞ」

「Ｊｕｄ．、そうだな。先日もセイルの家のお産で、肝かん心じんなときに部屋の隅すみで聖譜テスタメントに祈る仕事を始めたのはいい落ち着きだった。産さん婆ばも言ってたぞ。邪じや魔まにならなくて助かったと」

「ははは、人じん望ぼうでありますなー！」

　笑ったミルトンは、しかし、あるものを空に見た。

　それは、あり得ないものだった。

　武蔵の向こうの天上に、いきなり、白の直線軌き道どうが三つ見えたのだ。その軌き跡せきの意味は、

「砲ほう撃げき──!?」
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　武蔵と英国に対する、射しや撃げき主しゆ不明の砲撃が西の空に突とつ然ぜん生じた。

　霧きりの尾を引いて武蔵と英国に向かう砲ほう弾だんは三発。どれも浅く空気を搔かく音を立てており、

「〝傷有り〟様！」

　ミルトンの声にはっとして空に振り向いた〝傷有り〟が、彼と同じものを見て叫ぶ。

「──対たい艦かん用ようの低てい速そく弾だん!?　大型艦かんでなければ速度確かく保ほ出来ない代しろ物ものだぞ!?」

　だが、声に含まれた疑ぎ念ねんは、次の瞬しゆん間かんに抗議にも似た言葉を生んだ。

「ステルス航こう行こう出来る敵てき艦かんが、英国近きん海かいに来ていたのか!?」

　言っている間に、幾いくつかの現げん象しようが生まれた。それは武蔵と英国が敵てき襲しゆう警けい報ほうを高く高く鳴り響ひびかせたことと、

「──！」

　戦せん艦かんの装そう甲こうをぶち抜くための対艦砲弾が、重力航行用ように表面部ぶを展開していた武蔵に直ちよく撃げきしたのだ。

　至し近きん距離とも言える、不明の空からの二発。

　着ちやく弾だんの破は砕さい音おんは、重なる一いち音おんとして武蔵の左さ舷げん側から空へと爆ばく発はつした。
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　被ひ弾だんと破は壊かいは一いつ瞬しゆんだった。重力航こう行こうによって各かく艦かん長ちよう権けん限げんの大部分が〝武蔵むさし〟に移行されていたことと、自じ動どう人形の性質である均きん等とう性ゆえ、非常事じ態たいへの対応が遅れ、

『──重力障しよう壁へき展開間まに合いません！　対たい内部衝しよう撃げき緩かん衝しように出力移行します！　──以上』

　統とう御ぎよされた共通思し考こうの中で決定が為なされた直後。高速巡じゆん航こう中ちゆうの武蔵むさし左さ舷げん一番艦かんと二番艦が、被ひ弾だんと共にその左舷前ぜん部ぶを破は裂れつさせた。

　起きた轟ごう音おんと震えは二発分ぶん。一発分は武蔵の上空を抜けたが、二発は直ちよく撃げきした。

　当たった砲ほう弾だんは、貫かん通つうと同時に衝撃で変形し、割れ散った。その破裂で砕かれたのは、重力航行から惰だ性せい航行用ように展開していた外がい翼よく部ぶを中心とする左舷前ぜん側そく部ぶだった。

　浅あさ草くさの左舷側にある前部外翼と、村むら山やまの左舷後こう部ぶ外翼は、それぞれ武蔵の側部を守る盾たてのような構造に展開していたが、被弾によってその形状が大きく歪ゆがんだ。

　幅十数メートルの外翼は衝撃と破裂によってたわみ、しかしフレームの存在ゆえに砲弾の与えた力は逃れることが無い。巨大な外翼はまず被弾部を穴と共に窪くぼませ、そして内部のフレームを曲げて捻ひねった。左舷に退たい避ひしていた人々は進行する破は壊かいに対し、

「……低速の実じつ弾だんなんて重くてデカいものを！　それを撃うち込める大型艦かんを三征西班牙トレス・エスパニアがステルス障しよう壁へきともに完成させ、高速航行で着いてきていたってことか!?」

　問いかけに答える声はない。空にも敵てき艦かんの影はない。応じる言葉もないままに、ただただ現げん象しようとして破壊は進行した。

　壊こわれていく。

　フレームの歪ゆがみによって外がい壁へきや内ない殻かくが剝はがれるように亀き裂れつし、衝撃などを緩衝していた流体の供給がストップした。結果として起きるのは、

「──!?」

　見る者の視線の先で、硝子ガラスが割れるように外翼の装そう甲こうと内殻が分ふん砕さいした。

　更さらには甘く砕けた装甲と内殻の内側に風の対たい流りゆうが飛び込み、亀裂を広げ、風船のように内殻を膨ふくらませては破は砕さいの領りよう域いきを広げ、

「左舷側退避！　──外翼が来るぞ!!」

　空気抵てい抗こうを受けて羽ばたくように踊った外翼が、もはや歪んだフレームの骨ほね状態となって、

「耐たいショック体勢取とれ──!!」

　左舷を打撃した。
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　音が響ひびき、激げき震しんが散った。

　艦かんの中央にある基本構こう造ぞう体たいは重力障壁の応用である衝撃緩衝によって守られたが、外翼内うち側がわに面する内部装そう甲こうはその多くが砕くだかれた。

　同時。各所を砕かれたことによって、流体送そう燃ねん管かんや循じゆん環かん系けいから循環物ぶつが空へとぶちまけられ、高速と高度によって霧きりや煙に変化する。

　風が躍おどり、空が軋きしみの声をあげていく。そして武蔵むさしの左さ舷げん側が一いつ瞬しゆんで白のたなびく霧や煙に覆おおわれる頭上で、一つの動きが起きた。

　武蔵上じよう空くうを抜けた三発目の砲ほう弾だん。明らかに英国中ちゆう層そう部ぶを狙ねらった一いち撃げきに対し、英国側がわからの迎げい撃げきが為なされたのだ。それは、〝武蔵〟の艦かん内ない警けい報ほうによれば、

『英国側、最さい上部第一階かい層そうアングリアから流体反応確かく認にん！　──出力照しよう合ごうによれば本ほん土ど防ぼう衛えい用術じゆつ式しき剣けん・王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンと判はん断だん出来ます！　皆様さま、対たい衝しよう撃げき体勢を！　──以上』

　言葉の意味するものは即そく座ざに来た。

　光だ。

　一瞬の光こう条じようが、まだ遙か遠い位置にある英国から、武蔵へと文字通り突き込まれたのだ。
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　空を薙ないだ光の形は、剣そのものだった。

　英国中心部から発された光の形状は幅二十メートルほど、厚み二メートルほどのブレードだ。

　だが、長さは空を渡っていた。

　英国中心部から武蔵まで、直線距きよ離りにして十キロ以上はある。それだけの空間を光は到達し、

「──!!」

　剣けん先さきは、空を飛ひ翔しようする砲ほう弾だんを横よこ一いつ線せんの一撃で薙なぎ払った。

　右う舷げんの多た摩まにて、風を浴びつつ光を見た浅あさ間まは、知識として知る言葉をつぶやいた。

「英国の守りの要かなめ、王賜剣二型の一撃は、対たい象しよう物ぶつを切り開くもの……」

　切れ味は悪い。だがそれ故ゆえに、対象は剣と、そこから生じる長大な衝撃波によって砕き切られ、更さらには術じゆつ式しき的てき効果によって、

「英国側に倒れず、外へと切り飛ばされる……！」

　言葉の通りのことが、彼女達の眼がん前ぜんで生じた。

　切り裂さかれた大気の圧あつ撃げきは破は裂れつし、英国側ではなく、武蔵側に襲おそいかかった。

「……!!」

　大気の瀑ばく布ふが、空から降るようにして武蔵を打撃する。
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　空のボディープレスに対して行われたのは、即そく座ざの判はん断だんと結果だった。

〝武蔵〟は旋せん回かいのために後方へと送っていた左さ舷げん艦かん群ぐんの高度を下げさせ、右上から来たる爆ばく圧あつに対し、右う舷げん艦群を前まえ上うえ側がわに出すことで対応する。

　衝しよう撃げきで英国側に横おう転てんしないよう堪こらえる体勢だ。

　直後。武蔵むさしの右う舷げん三さん艦かんが、長ちよう大だいな光こう剣けんの陰に入り、

「……っ！」

　右舷の三艦が、その表ひよう層そう部ぶに白の色を得た。

　英国の放った王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンによって裂さかれた大気が、武蔵の緩かん衝しよう処理に当たったのだ。

　大気は自じ重じゆうと勢いによって自らを圧あつ縮しゆくし、莫ばく大だいな霧きりの衝しよう突とつ爆ばく発はつを武蔵上じように生む。

　白の霧は中央二艦にも生じ、武蔵八艦のほとんどが白の圧に上から打撃される。

　だが、上昇を掛ける右舷三艦上で生じた白の瀑ばく布ふは、瞬しゆん間かん的に分ぶ厚あつさを増し、轟ごう音おんを立てながら三艦の縁へりより下にこぼれていった。

　マストが洪こう水ずいのような霧む波はを裂き、町の背となっている屋根群ぐんが、やがて水底から起き上がるようにしてその姿を現していく。

　鳴めい動どうが響ひびき、艦が吠ほえるように揺れた。

　しかし、後部に流れていく白の津つ波なみが、大きく砕かれた。

　武蔵アリアダスト学がく院いんの校舎が、白の圧を突き破ったのだ。

「────」

　抜ける、と誰だれもが思った直後。大気の爆圧が、あるものを打撃した。

　それは、奥おく多た摩まの後部に牽けん引いん帯たいで連れん結けつされていた輸ゆ送そう艦かんだ。そして輸送艦の牽引帯が、

「──!?」

　その主部となっている一本がいきなり断だん裂れつした。誾ぎんの砲ほう撃げきを受けていた一本が弾はじけたのだ。

　次の瞬間、支えの一本を失った輸送艦は、蛇だ行こうするように宙で揺れ、

「……!?」

　多くの人々の疑ぎ念ねんの叫びと共に、急きゆう激げきに艦かん体たいを右へと倒していった。
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「傾くぞ！　……このままだと牽引帯に引かれ、高たか尾お表層部に当たっちまう！」

　断たれた牽引帯が左舷側を押さえていたため、輸送艦は急速に右へ、高尾へと傾いていく。

　ならばどうする、と皆がお互いの顔を一いつ瞬しゆん見合わせたときだ。

　二ふた代よの声が鋭く響ひびいた。

「総そう長ちよう！　──逆ぎやく舷げんの牽引帯を断つ許可を得られるで御ご座ざるか!?　この輸送艦を武蔵から切り離したいので御座る！」

　二代は、輸送艦を離り脱だつさせる判はん断だんを総長であるトーリに振った。それが、上うわ役やくがいるときの正しい対応だからだ。が、

「おや？」

　二代が見た位置、右舷側がわの縁へりには、ロープに結びつけられた葵あおいがいる筈はずだった。

　だが、今、ロープの結び元である甲かん板ぱんの手すり近くには、葵あおいがいない。

　あるのは、手すりに結ばれたロープだけだ。

　ロープの先せん端たんは、傾いた甲板縁べりから手すりの向こうの船外へと落ちている。ときたま、先に何か重い物が吊つるされている動きでロープが揺れるのに対し、二ふた代よは眉まゆをひそめる。

「……拙せつ者しや、まさか第一発見者になるとは」

　と、背後から正まさ純ずみの声が、

「二代！　どうした!?　……葵がいないのか!?」

「いや、正純、……総そう長ちようは、いると言えばいるので御座るが。否いな、過去形けいの方が良かろうか」

「あ？　どこいるんだあの馬鹿は!?　さっきまで手すりに立ってマドロスごっこやっていたかと思ったら、全く……！」

「いや、あの、正純、よく聞いて欲しい。……お主ぬしが間かん接せつ的に殺人を犯したとしても、拙者は味方で御ご座ざるぞ？　白しら州すでは有利な証しよう言げんをすることを約束しよう」

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、と聞いてない正純は、辺りを見回し、

「本気でいないなあの馬鹿は。──二代、副ふく会長として依頼する。左さ舷げん側の牽けん引いん帯たいを割かつ断だんしてくれ。葵がいないが、後で私達から説明すればいいだろう」

「Ｊｕｄ．、では正純、少々向こうを向いているが良い」

「ん？　向こう？」

　と正純が艦かん尾び側を見た瞬しゆん間かん。二代は加か速そく術じゆつで手て摺すりに寄ると下を確かく認にんせずに蜻蛉とんぼ切きりでロープの結び目を断った。ロープが宙に躍おどって落ちていくのを見た二代は、一つ頷うなずき、

「……証しよう拠こ隠いん滅めつ。これにて、一いつ・件けん・落らく・着ちやく……！」

「？　……二代、何かあったのか？」

　友人の人生に傷を与えてはならぬという判はん断だんから二代は答えず、左舷側の牽引帯に向かって蜻蛉切を振りかぶった。

「──結べ。蜻蛉切！」

　割断力りよくが走り、牽引帯を断だん裂れつした直後。しなった牽引帯が戻る反動で、

「……っ！」

　輸ゆ送そう艦かんは、武蔵から受けている慣かん性せいも含み、高速のオーバースイングで右舷側、英国の海岸へと投げ飛ばされた。
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　霧きりの瀑ばく布ふを抜けたと同時に、学がく院いん前の橋きよう上じようにいる〝武蔵むさし〟は現状を再さい確かく認にんした。

　今、上空にあった〝王賜剣二型Ｅｘ．カリバーン〟の光は消えている。

　そして輸送艦が英国沿えん岸がんへと落下している。

　しかし、輸送艦を救おうにも、破は壊かいされた左舷の制御と右う舷げん上空から来た大気の圧あつ壁へきに対する緩かん衝しよう制せい御ぎよでこちらの処しよ理り能力は限界だ。だとすれば、現状における最善は、

『──！』

〝武蔵むさし〟は輸ゆ送そう艦かん側に英国の地表データを送る。英国から付与されたものに、輸送艦が着ちやく地ち出来る場所を追加したデータだ。その答えは、

　……第四よん階かい層そう、海岸部！

　振り仰あおいだ頭上、輸送艦が揺らぎ、次の瞬しゆん間かんに勢いよく英国側へと吹っ飛んだ。

　武蔵という長大な壁に跳ね返った風の大圧が、輸送艦を横殴なぐりに打撃したのだ。輸送艦は牽けん引いん帯たいに振り回された勢いもあって、斜め下一直線に英国へと落ちていく。

　もはや乗員の皆に任せるしかないと理解した〝武蔵〟は、だが、

「──？」

　不意に、下方からの声を聞いた。

　風と、艦を揺らす振しん動どうがあるというのに、それでも橋きよう上じようへと上がってくるのは、

「おや、小こ西にし様に、他、商しよう工こう団だんの方々。どうなされましたか？　──以上」

　と、商工団の代表であり、暫ざん定てい議会の一員でもある小西が応じた。

　彼は眉まゆを立て、抗議の動きで腕を広げると、

「どうもこうも、私達の売り物や今後の貿易に関する支し障しようなど、一体どうされるお積もりですかな!?　我々は武蔵の生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうに協力するつもりではありますが──」

　と集団の先頭に立つ小西が両腕を広げて、訴えるように、

「今回のこの戦せん闘とう！　〝武蔵〟殿どの！　責任者はどこですか!?」

　言った小西の両腕に、空から全ぜん裸らのトーリが落ちてきた。

　先ほど、輸送艦が吹っ飛んだ際に落下したものだろう。

　しかし、打音にも近い響ひびきと衝しよう撃げきととも降ってきた首くび縄なわ付つきの全裸を、小西は青あお筋すじ入った四し股こ踏み姿し勢せいで受け止め堪こらえ切り、

「うわああああ！　〝武蔵〟殿！　空から全裸が──！」

「おお？　コニタンこんなとこで何やってんだよ!?　しかも二度ネタだぜコレ！」

　つまり受け止めなければネタの鮮せん度どとして良かったのですね、と〝武蔵〟は判はん断だんし、そして小西に対してこう言った。

「最さい高こう責任者ですので、御ご自由にどうぞ。──以上」

　と、〝武蔵〟は、輸送艦に送った補正航こう路ろの行き先をみて、しかし、

「Ｊｕｄジヤツジ．、行き先は第四階層、……最さい下か層そう海岸ですか。──以上」

「え？　アイツら落っこちてんの!?　どこどこ!?　ってかホライゾンもだよ！」

「Ｊｕｄ．、もうここからだと見えないかと。そうですね、時間にして、あと──」

〝武蔵〟は言った。

「二秒ですね。──ハイ落ちました。──以上」
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　不ふ時じ着ちやくの直前、英国側の第四よん階かい層そう西にし海岸部ぶでは、落下する輸ゆ送そう艦かんに対して〝傷有りスカード〟とミルトンが近きん隣りんの集しゆう落らくの人々への避ひ難なんを促うながしていた。万まんが一いちのことや、破は片へんの飛ひ散さん、そして、

「地じ震しんや、地ち脈みやくの乱れ、育成地ち殻かくの断だん層そうが生じる可能性もある！　いつものときのように中央広場へと急いでくれ！　火の元の始し末まつだけ忘れずに！

　──ミルトン、皆を先せん導どうしてくれ。私は現場を見て、安全が確かく認にん出来たら戻るから！」

　敬けい礼れいするミルトンと分かれた〝傷有り〟は、集落を走り抜けながら声を掛けていく。右足の足あし枷かせと鎖くさりを鳴らしながら行く〝傷有り〟の上空には、白い霧きりの尾を引きながら輸送艦が落ちてきている。だが、

「この二十三番ばん地ちが最後か。……表示枠サインフレームの使える者がいれば一いち時じ避難も楽なのだが」

　まあ私も同じ身分か、と自じ嘲ちよう気ぎ味みに言う〝傷有り〟は、走り、最後の集落を抜ける。

　横、海側から海面が幾いくつも盛り上がり、水の色をした馬うま達が顔を出す。幾いく頭とうかは輸送艦の落下地ち点てんから退たい避ひするようだが、幾頭かは振り返って海草で出来た鬣たてがみを揺らし、

『スカード　おいそぎ？』

「Ｊｕｄジヤツジ．、ちょっと危ないから向こうで遊んでいてくれ！」

『したがおう　──スカード　しょうじき』『いつも　はなし　きいてくれる』

『あそぶの？』

　子馬が〝傷有り〟と遊ぼうとして陸おかに上がりかけるが、親馬が鬣を嚙かんで止める。

　その光景に〝傷有り〟は小さく笑う。

　だが、走る〝傷有り〟の背後から、いきなりの声が来た。振り向けば、避ひ難なんする二十三番地の住人で、黒の濡ぬれ髪がみを乱した女性バンシーが、白い顔を青ざめさせて、

「〝傷有り〟様！　うちの子達が向こうに!!

　……丘の向こうから、まだ帰ってこないんです！」

　その言葉を聞いただけで、〝傷有り〟は走る速度を上げた。後あと追おいのように届く声が、

「──水の湧わき出るところに、蟹かにが捕れるからと……！」

　Ｊｕｄ．、と〝傷有り〟は頷うなずき、右手の鉄てつ杭くいを掲かかげて見せた。それで充分だ。急ぎ行く浜の向こう、右手側の丘が張り出している。〝傷有り〟は、

「あの丘の陰、入り江の墓ば所しよの手前だったな。──間に合うか？　否、漁りようや治ち療りよう以外に術じゆつ式しきを使うのは久しぶりだが……」

　頭上、もはや手が届きそうな位置にある輸送艦を見て、一気に丘を駆け上る。

　高速の疾しつ走そうの先に見えたのは、

「──あれか！」

　丘を下れば、地じ盤ばんの岩いわ場ばを所々に露あらわにした砂浜に届く。

「このあたりの岩場は育いく成せいが速くて、水みず漏もれや水みず抜ぬけの空くう洞どうが多く、崩れやすいのだが」

　地図上じようでも、崩ほう落らく危険地ち帯たいとなっている筈はずだ。

　だが、大人おとな達にとっては危ない場所でも、身み軽がるな子供達にとっては大人が入れない狩かり場ばであり、遊び場でしかない。

　そして、小さな狩かり人うどとも言える子供達が確かにいた。

　空から落ちる影の下。砂の上。空を見上げて動けずにいる小さな姿が三つ見える。

「……!!」

　落下の輸ゆ送そう艦かん上からも、何かの大声が聞こえる。

　吹っ飛んできた輸送艦から見れば、ここは人が来るには危険な崩落地帯であり、だからこそ着地の場所に選んだ筈はずだ。艦の傾きから見て、恐らく近くの集しゆう落らくに落ちないよう、限られた時間と位置取りの中、必死の操そう艦かんで来たのが解わかる。

　だが、丘によって生まれた死角の中に、子供達がいた。

　輸送艦側がわは、どうにかしようとしているが、もはや操艦で解かい決けつ出来る時間帯たいを過ぎている。

「ならば……！」

　走り、〝傷有りスカード〟は鉄てつ杭くいを持った右の手を前に、落ちる輸送艦に向けた。左手には分ぶ厚あつい書物を掲かかげ、書面に目を通しながら、

「悪いが、吹き飛んで貰もらう……！」
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　輸送艦上は、騒そう然ぜんとしていた。

　眼がん下かの海岸にいる子供達に気付いた皆が、それぞれの対たい処しよに動き出したためだ。

　一番先さきに反応したのは壁かべ役やくとして無む理り矢や理り連れてこられていた御お広ひろ敷しきで、

「うわ──幼よう女じよ！　うわ──幼女！　三人中二人ですよ!?　６６．６６６６６──」

「何言ってっか解らねえよ!!」

「い、いや小しよう生せい思わず興こう奮ふんしてしまい幼女に対して失しつ敬けい千せん万ばん！　ほ、ほら点てん蔵ぞう君！　君、忍にん者じやなのだから発はつ破ぱで自じ爆ばくしてこの艦をぶっ飛ばして下さいよ！　つまりババアと男は死ね！　幼女は生きろ！　あ、小生も生かす方向で一つ！」

　近くの二ふた桁けた人数が御広敷に正せい拳けんを叩たたき込んだ。

　そんな中、表示枠サインフレームを展開したミトツダイラが二ふた代よの肩を軽く叩たたく。二代が振り向き、

「如何いかがされたネイト様。──来る不ふ祥しよう事じに対し予約で介かい錯しやくが必要で御ご座ざるか」

「極きよく東とうの封ほう建けん騎き士しは刃じん傷じよう沙ざ汰たが好きですのね。ともあれ武蔵むさしから直なお政まさに忠ちゆう告こくいただきましたので私共で出来ることはやってみましょう。出来るかどうかは解りませんが──」

「出来るかどうかは、やって決めるもので御座るよ」

　と、二代はミトツダイラの前に出て先せん導どうするように一歩を踏み、しかし振り返って、

「……で、何処いずこへ？」

　その問いかけにミトツダイラは苦く笑しようする。そして彼女は表示枠サインフレームを一つ二ふた代よに渡して、これからの手て順じゆんを手て短みじかに説明した。そして二人は艦かん橋きよう側がわへと身を向け、走り出す。

　彼女達は艦橋前まえのハッチ、艦かん内ない部ぶに入る階段へと身を躍おどらせ、

「二代、上う手まく行けば、私と貴女あなたのそれぞれの君くん主しゆも喜ぶ筈はずですわ」

　一ひと息いき。

「皆は最さい善ぜんを！　私どもも同じことを尽くしますわ！」
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　二代とミトツダイラが艦内に飛び込んでいったとき、既すでに艦かん上じようは着地の衝しよう撃げきに備える状態となっていた。

　皆、甲かん板ぱん上の設置物ぶつなどをロープで固定し、負傷者達たちを艦かん尾び側に運んでいく。

　揺れや傾きの中、短い時間ではあるが、だからこそ皆の動きは速い。ホライゾンを艦橋側に運んだ正まさ純ずみが、口に手を当て、

「あと十秒──！　総そう員いん対ショック体勢取れ!!」

　輸ゆ送そう艦かんの左ひだり前まえ下したに地面が見えた。浜にいた子供達は艦の陰になって見えはしない。

　どうなる、という思いと、ミトツダイラと二代を信じようという願いが交こう錯さくする中、

「……!?」

　甲板の右う舷げん縁べり、マストを支えるステーを固定していた点てん蔵ぞうは、眼がん下かの動きに気付いた。

　地面側、右舷方向に、人が来ているのだ。

　フード付きの長ちよう衣いをまとった人ひと影かげだった。

　右手に掲かかげた杖つえのようなものを中心に、流体光こうが見える。

　……術じゆつ式しきで何かを行う気で御ご座ざるか？　流体光を見るに、随ずい分ぶん強力な術のようで御座るが。

　だが、と点蔵は思った。術式で子供達を吹き飛ばすにしても、輸送艦の激げき突とつ範はん囲いの外へ瞬しゆん間かん的に飛ばすには、相そう当とうの打撃を与えることになる。慣かん性せい制せい御ぎよ術式を入れて緩かん衝しようする必要があるが、そのような高度な術式の重ね掛けは符ふの併へい用ようや段だん階かい的な準備が必要だ。

　だが、走ってくる相手には、そのような用意が見られない。英国の第四よん階かい層そうの大だい部分はスラム扱いの外がい縁えんであり、教きよう譜ふの加か護ごを受けていない者も多いと聞く。

「ならば、……英国に伝わるという、古こ代だいの精せい霊れい術式」

　原げん始し的であり、精霊という意志を持った流体の力を借りるがために、細かい操そう作さは出来ないが、術じゆつ者しや次し第だいでは莫ばく大だいな力を発はつ揮きする。だとすれば、

「この艦を打撃し、軌き道どうをズラそうというので御座るか……！」

　理解した瞬間。点蔵は動いた。相手の決けつ断だんに対し、自分が為なすべき判はん断だんを、だ。
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〝傷有りスカード〟は、砂に足を取られながらも目もく標ひようとしていた位置に走り込んだ。

　頭上ともいえる位置に輸ゆ送そう艦かんの影と重じゆう圧あつがあり、艦と地面の間にある大気が厚みを持った風として緩くこちらを押してくる。

　だが、〝傷有り〟は迷うことなく、正面二十メートルほどの位置にいる子供達に対し、

「──伏せろ!!」

　言って、己おのれは右の鉄てつ杭くいを手に持ち直した。杭の底を握り摑つかみ、落ちてくる艦の潰つぶれた艦かん首しゆに対して突き込むように振りかぶる。

　しかし、その瞬しゆん間かん、〝傷有り〟は、

「え？」

〝傷有り〟がまず悟さとったのは、走り込みながらの起き動どう儀ぎ式しきを行っていた己おのれの身体からだが、宙に浮いていることだった。

　何な故ぜかは、その一いつ瞬しゆんでは解わからない。

　だが、次の一いつ拍ぱくで理解したのは、

「誰だれだ!?」
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〝傷有り〟は、己おのれの身が抱えさらわれていくのを悟った。

　相手は見知らぬ影だ。黒い衣服と帽ぼう子しの男が、こちらの腹にタックルを掛けている。

　まるでそれは、こちらのしていることが危険だとでも言うかのような動きで、

「──!!」

〝傷有り〟は、数メートルの距離を彼と共に飛ばされた。

　右手の流体光こうは、わずかに膨ふくれ、しかしすぐに弾はじけて消え、

「あ」

　言葉にならぬ声が喉のどから漏もれたと同時。己おのれの身は、更さらに宙を押された。背が虚こ空くうを打ち、手を伸ばすが子供達はおろか艦にも届かず、ただ視し界かいには、砂浜上じようで動くことなくじっとこちらを見ていた子供達が、ふと視線を逸そらし、上を見て、

「──〝傷有り〟様!!」

　輸送艦が海岸の地ち殻かくに激げき突とつした。
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　初めに起きたのは石がぶつかり合うような激げき音おんで、次に続いたのは二つの破は砕さいだった。

　一つは、まるで捺なつ印いんするように地面に己の艦かん首しゆを激げき突とつさせた輸ゆ送そう艦かんが、その艦首部をたわませ、破は裂れつするように砕く音だ。

　そして艦の破砕と同時に、もう一つの破は壊かいが、ゆっくりと進行していた。

　それは地ち殻かく部ぶの崩ほう壊かいだ。

　艦かんが食い込むように突き刺ささっていく下で、育いく成せい大地はまず艦首の断だん面めん状じように砕けた。そして亀き裂れつが走り、緑の長ちよう衣いを抱き上げて丘へと退たい避ひを急ぐ忍にん者じやを追い抜いた。

　砕けていく。

　艦がその全体を下げ、艦首部ぶを下にしながら、英国へと刺さっていく。

　浜は砕け、表面岩が剝はがれるどころか、その基き部ぶすらも割れてこぼれていく。

　フードの長衣を浮かせて抱えて走った忍にん者じやが、流れ始めた地面を蹴けって、

「……！」

　地ち殻かくの安定する丘へと、フードの長衣ごと身を飛ばして倒れたとき、

「────」

　大きく落ちた輸送艦が、浅い倒とう立りつ姿し勢せいでその身を止めた。

　残るものは、先ほどまでとは違う風景だ。浜はなく、遠とお浅あさの海もなく、あるのは数メートル下にあった岩がん盤ばんが露あらわになった斜面の広場と、そこを流れる水だけだった。

　子供達の姿は、もはやどこにも無い。
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　破は砕さいの始まりから終わりまで、点てん蔵ぞうは視線を外さなかった。

　空を飛んできた木材が近くに落ちて縦たてに回転していったときも、じっと後ろ腰の短たん刀とうの柄つかを握ったまま、彼は動かない。迂う闊かつに動けば、保ほ護ごした民間人じんに害が及ぶかも知れないからだ。

　そして保護した相手とは別に、自分の背、右の肩けん胛こう骨こつの辺りには鈍い熱のようなものがある。先に飛んできた破は片へんが当たり、浅く刺さったせいだ。恐らくは出しゆつ血けつもあるだろう。

　負傷している。が、自分は忍者で御ご座ざる、と点蔵は思う。忍者は、教きよう導どう院いん間の諜ちよう報ほうと如い何かなる状況からも生存帰き還かんすることを使命としているが、その中には要よう人じんの保護もあるのだ、と。

　他国、他た教導院の人間が自分達の関かん与よするところで害されないようにし、それによるトラブルを無くすのも、

　……全て、己の役目に御座るな。

　そう思いながら、点蔵は周囲を確認する。

　……音も消えたし、輸送艦の崩ほう壊かいと地殻部ぶの一次崩壊は終了したように御座るな。

　二次崩壊の危険もあるため、専門知ち識しきを持つ者でなければこの周辺は立ち入り禁止だが、

　……まあ、それも拙せつ者しやのような専せん科かの役目で御座るなあ。

「────」

　点てん蔵ぞうは、息を深く吸って、身に力を入れ直した。背せ腰ごしの柄を離し、背を押さえながら身体からだを起こす。

そして点蔵は輸ゆ送そう艦かんの方から視線を外さず、もう一度追つい加かするように息を吸い、

「大だい丈じよう夫ぶで御ご座ざるか？」

　と、立ち上がりながら、手を下へと伸ばした。

　保ほ護ごし、守った相手。長ちよう衣い姿すがたで、危き難なんへと一人飛び込んできた相手へと、手を差し伸べた。だが、

「──！」

　帽ぼう子しの鍔つばの下。顔を隠かくすスカーフの左頰ほおを、鋭い痛みと音が走った。

　打撃だ。
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「!?」

　いきなりのことに正面を向けば、相手がいた。

　長衣の姿だ。だが、こちらを打つために振られた手と、フード下から覗のぞける相手の頰と首を見て、点蔵は息を詰めた。

　傷がある。手の甲こう、手首、下か腕わん、そして鼻から頰ほおにかけてや、首元にまで、

　……刀かたな傷きず……。

　傷きず群むれは、鋭えい利りなものだけで作られたのではない。切れ味の悪いものによって、引き攣つれたようになっている裂れつ傷しようも多々ある。見れば掌てのひらも、まるで茨いばらで裂さいたように無数の傷がある。

　これは、と点蔵は思った。

　……この地域を守しゆ護ごする役目の御ご仁じんで御座ったか。

　そう思い、何かを言おうとした。少なくとも、大丈夫だったかと手を差し伸べたのは失礼であったかもしれぬと考えながら、口を開こうとして、しかし、相手からの、

「──何てことをしてくれた!!」

　鋭い一いつ喝かつに、点蔵は言葉を失った。

　そして点蔵は、相手のフード下の頰に、光るものが下ってきたことに気付き、

「────」

　何かを言うことよりも、頰から響ひびいてくる熱のような痛みと意味を点蔵は感じた。先ほどの平ひら手てと一喝の意味も、だ。だがその詳しよう細さいを彼が悟さとるより早く、相手は勢いよく輸送艦の方を向き、駆けるために数歩を踏み出して、

「……っ」

　輸送艦と浜の現状。既すでに海からの水が浸ひたり始めている浜に対し、相手の歩は緩んだ。

　長衣の姿が足を止めて見る方向には、輸送艦がある。艦かん体たいの三分の一ほどを地ち殻かくに突き立てた輸ゆ送そう艦かんは、わずかな軋きしみの音をたてているが、二次崩ほう落らくなどを防ぐため、艦かん上じようで何かの動きが生まれることもない。

　艦かん首しゆのあった位置に、子供の姿はなかった。

　ただ輸送艦が突き立ち、その向こうの空に、北ほく進しんする武蔵むさしの影がある。

　それらを見る長ちよう衣いの背は、

「…………」

　吐と息いきとも、諦あきらめとも言える声をもって、膝ひざをつこうとした。

　だが、その瞬しゆん間かんに点てん蔵ぞうは、声を上げていた。長衣の背に対し、

「……よく見るで御ご座ざるよ!!」
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　背後からの忍にん者じやの叫びに、〝傷有りスカード〟はつきかけた膝を持ち直した。

　後ろから飛んできたのは〝見ろ〟という旨むねの指し示じだ。極きよく東とうの言語は幾いくつもの言い回しがあって、緩めの通つう訳やく加か護ごでは聞き取りにくい。

　だが、〝傷有り〟はフードの下の視覚にそれを確かく認にんした。まず見えたのは、こちらの眼がん前ぜんに立ちはだかるように身を回した忍者と、その肩かた越ごしに姿を屹きつ立りつさせた輸送艦だ。

　午前の光を浴びて垂直に立つ輸送艦の甲かん板ぱん上。今や水平に伸びたマストの上に五つの人ひと影かげがあった。

　それは、一人の女サムライの肩に担かつがれた少年の影と、

「──救いましたわ！　英国の命を三人分!!」

　銀の髪かみを頂いた女の、両腕に抱えられた少女二人の姿だった。

　……あれは……。

　どういうことかは解わからない。だが、子供達は気を失っているが、

「救われたの、……か」
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　つぶやくように喉のどから台詞せりふを漏もらした〝傷有り〟は、眼前の忍者が頷うなずいたのを見る。

　彼はただ、こちらを見て、

「良かったで御座るなあ」

　ほ、と一ひと息いきつくように言われた言葉に、内ない心しんを示された気がして〝傷有り〟は意味のない焦りを胸に感じた。だが、〝傷有り〟は、気を失っている子供達と忍者を交互に見て、

「あ、あの」

　何を言えばいいのか、戸と惑まどった。子供達を救ってくれたことへの礼か。輸送艦の落下に対する住人としての憤いきどおりか。それとも、

　……今、事情も知らずに叩たたいて泣いて……。

　事情を知らなかったがゆえだが、軽けい率そつだったとも思う。

　……しかし。

「あの、その……」

　この忍にん者じやには、こちらの手に術式の流体光こうがあるのは見えていた筈はずだ。どれだけの術を行使するかは予測がつくだろう。

　……それを、何な故ぜ、止めに来た？

　と、そこまで考えて、〝傷有りスカード〟は慌あわてて首を横に振った。

　いけない、と〝傷有り〟は思う。この疑ぎ念ねんは汚きたない、と。

　子供達は、確かに救われたのだ。

　だから〝傷有り〟は息を吸い、もう一いち度ど頭を左右に小さく振った。今、言うべきは、

　……申し訳わけない。

　いろいろな意味を持って、そう言おうとした。そのときだった。

　不ふ意いに、目の前にいた忍者の姿が消えたのだ。
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　いきなりのことに、え？　と〝傷有り〟が反応する暇ひまもない。気付けば忍者の姿は見えず、ただ眼がん下かの浜を浸ひたし始めた海水の上を、歩ほ幅はばの間かん隔かくで水飛沫しぶきだけが走っていく。これは、

　……隠いん遁とんの忍にん術じゆつというものか!?

　何故、彼が去っていくかは解わかる。ここは英国であり、武蔵むさしの立場は聖せい連れん関係国こくに対して微び妙みようなものだ。忍者が勝かつ手てに上陸したとなれば、それが交渉カードにされることもある。

　だが、そんなこととは別の理由から、〝傷有り〟は声を放った。

「待て！」

〝傷有り〟は叫んだ。まだ、こちらは軽率の謝しや罪ざいも、子供達を救ってくれたことへの礼も、何も言っていないのだ。

　だが忍者は、既すでに海岸に降り、輸ゆ送そう艦かんへの帰き途とを走っている。

　地じ盤ばんが沈んだ輸送艦の周囲はすぐに浅い海になり、こちらと隔かく絶ぜつされるだろう。

　そして水面を走る足あし跡あとが輸送艦に辿たどり着こうとする。その振り向かぬ動きに〝傷有り〟は思わず前に一歩を踏んだ。まるで親に置いて行かれる子供のようだと、そんなことを思いつつ、

「待ってくれ……！」

　言いたいことがある。聞いてくれるだけでいい。

　それは、しかし上う手まく言葉に出来ず、

「──！」

　と、草くさ群むれに踏み込んだ〝傷有り〟は、ふと、足下に色が一つあることに気付いた。

　赤の色。下した草くさの上に落ちている赤点は、海の方に向かい、

　……今の忍にん者じやが!?

　はっとして、〝傷有りスカード〟は視線を上げた。

　こちらが傷つくことから庇かばってくれたのに、軽けい率そつの誤ご解かいを与えてしまった忍者は、しかし、

「いない……」

　見れば、輸ゆ送そう艦かん上にも人ひと影かげはなく、ただ、輸送艦の下側に浸ひたり始めた海水の上に、一いつ隻せきの非常時脱だつ出しゆつ用ようのボートが浮いていた。

　ボートには、気を失ったままの子供が三人乗っている。

　後に残されたのは、彼らと、草の丘にたたずむ己おのれだけだった。

　遠く、北の空から、武蔵むさしの汽き笛てきが聞こえてくる。
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　そして武蔵は、輸送艦乗じよう員いんの救きゆう護ごと臨時折せつ衝しようのための艦を出し、己は英国を周しゆう回かいした。

　速度を落としつつも周回を半はん日にちで終了した武蔵だが、英国側がわの指し示じによって武蔵は英国南なん方ぽうの空に位置し、着ちやつ港こう許可あるまで待機することとなった。

　だが、武蔵がその待機に応じ、次の寄き港こう地ちへと向かわないのには理由があった。

　英国側が、墜つい落らくした輸送艦の乗員を〝英国領りよ土うど損そん壊かいの取り調べのため〟として輸送艦内ないに留め、周辺地ち域いきを隠いん蔽ぺい型の結けつ界かいで遮しや断だんしたのである。

　実質、ホライゾン・アリアダストや本ほん多だ・正まさ純ずみ、本多・二ふた代よを初めとする乗員を人ひと質じちに取られた武蔵側では、破は損そんした艦かん体たいの補ほ修しゆうと食料品などの補ほ給きゆうの必要性や、英国と契約していた貿易物ぶつ資しの処しよ置ちがあるため、内部でも待機の意見が大たい勢せいを占めた。

　しかし対たい西せい戦せん、対たい聖せい連れんの立場を考こう慮りよしてか、英国内の代表委員会かい議ぎでは武蔵の処しよ遇ぐうに結けつ論ろんが出ず、各地にて活動していた女王の盾符トランプの召しよう集しゆうが計られることに決定。

　武蔵側の交渉によって、主しゆ権けんを持つ国家である武蔵の君くん主しゆの保ほ護ごと人じん権けんの確保から、三日後には輸送艦の結界遮断が解かれたものの、地ち脈みやくプロテクトによって通つう神しんは遮断されたまま、更さらには取り調べ続ぞつ行こうのために乗員達は英国を離れることが出来ない状態が持続された。

　そして英国側からの補給も行われることとなったが、それは〝戦争が近いために英国にも物資が足りない〟〝警けい戒かいと反はん乱らんを恐れるため〟〝内部での分ぶん配ぱいに一いち任にん〟として、輸送艦側への補給は最低限げん度どを大きく割った食料と衣料に限られた。

　輸送艦は武蔵と満足な連絡も取れず、生存訓くん練れんを実じつ践せんと化す場となり、しかし、

「大だい丈じよう夫ぶだろ。ホライゾンがすげえ心配で、どうにかしてえけど、──俺がこういう状況で〝どうにかしてくれよ〟って頼む連れん中ちゆうは大だい体たい向こうにいるからよ。だからこっちでどうにかしようとしたって意味がねえ。こっちはこっちで、向こうが寂しくねえようにしつつ、向こうの心配そこそこにして、英国上陸の交渉してくれや」

　という葵あおい・トーリの指し示じによって、武蔵むさしは幾いくつかの行動をとることとなった。

　それはまず、輸ゆ送そう艦かん側がわに対しては、武蔵の外部拡かく声せい器きで校内音おん信しんを鳴らして生活の繫つながりをつけ続けることと、汽き笛てきなどを用いた暗号としての独自の通つう信しん手段を試すこと。

　続き、輸送艦の存在を交渉カードから完全に排はい除じよし、英国側に上陸交渉を行うことだった。

　そして輸送艦墜つい落らく一週間後ご、遂ついに輸送艦側から灯とう火かを用いた片かた言ことの通信が返り、乗員の無事が確かく認にんされると、武蔵側は積極的な交渉攻こう勢せいを掛けることを決定する。

　だが同どう様ように、英国も各地に散っていた〝女王の盾符トランプ〟を召しよう集しゆうし、そして三征西班牙トレス・エスパニアでも、対たい英えい戦せんへの気き運うんを高めつつあった。

　このとき、武蔵と英国には、それぞれの情報網もうを通して二つの情報が入っていた。

　一つは、三征西班牙が無む敵てき艦かん隊たいである〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟の編へん制せいを終了したこと。

　もう一つは、その中に、武蔵を砲ほう撃げきしたであろう大型ステルス艦の姿が無かったことである。

　時間は既すでに、輸送艦が墜落して二週間近くを迎えようとしていた。







[image: 第十章『有閑地の期待者達』]
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「──で？　輸ゆ送そう艦かんの塩あん梅ばいはどうなの？　〝武蔵むさし〟さん」

　空に位置する広く屋根の無い場所。武蔵の中央後こう艦かん・奥おく多た摩ま後部にある学校の屋上で、言葉を交わす影が二つある。

　中年過ぎの男と、彼の座る唐から笠がさのパラソルセットの下で茶を湯ゆ飲のみに注ついでいる侍じ女じよ服ふく姿すがたの自じ動どう人形だ。彼女、〝武蔵〟は、急きゆう須すから湯飲みに赤い茶を注ぐと、

「──酒さか井い様、御ご当とう地ちのダージリンです。高価なので味わってお飲みの上、ええ、日刊瓦かわら版ばんなど閉じましょう。閉じなさい。三度は言いません。──Ｊｕｄジヤツジ．、良好です。ともあれ高価であるので、そのように感想など述べられると宜よろしいかと判断出来ます。──以上」

　と、頷うなずきと共に湯飲みを差し出した〝武蔵〟に対し、酒井は眉まゆ根ねを浅く寄せた顔で、

「高いと感想言いわないと駄だ目め？　味とかって、そういうもんじゃないと思うんだけどねえ」

　が、対する〝武蔵〟は一つ頷うなずき、Ｊｕｄ．と言いはするものの、

「残念ながら、自動人形には味み覚かくなどは化学反はん応のうの受動センスでしかなく、好こう悪おの判断がつきにくいものなのです。しかし値ね段だんとは価か値ちの表現ですので、それを基準とするのは市し場じようが虚きよ偽ぎに満ちていない限りは正解だと判断出来ますし、英国の市場は信用に関しては高こう度ど基準を採用可能と判はん断だん出来ます。

　そして、味覚に関してですが、私共ども自動人にん形ぎようの場合、大体は記録の蓄ちく積せきと、その再現、そして出したものを食した方の反応を積み、何をどうすると美び味みとなるのかの基準を推測をしていくのですが──」

「……俺、たまにかなり外したものも寄よ越こされるんだけど」

「Ｊｕｄ．、よく解わかりましたね酒井様。つまり、不味まずいとはどういうものかも累るい積せきしなければ知識のバランスが崩れるのです酒井様。食事するのは私共ではなく酒井様ですが。──以上」

「おいおい酷ひどいね。俺、人生の半分は不味いもの喰うのかねえ……」

　と言った酒井は、ちらりと北を、英国の影を見る。

「で、話戻もどしてもう一回言うけど、輸送艦の塩梅は？」

「Ｊｕｄ．、英国側の領りよう域いきであるために周辺は隔かく離り状態で地元の者達も接せつ触しよく不能。輸送艦乗じよう員いんは聴ちよう取しゆのために人じん員いん八十七名が輸送艦と周辺地ち域いきに閉じ込められた状態ですが、英国側は率そつ先せんして聴取など行うつもりはないようです。ベルトーニ様の御ご推測では、聴取の是ぜ非ひも含めて、交渉材料とするだけかと。──以上」

　成なる程ほどねえ、と酒井はつぶやいた。

　と、そのときだ。艦かん尾び側から浅い震えが届いたかと思うと、

「────」

　汽き笛てきが鳴った。低く籠こもった、肌はだを浅く浮かせるような音は五秒ほど続き、

「……？　何か最近、たまに変な汽き笛てき鳴らしてるよねタマ子。何これ」

「輸ゆ送そう艦かん側がわからの連れん絡らくに対する応おう答とうです。──以上」

　それは、

「輸送艦側では深い傘かさをつけた明かりを二つ用い、その明めい滅めつ信号による質問を行います。信号は単純で、片方を母ぼ音いんとして一～五回──」

　屋上の縁へりに、下からトーリが顔を出した。彼は辺りを見回し、こちらを見ると、

「ボイ──ン！　──あ、言っておかねえとマズイと思っただけだから学長先生と〝武蔵むさし〟はチャンネルそのままであ──!?」

　下から伸びてきたジャージの手に髪かみを摑つかまれてトーリが下に消えた。聞こえる声は、

「え？　何だよ何だよ先生、壁かべ這はい上ってきてまで追ってくるたあそんなに俺のこと愛してあ──投げ捨て駄だ目めえー今日は燃えないゴミの日だからやるなら月水金──!!」

　消えた声に小さく手を振っていた〝武蔵〟は、そのまま無む表情に頷うなずいた。

「ホライゾン様と離れ離れで、トーリ様はおかしくなられましたね。──異常。──以上」

「うっわ、俺〝武蔵〟さんがギャグ言ったの初めて聞いたね」

「異常の後に以上と言っただけです。──以上。

　話の続きですが、明滅の片方で母音、片方で〝あ～わ〟の行を示すのです。──以上」

「Ｊｕｄジヤツジ．、応答はこちらの汽笛か。──こっちから明滅を使用しないのは英国側から見えてしまうってとこだな」

　酒さか井いは、今までに聞こえた汽笛を思い出すように指を折って数え、

「汽笛は、是ぜなら一度長く、否ひなら短く。二度以上適てき当とうに鳴らしたときは、大体ダミーだけど、長い一いち音おんの後に短い音の連続は何か暗あん号ごう使ってるよね」

「どうして解わかるのですか？　──以上」

「昨夜いきなり聞こえた一回目が長かったからね。

　一番初めの向こうからの質問は絶対に〝見えていますか？〟だろ？

　答えるとしたら〝はい〟の長い汽笛しか無いじゃん。そして複雑な応答は是ぜ非ひの受け答えに必要ない。だったら、符ふ号ごうとなる音の後に連続で一定の音を鳴らすもの以外はダミーだ」

「Ｊｕｄ．、成なる程ほど、理論的ですね。──ともあれ、こちらからの緊きん急きゆう要件があるときは、長音を区切りとして、母音数のみを向こうに送ることにしております。──以上」

「ボイ──あっ、は、早えよ先生!!　数は二つとか言わせろよあっちょっこれは死ぬ!!」

〝武蔵〟がハンカチを振った。酒井も頷うなずき、

「Ｊｕｄ．Ｊｕｄ．、片かた言ことと、イエスノーだけで話をしているわけだ」

「向こうには点てん蔵ぞう様がいらっしゃいますので。──以上」

　気付かれてるんじゃないのかねえ、と酒井は、また英国側を見る。

「まあ、それでも何も言ってこないのは、完全に敵てき対たいしていない証しよう拠こか」

「問題は、正まさ純ずみ様と二ふた代よ様が輸ゆ送そう艦かんにいることですね。交渉役やくと神しん格かく武ぶ装そうの使い手、副ふく会長と副長が武蔵むさしに不在であるため、英国側との交渉がなかなか進みません」

「担当は、──ネシンバラか？　あいつも榊さかき原ばらと同じで文ぶん系けいで口が立つ方だし」

　いえ、と〝武蔵〟は首を横に振った。彼女は右腕を掲かかげ、

「ネシンバラ様は、右腕にマクベスの呪のろいを受けたため、現在は休学中です。どうも何かを行うと王を害するようなことをしてしまうようで。──以上」

「……そっかマクベスの呪いがあったっけか。浅あさ間ま君が御み祓そげないの？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝武蔵〟は頷うなずき、掲げた右腕を見て首を傾かしげた。

「話によりますと、呪いと言うより、演劇の役を与えられたようなものらしく、御祓げないのだそうです。演劇は、神に奉ほうじるものであるがゆえ、御祓ごうにも弾はじかれるそうで。

　英国から離れれば薄れて消えるだろうとの判はん断だんもあり、ネシンバラ様も、現在は忙しいので休学を有用したいとして教きよう導どう院いんにも出席されておられません。

　今、交渉はベルトーニ様とオーゲザヴァラー様が主に担当されておられますね。──以上」

「そっかネシンバラ、呪いを受けて、その上で、〝忙しい〟……、か」

　成なる程ほどなあ、と酒さか井いはつぶやいた。

「？　何が成程なあ、なのですか？　──以上」

　いや、さ、と酒井は椅い子すに浅く座り直す。彼は、インノケンティウスみたいだね俺、と苦く笑しようで言いながら、湯ゆ飲のみを口に傾け、

「三征西班牙トレス・エスパニアの襲しゆう撃げき、あったよね？」

　問うと、〝武蔵〟が、はっとした顔で酒井を見る。

「まさか記き憶おくから消えかかっているのですか。結けつ論ろんを申しますと艦かん内ないのIZUMO技ぎ研けんで脳のう改造が必要ですね。──以上。で、話を先に進めますと」

「おいおい〝武蔵〟さん、二度行こう動どうで俺のツッコミフェイズを飛ばさないでよ」

〝武蔵〟は無視した。

「ともあれ酒井様の脳は〝武蔵〟にとっては優ゆう先せん度ど低いので先に進めますが、表ひよう層そう部ぶや輸送艦や牽けん引いん帯たいは酷ひどいことになるわ察さつ知ち出来なかった艦からの砲ほう撃げき二発も食らうわで、ええ、後の王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンもよく考えたらブチ込まれたのはあの砲撃が原因ですね。

　──こういう、責任所しよ在ざいを求めようとしても届かぬときの思し考こうスパイラルを憤ふん怒ぬと表現して宜よろしいのでしょうか。──以上」

「〝武蔵〟さんよくやった。その感情、俺も〝武蔵〟さんによく感じるから憶おぼえといて」

「Ｊｕｄ．、──つまりこれが〝感謝の気持ち〟ですね。人間とは奥が深い生き物だと判断出来ます。全く合理的ではない。……何です酒井様その顔は。ああ、感謝ですね？　──以上」

「いいからさ、……ええと、つまりさっき〝武蔵〟さんが言ったじゃない？　三征西班牙に何をされたのか。それだよ。ネシンバラが〝忙しい〟のは」

　一ひと息いきを吐き、傘かさの外の空を仰あおいで、酒さか井いは言う。

「襲しゆう撃げきのとき、こっちの指し揮きを執とったのはネシンバラなんだよね」
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　酒井の言葉に、〝武蔵むさし〟は一つ頷うなずく。

「Ｊｕｄジヤツジ．、記き憶おくが蘇よみがえりましたか酒井様。上じよう出来です。──で、それがどうしましたか？　ネシンバラ様の指揮と作戦は、良い効果を上げたと判はん断だん出来ていますが。──以上」

　その言葉に、酒井は口くち端はに笑えみを作る。懐ふところから煙管きせるを取り出しながら、

「でもさっき〝武蔵〟さん言ったじゃない。輸ゆ送そう艦かんや牽けん引いん帯たい、表ひよう層そう部ぶが酷ひどいことになったって。砲ほう撃げきもあったしさあ」

「確かに酷いことになりましたが、それは必要であったがゆえです。表層部も大部分の住民は元から地下に移住しており、一番狙ねらわれるであろう高たか尾お、青梅おうめ、武蔵むさし野のと奥おく多た摩まは、表層部に店てん舗ぽや商しよう館かんなどの非ひ住居建けん築ちく物ぶつを建てておりましたので、住居的被ひ害がいは少なく済んだかと」

　また、と彼女は言い、

「砲撃の被ひ弾だんに関しましては、──想そう定ていの外にあったと判断出来ます。

　三征西班牙トレス・エスパニア側でステルス航こう行こうが実用化されていたこともですが、あの戦せん闘とう全体が想定外がいの発生から成り立つもの。ゆえに〝襲撃〟に対しては、最さい善ぜんの対たい処しよだったかと。──以上」

「だけど俺達たちはここで足止め食らって、武蔵はボロボロで、仲間達も負傷したり、離れ離れになって、──どっちかって言うと負けなんだよね、これ。

　勝負自じ体たいは元もと々もと引き分けに近かった。だから重力航行で逃げ足の速さを見せることで、〝武蔵〟は抵てい抗こう出来るし、捕らえられない〟というスタイルでの勝ちを得ようとした。だけど」

「抵抗は出来るが、捕らえられる存在であると示してしまった、と？　──以上」

　Ｊｕｄ．と酒井は言った。正面の空を低く見れば、武蔵の八はつ艦かんがある。が、左さ舷げん側は、

「浮ふ上じよう状態で物ぶつ資しも足りないため、補ほ修しゆうは満足に行えないままだ。今の武蔵は重力航行も出来ず、弱い姿を晒さらし続けるしかない。更さらには、仲間達が離れ離れになったせいで、最近では代表委員や、二年生委員にも負ふ担たんが掛かる状況になっている。

　そして英国が仲間を人ひと質じちに取った上で交こう渉しよう時期も決めないため、武蔵住じゆう民みんはずっと焦じれているよね。食糧備び蓄ちくもマズイんでしょ？」

「Ｊｕｄ．、確かに武蔵内の通神帯ネツトでは、英国への着ちやく港こうか次の寄き港こう地ちへの移動を望む声が増えています。物資も食料品備び蓄ちくを多めにとってはいたものの、追加分ぶんを入れて三週間分ほどです。

　現在は嗜し好こう品ひんが尽き始めており、ベルトーニ様が他た商人様さまからの貿易用在ざい庫こを買い取った上で市場に流しております。一部は買い取り原げん価か割れをせざるを得ない状況で。──以上」

「生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうにいる間の商人はその権けん限げんでガッポリ儲もうかるからなあ。……他の商人達は、この有ゆう事じで若いシロジロが台たい頭とうしないよう、ここぞとばかりにフっかけて来るだろうね。

　──そして、そう言う原因を作ったのは誰だれかというと」

　一ひと息いき。

「仕掛けてきたのは三征西班牙トレス・エスパニアで、助長しているのは英国。だけど、……武蔵むさし側の現在を作ったのは、ネシンバラなんだよ」

「ですが、想そう定てい外がいの──」

「人の感情をナメちゃいけない、って言うと、〝武蔵〟さんは卑ひ怯きようだと言うかな？

　でもそれしかないんだよね。想定外のことで、ネシンバラの過か失しつとはいえない部分や、その結果でも最さい善ぜんであったということもあるだろうね。

　文もん句くを言うならお前さんがやってみたらどうなんだと、そう思いもするさ」

　だけど、と酒さか井いは煙草たばこの火ひ元もとを印いん籠ろうから出す。折りたたんだ細い符ふの先に、符を墨すみとして喰うように赤の火ひ種だねが小さくぶら下がっている。酒井はそれを煙管きせるの火ほ口くちに載せて、

「だけど、……担当はネシンバラなんだよね」

「…………」

「想定外、最善の結果、そうであったとしても、男ってのは高たか望のぞみするもんだよ。そして過ぎたことへの高望みは後こう悔かいにも近い疑ぎ念ねんになる。〝あれで本当に良かったのだろうか〟ってね。

　ネシンバラは、きっと今、あの時の襲しゆう撃げきの記録を見直しているだろう。

　そして他にもいい手があったと思い、──ヘコむだろうね」

「それは、……現実を見ていないのでは？　──以上」

「現実は一回だけど振り返りは何度も楽しめるし、そして過去の楽しいことを憶おぼえてるから何度もまた現実にそれをやりたくなりもするもんさ。逆に、──過去の悪いことを、悪くはなかったと思いたくて、何度もそこに浸ひたっちゃうんだよね」

「酒井様も、そんなことがおありで？　──以上」

　そうだねえ、と酒井は火元を首の印籠にしまい直した。空へ、苦く笑しよう一つを煙とともに吐き、

「考えるまでもなく、そんなんばっかだよ俺」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──では、三み河かわのことも、やはりそうなのですか。──以上」

「今日は質問好ずきだねえ、〝武蔵〟さん」

　酒井は身体からだを起こす。が、彼はそのまま身体を前に傾けた。膝ひざに肘ひじをつき、煙管を頰ほおの高さで持ち、

「ネシンバラが忙しくなければ、いろいろ聞いてみたいんだけどね。──二に境きよう紋もんについて」
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　二境紋、というその言葉を、〝武蔵〟は口の中で転がすように一度呟つぶやいた。

「……浅あさ間ま様には御ご質問されましたか？　──以上」

「浅間君のは事じ例れいが多くてね。行方ゆくえ不明になった状況や人物像ぞうを聞き続けても、ある程度のところで同じパターンの繰り返しで意味が無い。神じん社じや関係に直接聞きいても〝他た言ごん無む用よう〟だし」

「神社側がわで情報を止めているのでしょうか？　──以上」

「〝他言無用〟の意い図とが解わからないよね。浅あさ間ま君の親父おやじがちと漏もらしてくれたんだが、相そう当とう上うえの方の指し示じらしい。浅間神社みたいな大おお手てが目め通どおり適かなわない上となると考えたくないけどね」

　つまり、と〝武蔵むさし〟が首を傾かしげた。

「何らかの真実の隠いん蔽ぺいとしての〝他言無用〟なのか。

　神社側も詳しよう細さいが解らず、市民の混乱を呼ばぬための〝他言無用〟なのか、ですね。

　自分としては、後者を押します。──以上」

「どうして？　前者の方が盛り上がるじゃん。何か隠蔽してあった方が」

「真実を知っているなら、対たい処しよしている筈はずだからです。

　人が消えるような怪かい異いの詳細を知っているならば、解決こそが第一であり、同どう様ように人々へ避け方を教えるのが必ひつ須すでしょう。隠かくし、人々を安全にも導けないならば、それは何も解っていない、──無能であることを隠すための〝他言無用〟かと。──以上」

「厳きびしいねえ」

　でもまあ、

「確かに詳細解ってれば、他言無用にせず、それの解決をやって末まつ世せの不安を晴らしたり、神しん道とうの名を上げるよね。……何しろ世界各かつ国こくで生じてるらしいから。

　英国の次は恐らく出雲いずもに寄るだろうから、そこでツッコんでみるかねえ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、気になるのですね。いいことです。日がな武蔵をぶらつかれたり、本屋で立ち読みなどされてるより遙かにいいかと。立ち読みなどせずに、通つう販はんした黒こく盤ばんの〝あぶないデカメロン〟全ぜん巻かんを〝奥おく多た摩ま〟任せにせず観みたらどうですか。──以上」

「いや、あれ間違えて〝もっと〟の方買っちゃったらコンビの片方がかなり欠場でさあ」

　と、酒さか井いは口から煙を吐く。

「ま、ネシンバラにはいろいろ考えて貰もらって、周りにも騒さわいで貰って、自分なりに結けつ論ろん出して貰いたいもんだね。何しろ、榊さかき原ばらの姓せいをあやかってるんだ、本物みたいに適てき当とう言って消えるような人生過すごして貰っちゃ困る」

　と、そう言った彼は、ちらりと〝武蔵〟を見て、

「……今の、何かツッコミ入れるべきじゃないの？」

「いえ、酒井様の御ご友ゆう人じん関係に口を挟むには知識が足りませんので。出来れば、ときたま話に上がる鹿か角づの様と同等の付き合いがあればと思いますが。──以上」

「あんなのが二人もいると世界が二倍傷きずつくから、〝武蔵〟さんはそれでいいよ」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずく彼女の横で、酒井はまた煙を吐く。

「ま、ネシンバラが自分の結論をひとまず出したら、二に境きよう紋もんが何であるかを、話聞きいてみるかねえ。英国は、そのためにはいい場所だし」

　英国が？　と首を傾かしげた〝武蔵むさし〟に、酒さか井いは頷うなずきを送る。彼は息を吸い、

「精せい霊れいと異い族ぞくは、月の光の影えい響きようを受けやすい。それは──」

「二つの月の内の片方が、流体の結けつ晶しようであるからですね。神かみ々がみの時代より遙か昔、人々が天に上がる以前に作られたという話ですが、それが何か？　──以上」

「英国は精霊と異族の国であるがゆえに、流体と地ち脈みやくの研究において他国より先んじてるんだよね。出雲いずもと組み、重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんで極きよく東とうと他国の中立に回ったせいもあるけどさ、ATELLとかの呼び名を整備したのは英国なんだ。

　そして怪かい異いとは、──地脈の乱れによるもんなんだよね、これが」

「英国に、……二に境きよう紋もんと公こう主しゆ隠かくしのヒントがある、と？　──以上」

　どうだろうなあ、と酒井は言う。

「俺も学生のような感じでいろいろ調べてるけどね。……もしかすると、ってのがあるのさ、英国の、特に王おう家けには」

　一ひと息いき。

「昔から、英国や欧おう州しゆうの神かみ隠かくしは精霊が起こすもので、そして英国の今の長おさは〝妖よう精せい女王〟なんだよね。……さて、どうなるかね、この英国は。

　そして、──三征西班牙トレス・エスパニアも、一体どういうアプローチをしてくるだろうかねえ」







[image: 第十一章『相国の集団』]
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　午後の日差しの入る部屋がある。

　軒のきのある屋や敷しきの西せい端たんだ。池を構えた広い和わ式しきの建物の屋根の下、三征西班牙トレス・エスパニアアルカラ・デ・エナレス野球部ぶと陸上部宛あての賞しよう状じようやトロフィーが飾られた畳たたみの間では、二つの影が額ひたいを合わせるように座り込んでいる。

　畳の上に裸はだかの身をシーツで巻いて座し、二人で言葉を交わしあっているのは、

「房栄フサエ、──前の武蔵むさし襲しゆう撃げき、やっぱここんとこで、俺が前に出てた方がよかなかったか？」

「タカさんが出るのもいいけど、そうすると後ろが空あいて、空きの部分を一般生徒で埋めることになるよね、と。そうすると皆が表おもてに出ないといけなくなるから、そこで決けつ着ちやくつくならいいけど、状況的に見たらそうじゃないからタカさん出すのは避けたのね、と」

　ふうむ、と隆たか包かねは頷うなずき、二人の間に置かれているものを見た。

　チェス盤ばんだ。しかし木と升ます目めで区切られた戦せん場じようは縦たてに三つ繫つながっており、それぞれ武蔵・輸ゆ送そう艦かん・指し揮き艦、という札が付けられている。

「最大の問題は、フーさんが止められちゃったことね、と」

　房栄は指揮艦の奥に立つクイーンを手に取り、底面に書かれた設定変へん更こう用ようの刻こく印いん紋もん章しようを爪つめで押す。そして駒こまの上に出た〝清らか大市サン・メルカド〟のロゴと十字による表示板カデナフイルマを操そう作さした。

「──まさかあそこで武蔵の総そう長ちようが出てくるとは思わなかったなあ、と」

　置くと、クイーンから輸送艦までの盤ばん上じようの升目が、全て青い光を放ほう射しやする。

　隣となりのナイト二人にも同どう様ようの操作を行い、光を重ね、

「一気に行けると思ったんだけどね。今回は強きよう襲しゆう目的だったけど、政治的な部分の勝利をアピールするためにフーさん出てもらって、それ利用して勝ち逃げ出来ると思ったんだけどなあ、と。まさかフーさんが、きゃあ系けい悲ひ鳴めいあげるとは思わなかったわ」

　んー、と房栄が考える。

「やっぱ人を利用しようとか、物的に扱った時点で駄だ目めね。人であることを考こう慮りよしないと。

〝人である以上、何が起きるか解わからない〟なんて言う意見もあるけど、それって〝人は、何をするか解らない動物である〟という前ぜん提ていを無視した、人を人としてみてない物もの言いいだから。

　……今回はちょっとそれやっちゃってるところもあるから反省しないと。

　前の対たい六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ戦せんでの勝利を引きずって、まだ自惚うぬぼれてるところがあったかなあ」

　うー、と房栄は一度前まえに身体からだを倒し、チェス盤に額ひたいを着ける。が、ややあってから、

「タカさん、慰なぐさめてくれたりしない？」

「お前のミスだろ。反省して打ち消したら、残ったヘコみ分だけ慰めてやる」

「な、何だかやらしい言い方だなあ、と」

　だが、房栄は顔を上げる。笑えみにはやや力がないが、

「まあでも、昔より指し揮きは上う手まくなったかな？」

「難むずかしいこと聞くなよ」

「Ｔｅｓテスタメント．、じゃあ、駄だ目めなのかな、やっぱり」

「またそうやって、お前は自分から傷つきたがる」

「もう傷がつかない身体からだだもの。──最後に傷つけてくれたのはタカさんだし」

　笑えみ付きの房栄フサエの言葉に、隆たか包かねは腕を組んだ。あのな、と前置きして、

「あれは歴史再さい現げんゆえだからな？」

「Ｔｅｓ．Ｔｅｓ．、女にとったら事実があればいいのよ。男は言い訳わけ必要だろうけどね、と」

　んー、と今度は隆包が額ひたいに手を当てて考え込む。何かをどう言おうか迷っているような彼に対し、房栄は笑えみの色を取り戻し、

「まあ、今回の襲しゆう撃げきは、政治的な部分ではいろいろクリア出来たから、そっちの方では良かったと思うのね、と。逃げられたけど負けなかったし、後で砲ほう撃げき二に発はつ入れられたしね。

　各国は三征西班牙トレス・エスパニアに対し、少なくとも敗者の評ひよう価かを与えないでしょうね。それは三征西班牙のためになることで、皆も、自分達の疲れや負傷が意味を持つと思えるから有り難がたいわ」

「俺にはよく解わからねえけど、あれ、そんな意味があったのか？」

　Ｔｅｓ．、と房栄は頷うなずく。チェス盤ばん上じようの駒こまを手に取りながら、

「じゃ、ちょっと説明するね、と。今後の三征西班牙の展開も含めて」
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　昼下がりの日差しの下に並べたチェス盤と駒を見て、隆包が房栄に小さく問うた。彼は腕を組んだまま、

「これから、三征西班牙の方針はどんな風ふうになるんだ？」

「Ｔｅｓ．、フーさんに聞くと確実だと思うけど、フーさん口くち硬かたいからね、と。まあ、これは私の見立てなんだけど、とりあえずうちはアルマダ海かい戦せんをすぐ起こすと思うのね」

「うちが負ける海戦を？　まあ、確かに撤てつ退たい戦せんなんかで実じつ質しつ的てき勝利を得るつもりだが……」

「──そういう対たい処しよが出来てることもあるけどね。でも、〝末まつ世せを救う〟ことを大たい義ぎ名めい分ぶんに武蔵むさしが動いている以上、ヴェストファーレン会議を起こそうという流れが生まれるのよね、と。

　今まで二にの足あし踏んでいた国々が、〝武蔵が動くから〟という理由で動けるわけだし。

　そしてヴェストファーレンで得をするのは三十年戦争の勝者である六護式仏蘭西エグサゴン・フランセーズ。独立が承しよう認にんされる、阿蘭陀オランダ、瑞西スイス、スウェーデン。間接的な得は英国もかな。それだけの国が動く会議に向けて、これから武蔵は〝末世を救う〟を合い言葉に更さらに多くの国を巻き込んでいくわ。

　清しんや露西亜ロシアや、他た諸国もね、と」

　告げられた二国に対し、隆包が眉まゆをひそめた。

「清や露西亜はヴェストファーレン関係ねえんだろ？　末世救すくうからラーメンとウオッカの輸入認みとめろとか言うのかよ。というかもううちには既すでにラーメンあるしな、豚とん骨こつ系けい」

「〝ラーメン太たい祖そ〟だっけ？　うちの国のパエリア店負まけまくりだよね、と。

　──でもまあ、それらの国も、〝国こく際さい会議〟の場として出てくるわよきっと。武蔵むさしがヴェストファーレン会議に参加すること自体、〝解かい釈しやく〟でしかないし。表おもて向むきは歴史再現、裏うら向むきは記録に残らないような末まつ世せ救きゆう済さい会議と武蔵の善ぜん悪あく決定会議じゃないかしら、と」

　だとしたら、

「もはや頭切り替えて、アルマダの海かい戦せんでどれだけ被害を得ないか。また、逆にアルマダの海戦で〝解釈的敗はい北ぼく〟をしつつ、実際には優ゆう位いを得ようとしたらどうするかを考えるべきよね。

　それを考えて実行に移すには、10月24日のヴェストファーレン会議まで半年くらいしか時間はないし、また、英国に今いま以上の準備期き間かんを与えてもいけないと思うのよね、と」

「じゃあ、いつやるんだ？」

「それが英国次し第だいだから厄やつ介かいなのよね。ちょっと説明するね、と」
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　さて、と言った房栄フサエは、チェス盤ばんの一つ、自分と隆たか包かねの間にあるものを横に動かした。そのまま彼女は盤をずらし、別の一つと縦たてに繫つなげると、一角を示し、

「こっちの盤が英国イングランドね？　そしてそっちの盤がスコットランド」

「で？」

「イングランドはヘンリー八世総そう長ちようが英国協きようっていう改派プロテスタントにしちゃったけど、スコットランドは同調しなくて旧派カトリツクよね、と。──そしてスコットランド女王だったメアリ・スチュワートは、現在イングランドに亡ぼう命めいし、しかし、……エリザベス暗あん殺さつの罪で投とう獄ごくされてるのね」

　房栄は、そこまで言ってから、盤から手を離す。

「アルマダの海戦の開かい戦せん理由の一つは、──旧派であるメアリ・スチュワートの処しよ刑けい」

「……うちの大たい将しようはまた随ずい分ぶんとエキサイティングな契けい機きで戦争するもんだな」

「まあ、歴史再現だし、でも、これってアルマダの海戦開始のための条件連れん鎖さなのよね、と。

　三征西班牙トレス・エスパニア側は出で番ばん待ちな状態が続いている感じだけど、瀬せ戸と内ない海かいで行ったレパントの海戦用ように内海用の戦せん艦かんを作りすぎたから、戦せん事じ用の港の確かく保ほとか、外がい洋よう艦かん隊たいの超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダを作るのに手て間ま取どっていたわけ。だけど英国もメアリの処刑を引き延ばしつつ──」

　と、房栄は表示枠カデナフイルマを出し、英国側がわの代表者リストを示す。

「英国の代表者で〝女王の盾符トランプ〟っていう組織を作ってきたのね。

　これ、トランプのキングの絵え柄がらが英国ではエリザベスの父ヘンリー八世総長をモデルにしているとか、クラブのマークが〝王賜剣エクスカリバー〟がモチーフとか、そういうことらしいわね。

　だから〝王賜剣〟を〝13〟の代わりとして、また、副長と副ふく会長を同列扱あつかいの10として11を数えず──」


12：総そう長ちよう　：エリザベス　　　　　　：生徒会長兼けん任にん。妖よう精せい女王で王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンの使い手。

10：副長　：ロバート・ダッドリー　：瘦やせ女。聖譜顕装テスタメンタ・アルマの使い手。

10：副ふく会長：ウイリアム・セシル　　：太ふと女おんな。

９：書しよ記き　　：ベン・ジョンソン　　：黒こく人じんアスリート詩人。文芸部ぶ部長。

８：書記補ほ佐さ：ニコラス・ベーコン　：道どう化け師しハンマー持ちの国こく璽じ尚しよう書しよ

７：会計　　：チャールズ・ハワード：海かい戦せん長ちよう。金持ち常識人じん。戦せん闘とう能力皆かい無む。

６　　：トマス・シェイクスピア　　：大罪武装ロイズモイ・オプロの使い手。半はん寿じゆ族ぞく。文芸部ぶ副部長。

５─１：フランシス・ドレイク　　　：半狼ハードウルフの海戦副長。実じつ質しつ上の指し揮き官かん。聖譜顕装使用者。

５─２：ジョン・ホーキンス　　　　：ドレイクの相あい棒ぼう。水着男おとこ。

５─３：トマス・キャベンディッシュ：ドレイク達の後こう輩はい。人にん魚ぎよ女おんな。

４　　：グレイス・オマリ　　　　　：スコットランドの女海かい賊ぞく。エリザベスの友。

３　　：クリストファー・ハットン　：大だい法ほう官かんの動白骨リビングボーン。

２　　：Ｆ・ウオルシンガム　　　　：自じ動どう人形の風ふう紀き委員長。諜ちよう報ほうの長おさ。

１　　：ウオルター・ローリー　　　：極きよく東とう人じん。エリザベスの戦事補ほ佐さ官かん。



「──というところね、と。……タカさんどうしたの黙だまって。戦せん意いが滾たぎる？」

　いや、と隆たか包かねは首を傾かしげてリストを指でつつき、

「……うちと違って大たい半はんが文化系けいじゃねえのかコレ。バルデスが女おんな投なげで消える魔ま球きゆうぶつけただけで死ぬんじゃねえのかな……」

　その上で彼は、あのな、と前置きして、

「……これ、間違いなく真しん性せいの変へん態たい多いよな」

「……言おうか言うまいか迷っていたことを」

「……あと、想そう像ぞう以上にモンスターランドというか、動物王おう国こくだよな」

「……それも言うべきか迷っていたことを」

「……俺ら、どっちかっていうと一般人で良かったな」

「……他人から見たらどうか解わからないけどね、と」

　うーん、と二人は俯うつむいた。そのまま二人は、じっとしていたが、ややあってから房栄フサエが床近くに両の拳こぶしを握って、

「や、やる気ぃ──」

「エ──ナ──レ──ス──」

「──おぅっ」

　と二人は息を合わせて意志に力を入れ直す。その上で、隆包が膝ひざを改めて崩し、

「しかし、開戦が英国次し第だいじゃどうしようもねえんじゃねえか」

「だから襲しゆう撃げきしたんでしょ？　武蔵むさしを」

「どういうことだ？　あれって、聖せい連れん側がわに対する俺おれ達の立場を示すものと、後の会議とかで武蔵むさしに対する発言権けんを得るためのものだろ？」

「それ以外にもあるのよね、と。──そして、あの襲しゆう撃げきが上う手まく行ったから、これからはこっちが主しゆ導どうでアルマダの海かい戦せんを開かい戦せん出来る筈はずなの。

　こっちの最強艦かん〝サン・マルティン〟の謎なぞもまだ解わかってないだろうし、今なら優ゆう位いにこちらがアルマダの海戦を進められると思うわ」

「お前さあ」

　隆たか包かねの呼びかけに、房栄フサエは首を傾かしげる。と、隆包が、短く髪かみを刈かった頭を搔かき、

「──戦せん術じゆつとか戦せん略りやくとか話すとき、えらく楽しそうだな」

「Ｔｅｓテスタメント．、だって、──二度と失敗しないって決めたからね、と。

　だから失敗することを恐れないために、深く浸ひたって楽しむの。三征西班牙トレス・エスパニアらしいでしょ？　よく言うじゃない。〝俺達は金があれば使ってしまう。ただ情熱に任せて祭をやって、嫌いやなことは忘れてしまう〟ってね、と」

　だから、と房栄は前に身体からだを伸ばすようにして、畳たたみ床どこに手をついた。

　二人の間にあったチェス盤ばんは、先ほど房栄が英国の説明をする際に、

「横にズラした意味、気付いてた？」

　上うわ目め遣づかいに問われた隆包は、ややあってから、無む表情に、

「勝てねえ──」

　そのまま腕を上げて畳にお手上げ姿し勢せいで背から倒れる。あはは、と笑った房栄がにじり寄って顔の高さを下げて彼に合わせて行くが、不ふ意いに庭の方から、

「あ！　うわ！　兄あに貴き！　房栄さんと主しゆ将しようが夫婦の不ふ純じゆん異い性せい交こう遊ゆうを！」

「妹よ。馬鹿のお前に兄は諭さとすが夫婦の場合は不純ではない。──単なる淫いん行こうだ」

「うるせえなバルデス兄妹かよ。──何しに来た？」

　と隆包が顔を上げてみる先、ジャージ姿の兄妹がいる。

　バルデス兄妹の内、妹のフローレスが屈くつ託たく無ない笑顔で両手を挙げた。

「何しにって、ほら、ええと、──昼ひる飯めしタカりに来ました！」
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　バルデス妹は、堂どう々どうと胸を張り、

「房栄さんがいい店見つけたって言ってたし！　ほら、〝ラーメン太たい祖そ〟に対抗したうちの食しよく産さん組合の〝パエリア皇こう帝てい〟！」

「房栄、……いい店って言ったらチェーン店はねえだろ」

「だってオレンジジュースで粘れるんだものね、と。バレンシアの地じ元もと産さんよ？」

「そうですよね！　女の子にはダベり場ば必要ですよね！　……ああ、でも、房栄さんが主将と午後昼ひる寝ねの新しい方向性を模も索さくしてるとは知りませんで。

　この方向性、どっちかっていうと……、フォーク!?」

「妹よ。落としてどうする。ゆえに兄はスライダーだと思うが婦ふ女じよ子したるもの少し落ち着くのだ。──で、主しゆ将しよう、宜よろしいでしょうか？」

「やだよ馬鹿。いきなり気持ち悪ぃ」

　その言葉に、兄は妹を見た。しかし妹は既すでに兄を下から強く見上げており、

「馬ばぁ──鹿か、だってさ。馬ぁ──……鹿っ」

「……妹よ。主将はツンデレだ。そこを解わかれ。ゆえに兄は今、主将の信頼を確信している」

「馬鹿続ぞつ行こうしなくていいからよ、バルデス……、ええと、二人とも」

　隆たか包かねが問うた。

「文化系けいの人間に砲ほう丸がんぶつけたことあるか？」

　その言葉に、兄と妹は一いつ瞬しゆん動きを止めた。ややあってから、兄が妹を見る。が、妹は視線を逸そらし、顔をがくがく左右に振り、

「い、いや、私は別に、って兄あに貴き、肩に手を置くなよ！　違うって、違うのあれは！　スッポ抜けただけなの！　女子の練習風ふう景けいを馬鹿が撮さつ影えいしてたのは確かだけど真まん中なかぶち込んだのはワザとじゃなくて事故なのアレは！　──まあでも本ほん音ね言うと少し気持ちよかったけどー」

「……別に自じ供きようしなくていいぞバルデス妹」

　隆包が吐と息いき付つきで言うと、兄の方が顔を向ける。

「それでであります主将。本ほん題だいなんですが、──何やら総そう長ちようがいつものように行方ゆくえ不明でして、こちらに来ておりませんでしょうか。

　フアナ様が探しておられるのですが、どうも見つからないようで」

　隆包は首を傾かしげ、房栄フサエを見た。房栄はバルデス兄妹に顔を見せないようにシーツに埋まってこちらにしがみついているが、長い耳は見事に赤い。そして彼女の頭が小さく左右に振られるのを見ると、隆包が房栄の背を軽く抱いて、

「知らねって。──あ、でもなバルデス」

　隆包の呼びかけに、兄と妹が同時に疑問の表情を見せた。そんな二人に対する隆包は、顎あごをしゃくって外の方を示し、

「今日は俺が手て配はいすっけど、次からはベラの旦だん那なに頼んでみな。旦那は携帯で捕まるだろ」

「ベラスケス様に？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と隆包が頷うなずいた。

「総長と昔から親しいからな、旦那は。──そうすりゃ夜には見つかるだろ」

「あー、それで要よう件けん済むなら、あたしは今日は昼ひる飯めし食いたいなあ、と」

「……だとよ房栄。いい加か減げん起きろよ」

「起ーこーしーてー」

　と身体からだの力を抜いた房栄に隆包は吐息する。そして彼はバルデス兄妹の方を指さすと、

「しょうがねえ。ベラの旦だん那なにゃ俺から連れん絡らくしとくわ。──どうせまたいつもの手紙が届いたってだろ？　夜には総そう長ちよう戻るだろってフアナの姐あねさんに言っとけ。

　──後はお前ら表おもてで待ってろ。房栄フサエと用意したらすぐ出っからよ」

　はあ、と頷うなずくバルデスから視線を外した隆たか包かねは、一いち度ど房栄を見てから、空を見る。昼下がりの日差しを得る青空は高くあるが、

「どこかしこも問題ばっかだな。武蔵むさしの連れん中ちゆうも、陸おかの連中に関わるなら陸の流りゆう儀ぎがあるしな。

　今いま頃ごろ、英国や俺達のことを話してたりするんだろうが、これから色いろ々いろ大変だな、あれも。

　厄やつ介かいな話だぜ」

　一ひと息いき。肩を落として、

「……まあ、英国も、今頃は〝女王の盾符トランプ〟を召しよう集しゆうして会議してんだろうな」
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　空の中に、南北に二つ、北西側がわに二つが隣りん接せつする広大な浮上地ち殻かくブロックがある。

　高度約やく三千メートルの位置にある浮上島とう。

　英国だ。

　四つの地方に分かれた英国の各ブロックは、上部階かい層そうが狭い重じゆう層そう構こう造ぞうとなっている。第一階層は教きよう導どう院いん、第二階層に市街、最も広大な第三階層には農地を持ち、そしてそれらを支えるように上下の厚みを持つ第四階層に、海岸と遠とお浅あさの海が構えられている。

　青の空と青の海。そして第三階層の多くを占める森と山さん嶺れいの青せい緑りよくと、下に広がる農地が持つ麦の緑が、今の英国の季節の色だ。

　各かく第一階層の中央にある教導院は学部ごとのカレッジ制で、格かく式しきと歴史ある校舎を中心に、一部の新しん興こうを第二階層に置く構成を取っていた。

　それらの中心に城じよう塞さい付つきの中央校こう舎しやがあるが、これは生徒会室や各居きよ室しつ、教きよう務む員いん室や図書室、資料室などの中ちゆう枢すう施し設せつで構成されており、授業のための教室がない。

　そして四つのブロック中、最も大きい中央校舎を持つのは、南部ブロックであるイングランドの第一階層。アングリアにあるオクスフォード教導院だ。

　広間や謁えつ見けんの間まという宮きゆう殿でん型の構成を持つ中央校舎は、整備された自然公こう園えんと水すい路ろを持ち、今、午前半なかばの光を浴びている。

　どこの校舎も専門施設ゆえ静かで、人の行き来は少ない。

　そして今、本ほん校舎を囲む城壁の上では、太い壁上の通路を城じよう門もんの塔とうに向かって歩く二人の警けい備び役やく生徒がいる。どちらも南の空に影として見える武蔵を見ながら喋しやべり歩きだ。

　手前側がわ、ビッグフット系けいの獣じゆう人じんが、奥を歩くリザード系に向かって、

「──そろそろ春もピークだなあ。お前、定期思春期サカリどうよ？」
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　ビッグフットが、顎あごのあたりの毛をつまんで言葉を重ねる。

「そろそろ暑くなってきたが、夏なつ毛げの生はえ変わり処理が面めん倒どうなんだよな俺。永久脱だつ毛もうすると食人鬼オーガと見分け付かなくなるしさあ。その点、お前はいいよな、夏ウキウキだろこのトカゲ」

「馬鹿野や郎ろう、夏はいいが、リザードマンの冬ふゆ場ばの光こう熱ねつ費ひ馬鹿にしたらタダじゃ済まさねえぞ。去年もオヤジが行火アンカ忘れて煙草たばこ買いに出て、煙草屋やの横で冬とう眠みんし掛かったからな」

　Ｔｅｓテスタメント．、とビッグフットが頷うなずく。そんなことあったな、と歩みを止めず、

「……俺ら結けつ構こうデリケートだよな。ゲームだとすぐ冒ぼう険けん者しやに飛びかかったりしてるけど、あんなん無えっつうの。金持ってねえ冒険者襲おそうより山やま小ご屋やのバイトするっつうの。痛い思いして人間狩がりするより力任まかせのチョロい労働して女の子に感謝されたいっつうの」

　Ｔｅｓ．、とリザードマンが頷いた。彼は北の方を長ちよう銃じゆうの傾きで示し、

「どうせならお前、スコットランド北部のカレッジに変えてもらって来いよ。歴史再さい現げんで少しは交流持もてる時代になったから、向こう行ってもトラブル少ねえだろ」

「行ってもいいけどその前に貸してるゲームと黒こく盤ばんと金きん盤ばん返せ。特に〝よく解わかる！　マリーンの円えん卓たく崩ほう壊かい！〟はレアだから借りパクされるわけにゃあいかねえ。それに……」

　ビッグフットが、歩きながら、南から西の空を見た。遠くに武蔵むさしがあり、そして更さらに遠くには神しん州しゆうの影があり、更に西の方には、

「……三征西班牙トレス・エスパニアとの戦争があるからな。それ終えてじゃねえと駄だ目めだ」

「それならまあ大だい丈じよう夫ぶだろ。前のアレ、見たろ？　王賜剣二型Ｅｘ．カリバーン。アレがある限り英国が負けることはあり得ねえ。──まあ、連れん発ぱつ出来ねえし、英国の外で撃うてねえらしいけどな」

「だから他国もそれを〝侵しん略りやくのための大量破は壊かい武ぶ装そう〟なんて口こう実じつにしないわけだが……」

　と、二人は視線を下に落とす。歩く城じよう壁へきの縁へりから見えるのは教きよう導どう院いんの前側だ。城じよう門もんの外には、第二階かい層そうの倫敦ロンドン市街に至る道と、高い塔とうを四し方ほうに持った古い城じよう塞さいがある。

　王おう族ぞく居きよ住じゆう用ようの城塞。倫敦塔とうだ。

　各かく塔の最さい上じよう部ぶは開かい閉へい、展開式しきのハッチであり、今は内部にあるものが見えない。だが、

「英国の王族、貴き族ぞくの犯罪者しやを捕らえた倫敦塔。その北ほく西せい塔に移い設せつされた王賜剣エクスカリバーは、未だ誰だれも台だい座ざの地ち殻かく塊かいから引き抜いたことがないらしいな。それでも発はつ揮き出来る英国守しゆ護ごの剣けん撃げきは、犯罪者の懺ざん悔げの力をもって発はつ射しやされているという噂うわさがある。今の幽ゆう閉へい者しやは──」

「言うと血ち塗まみれにされるぜ。英国王おう家けは昔から物ぶつ騒そうだからな。お前、知ってるだろ？」

「ああ、先せん々せん代だい、ヘンリー八世総そう長ちようの代に始まった英国の遺い恨こんだな」

　リザードマンが歩みを止める。そして彼は首のあたりで横よこ一いつ直線に手を引き、

「まあ、俺の親父おやじから聞くには、八世総長は王賜剣二型に触れもしなかったそうだ。自分では王錫剣を抜けると豪ごう語ごしてたらしいし、確かに万ばん能のう王おうと呼ばれ、各国との交流もあったそうだが、──結局は王の資し格かくが無いと自覚してたってことだろ」

「何な故ぜ？」

「〝この剣を引き抜く者、王たる資格を持つ者なり〟。王賜剣エクスカリバーの言い伝えだ。──一度でも引き抜けなかったら、その者は王である資格を失う。ヘンリー八世はそれが怖かったのかな」

　リザードマンはそう言って、倫敦ロンドン塔とうの南なん東とう塔を見た。南東塔の窓の一つには、レースのカーテンが掛かっている。彼はその白色に視線を送り、

「──今日は見えねえな」

「幽ゆう閉へい者しやか？　お前、ここの警けい備びバイトやってるのは、まさか」

「Ｔｅｓテスタメント．、俺はスコットランドの出でな。──あっちは寒くて光熱費が馬鹿になんねえんだ」

　と、リザードマンの彼は、ふと城じよう塞さいの下を見た。それは、街の方の動きを気にした視線の動作で、しかし、

「……？」

　リザードマンが、下を見たまま止まった。それに気付いたビッグフットが眉み間けんを顰ひそめ、

「どうした？」

　いや、とつぶやくリザードマンの視線の先では、城じよう門もんに至る道を、一人の男が歩いている。

　肌はだの黒い眼鏡めがねの禿とく頭とう。引き締まった体たい軀くを、白のタンクトップに包んだ身は、両腰横よこに一メートル強の長ちよう方ほう体たいケースを着けている。

　彼は靴の足音として金属の響ひびきを作りながら、石いし畳だたみを軽いステップで歩いていた。

「……体育会系けい詩人で、書しよ記きのベン・〝９〟・ジョンソンだ」

　リザードマンの言葉に、ビッグフットがつぶやいた。

「本ほん校舎に何か用でもあるのかな。今日は生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうの予定が何も──」

　いや、と、彼は己おのれの言葉を言い直した。

「──そうだ。今日は、臨りん時じで本校舎が全ぜん域いき使用不可能になってんだ。俺達なんかにゃ知らされてないけど、噂うわさは前からあったよな？　つまり今日が……」

　と、そこまで告げた言葉が止まった。

　先行するベン・ジョンソンの後に続くように、幾いくつもの影がやってきたのだ。





●






　上りの石畳を歩いてくる者達がいる。誰だれも彼も、揃そろうのではなくまばらに、言葉を交わし合うにしても相手は二人か一人で、しかし皆、目的地は同じものとしてやってくる。

　ジョンソンに続く一人。制服を海かい戦せん仕し様ようにした半狼ハードウルフがおり、

「船せん舶ぱく部ぶ副ふく部長の〝５─１〟ドレイクだ。……三征西班牙トレス・エスパニアの新しん大陸船せん団だんを襲おそって年間分ぶんの国家予よ算さんに匹ひつ敵てきする金を英国にもたらし、海かい賊ぞくにして騎き士し称しよう号ごうを得たんだよな」

　その隣となり、三みつ又またの銛もりを持った、水泳水みず着ぎとキャップにゴーグルつきの若者がいるが、

「船せん舶ぱく部ぶ主しゆ将しようの〝５─２〟ホーキンス……。ドレイクの同どう僚りようとして、戦せん時じには優秀な相あい方かたとなりつつ、独立任にん務むをもこなす補ほ佐さ役やくだ。見た目変へん態たいだがな」

　そんな彼らが表示枠サインフレームで話している相手がいる。ホーキンスの広げた表示枠に映っているのは、どこかの艦かん上じようにいる女おんな二人だ。一人は揺りかごにも似た水すい棲せい用ベッド兼けん操そう艦かん装そう置ちに尾お鰭びれの腰こし下したを沈めた人にん魚ぎよで、

「船舶部マネージャーの〝５─３〟、キャベンディッシュ……。船舶部の全ぜん艦かんを統とう括かつ指し揮きするためだけに自分の術じゆつ式しき全部ぶっ込んでる人魚の女だ。

　……この三人、アルマダ戦の前にあるリスボン襲しゆう撃げきを終えて新しん大陸側がわに出ていると思ったが、こっちに戻ってきたのか」

　彼女と話し合いつつ、操艦装置のポケットから勝かつ手てにドーナツなどつまんで食っている女がいる。蔦つたを編んだ模も様ようのマフラーやフードを身につけている彼女は、黒くろ髪かみの間から蔦と葉をこぼす木もく精せいであり、

「アイルランド代表の、グレイス・〝４〟・オマリ。我らが女王が友人と呼ぶ、北と西の海の守り手。旦だん那な[image: ]しかり飛ばすわ子供多おおいわで自由奔ほん放ぽうなくせに、いざとなったら高速なだけの小型船で敵てき陣じん突っ込んで戦せん果か上げるからタチ悪いんだよな」

　彼らの背後、軽く踊りながら、しかし巨大なケース入りハンマーを担かついだ少年は、

「国こく務む部ぶ部長のニコラス・〝８〟・ベーコンだろ……。方位道化師トリツクスターでありながら、王女の相談役やくで、更さらにはその決定権けんを左右する国こく璽じの預かり役だ」

　その後ろ、汗をハンカチで拭ぬぐい、七しち三さん髪がみを気にしながら歩く眼鏡めがねの男は、

「船舶部部長で会計の、チャールズ・〝７〟・ハワード……。戦せん闘とうは出来ないが、莫ばく大だいな財産とその運用に長たけた会計役だ。英国艦かん隊たいの所有者で、しかし全ぜん権けんは何も言わずドレイク任せ。度ど量りようが大きい上に、──負傷兵へいの補ほ償しようもやってんだってな。大だい商人なのに」

　そして、距離をとって続く影が一つある。長ちよう衣い型の上着を着込んだのは、一人の動白骨リビングボーンだ。首の周囲にも小さな圧あつ縮しゆく型がた頭ず蓋がい骨こつを首くび飾かざりとして巻いているのは、

「大だい法ほう官かん、クリストファー・〝３〟・ハットン。──裁判などで裁さばきまくりの上、裁いた人々の魂たましいの救きゆう済さいまで行う大法官だ。話によると自分の成じよう仏ぶつ方法を探してるってな」

　そして最後、皆の後を着いてくるように、二つの影が続く。

　一人は極きよく東とう人じんだった。長い前まえ髪がみの下には、肩かた幅はば広い瘦そう軀くがあり、着き流ながし型の制服の各所には刃やいばではなくキャップを着けた柄つかと鍔つばだけの刀が幾いく本ほんも装そう備びされている。そして右の肩には、一メートル半を超える、これまた巨大な柄と鍔だけの刀を担になわれていた。

「ウオルター・〝１〟・ローリー。……極東、尼あま子こ家の残ざん党とう上がりだが、女王の陸りく戦せん団だんの師し範はんとして戦事補ほ佐さだ。もう一つある字名アーバンネームは〝トライデント〟だそうだが、他た称しようらしいな、本人、完全に無む口くちらしいし」

　その隣となりを歩く最後の人ひと影かげは、女性型の自じ動どう人形だった。
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　操あやつり人形だ。スカートと上着を外した女子の制服を着ているが、腕や足は胴どう体たいについておらず、背せ上じように浮いた十字組ぐみのブレード二枚が動くに合わせて宙を動いている。

「風ふう紀き委員長のＦ・〝２〟・ウオルシンガム。……英国内にいる他国のスパイを殲せん滅めつさせ、しかし己おのれの情報網もうで他国の情報を得ている風紀委員の長おさだよな」

　合計十人。その数を知った二人は、顔を見合わせもせず、

「本ほん校舎には副ふく会長のウイリアム・〝10〟・セシルと、副長のロバート・〝10〟・ダッドリーの〝両10〟が控えている。〝12〟の女王もいて、象しよう徴ちようの〝13〟としての王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンもあるから……、ここに〝女王の盾符トランプ〟が〝６〟のシェイクスピア以外揃そろうのか」

「……一いつ体たい何のために？」

「何のためかは知りたくはねえ。だけど誰だれが呼んだかは解わかるだろ。それは──」

　と、リザードマンが言った瞬しゆん間かんだ。いきなり二人の背後、それも耳元から声がした。

「そう、我らが〝妖よう精せい女王〟。〝12〟のエリザベス陛へい下かだ」

　びくりと身を震わせた二人は、視線で背後を見る。

　すると、直ま近ぢかといえる位置に、黒い肌はだの眼鏡めがね顔が微笑していた。二人は、午前の日差しを反射する眼鏡を見て、

「ベン・ジョンソン……、様」

「ベンでいいともBros、──チープサイドの〝人魚亭マーメイド〟で毎晩騒さわいでいるから暇ひまがあったら来るといい。今日は来てない〝６〟のシェイクスピアに、女王陛下も来るしね。

　王おう族ぞくに興きよう味みあるんだろ？　特にそっち、トルン君」

　と、ベンはリザードマンの方に視線を向けた。名前を呼ばれたリザードマンが息を詰めるのを無視した上で、彼は遠くの倫敦ロンドン塔とうの南西塔と、閉じたレースのカーテンを見み据すえ、

「……王賜剣二型を抜けなかったのだから、処しよ刑けいを免まぬがれる最後の機会も失われて仕方ないと言うべきか。足が詩を奏かなでそうだよBros、ともあれ──」

　と、ベンは両腕を広げ、距離をとった。両腰のケースを揺らし、空を見上げ、

「仕事を頼むよBros、何しろ武蔵むさしが来てから二週間、各地に散ってた皆を集めてようやくこれから臨時の会議だからね。それも武蔵を、今後どうしていこうかって話だ。きっと武蔵側もいろいろ考えているだろうし──」

　彼は仰ぎよう々ぎようしく一礼し、右足のタップを踏む。そして金属音おんが足あし裏うらから響ひびくと同時に彼の姿は消えた。後に残るのは彼の告げた台詞せりふである一言。

「──三征西班牙トレス・エスパニアも、武蔵も、多くのことを考えているだろうね」
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　白い壁の廊下がある。

　消毒薬やくの臭においに満ち、常に明かりを消さない病院の廊下だ。大だい理り石せき張りの床の上を歩くのは、赤い制服を着た二人の女だった。

　一人は背が高く、耳の長い眼鏡めがねの女で、もう一人は背が低く、両腕が義ぎ腕わんの女だった。

　背の高い方も低い方も、両腕に藤とう籠かごを抱えており、午後の日が差し込む廊下を歩んでいく。

　背の高い方が、背の低い方の女に向かって、眉まゆ尻じりの下がった笑えみを向けた。

「お手て数すう掛けますね。立たち花ばな・誾ぎん。無理に手伝わなくてもよかったのに」

「誾で構いません、フアナ様。手伝うのは、宗むね茂しげ様の御お見み舞まいをしているためか、こういうことに対して意味を感じるようになっているのと、──少々意い外がいだったからです」

「意外？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と誾は応じる。自分は総そう長ちよう連れん合ごうの特とく務むだが、生徒会側がわと特別つきあいがあるわけではない。そして襲しゆう名めいなどの推すい薦せん決定権けんや政治力りよくを持つのは生徒会側で、こちらは振り回される側だ。現に、宗茂の襲名解かい除じよを聞かされたのも、このフアナからだった。しかし、

「あの八はち大だい竜りゆう王おうのフアナ様が、病人や子供達に御お菓子や花などを渡しに行くとは」

「〝あの〟というと、……私……」

　と言いつつ、しかしフアナは白の廊下の影の中で微笑する。

「まあ、どういう思われ方や見られ方をしているか、想そう像ぞうもつきますし、新聞や通神帯ネツトでも書かれていますから解わかりますけれども」

「Ｊｕｄジヤツジ．、御安心下ください。通神帯ではキッツいフアナ様を大好きなファンクラブもありますし。確か先日のアンケートでは〝フアナ様にお就つき頂きたい職業〟で、一位・女おんな教師、二位・女課長、三位・女審しん問もん官かんだったかと。番外で〝女委員長は年ねん齢れい的に背はい徳とく感かん〟だそうで」

「よく解りませんけど、女教師って、それで一つの職業なのですか」

　誾は歩きながら首を傾かしげた。その上で、

「私も以い前ぜん宗茂様が──、あ、これ、第一特務で情報関かん係けいを扱う宗茂様の仕事の一いつ環かんでして、で、調べてた宗茂様に聞いてみたところ〝職業とジャンルは区別しづらいんじゃないでしょうか〟と酷ひどく真ま面じ目めな顔で。あ、私は宗茂様によると〝女許嫁いいなづけ〟だそうです。そのままですが」

「よく解らない話ですけれど……。まあ、私は女教師向むきと、知識としてそういうことは憶おぼえておきましょう。あ、──そこを右に、外を通ります。小しよう児に棟とうを先に」

　外の渡り廊下に出る扉とびらを、フアナが膝ひざで押し開ける。それを見る誾は、

　……もっとお高くとまっておられる方かと思いましたが。

　抱えている藤籠は、中から淡い熱と共にバターの匂においが漏もれてくる。鼻の奥に届く厚みある匂いは、和わ食しよく中心の立花家けではなかなか嗅かげないもので、

「……手作りですか？」

　Ｊｕｄ．、と先に傾き始めた陽光の下に身を置いたフアナが振り返って言う。

「生き地じは寝かせておけますから。夜、寝る前に」

「成なる程ほど、私は仕込みを夕食の後すぐにですが」

「あら、どうしてそんなに早く？」

　答えない方がいいと思ったので、誾ぎんは話をずらすことにした。

「ストレス解かい消しようですか？　夜は寝た方がいいと思いますが」

「いえ、集中するのが楽しくて。眠るのは術じゆつ式しきで圧あつ縮しゆく睡すい眠みんを掛ければ済むことですし」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じた誾は、彼女の後に付くように午後の乾いた陽光の広場に出る。

　行く先、病院は広場の向こうの丘の上だ。左にはアルカラ・デ・エナレスの壁に囲まれたドーム状の複ふく数すう校舎が見え、裾すそ野のには町が広がる。ふと、フアナが町の東の方を気にしていたように見えたが、あちらにはスラムと、低てい所得層そうのための病院がある筈はずだった。

「──フアナ様、これらの御お菓子などは、他の病院にも？」

「Ｊｕｄ．、案を出したところ、あの人が〝皆に平等に〟というのを条件として出したので。

　不可能だろうと思われていたようでしたが、各地のパン屋と提てい携けいしました。うちで焼いたのを持ってこられるのはここだけですけれども」

　あの人、というのは、総そう長ちよう兼けん生徒会長のセグンド様のことだろう。ときたま会話に出てくるが、名前で呼んだのを聞いた記き憶おくがない。誾は内ない心しんで首を傾かしげ、広場の石いし畳だたみを歩きつつ、

「総長は、そうやって邪じや魔まするようなことばかりを言うのですか？」

　んー、とフアナがやや眉まゆを下げて考える。対する誾はフアナの一歩後うしろについていき、

「見ている限り、全てフアナ様に任せておられるようで。正直、私としましては──」

　彼には悪いが、確かめておこうと、そう思った。ゆえに、

「歴史再さい現げん上じよう、衰すい退たいに向かう三征西班牙トレス・エスパニアの総長や生徒会長という任をおしつけられてしまった人と、そう見えます」

「誾」

　フアナが言った。こちらに背を向けて、先を歩きながら、

「言葉を慎つつしみなさい。あの人は、出来る人です。私達が信じなければどうするというのです」

　では、と誾は問うた。

「フアナ様は、どうして信じられるのですか？　現に、ほとんどの仕事はフアナ様が担当していて、今日も総長兼生徒会長はどこかへ行ってしまわれました。お昼前に、総長宛あての手紙をどうしたらいいか困っておられましたよね？　結局、バルデス兄妹に探して──」

「誾」

　もう一度、フアナがこちらの名を呼んだ。

「貴女あなたは、どうして立たち花ばな・宗むね茂しげを信じたのです？」

「生きることの意味を新しく教えて頂けたからです」

　即そく答とうした。それは胸を張って言えることだ。だが、対するフアナが、

「ならば、私の理由を聞く必要はありませんね。──何の参考にもなりませんから」

　Ｊｕｄ．、と誾は小さく頷うなずいた。

「試すような問いかけを申し訳わけ御ご座ざいません」

「いえ、大体あの人は、今の貴女あなたの問いかけを聞いても力無なく笑うだけだと思いますよ」

「……どうして総そう長ちようは、あのようなやる気皆かい無むな人に？」

　やる気皆無……、とフアナの背が小さくうなだれたように見えたのは、言い過ぎた証あかしだろうか。ともあれ、フアナは振り返らず、

「──生きることの意味を、失ったからですよ」
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　聞こえた言葉に、誾ぎんは思わず足を止めていた。己おのれの眉まゆが歪ゆがんでいると、確かに解わかる。

　生きることの意味。それは自分にとっては、宗むね茂しげのことだ。

　もし、総長であるセグンドにとって、そのようなものがあって、しかし、

「……失われた？」

　自分に置き換えて想そう像ぞうすると、寒さむ気けが来る。だが、

「小しよう児に棟とうから皆がこちらを見ています」

　言われ、正面にある二つの白い建物に誾は視線を向ける。こちらから見えるのは小児棟の北側、背部にあたる面だ。病室は見えず、廊下や食堂などが見えるだけだが、そこにいる子供達はフアナに気付き、

「……！」

　窓の向こうで声を上げ、一部は走り出しもする。付き添っていた親達が気付いて頭を下げるのも誾の目には見えた。二つの棟むねは、しかし、

「右が長ちよう寿じゆ族ぞくの病びよう棟とう、左が人間の病棟です。誾、そのことをお気を付けを。──中の子供達にはまだ区分の意味が解らないでしょうけど、それを悟さとらせる意味もありませんから」

　言われた誾は、しかし首を傾かしげる。人間と長寿族がいるならば、

「……人間と長寿族の混こん血けつである、半はん寿じゆ族ぞくの子供達はどこに？」

「純じゆん潔けつ主義の三征西班牙トレス・エスパニアの中央病院に、彼らの居い場所があるとでも？　ただでさえ、彼らは長寿族と見分けがつかぬような者達、だからこそ毛け嫌ぎらいされるのですけどね」

　フアナの背が告げた。そして誾は思い出す。

　……フアナ様は、長寿族のエリートとして、生徒会に抜ばつ擢てきされたのでしたか。

　人間と、長寿族と、その間に生まれた者達に対し、彼女も何かいろいろと思うところはあるのだろうと、その背の居い住ずまいから誾は推測する。そしてもし何かを思ったとしても、副ふく会長という立場の彼女が軽々しくものを言える立場にないことも、だ。

　……ただ……、総そう長ちよう兼けん生徒会長は、はっきりとしているのですね。

　フアナが御お菓子を配る案を出したとき、全てに平等に、と彼は言ったのだ。それは、人間と、長寿族と、半寿族をまとめての平等だろう。

　そして、フアナは彼を評ひよう価かしているし、彼の言う通りに平等にしている。だから誾ぎんは、

「Ｔｅｓテスタメント．、──解わかり切ったことを聞きました。申し訳わけ御ご座ざいません」

　と、誾は藤とう籠かごを抱え直してフアナに並ぶ。左に位置して顔を仰あおいで見上げれば、フアナは小さく笑えみを作っていた。どことなく、あの人に似た笑みを。

　だが、フアナは視線を病院から、ゆっくりと西の空に向けた。

　下関イベリア半島から新大陸の方に向かう海の上。そこに平たい巨大な雲がある。あれは、

「あの中で、……私達の〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟が構こう築ちくされているのですね。

　いずれ、レパント戦の船や漁船を外がい海かい用ように改造した旧きゆう船せん団だんは解かい体たいして、新大陸用の輸ゆ送そう艦かんや民間に払い下げですね。房栄フサエの船〝サン・ロレンソ〟も修しゆう復ふく出来ましたし、あとは旗き艦かんの〝サン・マルティン〟の再さい調整だけです」

　フアナは、遠くの雲を見み据すえ、こう言った。

「──英国に気付かれず近づき、武蔵むさしに一いち撃げきを入れた〝サン・マルティン〟。その正体を、英国や武蔵はどうやって見切るのでしょうね。

　否、英国も武蔵も、まだお互いの探り合いをしているのでしたか。……落ちた輸送艦を挟むようにして、それぞれの方針を決めるための探り合いを」

　呟つぶやきながら、フアナは西の空へと視線を運んだ。わずかに夕の色を西日として持つ空に、彼女は眼鏡めがね越しの目を細め、吐と息いきを一つ。

「いずれ、夜になるのでしょうか」

「……聖譜テスタメントに拠よれば、三征西班牙トレス・エスパニアは〝日の沈まぬ帝てい国こく〟と呼ばれているそうですが」

　Ｔｅｓ．、と頷うなずいたフアナが、しかし、目を伏せるのを誾は見た。フアナはそのまま、自じ嘲ちよう気味の笑みを唇くちびるに作り、

「異い族ぞく達の英国は夜の帝国。そして極きよく東とうは〝日の出ずるところ〟ですね。どうなのでしょう。夜の帝国に辿たどり着いた黎れい明めいの者達は、己おのれの上昇によって夕日を沈めるものでしょうか」

「それは……」

「Ｔｅｓ．、杞き憂ゆうだと思いますが、私は、こうも思うのです。陽光を沈めぬにはどれだけ無理を掛けるのか。そして夜の中から救い出されるからこそ、陽光は明るくなるのではないかと」

　だから、

「沈められた黎明の眷けん属ぞくの中には、夜の中からどうにかして足あ搔がき昇ろうと、そうする者達がいるのではないかと、そんなことも思うのですよ。

　私達が保つ帝国の光に相あい対たいし、常に新しい光を持とうとする、足搔きの黎明が、ね」

　と、フアナが言った、そのときだった。

　右手側がわ、丘に上がってくる坂の方から、二つの影が駆けて来た。誾がフアナと一緒に振り返ってみれば、それは野球部の男女で、

「あっ。ほら、兄あに貴き！　やっぱこっちいたいた！　姐あねさん！　姐さん！」

　元気の良い、と言える声の持ち主は、

「……？　バルデス兄妹？」
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「何です一体。ここは病院ですよ？」

　フアナの問いかけに、誾ぎんは頷うなずいた。何事ですかと思う誾の視線の先、バルデス妹が兄より先に辿たどり着く。そして一礼した上で彼女は足を止め、空を見上げながら、

「総そう長ちようですが、書しよ記きが見つけて夜には連れてくるそうです！　──よっしゃパシリ完了！」

「……妹よ。そのくらいの報告なら通つう神しん文ぶんでもいいと兄は思うぞ」

「Ｔｅｓテスタメント．、お疲れさまです。──では第四特とく務む。通神文に出来ぬような報告とは？」

　Ｔｅｓ．、と到着したバルデス兄が応じた。そして彼は一礼して、いきなりこう切り出した。

「英国、〝女王の盾符トランプ〟が極きよく東とう武蔵むさしに対して譲じよう歩ほを行いました」

「……え？」

　フアナが疑問を作る意味を、誾は理解する。

　譲歩ということは、英国が極東武蔵に理解を示したということだからだ。

　……しかし、もしも武蔵と英国が同どう盟めいでもすることになったら厄やつ介かいです。

　武蔵対たい聖せい連れんの構こう図ずとしても、欧おう州しゆう勢ぜいが一いち枚まい岩いわにならないことになる。だから、

「──詳しく話せますか？」

「Ｔｅｓ．、それゆえの、通神文ではない伝でん令れい役やくですので」

　バルデス兄は、目を伏せ、浅く頭を下げると、

「譲歩は、墜つい落らくした輸ゆ送そう艦かんへの外がい交こう艦かんによる物ぶつ資し補ほ給きゆうの許きよ可かと、第四階かい層そうへの上陸。

　そして、輸送艦乗じよう員いんはまだ武蔵へ帰き艦かんすることが許可されていませんが、それとは別に、武蔵との通つう商しよう会議と、国こつ交こう会議を設けたいという旨むねだそうです」

　告げられた言葉の意味に、誾はフアナの顔から表情が消えたのを悟さとる。

　……英国が武蔵と国交会議などを設けると言うことは──。

「これは英国が近きん日じつ中に武蔵との関係を明確にすると言うことであり……」

　Ｔｅｓ．、とフアナが、こちらの言葉の続きを作って告げた。

「アルマダの海かい戦せんが近いということです。──英国が、対たい西せい戦せんの前に武蔵をどうするかと決めたということですから。

　でもそうだとすると、武蔵の方は？　各国の情報網もうから武蔵の状況が何か拾えませんか？」

　その問いかけに、兄と妹は、恐る恐るといういう動きでお互いの顔を見合わせた。

「それが……、ねえ？　兄あに貴き、……言ってみたら？」

「妹よ。兄は初めて年下の身分を羨うらやましいと思ったぞ。今度、階段一いつ緒しよに転げて中身入いれ替わるようなハプニングをしてみたいと思わんだろうか？」

　誾ぎんはふと思った。それは確か鎌かま倉くら時代あたりに出来たトランス文学の続ぞく編へん〝とりかへばや物語・帝みかど様さまが道どう鏡きよう様で道鏡様が帝様で〟のネタではないでしょうか、と。

　ともあれ、バルデス兄が頭を搔かきつつこう言った。

「武蔵むさしと輸ゆ送そう艦かんの連れん中ちゆうは、……何やら祭をしているそうで」

「祭……？」

「Ｔｅｓテスタメント．、何だか話によると、武蔵の方はまだ夕方だってのに艦かん間かんで花はな火び水平に打ち上げて〝どこの艦が強いか戦争〟したり、ビジュアル系けい囃子はやしが客席ダイブしたのに誰だれも受け止めなくて施せ療りよう院いん送りになったりしてるそうです」

「あの国は一体……。というか輸送艦の方は？」

「Ｔｅｓ．、……何だか槍やり持ってる女じよ生徒が高速型がた魚ぎよ漁ぎようの達たつ人じんらしく、彼女を酋しゆう長ちようにした乗員達が備び蓄ちく食糧全ぜん部ぶ使い切ってしまえという刹せつ那な的な祭をしつつ〝オサ！　オサ！〟と槍と彼女を崇あがめてファイアーしたら先ほどボヤが起きて大おお騒さわぎになったそうで」

　うんうん、と光景が想そう像ぞう出来る誾は頷うなずいた。その動きに、無言となっていた三人が視線を寄せてくるが、構うことなく誾はこう言った。

「そんなのを襲しゆう撃げきしてたんだから、私達、どっちかっていうと秩ちつ序じよ的てき正義の側ですよね」







[image: 第十二章『焦がれ場所の待ち人達』]
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　空は、夜の色に満ちていた。

　そんな夜空の中に、二カ所ほど、灯とう火かがちらほらと見える場所がある。

　空に浮く巨大な浮うき島しまの英国と、その南に浮かぶ巨大な艦かん群ぐんの武蔵むさしだった。

　浮島と艦群には、時とき折おり、雲が生まれていた。風の吹く方から、英国では周囲を囲むような雲が生まれて散っていき、武蔵ではその角や先せん端たんから白い雲が生まれてたなびき消えていく。

　英国は不ふ動どうだが、武蔵は動くときがある。喫きつ水すい線せんの波とともに散る雲が増えたとき、艦の向きや位置を緩やかに変えているのだ。そうやってまた風の通りを変え、艦群は、この空域の大気の流れが本来のものから大きく乱れないようにする。

　そしてたまに、南東の空から別の船が来る。

　阿蘭陀オランダの輸ゆ送そう艦かんだ。

　それはときに一いつ隻せきであったり、別のときには数すう艦かんが英国へと航こう行こうし、また戻っていく。

　行く艦と来る艦の流れを見み届とどけるように、武蔵の艦の動きが変わる。緩やかに、時間を掛けて向きを変える武蔵には、未だに傷きず跡あとが残っている。左さ舷げん側がわが、まるで長い蓋ふたを開いたように剝はがれ掛けているのだ。

　しかし風はそのような破は損そんに構わず当たり、音を立てる。

　笛のような、しかし低くも高くも鳴る音を武蔵以い外がいに一番に聞けるのは、やはり英国だ。

　第四階かい層そうの遠とお浅あさの海に囲まれた英国。

　その海の南西側には、長大な構こう造ぞう物ぶつが一つ刺ささっていた。

　船だ。

　それは、武蔵アリアダストの紋もん章しようをつけた輸送艦だった。艦は空に高く向けた艦かん尾びから宙に水みず飛沫しぶきを上げつつ、浅い海にその身を三分の一ほど突き刺し崩して突き立っている。

　艦が刺さっているのは、元は岸辺の場所だった。艦の重量によって周囲の崩ほう落らくを受けた岸辺は、すり鉢ばち状じように崩れ、遠浅の入り江となっていた。

　垂直になった船上には、月明かりに身を置く影があった。壁のようになった甲かん板ぱん、重力制せい御ぎよで艦尾近くにおいて垂直に、そして海に対して水平にいる人ひと影かげは、

「ミトツダイラ、──交代しよう」
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　掛けられた声に、銀の髪かみの少女、ミトツダイラがちらりと振り向く。

　彼女の金色の瞳ひとみが持つ視線の先にいるのは、

「？　あら正まさ純ずみ、二ふた代よではありませんの？　……それに、交代には早いようですけど」

　毛布を肩から羽は織おっていたミトツダイラが振り向く先にいるのは、上着を脱ぎ、インナーのシャツ袖そでを外した正まさ純ずみだ。

　正純は、樽たる上じように尻をつけた正せい座ざをしているミトツダイラに近づき、

「二ふた代よはホライゾンの護ご衛えいにつくそうだ。今夜が最後だから尚なお更さら気を抜かぬとか言ってた」

「Ｊｕｄジヤツジ．、彼女らしいですわね。……で、ホライゾンは？」

　Ｊｕｄ．、と正純は頷うなずき、自分が出てきたハッチに目を向ける。

「……何だかよく解わからないが、また眠ってるよ。〝嫌気の悲嘆アーケデイア・カタスリプシ〟の束そく縛ばくを食らって気を失ってからか、一日二十時間近ちかく寝てるな。ホライゾン自身にも原因が解っていないらしくて、〝不ふ慣なれな攻こう撃げきを受けたのでＯＳが対たい抗こう最さい適てき化かを行っているのでは〟とのことだが」

「……自じ動どう人形の身体からだというのも、大変なんですのね」

　まあとにかく、とミトツダイラは月げつ下かに笑えみで言葉を続けた。

「明日になったら総そう長ちよう達たちも来るのでしょう？　総長、きっとホライゾンのことを放っておきませんわよ？」

「ああ、きっと放っておかないから、……つまり何か騒さわぎがあるな。確実に」

　そうですわね、と思わず俯うつむいてしまった女二人だったが、その内、正純が先に復帰する。彼女は一ひと息いきついて肩をすくめ、

「ともあれ今日で二週間。先ほど武蔵むさし側がわからの汽き笛てき連れん絡らくを解かい読どくしたが、どうやら武蔵側と英国側で話が正式に決まったらしく、明日に来る外がい交こう艦かんによって、予定通り人員、物ぶつ資しの援えん助じよが得られるそうだ。だから、この生活も確実に今夜で終わりだな。

　ミトツダイラももう部屋に戻って寝ていいぞ。十時前に寝るなんて、久方ぶりだろう？」

　Ｊｕｄ．、とミトツダイラがゆっくりと息をつく。

　正純と同じように上着とインナーの袖、そしてサイドスカートを外した格かつ好こうで、しかしその姿を隠かくすように毛布を羽は織おっていたミトツダイラは、微笑というより苦く笑しようめいた顔と口く調ちようで、

「二週間、思わぬアバンチュールでしたわね」
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　Ｊｕｄ．、と正純も吐と息いき付つきでつぶやく。

「何しろ隔かく離り状態で、更さらには英国側が通つう神しん関係の領りよう域いき的遮しや断だんを行ったから武蔵との連絡がほとんど不能ときたもんだ」

　英国領域内であるため、地ち脈みやくによる通神はプロテクトされており、無理に行えば傍ぼう受じゆされる。それが後に相手の交こう渉しよう材料となる可能性もあるため、通神は光と音を用いることにした。無む論ろん、英国側でもこちらが放つ光や武蔵の汽笛が何らかの応おう答とうであることに気付いているだろう。それに対する咎とがめや調査の動きが見受けられないのは、

「……英国も、私達と本格的に敵てき対たいしたいわけではないのだろうな」

「Ｊｕｄ．、ですが六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ出身の私としては、些いささか屈くつ辱じよく的な状況ではありますけどね。敵として向かって来ていただけた方が有り難がたいですわ」

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズには、ノルマンコンクエストや百年戦せん争そうの時代の者がまだ生きてるのか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とミトツダイラが答えた。

「私ども人じん狼ろうは、一部特とく殊しゆ部ぶ族ぞくを除けば人と寿じゆ命みよう同じですけどね。──ただ、確かにノルマンコンクエストによって欧おう州しゆうの異い族ぞくの多くは英国に移住しました。が、その多くは農のう奴ど──」

　ミトツダイラが一度口くちを噤つぐんだ。ややあってから、

「──貴き族ぞくや騎き士しの多くは、本ほん土どに残りましたのよ？　そして百年に渡る英えい仏ふつ戦争の折、かつての同どう胞ほう達との激げき突とつで、私達の祖そ先せんは先せん陣じんを切ることとなり、しかしそれを誇りとして果たしましたの。……　結果として仏蘭西フランスは一人の娘むすめ騎士を歴史再さい現げんとして戦せん線せん投とう入にゆうし、彼女の死によって救われたと聞きますわ」

「……〝聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アーク〟は歴史再現されたんだっけか」

「Ｊｕｄ．、そして、再現通りに行われた彼女の火か刑けいの直後に何が起きたか知ってます？」

　問われ、正純は考えてから答えた。それは、

「──重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんか」
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「Ｊｕｄ．。そうですわ。重奏統合争乱ですの」

とミトツダイラが長い前まえ髪がみの向こうで答える声を正まさ純ずみは聞いた。

「英仏にとっては百年戦争を白しろ黒くろつけない状態で終えるのに都つ合ごうが良かったのかもしれませんわね。政治的な問題や、歴史再現の曖あい昧まいだった部分、国を疲ひ弊へいさせずに済ませるにはどうしたらいいかなど、全ぜん部ぶ重奏統合争乱の影に隠かくして口を噤んでしまい、……あとは噤んだ口の持ち主ぬし達、主として人間の寿命が尽きればいいだけで、実際そうなったのですもの。

　よく言いますわよね。──歴史とは、記き述じゆつされるものだけが全てである、と。

　ゆえに今、私達が授業などで見ているものの多くも、過去に起きた歴史再現そのものではなく、〝正しい歴史として記録したもの〟でしかありませんわ。

　あの百年戦争で英仏の間に何があったか、真実はほとんど記録外がいの領りよう域いきですの」

　そっか、と正純は頷うなずいた。

　ミトツダイラのような異族はその能力や伝説によって人々から距離をとられやすい。ときたま彼女が昔に何かあったらしいことを自じ嘲ちようとして口にするが、そういう過去を経てきたのは、

　……まあ、私の過去と、比ひ較かくする気はないが、だからこそ……。

　問うのはやめておこうと、そう思う。いつか話してくれればいいと思うし、そうでなくても解わかるときがくればいいと思う。そうなったとき、彼女の過去と共に過ごしたクラスの他の皆と同等になるのだろうかと、そう考え、

　……でも、葵あおいのような馬鹿になるのもなー……。

「？　……どうしたんですの？　何だか俯うつむいてしまって」

「あ、いや」

　苦く笑しようする。こちらが心配させてどうするのだ、と。

　ミトツダイラからこのような話を聞くのは初めてだが、こういう場所と、時間帯たいと、二人だけという雰ふん囲い気きの作用だろう。ならば、

「この二週間のアバンチュールってのも、悪くはないと思ってな」

「まだまだ続くんでしょう？　先ほどの話だと、私達の帰き艦かん許きよ可かは出ていないのですから」

「だけど人は来て賑にぎやかになるし、物ぶつ資しも来るさ。食事、服、──ミトツダイラ、お前の傷いたんだ髪かみを元のようにする美び容よう品ひんも、だ」

「そんな気が利いた人が──」

「葵あおい姉あねは危険だが、浅あさ間まあたりが解わかってるだろうさ」

　言うと、ミトツダイラが表情を変えた。こちらを見る顔は、わずかに目を見開いたもので、しかし彼女の表情はすぐに目を弓にしたものとなり、

「私よりも皆に詳しいですわね。あと、──総そう長ちようみたいに前向きな物もの言いい」

「アレとは一緒にしないでくれ」

　つぶやきつつ、正純はミトツダイラの微笑に吊つられて小さな笑えみを得る。

　この二週間。乗員達たちは輸ゆ送そう艦かん内ないでの生活を強いられている。その中で、騎き士しとしての居い住ずまいと第五特とく務むという位置づけは充分に重い。だが、

「ようやく気が抜けるな、ミトツダイラ」

「でも武蔵むさしへの帰艦はまだまだですわ。──厄やつ介かいですけど、致いたし方ありませんわね」

　笑っているが、帰艦不ふ許きよ可かとなる輸送艦乗じよう員いんを見たとき、最も疲ひ弊へいが強いのが彼女だ。

　……騎士の生活とは大きく違うからな。

　艦は垂直の状態で、生活用の居きよ住じゆう区くなどは元々無い輸送艦だ。衣食住の環境としてみた場合、初めの数日は雨あめ露つゆと風を凌しのぐ場所があるだけで、他は全て欠けた状態だった。

　自分のように衣食が適当でもどうにかなる人間や、武蔵において狭い地ち下か居住区の四よ畳じよう部屋に住んでいる者達でも、流石さすがに息いき苦ぐるしい。その救たすけとなったのは、

「──おや、お二人とも、ここは自分が今から担当するで御ご座ざるよ。

　明日になれば船も来るので御座るから、女おんな衆しゆうは寝ておかれるがよいかと」

　点てん蔵ぞうだ。
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　やってくる忍にん者じや装しよう束ぞく型の制服姿すがたを見た正まさ純ずみは、こう思う。

　……恐ろしいことに、この忍者、こっち来てから服も何も全然崩くずれんなあ。

　小しよう等とう部ぶ以前から生せい存ぞん訓くん練れんを受けており、忍者の家か系けいとして親しん族ぞくからいろいろと教え込まれているという話だが、この二週間の彼を見ていると、間違いなく事実だと思える。

　だから、というように、正まさ純ずみは点てん蔵ぞうに会え釈しやくして、

「お前がいたので随ずい分ぶんと助かったよな、この二週間」

　言うと、点蔵はこちらと距離五メートルの位置で足を止めた。そして彼は身を低くして、いつでも逃げられる姿し勢せいをとると、

「な、何か裏があるで御ご座ざるか？　そうで御座るなこの空気は！」

「……お前、葵あおい達にいつも何やられてんだ。大だい丈じよう夫ぶか……？」

「……というか、ここで〝裏があるとも〟と答える人がおりますの？」

「確かにそうで御座るなあ、……って否定が一いつ切さい無いのは何な故ぜで御座る？」

　いいから、と正純は手を下に振って点蔵に落ち着けと指し示じする。

　……ともあれこの男がいたお陰で、私達は保もったしなあ。

　何しろ、自分達のほとんどが、このような欠けつ乏ぼう状態と閉へい鎖さ的てき状況を受けたことがない。

　だが生せい存ぞん訓くん練れんを受けている彼は、第一特とく務むという役やく柄がらもあり、自ら動いて船せん舶ぱく系けい部活の者達と意見交こう換かんを行い、まず、水の確かく保ほと分ぶん配ぱいを優ゆう先せんとした。

　そして水が確保された後、住み処かとして男達に広い場所を与え、女達に狭い場所を個別で割り当てた。

　この割り当てが今いま思うと、男女不ふ平等のようだが、

　……上う手まく考えたものだ。

　男達は、気に入らない部分があれば輸ゆ送そう艦かんの破は損そん部品を持ち込んだりして広い区く画かくの一部を自分達なりに改造し、広い男おとこ部屋を構こう築ちくしていく。

　対する女達は狭い場所をそれぞれ自分用ように改造するが、狭いがゆえに手て間まは掛からず、プライベートを守るための個室が出来ていく。

　そして、基本的には男達が漁や艦の運用、そして艦を地ち殻かくに固定するための工事や、岩がん盤ばんから湧わき出る水を得る作業を行い、女達が炊すい事じや洗濯、連絡役やくなどを行うこととなった。

　総そう長ちよう連れん合ごうや生徒会の自分達が何を行うかと言えば、まず、二ふた代よやミトツダイラは〝有ゆう事じに備えての見張り役〟または〝破は砕さいや超重量物の運うん搬ぱん役〟や〝漁ぎよ業ぎよう長〟であり、自分は武蔵むさしとの連絡やトラブルの裁判役やくを得た。そして自分達三人には、他に幾いくつかの特別な仕事が与えられたが、その中の一つが、

「……まさかここでも授業や訓練をさせられるとはな」
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　正純の視線の先、点蔵は頭を搔かきつつ苦く笑しようした。

「いやまあ、外が解わからないときこそ、各国の状況を勉強することは大事で御座るよ。

　意味ある時間潰つぶしというのは、何もない場所にいきなり放り出されたとき、随ずい分ぶんと役に立つもので御ご座ざるしなあ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……先生の御ご高こう説せつがこんなときに役に立つとは思いませんでしたわ。あれ、他人に授業しているのと同じですものね」

　Ｊｕｄ．、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

　自分は英国の政治的な方面を教えることが出来るため、英国にいる自分達がどのような扱いになっているのか、また、英国とはどのような国かを現げん在ざい進行形として言える。

　ミトツダイラは仏蘭西フランス出身の騎き士しとして、英国の過去の歴史や、他国との付き合いなどを、どちらかというと英国を警けい戒かいしていた仏蘭西の視点から言える。

　そして二ふた代よは、戦せん闘とうの訓くん練れんや集団戦せんにおける隊たいの動かし方などの講こう義ぎと実じつ技ぎだ。高度すぎるのと天てん然ねんが入って通つう訳やくが必要なときもあるが、不安になりやすい閉へい鎖さ状況の中で皆に〝強さの確かく認にん〟を行わせることが出来る意味は強い。

　あとは、何はともあれ蜻蛉とんぼ切きりだ。艦内にあった部品で改造し、伸縮機構を発バ条ネで自動化した。それによって魚などを楽に仕留められるようになったし、

　……割かつ断だん能力で海割わって漁りようが出来るからなあ。

　それがために皆の間では〝御蜻蛉様さま〟〝蜻蛉明みよう神じん〟などとカリスマ槍やりとなっており、最近は二代が持って出てくると男おとこ衆しゆうが膝ひざを付いて三度拝おがむしきたりだ。大たい漁りようを呼ぶジンクスらしい。

「しかしまあ、こんなキャンプ生活も、これからは楽になるか」

「そうですわね……。さっきボヤが起きてえらい目に遭あいましたけど」

　ミトツダイラが吐と息いき付きでつぶやくのに、正純は苦く笑しようする。

「未み熟じゆくだな」

「前のお返しですの？　ですけどまあ、確かにそうですわね。騎士の基本は城と戦せん場じようですわ」

　ミトツダイラは、点てん蔵ぞうを見て、

「感謝してますのよ？　夜の見張りに回していただいて。月光のおかげで身体からだは活かつ性せい化かしますし、昼だと日焼けしますもの。……まあ、二代の方はそれでいいのか解わかりませんが」

「二代は蜻蛉切と一緒にいつの間にか男連れん中ちゆうの酋しゆう長ちようになってるからなあ。

　アイツの部屋の前に何な故ぜか供そなえ物の干ほし物ものとか貝のネックレスとか積まれてるよな。

　先日どこからか切り出した石のデカい貨か幣へいが供そなえてあって流石さすがに捨てさせたが」

「未み開かい民族みたいになってきてますわね……。ただまあ、それも今日から改善されるとすれば、熱ねつ湯とうではないお風ふ呂ろに入りたいですし、脚あしが伸ばせるベッドで寝たいですわ」

「だったら大だい丈じよう夫ぶで御座ろう。前回、シロジロ殿どのにそのあたりの資材を頼んでおいたで御座るよ。やはり一番疲ひ弊へいするのは女性で御座るからな」

　その言葉に、正純はミトツダイラと顔を見合わせた。そしてお互い小さく頷うなずき、

「……何でこれだけ気き配くばり出来る男なのに彼女いない歴れき＝人生なんだ？」
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　正まさ純ずみの問いに、彼女を含む女二人はしばらく視線を合わせた。

　月はあるが、しかし確かな夜の闇やみに促うながされ、二人は言葉を作る。

「……やはり、あの忍にん者じや装しよう束ぞく。あんなの常に着てる男性となるとそれだけでかなり……」

「……Ｊｕｄジヤツジ．、成なる程ほど、……欠点が大きすぎて一いつ瞬しゆん気付かないとこだったな」

「そ、そこ！　こちら抜きで解説するの無しで御ご座ざるよ！」

　大体ー、と点てん蔵ぞうは腕を組み、

「自分、彼女にするなら金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうと決めておるので御座る」

　そうか、と正純は、また闇の中でミトツダイラと顔を見合わせた。

「……なあミトツダイラ、男ってのは、何な故ぜ、ああやって自らハードルを高く上げるんだ？」

「Ｊｕｄ．、そうすることによって、〝モテないのではなくて自分の望みに合う者がいない〟という錯さつ覚かくを得たいからではありませんの……？」

「そうか、……意味不ふ明めいなプライドだな。全く理解出来ないが、同情はすべきだろうな」

「ぬおおおこの女おんな衆しゆうは容よう赦しや無いで御座るな!!」

　いいから、とまた正純は点蔵を手で制する。その上で口くちの端はに笑えみを作り、

「何だったら、いずれあると思われる英国との会議に出るか？　──妖よう精せい女王エリザベスは、お前のハードル越えられる要よう件けん備えてると思うぞ？」

「自分、ハードルとガントリークレーンの区別くらいはつくで御座るよ？」

　と、点蔵の言葉に笑ったミトツダイラが、

「まあ、ホントに助かりましたわいろいろと。第一特とく務むも、大変では？」

「否、自分、どんなときでも鍛たん錬れんなど出来る忍者道具など持っておるので御座るから」

「忍者道具？」

　ミトツダイラが、首を傾かしげる。

「忍者の鍛錬の道具というと、麻の茎くきが伸びるのを毎日飛び越えて跳ちよう躍やく力を鍛きたえるとか、そういうものではありませんの？」

　ミトツダイラの言う通りだ。子供の頃ころ、〝仮か面めんの忍者・露西亜ロシア赤あか影かげ〟で読んだ鍛錬法ほうとしては、成長が早い麻を栽さい培ばいし、それを毎日飛とび越えることで自然に跳躍力が鍛えられるというのがあった。どう考えてもそんな即そく席せきで身体からだが鍛え上がるわけはないのだが、顔を隠かくし続け歴＝人生みたいな変へん態たい集団の鍛錬法なので秘ひ訣けつがあるのだろう。

　正面にいる点蔵も、一つ頷うなずき、

「実は、父の代まではそういう鍛錬をして御座ってな」

「そうなのか？」

　まさかこんなところで忍者の秘ひ儀ぎが聞けるとは、と、横のミトツダイラ共々知識的興きよう味みを強くすると、点てん蔵ぞうが更さらなる頷うなずきを作った。その上で彼は、

「父達が艦かん内ないのプランターに植えた麻あさは、結構大量に増えて御ご座ざってな。個人訓練用に使おうと思った父達が、それを偶ぐう然ぜんそれぞれの部屋に持ち込んで偶然大たい量りように栽さい培ばいし、偶然煙草たばこにして偶然深ふかく吸うと必然的に奉行所の世話になり──」

「事件に巻き込まれそうだからそこで止めろ。あと、先せん行こう予約で言っておくが、裁判でその偶然系けい言い訳わけは通じたのか？」

　いやいや、と点蔵が手を横に振る。だから正まさ純ずみも、今の話は聞かなかったことにするが、

「──あら？」

　不ふ意いに、ミトツダイラが東の方を見る。月光の下、向こうの崖がけ上うえに見えるのは、

「あれは──」

　見れば、かつては丘であった岸壁の上に、フード付きの長ちよう衣いを着込んだ人ひと影かげがある。

〝傷有りスカード〟と、向こう側でそう呼ばれていた人影だ。
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　ミトツダイラは、数十メートル先の人影に対し、小さく鼻を動かし、

「……時たま、あの場所にいてこっちを窺うかがってますわね」

　ミトツダイラの聞いた話に拠よれば、

「艦かんが落ちたとき、第一特とく務むが庇かばった方ですわね？　〝傷有り〟とか言う……」

「まあ、庇ったというか……」

　点蔵が言葉を濁にごす意味はミトツダイラには解わからない。だが、

「……子供達を救いに飛び込んできていたそうですが、だとしたらこの周辺の指し導どう者か、同どう様ようの力がある方かもしれませんわね。──あの子供達は、でも、帰されたのですわよね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、子供達を乗せたボートは精せい霊れい達たちが確かく保ほしていったで御座るよ」

　子供達。輸ゆ送そう艦かんが落ちる先にいた三人の少年と少女を救ったのは、自分と二ふた代よだった。

　……大たいしたことではありませんが。

　輸送艦が落ちる直前に、子供達を救うために幾いくつかの対たい処しよが講こうじられた。

　一番有ゆう力りよくだったのは、落ちる艦かん首しゆと地面の間に自分が飛び込んで銀ぎん鎖さで彼らを救うか、点蔵や他、脚あしの速い者達が飛び込んで救うか、だった。

　だが輸送艦の艦首には目が無い。舳へ先さき側がわは地面との激げき突とつで砕けることが解わかっていたから、そこに前方確かく認にんの役を置くことは出来ないし、目もく測そく無しで飛び込んで位い置ち取りが合っていなかったらそれこそ悲ひ劇げきだ。また、艦首側の幅があるために、子供を救ってもその幅ふく長ちようを走り抜ける必要があることや、子供達がパニック状態でどんな反応をするか解らないことから、

　……飛び込んで救うのは、リスクがありましたわね。

　出来ないことはないと、騎き士しであるがゆえにそう思う。が、出来るという絶対の保証が必要だ。何な故ぜなら、英国の住人を失わせたら極きよく東とうの立場が悪くなるからだ。

　ゆえにとった方法は一つ。それを、横の正まさ純ずみが、肩をすくめてつぶやく。

「──まさか、艦かん首しゆを抜くとは思わなかった」
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　子供達を確実に救う方法は、墜つい落らくより早く艦首を破は壊かいすることだった。

　ぶち抜き、その穴で子供達を艦かん内ないに飲み込む。

　……その方法は──、

　ミトツダイラは思い出す。

　方法は一つ。

　二ふた代よの蜻蛉とんぼ切きりで、艦首の前面の縁へりを連続割かつ断だんして樽たるの蓋ふたのようにし、その上で更さらに一度中央に割断を入れたら、観かん音のん開びらきの扉とびらとして内側に銀ぎん鎖さでぶち開ける。

　蜻蛉切が船の内ない殻かくを叩たたき割れるのは、三み河かわ戦せんにおいて〝栄光丸レーニヨ・ユニート〟に入れた一いち撃げきで解わかっている。だが、ミトツダイラが見た二代の行動は、その比ではなかった。

　……輸ゆ送そう艦かんの内部は、幾いくつものフレームで成り立ってますのに。

　二代は、垂直になった艦内を、昇るように落ちて突っ走ったのだ。

　落らつ下か速度よりも速く、フレームを足がかりに下へと加か速そくする。そして足あし場ばにしたフレームを割断する。

　こちらが艦内で数歩を踏んだときには、鉄の柱の破は片へんが落ち葉のように宙を舞っていた。

　それらを薙なぎ払って道を開けたとき、二代の姿は既に艦首側がわへと飛んでいる。

　そして二代は、こちらにちらりと振り向き、

「──お見事」

　その一言とともに、前面壁へきを叩たたき割ったのだが、

　……こちらの処理を全く考えてない行動でしたわね。

　ぎりぎり間に合ったが、二代がこちらを無視していたのか、こちらが間に合うと思っていたのか、それとも急せかすつもりで動いていたのかは解わからない。

　結果として、開あいた前面から、まるで蛇へびが獲え物ものを飲み込むようにして、

「救えて良かったですわ」

　子供達は地面に座っていただけ。

　その傍かたわらに着地した自分と二代は、周囲を砕けて身を縮めていく艦の部品や瓦が礫れきから彼らを守り、また、艦が不ふ用意な砕け方をしたときにはそこに割断した部品群ぐんをぶち込んだ。

　舞い落ち、飛び散る部品の群は莫ばく大だいな数で、しかし銀鎖の旋せん回かいによる防ぼう壁へきと二代の高速連れん動どうは全てを叩き落とした。

　最終的に、艦の落下衝しよう撃げきと重さで地ち殻かくが沈み、周囲から水が入ってきたために自分と二代は子供達をすくい上げて倒とう立りつ状態となった艦かんを上って行ったのだ。

　よくやった、と思うが、流石さすがに甲かん板ぱんに出て喝かつ采さいを浴びた後、二ふた代よともども陰でへたり込んだ。

　銀ぎん鎖さも、蜻蛉とんぼ切きりも、よくやったと思う。そして、

「…………」

　手て袋ぶくろを着けているのでバレていないが、左右の爪つめを割っている。

　右は中なか指ゆびと薬くすり指ゆび。左はやはり中指と人ひと差さし指ゆびだ。利き手ではない左だからこそ、人差し指に力が入りすぎた。

　人狼ルウガルウ家か系けいの特とく徴ちようとして傷の治りは早い。そのための種しゆ族ぞく的てき能のう力りよくもある。が、爪は高速修しゆう復ふくすると悪い形で繫つながってクセになる。だから人間と同どう様よう速そく度どでの自然治ち癒ゆだ。

　……マニキュアでもすればいいのでしょうけど……。

　マニキュアは、爪の先が熱を持つようで、違い和わ感かんに戸と惑まどう。

「……まあ、子供達が救われたのだから、充分ですわ」

「隔かく離り状態も考え物だな。……武蔵むさし経由で連れん絡らくしようにも出来ないし、この第四階かい層そうの者達も近づいてこないし」

　だが、と正まさ純ずみが言う声をミトツダイラは聞いた。

「あの長ちよう衣い、甲板に子供上げて見せたら随ずい分ぶんと驚いていたようだったな」

　Ｊｕｄ．、とミトツダイラは岸がん壁ぺきの上を見た。

　同じタイミングで、長衣の姿がこちらを認める。月光の下、フード姿のシルエットは明確だ。

　長衣は、間違いなく、自分を見て頭を軽く下げた。

　……英国人じんだとは思いますが……。

　礼れい儀ぎとして、自分も会え釈しやくを返す。

　すると長衣は、正純を見て、やはり頭を下げ、しかし点てん蔵ぞうを見て、

「────」

　速い動きで頭を下げた。それも、すぐに背を向ける動どう作さだ。

　去っていく。
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　……え？

　とミトツダイラが思った疑問を、正純が口にする。

「クロスユナイト、お前、……嫌きらわれるようなことでもしたのか？」

　自分以外にもそう見えていたなら、懸け念ねんは事実と見ていいだろう。まさかとは思うが、

「子供達を私達が救ったとき、……第一特とく務むに邪じや魔まされたのを根に持ってるとか？　でもまさか、そんな功こう名みよう心しんであんな現場に飛び込んでいけるものではありませんし……」

「いや、そうでは御ご座ざらんであろう」

　点てん蔵ぞうが、吐と息いき混まじりに一つつぶやく。

「自分があの方を庇かばいに飛び込んだのは理由があるで御ご座ざるが、いろいろと、武蔵むさしで生活する自分らにとっては当然なことも、向こうにとってはそうではないので御座るよ」

「は？　……当然とか、そうではないとか。……何ですの？」

　言われている意味が解わからない。が、意い図ととして通じるのは、

「何らかの誤ご解かいを、あの方が第一特とく務むの貴方あなたのとった行動に対して得ている、と？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そしてその答えは、自分らにとっては〝極ごく当然のこと〟で御座る。しかし──」

　点蔵は、こう言った。頭に手を当て、

「否、──ここで弁べん解かいめいたことを言うよりも、自分が〝余よ計けいなことをした〟と、そう結けつ論ろんしておいた方が、その方がお互いのために良かろうと」

「……は？」

　ミトツダイラは、正まさ純ずみとともに首を傾かしげた。

「どうしてそんな、自分の損になるような誤ご解かいを受けたままで──」

「いや、……それが、あの方にとっての〝恥はじを回かい避ひすること〟になるので御座るよ。そしてそういうことは、忍にん者じやである自分の務めに御座る」

　さ、と点蔵は言った。こちらに返した掌てのひらを見せ、

「交代で御座るよ。自分、今夜の武蔵側がわとの交こう信しん係で御座るし」

　Ｊｕｄ．、とミトツダイラは頷うなずいて立ち上がり、座っていた樽たるの上から降りた。武蔵の方に名残なごり惜おしさを感じつつ、明日には再会があるのだと自分を納なつ得とくさせた。そして樽の縁ふちに着いた手て指ゆびの爪つめに小さな痛つう痒ようを得ながら、彼女は正純とともに点蔵の横を抜けていく。

　点蔵の会え釈しやくに同じ動きで返しながら、ミトツダイラは、ふと月光の丘を見た。

　そこに立っていた長ちよう衣いの影を思い出し、ミトツダイラは考える。

　……第一特務は、自分が損になる誤解を受けたままでも、相手の得になるならいいと、そう言いましたけど……。

　我が王なら、そんな俯うつむき気ぎ味みの考え方に対して何て言うのでしょうかと、そんなことを考えたときだ。

『おーい！』

　いきなり、南の海から聞き覚えのある声が聞こえた。

「そ、総そう長ちよう!?」

　疑問の声とともに、第四階かい層そうの集しゆう落らくや、北側にある英国の上層に灯あかりが灯ともる。だが、馬鹿の声は構うことなく、

『聞こえてるかホライゾン！　では今夜は武蔵アリアダスト放送局が武蔵と英国の、く、く、くにまじりあいぎ──』

『フフフ流石さすがね愚ぐ弟てい、──でも国こつ交こう会議よソレ』

『おおおすげえな姉ねえちゃん天才みてえだ！　でも俺、くにまじりあいぎの方がエロくていいな！　く、くにまじっちゃう！　まじっちゃうの！　あ、あいぎしてへえええ！　──っておいおい浅あさ間ま、何を入口から至し近きん距離でこっちに弓ゆみ矢や構えてんだよ？　それも笑顔で』

　射しや撃げき音おんがして放送がノイズだけになった。

　思わず、何が起きているのか完全に想そう像ぞう出来てしまった自分を参ったものだと思い、しかしミトツダイラは近くにいる二人も今の自分と同どう様ようの表情をしていることに気付く。だから、というように、ミトツダイラはこう言った。二週間振ぶりに聞く声に安あん堵どの苦く笑しようをしつつ、

「向こうは、呪のろいを受けたり襲しゆう撃げきや武蔵むさし破は損そんの責せき任にん問もん題だい食くらってるネシンバラのこともあるでしょうに。随ずい分ぶんと相変わらずですのね……」
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「……どうして皆、相変わらずかなあ」

　と、呟つぶやく声が、輸ゆ送そう艦かんに対する武蔵の後こう尾びでも漏もれていた。

　場所は奥おく多た摩ま艦かん尾びにある学がく院いん用搬はん入にゆう港こうの縁へりだ。

　学院用搬入港は、学院への貨物や部活で使用する艦かん船せんを停てい泊はくする施し設せつだ。百メートル強四し方ほうの平たい発はつ着ちやく場ばで、武蔵アリダスト学院を左右と後ろから囲む防ぼう風ふう壁へきの後部下した側がわ、奥多摩の最さい後尾地ち区くとなっている。

　搬入港外がい縁えんは手て摺すり付きの通路と、船せん舶ぱく系けい、輸送関係を利用する部活の出しゆつ張ちよう部室長なが屋やがあるが、日中でもなく、貿易もしていない武蔵の現状では待たい機きの明かりがあるだけだ。学院の校舎裏うら側がわということもあり、見えるのは空と壁、そして壁にある窓からの明かりだけ。

　しかし、そんな港の縁にいる影がある。幾いくつかの表示枠サインフレームを周囲に展開しているのは、ネシンバラだ。彼は縁の手すりに右肘ひじをつき、体を回して背を手すりに預ける。

　そして右腕に絡からめていた杖つえを自分の横に立てかけると、左の脚あしを見た。脚は、臑すねから下を添え木と包ほう帯たいで覆おおわれている。

「全く、この処しよ置ちまで〝同情引ひこうと大おお袈げ裟さにしてる〟とか言われるんだもんな」

　彼は肩の走狗マウスが新しい表示枠を展開したのを見て、

「ああまた、学院用通神帯ネツトに新しい通神端スレツドが立ったのか。今度は検けん証しよう系けいか。……日記系でもいろいろ言われてるし、生徒会の通神領域サイトにも通神文ぶんとか凄すごい来てるしなあ。

　そしてどの内容も、──〝あれで良かったんですか〟ときたもんだ」

　吐と息いきする。その視線は、表示枠の一つに映った武蔵の全ぜん図ずに向いていた。武蔵の破は損そん状況を線画と色で示したものだ。

「他にも──」

　前回の戦せん闘とうでの負ふ傷しよう者しやや、建物などを含む資し産さんの損そん失しつ表ひようが映る表示枠を見る。

　それらの情報を確かく認にんし、闇やみの中でネシンバラはつぶやいた。

「──参ったもんだね。覚かく悟ごはしていたつもりだけど、……実際になってみると、周りが全部こちらを猜さい疑ぎし、否定しているというのはキツいもんだ」

　……自分は頑がん張ばったと、そう思うのだけど。

「お前の頑張りは足りず、無む駄だで、もっといい方法があったろうにって──」

　一ひと息いき。

「お前はいない方が良かったんだよ、って、そういうことなんだよね」

　と、つぶやきと重ねて吐と息いきをすると、不ふ意いに声が来た。

「あら？　祭にも出ないし、最近は授業にも出てきてないと思ったら、アンタこんなとこで何やってるのよ？」

　空から降りてくる声に、ネシンバラが振り仰あおいでその正体を確認する。

　すると見えたのは、夜よ目めにも黒い翼つばさの持ち主で、

「ナルゼ君か」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そのくらいは憶おぼえているようね、この引きこもり」

　彼女はこちらの横に、しかし外がい縁えんの手すり上に立つと、こう言った。

「どうする？　──負け犬同どう士し、愚ぐ痴ちの叩たたき合いでもする？」







[image: 第十三章『語り場の燻り者達』]











●






「愚ぐ痴ちねえ……」

　ナルゼの〝愚痴の叩たたき合い〟という提案に、嫌いや気みありありでそう呟つぶやきながら、しかし、参ったものだと、ネシンバラは心の中に言葉を作る。

　そんな非ひ生産的なことよりも、自分の思いに理由をつけて納なつ得とくをしようと思うが、

　……燻くすぶるなあ。

　理由は簡単だ。

「ま、確かに、愚痴りたくなるくらい批ひ判はんに晒さらされてるけどね」

「そうね。ちょっと試しで艦かん内ない通神帯ネツトをアンタの名前で検けん索さくしてみたら、偉いことになってて嫌な気分になったわ。──身み内うちの恥はじって嫌なものねえ。思わず荷か担たんしちゃったわよ」

「え？　味方してくれたの？」

「ううん。非難タタキ側に入って同調しまくってたら向こうとはレベルが違ったらしくて皆みな引きまくり。折せつ角かく別個端スレ立ってたのに閑かん散さんとしちゃったわ。駄だ目めよね皆、あの程度で」

「き、君は愚痴りたいのか貶けなしたいのかどっちなんだよ」

　いいから、とナルゼは言った。彼女は苦く笑しようとも嘲ちよう笑しようともとれる笑えみを口の端はに浮かべ、夜空を来る風に翼つばさを浅く広げてバランスをとる。そして、

「大体は、皆の意見を見て理解してるわ。──襲しゆう撃げきによる被害を受け、更さらに砲ほう撃げきを食らって武蔵むさしの破は損そんを得た、ってところよね」

　だけど、

「それらは、程度の違いは別として、初めてのことではないわ。以前の三み河かわ戦せんでアンタが軍ぐん師しとして指し揮きを執とったときも、戦せん闘とうに出た者達は負傷して、武蔵も大きく傷ついた。私達もね。でも、だが、今回の戦闘において、明確な違いが一つある」

　それは、というナルゼの言葉の先を、ネシンバラは奪うようにしてこう言った。

「──勝ってない。そうだろ？」
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　ネシンバラはこう思う。勝ってこそ、負傷や損そん失しつの意味もあると。だが、

「……勝てなければ無む意味だよなあ」

　自分達の側からすれば、フォローや言いい訳わけもあるが、それで人の感情が収まるわけもない。

　他国の記録を見ていても、敗北の際には責任の押し付け合いが確実に存在する。負けたこと、損失したことへの責任追つい及きゆうは必ず為なされ、

「誰だれかに責任を押しつけることで、人々は負けたことを〝自分のせいではない〟として、ようやく納得するのかな」

「学生に上限年ねん齢れいがある武蔵むさしの場合だと、子供達がアンタをフォローしようとしても、親が赦ゆるさないものね。子供達が傷を負って帰ってきたならば〝それみたことか〟だし、更さらには、子供に責任を負わせたくないから、アンタに矛ほこ先さき向かう。……そういうことよね」

「解わかって貰もらえてるとすごく有り難がたいよ」

　ちょっと救われた、と思う自分はタフじゃないな、とネシンバラは思う。

「書しよ記きという役やく柄がら上、業務には通神帯ネツトを使わざるを得ないし、軍ぐん師しの役目を果たすにはいろいろな情報を手に入れる必要があるさ。

　だがそれは、自分達の評ひよう価かに対しても触れざるを得ないということでもあってね」

「……敗はい将しようは歴史の記録で見ても、悲ひ惨さんな評価を受けるわよねえ。これも呪のろいの内かしら」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とネシンバラは吐と息いきして手て摺すりに寄りかかった。横、手摺り上のナルゼが一歩を右に離れ、翼つばさでもう一度バランスを取り直す。

「三さん国ごく時代の中ちゆう国ごくではすぐに武ぶ将しようが悶もん死しや憤ふん死ししてたけど、やっぱり責任者というのはストレスがあるものなんだろうね。悶死は心しん臓ぞう麻ま痺ひで、憤死はストレスによる死のことでもあるけど、歴史再さい現げんではそれを狙ねらうのが難しかったって言うね」

「話ずれること覚かく悟ごで歴史オタクに聞くけど、そういう場合はどうしたの？」

「Ｊｕｄ．、直接的解かい決けつだけど、死を引いん退たいなどの〝解かい釈しやく〟とする前に、まず彼らに悶死級きゆうストレスを与えることが課題とされたんだ」

「たとえば？」

　そうだなあ。

「……たとえば手始めに、驚嘆ドツキリ番組で貂ちよう蟬せんに誘わせて、ベッドに飛び込んだら彼女じゃなくて呂りよ布ふがいて〝どーもどーも！　驚嘆でーす！〟とやったんだっけ」

　董とう卓たくを始めとして、大体それで前期武ぶ将しようは悶死した。が、呂布の引退後ごは驚嘆番組への警けい戒かいが始まったのと、三国に分かれたために張ちよう飛ひが〝どーもー！〟と頑がん張ばっても蜀しよくの武将しか悶死しなかった。後に魏ぎにも出張した関かん羽うが、往おう生じよう際ぎわの悪い武将を通神帯生なま中継付きの脱ぎ麻雀マージヤンで悶死・憤死させる手法を開発したが、真ま似ねした荀じゆん攸ゆうが曹そう操そうに振り込んでトビ憤死してから禁止になった。賭かけ事はいけない、とネシンバラは思う。

　後に全国規き模ぼで悶死推すい奨しよう委員会が作られ、

「武将達たちが読んでる連れん載さい五ご行ぎよう詩しの作者を買収してヒロイン死亡のバッドエンドにしてやったり、舞ぶ劇げきを強ごう引いんに全ぜん滅めつ系けいの鬱うつエンドにしてやったんだっけ。

　憤いきどおった武将に作者や主しゆ催さい者が首を絞しめられる事件も発生したが、概おおむね〝悶死〟して三国時代は歴史再現されたというね」

　うんうん、と頷うなずいていたネシンバラは、ふと、そんな自分に気付いて、

「……まだそんな状態になってない分、僕はまだ行けるってことかな」

「アンタ死なれたら武蔵はかなり困るんだから大たい概がいにしときなさいよ」

　と、学内通神帯ネツトで、またこちらをネタにした通神端スレツドが上がったと、走狗マウスが教えてくれる。タイトルを見ると、

「だよなあ、……昔に僕も言ったことがあるよ、軍ぐん師しだけじゃなく、他の職業にも」

「？　何が？」

　ああ、と息をつき、ネシンバラは、口を開く。そして紡つむがれる言葉は、このところの自分に対して最も多い評ひよう価かだ。それは、

「──僕の考えた通りにやっておけば正解だったろうに、ってね。

　誰だれだって言ったことがあるよね？　そういうこと」

「あら？　言うのは自由でしょ？　私だって、作った本を売ってるとき、目の前で広げられてそんなこと言われて、そのまま買わずに去って行かれること多いし」

「内ない心しんどんな感じ？」

「──やろうと思えばやれるんだから、別にどうってこたないわ。何？　その引いた顔」

　魔女テクノヘクセンは怖いな、とネシンバラは思う。否、よく考えたら、

　……うちのクラスは、基本的に皆みな同じだよなあ……。

　これは、環境が悪いと言うべきなのだろうか。

　だがまあ、ともネシンバラは思う。雪せつ辱じよくを願おう、と。

　まだそう思えるならば、そこに救いがある。自分はまだ自分の継けい続ぞくを望んでいる、と。

　……だから頑がん張ばろう。

　次は勝とうと、そう考える。勝てば、全てに意味があるのだから。

　そういう観かん点てんからすると、三み河かわ戦せんの後にやった祭は意味があったのだなあ、と思う。あれをやることによって、勝ったという意味を物理的に実感出来るからだ。だから、

「僕の成果で祭が出来るように、頑張ろう」

「別に今日の祭、出れば良かったじゃない？　何で出なかったの？」

　その答えは簡単だ。ネシンバラは右腕うでを掲かかげて見せた。

　月の光に映えるのは、右の下か腕わんに巻かれた術じゆつ式しき書き込み有りの包ほう帯たいだ。白しろ布ぬのに文字が幾いく重えにも書かれた包帯は、しかしあるものを押さえ切れていない。

　それは包帯の下から染しみ出る光の文字列れつで、その文字が示すものは、

「マクベス。──シェイクスピアの術式が、僕を呪のろい続けているのさ。

　マクベスは王を殺す簒さん奪だつ者。その呪いは、僕の存在が葵あおい君を害するということになる」

　つまり、

「シェイクスピアは、僕に呪いを掛けたんだ。王と共にいられない道を選ぶしかない。

　──そんな呪いをね」

　告げた言葉に、ナルゼは見下ろしの目を見開いた。そして彼女は、深く息を吸い、しかし直後にこう言った。

「そのネタ……、ゲット!!」
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　……行ける！

　ナルゼは確信した。

「今のアンタの台詞せりふ、決め所でアンタが全ぜん裸らに使えば読んでる女子連れん中ちゆうへの説せつ得とく力抜ばつ群ぐんよ！　それだけのためにネーム切ってもいいわ私！　そうね、アンタ脚あしやっちゃってるから、病院かどこかが舞台ってどう!?」

「どう、って言われても、僕結けつ構こうそういうネタに体たい温おん低い派だしなあ」

　ナルゼは肩をすくめて首を横に振った。ふう、と一ひと息いきつけて、

「ふふ、とりあえずアンタにも肖しよう像ぞう権けんがあるから印いん税ぜい一割あげるわね？」

「その一割は肖像権分ぶんじゃなくて人じん権けん分じゃない？」

　ネタになるならどっちだっていい。そういうものだ。

　ともあれ、とナルゼはつぶやいた。

「そんな呪のろいつきの腕じゃ、当とう分ぶんは一緒に行動出来ないじゃない。浅あさ間まあたりに──」

　御み祓そいでもらいなさいよ、と言いかけてやめた。彼の腕の術じゆつ式しき包ほう帯たいは間違いなく、既すでに浅間に相談した証しよう拠こだ。それなのにまだ呪いが腕に常じよう駐ちゆうしているとなると、

「御祓みそぎでは祓い切れない類たぐいの呪いなの？　射うたれないと駄だ目めとか？」

「前半アタリで後半無む視しするよ。で、まだ劇が終了していないから、マクベスは消えないのさ。

　マクベスは王を殺すけど、それはマクベスという劇として考えたら至し極ごく真まっ当とうなことで穢けがれの要素が無い。だから御み祓そいでも、消すことは出来ずに追い払うことしか出来ない。

　舞台演えん劇げきは神に捧げるものだから、神しん道とうでは御祓みそぎしにくいみたいだね。

　この術式を祓うには、シェイクスピアが閉へい幕まくを告げるか英国から離れるしかないって浅間君くんは言ってた。それをしない限り、僕が役を降りても別の誰だれかに代だい役やくとして呪いが宿るって」

「別に、書しよ記きって言う役やく職しよくのアンタじゃないなら、誰だっていいんじゃない？」

「その人が、呪いに操あやつられて葵あおい君を殺すことになっても？」

　そう言われると、微び妙みように困る。

　……この男は、最悪の事じ態たいをまず想そう定ていするからやりにくいわね。

　軍ぐん師し特とく有ゆうの思し考こう法ほうでしょうね、とナルゼは思う。眼がん下か、ネシンバラは杖つえで床をついて自分の姿し勢せいを直し、

「だったら、何かあっても自分で対たい処しよしようとする僕が呪いを飼かっていた方が楽だ。

　ただ、これを飼っている以上、王の傍そばには行けないし、仕事をすることも出来ない。

　この右手は王を殺そうとするから、文章なんか書こうものなら間接的に王を貶おとしめたり、我われ知らずと不ふ祥しよう事じを働こうとするからね」

「不ふ始し末まつな右手ねえ」

　そしてナルゼが思うのは、彼に相あい対たいした敵のことだ。

「……シェイクスピアが言ってたけど、13？　第十三無む津つ乞ごい令れい教きよう導どう院いんって、聞いていい？」

「同どう人じん誌しのネタにする？」

「するわ。しない方が変よ」

　即そく答とうすると、ネシンバラはわずかな間、額ひたいに手を当てた。

「ま、まあ、いい加か減げんなこと広められるよりいいかとは思うけど……。でもまあ、実のところ、あんまり情報の残されてない場所でもあってね」

「そうなの？」

　と問いかけると、ネシンバラは小さく頷うなずいた。

「中にいた僕達からすると、外の知識もろくにないから、何だかやなことばかりの場所だなあ、ということしか無かったかな。

　後で調べたことによれば、どうも三征西班牙トレス・エスパニアの前ぜん総そう長ちようであるカルロス一世が作った孤こ児じ院いん施し設せつらしく、幼よう少しよう期きから英えい才さい教育を施ほどこす、ってやつだったね。

　そんなものは今だったらどこにでもあるけど、あの場所はちょっと違ってさ」

　聞いた。

「──襲しゆう名めい者を作るための場所だったんだよ」
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「襲名者を……、作る？」

　ナルゼが鸚おう鵡む返がえしに近い問いを送ると、ネシンバラは、そ、と軽く答えて肩をすくめる。

「カルロス一世は三征西班牙総長と神しん聖せいローマの皇こう帝てい総長を兼けん任にんしたけど、三征西班牙よりも M.H.R.R.神聖ローマ帝国 側の人でね。だから三征西班牙は総長を欠くことが多く、代わりに襲名者を重ねたり多く得ることで個人の権けん力りよく強化や国を強化するしかなかったわけ。

　でも、貴き族ぞくや商人の子し孫そんだと利り権けん問題が生じやすいし、もし事故などで襲名者が欠けた場合、即そく座ざの穴あな埋うめが必要だからね。だから──」

「孤児を、そのために？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と答えるネシンバラは、こちらを見ない。彼はまっすぐ、前方の宙を見たまま、

「元々は、何か違う目的のためにあった教導院を、そういう方向に仕立てたらしくてね。噂うわさでは聖せい譜ふ越えつ境きよう部ぶとなる生徒を作り出すためだったとか」

「最後のはギャグ？」

　どうだろう？　とネシンバラが首を傾かしげた。そして、

「でもまあ、僕の代で、それも終わりにしたんだ。何しろ仲間が一人死しにかけてね」

「────」

「出来る子だったんだよ。僕なんかよりも。言葉を使わせたら、……ほら、センスって、子供でも歳とし食くってても関係ないじゃない？　語ご彙いから何を選ぶかってことだから、語彙が多ければ選択肢しは増えるけど、選択のセンスが良くなるわけじゃない。

　そして今思ってみても、出来る子だったんだ。

　だけどその子は、……プレッシャーに弱くてね」

「待って」

　ナルゼは、ネシンバラの背を軽く爪つま先さきで蹴けった。

「言いたくなければ言わなくていいわ」

「聞きたくなければ聞かなくていいよ」

　気に入らない男だ、とナルゼは思う。その思し考こうが届いたのか、ネシンバラは、

「話を飛ばそうか」

「ネタに出来ないでしょうしね」

「そうだと有り難がたい。──でまあ、いろいろあって、査さ察さつが入ることになったんだけど、その前夜に僕達は、どこかに〝移い送そう〟されることになってね。

　だから逃げたんだ。機き動どう馬車から飛び出して、山さん岳がく地帯の山さん道どうに立つ十字架かに祈りながら四日間歩き続けてね。そして六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズとの国こつ境きようにたどり着いたところで、……あとはそれぞれ、好きな土地へ行こうってことになった。そして顔を合わせることがあっても、他人の振りをしていこうって」

　それなのに、

「何で約束破やぶる奴やつがいるかなあ……」

「要するに、厄やつ介かいな対たい面めん型がた同どう窓そう会かいなのね。

　……何だ、相手がメジャー襲しゆう名めい者で女だから、もうちょっと色のある話かと思ったら」

「ナルゼ君、かなりストレートな物もの言いいが得意だね？　でもまあ……、その教きよう導どう院いんは取り潰つぶされたと聞くね。三征西班牙トレス・エスパニアの書しよ記き、ベラスケスが孤こ児じ院いんや病院の管理担たん当とうをしているから、フェリペ・二世セグンドの体制が整った時点で、そちらに全部シフトしたらしい」

　ふうん、とナルゼは頷うなずいた。

「アンタも結けつ構こう、苦労してんのね」

「してたのね、でもいいよ？」

「現在進しん行こう形けいで食らってるじゃない」

「Ｊｕｄジヤツジ．、って言っておこうか。まあ、出来れば、気分直なおしに次の英国のイベントには行きたいんだけどね。開かい催さいされるのかなあ」

　話を換えようとしている、というのは解わかったので、ナルゼも乗ることにした。だから、

「そうねえ」

　とナルゼが呟つぶやいたときだ。不意に、汽き笛てきではない音がいきなり武蔵むさしから響ひびいた。

　それは艦かん外がい放送の声であり、聞き慣れた声こわ色ねで、

『──ょっと！　ちょっと喜き美み！』

　浅あさ間まだ。彼女の声はやや急ぎ気味に続き、

『トーリ君が不ふ潔けつなゲーム買ったりするの、止めて下さい！』
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　思わず据すわった目になってしまったナルゼの視線は、武蔵むさしアリアダスト学がく院いんを囲む防ぼう風ふう壁へきを見る。中ちゆう盤ばんあたりが奥おく多た摩ま主しゆ放送室だったっけか、と思ってネシンバラを見ると、彼もやはり半はん目めで同じ方向を見ている。しかし更さらに声は大だい音量で続き、

『奉ぶ行ぎよう所しよの報告書で死因の欄らんに〝死因：エロゲのショックによりドッキリ昇天〟とか〝状況：エロゲの表示枠サインフレームを前に全ぜん裸らで床に倒れていた〟とか書かれたらどうするんですか！

　うちの神社も契けい約やく関係の解かい除じよで書しよ面めん作りますけど、〝契約解除の理由：エロゲで解げ脱だつ〟とか書かれたら後々に資し料りよう参照した浅間の後こう代だいが頭抱かかえますよ！』

　浅間だ。続く喜美の声を聞きつつ、ナルゼはネシンバラと視線を交換した。

「……マイクのスイッチが間違って入ってるって誰だれか教えてやったら？」

「今からだと遅いんじゃないかなあ。……あ、君の方で通つう神しん文ぶん送ればいいのか」

　Ｊｕｄジヤツジ．と仕方なく肩を落としたナルゼは、通神文で一言を浅間に送る。ややあってから、

『え？　やだ！　ちょっとこれ、外に漏もれてますよ!?　ハイ、外の皆さん？　もしこれが聞こえてたら手を挙げて──。ああ大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫ですよ？　手を挙げても射うちませんから』

「あの巫み女こ、正しよう気き度ど低いからって何を平然と狂ってるのかしら？」

　そうだねえ、と吐と息いきして、ネシンバラが空を見上げる。そして彼は、艦かん内ない通神の音声が切られる音を耳にしてから、己おのれの台詞せりふを作った。

「何というか。僕が落ち込んでいても周囲はハイテンションだ。

　……救われたくても救いようがないよね、これ」
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〝奥おく多た摩ま中央放送室〟という表ひよう札さつが掲かかげられた部屋の中では、幾いくつかの影が言葉を交わしあっていた。

　会話の内容は、武蔵にいる主力による、簡かん易い会議だ。

　会議の議ぎ題だいは、巫み女こ服姿すがたの浅間が言うには、

「え、ええと、放送室だと音が漏もれないと言いつつ、何かスイッチ入って面めん倒どうなことになりましたが、何はともあれ、──ハイディ、話によると正式な上陸許きよ可かがさっき出たそうですね」

　Ｊｕｄ．、と答えたのは浅間の左手側がわ、商しよう家かの仕事着を私し服ふくとして着込んだハイディだ。

　彼女はエリマキと一いつ緒しよに幾いくつかの表示枠を出しながら、浅間に笑えみを見せる。

「上陸はまだ第四階かい層そうだけだけどね？　でも、明日は外交艦かん使って輸ゆ送そう艦に不足物ぶつとかじゃんじゃん持っていくから、女の子に必要なものとか、気付くものとかをリストアップしてくれる？　アサマチと喜き美みで」

「……え？　えええ？　この人にん非ぴ人にんとですか？」

　浅あさ間まが横の喜美を指さすと、既すでに喜美は走狗マウスのウズィと一緒に表示枠サインフレームを覗のぞき込んでいる。

　あのう、という不安全ぜん開かいの浅間の視線の先、高たか嶺ねの花が振り返り、

「何よ浅間、先に言っておくけど、別に変な物持もち込もうとしてないわよ？」

「……たとえば？」

「そうねえ。……女の子にはやっぱり肌はだ荒あれと髪かみの手入れ用品。ヘアピンや、歯は磨みがきなんかの洗せん面めん用品もね。あと、着替えもだけど、カーテンやタオルとかも必要よね、きっと」

　喜美の返答に、浅間は愕がく然ぜんとした顔で皆を見渡した。そして彼女は喜美の肩に手を乗せ、

「……まさか真ま面じ目めな返答が返ってくるとは。──喜美、やれば出来るじゃないですか」

「フフフこの外げ道どう巫み女こ。こんな非常事じ態たいじゃあ、あまりフザけてもいられないだけよ」

「姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　じゃあ男おとこ連れん中ちゆうには何なに持っていくんだよ!?」

「フフフいい質問だわ愚ぐ弟てい！　やはり男衆しゆうにはエロゲよねエロゲ！　奏塡インストール出来る筐体ＰＣがない輸送艦内ないで箱と黒くろ盤ばんの溝みぞ読んで苦しみ抜くといいわ！　正に泣きゲ──！」

「ぬああやっぱりこう来ましたね!?　英国の検けん閲えつ入ったらどうするんですか!?」

「え？　肩に手を置いて視線を合わせれば理解が貰もらえるんじゃないの？」

　喜美の言葉にうなだれた浅間の肩に、ハイディが手を置いた。

「……まあそんな感じで御お願ねがいね？　術じゆつ式しき系けいはアサマチが用意してくれると助かるかな」

「……解わかりました。でも、上陸の実際は、何時頃ごろになりますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、受じゆ諾だくはしたから、許可の完かん遂すいは朝あさ方がたになるかな。向こうは異い族ぞくが多くて二十四時間態たい勢せいで都市が動いてるから、こういうとき有り難がたいよね。その分、消しよう費ひ活動も激しいから私達もいろいろ売る事が出来るし」

　成なる程ほどな、と頷うなずくウルキアガと浅間が、ふと、放送室の奥を見る。

　そして皆が釣つられて見た先では、全ぜん裸らが、窓から双そう眼がん鏡きようで英国の方を見ている。
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　……ホライゾンが心配なんでしょうね。

　浅間は思う。ここ二週間ほどの彼は、ちょっとテンションが強ごう引いん過ぎますよね、と。

　考え込んでるような姿し勢せいを見せないのは、有り難い一方で、無理も感じるものだ。

　だから彼に聞こえる声で、浅間はこう告げた。

「明日、ですね。それで皆と合流です」

　することは多い。それは自分だけではなく、

「トーリ君、正まさ純ずみに会ったらいろいろ言われるんじゃないですか？」

「え……？　な、何か俺、アイツにバレるようなミスしてたっけか……？」

「詳しくは聞きませんが先に謝った方がいいと思います。……ってそうじゃなくて、英国とどのような関係を構こう築ちくするのか、そして今後どうしていくのか、話し合いの場に立つ正純は、きっとトーリ君の意見を聞きたいと思っている筈はずですよ？」

　そうかあ？　と双そう眼がん鏡きよう構えたまま、トーリが振り向いた。彼は左手に持った双眼鏡でこちらの胸を捉とらえつつ、何な故ぜか右手で虚こ空くうにホールドの手振りをして、

「別に俺が何か言わなくてもセージュンだったら決めちまえね？」

　浅あさ間まが半はん目めで弓を伸ばして双眼鏡を突くと、馬鹿は顔を押さえて床に転がった。皆がわずかに引く中、浅間は吐と息いきして彼に言う。本ほん音ねを隠かくしたがる人ですよね、と思いつつ、

「襲しゆう撃げき前の授業のとき、正純が言ってたじゃないですか、「お前の決断が、いずれ必要になるんだ」って。トーリ君、そういうの苦にが手てというか、……踏み込むと本気で踏み込んじゃうからあまり自分から口にしたくないと思うんですけど」

　言うが、トーリは動かない。通じているといいんですけど、と浅間は思いつつも、

　……でも、生徒会でも総そう長ちよう連れん合ごうでもない私がとやかく言うのも無しですよね……。

　巫み女この役目として俗ぞく世せの争いには基本的に関われない。だからそれ以上の言葉を噤つぐむ横、こちらの脇を喜き美みが肘ひじでこづいてきた。大体どういう意図かは解わかるが、浅間は振り向き、

「な、何よう？」

「フフ、──関わりたい気が満々ね。愚ぐ弟ていに聞いてみたら？　自分にも何か手伝えないかを」

　という喜美の声に、トーリが〝？〟という顔で振り向き掛けた。それを見た浅間は、

　……あ。

　自分が関わって良いかどうか、彼から答えが来てしまう。そのことに強い鼓こ動どうを得た浅間は、眉まゆを強く立てて喜美の手を引っ張った。そして手を引いたまま出口へと体を向け、

「も、もう！　部ぶ外がい者しやなんですから、聞くこと聞いたし帰りましょう！」
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　浅間は自分が赤せき面めんしていることと、それを悟さとられているという自覚を持ちつつも、

「喜美は大体、最近はトーリ君が起きてるのに合わせてるから遅ち刻こくばかりじゃないですか。ホライゾンがいないのは喜美のせいじゃないんだから無理なフォローをしなくていいんですっ」

「あら連れ去られちゃう。──でも私、浅間の強ごう引いんに一歩引ひいちゃうとこ、結けつ構こう好きよ？」

「い、いや、そうじゃなくて、も、もう……！」

　昔からの付き合いというのは、本ほん心しんを見み透すかされてるから本当にやりにくい。半なかばムキになって否定し掛けるが、しかしそれより先に、ハイディとウルキアガの声が聞こえる。

「……かなりカーチャン気き質しつだと思うのね、アサマチ。皆の御お弁べん当とう作ってきたりするし」

「ああ、でもあれ、五ご穀こく代だい演えんのやり過ぎで他者を利用した二重代だい演えん処理だという噂うわさもあるが」

「う、うわ、また薮やぶ蛇へぶな……！　というか喜き美みも隙すきを窺うかがってこっちの手を解こうとしないっ。ほら！　ほら喜美！　いいですか？　もう今日は夜よる遅いから、家に帰って──」

　そのタイミングで、奥にいた全ぜん裸らが起き上がろうとしてデスクに手をつき、デスク上の通つう神しんボタンを押した。

　直後。喜美の手を取って引っ張った浅あさ間まの声が艦かん全ぜん土どに響ひびき渡った。

『──早くベッドに行きましょう、喜美！　連れて行ってあげますから！』
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　次の瞬しゆん間かん、学がく院いん用よう港で英国の光を見ていたネシンバラとナルゼは、視線の先の防ぼう風ふう壁へきを突き破った何かの音を聞いた。

「え？」

　破は砕さい音おんに振り返って空を仰あおげば、夜の空に大だいの字じ全裸が縦たて回転していた。そして上じよう方ほうの壁に開いた大の字穴あなから、弓を持った浅間が慌あわてた顔で、

「あ、あれ!?　こんなに飛ぶのはボケ術じゆつ式しきのせいですよね!?　ですよね!?」

　だが、確かめる間もなく、港に入ってきた急ぎの輸ゆ送そう艦かんが馬鹿を撥はねて壁の穴に叩たたき戻した。逆ぎやく回転で全裸が大の字穴に飛び込み、今度は内部から二度目の破砕の音と、ウルキアガの、ぐわあー、という声が聞こえた。

　そして慌てて急きゆう停止した輸送艦かん上じようでは、空の男達が、

「ああっ！　飛び込みの人じん身しん事故だ！　く、くそ、総そう長ちようだと思ったからつい慌ててブレーキとアクセルを踏み間違えちまったよ俺……！」

「どっちに踏み間違えたか後で良く聞こう同どう志し。俺と同どう意見なら今夜は俺の驕おごりだ。──で、ともあれこの前部側がわに残った大の字のへこみは、やはり総長の痕こん跡せきだな！　当たりだぜ！」

「あ、そっか！　やっぱ総長だったか。──じゃ、いっか」

　ワハハワハハとハイタッチした空の男達が艦に戻っていくのを見て、ネシンバラは、

　……夜なのにいつものノリだ……。

　半はん目めでそう思っていると、ふと、横の影が動いた。

　影は少女のもので、大きな六枚の黒こく翼よくを背に持っている。ネシンバラは、横の手て摺すりに軽く立った彼女を見上げ、

「ナルゼ君、──君の愚ぐ痴ちは？　聞く約束だったよね」
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　ネシンバラは、黒翼の魔女テクノヘクセンがこちらに振り向かないことも気にせず、

「僕の話はもう終わり。そして君の話に行こうと思うけど、こんな夜にわざわざ艦かん尾びにまで何をしに来たんだい？　ナルゼ君」

　問うと、魔女テクノヘクセンは小さく頷うなずいた。

「海の向こうにはマルゴットがいるもの」

「？　向こうからの連絡だったら、ここではなく、放送室の方が担当だと思うよ？」

「マルゴットが私にメッセージ送ると思う？　心配掛かけさせたくないなら、何も言わない。そういうものよ。下へ手たなメッセージは無理してるんじゃないかって邪じや推すいを生むだけだもの」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ナルゼ君が心配性しようだというのはよく解わかった。でも──」

　ネシンバラは、彼女を見ず、英国に視線を向けて問いかけた。

「ナイト君は、今のナルゼ君に気付いてるかな」

「馬鹿なメガネね。それで作家志し望ぼう気取り？　いえ、──昔に一度、短たん編ぺんが雑誌の応おう募ぼで採用されたことがあったんだっけ？」

「あまりに出来が悪くて、無かったことにしたいけどね」

「でも、その威いを大事にしてもいるでしょう？」

　Ｊｕｄ．、とネシンバラは頭を搔かいた。

「すぐにやめたけどね。何しろ、それ以降、賞とかに引っかかることがないまま生徒会の仕事に忙ぼう殺さつされてるから。まあ、大おお口ぐち叩たたいた記録は通神帯ネツトに残っているから──」

　一ひと息いき。

「いずれ後から実じつ績せき追いつかせたいと、そう思っているよ」

「いずれ、なんて言ってる間は追いつかないわよ」

「アドバイス好きだねえ」

「小言くさいって言いなさい、魔女に対して不ふ敬けいよ」

　言って、ナルゼは髪かみを搔かき上げ、背の翼つばさに手を伸ばす。中央に二枚ある上下展てん開かい型がたの加速主しゆ翼よくの内、左の羽の展開間かん接せつ部ぶを下から撫なで、羽う毛もうに手て指ゆびを差し込み、

「──ナイトにして貰もらうと気持ちいいんだけど」

「すいません、誰だれか、誰か、ここに露ろ出しゆつ系けいの痴ち女じよがいます！」

「馬鹿、総そう長ちようみたいなギャグ飛ばさないでよ。大事なことよ？　自分に欠けているものを思って狂わないようにするための。

　──総長は、よく十年も堪たえたものだわ。そして今も、よく抑えているものね」

「そうなのかい？」

　Ｊｕｄ．、と、ナルゼは、この相あい対たいで幾いく度ど目かになる言葉を作る。

「でも、少しは私も解わかったわ。心配掛かけないように言葉も送らない関係で抑えられるのは、相手を信じている自分と、──想う相手がいるという、それだけで幸いになれる自分に酔ようことが出来るからよね。ふふ、ミトツダイラみたいだわ」

「夜の魔女は饒じよう舌ぜつだね」

「夜の作家志望者が批ひ評ひよう家かになってどうする気？」

　ただ、と彼女は言った。

「──〝白嬢ヴアイスフローレン〟が無い私が、ここまで不ふ出来で御お荷物だなんてね。悔くやしいわ」

「君は充分戦たたかったと思うよ？」

「でも、ナイトの心配を払ふつ拭しよく仕切れなかったわ、恐らくね」

　風が吹く。その大気の動きに翼つばさをざわめかせながら、黒くろ髪かみの白魔女ヴアイスヘクセンはこう言った。

「〝白嬢〟が無くても、一人でも、私は大だい丈じよう夫ぶよ、って、──それをナイトに示せなかった。単に何も考えず前に出て、ぶっ飛ばされ──、あ、いや、ぶっ飛ばしたのは浅あさ間まだっけ」

「何が言いたいんだよ」

「ま、まあどっちにしろ、私は舞台を降りるしかないヘボ役者だったってこと。アンタはまだ舞台にいるみたいだけど──」

　そこまで言って、ナルゼは口を一度噤つぐんだ。そして一つ、右の爪つま先さきで手すりを軽く踏むと、

「まあいいわ。今のアンタに言うほどこっちも余よ裕ゆうがあるわけじゃないもの。対たい英えいと対たい西せいの流れが決まるまで、まだまだアンタを叩たたく動きは止まらず、根ね深ぶかくなっていくでしょうね。

　何しろ、私達がこの役やく職しよくの地位を得るには、相当の相手を乗り越えてきたわけだし。期待もあればその裏うら腹はらもあるわ。

　その右腕のマクベス、どうするかを決めるまで、自分を燻くすぶらせてるといいわ」

　あと、

「アンタ、その呪のろいのせいで私達と一緒にいないけど、どっか適当な時期にアデーレと話してあげなさい。アデーレ、アンタに感謝してたから」

「何を感謝されるのか、意味が全く解わからないけど？」

　問いかけると、魔女は小さく笑った。そんな気がした。

「どうしてうちのクラスは、損したがる連れん中ちゆうばっかなのかしら。やりにくいわ」

　彼女は、後ろ向きに、見上げるこちらの視し界かいを上から下に動かすような軌き道どうで校舎側がわに飛んだ。翼が風を受け、涼すずしげな音を立て、身は緩やかに床ゆか面めんへと降りていく。

　距離が空あいた。しかし聞こえる着地の翼つばさ音おんに対し、ネシンバラは、

「もう、いいのかい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だって、──マルゴットは長い挨あい拶さつを好まないもの」

　言葉と共に着地の音が聞こえ、踵きびすを回す響ひびきがあった。視し界かいの中では彼女が背を向け、応じるようにこちらも海を再び見た。去っていく姿を見送るほどの余よ裕ゆうはない。

　だから、背後で足音が作られていく。その遠ざかりとともに聞こえてくるのは、

「ネシンバラ、アンタ、私と結けつ構こう似ていると思うけど」

　一ひと息いき。

「──アンタの方が、大変そうね」
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「──全く、ベラスケス君も大変だね。──僕、携帯とか持たない主義だからなあ」

　と、声が響ひびいたのは、夜空の下だった。

　白いドーム状の校舎が並ぶ場所。三征西班牙トレス・エスパニアのアルカラ・デ・エナレスの前にある中央通りを、二人の男が校舎に向かって歩いている。

　並木に挟まれた黒い石いし畳だたみを歩くのは、一人はくたびれたシャツを着て紙かみ袋ぶくろを抱えた中年男おとこで、もう一人は白い長ちよう衣いをまとった長ちよう寿じゆ族ぞくの男だった。

　三征西班牙の総そう長ちよう兼けん生徒会長のフェリペ・セグンドと、書しよ記きのベラスケスだ。

　校舎に向かう歩みの内、長寿族のベラスケスが、唾つばの広い帽ぼう子しを被かぶり直して校舎を囲む城じよう塞さいの白い壁を見る。彼は絵の具で汚れた袖そでを上げ、歩きながら壁を指さし、

「あそこらの壁だけどよ。張り替え早々だけど絵えー描いていいかい大たい将しよう」

「サラマンカ校の陶とう芸げい部ぶが三征葡萄牙トレス・ポルトガルの青せい陶とう器きでモザイク画をやりたいって言ってたよ。

　それよりトレドの翻ほん訳やくセンターがアルフォンソ天文表ひようを子供向けに各かつ国こく翻訳するから挿さし画えをくれって言ってるらしいね。そちらに専せん念ねんしないのかい？」

「原本はムラサイの観かん測そく表だろ、あれ。版はん権けんP.A.ODAに 訴えられないのかよ」

「Ｔｅｓテスタメント．、フアナ君が言ってたことだから、多分、対たい処しよ出来てると思う」

「大将もあの娘むすめッ子こを買ってるねえ」

「娘ッ子って言っても、君も彼女も僕より年上だろうに。長寿族なんだから」

「歳としを食っていくのと、時間を遅く感じて無力を感じるのは別なんだよ大将」

　とベラスケスは笑った。

「三征西班牙じゃあ〝俺達は金があれば使ってしまう。ただ情熱に任せて祭をやって、嫌いやなことは忘れてしまう〟って言われるが、これは人間の特質でな。俺なんかなかなかそこまでたどりつかねえ」

「どうでもいいけど、大将はやめないかい？」

　じゃあ、とベラスケスは言った。

「隊長と呼ぶべきか？　レパントのときと同じように」

「あのときにまで戻れるならいいんだがね。好きな子を火祭フアリヤの踊りに誘っていたような、それこそ君の言う情熱任まかせの時代のように、さ」

　セグンドは、一ひと息いきついて紙袋を抱え直す。中身は野菜や干ひ物もの、薫くん製せいなどだ。ベラスケスが紙袋の中身を見て、

「しかしあいつら、賭かけチェスだってのに酒を出す気がねえな」

「命より大事なものを出す人はいないよ。しかし、これだけ持って帰るとまたフアナ君に怒られるだろうな。──フアナ君、果物と干物しか貰もらってくれないし」

　ああそうだ。

「君の方から言っておいてくれよ。猫に干ひ物ものやるときは、一度茹ゆでて塩気抜ぬくように、って」

「自分で言えよ大たい将しよう」

「いや僕、彼女に嫌きらわれてるから」

「直そうとしやしねえ」

　だってさ、と言いつつ、城じよう塞さいの正面にある開いたままの大おお門もんをくぐった。門にある、エナレスのロゴと、〝高たか峯みね城じよう〟と彫ほられた極きよく東とう側におけるこの校舎の意味を示す表ひよう札さつとすれ違う。

　ドーム状の校舎は、各階の内壁を回る廊下や部屋の明かりでその姿をあらわにしていた。

　つとセグンドは、四階の一角に淡い明かりが灯ともっているのを見て、

「……うちの合同居きよ室しつ、最近手て狭ぜまじゃないかな？」

「対たい英えい戦せん済むまでだろ。──俺は奥で仕事すっから後は一人で頑張れよ？」

「……僕ぼく一人でフアナ君に怒られろって？」

「Ｔｅｓテスタメント．、いいじゃねえか大将。女に[image: ]しかられてる内は、まだ捨てたもんじゃねえってことだ」

　ベラスケスは笑って、セグンドの背を押した。

　そしてセグンドは、吐と息いき一つで、

「行こうか……、いや、ただいま、なのかな？　この場合」

　彼は肩を落としつつ、ベラスケスと共に校舎への扉とびらを潜くぐった。







[image: 第十四章『距離の肯定者達』]
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　アルカラ・デ・エナレスの廊下を、セグンドとベラスケスは歩いていく。

　紙かみ袋ぶくろを抱えたセグンドは、肩を落とし気ぎ味みで、

「もう十一時になるけど、フアナ君、間違いなくいるよな。さっき明かりついてたし」

　気が重いなあ、と言いつつ、通路の三さん叉さ路ろに足が届く。選択肢しは前、左、後ろの三つ。

　二人は、一いつ瞬しゆんだけ足音を消し、速度を落とさず、身を倒すようにして左の通路を窺うかがい、

「────」

　誰だれもいないことを確認してから通路に入った。一歩を踏んでベラスケスが、

「そういうことするクセがぬけねえな大たい将しよう」

「Ｔｅｓテスタメント．、フアナ君といるときにやると、コソコソしないで下さいって言われる」

「危険から守ってやってんのにな」

「気付かれないのが一番幸さいわいだよ。失うのが一番辛つらいんだから、それ以い外がいなら別にいいさ」

　セグンドは、つぶやくようにそう言った。横に並ぶベラスケスは、帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり直して、

「……大将の嫁よめさんは、いつも帰ってこない大将を嫌きらってなんかいなかったと思うぜ。俺達、搔かき集められた連れん中ちゆうの出しゆつ陣じんのときには、握り飯めしとか用意してくれてたしさ。

　例年の火祭フアリア、嫁さん、楽しみにしてたろ？　戦争終おわったら、大将に踊りに誘って貰もらおうかなって、……昔みたいにね、って」

「でもよく泣かれたよ。子供にも、誰？　って言われたりしてね。それに当時ならまだしも、今の僕は火祭で踊ってられるような歳としでも無い」

「Ｔｅｓ．、そりゃあしょうがねえ……」

　と、ベラスケスは言葉を濁にごし、

「いや、俺がとやかく言えることじゃねえな大将」

「Ｔｅｓ．、僕も明確に言えないから、誰にも言えずに困ってるんだ」

　だけどよ、とベラスケスが言った。

「話を今に戻すと、大将、そんなにあの娘むすめッ子こに嫌われてるかい？」

「あれだけ仕事で迷めい惑わく掛けているのに？　ついでに[image: ]しかられてもいるのに？」

「でも大将、あの娘ッ子が来てから、仕事しなくなったじゃねえか。それがいけねえ」

「そりゃフアナ君が優秀過すぎるから。大体、僕は何で前ぜん総そう長ちようからこの位置を推すい薦せんされたのか未だによく解わからないんだ。考えてみた結論が──」

「衰すい退たいに向かう三征西班牙トレス・エスパニアの全ぜん責任を引き受ける汚よごれ役やく、か？　レパントの英雄だろ？」

「実際は敗戦なのを解かい釈しやく的てき勝利にするための英雄だけどね。僕はあのとき、行くべきときに行かずに生き残っただけだよ。そして、……やっちゃいけない喪そう失しつをしたよ」

　歩きながら、彼は吐と息いきを落とす。

「僕は〝無くす〟タイプの人間なんだと思うよ。昔からそういうことばかりでさ。それが解わかっていても、解っていなくても、目先につられて後ろに置いてきたものを無くす。

　だから、そういう人間が国を預かったと言うことは、……国を無くせ、ということだよ。日の沈まぬ帝てい国こくを、全ぜん責任もって沈める。それをやって、当然だと思えるのは僕だけだろう」

　それなのに、

「僕が歴史再さい現げんのために頑がん張ばって書類婚こんしたり失敗しそうな事業にドキドキしながら判はん子こ連れん打だして〝滅ほろびろ三征西班牙トレス・エスパニア〟とやっていたのに、後からやってきた君らやフアナ君が寄ってたかって国を盛り上げちゃって。僕が頑張ってマイナスにしてもプラスにしてくるんだぞ。歴史再現もっとちゃんとすべきだろ。

　大だい体たい彼女の初めの一発、統一インド会社が世界初の株式会社だからって、フアナ君の国家級きゆう大おお儲もうけはアレかなりインサイダーだぞ？　聖せい連れんに僕かなり睨にらまれたんだからな、アレ」

「嫌きらわれてる女の盾たてになってんじゃねえよ大たい将しよう。最初に娘むすめッ子こがたてた案あん件けん、コルドバの医い療りようセンターの拡かく張ちようと、アル・アンダルス校の図書館と書店増ぞう設せつ案あんにホイホイサインしたのがいけねえんだろ。金が全ぜん然ぜん足りねえのにサインしたの気付いて娘ッ子がムキになったんだから」

「その残金で生徒会室を改かい築ちくしようとしてたから、聖せい譜ふ記述通どおり、娼しよう館かんの整備させたがね。あれが嫌われる原因だったんだろうか」

「娼館の存在は〝女性の貞てい節せつにからまる保守的な名めい誉よ〟ゆえ正当だぜ。娘ッ子が子供なだけだろ。定期検けん診しんと、簡かん易いな病院としても機能させるようにする、ってのは、開けっぴろげな三征西班牙らしい歴史再現だわな。

　あれ以来、娘ッ子も〝私は大人おとなです〟みたいな態度が多くなって笑えるんだが」

「Ｔｅｓテスタメント．、挑ちよう発はつすると乗ってくるよね」

　うんうん、と二人の大人は歩きながら頷うなずき合う。

「去年の末、クリスマス会の出し物で〝三征西班牙では、クリスマスにはサンタクロースではなく、マリア様が煙えん突とつから入ってくるんだけど、うちの生徒会にもマリア様がいればなあ〟って。煙突からマリア様ってのは聖譜記述による三征西班牙の風ふう習しゆうとして事実なんだが──、そしたら受けて立ったよね彼女。

　房栄フサエ君がやる気ないくせに〝私やろっかなあ〟って煽あおったせいもあるけど」

「マリアが神の子の襁褓着むつぎを乾かすため、暖だん炉ろから神の子を抱いて入ってくる、だっけか。……うちの国はマリア好きだからな。思い切り胸とケツが大おお道具の煙突につかえて半はん泣なきだったが、まあ、あれで諸区代表コレヒドール達たちのウケもよくなったけどよ。

　──だがよ、エナレスの体育館に国中の孤こ児じ院いん招しよう待たいして追つい加か煽りいれたの誰だよ」

「乗ったのは君だろう。君、そういう施し設せつを幾いくつも持ってるわけだし」

　それで、という歩みが、先にあるホールを見み据すえた。

「あの子からの手紙が来てるんだって？　ベラスケス君」

「俺が知るかよ。娘むすめッ子こが預かってんだろ？　愛あい人じんからの手紙だと思ってんじゃねえか？　宛あて名なは一応女なんだし」

「ああ、最近、[image: ]しかられが多くなった気がするのは、そのせいか……」

　と、足がホールに入る。四角い、二十畳じよう程度のスペースだ。白い円えん卓たくセットが中央にあり、右手側がわにはやはり白いベンチと、統合居きよ室しつと書いた入り口がある。

　入り口脇わきには強化機殻カウルを施ほどこされた槍やりを持つ警けい備びの生徒が二人おり、更さらには、

「──誾ぎん君か」
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「Ｔｅｓテスタメント．」

　と答えて会え釈しやくしたのは誾だった。彼女は自分の私室から出て帰るタイミングだったようで、こちらに歩を進めると、

「総そう長ちよう、フアナ様が手紙を持って待っておられます。今はそのついでに書類関かん係けいの処理など行っておられまして。私の方も少しよう々しよう生徒会の仕事を手伝わさせて頂いたところです。途と中ちゆうで〝これは私に向いていない〟と解わかったので、そちらの私室で義ぎ腕わん整備などしてましたが。

　とりあえず結果だけ申しますと捺なつ印いん用の専せん用よう義腕か何かが必要ではないでしょうか」

「〝清らか大市サン・メルカド〟にあるかどうか聞いておくよ。あ、いや、どっちかというと〝機械仕掛けの明星フイーノ・アルバ〟かな。ともあれ有り難がとう」

「いえ、いつも宗むね茂しげ様に任せていてあまり顔を出しておりませんでしたから、いろいろと勉強になりました」

「たとえば？」

　Ｔｅｓ．、と誾が頷うなずいた。そして彼女はこちらの眼がん前ぜんで足を止め、

「フアナ様は興きよう味み深い方ですね」

「ぶ、無ぶ難なんだけど難しい物もの言いいだなあ」

　そうでしょうか、と誾は退たい出しゆつの会釈をし、

「帰ってもすることがない私に、少しばかりの仕事を下さいましたし、すぐ帰る必要がないというように、総長を待って残っておられますから」

「婉えん曲きよくに僕が責められている気がするんだが……」

「Ｔｅｓ．、しかしそれで私の無む為いな時間が潰つぶせたのは有り難いことです。やはり一人になると考え込んでしまうもので。ですが──」

「？」

「フアナ様が預かっておられる、あの手紙は？　──愛人ですか」

　……容よう赦しや皆かい無むだ……！

　こちらが身み内うちに戦せん慄りつすると同時に警けい備びの生徒が直立のまま息を止めたのは、聞いてませんという意い思し表ひよう示じだろうか、それとも聞いてるけど気にするなという意味だろうか。

　ともあれ、セグンドは一度だけベラスケスを見て、彼の会え釈しやくを確かく認にん。そして、

「あの手紙は、……長ちよう寿じゆ族ぞくの孤こ児じからでね」

「長寿族の……？」

　そう、とセグンドは言う。まあ、告げても大だい丈じよう夫ぶだろうと、そう思いながら、

「レパントにおける僕の唯ゆい一いつの戦せん果かだよ」

「俺らが生き残ったのは戦果じゃねえのかよ大たい将しよう」

「いや、君、僕が救った連れん中ちゆう、全員立りつ派ぱなエロゲ製作者になってるじゃないか。文ぶん芸げい部ぶのセルバンテス君もベガ君も」

「セルバンテスは異い端たん審しん問もん官かんジャンルで〝鈍どん器き法ほう廷てい〟とか、エロいのやってやがるよなあ。ジジイが若い子に熱上げるの。必ひつ殺さつ・風ふう車しや大回転突とつ撃げき！　とかどんだけ若いんだよあのジジイ」

「即そく売ばい会かいイベントのために十字軍ぐんの超ちよう解かい釈しやくとシルクロード貿易してたのが、外がい洋よう貿易で堂どう々どうと夏冬に江え戸どに行けるようになって良かったね。──外がい貨か稼かせいでくるから僕は非常に迷めい惑わくだ」

　ともあれ、とセグンドは半はん目めでベラスケスを見た後、誾ぎんに視線を戻して言った。

「あの戦せん闘とうで、僕らは長寿族の住む島を解放してね。大だい部分はもう手遅れだったんだけど、一人だけ女の子がいたのを救うことが出来たんだ。かなり怖がって、壕ごうの中に隠かくれていたけど、……まあ、ベラスケス君の所有する孤児院いんの一つに引き取られてる」

「その子が、手紙を？　……その子は総そう長ちようのことを、知っているんですか？」

　いや、とセグンドは首を横に振った。

「僕が総長や生徒会長をやってるって知らせてない。顔も見てないし、見せてないしね。……ベラスケス君が、僕を保ほ護ご者しや的てき扱いにして、手紙を定期的に送らせるようにしてるんだ。

　まあ、その子としても、保護者が三征西班牙トレス・エスパニアの衰すい退たいを担になう借金王おうだと知っていいことはないと思うからね」

　一ひと息いき。

「長寿族というのは有り難がたい種しゆ族ぞくだよね。……その子は誾君より少し年上の筈はずなんだが、まだ子供のままでね。手紙の内容もそんな感じだ。いろいろ失った僕には有り難い存在なのさ」

　と、セグンドは紙かみ袋ぶくろを誾に対して掲かかげ直す。そして体ごと誾に差し出すようにして、

「え、ええと、何か、いる？」

「Ｔｅｓテスタメント．、いつもの配給ですね。どこで取ってきたのかは知りませんが、では御お野菜を──」

　と手を出し掛けて、しかし誾は止め、

「よく食べる方がおられませんし集中治ち療りよう中ちゆうで目覚めてもいないので、御ご遠えん慮りよいたします」

「漬つけ物にでもすればいいんじゃないか？」

　言われた誾は、やや考えてから、Ｔｅｓ．、と白はく菜さいを受け取った。紐ひもで縛しばってあるそれを義ぎ腕わんの指に掛け、

「では、頂きます。有り難がとう御ご座ざいました」

　礼れいと会え釈しやくを共に、彼女は去っていく。そのときに、

「また明日、来ようと思います」

　ああ、と男達二人は去っていく背中に頷うなずいた。そしてベラスケスが、

「……立たち花ばな嫁よめ、誾ぎんちゃんもよ、こういう気分転てん換かんが必要だあな」

「婉えん曲きよくに責められることが多い日だ。──と、ベラスケス君、どこ行くんだ？」

「さっきも仕事だっつったろ？　今から仕込まねえと夏に間に合わねえんだよ」

「おいおい、僕だけだとどう[image: ]しかられるか解わかったもんじゃないぞ」

「女の扱い忘れたのかよ大たい将しよう。歴史再さい現げんで離り婚こん歴れき多いくせしやがって。いつもの干ひ物もの、賭かけでとってたじゃねえか。餌え付づけしろ餌付け。──若い女と干物を間に挟んで会話なんてなかなかねえ状況だぞ。〝いつも苦労掛けて御ご免めんね〟くらいは言ってみろ大将」

「言っても無言で書類を目の前に積まれるだけだよ。──というか、どうして本当に彼女みたいな有能な人が僕の下にいるんだ」

　セグンドは半はん目めになってドアを見る。警けい備びの者達が聞こえてない振りをしてそっぽを向くのを、やはりこちらからも聞こえてないことにして、

「僕の権けん限げん完全に奪うばってしまったり、決定権けんを譲じよう渡とさせれば、もっと楽にいろいろ出来るだろうに、どうして僕の決定を仰あおいだり、意見を聞こうとするんだろう。全部彼かの女じよ自身で回してしまえば効率良よいし、それが出来ると自分で解ってるだろうに。

　ルックスもいいし、別べつ性せいの襲しゆう名めい者になっても誰だれも文もん句く言わないと思うんだが」

「ルックスの件けん以外は言うと[image: ]られるぞ大将。昔にそれ、やりあったろ？　〝私はこれがいいんです〟って決着して、それで大将、外にフラフラ出る率りつ上がったろ」

「フラフラ出てないよ。──いつもの場所に行って皆と遊んでるだけで」

「だからフラフラなんだよ」

　と、ベラスケスが一歩をホール奥の通路に向け、そして振り向く。彼は、こちらを一度強く指さしてから、

「あの娘むすめッ子こが、何でああなのか、少しは前向きに考えてやんな」

「考えたら[image: ]られなくなるか？」

　どうだろうな、とベラスケスが言う。だって、と彼は前置きして、

「若い女に構ってもらえるの、結けつ構こう楽しんでるだろ？　大将。火祭フアリヤにでも誘ってやれよ」

「西班牙エスパニア人じんは何でも情熱に結びつけて考えすぎるよ」

　ベラスケスの答えは、ただ軽く右手を挙げるだけだ。

　やれやれ、とセグンドは一ひと息いきついて、警備の生徒に軽く一礼する。慌あわてて踵きびすを直す彼らに対し、セグンドは紙かみ袋ぶくろから、

「いつもすまないね。──あ、これ、枝えだ豆まめ貰もらってきたから帰りにどっか食堂で茹ゆでて貰もらって一いつ杯ぱいやってくれるかな？　塩、岩のままだけどつけとこうか？」

「恐きよう縮しゆくであります……！」

　受け取る二人に会え釈しやくして、セグンドは居きよ室しつに入る。ドアを開けてくぐる瞬しゆん間かん、

　……いきなり[image: ]しかられるのは嫌いやだなあ。

　と、そんなことを思いつつ。
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　三征西班牙トレス・エスパニア、アルカラ・デ・エナレスにある生徒会と総そう長ちよう連れん合ごうの統合居室は、三さん方ぽうを窓に覆おおわれた二十畳じようほどの薄うす暗ぐらい部屋だった。

　天てん井じようからの明かりは聖術テスタメントフイルマ式しきのもので、しかし節せつ約やくのために絞しぼられている。窓から入る二つの月の光が影を作れる程度の明かりだ。

　夜の窓、校舎四階の高さからの夜景が臨める居室は、南側となる奥の窓側にセグンドの机がある。右に書類などの山やま積づみ用の補助机づくえをつけ、左に決けつ済さい書類を処理する別の補助机をつけた大おお机づくえだ。その机の前には、横付けでＴ字型を作るように別の机があり、これがフアナの机だった。

　二人の机の正面は通路になっていて、左右には生徒会と総長連合役やく員いんのそれぞれの机が並んでいる。現在、立たち花ばな・宗むね茂しげの机だけ何も置かれていないが、他は雑ざつ多ただ。

　男連れん中ちゆうの机は、どちらかというと趣しゆ味みのものがメインで置かれていて、手の届く位置に仕事関係のものが置いてある。基本的には、本などを積んでばかりの机だ。

　女連中の机は、どちらかというと仕事のものがメインで置かれていて、手の届く位置に趣味関係のものが置いてある。基本的には、自分なりの装そう飾しよくを施ほどこした机だ。

　……房栄フサエ君の今の興きよう味みは温おん泉せん旅行か……。隆たか包かね君はサインボールが机の下に落ちているのを教えるべきかなあ。でも下から積んでる奈な良ら時代からの蹴け鞠まり選手年ねん鑑かん崩くずれそうだよなあ……。

　などと思いつつ、セグンドは足音を消してフアナの机に近づいていく。

　フアナの椅い子すは、背もたれの背をこちらに見せていた。背の高い背もたれの両脇わきからは、彼女の制服の袖そでが零こぼれている。

　近づくのは半径二メートルまで。それ以上近づくと、背の低いこちらは完全に見下ろされ気味になるし、手が出てくるかもしれない。否、まだ叩たたかれたりしたことは無いのだが。

　……雰ふん囲い気き雰囲気。

　セグンドは足音をたてないようにして、まず紙かみ袋ぶくろを比ひ較かく的てき安全な房栄の机に置き、そしてスライド移動などを駆く使ししてフアナの横に回っていく。今、彼女は自分の席の方を見ている姿し勢せいだ。後ろから回り込んで視し界かいに入ってしまえば同じなのだが、音を立てたせいで振り返り様の迎げい撃げきを受けるのと、無む音おんで横を通り過ぎて自分の机をバリケードに出来るのでは、ダメージコントロールの意味でも後者が良い。

　……本当だったら机よりも頭を下げていかないといけないんだがなあ。

　と、フアナの横に来て、一気に速度を上げて自分の机の方に行こうとして、

「……？」

　椅い子すに座っているフアナの反応が何もないことに、セグンドは足を止めた。

　彼は、自分の机の手前側がわに手をつき、ふと振り向く。すると、

「寝てる……？」
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　淡い灯とう火かの下。外からの月つき明あかりの方が強くも感じる部屋の中で、フアナがわずかに首を横に傾け目を閉じている。いつもの帽ぼう子しは室内だと外すため、黒い髪かみがわずかに解ほぐれて頰ほおに掛かっているのが陰いん影えいで見える。

　右の耳を覆おおうガーダーに巻かれているのは、

「圧あつ縮しゆく睡すい眠みんの符ふか……。四よん倍ばい圧縮って、無む茶ちやするなあ。なかなか起きられないだろうに」

　壁の時計を見れば、午後十一時前まえだ。おそらく、こちらが帰ってこないので、十二時くらいまでを眠りの時間に当てることにしたのだろう。

　……夕食は、こっちが何か持って帰ると悟さとっていたから、か。

　見れば、机の脇には藤とう籠かごがあり、お互いの机の上には何かの上に紙を載せた皿がある。子供達に配っているパイかタルトが余ったのだろう、とセグンドは思う。これと干ひ物ものや漬つけ物で夕食というのはどうかしていると思うが。

　しかし、符の表面にある十字型がたの効果表ひよう示じメーターは、その印いん字じ目め盛もりをまだ半なかば残している。おそらく設定は二時間分ぶん。その間は眠りが四倍の質を持つ。睡眠時間の短たん縮しゆくになるが、効果は主に脳のう内ない分ぶん泌ぴの制せい御ぎよで、身体からだの新しん陳ちん代たい謝しやを早めるものではない。気分は良くなるが身体の疲労は取りにくい、というものだ。眠りの深さも四倍になるため、途と中ちゆうで目覚めることは難しく、覚かく醒せいも遅い。彼女がそういうものを常じよう備びしていると言うことに対し、セグンドは、

「……僕の下なんかじゃなく、もっといい国や企き業ぎようや、市町村とかに行った方がいいよ」

　頭を搔かき、フアナを見る。顔を傾け、視線だけで見下ろさないようにする。と、

「手紙、か」

　幾いく通つうかの封ふう書しよと、いつもの見み覚おぼえある白い封ふう筒とうを、彼女は胸上に抱えていた。浅く座った椅子の上で、胸上に両の手を淡く重ねて押さえただけの手紙の群は、抜き取ろうと思えば抜き取れそうな状態だ。セグンドは、ふといつもの白い封筒に視線を送り、

「ベラスケス君の管理する孤こ児じ院いんからなんだから、……彼が直接持もってきてもいいだろうに。やっぱりポストに入れるのが醍だい醐ご味みなのかなあ。ねえ？　宗むね茂しげ──」

　三征西班牙トレス・エスパニアにおける郵ゆう政せい関係を襲しゆう名めいによって仕切っていた第一特とく務むの名を呼び掛け、セグンドは自らの言葉を詰めた。彼は、本日幾いく度どめかになる吐と息いきをして、彼女の抱える封書の群の中にある白の封筒を見る。それは、一人の少女から自分宛あてに届いたもので、

「この子も長ちよう寿じゆ族ぞくだったから、……きっとまだ、僕の娘と同い年くらいの外がい見けんなんだろうな」

　と、つぶやいたときだ。

「ん……」

　ふと、フアナが悪い夢でも見ているのか、眉まゆ根ねを詰めて小さく身をよじった。その動きで彼女の身は椅い子す上うえで尻をわずかに前に滑すべらせる。椅子が回って、脚あしが曲がり、

「わ」

　椅子が真ま横よこに向いた。それも丁ちよう度ど、こちらに身を向ける姿し勢せいで、だ。更さらに、

「…………」

　吐と息いきと共に、フアナが身から力を抜いた。よじった身の上に重ねられていた両の手が左右脇わきのアームレストに落ち、手から放れた手紙の群が床へと寄せ合うように落ちていく。

「わわわ」

　慌あわててセグンドは身を沈め、床に落ちた手紙を拾っていく。木の床なので手紙が滑って拾いにくいが、何とか床に落ちたものは拾い集め、他に落ちてる手紙は無いかと辺りを見回し、

「と」

　フアナの制服のスカートや、腿ももに引っかかるように、幾いく通つうかがある。セグンドはそれを手にとって行き、四通目めくらいで、

「ん……」

　手紙の角がくすぐったかったのか、フアナが気け怠だるげに脚あしを開いた。結果として、目の前で開かれたフアナの脚の間に手紙が一通落おちた。

　しゃがんだ姿し勢せいのセグンドは、一いつ瞬しゆん、手紙に手を伸ばし掛け、その動きを止め、俯うつむき、

　……あれ？　僕、何も悪いことしてないよな……？

　落ち着け、とセグンドは自分に対して思った。この人は副ふく会長で自分の部下で同どう僚りようで、いつもこちらの不ふ出来を[image: ]しかっている人でつまり意識するな。この人は女とか女じよ生徒とか異い性せいではなく今のところは木か石か何かと思ってだな。

　いきなりドアが開いて、誾ぎんの声が、

「あ、すいません、忘れ物を──」

　停まった。
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　予期せぬ義ぎ腕わん女の登場に、はっとして振り向いたセグンドが、ふと現在の状況を考え、誾の無言の意味を悟さとる。だから彼は慌てて、

「あ！　ぎ、誾君!?」

「Ｔｅｓテスタメント．、──大だい丈じよう夫ぶです総そう長ちよう。状況は理解しております」

「ほ、本当に？」

「Ｔｅｓテスタメント．、つまり、総そう長ちよう的には、この人は副ふく会長で自分の部下で同どう僚りようで、いつもこちらの不ふ出来を[image: ]しかっている人でつまり女と意識せずに落ちた手紙を拾おうとしていた状況なのですね？　この人は女とか女じよ生徒とか異い性せいではなく今のところは木か石か何かと思っている感じで」

　この人は他人の心が読めるんじゃないだろうか、それともこの状況が解わかりやすすぎるだけなんだろうか。ともあれ、

「そ、そう、そんな感じ！」

「Ｔｅｓ．、了りよう解かいしました。──そういうことにしておきましょう」

「それはニュアンスが全く逆だ！」

　まあまあ、と誾ぎんは言う。

「フアナ様も総長のことはまんざらではないようですし、しかし──」

　そして彼女は、冷静にこちらを視線で見下ろした。

「まさか総長が、八はち大だい竜りゆう王おうのフアナ様に寝たふりさせた上で開かい脚きやくを土ど下げ座ざで頼む男とは。これ正に快男児マスチモ。宗むね茂しげ様にもそこら辺の技が欲しかったところです。では御ご機き嫌げんよう」

「ど、どっからツッコミいれていいのか、ってか、あ、帰ったら駄だ目めだって!?」

「ん……」

　セグンドの声とドアが閉じる音に、うるさい、というような寝ね顔がおで、フアナが息を吸って身を動かす。脚あしが閉じられ、手紙が押されて床に落ちた。それを幸運だと真剣に思いながら、セグンドは慌あわてて封ふう筒とうを拾って身を起こした。

　……危機は去った……！

　思い、セグンドは手の中に集まったの手紙を見る。〝清らか大市サン・メルカド〟はいつもの収しゆう支し報告。

〝三大武神騎士団トレス・カバレイロ〟は超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダとの連れん動どうがあるから、その関連だろう。グラナダの第二高等法ほう院いんからは高等裁さい判ばんの報告に、さっきフアナ君の脚の間に落ちたのは K.P.A.Italia の教皇総長パパ・スコウラからだが、あの淫いん蕩とう教きよう皇こう、時じ候こうの挨あい拶さつとかこまめだなあ……。

「あれ？　……あの子からの手紙は？」

　無い。だからセグンドはあたりを見渡し、それに気付いた。

　フアナの胸の間に、まるで剣を突き立てたように白い封筒がある。先ほど腕を下ろしたとき、手紙を下にこぼしたわけだが、一番下したにしていたこの手紙がその動きで挟まったのだろう。

　セグンドは目の前の光景に、ふと立ちつくし、

「普通……、神の試し練れんって一回だよな」

　何で二連れん戦せんあるんだ、とセグンドはまず息を落ち着けた。頭の中に五ご桁けたの暗あん算ざんを五つほど思い浮かべてクリアし、雑ざつ念ねんを消してから、眼前の課題を見る。

　要は簡単だ。引っ張って抜けばいい。それだけだ。何を恐れる必要がある。だから、

「────」

　手を伸ばし、封ふう筒とうの上を人ひと差さし指ゆびと中なか指ゆびでつまみ、引き、

「む……？」

　抜けない。

　原因は簡単だ。圧力が高い。それだけだ。落ち着け。余よ計けいな修しゆう飾しよく語ごや描びよう写しやを思えば大変宜よろしくないことになる。そう、落ち着けフェリペ・セグンド、お前は冴さえない男だ。もしここで彼女が目を覚ましたら[image: ]しかられるどころではなくセクハラで火か刑けい場じよう送りだ。審しん問もん官かんが罪ざい状じようを読み上げる声が聞こえてこないか？　〝フェリペ・セグンド、汝なんじ、乳ちち挟はさみセクハラのエロ罪で火刑に処す〟って乳とか単たん語ご思いついたら駄だ目めだって！

　と、ドアが開き、

「──申もうし訳わけ御ご座ざいません総そう長ちよう。やはり熟じゆつ考こうしたところ、総長のような大人おとなの男性がフアナ様のような真ま面じ目めな女おんな教師系けいの方にそのようなこと──」

　誾ぎんの声が止まった。
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　ノイズのような、冷えた血の巡りを耳だけではなく脳と全身で聞いたセグンドは、脂あぶら汗あせを流しながら誾の方を見て、

「ぎ、誾君くん！　こ、これは──」

「Ｔｅｓテスタメント．、──そういうことにしておきましょう」

[image: ]

「は、早っ！　展てん開かい早っ!!」

　まあまあ、と誾ぎんはこちらを制すと、

「フアナ様も何でかこんな総そう長ちようのことを気に掛けておられるようですし、しかし──」

　そして彼女は、冷静にこちらを視線で見下ろした。

「まさか総長が、フアナ様に寝たふりさせた上で乳ちち挟はさみキャバレーごっことは、──これ正にダブル快男児ドブレマスチモ。宗むね茂しげ様にもそこらへんの趣しゆ向こうが欲しかったところです。では御ご機き嫌げんよう」

「うわもうツッコミ入れないぞ！　ってか、あ、帰ったら駄だ目めだって!?」

　と、一歩を誾の閉じるドアへと踏んだとき、摘つまんでいた封ふう筒とうが強ごう引いんに胸から抜けた。密みつ着ちやくして歪ゆがんだ胸の圧と、角の立った封筒の切れ味によってフアナの制服の胸の合わせが外れ、

「ん……」

　一気に臍へそ下したまで割れた合わせと、布ぬの地じが載るだけになって呼吸に揺れる胸むね肌はだに、

「────」

　自分が持つ有りとあらゆるスキルを総そう動員して、セグンドは部屋の隅すみにある仮か眠みん用の毛布を持ってきてフアナに掛けた。わずか一秒半ほどでそれを終えた彼は、息を整えるために机の上の皿上から紙をどかし、下にある林りん檎ごのパイを一口で食い、

　……あ、以前より甘みが深くなってるな。

　白く精せい製せいした砂さ糖とうよりも、濁にごりのあるものを使用しているせいだろう。白しろ砂糖は甘かん味みが直接的なのと、その色から珍ちん重ちようされるが、味の深さとしては濁りを残していた方が単調ではない。

　病院という、甘味に乏とぼしい場所にいる子供達に配るなら、後者の方がいいだろう。

　思わず指まで舐なめてしまったセグンドはこう思う。

　……これだけ出来て、更さらに学んで考えて、成長していく人が……。

　長ちよう寿じゆ族ぞくは極きよく東とう側の元もと貴き族ぞく家か系けいだ。自分も極東側の血ち筋すじだが、先せん祖ぞは彼らの下で働いていた家系だと聞いている。それなのに、

「何で僕の下にいるんだろう」

　思い、白の封筒だけを胸ポケットに入れ、セグンドは皿の上にあった紙に机き上じようから取ったペンで文字を書いていく。

〝眠っているようなので、誾君といっしょに先に帰ります。御お菓子は御ご馳ち走そう様さまでした〟

　手紙については細かく言わないでおく。たとえ寝ていても、落としたとなると彼女の自じ尊そん心しんに傷が付く。勝かつ手てに奪ったと思われるなら、その方が彼女にとっていいことだろう。ついでにいうとこれから誾を追う必要もあるので噓うそはついていないし、この書き方だと、毛布も彼女がやったことに出来るだろう。

　……いつもの干ひ物ものとかを、置いておこうか。

　と、毛布に埋まって眠るフアナの横を通り過ぎようとした。そのときだ。

「や……」

　救いを求める色を持った声が、フアナから聞こえた。

　まるで、救たすけてと、そう言われているように聞こえ、セグンドは足を止める。

　見れば、フアナの眉まゆが歪ゆがみ、毛布の下の手が椅い子すの手すりを摑つかんでいる。

　圧あつ縮しゆく睡すい眠みんは、その睡眠中ちゆうに浅い眠りと深い眠りを行うが、浅いときには夢を見る。それも、圧縮された夢を、だ。

「や……」

　言いつつ、しかし口く調ちようと表情が下がったままになる。それはまるで、

　……諦あきらめるようで。

　だからセグンドは手を伸ばし、しかし、

「御ご免めん」

　椅子の手すりを摑んでいる彼女の手は、そのまま握り返すことが出来ない。ゆえに彼は、彼女の右手に、毛布越ごしの己おのれの手を重ねた。しかし、

「────」

　ほ、というように、彼女の表情から険けんが抜けた。ややあってから、吐と息いきが整い、

「うん」

　セグンドは手をゆっくりと離す。そして彼は、紙かみ袋ぶくろからフアナ用に渡すものを取り出して彼女の机に置き、毛布が落ちないように正してから部屋を出る。

　軽くなった紙袋と、胸ポケットの手紙とともに。
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『おじさんへ

　おじさんはお元気ですか。私は元気です。べんきょうしています。ちゃんと食べていますしあそんでいますしねむっています。

　教どういんは始まって一月です。友だちはまだあまりいませんがおじさんもいるしだいじょうぶだと思います。本もあるので一人でもいられます。

　さいきん。お空にくもがあります。

　おじさんは知っていますか。あのくもの中にふねがたくさんあるんだそうです。教どういんのみんなはせんそうだせんそうだとそう言います。

　おじさんはせんそうするんですか。

　私はおじさんにすくっていただきました。せんそうはすきじゃないです

　けれどもおじさんたちは私をすくってくださいました。

　もしせんそうがまたあったらおじさんは私をまたすくってくださいますか。

　せんそうということばをこわがる人たちに私はおじさんの話をします。何かあってもおじさんがいるから大だい丈じよう夫ぶだって。

　もしせんそうがまたあったらおじさんは私をまたすくってくださいますか。

　言ったことがうそにならなければいいと。そう思っています。』
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「どうだろうなあ」

　夜の月の下を歩きながら、セグンドはつぶやいた。

「〝おじさん〟は、救いに行くよ。──必ずね。君を、闇やみの中から光の下に連れて行くとも」

　だけど、

「今の〝大たい将しよう〟は、どうだろうなあ」

　そして彼は、空を見上げ、

「大将だったら、どうなんだろう。

　君も含めて、もっと大きなものを、僕は今度こそ守れるんだろうか」

　答えはない。

　ただ、冷たささえ感じる透とう明めいな夜空が、頭上に広がっている。

　更ふけていくにつれ、その透すかしを鋭くする夜の下を、セグンドは歩いていく。

　この問いかけと、答えは、この対たい英えい戦せんで試されるのだろうかと、そんなことを思いながら。







[image: 第十五章『英国の移住者達』]
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　朝の日の差し込む教室がある。

　黒板の前には眼鏡めがねを掛けた女性、三さん要ようという名な札ふだを着けた教員が、

「──でまあ中ちゆう世せいの時代、英国と西班牙エスパニアは欧おう州しゆうでは田舎いなか扱いだったわけです。

　英国は元々ブリテンといってケルトの妖よう精せい達が住む国でしたが、紀き元げん前54年あたりから皆大好きカエサル様がガリア侵しん攻こうの際に海渡わたってエイって始めちゃいましてですね」

　三要は黒板に英国と六護式仏蘭西エグザゴンフランセーズ北岸の図を書き、仏蘭西フランス側からの矢や印じるしを英国に向かわせる。そうして思うのは、

　……カエサルはいろいろやってますねえ。

　この後、ガリアと呼ばれる現在の六護式仏蘭西一いつ帯たいを支配したカエサルは、彼の権力増ぞう強きようと人気を恐れたローマの裏切りを察さつ知ちし、自らローマに進しん撃げきして独どく裁さい者しやとなる。その際、ローマとガリアの境きよう界かい線せんとなっていたルビコン川という小川を越える決断をするのだが、聖せい譜ふの歴史再現を知っていた兵へい士し達がちょっとテンション上がって川を先にどんどん渡ってしまい、慌あわてたカエサルが「賽さいは投げられてしまった!!」と叫んだのは結けつ構こう有名な話だ。

　……ここらへん面白くて時間喰くって去年は偉えらい目にあいましたっけね……。

「で、英国は紀元40年くらいからローマの侵しん攻こうを受けて属ぞく州しゆうになりました。でもまあ支配は緩めで、ローマにおける〝生産の重要地〟という場所になったわけなんです。

　ですが、ローマが滅ほろびた後は、やっぱりケルトの妖精達が群ぐん雄ゆう割かつ拠きよして──」

　三要は、皆の板ばん書しよ写しのペースを見ながら、英国の上に〝王〟という字を書く。

「この頃が、アーサー王ことアーサー・ペンドラゴンの時代ですね。伝説上の人物とされていたり、モデルが三人くらいいるために、歴史再さい現げんでは誰だれが本物なんだと案あんの定じよう困りまして。

　しょうがないのでB.W.T.という団体を組んでケルト杯はいアーサー王決定戦を行ったんですがやはり決着がつきませんでした。仕方ないから、まあ持ち回りで済ませたという逸いつ話わがあります。だからアーサー王、伝でん承しよう的には人物像がとっちらかっていて嫁よめにも浮うわ気きされ──」

　最後のセンテンスで考え込んでしまった三要に、生徒側から声が掛かる。

「大だい丈じよう夫ぶ！　大丈夫です先生！　交こう際さい段階で浮気食らっても事故のようなものですから！」

　事故だと保険が下りますけど、そうでない場合は被害損ぞんなのでは、と三要は考える。が、まあとりあえずという形で一ひと息いきをつき、

「ともあれ、彼が頑がん張ばってサクソン人という独逸ドイツ系けいの上陸を防ぐんですね。

　そして彼が使用していた武器が、先日武蔵むさしの上にドカンやった王賜剣エクスカリバー。

　これは岩に刺ささった形で王を待っていた剣をアーサーが引き抜いたもので、英国の守りとして、王の存在を確かめるために姿を現すものだったりします。しかし」

　と、三要は言葉を止めた。やはりアーサー王はゲームや小説、神肖演劇テレビドラマなどでもメジャーなネタだ。最近、レトロブームとして古こ来らいの物語を復ふつ古こする運動があり、アーサー王おう伝説もその例に漏もれない。大ヒット連れん載さい中の戯画マンガ「ペンドラゴンボール・超ちよう円えん卓たく騎き士し編」は聖せい杯はい伝説がネタの新作で、七つの聖杯を集めるとマリーンが出てきて一つ願いを叶かなえるという内容だ。今週は殺された仲間をサクソン人にゲラ馬鹿にされたアーサー王が「パーシバルのことかー！」とスーパーケルト人になったところで次週に続いている。

　三さん要ようもヨシナオ教きよう頭とうが生徒から取り上げて教務員室しつに積んだ週刊草ぞう紙しで読んでいるが、

　……ガラハドの妖よう精せい王おう拳けん三倍は全く役に立ってないですよね。

　ともあれ、そういう面白いネタに授業がさしかかっているのは確かだ。

　ゆえに、ここから先、ちょっと脱線になるかも知れないが、

　……でも、知識を憶おぼえて貰もらうためには必要かな。

　幾いくつもある知識を憶えて行くには、インパクトや、考えることによるメリハリがいる。膨ぼう大だいな知識を全て憶えられなくても、要点を憶えておけば連れん鎖さ的に小さな知識も憶えられるからだ。

　だから三要は、こう言った。

「二本の王賜剣エクスカリバーと、その鞘さやについての謎なぞって、知ってる？」
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　問いかけに、生徒達が顔を上げたのを三要は見る。それも、はっとした動きだ。

　やはりメジャーネタの反応はいい。王賜剣でドカンされたばかりでもある。皆の喰い付きがいいのは当然だが、予想以上の視線の強さを受けて三要はたじろいだ。

　……お？　おおう？

　こ、これは期待に応えねば。そうしないと教員としての信頼に関わることになる。が、しかし、話をコンパクトにしないと、ローマのときの二にの舞まいになるのも確かだ。知識を憶えるための話が脱だつ線せんしたら去年の反省が活かされていないことになるが、それはどうしても避けたい。だ、だからとにかく短く、短く、短く、

　……短く──！

「お、終わり！」

「──先生早えよ！」

　しまった、結論を急ぎすぎました。だから、というように、三要は照れ笑い付きで、

「ええと、まあ、謎なぞ系けいの話をしますと、アーサー王は王賜剣を一度折ってしまうんです。それは騎き士しの行いに外れた〝後ろから襲おそいかかる〟をやっちゃったからなんですが、この後、アーサーは新しい剣を得ることになります。入にゆう手しゆルートは魔ま法ほう使いのマーリンor〝泉いずみの貴き婦ふ人じん〟という二ルートなので、歴史再現では二重襲しゆう名めいで済ませたようですね。

　そして、この新しい王賜剣二型Ｅｘ．カリバーンには、鞘がついていました。

　この鞘は神しん格かく武ぶ装そうで、持っていると〝所持者は血を流さなくなる〟という守しゆ護ごの力を持つもので、──英国を治める王、即すなわち英国そのものが不ふ死しになるともいえるものだったんです。

　しかし、この鞘さやはアーサー王の異い父ふ姉モーガンに奪うばわれ、アーサーは死の運命を得ることとなります。ここ、ちょっと憶おぼえていて下さい。そして──」

　そして、

「謎なぞがありますよね。

　初めの剣、王賜剣エクスカリバーに対し、今の剣は王賜剣二型ＥＸ．カリバーンと呼ばれていますが、祖そである王賜剣、王賜剣一型ＥＸ．コールブランドはどこに行ったのでしょうか。それに、鞘は一体どこに？

　いろいろとおかしな部分があるわけです。英国の王賜剣二型は、かつての王賜剣のように王達の前に姿を現し、今は防空の用に使われています。が、──折れた王賜剣一型と、失われた王賜剣二型の鞘はどこに行ったのでしょうか。

　これは、今の歴史再さい現げん上の英国において、ちょっとしたミステリーですね」

　言って、三さん要ようは皆を見た。

　皆が静かに自分に視線を返していることに気付き、息を吸い、

「何か今のところ、質問ある人は？」

　そう問いかけたところ、女じよ生徒が一人手を挙げた。髪かみ裾すそを湿しめらせているのは水すい精せい系けいの娘だ。三要の持つ生徒履り歴れきでは、元アイルランドの出身。今、武蔵むさしは英国南なん方ぽうの空に浮いているが、地元に近い空気は感じているだろう。

　彼女は、皆の視線を受け、しかしこちらの促うながしの会え釈しやくをもって口を開いた。

「──英国の住人は、アーサー王の末まつ裔えいなんでしょうか」
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　三要は、少し迷った。水精の彼女の問いかけは、世界史という世界の流れを示す授業に直接関係がない。どちらかというと民族史し的てきなものだ。

　だが、生徒の疑問は大事にしないといけない。それは、答えを求めるという、何にも増して大切なことだからだ。だから、

「いい質問ですね」

　と言って、疑問することの価か値ちを示しつつ、三要は考える。今の彼女の質問を、どのようにして世界史に繫つなげるべきかを考え、考えて思い浮かばず、

　……え、ええと──。

「そそそそそそれそれそれはですね、えええとえとえとえとアーサーアーサーア──サ──」

「せ、先生！　ラップ調にならずに落ち着いて!!」

　やかましい、落ち着いてます。ただ単に狼狽うろたえてＤＪ風ふう味みが入っただけです。

　ともあれ、と三要は黒板に書いた英国と六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの図を軽く手で叩たたく。指先にチョークの粉こなが着くが、気にすることもなく、

「英国人はアーサー王の子し孫そんなのかどうか。この疑問に対する答えを含みつつ、英国には、アーサー王から妖よう精せい女王エリザベスに連なる三つの歴史的事情が存在します」

　一つ、と三さん要ようは側そばから英国に伸びる矢や印じるしを示し、

「まず一つは十一世紀。仏蘭西フランス北岸のノルマンディー公こうが海を渡って英国南部のイングランドに侵しん攻こう。そしてイングランドを制圧するんです。これを」


　・ノルマンコンクエスト：英国の中心、南部イングランドをノルマン人が制圧した



「──と言います。

　この支配者、ノルマン人は、歴史再さい現げんの際、仏蘭西の異い族ぞく達が担当しました。

　当時既すでに英国は四つの国に分かれており、中部ウェールズ、北部スコットランド、北西部アイルランドの三国はケルト系けいの妖精族が主体でした。しかし南部イングランドはアングロサクソン系として妖精族と魔ま族ぞく、獣じゆう族ぞくなどの〝異族グラソラリアン〟がそれを担当していました。

　アングロサクソン系の彼らは、ノルマン系を担当した仏蘭西系けい異族と種しゆ族ぞく的に近かったんですね。これによって支配は割とスムーズに進み、しかし英国の中心とも言えるイングランドが仏蘭西からの異族に支配されたため、イングランドと他の三ブロックは仲が悪くなります。

　そしてイングランドは元もと仏蘭西の血ち筋すじから、幾いく度ども仏蘭西の王位継けい承しように関かん与よしますが、百年戦争に敗れてノルマンディーの土地を失い、──イングランドの支配者達は帰き化かするように英国の住人になっていくわけですね」

　だから、

「英国の住人達がアーサー王の末まつ裔えいかというと、少し難しいことになります。

　イングランドはノルマン系が支配しましたが、他た地域はケルト系やアングロサクソン系です。しかし仏蘭西がカール大帝シヤルルマーニユの末裔を名乗って権けん威いを振りかざすのに対し、英国はケルト系であったアーサー王の末裔を名乗って対抗し、士し気きを上げていたりしました。

　つまりアーサー王は、英国では他国の皇こう帝ていや教きよう皇こうのような扱いで、民族関かん係けい無しにヒーローだったわけですね。これが時代としてちょっと進んで──」

　と、三要は、皆の視線と頷うなずきを受けつつ、右手の指を二つあげた。

「二つ目の事情。

　１４８５年、百年戦争と薔ば薇ら戦争によって疲ひ弊へいした英国を立て直すために、ヘンリー七世がチューダー朝ちようを興おこします。

　ウェールズ出身の王は〝アーサー王の末裔〟を名乗り、国民の支持をとりつけました。そして庶しよ民みんの王として貴き族ぞく達を抑圧し、英国絶対王おう政せいの道を開いたのです。

　こうして考えると、今の女王エリザベスが何な故ぜ〝妖精女王〟と呼ばれるのかも解わかりますね。英国の王おう家けは伝説と共にあり、庶民の王として貴族達の上にいるからなんです。しかし──」

　三要は黒板に名前を幾いくつか書いていく。

　ヘンリー七世、ヘンリー八世、メアリ一世、エリザベスと書き、そこで手を止めた状態で、

「──三つ目。

　ヘンリー七世の息子むすこ、ヘンリー八世は、世よ継つぎ問題や仏蘭西フランスからの内政干かん渉しようへの対策として、英国の国こつ教きようを旧派カトリツクから英国協アングリカンチヤーチへと変へん更こうします。

　これは、世継ぎ問題がクローズアップされやすいですが、ヘンリー七世の代から始めていた、旧派教会やそれに連なる貴き族ぞく達の抑圧を推おし進める意味がありました。

　つまり、仏蘭西や教きよう皇こう側が旧派教会を通して行う干渉を防ぎ、旧派修しゆう道どう院いんを潰つぶすことで、彼らが旧派権けん限げんで囲った私し財ざいを吐き出させたわけです。

　つまり、──英国内の〝旧派壊かい滅めつと、その私財没ぼつ収しゆう〟です」

　告げた言葉に、皆が息を詰める。

「南部イングランドは英国協に変へん更こうしましたが、他た三国は旧派を拠より所としていたので旧派のまま。更さらに仏蘭西などがその三国に援えん助じよを行い、英国内は旧派三国と英国協の南部イングランドが敵てき対たいする状況となりました。

　そしてヘンリー八世の死後、英国で三人の女性の争いが生じます」

　三さん要ようは、黒板に書いたヘンリー八世とエリザベスの間に矢や印じるしを引き、


：メアリ・チューダー　：先代女王メアリ一世。英国を旧派に戻そうとした。

：エリザベス　　　　　：英国協を旧派寄よりにして寛かん容ようを示した現げん女王

：メアリ・スチュワート：旧派でスコットランド女王。



　と書いて一ひと息いき。三要は皆を見て、

「先せん代だい女王とスコットランド女王。この二人のメアリの内、メアリ・チューダーは英国協関係者を虐ぎやく殺さつしたことから〝血塗れブラツデイメアリ〟と呼ばれました。

　そして後のメアリ・スチュワートは、スコットランドの内ない乱らんからイングランドに亡ぼう命めいし、聖せい譜ふ記き述じゆつに拠よれば、──エリザベス暗あん殺さつ容疑の罪で投とう獄ごく、処しよ刑けいされます。

　ほぼ同時代に存在した二人のメアリは、歴史再さい現げんにおいてエリザベスの異い母ぼ姉であるメアリ・チューダーによる二重襲しゆう名めいが行われています。彼女は〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟の字名アーバンネームで呼ばれ、エリザベスの障しよう害がいや敵となり、ですが──」

　三要は皆を見た。誰だれもが真剣な視線をこちらに向けていると、そう理解の上で、ゆっくりと彼女はこう言った。

「──現在、〝重双血塗れメアリ〟は、倫敦ロンドン塔とうに幽ゆう閉へいされ、処しよ刑けいのときを待っています。

　アーサー王の末まつ裔えいの血を引くとされる妖よう精せい女王が、政治的に勝利したわけですね。

　これらが、アーサー王から始まり、妖精女王に連なる英国の事情です。

　現在の英国においては、アーサー王の末裔はケルトの血を引く人々だと思いますが、アーサー王は英国全体の精神的基き盤ばんとなる英雄、──王賜剣エクスカリバーが地ち脈みやくに突き刺ささっているのと同じで、英国の皆の共有祖そ先せんではないかと先生は思います。

　つまり、アーサー王を誇りに持ち、英国を護まもる正義を持つならば、彼の末まつ裔えいではないかと」
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　ふう、と三さん要ようは一ひと息いきを吐いて、ふと、違い和わ感かんを得た。

　……あれ？

　周囲の静けさは、生徒達の反応として望むべきものだろう。しかしここで来る違い和わ感は、

　……いつもと違う。

　何がいつもと違うのかを考えて、三要は答えに思い当たった。

「……隣となりのクラスが静かですね」

　思わずつぶやいてしまった一ひと言ことに、皆が後ろを見た。

　クラス後ろ側の壁には中央に黒板がある。黒板の左右は新しい漆しつ喰くいで塗り固められているが、その白の色は大だいの字じ人間が七なな重えくらいに重なった形を示していた。

　……そっか。

　三征西班牙トレス・エスパニアの襲しゆう撃げきと輸ゆ送そう艦かんの墜つい落らく。そして輸送艦乗じよう員いんの帰き還かん不許可と英国側との接せつ触しよく不ふ可かにより、オリオトライの梅うめ組ぐみは生徒の半数近くを英国側に奪うばわれていた。

　葵あおい・トーリは武蔵むさし側に残っていたが、あまりに役に立たないので放置となり、運営のほとんどをシロジロが行い、代表委員達たちが実勤していた筈はずだ。

　二年生あたりの委員からは抗議も多かったと言うが、

　……いろいろ大変ですよねえ……。

　だが、今日になって英国第四階かい層そうへの外がい交こう艦の着ちやつ艦かんが許可された。交渉の期日は決まっていないが、着艦が可能と言うこともあり、オリオトライは梅組の皆を連れて英国へと向かった筈はずだ。ゆえに隣の梅組からは、何も聞こえないのだが、

「……それがここまで平和だとは」

　うんうん、と頷うなずく皆の反応は、正しいものだと三要は思う。だが、不ふ意いに窓の外から、

「直じき訴そ！　直訴だよ王様！　あの馬鹿トーリじゃなくてまともな正まさ純ずみ先生を返してくれよ！」

　子供の叫びに、何だろうと思って外を見ると、何な故ぜか全ぜん裸らで身体からだに〝畜ちく生しよう〟などと墨すみで書かれた小しよう等とう部ぶの子供が、

「あの馬鹿、毎日毎日上う手まいこと言ってアグレッシブな紙かみ芝しば居い読んだり調ちよう理り実習でタカったり賭かけカンチョーとか始めて授業進すすまなくて困ってんだよ！　どうにかしてくれよ王様！

　あの馬鹿に授業続けさせてたら俺達将しよう来らい終わっちまうよ！　既すでにクラスの男子のほとんどが洗せん脳のうされて全裸教きようとかモミング国際連れん盟めいとかワケわかんねえんだよ！」

　彼の持つ竹たけ竿ざおの先には、直訴状が挟み込まれている。そして対するのは、農のう務む用よう作業着の武蔵むさし王おうヨシナオ教きよう頭とうだが、

「ふうむ、いたいけな少年少女をいたぶるとは、あの馬鹿またろくでもないことを」

「王様！　また、って何だよ、また、って！　俺達の他にも被害者いるのかよ！」

　被害者本ほん人にんを目の前にしてるんだけどね、と三さん要ようは心の中でツッコミを入れる。そして彼女は窓まど際ぎわからヨシナオに向かって、

「あの、ヨシナオ教きよう頭とう、──総そう長ちよう達なら今、英国ですけど」

「ああ、麻ま呂ろもしばらくしたら野菜を持って慰い問もんに行くが、少なくとも今日の武蔵むさしは平和であるな。いずれ副ふく会長の本ほん多だ君も戻ってくるのであろう。

　──いいか少年、麻呂の威い光こうによりすぐに汝なんじらの学業には平和と常識が訪れるであろう」

　確かく証しよう全くないことを、と大人おとなの自分は思うが、子供は信じたらしい。

「そ、それホントか王様！　あの馬鹿じゃなくて正まさ純ずみ先生戻ってくるのかよ!?」

　と、少年が嬉うれし泣きをするのを見て、三要は吐と息いきする。

　しかし、うんうん、と頷うなずいている王様も随ずい分ぶん変わった。今の格かつ好こうを見ていても、

　……農業や、観かん葉よう植物の品ひん種しゆ改良とか携たずさわっているんでしたっけか。

　彼のいた土地は田舎いなかで、ゆえにそのような技術や作業が盛んであったのだと聞いたことがある。それは恐らく、今の武蔵にとって役に立つことでもあるのだろう。

　だとすれば、

　……真ま喜き子こ先せん輩ぱい達が英国の皆と合流したら、そういったものの蓄ちく積せきや、前回の襲しゆう撃げきに対する反省とかが一気に繫つながっていくことになるんですかね。

　どうだろう、と思いつつ、三要は皆に振り向いた。

「あの総そう長ちよう達は何をやっているんでしょうかね、今いま頃ごろ」
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　岸がん壁ぺきから張り出す海がある。

　遠とお浅あさの海だ。海は岸から数キロの広さを持ち、そこから先は幾いくつかの段だん差さを経た後で空に落ちている。

　海の中には魚達がおり、また、それとは違う影や、姿も泳ぎ、ときに水面に姿を現す。

　魚ではないものの多くは人ひと型がたや動物の形をした精せい霊れい達で、しかし彼らは今、海の中や岸辺ではなく、一いち様ように空を見上げていた。

　青の空にあるのは艦かん影えいだ。外がい殻かくに装そう飾しよくをつけた大型艦。艦側そく面めんには武蔵アリアダスト学がく院いんの紋もん章しようと、ロゴ部分を取り替えた武蔵の紋章がある。武蔵の外がい交こう艦だ。

　外交艦は、岩いわ剝むき出しの海岸に近づいていく。

　海岸、その手前の海には塔とうのように見えるものがあった。浅い海面から身を立てているものの正体は、各部が軋きしみ、壊こわれた輸ゆ送そう艦だった。

　外交艦は、空気を押す音を作り、艦の喫きつ水すい線から水みず飛沫しぶきをたなびかせて輸送艦に接近する。そして対する輸送艦側では、突き立った甲かん板ぱん上に人ひと影かげが現れ始めていた。

　が、不意に、外交艦側で、一つの姿が舳へ先さきに向かって走り始めていた。

「ホライゾ──ン！　今行くぜ!!」

　と甲かん板ぱんの縁へりにある手て摺すり上を走っていった少年は、両手に持った空中浮ふ遊ゆう用ようの符ふを空にかざして、勢いよく、

「とう!!」

　まだ距離があるにも関わらず、輸ゆ送そう艦かんへと跳ちよう躍やくした。跳ぶべき距離は五十メートルほどある。が、浮遊の符は、速度すら与えないが、彼の跳躍時間を大きく延ばし、

「誰だれよりも先に御ご到着──!!」

　すると、唇くちびるチュー状態で跳んでいく彼に対し、輸送艦側で動きが起きた。

　ポニーテールで槍やりを持った女じよ生徒と、男だん子し生徒の上着を着た女生徒が二人、艦かん尾び側に現れて何かを真ま顔がおで相談しあった後、おもむろに上着の方が馬鹿を指さし、槍やり持もちの方が、

「結べ、蜻蛉とんぼ切きり」

　浮遊の符が断たれて馬鹿が海に落下した。

　女生徒二人は、外交艦の舳へ先さきで旗はた信号を送っていたり、接せつ艦かん作業をしていた者達に会え釈しやくを送る。皆も、顔を見合わせてから頷うなずき、

「作業続ぞつ行こう──!!」

　その声こそが、武蔵むさしの主しゆ力りよく達が二週間の期間を空あけてまた合流する合図だった。







[image: 第十六章『平穏場所の迎撃者』]
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　輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱん上で、正まさ純ずみはミトツダイラとともに接せつ艦かん作業を見ていた。

「九十度ねじれた相あい対たいなのに、物ぶつ資し輸送などが出来るもんなんだなあ……」

　感心した口く調ちようでつぶやいてしまう先、輸送艦と外がい交こう艦を結ぶ桟さん橋ばし代わりの太ふと縄なわがある。その表面には上から下への重力制せい御ぎよが架かけられているが、

　……捻ひねってこちらの重力制御と連れん動どうすれば、二艦の軸じく差さを解消出来るのか。

　外交艦側は水平、こちらは垂直だ。輸送は太縄を介した人じん力りよくに頼ることになり、今、架かけられた幾いく本ほんもの太縄を行き来する生徒達は初めまっすぐ立っていながら、途と中ちゆうから九十度横よこに倒れつつ、しかし下へと落ちはしない。そうやってこちらに運び込まれるものは、

「今日きよう運び込まれるものにポンプやボイラーもあるから生活が一気に変わるな。

　着替えも来るし、食材も大きく変わるから、……今夜はまた豪ごう勢せいに祭かなあ」

「外交艦には先生も乗ってるんですのよね？　だとしたら──」

　正純は、ミトツダイラと共に半目になって、

「……今夜は焼き肉だな」

「……Ｊｕｄジヤツジ．、そうですわね」

　と、ミトツダイラがつぶやいたときだ。右手側、艦かん尾び搬はん入にゆう口の方から女の声が聞こえた。

「あ、ミト！　正純！　無事でしたか!?」

　振り返って見てみると、艦尾の方に懐なつかしい顔がある。

　浅あさ間まだ。

　彼女は一度こちらに手を振り、空を背後に落ちてくるように駆けてくる。
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　浅間は、二人の級友の前で一ひと息いきをついた。

　そして視線を上げて見てみると、二人とも、

「ああ、随ずい分ぶんと疲れたような感じで、……大だい丈じよう夫ぶですか？」

　問いかけに、正純とミトツダイラが顔を見合わせた。二人は首を傾かしげ合い、

「そうか？」

「自分では解わかりませんけど……」

　恐らく二人共とも、体調など気を遣つかってはいたのだろうけど、二週間前に比べれば日に焼けているし、少し瘦やせている。そして何よりも、服と髪かみのくたびれ方が凄すごい。

　……水で洗ってるだけでしょうし……。

　着替えもない状態と聞いたが、そうなると服を干している間は居い場所に籠こもるか毛布か何かで凌しのぐだけだろう。そして髪も、また同様だ。特にミトツダイラの髪のボリュームは艶つやともども落ちている。二割減げん、というところだ。

　随ずい分ぶんと酷ひどい状況だとも思うが、その一方で、向こうでは男おとこ衆しゆうが何な故ぜか巨大な石貨か幣へいを運んでいるし、干ひ物もの作りにいそしむ姿や、葉や貝で作った槍やりの御ご神しん体たいを拝おがんでいる集団も見える。

　……微び妙みような地元ルールが出来ていますね……。

　自然回かい帰きというか自由な生活に見えるが、その実はおそらく閉へい鎖さ状況で発狂した連れん中ちゆうが邪じや教きようや蛮ばん族ぞく系けいに目覚め、正まさ純ずみ達もその感かん化かを受けつつあるのだろう。これはどうにかしないといけません。まずは文明人に戻さねば。楽な方法は神しん道とうの禊みそぎパワーを注そそぎ込むために全力でズドンだが物理的なショックも大きいので級友に対しては駄だ目めでしょうね。

「──ええ、でもまあ、大だい丈じよう夫ぶです。喜き美みがいらんもの全開で持ってこようとしたのを止めて、私の方で女の子向きのまともなものを用意してきましたから。

　ええ。符ふなども洗せん髪ぱつ用の櫛くし形のものや禊用の布式のものを持ってきてますので今後の御ご利用なども含めて白しら砂さご代だい座ざと浅あさ間ま神社、浅間神社に清きお布ふ施せを宜よろしく御お願ねがいいたします」

「……最後の商売っ気は何ですの一体」

　しまった、先日艦かん内ないＣＭ用に練習していたのがつい。

　ともあれ、他に重要なのは、

「あの、さっきトーリ君が先に来ませんでした？」

　問いかけに、目の前の女二人が顔を見合わせた。ややあってから正まさ純ずみが、

「──さっき、下に」

「下？　艦内のどこです？」

　問いに、二人はまた顔を見合わせ、今度はミトツダイラが、

「いえ、ですから、一直線に下に」

「？　……そんなに急いで、どこに？」

　また二人が顔を見合わせた。困ったような顔で何か言葉を交わし合い、また正純が、

「面めん倒どうなので話進すすめるが、葵あおいがどうかしたのか？」

　問われた瞬しゆん間かんだ。確かに言われた通り、下から女子の叫び声が響ひびいてきた。

「きゃあああ！　総そう長ちようが！　総長が海から！　それも股こ間かんにワカメを!!」

　三秒黙だまってから、浅間は、目の前の二人とアイコンタクトを交わした。

　うん、と頷うなずき、こっちがスカートから弓を引き抜くと同時に、正純は半はん目めで手にグラブを着け、ミトツダイラが手首から鎖くさりを垂らす。

　ひ、と周囲の皆が引くが気にしない。浅間は正純に促うながしの会え釈しやくを送り、

「行きましょう。文明人の行いで禊みそがねば危険です」

「でも、総長の狙ねらいは何ですの？」

　決まってるじゃないですか、と浅間は言った。

「ホライゾンのオッパイ以外にあり得ません」
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　艦かん内ないは悲鳴に満ちていた。

　原因は簡単で、両手にチアガールのごとくワカメの山を持った全ぜん裸らのトーリが、走り回りながら、それを一度股こ間かんにマウントした上で無む辜この人々に投げつけまくったためだ。

　二週間ほど、内ない乱らんもなく、外敵もなく、狩しゆ猟りよう生活による満ち足りた平和な日々を過ごしていた人類は、外がい界かいから海を越えてやってきたデストロイヤーに対し恐怖した。

　ごく短時間の間に、ワカメを叩たたきつけられた者には〝トーリ菌きんが伝でん染せんした〟という呪のろいが掛かることがルールとして決定され、人々は抗あらがう術すべなく汚お染せんされていった。

　内部の防災を預かっていた生徒達は、壁に設置された艦内被ひ災さい状態を示す掲けい示じ板が艦かん尾び側から赤く染まっていくのを確認し、

「く、くそ！　このフロアももう駄だ目めだ！　俺がシャッターを閉めている間に皆は逃げろ！」

「お、お前にだけいい格かつ好こうさせられっかよ!?　俺達は同じ魚を食った仲だぜ！」

　ワカメが飛んできて二人撃げき沈ちんされた。

　そして耐たい火か性せい木造シャッターを残りの皆が閉めきる直前に、その隙すき間まから全裸が頭からの仰あお向むけスライディングで飛び出してきて攻こう撃げきを行い、一気に３ヒット。

「ぐわあああ！　な、何だこのワカメ！　生温かくてきめえ──！」

「ゲッゲッゲッゲッ、そろそろホライゾンの寝しん所じよだな！　夜ー這ばいーモ──ド!!」

　そして響ひびく声に追つい撃げきの女三人パーティが急ぐが、しかし全裸はそれより早く〝ホライゾン様御ご寝所〟と書かれた最さい奥おうの部屋に辿たどり着いた。

「頼も──う!!」

　と飛び込んだワカメが見たのは、部屋の奥に作られたベッドに眠る銀ぎん髪ぱつの自じ動どう人形と、こちらに背を向けて座るポニーテールの女おんな武む者しやだった。全裸は女武者を無視してベッドに突っ走ろうとしたが、気け配はいに気付いた女武者が、

「む？　殺さつ気き!?」

　と、置いてあった蜻蛉とんぼ切きりを右に提さげて立ち上がる。

　直後、蜻蛉切の柄つかが持ち上がり、横を通ろうとしていたワカメの足の間から股間を一気に木もく馬ば状態でかち上げた。ワカメは股間を底からヒットされて内うち股またになり、更さらには槍やりの柄えで持ち上げられた姿し勢せいで爪つま先さき立ちになって、

「あひん……！　あー！　ちょー！　駄だ目め駄目駄目駄目このプレイは俺想そう定ていしてない──！」

「やかましい男に御ご座ざるな貴き様さま。ここはホライゾン様の御寝所に御座るぞ」

「おおオマエ、この女サムライ！　そんなRPGの街の入り口に立ってる人みたいなこと言ってないで今自分が何やってるか良く見ろよ！　蜻蛉切も、なあ!?」

『嫌いやー』

「うむ、我が慢まんで御ご座ざるぞ蜻蛉とんぼ切きり。ここで時間を稼かせげば仲間が必ず助けに来るで御ご座ざる！」

『我慢ー』

　と、蜻蛉切が表ひよう示じした瞬しゆん間かんだ。背後の扉とびらへと武器などを構えた女三人が駆け込んできた。ダッシュからの姿し勢せい制せい御ぎよに靴くつブレーキを入れた三人は、はっとして馬鹿を見て、

「ト、トーリ君！　な、何を蜻蛉切に対してやってるんですか!?」

「あれぇ──!?　立場逆ぎやくじゃねえ!?　何かオマエ打った後三さん塁るい側に走ってね!?」

　いいから、と正まさ純ずみが部屋の中に踏み込もうとした。そのときだ。振り向きで捻ひねられた馬鹿の手が、狩しゆ猟りよう用に仕込まれた蜻蛉切の自動化された伸しん縮しゆく機き構こうの展開スイッチを押した。

　直後。伸縮機構が一気に六メートルを伸しん張ちようする。追加で仕込まれた発バ条ネと、二ふた代よが穂ほ先さき側を手で押さえていたことによって、柄つか尻じり側に木もく馬ば乗りしていた全ぜん裸らは柄えと一緒に背後、女三人の方へと宙を飛び、

「きゃあああああ!!」

　女達が慌あわてて通路側に逃げると、全裸は柄と一緒に廊下に飛び出し、しかしすぐに、

『収納ー』

　先ほどと同じ勢いで、全裸を乗せたまま部屋の中に吸い込まれていった。

　手で蜻蛉切の柄側を持っている二代は、行って戻ってきた馬鹿を見て、

「……貴き様さまは一体何をしてるで御座るか」

「お、俺の方が聞きたいぜそれは！　いいかあオマエ!?」

　と股また挟ばさみでポーズをとった馬鹿は、そのポージングゆえ、スイッチをまた脚あしで押した。

「あう？」

「きゃあああああ!!」

　廊下から入ろうとしてた正純達に再び悲鳴をあげて後こう退たいさせ、しかしまたすぐにのけぞりつきで戻ってきた馬鹿は、二代に対してワカメを構え、

「あ、あのなあ!?　お、俺ちょっとこれ面白くなってきたぞ！」

　今度は二代が無む言ごんで押した。

「きゃあああああ!!」

「……拙せつ者しやは全ぜん然ぜん面白くないで御座るなあ」

「あ、あのな？　オマエ、俺は横スクロールアクションゲームのジャンプを下から突き上げるトラップか!?」

　口答えされたのでもう一回二代が押した。廊下側の女三人は二代と馬鹿の遣やり取り中に、

「え、ええと、私が銀ぎん鎖さでネットを作りますからそこに智ともが矢を叩たたき込んで、正純が最後に説せつ教きようをするというのは連れん携けいとしてきゃあああああ!?」

　だが、行って戻る動きを利用して、全裸が動いた。

　柄に手を突いて跳び箱を越えるようにして降りると、勢い付けて二代の横を走ったのだ。

　行き先、ベッドにはホライゾンが眠っている。馬鹿はチュー状態で、

「ホ、ホライゾン！　──さあ、目覚めのモミングを！」

「あ、こら葵あおい！　ホライゾンはお前の股こ間かん殴なぐってから眠り重視モードなんだぞ!?」

「……そ、それが眠ってる理由じゃないですよね？」

　浅あさ間まの疑問に対し、チューが距離二歩にまで到達したときだ。ワカメが身を低くし、

「ホライゾ──ン！」

「何ですかやかましい」

　いきなりホライゾンが起き上がり、座りながらも腰の入った打ち下ろしのパンチを馬鹿の股間に叩たたき込んだ。
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　鈍い音がして、馬鹿が衝しよう撃げきに震えて動きを止めた。しかし、

「……？」

　ホライゾンが眉まゆをひそめて見た正面。振り抜いた拳こぶしの先には、股間にマウントされたワカメ塊かいがある。叩き込んだ打撃はそれに止められ、

「フ、ホライゾン、甘かったな。オマエの打撃は俺には通じん！」

　ワカメは、ゆっくりとポーズをとった。

「以前の敗戦の後、オマエに想いが届かないことを知った俺は何者かの策さく略りやくで首を吊つらされたり空に身を投げたりした！」

「ふうむ、ひどいことをする者がおるので御ご座ざるなあ」

『同意ー』

「ハ、ハイそこ俺がどうツッコもうか迷うコメントをペット込みですんな！　ともあれ俺のけなげな兎うさぎのような心を知った海かい神じんポセイドンが、〝汝なんじにチンコ殴られても大だい丈じよう夫ぶな鎧よろいを授さずけよう〟と言って与えてくれたのがこのミネラルたっぷりよく増えるワカメアーマーだ！

　つまり、ええと、ホライゾン、オマエの打撃はもう俺に通用しない……!!」

　ホライゾンが無む表情に拳を引いた。

　その手指は、マウントしていたワカメを摑つかんでおり、馬鹿の股間はフリーになり、

「え？　あ、おいおいおいおい」

　馬鹿は、ゴッドモザイクつきの全ぜん裸らでしなをつくり、更さらには異い様ように爽さわやかな笑顔を作ると、

「──ホライゾンは、いつも俺の心の殻からを外してくれるよね？」

　ホライゾンが逆の拳をぶち込んだ。
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　正まさ純ずみの耳に衝撃の音が響ひびくと同時。馬鹿が身を震わせて膝ひざを付く。

　そして、うなだれ、前に倒れる全ぜん裸らの頭に、ホライゾンが手にしていたワカメを王おう冠かん宜よろしく載せる。

　そしてホライゾンは、静かにこう言った。

「全裸で走り回ってお腹なかが冷えたらどうするのですか」

「あ、あれ!?　殴なぐったことと関係なくね!?」

「それとこれは別です」

「ホントに別だよオマエ!!」

　……確かにそんな気もするなあ。

　と、正まさ純ずみは眉まゆをひそめつつ、窺うかがうように、

「ホライゾン……？」

　問うと、ホライゾンがこちらを見た。彼女は無む表情に軽く手を挙げ、

「Ｊｕｄジヤツジ．、申し訳わけ御ご座ざいません。ホライゾン、簡単に申しまして現在諸しよ処しよリファイン中でお休みモードですので、またスリープに入ります」

　と、そのままホライゾンは殴った手をこちらの上着で拭い、悲鳴をあげさせてからベッドに寝た。

　彼女は毛布を胸上まで上げ、こちらに右の親おや指ゆびを上げ、

「グッナイ皆様」

　そして目を閉じて眠りに入った。

　思わず親指を上げ返していた正純達三人だったが、やがて二ふた代よも含めて顔を見合わせ、

「流石さすがはホライゾン様に御ご座ざるな……」

「というか、ずっと眠っていたんじゃないんですか？」

　否、と正純は首を振る。だが、正純もどう説明して良いのだろうかと、眉まゆ根ねを寄せて天てん井じようを見上げながら、

「んー……。食事とか、洗面所とか、そういうときだけ起きるんだよ。ただ、ほとんど喋しやべらないような、さっきみたいな挨あい拶さつだけの感じで。またすぐに眠ってしまうんだ」

「Ｊｕｄ．、ですから私達の推測なんですが、ホライゾン自身は眠っていて、自じ動どう人形の自じ己こ保存機能が今みたいな動きをさせているんじゃないかと思うんですの」

　成なる程ほど、と浅あさ間まが頷うなずいた。彼女は倒れている全裸を見て、

「じゃあ、さっきのトーリ君への打撃も、ホライゾンの本心じゃなくて、自動人形の危険に対する自己保ほ存ぞん機能なわけですね」

　ふふ、と浅間が安あん堵どの吐と息いきをした。

「少し安心しました。ホライゾンがセメントなのは解ってましたが、その度ど合あいが昔に比べてどれだけ上がっているのか心配で──」

　と、ホライゾンが不意に身体からだを起こした。

　彼女は浅あさ間まに対して、

「あ、美び談だん抜ぬきで申しまして、今のは素すの方が基礎ですので。──では」

　眠った。一いつ瞬しゆん言葉を失った浅間が、しかしすぐにこちらの襟えりを摑つかんでがくがく揺らし、

「──って、あ、あの、ホライゾン本当に眠ってるんですか!?　ねえ!?　ねえ!?　ミトも正まさ純ずみも視線を外さないで、ちょっと!!」

「ま、まあ、とにかく総そう長ちようを表おもてに運びましょう。ええと、銀ぎん鎖さ、銀鎖──？」

　ミトツダイラが鎖くさりを引くと、鎖の張力は既すでに全開だった。

　あら？　とミトツダイラが見ると、銀鎖が廊下の柱に巻き付いたり壁をホールドしてしがみついていて、

「ちょっと銀鎖、中に、ほら、中に──、ちょっと」

　銀鎖の一本が、空中に鎌かま首くびを上げて字を描く。

『イヤー』

「……あの、銀鎖？　好き嫌きらいはいけないっていつも言ってますでしょう？　どんな相手だろうと摑んで叩たたきつけないといけません、って。ほら、こっち──」

　ミトツダイラが鎖を引っ張るが、鎖のホールドが硬く、艦かんが軋きしみ始めた。

　おいおいおい、と正純はミトツダイラを止め、吐と息いきをする。

　全く、と彼女は肩を落とし、

「──何だか急にいつもの生活に戻った気がするぞ」
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　輸ゆ送そう艦の騒さわぎが一いち段落した後、一時停止していた運うん搬ぱん作業が再開された。

　そして外がい交こう艦から輸送艦へと移る太ふと縄なわの上を、船せん上じよう作業に慣れていない者達は抜き足差し足で歩いていく。だが、一部の者達は物もの怖おじなく行き来をし、その中には、

「うわ、鈴すずさん平然と歩きますね！　じ、自分、こういうの駄だ目めなんですけど！」

　捻ねじれた太縄が揺れるたびに足を止めるアデーレに、先を行く鈴は振り向いた。

　鈴は首を傾かしげ、

「縄なわ……、通路と、同じだ、よ？　捻ひねれて、だけ」

「そ、その捻れているのが問題でしてね!?　ええとこれはつまり──」

「語ってないで先に行け──！」

　後ろがつかえ始めているが、ペルソナ君が既すでに四つんばい姿し勢せいをスタンバイしているので更さらなる堰せき止めが入るだろう。しかし鈴はアデーレの手を取り、

「大だい……、丈じよう夫ぶ」

　引いていくことが出来るのは、不ふ思し議ぎだと、鈴はそう思う。皆が行けるところに手を引いて貰もらえるのとは逆で、皆が行けないところへは手を引いてあげられるのだから。

　だが、英国に近づくに連れて気になることがある。それは時とき折おり響ひびく、

「──？」

「ええと、どうしました？　鈴すずさん」

「ん。……さっきか、ら、音、カンっ、カンっ、って」

　工事をしているような、鐘かねの音にも聞こえるような音が、遠くから聞こえている。それは、

「自分には聞こえないんですけど……、どこからです？」

　ん、と鈴は指でその方向を示した。自分の感覚には、そちらには空があると思うのだが、ややあってからアデーレがこう言った。

「……あっち、英国の第一階かい層そうの方ですね。その手前、倫敦ロンドン塔とうでしょうか」

　そうなの？　と問いかけると、アデーレが頷うなずいた。

「まあ、あの場所は処しよ刑けいとかもする場所なので、……あ、すいません変なこと言って。でもまあ、塔と言っても城じよう塞さいですからね。何かあるのかもしれません」

　一ひと息いき。

「いずれ上の階層に行けるようになったら、見せて貰もらえるといいですね、音の原因」







[image: 第十七章『曲がり角の隠者達』]
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　丘の上を、歩く人ひと影かげがある。

　フード付きの長ちよう衣いは、〝傷有りスカード〟だった。

　歩みが目指すは輸ゆ送そう艦かんと外がい交こう艦の向こうにある海沿いの道の先。今は入り江となっている場所だ。二艦の影が見えていても実際には距離があり、途と中ちゆうの集落からは人々が、

「あら〝傷有り〟様、──今朝けさに捕とれた魚を持っていくかい？　珊さん瑚ごの串くしも付けるよ？」

「今日はいい天気だから水の用意をしていくといいよ、〝傷有り〟様」

　などなど、それぞれの言葉に〝傷有り〟は答えの言葉や手を軽く振って歩いていく。振る手には足の鎖くさりに結びついた鉄てつ杭くいがあるが、人々はそれすらも挨あい拶さつの一部として捉とらえているのか、負けずと手を大きく挙げてくる。

〝傷有り〟は、会え釈しやくと共に彼らに背を向け歩いていく。行き先の入り江にあるのは、

「墓ぼ所しよは、……整備が出来なければ移設するしかないか」

　墓所というその言葉を、〝傷有り〟はただ思う。それは、輸送艦落らつ下かの衝しよう撃げきで地ち殻かくが沈下したために入り江となった浜の向こうにある、

　……三百の剣と石で出来た、私が持つべき墓所。

　しかし、輸送艦周しゆう辺へんが隔かく離りされたために、この二週間、丘の裾すそにあるあの二十メートル四し方ほうの空間をどうすることも出来ずにいた。遠とお目めに確認するからに、削けずった丘の断だん層そう部ぶに亀き裂れつが生じており、修しゆう復ふくか移設を考えなければいけないのに。

　近くに湧わいている泉いずみに、世せ話わをしている睡すい蓮れんもあるが、

「どうなっただろうか」

〝傷有り〟は前に進み、輸送艦と外交艦の見える丘を行く。

　行く視線の先では、新しい野草の野原の中から、小さな影が姿を見せている。

　身長十五センチほどの、茶ちや色いろい三頭身の犬鬼コボルド達だ。ところどころにいるそれは、

　……働き者の犬鬼が出てきたと言うことは、地ち脈みやくは乱れていないということか。

　そう思う〝傷有り〟は、ふと歩速を緩めた。道が、地殻から生はえる構造物によって遮さえぎられているからだ。だが、その鉄てつ塊かいじみた物は、

「……以前の、三征西班牙トレス・エスパニアが軽い強きよう襲しゆうに来たときのものだな。この槍やりは清らか大市サン・メルカドの新作だったから憶おぼえているが」

　槍や手て斧おの、そして船の構造物の一部が、地面から生えている。それも一個や二個ではなく、底には数メートルの船の基部らしき塊かたまりの存在が覗のぞけるものだ。

「私が沈めたものが、英国の構造体に囚とらわれ、地脈に一度分ぶん解かいされてから循じゆん環かんし、地ち表ひよう側で再さい構成されてきた、か。……乗員は確か、上に送られ、莫ばく大だいな身みの代しろ金きんと引き替えたと言うが。

　……周囲の安全が確かく認にん出来たら、皆で掘り起こして上層の鉄てつ倉ぐらに売りに行くか」

　そんなことを考えつつ、〝傷有りスカード〟は先に行く。

　犬鬼コボルド達に軽く手を振れば、彼らも頭を下げる。大きいのから小さいのと、順に礼の波が生まれる。

　そんな彼らの挨あい拶さつを受けつつ、ふと、〝傷有り〟は左手の本の縁ふちを顔に軽く当てた。そして〝傷有り〟は、鼻上から左頰ほおに走る傷を撫なで、

「結局、この傷や、新しい傷が、誇りに思える日は来ないままだ。自分の身が、英国の誇りを支えることで、彼らには満足して貰もらうしかないが。しかし──」

　つぶやき、〝傷有り〟は視線を浅く上げた。見るのは左手側の海だ。

「しかし、最後にとんだ客が来たものだが」

　視線が向く位置には、輸ゆ送そう艦かんと、接せつ舷げんした外がい交こう艦の影がある。
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　二艦があるのは、既すでに通り過ぎ掛けている位置だ。高くなりつつある日によって逆ぎやつ光こうの影となった艦かん影えいは、こちらに甲かん板ぱんを見せている。

　一時間程ほど前まで、甲板上では授業が行われていたようだった。

　……総そう長ちよう連れん合ごうと生徒会だと聞いていたが。クラスでまとまっているのか。

　今は彼らの姿も無い。甲板上は輸送されてきた貨か物もつ類の固こ定てい作業が行われているが、それもほぼ終了していた。

　動きはない、が、代わりというように、音が聞こえる。輸送艦の内部から釘くぎを打つ音や木を切る音、そしてときたま何か大きなものを設置する際に発される初めの衝しよう撃げき音が響ひびく。

　艦の刺ささる海うみ周辺では、海馬シーホース達が興きよう味み深そうに艦を見上げている。

　……輸送艦の彼らはまだ、ここから出られないのだったな。

　だから艦内の整備を行い、住居としての機き能のう性を上げるということだろう。

　そして〝傷有り〟は草の少なくなった道を歩きつつ思う。輸送艦の中に消えていった、あの忍にん者じやのことを。

　……一体、どういうことだろう。

　思うのは、彼がこちらを止めたことだ。噂うわさでは、あの忍者は第一特とく務むとのことだ。だがそのレベルの者ならば、輸送艦が墜つい落らくする際、こちらの術じゆつ式しきの予よ兆ちようを見ただけでその威い力りよくについても正しい判断を行えていた筈はずだ。ならば、

　……何故、こちらを止めたのだろうか……？

　考えても解わかることではない。理由というものは、本人でなければ確たる答えを出せないことなのだから。そして、だからこそ、

「……私も、三百人への〝何故〟を、未だに抱えてしまっているのだろうな」

　丘を抜けた先、道は内陸側に緩く切れ込み、入り江となっている。

　右側にある丘は斜面がきつくなり、入り江側の道が見通せなくなる。だから、〝傷有りスカード〟は、早く墓ぼ所しよに至る道を見ようとして、

「──え？」

　右の斜面によって見通せなくなった道。その向こう側から、一つの影がやってきた。

　あの忍にん者じやだった。
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　あ、という小さな声を、足を止めたお互いが漏もらした。

〝傷有り〟は、わずかに半歩を引いて、

「どうして……」

　思わず漏れたつぶやきに、忍者が慌あわてた動きで両の手を小さく左右に振った。

「あ、いや、これはで御ご座ざるな？　ええと、向こう、どうも剣をたくさん立てた墓所のようなものがあるので御座るが、まあ船からいつも見て御座ったところ、どうも地じ盤ばんとかおかしくなって御座るようで。それでまあ、状況を確認したのでそちらに知らせに行こうかと」

　と、忍者がメモを掲かかげて見せる。それには簡かん易いな図と、修しゆう復ふくの方法や他の選択肢しなども書き込まれており、対する〝傷有り〟は、

　……どうして……？

　いろいろな意味を含めた言葉をもう一度問いかけそうになり、〝傷有り〟は言葉を噤つぐんだ。

　こちらの疑問よりも、まず言うべきことがある。

　子供達が彼らに救われたこと。軽けい率そつに判断して、彼を打うったこと。落ちてくる残ざん骸がいからこちらをかばって、彼が負傷したこと。それらをまとめて、

「以前は、いろいろと申もうし訳わけなかっ──」

　た、と言うより先に、忍者が言葉を放った。

「──子供達は元気で御座るかな？」

　え？　と思わず言葉を失った〝傷有り〟は、既すでに向こうが問いかけの答えを待つ態度になっていることに気付く。〝傷有り〟は、謝るタイミングを失したことを悟さとりながらも、

「Ｊｕｄジヤツジ．、子供達は元気だ。あの子達の親は泣き娘バンシーだから、泣かれたら死人が出て酷ひどいことになるところだった」

「Ｊｕｄ．、それはいろいろな意味で良う御座ったなあ」

　Ｊｕｄ．、とまた応じて、〝傷有り〟は自分が相手とちゃんと話せていることに安あん堵どする。忍者の側にも敵てき意いなど無いようで、得られるのは二重の安心だ。だから〝傷有り〟は改めて、

「子供達を救ったときのことだが……」

　はっとしたように、忍者が何かを言おうとするが、今度はこちらが先だ。

　問いかける。それは以前から思っていたこと。

「──何な故ぜ、私を止めたのだ？」
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　短く問い、〝傷有りスカード〟は、忍にん者じやの介かい入にゆうを避けた上で補ほ足そくする。

「貴き公こう、武蔵むさしの第一特とく務むと聞いた。それほどの者であるならば、私の術じゆつ式しきなど理解出来ていた筈はずだが、……それを何故止とめたのだ？」

　いや、まあ、と忍者は頭の帽ぼう子しを搔かきながら、答えを置くように喋しやべった。

「──自分、術式など疎うとくて、貴き殿でんの術など全く気付いてなかったで御ご座ざるよ」

「まさかそんな、馬鹿なことが」

　と、相手の意見を否定しつつ〝傷有り〟が思ったことは、一つだ。

　……何故、己おのれのしたことを否定する？

　何か理由があった筈だ。流体光こうは存在したのだから、少なくとも気付いていなかったというのはあり得ない。それは、平然と見せつつも、今急いで作った噓うそだろう。

　だが何故、噓をつくにしても自分の不ふ始し末まつのように言うのだろうか。何か理由があったならば、それを言って貰もらうことでこちらも納なつ得とく出来るというのに。

　こちらのしたことを何も咎とがめも、否定もせず、ただ自分の不注意だったとするのは、

　……こちらのしたことは正しかったと言っている一方で……。

「何故、……損をしようとする？」

　と、つい口から言葉を出してしまい、〝傷有り〟は慌あわてて唇くちびるを閉じた。視線で忍者を見れば、忍者は相変わらずのスカーフと帽子で表情も何も見えない。

　どうしたものか、と、いろいろ問いかけたくても、その出だしをつかめずにいると、今度は先に向こうが動いた。忍者は、軽く会え釈しやくして、

「まあ、こちらの不注意に御座った」

〝気付いてなかった〟ことにして、こちらの横を通り過ぎるような初しよ動どうを見せる。

　あ、と戸と惑まどいつつ、しかし道を空あけるような足運びをしてしまった〝傷有り〟は、彼がこちらの左へと一歩を踏むのを見て、

　……いいのか？

　何か、違い和わ感かんのような、罪ざい悪あく感のようなものが内ない心しんにある。

　既すでに忍者の中では、この話は〝終わっている〟のだろう。しかし、自分の中には、

　……何故？

　この思いこそ勘かん違ちがいかもしれないが、心の躓つまずきのようなものがある。

　何故、この忍者は、損を選ぶのだろうか。それは思いを返せば、

　……何故、この忍者は、自分を犠ぎ牲せいにする？　自分が犠牲になればいいなど、まるで──。

　思いが走り掛け、続く言葉を自分の中に生もうとする。しかし、

「おいおいテンゾー！　その長ちよう衣いの旦だん那なと片づけちまえばそれでいいんじゃねえの？」

　輸ゆ送そう艦かんの方から声がした。
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　……誰だれだ？

　と〝傷有りスカード〟が忍にん者じやと共に振り向くと、垂直に立つ輸送艦の上では、甲かん板ぱんハッチの縁へりで大おお内うち輪わを両手でくねくね振って作業の音おん頭どを取っていた全ぜん裸らがいる。彼はこちらを見て、

「テンゾー！　さっきオメエ、あの墓ぼ所しよは直すか移い設せつが必要だって言ってたろ？　眠っている魂たましいが、あのままだと落ち着かぬでおじゃる、とか」

「じ、自分、違う語ご尾びで御ご座ざるよ！　それ公く家げ！　公家系けいで御座る！」

　意味がよく解わからないが、極きよく東とうのシキタリというものなのだろう、と〝傷有り〟は理解した。

　しかしあの全裸、何であろうか。人々が仕事をしているのにくねくね音頭取りとは、人知を超えた新種の精せい霊れいだろうか。見れば股こ間かんと両手に海草を載せているが、人間ではなく極東土ど着ちやくの精霊だとすれば未み見けんで全裸なのも理解出来る。股間に海草を載せているならばおそらく水系けい精霊。ここでは仮に両手の海草から、〝湿った手の男ウエツトマン〟と名付けておこう。

〝湿った手の男〟はしかし、こちらを見て、

「で、ええと、まあ、そういうこととして話を進めてだな！　おいおいそこの長衣の旦那！　アンタ一体これからどうすんだ？」

　気安い精霊な分、話が早い。〝傷有り〟は、懐ふところから出した分ぶ厚あつい本を左手に持ち、

「──墓所の確認と、補ほ修しゆうまたは移設の決定と作業を行おうと思っている」

「よーし、じゃあ話は早はええ。じゃ、テンゾー、オメエちょっと旦那手伝ってやれよ」

「は？　──自分、艦の方を手伝おうと思っておったので御座るが？」

「馬っ鹿、こっちは俺がいるから大だい丈じよう夫ぶだって。……え？　何だよ浅あさ間ま、その青スジ付きの笑顔はなあに一体？　──って皆ちょっと浅間止めろ！　弓ゆみ取とり行ったぞあれ！」

　極東の巫み女こに祓はらわれるなら邪じや精霊かも、と〝傷有り〟が思っていると、湿った手の男はどこか隠かくれる場所を探しながらこう告げた。

「ええと、まあ、国こつ家か交流だ！　テンゾー、壊こわれた墓場、オメエと後ろの旦那とで直すか引っ越すかしてやれよ。近くの泉いずみの花とかも、少し手入れが必要とか言ってたろ？　道具とかは、今だったらちょっとチョバってもバレねえから適当に持っていって使えよ」

　その物言いに、〝傷有り〟は忍者が帽ぼう子しを搔かくのを見た。その仕し草ぐさが、どう答えていいか迷っているように見え、だから〝傷有り〟は、彼の後ろから、

「──Ｊｕｄジヤツジ．！」

　言ってやった。





●






　はっとして忍にん者じやが振り向くが、〝傷有りスカード〟は気にしない。

　噓うそをついて、こちらから逃れようとした報むくいだ。

　忍者はこちらが無視するように空を見上げているのに気付くと、輸ゆ送そう艦かんに向かって、

「いや、あの、自分は──」

　抗議の言葉は作られず、すぼんでいく。そして〝湿った手の男ウエツトマン〟が笑い、

「よっしゃ、地元レベルでの国家交流ってな。──テンゾー、オメエ、生存術じゆつで簡かん易い住居やバリケードの作り方とかやってんだから、ああいう場所を直したり、植物の手入れとかすんのはお手の物だろ？　泉いずみの睡すい蓮れんも心配だって言ってたんならついでに見てやれよ」

　だから、

「土地勘かんある旦だん那なと二人でいろいろ作業して来い。それがオメエの今日の仕事な」

　言われて頷うなずき、〝傷有り〟は忍者の肩を軽く叩たたく。行こう、という合図で入り江に足を進めるが、そのときになって、〝傷有り〟は一つの記き憶おくを思い出した。

　この忍者には、自分が思わず涙を流したことも、見られているのだと。

　それに対して、どういうべきか。

　……申もうし訳わけなかった、では、ないよな。

　答えが出ぬままに、後ろからついてくる忍者の足音が聞こえる。輸送艦の方からも何か射しや撃げき音が聞こえたが、こんな平和な状況ではあり得ない音だ。何かの勘かん違ちがいだろう。

　……平和、か。

　噓によって得られぬ問いかけの答え。それを得るにはどうしたらいいだろうかと、そんなことを考えながら、〝傷有り〟は墓所へと歩みを進めた。
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　午前が、昼前の空気を得始める中、高い日差しを反射する白の色がある。

　三征西班牙トレス・エスパニア、アルカラ・デ・エナレスの紋もん章しようを得た白いドーム型の建物だ。建物は〝医学部〟の表ひよう札さつを持ち、その外周には病室の窓を並べている。窓にはロープを利用した物もの干ほしが行われており、掛けられた白のシーツやタオル、衣服がやはり日差しを反射する。

　そんな白の色の中で、ふと、赤の色が一つ動いていた。

　三階の病室。南向きの一部屋の窓まど辺べで、女生徒が洗せん濯たく物を干しているのだ。小こ柄がらな身に、両腕の義ぎ腕わんを用いて窓そう外がいへと洗濯物を掛けていくのは、〝第三特とく務む　立たち花ばな・誾ぎん〟の腕わん章しようを腕につけた少女だった。

　少女、誾は窓まど際ぎわの籠かごに入っていた洗濯物を干し終え、一ひと息いきを吐つく。

　そして彼女は病室に振り向くと、白い室内にあるベッドに目を向ける。

　ベッドには、一人の若者が眠っていた。金の短い髪かみを持つ長身で、目は伏せられたままだ。誾ぎんは彼に対し、空が見えるように窓の傍そばを退のく。ベッドの逆ぎやく側がわに回り、目を伏せたまま眠る彼を前に青の色を見上げ、

「……いつになったら目覚められますか、宗むね茂しげ様」

　つぶやき、誾は更さらに言葉を重ねる。

「これから、……私はどうすればいいのでしょう」
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　問いかけを作り、誾は思う。本当に、どうしたものかと。

　そして彼女は一ひと息いきをつき、ベッドの宗茂を見た。

　眠る彼にかかる白布は、その側そく部ぶや、開けた穴から白い十字架かを生はやしている。

「医い療りよう用の十字式聖せい術じゆつ重じゆう符ふも、……あまり長くは保もたないような重傷で」

　杭くいのように幾いく本ほんも打ち込まれている十字は、術じゆつ式しきを書いた鉄板や木板と符を合わせたものだ。硬く、各部ソケットから他た機き能のうの追加や、流りゆう体たい燃料を補ほ給きゆうしての継けい続ぞく使用が可能なもので、誾の義ぎ腕わんや十字砲火アルカブス・クルス、武ぶ神しんなどにも同様のものが使われている。医療用として今回用いられているのは、主として循じゆん環かん器き系けいと代たい謝しや系、消しよう化か器き系の代用と強化になるもので、血液の浄じよう化かと調整を行い、消化器系の消化物を効率よく循環させ、老ろう廃はい物を除去するものだ。

　見れば、右脚あしの付け根に打ち込まれた十字の上側、追加で貼はられた符が黒くなっている。

　誾は、ベッド脇のサイドテーブルに置いてある保健医い院いんの木箱から、代わりの符を出して張り替える。やることと言えば、剝はがして、捨てて、貼り替えるだけだ。だが、

「何かすることがあるという……、それだけで嬉うれしくなるのは、心細さの裏返しでしょうか」

　貼り終えた誾は他の重符も見るが、まだ貼り替えの規き定てい状態になっていない。だからすることがなくなって、誾はしかし、口を開き、

　……そういえば。

　話すことがあるのだと、そう思う。二週間前の武蔵むさし襲しゆう撃げきの折のことは幾いく度ども話したが、それ以上に、それ以外に、日々のいろいろなことがある。

「今朝けさ、市いち場ばでは白はく菜さいが安くなっておりまして……」

　保健委員が言うには、宗茂の両脚の治ち療りようは、完かん治ちとして考えて全治四ヶ月。特に右脚が二度の大気蹴げりによってぼろぼろになっており、

　……もう、元のように歩けないかも、と。もしそうなったら──。

　立たち花ばな・宗茂の襲しゆう名めいは解除される。郵ゆう政せいのガルシアの襲名も、脚が動かなければどうなるか解わからない。

　治療で強ごう引いんに眠らせているが、あと二週間ほどでそれも終わると聞いた。

　目が醒さめたとき、彼はどうなっているだろうか。そして自分も、だ。

　だが身体からだが動くようになれば、どのような不安があっても、何か行動を選択することが出来る。ゆえに彼の目覚めを求めることはしても拒きよ絶ぜつはすまいと、誾ぎんは思う。

　無理に気負わず自然に待てというのが保健委員の判断であり、

「それまで、安あん堵ど出来るように、声を掛けろと」

　治ち療りようをしているのだ。身体は回復に向かっていくし、脳のうは夢を見ているような状態で動いている。だから、時間をこちらと合わせ、いつ目覚めてもいいように声を掛け、話をして、

　……彼を、外と繫つながらない人にするな、と。

　それは、こちらからも望んでいることだ。だから誾はいろいろ話す。

　話すのは、正直、苦にが手てだし、上う手まくはない。父がどう思っていたかは解わからないが、父が教えてくれたのは日常の遣やり取とりや笑うことではなく、武器の扱いと戦せん闘とう方法だった。

　歴史再さい現げんでは、立たち花ばな・誾は、父である道どう雪せつが「女であれ跡あと取とりとして認めざるを得ない」という実力の持ち主だ。

　だからそのための訓練を受けた。背も伸びず、筋きん肉にくもつかないような小さな小こ娘むすめに歴史再現を為なさせることを思った場合、覚かく悟ごを決めたのは父の方だったろう。

　結果として自分の襲しゆう名めいは叶かない、しかし、

「──話し方を知らない女になってましたね」

　日常の時間を、強さの研けん鑽さんと継けい続ぞくのために注そそぎ込まねば、襲名が抹まつ消しようされるかもしれない。初めは、それによって父の庇ひ護ごなど失うことを恐れ、後には、

　……それしかない自分を失うことを恐れました。

　だから、他のことを知らない。同どう年代の娘達が遊び、話し、謳うたい、出かけることや、何かを思うことも自分は知らない。己おのれが歴史の再現であるならば、その通りにするため、立花・誾の証あかしである西さい国ごく無む双そうの父が認めた強さを保ち続けることが肝かん要ようだ。

　だから、

「宗むね茂しげ様、……私の話は、意味が通じるものでしょうか」

　報告ばかりを言っているようで、少々、話しているかどうか自信がない。

　今いま思い返してみると、彼はよく喋しやべった。本当にこちらにいろいろと言葉を掛けてきて、

　……当初は、他人のことなど聞かされるのはウザったいと思ったものですが。

　だが、相当に慣れていたのだと、今気付かされる。

　起き床しようも。

　食事も。

　登校も。

　帰き宅たくも。

　買物も。

　団だん欒らんも。

　風ふ呂ろも。

　就しゆう寝しんも。

　いつの間にかあって、その、あることが貴き重ちようだとすら気付き忘れていたほどの全てを集めて、

「日常と、人はそういうのでしょうね……」

　つぶやき、ふと、誾ぎんは気付いた。彼の顔、頰ほおのあたりに髭ひげが伸びていることに。
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「…………」

　立たち花ばな・誾は、自分が完かん璧ぺき主義者だと言うことを理解している。そうでなければ巨大な義ぎ腕わんをもって日常を送ることなど出来はしないし、戦せん闘とうとは速度と正確性が必ひつ須すとなるからだ。

　……先日剃そったのは……。

　三日前だ。そうなると今日あたりは確かに剃り頃ごろですね、と誾は思い、サイドテーブルの引き出しから布と剃刀かみそりを出す。スティック型の石せつ鹼けんも出し、用意は万ばん端たんだ。

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　しかし髭を剃るのはなかなか難しい。義腕が大きいこともだが、完璧主義者であるために剃刀の研とぎは完全で、ちょっとミスすれば宗むね茂しげの命が失われる切れ味だからだ。

　だが大だい丈じよう夫ぶです。完璧主義者なので義腕の動作は完全です。と、そう思って自分に自信を促うながした誾は、彼に対して刃はを構え、いざ事に掛かろうとする。

　そして首下あたりに刃を寄せたとき、不ふ意いに宗茂が、

「…………」

　浅く身動きした。対する誾は、思わぬ彼の身動きに、

「──!?」

　頸けい動どう脈みやくあたりに持って行っていた刃を慌あわてて引いた。

　宗茂はそのまま息をつき、また動きを止めるが、誾は一気に汗を噴ふき、息を荒らして、

　……な、何と恐ろしい人……！

　誾は、両の義腕の両手を頰ほおに当て、

「宗茂様は、意識不ふ明めいでも私をこんなにドキドキさせるのですね……」

　本で読んだが、相手の無む造ぞう作さな仕し草ぐさにまで鼓こ動どうが高鳴るようだったらそれは充分に恋の病の資格があるのだという。

　今、無造作を遙かに超ちよう越えつした睡すい眠みん状態の彼の仕草でそれを食らうのだから、

　……単位で言うと大だい恋こいもしくは超ちよう恋こいあたりでしょうか。正にペスト級の大たい病びよう……！

　と、誾は息を整えて刃を構え、また首あたりに行こうとする。が、再び宗茂が、

「…………」

　軽く、寝返り未満の動きを取り、こちらにまた粘ねばる汗を搔かかせた。誾は、恋に現うつつを抜かして攻こう撃げきの機会を失ったことを悟さとった上で、迂う闊かつに攻めた自分に恥はじを知り、

「不ふ覚かく……！」

　恋はいらん、今は髭ひげ剃そりだ。そう思うが、本日の宗むね茂しげ様は隙すきがあるように見えて出来る。

　以前もこんな事があった。襲しゆう撃げき前の時だ。出しゆつ撃げきするとしばらく帰って来られないので深ふか剃りしようと思ったら思いの外よく動いたので、

　……左の義ぎ腕わんで顎あごを押さえつけたら一緒に来ていたバルデス兄妹に止められましたね。

　まあ、一番初めにやったときは、正面から行くべきだと思ってマウントポジションを取ったのだが、これは保健委員に止められた。剃刀かみそりを振りかぶっていたのが、殺そうとしているように見えたらしい。勘かん違ちがいも甚はなはだしいことだ。夫ふう婦ふの日常的営みです。

　ともあれそういう反省も踏まえて成長し、上う手まく出来るようにならねばいけない。そしてまた、その一方で、効率の良い方法を見つけていくのも良く出来た妻としての役目だ。

「ゆえに、それでは今日は効率重じゆう視しで二に刀とう流の研究を」

　何な故ぜか宗茂が苦しそうな顔をして仰のけ反ぞったが気のせいだろう。誾ぎんは両の義腕に剃刀を握って、宗茂に覆おおい被かぶさるようにして、

「では、──参ります」

　と振りかぶった瞬しゆん間かん。いきなり背後から、

「は、早まってはいけない立たち花ばな君！」

　押さえると言うより、押されて、バランスを失った誾は、

「あ」

　そのまま二本の剃刀を前に勢いよく突き立てた。
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　誾は、前を見た。

　何だか観かん念ねんしたように見える宗茂の首右と左耳みみ上うえの方に、剃刀が突き刺ささっている。刺さっているのはベッドの布ふ団とんだが、剃刀のブレードは肌はだに一ミリと遠ざかっておらず、

　……我ながら狙ねらいは正確でしたね。

　思い、誾は剃刀を引き抜いて後ろに振り向く。するとそこにいるのは、

「フェリペ、……セグンド。いえ、……総そう長ちようですか」

　名を呼ばれた背の低い中年過ぎの男は、はっとした顔でゆっくり身を引く。彼はくたびれた制服とシャツを直しもせず、ドアのところに持ってきていたバケツとモップを手に取り、

「ええと、あの、……掃除してもいいだろうか？」

「いえ、総長、そのようなことでしたら私が」

　いつものことですね、と誾は思う。この総長は、いつも己おのれの仕事である三征西班牙トレス・エスパニアの運営のために部屋に籠こもった後、すまさなさそうにして校舎や外の掃除をしたり、町に出ては一般市民の振りをして人々の話を聞きに回っている。

　大変ではないのか、と思うが、それ以上に誾ぎんが感じるのは、

　……御ご自分の時間が、無いのではありませんか？

　かつて、日常を得ていなかった自分は、屋や敷しきから動くことなく、訓練や鍛たん錬れんに時間を費やしていた。だが、総そう長ちようの場合は、

　……自分のこと以外のために、時間を費やしているような。

　しかし、それを言うと、

　……仕方なさそうに微笑される。

　まるで、自分の時間を持ちたくないとでも言うような、そして、それを〝仕方ない〟ことだと、そう思っているかの如ごとき表情だ。

　誾は人の懐ふところに飛び込むことを是ぜとしない。自分にとって適てき任にんがいたように、誰だれにでもそれに合った位置の存在があると体験的に思っているからだ。だから総長のことは放っておくしかないのだが、その促うながしとして、

「Ｔｅｓテスタメント．、──ここは私が預かっている場所ですので、次をどうぞ」

　それとも、

「……私が未だ宗むね茂しげ様といることは、やはり襲しゆう名めいの抹まつ消しようを考えるに、不ふ適当ですか？」

「いや、そんなことはないよ」

　首を振り、セグンドはそう言った。珍めずらしく、はっきりした口く調ちようで、

「誰だれかが誰かといたいと思うことに、悪いことはないとも」

「ストーカーだとしても？」

　セグンドが俯うつむき考え出したのを見て、誾は早そう計けいだったかと自じ戒かいする。こういう風ふうにして完全な答えを求めてしまうのも自分の悪い癖くせだと思いつつ、

「では、宗茂様の襲名を解かい除じよしたのは──」

「Ｔｅｓ．、それを決めたのはフアナ君で、推測するだに幾いくつか理由があるけど、一つは、……やっぱり三征西班牙トレス・エスパニアの経営のことだろうね」

「……西さい国ごく無む双そうの名に傷が付くと、三征西班牙への投とう資しが鈍りますか？」

「Ｔｅｓ．、国内でも、戦せん時じ関係、武ぶ装そう関係への投資が鈍るからね。何しろ〝西国無双〟という名は、〝清らか大市サン・メルカド〟などのブランドへの信用に関わることだから」

「ならば新しい襲名者をもって、顧こ客きやくや信用を繫つなぎ止めようと？」

　Ｔｅｓ．、とセグンドは頷うなずいた。モップをバケツの縁ふちに押しつけ、足で絞しぼって、

「〝清らか大市〟や他の国内ブランドにとっては、武装関係の刷さつ新しんをするいい機会にもなる。デザインなどを一いつ新しんすれば広こう報ほうが映えるし、国内の労働需じゆ要ようも満たせるしね。何よりここ数年の対P.A.ODAなどの流れによる銃じゆう撃げき戦多用に合わせた武装を新しん規き開発するにはいい契けい機きだ。

　古いものは新しん興こう国や新大陸に安く持ち込めばいい商売になるし──」

　一ひと息いき。

「──古い戦争のやり方に拘こだわってる連れん中ちゆうも、ここで刷さつ新しん出来る」

　その一ひと言ことに、誾ぎんは硬い息を吞む。

　……この方は、やはり総そう長ちようなのですね。

　失礼な思いだと感じつつ、しかし、問うてみる。

「何な故ぜ、それだけのことを考えられておきながら、……掃除などの雑ざつ務むを？　今の御ご意見など、フアナ様達に指し示じして陣じん頭とうをとれば、フアナ様達ももっと総長のことを──」

　迷ったが、言った。

「ないがしろにするようなことは、無いと思いますが」

「買いかぶりだよ。それに……、僕は聖譜記述に従い、どちらかというと衰退を支持する側でね」

　セグンドは、仕方なさそう、と言える顔で微笑した。

「今、僕が言ったことなんて、新聞や通神帯ネツトでは常識として書かれていることさ。

　そしてまあ、フアナ君達も知ってる、ここだけの話としては……」

「しては？」

「きっと、西さい国ごく無む双そうの次期襲しゆう名めい者は、三征西班牙トレス・エスパニアから出ない」

　彼の言葉に、誾はわずかに身動きを止めた。ややあってから、

「Ｔｅｓテスタメント．、つまり……、立たち花ばな家けが、移るのですね。聖せい譜ふ記き述じゆうの歴史再さい現げんに拠よれば、立花・宗むね茂しげは、大おお友とも家けから──」

　言った。

「豊とよ臣とみ家。──現在の羽は柴しばに従えるようになるのですから」
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　誾は、目の前に立つ男が、首を下に振るのを見た。

「西国無双の名を〝今ならば羽柴はまだ高く買うだろう〟というのが大体の意見だね」

「Ｔｅｓ．、それで解わかりました」

　誾は、襲名抹まつ消しようの意味を自分なりに悟さとり、それを口にした。

「……つまり、宗茂様が敗北されなければ、これから来たるP.A.ODAや、その先せん遣けんとしてM.H.R.R.神聖ローマ帝国と組んだ羽柴に対し、〝西国無双〟の旗を持って立ち向かうことや、その名の譲じよう渡とを巡って交渉することも可能だったわけですね」

　しかし、

「宗茂様が敗北されたため、〝西国無双〟の価か値ちが下がり、羽柴がそれを無理に欲する必要性も下がったわけです。だから、……次の襲名者を迎えて対抗の意志を見せてしまうより、その字名アーバンネームを羽柴に売ることで、羽柴側に対して友好の道をつけよう、と」

「Ｔｅｓ．、次の襲しゆう名めい者を出さなければ、羽は柴しばや M.H.R.R.神聖ローマ帝国、P.A.ODAに対し、対抗の意志を示さないことになるからね。これは向こうに対して貸しになるから、向こうも無む碍げにこちらと争い、対抗することは出来ない。

　そうなると、今後の安定と期待も含めて、投とう資しは戦せん時じ関係ではなく、経済系けいに対して活発になるけど、……昔から戦時関係と新大陸に集中し、本ほん土どが空くう洞どう状態になっていた三征西班牙トレス・エスパニアにとっては、内部経済の投資による活かつ性せい化かは望むべくところだよ」

　と言ったセグンドは、しかしすぐに息をつき、

「……すまない。君にとっては望まぬ流れだろうね」

「Ｔｅｓテスタメント．、そのお気き遣づかいが聞けただけで充分です」

　しかし、

「そういうお話を、フアナ様達にされておられるのですか？」

「……彼女は、言わなくても充分出来るから」

「Ｔｅｓ．、ですが……、共にある上うわ役やくが、同じことを考え、推おしてくれていると解わかれば、随ずい分ぶんとまた違いますし」

　ないがしろにされることもないのではないかと、そう言おうとする。が、

「……人に指し示じするのが苦にが手てでね」

　仕方なさそうに微笑される。

「どうにも自信がないんだ。昔、手ひどい失敗をしてね」

「……聞いても宜よろしいですか？」

「どうだろうか」

　モップを、セグンドは床に着けた。そして柄えを握り、握った手に額ひたいを着けて俯うつむき、

「副長と第二特とく務む。あの隆たか包かね君と房栄フサエ君の幽ゆう霊れいコンビね。……あの二人は、わけあって亡なくなって、でもお互いがお互いに未み練れんあって、ああやって今もいるんだよね」

「Ｔｅｓ．、……レパントの海かい戦せんと厳いつく島しまの合かつ戦せんの二重再さい現げんの際、お二人とも亡くなられたと聞きます。多くの襲しゆう名めい者が失われた激げき戦せんだったとか」

「Ｔｅｓ．、そうそう、君が生まれる以前の話だね。あれで三征葡萄牙トレス・ポルトガルは三征西班牙トレス・エスパニアと併へい合ごうの道を歩んだわけだけど、──まあ、あの二人は今も幽霊やってこの三征西班牙を支えてくれているわけだよね。それで……」

　セグンドが頭を搔かく。その上で彼は、

「君は、自分が亡くなったら、……それでも彼と共にいるかい？」

　問われ、誾は宗むね茂しげを見た。

　……それは──。

　ふと思ったのは、セグンドの台詞せりふだ。彼が、〝宗茂君は、亡くなった後に君といるだろうか〟と、そんな風ふうには言わなかったのは、やはりこちらが宗茂を看みていることを解わかった上での気遣いなのだろう。だから、その気き遣づかい分は答えようと、誾ぎんは、

「Ｔｅｓテスタメント．」

　頷うなずきの意として、そう答えた。すると、セグンドは顔を上げて、

「うん。……それでいいと思うよ」

　微笑した。その彼の笑えみに、誾ぎんは一つの答えを推測という形で悟さとる。

　……まさか──。

「総そう長ちようは、……そうではなかったのですか？」
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　誾が昔に父から聞いた言では、レパントと厳いつく島しまの戦いくさでは、多くの犠ぎ牲せいが出たという。

　この折、三征葡萄牙トレス・ポルトガルや西班牙エスパニアの者達は、陣じんを東側に構えるため、町を内海の沿えん岸がんに移い設せつし、そこに家族を住まわせた。

　だが、それが狙ねらわれることとなり、

　……家族を失った者も多く出たとか。

　それが元で、異い民みんを廃はい絶ぜつする純じゆん潔けつ主義の流れが加速したのだが、

「どうだろうか」

　セグンドは仕方なさそうな笑えみで背を向けた。バケツを廊下に置き、

「では、中は頼むよ。僕はこちらの方をやってるからね。……あ、どこか行くとき、声を掛けたりしなくていいからね」

　でも、と彼は廊下に出ながら、こう問うた。

「いずれ、何らかの判断を君達には迫ることになってしまうと思うんだ。でも、フアナ君達がそう言っても、彼女達を怨うらまないでね。

　……それは、僕がまあ、しっかり出来ないせいなのだから」

「Ｔｅｓテスタメント．、大だい丈じよう夫ぶです。私どもも、この三征西班牙の現状を知らないものではありません。──ただ、今後、私が何らかの功こうを為なしたなら、宗むね茂しげ様の襲しゆう名めい復帰をお願い出来ませんでしょうか」

「彼と羽は柴しばに行くことになると思うけど、いいのかい？」

「Ｔｅｓ．、……宗茂様と一緒であるならば」

　何しろ、と誾は告げた。廊下にて掃除を開始した背に対し、彼が伝えてくれた事実に対する己おのれの事実として、誾は確かにこう言った。

「──私の両腕を切り落とし、代わりに日常を下さったのは宗茂様なのですから」
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　入り江に面した墓ぼ所しよがある。石を置き、剣を墓ぼ標ひようのように立てた墓所だ。剣一本につき、石が一つ。剣と石の数は、

「それぞれ三百で御ご座ざったな……」

　と呟つぶやいたのは、剣の引き抜き作業を犬鬼コボルドの手伝い付きで行う点てん蔵ぞうだ。身は墓所の半なかばほどに有り、奥の斜面との継ぎ目に生まれた亀き裂れつに近い方から剣を抜き、石を外している。

　辺りを見回すと、奥には泉いずみがある。

　泉は無事で、睡すい蓮れんの蕾つぼみと葉を浮かせているが、手前の墓所がまずい。地じ盤ばんが崩れて、山側に出来た亀裂に飲まれかけている。

　……そのための移い設せつとして来たので御座るが。

　墓所を形作る剣と石は亀裂から出てきた犬鬼達が道へと運び、揃そろえて積んでいく。そして道には〝傷有りスカード〟が控えており、石と剣にそれぞれの対応を示す札ふだを結んでつけていく。

　点蔵が収しゆう穫かくし、犬鬼達が運うん搬ぱんし、〝傷有り〟が蓄ちく積せきしていく流れだ。

　しかし、それぞれ黙もく々もくと作業しているわけではない。一番喋しやべっているのは犬鬼だ。犬鬼は労働を食う半はん使し役えき精せい霊れいで、鉱こう床しようを流れる地ち脈みやくを巣とする。彼らを使役する場合は〝価か値ちあるもの〟を与える契けい約やくを結ばねばならないが、

『これ　どこだど？』

　犬鬼訛なまりで問われるのは、労働の内容だ。

　犬鬼達は個体であり、黒くろ藻もの獣けもの達のような意識共きよう有ゆうを行えない。地脈から出てきたものは労働を問うてくるが、自分の仕事を終えたものは、これから新しく何をすべきか聞いてくる。

　ときたま、やることを無くしてしまったり、仲間に奪われた犬鬼はじっと海と空を眺ながめ始めるので、声を掛けて指し示じしてやる必要もある。そのため、いろいろと応答は多いのだが、点蔵にしてみれば、

　……他者に指示するのって、ドキドキするで御座るなあ。

『はやく　しごと　ほしいど？』

　数にして三十ほど現れているが、常に五ご体たい前後があぶれている。指示を飛ばさねばならないが、点蔵は抜いた剣などを手に、

「これを、あちらに──」

〝傷有り〟の方へと持っていくように指示をするが、ときに犬鬼は行き過ぎたり、手前で停まってしまうことがある。指示のやり直しや、〝傷有り〟側からの指示で運うん搬ぱんは完了するが、

　……指示が間違って御座るかなあ。

　人員があぶれつつも、作業が上う手まく進んでいないときがある。無む駄だを許容出来ている、といえばいいのだろうが、微妙な納得がいかない。そして、

　……あれ？　そういえば自分、今日、小こ銭ぜにはどれくらい持っていたで御ご座ざろうか。

　犬鬼コボルドは約三十体。契けい約やくしてしまったので、〝価か値ちあるもの〟を三十個は渡さねばならない。しかし財さい布ふの中に小銭はどれくらいあったろうかと点てん蔵ぞうは考え、

　……小銭が尽きたら大おお銭に移行で御座るか……!?

　両替が利かない相手なので、小銭が尽きたら銀ぎん貨かや金きん貨だ。もしくは持ち物で価値あるものなどを出すことになるが、どれくらいが通用するだろうか。点蔵は疑問に思い、

「あ、あのう、……たとえばで御座るが、このコークスペンとか、代だい価かになるで御座ろうか」

　石を二体で抱えた犬鬼は、こちらの掲かかげたコークスペンを見た。ややあってから、

『犬鬼　なめるなど』

「……ナメるとどうなるで御座るか？」

　問うた瞬しゆん間かん、犬鬼二体が、抱えていた拳こぶし大だいの石をこちらの股こ間かんに発射した。

　直ちよく撃げきだ。
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　鈍い音がして、石が股間に食い込んでからゆっくりと落ち、点蔵が、

「ふぬ……！」

　鈍い吐と息いきとともに、膝ひざをがくりとついた。その正面、落ちてきた石をキャッチした二体が、

『こうなるど？』

　いかん、つい訊きいてしまったのが失敗で御座ったな。半はん使し役えき精せい霊れいだから問えば実じつ践せんして答えとするに決まって御座ろう。ははは、何だ、簡単なミスで御座ったなあ……。

「しゃがみ込んで何をしているのだ？」

〝傷有りスカード〟の声に、立ち上がろうとした点蔵だったが、内うち股またになりそうだったので腹に息を入れることを優先とした。その上で、今の光景が剣けん群ぐんの影であったことを神に感謝して、

「Ｊｕｄジヤツジ．、い、いや、まあ、……剝はがしにくい石が御座ってな」

「Ｊｕｄ．、そうか」

　頷うなずいた〝傷有り〟が、ふと、小さく息を吸う音を点蔵は聞いた。何か言い出す前の初しよ動どうともいえる息だが、しかし〝傷有り〟は、

「────」

　言おうとした口を噤つぐむ。だから、と言うように、点蔵は、

　……言葉を促うながすように、やはり自分が気を利かせるべきで御座ろうか。

　今回の墓ぼ所しよ騒さわぎも自分達の墜つい落らくが原因で御座るしなあ、と思いつつ、問うてみる。

「何か、問題が見受けられるで御座るか？」

「え？　あ」

　戸と惑まどいの応答を返した〝傷有り〟は、横に置いてあった分ぶ厚あつい本を手に取る。

　……極きよく東とう語の辞じ書しよで御ご座ざろうかなあ。

　極東には全域に対して地ち脈みやくを通じた浅い翻ほん訳やく術じゆつ式しきが流る布ふされている。各地の道どう祖そ神じんが担当するものだが、極東の土地ではない英国ではその影えい響きよう力りよくが弱い。

　……ゆえに極東語に不ふ慣なれな者もおられるしなあ。

　思っている間に、〝傷有りスカード〟が準備を終えた。〝傷有り〟は道みち脇わきの草くさ上うえに座ったまま、

「犬鬼コボルドへの指し示じの仕方が、少々不慣れなようだ」
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「……不慣れ？」

　点てん蔵ぞうは首を傾かしげた。やはりもっと端たん的てきに、「呼びかけ・欲しいもの・制せい限げん時間」で頼まねばならないので御座ろうか。しかし、〝傷有り〟は、剣を運んできた犬鬼二に体たいに、

「そこで列を整理してくれ」

『わかったど』

　指示された二体は、一体が〝傷有り〟の近くで両の腕を上に上げ、もう一体は距離を置いた位置に立ち止まり、

『せんとうだどー』『さいこうびだどー』

　すると、運うん搬ぱんの犬鬼達はまず〝せんとう〟に向けて移動し、そして列が出来たところで〝さいこうび〟がやってくる者を誘ゆう導どうする。見ていると列は長くなるが、〝傷有り〟は、

「犬鬼は単純な命令を受け付けるだけだが、役割を区分して組めば別の業務も構こう築ちく出来る。数が必要になるがな。今回は三十体もいれば、充分だろう」

　そして〝傷有り〟は剣を手にして、一匹ぴきずつに、

「剣をあちらからここに持ってきてくれ」

「ここに置かれた剣をこの布で一度拭ぬぐってくれ」

「拭われた剣をあちらの列に持っていってくれ」

　と、仕事を与える。その内容が自分の指示とどう違うのか、点蔵は考えて、

「……列を形けい成せいさせ、犬鬼にはその行き来や単純作業だけを与えるので御座るな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうだ。自分が今して欲しいことではなく、全体の業務の一部を担当させる。

　集合場所を作り、仕事の循じゆん環かんが構築されれば仕事は失われず、手て空すきも生まれない。

　つまり犬鬼に仕事を与えるのではない。全体の業務の一部に、犬鬼を割り振るのだ」

　成なる程ほど、と点蔵は思わず腰を浮かせてつぶやいた。

　……発想の転てん換かんで御座るな。

　受け付けるのは一個の命令でも、総合すれば別の大きな業務を構築出来る。

　やるべきは、人員配置と循環の確立と、業務命めい令れいの管理だ。

　輸ゆ送そう艦かん内でここ二週間を過ごすとき、同級生相あい手てに似たようなことをやった。

　……しかしあれは、先に、皆の得とく意い分野など見えて御ご座ざったからなあ。

　戦種スタイルや資し格かく、体格などを見るだけでも何が出来るかは解わかるから、後は役職を与えれば自ら動いてくれる。

　だが、犬鬼コボルドの場合、体格差さはほとんど無い。何をさせるかはこちらが状況に応じて考えなければならない分、命令する側の難なん度どは高くなる。

　……否。

　先ほどの思し考こうに、ふと、少しの間違いがあることに点てん蔵ぞうは気付いた。輸ゆ送そう艦かんで学生達に指し示じを出せたのは、彼らが〝見れば解る〟ような連れん中ちゆうだったからだが、

　……ほとんどの学生は、そうでは御座らんよなあ。

　輸送艦に乗っていたのは、前ぜん線せんに出てこられるような者達だ。

　しかし、多くの学生はそうではない。どちらかというと、今の犬鬼達たちのように、誰だれでも出来るが、しかし全体を構築するために必要な業務を割り振るべき人材だ。

　ふうむ、と点蔵は頷うなずき、いろいろなことを思った上で、足下の犬鬼達を見る。いろいろと勉強になるで御座るなあ、と思い、

「確かに自分、貴き殿でん達をナメて御座ったなあ」

『おこったど』

　二発目が入った。





●






　打だ撃げき音とともに力を失い膝ひざから落ちた点蔵は、うつむいたまま無む言ごんで右の太ふと股ももを平ひら手てで叩たたき始める。そんな彼に対し、指示を終えて振り向いた〝傷有りスカード〟が、

「……どうしたのだ？」

『きにしないど』

「そうか、だったらいいのだが」

　……あれ？　自分今まさに犬鬼の思うがまま!?

　などと思った点蔵だったが、追及されるよりは遙かにいいだろう。

　眼前、何な故ぜか既すでに次の石を構えている犬鬼達がいるが、指示をすれば三発目はないのだと理解している。ゆえに、こちらの業務もなるべく自動化しようと点蔵は思い、

「そこで列を整理するで御座る」

『わかったでござるど』『せんとうでござるど』『さいこうびでござるど』

　……あっ、何か微び妙みようにムカつく……！

　剣を引き抜きつつ思えば、小さな笑い声が聞こえた。振り向けば、座ったまま身を捻ひねってこちらに背を向けた〝傷有り〟が、うつむいた肩を震わせている。

　ウケがとれたと喜ぶべきで御座ろうかなあ。

　だが、〝傷有りスカード〟が、ん、と咳せき払ばらいして、

「まあ、彼らへの契けい約やく報ほう酬しゆうは私が支払うので安心して欲しい。先ほど、私の睡すい蓮れんの手入れを手伝ってくれたしな。水みず捌はけの処理など、私の気付かぬことまでよくやってくれた」

　神がいるで御ご座ざる、と点てん蔵ぞうは思った、同級生ならば間違いなくそんなことは言わないし、言っても一日三十割あたりのデカ高利だろう。

　そして、点蔵が心の中で〝傷有り〟を崇あがめていると、〝傷有り〟の方から声が飛んできた。

「しかし、よくそう簡単に剣を引き抜けるものだな」
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　剣を地面から引き抜くということ。

　点蔵の視線の先、〝傷有り〟はこちらが抜いた剣を掲かかげ、ふーむ、と感心したように眺ながめる。流りゆう体たい加工で錆さびのない刃やいばは曲がりも欠けもせずに刃を立たせているが、

「さっき試してみたとき、地面が固くなってしまっていてどうにも抜けなかったが……。精せい霊れい術じゆつでも地面が固まっている以上手て出だしはしにくいのに、貴き殿でんがそう簡単に引き抜いているのを見ると不ふ思し議ぎだ。何かの忍にん術じゆつか？」

　ふむ、と点蔵は頷うなずいた。確かに今、自分が剣を抜き、石の剝はがしに掛かっているのも、元々それらを行おうとした〝傷有り〟が出来なかったからだ。

　剣が抜けなくなっているのは、地面が固くなっているからだが、

　……忍術と言うより、知識とコツで御座るなあ。

　思い、点蔵は言葉を作る。

「恐らく、この墓ぼ所しよを作る際、一度整せい地ちをしたで御座るな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、確かにそうしたが、それが何か？」

　Ｊｕｄ．、と点蔵は、表面が固くなった地面を軽く指の甲こうで叩たたく。

「整地した地面は、表面を固めても中は緩ゆるい状態に御座るよ。

　それが風雨を受け、日中の熱や霜しもで土中の空気と水分が抜けることで固まって今のようになったわけで御座る。耕たがやさぬ畑が硬くなっていくのと同じで御座るな。そしてその際、剣を嚙かんでしまったわけに御座る。

　そうなると地面の密みつ度どが上がっているため、抜く際に、捻ひねったり揺らしたりすると、剣が曲がってしまうで御座るよ」

「では、どうやって？」

「まっすぐ刺さすので御座るよ」

　え？　という〝傷有り〟の視線の先で、点蔵は実演した。刺さっている剣の柄つか尻じりに手のひらの腹を当て、そのまま上体をかぶせ、まっすぐ押し込む。見た目では微び動どうすらしていないように見えるが、

「抜くよりも、刃やいばによって切り込める分、刺さす方が動くので御ご座ざる。固くなっているがゆえ、収しゆう縮しゆくして刃を嚙かむこともないで御座るからな」

　押し込む。すると穴が広がり、

「まっすぐ刺してまっすぐ引けば、引っかかりもなく抜けるで御座るよ」

　それ、と抜いてみせると、〝傷有りスカード〟が息を吞み、

「…………」

　呆ぼう然ぜん、という雰ふん囲い気きに、点てん蔵ぞうは少しばかり気をよくする。

　……うちのクラスの連れん中ちゆうとは偉い違いで御座るなあ。

　あの外げ道どうどもの場合、こういうことをしても「へえ、テンゾーって剣けん抜ぬき博士だな！　一生食っていけるぜ!!」「あらあら点蔵一人でやってくれるの？」「金にもならんことをするとは殊しゆ勝しような忍にん者じやだな。損だが」「シロ君、ちょっとハッキリ言いすぎだと思うのね？」と、最後の一人はどちらかというと身内へのツッコミだが、あまり差は無いと思うで御座るよ？

　ともあれ、と点蔵は剣を犬鬼コボルドに渡し、このタイミングで〝ナメてる〟発言したら剣が突き込まれて即そく死しで御座ろうかな、などと考える。と、〝傷有り〟が座りを直し、こう告げた。

「貴き殿でんなら、あの王賜剣二型ＥＸ．カリバーンを抜けるかもしれんな」

「無理で御座ろう。噂うわさに聞くあれは、おそらく術じゆつ式しきか何かの封ふう印いんで御座ろうし。

　しかも、王族であるメアリ様とやらも抜くことが出来なかったので御座ろう？」

「それは当然のことであろう？」

〝傷有り〟が告げた。

「〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟は、王族としては不ふ出来な女であったからな」
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「不出来？」

　点蔵は、〝傷有り〟の言葉に疑問した。

　授業とは別で、地元の人間から聞く情報は有ゆう益えきだ。地元であるがゆえに、私見が強く入ることは確実だが、そうなるだけの意味もある。だから点蔵は、真しん意いを確かめたいと思い、

「メアリ様とやらが、……何な故ぜに不出来であると？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝傷有り〟が頷うなずいた。そして〝傷有り〟は手元に来た剣を一本掲かかげ、

「メアリは、女王エリザベスの暗あん殺さつ未み遂すいの疑ぎ惑わく裁判の際、身の潔けつ白ぱくを証明するために王賜剣二型を試し抜く機会を得たが、それを果たせなかったのだよ」

「……王の器ではなかったので御座るか」

「Ｊｕｄ．、メアリは、エリザベスの義ぎ母ぼ姉だが、聖せい譜ふ記き述じゆつから鑑かんがみるに人々の非ひ難なんを受けることが確実なため、誰だれが襲しゆう名めいしたのか、その素す性じようなどが明らかにされていない。

　襲名者は倫敦ロンドン塔とうや各地の城を行き来し、現在は倫敦塔の北西塔に幽ゆう閉へいされている。だが、顔を合わせることが出来るのは歴史再さい現げんに関係する者達だけでな。

　最近は塔とうの窓から姿を見せているらしいが、それも……」

　と、〝傷有りスカード〟は己おのれの長ちよう衣いのフードを摘つまんで顔の傷を隠かくし、

「御み簾すをかぶった姿だそうだ。──罪にまみれた女を、しかし誰だれかを特定させぬまま処しよ刑けいする。それが英国の慈じ悲ひと言うところだろうか」

　無む論ろん、と〝傷有り〟は言葉を追加する。

「メアリに限らず、王賜剣二型ＥＸ．カリバーンは今まで誰にも抜かれていない。抜くことが出来るとヘンリー八世総そう長ちようが豪ごう語ごしていたが、結局触ふれもしなかったそうだしな。

　だが、メアリ・チューダーとメアリ・スチュワートという二人の女王の二重襲しゆう名めいともなると、王賜剣二型が心を許すかもしれぬと、そう言われていた頃ころもあったのだ。

　解かい釈しやくによって、書類上ではあるが、彼女はメアリ・チューダーとして三征西班牙トレス・エスパニアのフェリペ二世と婚こん姻いんし、同じようにメアリ・スチュワートとしても六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの皇こう太たい子しや、更さらにはスコットランドの貴き族ぞく二人とも書しよ類るい婚こんした女だからな。合計で四よん重じゆう婚こん。

　権力の量で王賜剣エクスカリバーが主人を選ぶなら、適てき役やくだろう」

「四重婚というのは、なかなか聞かぬ話で御ご座ざるな……」

　理由があってな、と〝傷有り〟は小さく苦く笑しようした。

「婚こん姻いん先の各国はそれによって歴史を進ませることが出来るため、英国はメアリを一いつ括かつ管理して婚姻の簡かん略りやく化かを行い、政治的取とり引ひきに使ったのだよ。

　そして彼女はメアリ・スチュワートの再現としてスコットランド女王になったが、政治的不ふ備びを招く役を終え、すぐにイングランドに亡ぼう命めいした。だが半はん幽ゆう閉へい状態にされ──」

「聖せい譜ふ記き述じゆつ通り、女王エリザベスの暗あん殺さつ未み遂すいで御ご座ざるな……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝傷有り〟が剣を下ろして犬鬼コボルドに渡した。

「そういうことだ。──更さらには、旧派カトリツクである彼女の処しよ刑けいが、三征西班牙とのアルマダ海かい戦せんの引き金となるわけだから、メアリという名は今の英国に祟たたるとしか言いようがない」

　成なる程ほど、と点てん蔵ぞうはつぶやいた。そして腕を組み、出た感想は一つだ。

「──難しい話で御座るな」
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　点蔵は、ふと口から漏もれた感想に、〝傷有り〟が首を傾かしげるのを見る。

「難しいとは、……何がだ？」

　問われ、点蔵は、どう言うべきか迷った。だから、逃げるように、

「いや、貴き国こくの問題を部ぶ外がい者が語るべきでは御座らんな」

「──いいから」

　やや語ご調ちようの強い〝傷有り〟の声に、点蔵は息をつく。良いので御座ろうかと思いつつ、腰を落とし、剣の群を挟んで〝傷有りスカード〟と向かい合う。すると〝傷有り〟も姿し勢せいを正した。

「──何を言われても怒らぬと約束しよう。こちらが望んだ言なのだから」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応答した点てん蔵ぞうは、それぞれの近くで順番待まちになった犬鬼コボルド達を見つつ、

「二に重じゆう襲しゆう名めいの〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟様の話は、自分らの方でもそこそこに勉強して御ご座ざる。

　たとえば〝重双血塗れメアリ〟という字名アーバンネームは、先代メアリがイングランドを治めた際、父ヘンリー八世総そう長ちようが始めた英国協派アングリカンチヤーチを旧派カトリツクに戻そうとして英国協派の者達を大量に処しよ刑けいしたことに由ゆ来らいするものであるとか。

　二代目メアリも、フェリペ二世に対し、英国を移い譲じようする遺ゆい言ごん書を書いていたとか」

「どちらのメアリも、旧派から離れる英国が嫌きらいだったと？」

「そういうことでは御座らん」

　言い切ってしまったことに気付き、あ、と点蔵は手を左右に振った。

「勝かつ手てな推測に御座るが、メアリ様とやらは、……国や世界の変化というものに対し、こう言いたかったのでは御座らんかな」

　一息。点蔵は言う。それは、

「何な故ぜ、元のままではいられないのかと」

「────」

〝傷有り〟の無む言ごんを、敢あえて意味として感じぬよう努めながら、点蔵はこう思った。自分の近くにも、大事なものを取り戻そうとして無む茶ちやをした馬鹿がいる、と。

　ホライゾンに感情を取り戻すため世界を征せい服ふくしようとする馬鹿と、本来の英国に戻そうとして血塗れブラツデイになる女と、どのような違いがあるだろうか。

　政治などに詳しくない自分には、よく解わからない。ただ解ることは、

　……そうで御座るなあ。

　点蔵は一つの言葉を思った。どれほどに未来が解っていて、自分のすべきことと、結果の意味が解っていたとしても、言うべきは一つだ。それは、

「──大変で御座ろうな」
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　点蔵は、自分で言った台詞せりふを、まるで説明になっていないと思う。

　感想とも言えないような、単なるつぶやきに御座るな、と。

　だからだろうか、正面にいる〝傷有り〟が、じっとしたまま問うてきた。

「……大変、とは？　何故だ？　……その生き様ざまは、英国には必要なのだぞ？　歴史再さい現げんの必要性もあるから、絶対にメアリの存在と行い、そして処刑は欠かせない。ある意味、歴史に守られた絶対の正義だ。そのようなものを行うことに、大変とは──」

「大変で御座ろうよ」

　点てん蔵ぞうは、やはりいい言葉が思いつかないと、そう思う。そして、

「歴史に守られていても、その生き方は損そこなわれる生き様ざまに御ご座ざる。

　勝てるかもしれないと抗あらがった神かみ代よ以前の本物のメアリ様とは違い、歴史再さい現げん上の〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟様は、損なわれることが解わかっていてそれを行わねばならんので御座るよ。

　粛しゆく清せいや、何重もの婚こん姻いんの再現や、政治的な混乱を、解った上で引き起こさざるを得ず、しかも、それらの責任を後の時代に対しても負うことを覚かく悟ごせねばならんで御座る。

　あらゆる損を、自ら引き受けるのは、……大変としか、自分、言葉を持たぬで御座る」

　では、と、〝傷有りスカード〟が問うてきた。

「……そんな馬鹿なことをするのは、何な故ぜだと思う？」

「自分が引き受けねば、誰だれかが損をするからで御座らんかな」

　希望的観かん測そくで御座るなあ、と点蔵は思う。政治的駆かけ引きや裏取引があるだろうと、邪じや推すいすれば出来てしまう世界だ。だから、自分の台詞せりふは綺き麗れい事ごとで御座ろうと、そう思いながら、

「自分が損をする。しかし、それによって他人が損をせず、得るものがあるならば、大変で御座ろうとも、それを自分の中だけに認められる誇りとして、満足出来る。

　自分だけの小さな、しかし周囲に対しては誇り高い幸いに御座る。

　いや、労働の基本とは、そのように疲労の損を持って大たい徳とくを為なすものであるが、しかし、そんなことが解っていても、辛つらくなるときや、傷つくときが御座ろう」

　だから、

「何らかの形で、その人の小さな幸いの味方になる御ご仁じんがおられると、よう御座るな」
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　……と。

　言ってから、点蔵は〝傷有り〟が沈ちん黙もくしているのを見る。

　その黙だまり込みは、浅いうつむきで、動きもしない。だから点蔵は本能的に、

　……し、しもうた……！　余よ計けいなこと言って怒らせてしもうたで御座るな!?

　英国の中では〝重双血塗れメアリ〟は不ふ貞ていの代表のような扱いをされていると聞く。

　歴史再現の必要性か、それとも実際に世せ論ろんがそう動いているのかは解らないが、英国にとって〝重双血塗れメアリ〟は大だい人気の妖よう精せい女王に対する内ない敵てきであり、その死がアルマダ海かい戦せんを呼ぶとしても、繁はん栄えい確立のために処しよ刑けいしなければならない存在だ。

　それを弁べん護ごしてどうするで御座るよ自分。更さらには、

　……解ったような口で説得めいたような言い方しちゃったりで御座るよ？

〝傷有り〟に対しては、誤ご解かいも含みで怒りの感情ばかり抱かせている気がする。

　何とかフォローをせねば、と思う点蔵は、慌あわてて、

「い、いや、過ぎたことを言ったで御座る！」

『はんせいするど』

　通算三発目が胡座あぐらの股こ間かんに叩たたき込まれた。点てん蔵ぞうは身を前に倒しながら、

　……あれ？　これ、冤えん罪ざいと違うで御ご座ざるか？　それとも最さい適てき化かされて御座る？

　ともあれ、ふぐ、と籠こもった息をつき、身を低くした点蔵は、〝傷有りスカード〟の声を聞いた。

「……どうした？」

「な、何でもないで御座るよ？」

　思わず疑問形になってしまったのはどう考えても自己申しん告こくが噓うそだからだが、剣けん群ぐんの影の向こうからは〝傷有り〟が立ち上がる音が聞こえる。

「怪我けがでもしたのか？」

『けがはしてないど？』

　……確かに怪我ではなく負傷！　負傷に御座る！

　しかし早く復ふつ帰きせねば、情なさけないところを〝傷有り〟に見せることになる。これがホライゾンとトーリ殿どのなら「おやおやどうしたのですか季節の花にたとえて説明して下さい」「え、ええと、それはまるで赤いガーベラのつぼみのように──」などと詰きつ問もんプレイになるので御座ろうなあ、と思ってはいるが、流石さすがに累るい積せき三度目からの復帰は難しい。何しろ三機撃げき墜ついでゲームオーバーだ。コンティニューでスタートボタンを押す必要があるが、

　……男のスタートボタン！　スタートボタンは焉いずくんぞあるや無しや──！

　こちらが漢かん語ご調ちようで甘あま錯さく乱らんしている間に、〝傷有り〟が立ち上がった。

「──どうしたのだ？」
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〝傷有り〟は、わずかな不安を心に得ていた。

　……妙みような怯おびえを与えてしまっただろうか。

　この忍にん者じやとは、こちらが怒って、向こうが引くような関係が以前も起きている。しかし今、こちらは怒っておらず、先ほど向こうから聞いた話に対し、いろいろと思いを巡らせていたところだったのだが、今度はどうもその沈ちん黙もくが警けい戒かいされたらしい。

　……しまった。

　忍者が、また、身を退ひこうとしているように感じる。それも、

　……言い訳わけもせず、まるで、自分が悪いことにしておこうと、そう言うような。

　言い換えるなら、

　……自分が損をしておけばいい、と。

　先ほどの彼の言ではないか、と〝傷有り〟は思う。そしてまた、何かの行き違いで損をさせ掛けているのではないかと、〝傷有り〟は忍者の方へと歩を進める。

　……大体、まだ、ちゃんと話をしていない。

　輸ゆ送そう艦かんの墜つい落らくの際は、軽けい率そつな判断で頰ほおを打ってしまった。感情に任せて、相手を悪だと決めつけたことを、どこかで改めて謝りたいと思っているし、こちらを阻そ止しした理由など、いろいろと聞きたいこともある。だから出来れば対等に話せるようになっておきたいと思っていたが、

「どうした？」

　彼がこちらを警けい戒かいし、退ひいているのではないかと、

　……いなくなってしまうわけではないよ、な。

　そんなことをちらりと思い、〝傷有りスカード〟は左手の本を脇に抱えて歩いていく。犬鬼コボルド達の開ける位置を道のように行き、剣けん群ぐんの影へと、やや差し足気ぎ味みに行くが、

「──あ！　危険で御ご座ざる！」

　忍にん者じやの声に身じろぎした〝傷有り〟は、不ふ意いに足下が不確かになったことを悟さとった。

　踏んだ右足の下。剣を抜いた地面には、石を剝はがした跡とともに穴が開いている。

〝傷有り〟は、穴の一つに足を取られ、爪つま先さきを穴に落とす姿し勢せいで、

「あ」

　前へと倒れ込んだ。
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　点てん蔵ぞうの判断は、〝傷有り〟の転てん倒とうだけに対するものではなかった。

〝傷有り〟の倒れる位置、顔のあたりに、突き立つ剣の柄つかが見えたのだ。〝傷有り〟が避けるだろうと言う思いはあるが、立っている刃じん身しんに右の身や肩を削そがれないとも限らない。

　だから、点蔵は身を起こすというよりも、

「……！」

　瞬しゆん間かん的な判断で腰を浮かせ、点蔵は足から滑すべり込むようにして〝傷有り〟と地面の間に身を飛び込ませた。〝傷有り〟の身を抱いたまま、剣とは逆の方向に半はん回転する動きだ。

　そして点蔵は、剣を抜き、石を剝はがして作った通路に〝傷有り〟を庇かばって伏せた姿し勢せいをとる。

　要よう人じん救きゆう護ごなどを主しゆ任務とする忍者にとって、このような動作は容易たやすいもので、向こうにはダメージも何も行っていないだろう。

　……よし。

　と息をつき、点蔵は浅く身を起こした。手と膝ひざをついた間に〝傷有り〟がいる状態で、まず周囲の安全を確認する。遠く、睡すい蓮れんの泉いずみを見て、そして剣の林に視線を戻していく。すると、傷有りが倒れる先にあった剣に、色が一つ付いていた。それは緑の色、布の色だ。〝傷有り〟の長ちよう衣いのフードが引っかかり、布ぬの地じが〝傷有り〟の方へと伸びている。

　まさか庇かばうのが遅かったか、と点蔵は慌あわてて眼がん下かを見た。

　すると、己おのれと地面の間に、四よ字じ熟じゆく語ごを点蔵は知覚した。それは、

　……金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆう……!?

　正確には、乱れた緑の長ちよう衣いをまとった女がいた。
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　点てん蔵ぞうは見る。

　柔らかい金きん髪ぱつの下、泣きそうにも見える顔には、朱しゆにした頰ほおなどに傷がある。そして半なかば剝はぎ取られるようになった長衣の前から見えるのは、やはり乱れた状態となった、

　……英国の女性用制せい服ふく？

　長衣の懐ふところの邪じや魔まになるためか、スカーフをつけていない。それゆえ、今の動きと長衣に引っ張られた制服は歪ゆがみ、胸の止めが外れて、やはり傷のある肌はだが露あらわになっている。

　両の胸は今、こちらの胸と胴どうに圧迫されて押し膨ふくらんだような状態であり、

「あ、あの」

　声が聞こえた。女の、〝傷有りスカード〟の声だ。両の腕を横に、しかし伸ばすではなく、脇で畳たたんだ肘ひじから先を肩のあたりに力無なく伸ばした彼女は、

「ど、どうも、有り難がとう……、御ご座ざいます」

　小さな声に、点蔵は、どう応えていいか解わからず、ただ、頭に浮かんだ言葉として、

「……〝傷有り〟、……殿どの？」

　問いかけると、傷有りは、わずかに息を詰めた。そして彼女は、観かん念ねんしたように、
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「Ｊｕｄジヤツジ．……」

　眉まゆ尻じりを下げ、

「あ、あの、その、ええと」

　迷いと戸と惑まどいを隠かくしもしない声と視線を向けられ、点てん蔵ぞうも彼女と同様に、

　……あの、その、ええと、あ──!!

　想そう定てい外の状況にそこそこのパニックとなりながら、しかし一つの感想を得る。

　……ず、随ずい分ぶんと、キャラが違うで御ご座ざるなあ。

　今までの〝傷有りスカード〟の、堅い口く調ちようや、思い切りのある動作は、どこにもない。

　ともあれ、女によ人にんに覆おおい被かぶさっているのは失礼だ。

　点蔵は身を彼女から剝はがそうとした。後で後こう悔かいするかもしれんなあ、などとも思うが、

　……うむ。今はまだコンティニューのコイン投入してないから全然未み練れん無いで御座るよ!!

　と、そのときだ。

「あの」

〝傷有り〟が、こちらの腕を力無ない手て指ゆびで摑つかんで引き留めた。

　思いもしないことにバランスを崩し、先ほど以上に身を寄せることとなった点蔵は、頰ほおに彼女の熱ある息すら感じ、

　……あー！　コイン入ったあー！　しかもコレ連れん投とう入ったで御座る──！

　だ、大だい丈じよう夫ぶ、まだスタートボタン押してないで御座るよ！　エジェクト！　エジェクト！

「あ、あの、本……、お、落ちてないですか？」

　涙なみだ目めで言われ、点蔵は言われたものを探した。

　あった。彼女の頭上とも言える位置、抜いていない剣と剣の間に落ちている本がある。彼女がずっと持っていたそれを手にとって見た点蔵は、彼女に渡す際、タイトルを見て、

　……極きよく東とう語ごスラング辞じ典てん……？

「良かった……。あの、ミルトンが〝女性だとバレるとナメられるので〟って、これを参考にするようにと」

　呟つぶやかれる言葉に、点蔵は反射的に声を上げていた。

「ナ、ナメるとか、そんなこと無いで御座るよ！」

『ナメたらぶちこむど？』

　やかましい。ただ思うのは、

「安心めされい。極東の者達は、貴き殿でんのような御ご仁じんを侮あなどったりはせんで御座る」

　恐らく、彼女はこの第四階かい層そうの代表で御座ろう、と点蔵は見当をつける。

　言葉が不慣れだが、責任を持ってこの第四階層を守る者なら、輸ゆ送そう艦かんが来てからの緊きん張ちようはどれほどのものか。

　だから、言葉少なであったのだろうし、それゆえに、

「……大変で御ご座ざったな。自分と喋しやべるのも、苦労したで御座ろう。

　それでも言葉を交わしてくれて御座ったことに、この点てん蔵ぞう、有り難がたく思うで御座る」

　言った、その直後だ。

　不ふ意いに、淡く目を見開いた〝傷有りスカード〟の両の目め尻じりから、涙がこぼれた。
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　……え？

　しもうたあー！　泣かしたあ──！　という思いが反射的に脳のうに生じた。

「す、すまんで御座る。自分、何か傷つくようなことを──」

「──あ、いえ、こちらこそ、す、すいません……」

　目尻を両の手で拭ぬぐう〝傷有り〟の頰ほおの上を、涙が傷きず痕あとに沿って流れていく。

　手て指ゆびにもある傷痕や、節ふしくれに、涙が伝うと言うよりも染しみていくのが見え、点蔵は、自分の中の冷静さを取り戻していく。心の中に思うことは、

　……よーしよしよし、自分スタートボタンは保ほ持じ！　保持で御座るよ！

　ゆっくりと身体からだを彼女から引きはがそうとすると、

「あの」

「は？」

　身体を起こしかけて見えるのは、涙に浅く濡ぬれ、頰ほおを赤く染めた〝傷有り〟だ。彼女は乱れた制服の胸を、まだ戸と惑まどいの残る呼吸で上下させながら、

「私が女だというの、黙だまっていて頂けませんでしょうか……」

「それは……、何な故ぜ？」

「ミルトンや他の者に怒られますし、……怖いので」

　ミルトンというのは誰だれか解わからないが、後ろの方が本ほん音ねで御座ろうな、と点蔵は思う。

　……まあ、自分も、顔を隠かくして生きている身分で御座るしなあ。

　いろいろな役目や理由があり、人ひと柄がらもある。何もかも真実が正しかろうと、それによる苦しさはまた別だ。だから、

「Ｊｕｄジヤツジ．、よう御座る。──忍にん者じやは秘ひ匿とく義務を守る職業ゆえ」

「……良かったです」

　ほ、と一ひと息いきついて目を伏せた表情は、力の抜けた笑えみとなる。その顔と安あん堵どの呼吸で大きく上がってきた胸に押され、更さらに、

「ええと、あの、……点蔵様で、宜よろしいのですよね？」

　確認するように問われた点蔵は、

　……〝様〟づけスタートボタン入ったあ──！

　慌あわてて身を起こそうとする。

　同時。輸ゆ送そう艦かんの方から声がした。それはトーリのもので、

「おーい、テンゾー！　ちょっと頼まれてくれね!?」
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〝傷有りスカード〟は、飛んできた声に対し、剣に掛かったフードへと手を伸ばす。が、先に点てん蔵ぞうがそれを剣の引っかかりから外してこちらに送って来た。

　……あ。

「すいません……」

　いや、と点蔵が手で制し、身を剝はがす。その上で彼は、輸送艦の方に向かって、

「なななな何で御ご座ざるか一体!?」

「ああ、何だか姉ねえちゃんが風ふ呂ろ欲しいとか天てん才さいじみたこと言い始めてな。ここ、女おんな用ようは一人がぎりぎりくらいのしか無いだろ？　だから……」

　……何でしょう？

　と〝傷有り〟がいそいそとフードを寝ながらかぶり直していると、声が告げた。

「温おん泉せんねえかな？」

　問われた言葉に、〝傷有り〟はフードの胸を閉じ、顔を半なかば隠かくして身を起こした。点蔵の横に自分の位置を作り、小さく告げるのは、

「……温泉は、もっと上の階かい層そうではないと無いです」

「第四階層には全くないので御座るか？」

「いえ、下の、……基き部ぶの方からですと、外がい殻かく部からこぼれ落ちています。ただ──」

　辞じ書しよ無しで喋しやべっている自分の言葉は、どう聞こえているだろうかと、そう思いながら、

「ただ、基き底てい部ぶは氷柱つらら状ですので、そこに浴よく場じようは設けられません。風があるので船を接せつ舷げんするのも危ないですし、……浴場が欲しいというのは、一時的なものではありませんよね？」

　ふむ、と点蔵が頷うなずいた。そして彼は、深く腕を組むと、

「出来るで御座ろうな」

「──え？」

　何を言っているんです？　と問いかけたくなったが、しかし〝傷有り〟は、その思いよりも、自分の周囲を思った。

　……確かにこの方は、ここの剣などを易やす々やすと抜いていかれて……。

　泉いずみの睡すい蓮れんの手入れもこなすなど、いろいろな知識を持っているというのはよく解わかる。だから彼女は、彼にこう問うていた。

「どのように？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、恐らく、というのを前置きするで御座るが、──これだけの犬鬼コボルドに手伝ってもらえるなら、半はん日にち程度で良い浴場が出来ると思われるで御座るよ」

　そして彼は、確かにこう言った。

「手伝って頂けるで御ご座ざるか？」
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「……あの二人、何か険けん悪あくっぽい気がしてたけど、そうじゃないのか？」

　輸ゆ送そう艦かん上で、ハイディが持ってきた書類をめくりながら、正まさ純ずみは葵あおいにそう問いかけていた。

　対する葵は、向こう、入り江にある墓ぼ所しよに顔を向けている。

　彼の視線の先、点てん蔵ぞうと〝傷有りスカード〟が入り江の向こうに犬鬼コボルド達と剣を運んでいた。

　移設のために、上の丘へと剣を持っていくつもりなのだろう。

　二人の姿が曲がる道の向こうに見えなくなってから、葵が、しかし振り向かずにこう言った。

「ま、点蔵は聡さといから、嫌きらわれてると思える相手にゃ近づかねえさ。アイツ自身もその部分に気付いてねえようだけど、まあ、忍にん者じやだからな。だから大だい丈じよう夫ぶだろ、あの二人」

　正純は、ふうん、と頷うなずきながらこう思う。

　……コイツもよく人を見ているなあ。

　そんなことを考えていると、手元の書類がラストを過ぎて何もなくなった。だから正純は、よし、と小さく呟つぶやき、横のハイディに言う。

「下の広間は使え──、まだ無理か。じゃ、役やく職しよく者、または興きよう味みあるヤツは全員集合。ちょっとこれから昼まで会議と行こう」

「あ、ネシンバラがいないけど、どうしよ？　ほら、右腕のアレと足。だから今日、武蔵むさしに居残ってるのよね。ちょっと荒くなるけど、議ぎ事じ録ろくは私とエリマキでつけよっか？」

　頼む、と応じて正純が言う間に、ミトツダイラがやってきて、

「ええと、私の表示枠サインフレーム、使用します？」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．、出来ればそうさせて貰もらえるか？」

　自分は他人に負ふ担たんを掛けてるなあ、と思った。そのときだった。こちらの隣となりにやってきたミトツダイラが不意に、

「……!?」

　髪かみを逆さか立だてるように身み震ぶるいするなり、鋭い視線を持って艦かん首しゆ側へと光を走らせた。

「──何者ですの!?」
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　ミトツダイラが飛ばした鎖くさりの光は二本。腰につけた給きゆう鎖さ装置から零こぼれ出る銀ぎん鎖さだ。

　手て指ゆびに絡め、給鎖によって突っ走りを止めない鎖の行く先は、海側となっている艦かん首しゆ側。

　そこから来る妙みような気け配はいが、こちらの鼻をくすぐった。

　……何者!?

　気け配はいは匂においだ。ミトツダイラ家は武蔵むさし内における香こう料りようも扱っているが、その品しな定さだめやライバル商人の品は必ず自分がチェックしている。今、艦かん首しゆ側から来たのは武蔵内に持ち込まれていないもので、位置は距離二十メートル先の、

「海に面したそこのマストの陰！」

　回り込むように銀ぎん鎖さが突っ走った先で、風景が割れた。

　海面に浸ひたるような位置にあるマストは、半なかばから折れた己おのれの影を海に落としていた。その影が、銀鎖一本の直ちよく撃げきを受けて硝子ガラスのように砕け散ったのだ。

「光学系けいを含んだ移動術じゆつですの!?」

　問いかけに、しかし動きは止めない。一本目は術を破は壊かいした衝しよう撃げきで空に弾はじかれているが、二本目は大きく回ってマストと気け配はいの持ち主達を一巻きにする動きだ。

「……行きなさい！」

　鎖くさりがその張りを強くし、急速に弧こを描いてマストに巻き付こうとした。

　瞬しゆん間かん。ミトツダイラは音を聞いた。それは、金属と金属がぶつかり合う音で、

　……!?

　疑問を生じたのは、しかし音ではなく、続く結果を見たからだった。

　マストごと相手に巻き付こうとした銀鎖が、光の飛沫しぶきを上げながら打ち払われたのだ。

　……どういうことですの!?

　鎖は、その組み合わせの構造から幾いく重えにも曲がり、巻き付くものだ。打ち払おうとして一点を打ったところで、打だ撃げき点を支し点てんにして絡みつこうとする。術じゆつ式しきで壁を作れば防げるが、今のように弾き飛ばされることはない。壁に当たっても銀鎖が自己判はん断だんで回り込むだろう。

　銀鎖を一いつ瞬しゆんで弾き飛ばす方法は、皆かい無むに近い。

　しかし、それを確かに喰らった銀鎖は戸と惑まどったのか、鎌かま首くびをもたげて一瞬宙ちゆうに身を引いて下がる。それを見たミトツダイラは、眉まゆを立て、

「……っ！」

　銀鎖にもう一度、捕ほ獲かくの指し示じを送ろうとした。

　その瞬間だ。海に落ちるマストの陰から、答えが飛んできた。それは男の声で、

「いや、すまないPeople、──脅おどかすつもりはなかったんだと信じてくれるかね？」

　見えるのは三つの影だ。それは、

「……〝女王の盾符トランプ〟!?」
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「──Ｔｅｓテスタメント．」

　と、ミトツダイラの視し界かいの先に、影が三つ現れる。

　まず先頭にいるのは白のタンクトップに、腰こし左右に長いケースを下げた黒こく人じんで、

「〝英国の盾符トランプ〟の〝９〟、ベン・ジョンソン……」

　ミトツダイラの言葉に、彼は笑えみで頷うなずいた。

「憶おぼえておいて貰もらえて光こう栄えいだLady。そしてこちらが──」

　右の背後にいるのは、自じ動どう人形の女だった。無む表情の顔の下、全身は背後に浮かべた十字型がたの操作機ハンドルによって自らを操あやつっている。風ふう紀き委員の腕わん章しようが胴どうから離れて浮いた左腕に結びついているが、それを見たジョンソンが、

「〝２〟のＦ・ウオルシンガムだ。私達の護ご衛えい役として来ている。そしてこちらが──」

　左の背後にいるのは、七しち三さん分わけに眼鏡めがねの短たん軀くだった。彼を手で示したジョンソンは、一つ頷うなずいてこう言った。

「〝７〟のチャールズ・ハワード。英国艦かん隊たいの所有者であり、会計だ」

　Ｔｅｓテスタメント．、とハワードが頷いた。彼は眼鏡を持ち上げ直すと、

「え、ええと、私、……正直、金がある以外は全く無能なんですが、しかし──」

　息を吸い、彼ははっきりとこう言った。

「これから武蔵むさしと英国をどうすべきか、少し、話し合わせて貰もらえませんか？　今後、国こつ交こう会議を行うことにもなると思うのですが、その前の通つう商しよう会談として……」

　いや、と彼は追加するように首を横に振り、そして、

「頼みます……！」

　ジョンソン達より一歩を前に出ると、ハワードはいきなり膝ひざをついた。そのまま彼は、両の手を前につき、こちらに頭を下げ、

「英国を救って貰えませんでしょうか……！」

　それは、ミトツダイラの目から見ても、

　……見事な土ど下げ座ざ……！
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　ミトツダイラは英国人の土下座を見た。

　額ひたいの付き方、肘ひじの脇わき締じめと曲げ方。揃そろった爪つま先さきが少々曲がっているところなど嫌いや味みを感じるほどの土下座だ。随ずい分ぶんと修しゆう練れんを積んだものだろう、とミトツダイラは戦せん慄りつする。

　……この男、不必要に出来ますわね……！

　ふと、背後に置いた正まさ純ずみの向こう、ハイディが小さい声で、

「ほら、エリマキ、撮さつ影えい、撮影……！」

　などと言っているのはどうかと思うが、この場における判断は如い何かにすべきか。

　正純とシロジロの二人がいれば明確な答えが出るが、シロジロはまだ艦かん内ないだ。ハイディに、彼を呼ぶように言おうと、ミトツダイラがそう思ったときだ。

「──一いつ体たい何ですか騒さわがしい。折せつ角かく午前の二度寝ねをしていたのに」

　艦かん内ないからの階段を上って、白い髪かみの自じ動どう人形が現れた。ぅわ、という皆が放った驚きの声に、ミトツダイラも目を見開き、

「ホライゾン……!?　起きて大だい丈じよう夫ぶですの!?」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……とりあえず、残っていた束そく縛ばくのような感覚も消失しておりますので、ある程度の抵抗がＯＳ的に出来たのだと判断出来ます。それで──」

　と、ホライゾンは、不ふ意いに右に拳こぶしを放った。すると彼女の打撃の飛んだ先で、

「ホライゾがっ！　は、早えよ！　ホントに寝ね起おきか!?」

　トーリと共にミトツダイラがホライゾンを見れば、銀ぎん髪ぱつの自動人形は海に向かってシャドーボクシングを短い吐と息いきつきで黙もく々もくと行っている。そして彼女はちらりとトーリを見て、

「無む駄だ口ぐち叩たたいてる間にホライゾンとトーリ様の距離は開くばかりですが？」

「く、くそこの女、本気でやる気か!?　そうだな!?　俺もシャドーモミングするぞ!?」

　まあまあ、とミトツダイラは二人の間に仲ちゆう裁さいに入る。すると、どこからかタオルを出して汗を拭ぬぐったホライゾンが正面を見た。彼女は土ど下げ座ざしているハワードに対し小さく首を傾かしげ、

「……何だかよく解わかりませんが、どなたかとっとと対たい処しよして下さい。

　そうですね、丁ちよう度ど良いので、ホライゾンが作る朝食──、いえ昼食ですかもう。それを一緒にいただきつつで如何いかがでしょうか」

　ミトツダイラは皆と一緒に全力で止めた。







[image: 第十九章『土上の下り者』]
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　昼前の日差しの下。外がい交こう艦かんの白い甲かん板ぱん上において英国側の来訪者を迎えたのは、会計であるシロジロとハイディと、

「──副ふく会長の本ほん多だ・正まさ純ずみだ」

　外交艦の甲板上にあるのは、交こう渉しよう場所としてのテラスと、その下に用意された昼食のテーブルだ。

　席に着いた正純の左にはシロジロとハイディ。

　正面には眼鏡めがねの英国会かい計けいチャールズ・ハワードと、書しよ記きのベン・ジョンソンがいて、その背後には自じ動どう人形のＦ・ウオルシンガムが控えている。

　国家間かんの会談としては充分な布ふ陣じんだと、正純は思う。だが、今回、自分の出で番ばんは余り無い。ハワードの方から申し出た貿易に関する通つう商しよう会談であるからだ。

　今、艦の厨ちゆう房ぼうで御お広ひろ敷しきとハッサンが作った軽めのコース料理が、浅あさ間まとアデーレを給きゆう仕じとして運ばれてきて並ぶ。

　初めのオードブルが大おお皿ざらで置かれると、シロジロが手を差しだし、

「さ、どうぞ。──武蔵むさし名めい産さん、取れたて刺さし身みのカレー掛けです。ああ、私どもは後で頂きますので、ご来らい賓ひんの方々のみでどうぞ。ええ、私共どもは後で頂きますので」

　英国の三人と向かい合っている正純は、ふと顔を俯うつむかせてから、ちらりとシロジロを挟んだ向こうにいるハイディを見た。が、彼女は平然と表示枠サインフレームの鍵けん盤ばんを叩たたいているだけだ。

　正面。ややあってから料理を口にしたハワードが、一いつ瞬しゆん口を押さえそうになりつつ、

「ほ、ほほう、これはまた、な、生の魚がカレーと完全に分離した味わいで微び妙みように生温かく」

　……素す直なおに不味まずいって言えばいいのになあ。

　そんなことを思いもするが、シロジロは料理に手を付けないジョンソンにも容よう赦しやなく、

「さ、どうぞどうぞ」

「い、いや、……私、アスリートなので摂せつ食しよく調整しているのでね」

　ハワードが五年くらいは蔑さげすむ勢いの表情をジョンソンに向けたが、アスリート詩人は無視した。しかし、こんな会談で大だい丈じよう夫ぶなのかと正純が思っていると、ふと、足下に小さな光が来る。何かと思えば、テーブルの下にいるのは白びやつ狐この走狗マウスのエリマキだ。ハイディの方では表示枠を展開して平然としているが、エリマキがこちらに来ている意図は、

『解わかる？』

　エリマキが、こちらに見えるように表示枠を抱えて展開した。視し界かいの下側で確かに見えるのは、ハイディの口く調ちようの書き込みで、

『──ちょっと、上がっていい？』

　頷うなずく代わりに、指でエリマキに手招きすると、果たして白狐は脚あしを駆け上ってきた。テーブルの下とこちらの右腿ももの上に位置して伏せ、表示枠サインフレームを向けてくる。

　……重さが一応あるんだな。

　四し肢しある動物というよりも、丸いタオルが載っているような重さと感かん触しよくだ。いいなあ、と単純な感想を得ていると、表示枠が、

『じゃ、ちょっと皆にも理解して貰もらうために実じつ況きようするから。──接続』


『接続：共有設せつ定てい表示枠：神じん社じや間かん共通通つう神しん・浅あさ間ま神社代だい行こうにより限定領りよう域いき許可：──確認』



・○べ屋：『あ、通った。アサマチ有り難がとう。皆も初しよ期き設定で入ってると思うからどうぞ』

・あさま：『皆さん、軽くするためにも名前は最大三文字でお願いします。あと、穢けがれの強いこと言ったら一次的に退たい出しゆつ処理しますので御注意を』

・俺　　：『え？　じゃあオッパイとか言ったら駄だ目めかオッパイとか！　オッ


『・──俺様が強きよう制せい退出されました』

『・──俺様が再入場されました』



・俺　　：『く、くそ、容よう赦しやないな相変わらず！』

・あさま：『重くなるんだからそういうのやめて下さいー』

　何だ何だ、と視線を動かさず、視し界かいのみで正まさ純ずみが確認すれば、英国勢の背後や遠くに控えている者達の眼前に表示枠が展開している。

　……これは、実況通神チヤツトシステムか。

　それはTsirhcツアーク系けいなど、一いつ神しん教きようが再現ベースとなっている教きよう譜ふで開発された、表示枠を使用した文章会議システムだ。

　基本は文字の遣やり取とりだけなので軽く、長距離にも届く上に議ぎ事じ録の保存や添てん付ぷなども楽とされ、特に重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんで真しん価かが認められた。

　極きよく東とう側は対抗しようにも多た神しん教きようゆえに通神権けん限げんの利り権けん争いが生じ、重奏統合争乱時はこのような通神会議システムを持てなかった。争乱以い後ご、IZUMOが主体となって各神社の関係をとりまとめ、同様のシステムを展開出来るようになっている。

　表示枠が展開可能なレベルの契けい約やくをしていない正純にとっては、初めて見るものだ。

・あさま：『うちのは映像など添てん付ぷ出来ますから、必要な場合はどうぞ』

　へえ、と内ない心しんで感心している横、新たなメニューが運ばれてきた。

「さ、次は、前ぜん菜さいのサラダです。──生なま魚ざかなのスモークとサラダのカレードレッシング掛けで」

　……カレーよりも生魚ネタなのかなこれは。

　最近ちょっと慣れてきたなあ、と思う正純の腿上うえで、エリマキが文字を作る。

・○べ屋：『じゃ、シロ君が時間稼かせいでいる間に、今回の通商会談の要点をまとめよっか』
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・○べ屋：『英国との通つう商しよう会談って言うのは、まあ簡単に言うと武蔵むさしと英国の貿易を〝どんな品目を／どんな条件で／いつから〟貿易するかってことね。それで、大体解わかってるのは、


　：「どんな品目を」：対西せい戦があるので主に食料品の筈はず

　：「どんな条件で」：品質＝値ね段だんの割引

　：「いつから」　　：これから話し合うけど、食料品の賞しよう味み期限などで逆ぎやく算さんして決める



　という感じかな』

・煙草女：『品目は、燃料や鉱こう物ぶつ資源とかじゃないのさね？　戦争前だしさ』

・○べ屋：『燃料は英国の場合、森林資源と炭たん田でんがあるから自じ給きゆう率りつ百パーセント近いの。特に後者の炭すみは流りゆう体たい加工することで賢鉱石オレイ・メタロの中でも最上質の賢金剛オレイ・コークスを作れるのよね。

　だから鉱物部門は逆にこっちの仕入れが多くて、IZUMOの賢銅ヒヒイロカネやBIZENの賢白鉱シロイカネを売っても赤字かな』

・銀　狼：『──割り込み失礼しますわね。燃料や鉱物に限らず、他、単価が高い品目は戦争前だからと言って急いで補ほ給きゆうするとただでさえ高い仕入れ単たん価かが上がりますわ。生産地の供きよう給きゆう量が少ないから単価が高いので、大量買い込みによる値段の低下も見込めませんしね。

　そういうものは長い準備期間をもって備び蓄ちくして、代わりに短期消費物ぶつになる食料などを、戦争中でも切らさないようにここで多く安く買い込むのでしょう？』

・賢姉様：『国も、そこらの市いち場ばで買い物してる高レベル御ご婦人達とあまり変わらないわね』

・○べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、まあ、そういう感じかな。

　アルマダの海かい戦せんは、英国上陸を狙ねらう無敵艦かん隊たいが英国側と一週間くらい戦せん闘とうしながら英国を逆ぎやく時計回りに一周するのね。それをもしもまともにやった場合、他国が英国に近づけなくなるから、食しよく糧りよう補給が問題になるの』

・銀　狼：『英国の食糧備蓄はどのくらいですの？』

・○べ屋：『二週間分くらいじゃないかな。余よ裕ゆうあるように見えるけど、海戦用の艦かん上じよう食糧は別で考えないと駄だ目めだし、アルマダの移動に合わせて動く地上側の防ぼう衛えい戦せん士し団の食糧だって各地が別に用意しないといけないのね』

・銀　狼：『他にもも』

・賢姉様：『？　もも？　遂ついに狂ったのねミトツダイラ！　エクセレント！』

・銀　狼：『違いますわよ！　　　　　　／あすいませんここからアデーレです。自分旧派カトリツクなのでちょっと借りてます。慣れない鍵けん盤ばんで途と中ちゆう送そう神しんしました。で、他にもですね、アルマダ戦が終わった後は英国が伸しん張ちようして各国のパワーバランスが崩れるので、英国の貿易態たい勢せいも変わらざるを得ません。伸張する英国を各国は抑えに来ますし、その結論は最悪の場合、ヴェストファーレン会議まで持ち越しになります。

　そうなると、あと五ヶ月以上、英国は貿易の締め付けを受けるかもしれないわけですよね。

　また、士気を上げたり、人々の不安を払ふつ拭しよくするには、──やっぱり食事です。

　祭など行うことなど考えると、食料はあるだけあった方がいいですよ』

・礼賛者：『あああああ小しよう生せいが大活かつ躍やく出来る話題なのに料理が──!!　ハイ次！』
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「さあどうぞ、我が校のシェフが腕を奮ふるって作った生なま魚ざかなのフォアグラ、カレー乗せです」
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・銀　狼：『……正まさ純ずみ、ついていけてますかしら。見てるだけですわよね』

・あさま：『どう反応して良いか解わからなかったら右手で頭搔かいて下さいー』

・あずま：『……あ、搔いた。余よも正直よく解らないけど、あの料理美お味いしいの？』

・礼賛者：『しょ、小しよう生せいの腕を疑いますか!?　小生、料理は無む敵てきですよ!?』

・83　　：『カレーも無敵デスネー　つまり二倍無敵デスネー』

・あさま：『ええと、全面的に無視しますけど、アデーレが大変そうなので共通設定範はん囲いを〝隠かくれ〟有りにしようと思います。他、書き込めない人いますか？』

・賢姉様：『……馬鹿？』

・あさま：『え？　あ！　今の無し！　無しです!!　忘れて！』

・俺　　：『ハイじゃあ忘れた人書き込んで──』

・あさま：『追い打ち来たあ──！　え、ええと、設定しました！』


『貧従師様が入場されました』『金マル様が入場されました』『○画様が入場されました』



・○べ屋：『あ、大体揃そろったかな？　じゃ、話の続きするね？』





●






　正純は、

「では、軽い飲み物などどうぞ。──生なま魚ざかなの煮に込こみコールドスープ、カレー味です」

　湯ゆ飲のみに入って運ばれてきたものを、ハワードがゆっくり飲んでいくのを見ながら、

　……私、極きよく東とうの人間で良かったなあ。

　しみじみそう思った。そして視線を浅く下げて見るのは、エリマキの表示枠サインフレームだ。

　ハイディがこちらに流してくれる情報には、大きな意味がある。

　今まで二週間、こちらは英国と武蔵むさしの最さい新しん状況を理解出来ず、英国上陸前まえに自分達の対たい英えい態度を決めることも出来なかったのだ。

　だから先ほど、自分は甲かん板ぱん上で皆を集めて会議をしようとしたが、

　……そこに、この三人がやってきたんだよな。

　会議が出来ないタイミングで彼らが来たのは、偶然ではない可能性がある。

　こちらが対英態度を明確にする前に、有利な交渉を畳たたみかけることが出来るのだから。

　ゆえにシロジロが敵てき対たい的ともとれる時間稼かせぎを行い、こちらのコンセンサスの確保をしてくれている。

　運がいいのは、これが通つう商しよう会談であるということだ。商売関係の会議なのでシロジロとハイディが仕切ることが出来る。これが国こつ交こう関係であった場合、自分が仕切らざるを得ず、しかし表示枠サインフレームが使えない自分には、今のような皆とのコンセンサスの取り方が出来ないだろう。

　そして今、ハイディが言葉を作っていく。

・○べ屋：『──というわけで今回の貿ぼう易えき主要品目は食しよく糧りようなのね』

・○　画：『売り物は何？　やっぱりいつものように麦むぎと肉？　それとも、他国のように極きよく東とう利用の解かい釈しやくとか使って、とうとうジャガイモを導入するのかしら』

　○マル画ガはナルゼだな、と正まさ純ずみは当たりをつける。だとすると金かねマルがナイトか、と。輸ゆ送そうに関わっているだけあって、品目を解わかっている。

　……確かに英国のジャガイモの導入は、やれば事件になるなあ。

　ジャガイモは、新大陸が原産で、十六世紀半なかばに三征西班牙トレス・エスパニアから欧おう州しゆうに持ち込まれた。瘦やせた土地でも育つ上に栄養価かが高く、調理も楽なので、麦に変わる主食として期待される作物だ。欧州にはパン代わりにジャガイモの栽さい培ばいを画かく策さくしている国も多い。が、しかし、欧州ではまだ全ての国が自由にジャガイモを栽培出来るわけではない。何な故ぜかと言えば、

・○べ屋：『──聖せい譜ふ記述によれば、十七世紀の欧州の大部分では、ジャガイモがまだ一般の作物として栽培されていないのよね。根ね野菜は汚きたないものとして扱われていたし、形が悪いから〝毒がある〟とか風ふう評ひようが立ったりして』

　そういうことだ。更さらに言えば、簡単に麦以上の主食となりうるジャガイモの栽培は、人口増加を支えるために国力の増強と直ちよつ結けつする。各国は食料関かん係けい記述の再現を巡って牽けん制せいし合うが、ジャガイモはその話題の最たるものだ。現在の欧州では、三征西班牙とK.P.A.Italiaの一いち地域で栽培が始まっているだけだ。

　英国が栽培に踏み切れば、各国の牽けん制せいを無視した行為となり、事件となるが、

・銀　狼：『まあ、踏み込みは無いでしょうね。ここで各国を無視したらアルマダ戦に勝っても完全な孤こ立りつをしますもの。それに、英国がジャガイモ栽培が出来ない理由を知ってます？』

・金マル：『何かあったっけ？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、聖譜記述によれば、女王エリザベスがジャガイモの葉をサラダとして食べてソラニン中ちゆう毒どくを起こしまして、一般の栽培に懸け念ねんを示しましたの。ゆえに、エリザベスの治ち世せい中はジャガイモ栽培が出来ない、というのが各国の見解ですわ』

　流石さすが、英国と敵対していた六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの出身者はよく知っている。

　だがまあ、英国は麦しか主しゆ食しよく作物として生産出来ないのはよく解った。英国の瘦せた土地では麦の収しゆう穫かく率りつは高くない。が、麦は粉こなに出来るため、長期間を掛けて収穫と貿易を行えば備び蓄ちくが出来る。ここで対たい西せい戦に出ようと言うならば、その準備はかなり長いもので、それゆえ、対西戦は失敗したら短期でのやり直しが利かないものということになる。

　そういう英国の事情を理解した上で、だが、と問う必要がある。それは、

・煙草女：『じゃあ、ハイディ、英国が今欲しがってる食料ってのは何さね？』

　それは、

・○べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、お肉なのね、これが」
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　外がい交こう艦かんの艦かん橋きよう下か、六畳じようほどの控え室にオリオトライとヨシナオとともにいた東あずまは、テーブルセットの上に載っている極きよく東とう産ポテトのフライを摘つまむ。そして彼は、正面の椅い子すに座っているヨシナオを見た。

　農作業服ふく姿すがたの、しかし頭に王おう冠かんを載せた彼に、東は問う。

「──肉って、そんなに重要なんですか？　ヨシナオ教きよう頭とう」

　Ｊｕｄ．、とヨシナオは頷うなずいた。そして彼はちらりと、傍かたわらを見る。武蔵むさしから持ってきた品種改かい良りよう作物の入ったバケットの中身は御お広ひろ敷しきの調理用ように多くが持って行かれたが、その中には紙に巻かれた肉類もある。ヨシナオは視線を東に戻すと、

「欧おう州しゆうの人々は、年間に己おのれの体重と同じ量の肉類を食すのだよ東君。同時代の極東では肉はあまり食されておらず、代わりにタンパク質としては大だい豆ずを──、オリオトライ君、どこに逃げるつもりかね。極東でも肉の摂せつ取しゆは禁止されていたわけではなく、〝一般的ではない〟ものとして摂取は可能と聖せい連れんが決めている。問題はないぞ？」

　その言葉に、東は首を傾かしげた。妙みようだなあ、と思いながら、

「……極東に対して、珍めずらしく聖連が緩ゆるいんですね。食肉に関しては」

「Ｊｕｄ．、その理由は簡単だよ東君。いいかね？」

　と、ヨシナオは懐ふところから一本のナイフを取り出す。野や獣じゆうの紋もんが刻こく印いんされた一品だ。

「欧州では莫ばく大だいな肉を食料として必要とする。しかし、実はTsirhcツアーク系けいなどの教きよう譜ふでは、食肉の生産というものが非常に難しい問題を持つ。

　──食肉の生産方法を知っているかね？　東君」

　問われ、東は考えた。肉屋に並んでいる肉類の生産は、何をスタートとするかと考え、

「放牧や、専用の飼し育いく場を持って牛や豚ぶた、鶏にわとりや羊ひつじを飼かうことですか？」

「いい答えだ東君。しかし、麻ま呂ろのような現場の人間からすると、肝かん心じんなものが抜けている」

　言って、ヨシナオがナイフを持つ手を振った。

　銀の光は一直線にバケットにある紙で包まれた肉の塊かたまりに飛び、

「──殺す事である」

　隣となりのスイカに突き刺ささった。

　あ、と腰を上げたヨシナオの前、幾いくつかの表示枠サインフレームが、

・俺　　：『何だよ麻呂、だからオマエは麻呂なんだよ、もうちょっとちゃんとしようぜ？』

・あさま：『まあ、スイカの中身は血の色と言って、嫌きらう人もいますしねえ……』

・礼賛者：『ああじゃあ持ってきて下さい。調理しますので』





●






「さ、どうぞ。生なま魚ざかなとスイカの酢すの物のカレー和あえです」
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　大だい丈じよう夫ぶなのかなあ、と正まさ純ずみが思うが、英国側は犠ぎ牲せい者一人に絞しぼり込んで逃げ切るようだ。しかしその犠牲者が交こう渉しよう役じゃないのかとも思うが、ジョンソンが〝胃い腸ちよう薬やく〟とラベルの貼はられた長ちよう尺じやくシリンダーを用意しているので大丈夫なのだろう。

・あずま：『ヨシナオ教きよう頭とうが言うには、Tsirhcツアーク 系けいなどの教きよう譜ふでは、命を奪うばうのが禁きん忌きだから、食肉の生産を異い教きよう徒とや、市民権けんの無い人達の仕事にしてたんだって？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、特に牛は人に恵む動物なので、それが禁じられましたわ。だから羊ひつじや豚ぶたが好まれ、従じゆう事じ者は街の外でそういう作業を行い、肉屋は〝自然に死んだ動物を拾ってきた〟と言い訳わけして販売したわけですの』

・○べ屋：『三征西班牙トレス・エスパニアは純じゆん潔けつ主義で異教徒や異い族ぞくを追い出したから、そういう仕事する人も減って、魚ぎよ介かい類が食しよく卓たくに多く上るようになったりしたのね』

・○　画：『M.H.R.R.神聖ローマ帝国 なんかだと、狩しゆ猟りよう民族文化が強いから、結けつ構こう食肉多おおかったわね。加か工こう技術もたくさんあるし。ビールをパン代わりにして肉をオカズとか、マジにそういう感じ』

　……だが、そういう食肉業者の仕事は、極きよく東とうならば教譜に関わらず行えるということか。

　極東でも、無む益えきな殺さつ傷しようは禁じられている。だが、狩かりの文化はある。あとはその解かい釈しやくを行えばいいだけだ。

　各国が牽けん制せいしあって出来なくなった食肉生産を、極東をスケープゴートにして共有する。そういうことだろう。

　知識として、肉が貿ぼう易えき品目として高い比重にあることは知っていたし、理由も大だい体たい知っていた。が、その付ふ随ずい知識は初めて聞くものだ。

　自分もまだまだ未み熟じゆくだな、と正純は思い、

　……話に加われればなあ。

　ふと、エリマキを撫なでそうになって、手を止める。エリマキが腿ももに乗っていることを英国側に悟さとられてはならないからだ。そして、

・○べ屋：『でまあ、武蔵むさしには三み河かわ入る前から英国の〝肉くれ〟発注が一いつ括かつ契けい約やくで来ててね。量は、英国の肉にく可か食しよく人口四十万人の一ヶ月分。

　そしたら三河で、三河側から大量の物資が安く入ってきたわけ。それは当然、お肉なんかもあって、英国からの発注分ぶんは三河の時点で確かく保ほ出来てたのね』

・煙草女：『？　ちょっと待ちな。今の説明、おかしなところがあるさね』

　……それは？

・煙草女：『極きよく東とうには、氷ひ室むろと呼ばれる氷ひよう点てん式しき冷蔵庫の聖せい譜ふ記き述じゆつが大和やまと朝ちよう廷ていの時代からあるさね。他国では国が滅めつ亡ぼうしたときに記述が切れてるのが大たい半はんだが、極東では存そん続ぞくしてる。

　そして武蔵むさしでは機き関かん部が管理してて、それがあるために、武蔵は肉なんかの生せい鮮せん物を長期保ほ管かんして貿易出来るのさ。

　しかし、三み河かわからこっち、どれだけの時間が掛かったんさね？　本来なら、瀬せ戸と内ない海かいの居きよ留りゆう地ちで交換貿易するもんだろ？　しかし四し国こく・九きゆう州しゆうと、大だい規模な貿易地ちに寄き港こう出来なかったために、機関部は一ヶ月近く氷室を開けてないさね。

　一ヶ月ともなると、肉類はほとんど賞しよう味み期限がぎりぎりじゃないのかい？』

・○べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、そういうわけで、本ほん題だい来たかな。

　この状況、意味解わかる人いる？』





●






　東あずまは、眉まゆを歪ゆがめてヨシナオに問いかけた。

「つまり、……武蔵の積んでる肉類は、賞味期限が限界に近い？」

「Ｊｕｄ．、術じゆつ式しきも含めた冷れい蔵ぞう保存でもあと二週間ほどだろうか。その状態の肉となると、市いち場ばに出せば即そく日じつ買わねばならないものになる。だとすると……」

　続く言葉を、バケットから出した林りん檎ごを囓かじるオリオトライが呟つぶやく。

「安売り肉は先生大だい好すきよー。腐くさりかけが美味うまいのよね」

　Ｊｕｄ．、とヨシナオはつぶやき、懐ふところからメモとペンを出す。

「肉の味は別として、即そく座ざの消費が義務づけられるような肉は、きっと買いたたかれることになるだろう。一ヶ月分の肉の賞味期限が二週間分、つまり半月分になったら、値ね段だんはどうなるか。東君、単純計算でいいが、解るかね？」

　ええと、と東は考える。そして、

「一ヶ月分を半月で消費しなければいけなくなりますから。価か値ちが半分に落ちます」

「Ｊｕｄ．、その通りだ。では少し、どれだけの量と金額が動くか計算してみよう」

　と、一度こちらを視線で窺うかがってから、ヨシナオはメモにペンを走らせ始めた。

「まず、肉の売ばい却きやく量を計算しよう。欧おう州しゆう人は肉を一年間に体重と同じくらい、……約60キロ食べると、武蔵では大体考えている。

　英国の肉可食人口は、先ほどのハイディ君の言では現在四十万人。その一ヶ月分の発注があったわけだから……」


・肉の量＝（40万人×60キロ）×十二分の一年分＝約２０００トン



　東がそれを実況通神チヤツトに書き込むと、

・俺　　：『あ、麻ま呂ろ、算さん数すう出来るんだな！　偉い！　偉いよ！　すげえ見直した！』

「やかましい、これでも麻呂は珠しゆ算ざん検けん定てい二級であるぞ」

　領りよう地ちを治めていた頃ころは会計役もやってたのかな、と東あずまは思う。が、その視線の先で、ヨシナオは更さらにペンを走らせる。

「欧おう州しゆうでは、牛半はん頭とう分ぶん、約４００キログラムの肉が一般人の三ヶ月分の収入で買えるのである。

　極きよく東とうの日給は平均一万円なので、一般市民は約90万円で４００キログラムの肉が買えると考えよう。一家六人分ぶん強きようであるな」

　さて、と彼は言った。

「90万円。これが英国市場で一般人が肉４００キロを買うときの定価値ね段だんである」

　彼は、数字を書いてから、メモを軽くペンで叩たたく。

「では、これが２０００トンとなった場合、その総そう売上はいくらかね？」

　ええと、と東は考える。桁けた数すうを頭の中で転がすようにして、

「４００キロあたり90万円なら、２０００トンで……、45億円です」

・83　　：『印度インドカレー式暗あん算ざんでも合がつ致ちですネー』

・貧ひん従じゆう師し：『よ、よっしゃ努力で合致──！』

「Ｊｕｄジヤツジ．、お見事。少しアタリに頼る面もあるようだが、ハッサン君やアデーレ君も結けつ構こうだ」

・俺　　：『ちっ、最近、麻呂や余よまでがキャラ立ち強くし始めた気がするぜ……』

・あさま：『……トーリ君、表おもて向むきは褒ほめませんか？』

・礼賛者：『ど、どうです東君!?　小しよう生せいの受ける屈くつ辱じよくを体験した喜びは!?』

　……んー、人格攻こう撃げきされてないからかあまり別にというか喜びって何？

　内ない心しんで首をひねっていると、ヨシナオが姿し勢せいを直す。

　さて、と彼は言い、

「それだけの量と金額が動くわけであるが、今回の貿易は、賞味期き限げんを理由に買いたたかれるため、金額においては価か値ちが半はん減げんしてしまう。ハイディ君、肉の利益率りつはどのくらいかね？」

・○べ屋：『Ｊｕｄ．、通常なら大体売ばい値かの二割くらいですね。残り八割は経費としての管理輸ゆ送そう費や生産費、加工費ひ用ようです。が、価値が半はん減げんしてしまうと、利益分二割を差し引いても三割の赤字ですから経費すら満足に回収出来ません』

・ノリキ：『貿易期間の短縮は向こうの都つ合ごうなのに、こちらが割を食うのか？』

・○べ屋：『戦せん闘とう状態で暫ざん定てい国こつ境きよう越えて、更に敵てき艦かん引っ張って来たから。〝警けい戒かいのため〟って言われたらしょうがないかな』

・煙草女：『じゃあ、こっちで保ほ存ぞん食しよく加工は出来ないのかい？』

・礼賛者：『施し設せつも装そう備びも足りません。干ほし肉にくは乾かん燥そう室で作りますが、武蔵むさしでは乾燥に適した風通しのいい場所が表ひよう層そう部ぶとなります。しかしそこにこれから専用の場所を設けるのは無理があります。また、極東は肉食文化が薄いので、肉の大だい規模な保存加工業ぎようは認められてないのです。だから氷ひ室むろが発展しているわけなんですな』

・○べ屋：『Ｊｕｄジヤツジ．、そういうこと。向こうはその差さ額がくを全部国こつ庫こに納めて大おお儲もうけ。こっちは一いつ括かつ納品契けい約やくしてるから廃はい棄きも出来ない状態で、赤字は必ひつ須すなの。

　武蔵むさしの商人団のオッサン達はシロ君が撃げき沈ちんされるの待ってんじゃないかなあ。

　赤字は年度末までに補ほ塡てんすればいいけど、武蔵内部では融ゆう資しで不利になるし、オッサン達煩うるさいし、気が滅め入いるしね』

・貧従師：『でも、ええと、年度末までに補塡といっても、いつも二割の利益で今回差し引き三割の赤字となると、実じつ質しつ二年半分の損失になるんですけど』

・○べ屋：『Ｊｕｄ．、まあ、そうなったら今後の二、三年間の生徒会に恨うらまれることになるかな、と思うけどね。でも』

・全　員：『？』

・○べ屋：『シロ君、いろいろ手を打ってるし、かなり無む茶ちや苦く茶ちや汚きたないから、どこまで持ち直すかが楽しみだよね？

　じゃ、通つう商しよう会談スタートしようか。シロ君』
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「では、カレーシャーベットの生なま魚ざかなトッピングも終えられましたし、本題に参りましょう」
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　正まさ純ずみは、正面の二人と、隣となりの二人が椅い子すに座り直す音を聞く。

　……始まるか。

　よく考えると、ベルトーニの商しよう談だんを見るのは初めてだ。商人は政治系けいである自分と同じ交こう渉しよう型の戦種スタイルに属するから、どのような話し合いが見られるのか期待がある。

　それに、相手方がたのハワードも同様の商人だ。それも、英国艦かん隊たいをエリザベスに提供してしまうほどの富ふ豪ごうが彼だ。一体どれほど、高度な駆け引きが行われるのだろうか。

　見れば、ハワードが前のめりに、組んだ指をテーブルに置いている。眉まゆも立っており、完全に臨りん戦せん状態だ。緊きん張ちようや期待があるのか、顔がわずかに赤くなっていて、額ひたいあたりには汗が浮いている。ここが大おお勝負だと、そう解わかっているという雰ふん囲い気きだ。

　そして、こちらの横にいるベルトーニが、口を開いた。

「さて、まず、私の方からの案あん件けんだが」

「は、はいっ……！　Ｔｅｓテスタメント．！　何でしょう!?」

　ハワードが更さらに前にのめって、ベルトーニに詰め寄るような形になる。と、ベルトーニは、もう一度頷うなずいてから静かにこう言った。

「──今回の貿易、無しにしよう。うん」

　直後、繊せん維い系けいの断だん裂れつ音とともに、ハワードがビームのような鼻はな血ぢを噴ふいた。





●






「わあああああっ!!」

　椅い子すを蹴け飛とばして退たい避ひした正まさ純ずみは、ハワードが左手で鼻を摘つまみながら右手に摑つかんだハンカチでテーブルを高速で拭ふき始めるのを見る。

　ハワードは、既すでに血が染しみた雑ぞう巾きん状態となったハンカチを近くのゴミ箱に叩たたき込み、新しいハンカチで残りを拭き始める。が、対するシロジロは平然と、

「今のリアクション、私の言に対しての同意と見ていいのだな」

・あさま：『えええええ!?　一体どう見たらそうなるんですか!?　既き狂きよう済み!?』

・○べ屋：『やっだもう強ごう引いんなシロ君って超素す敵てき──』

　平然とタイピングしているからこの会計補ほ佐さは恐ろしい。ともあれ椅子に恐る恐る座り直した正純は、こう思った。

　……商人の交渉って、これが普通なのか？

・俺　　：『おいおいシロ、もっと本気出だしてオッケーだぜ──』

　不安になるようなこと言うな馬鹿。しかしハワードの鼻血は止まらず、

「ぬ……、このまま出しゆつ血けつ多量で死んだら妻に殺されてしまう……！」

　何度死ぬ気だ、と思ったが、交渉が始まらないのも駄だ目めだろう。だから、

「こういうときは、上向いて鼻摘つまんで、首の後ろをこう二、三度叩たたくと──」

「こうですか？」

　ハワードが鼻を摘んで顔を上に向けると、彼の後ろにいたウオルシンガムが、胸前に引いた人形の腕を溜ためて、表示枠サインフレームで、

『This　way?』

　抉えぐるような水平チョップをハワードの延えん髄ずいに叩き込んだ。

　打だ撃げき音がして、反動で飛沫しぶきのような血ち煙けむりが上がり、

「わあああああっ！」

　慌あわてて椅子を蹴って退避してみれば、ハワードがテーブルの血ち溜だまりに突っ伏している。

　皆が沈ちん黙もくし、ややあってから、しかしハイディがゆっくりと、

「犯人は、この中にいる……！」

「お前も見殺しにしたと思うぞ」

「もう、正純ってばノリ悪いー」

　眉まゆ根ねを寄せてまで言われることか。しかしハワードがいそいそと復帰してテーブルを拭き直し、顔も拭いてから、

「いやあ、私もまだまだ若い」

　若けりゃ出るんだろうかというか、何だか最近、私、ツッコミばっかだなあ、と、そんなことを思う正まさ純ずみだが、ベルトーニの、

「残念だが、貿ぼう易えき停止の理由は一つだ」

　場を静めるような口く調ちようで、彼がこう言った。

「──我々は、聖せい連れんに睨にらまれているからな」
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　東あずまは、表示枠サインフレームの実じつ況きよう中継を見つつ、ヨシナオに問うた。

「何で貿易をしない方向にベルトーニ君は持っていこうとするんです？　赤字にはなりますけど、五割分ぶんの売上は出るんですよね？　そうした方が得じゃないんですか？」

「東君、武蔵むさしの貿易相あい手てとは、英国だけではないぞ？　武蔵内で販売を行うという手段もあるのだよ、東君」

　あ、そうか、と東は思う。武蔵自じ体たいも一つの都市だ。内部での経済の循じゆん環かんがある。

　そしてヨシナオは、一つの頷うなずきを作ってから、

「無む論ろん、肉の品質が落ちている以上、赤字の補ほ塡てんは出来ないだろう。しかし、武蔵内の精せい肉にく業者に安く肉を卸おろせば、ベルトーニ君は精肉業者との付き合いを持てるし、武蔵内の活かつ性せい化かが出来れば市民からの感謝も得よう。

　同じ赤字を得るなら、後者の方が得だと判断したのだよ」

　そして、と彼が言った。

「これは、英国側に対し、損が大きくなるならば売らないぞ、という意い思し表明でもある。だから今後、英国側は武蔵に莫ばく大だいな赤字を掛けさせて商品を手に入れることが出来なくなる。少なくとも〝同意の上〟でなければいけない。

　また、聖連のことを盾たてにするのは、交渉としていい戦せん術じゆつである。何しろ、英国の聖連に対する態度を問うことが出来るからであるな。ゆえに──」

「ゆえに？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とヨシナオは腕を組んだ。

「ここは、──押しの一いつ手てで攻めていい」
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　正純は、ベルトーニがテーブルの上に手を乗せて告げるのを見る。

「貴き国こくとの貿易を行えば、貴国は聖連に逆らった国ということになるのではないか？　そして武蔵も、その軽けい率そつから他国に更さらなる警けい戒かい心を抱かせることになるだろう。

　我々は英国の利益を重んじるものであり、武蔵の安全を思うものだ。

　聖連との衝しよう突とつが回かい避ひ出来なければ、お互いのためにも貿易をすべきではない」

　これは事実だ。が、その一方で、

　……売らない、という選択肢しもあると、そう示したのだ。

「そして、──利益にならなければ商品ではない。ならば自じ己こ責任の元で違い約やく金を払い、己おのれの方で処理をするまでだ」

　つまり、何もくれてやらないという考えだ。

　ハワードも、ベルトーニの言う通りになれば武蔵むさし側の責任範はん囲いであるため何も言えず、ただ沈ちん黙もくしているだけだ。そしてその沈黙は、一つの事実を示していた。

　……ここで逆らわないと言うことは、……武蔵の物ぶつ資しを欲しているわけだ。

　要いらないとは考えていない。必要であり、安く買いたいということだ。だから、ハワードが次の台詞せりふをこちらに送ってきた。

「Ｔｅｓテスタメント．、──利益を出すことには協力いたしましょう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それは有り難がたい申し出だ」

・○　画：『個人的協力か国家的協力か解わからせないまま言う言う。ただまあ最悪のケースは無くなったと考えていいのかしら』

　だが、ハワードはわずかに身を乗り出し、釘くぎを差すような口く調ちようでこう言った。

「しかし私どもは対たい西せい戦を間ま近ぢかに控えております」

「Ｊｕｄ．、──開始がいつか、は聞いて大だい丈じよう夫ぶだろうか？」

　ハワードは首を横に振った。だが、

「それは機き密みつゆえ明めい言げん出来ません。ただ、対西戦を開始するにせよ。武蔵の物資をそれまでに消費や備び蓄ちく加工し切れるかどうか、それが問題ですね」

　彼が告げた言葉の真しん意いを悟さとって、正まさ純ずみは寒さむ気けを感じた。

　……英国側は、二週間後にアルマダ海かい戦せんを始めると言うことか！
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　正純は思う。武蔵内の肉の賞しよう味み期限は二週間。それを消費や備蓄加工し切れるかどうか解らないと言うのは、逆ぎやく説せつ的に見て対西戦が二週間後に始まるということだ。

・金マル：『つまり、……武蔵からの物資補ほ給きゆうなどを得た後、二週間後にアルマダ戦開始？』

・銀　狼：『大体そのあたりでしょうね。長く期間をおけば三征西班牙トレス・エスパニアが〝超祝福艦隊グランデ・フエリシジマ・アルマダ〟の増強を行ってしまいます。そしてまた、二週間後には、異い族ぞくにとって都つ合ごうのよいことが起きるんですの』

　何だそれ？　と正純が思うと、ミトツダイラの返答が来た。

・銀　狼：『満月ですわ。英国の大たい半はんを占める異族達にとって最も活かつ性せい化か出来る夜。その夜をアルマダ海戦にぶつけてくるでしょう』

　成なる程ほどなあ、と正純は思う。そしてこちらの納なつ得とくに呼こ応おうするように、

・○べ屋：『この情報、凄すごい値で売れる』

　いつも饒じよう舌ぜつなハイディが短く告げたのは、情報の意味を計算しているからだろう。

　だが、と正まさ純ずみは考える。あと二週間で、英国と三征西班牙トレス・エスパニアという二国の歴史的分ぶん岐き点を迎えることになるのだ、と。それは三征西班牙衰すい退たいの始まりであり、英国の繁はん栄えいの始まりであり、そこから続いて行くであろう二国と、関係する各国の情勢の分ぶん岐き点てんだ。

　世界が動く。聖せい譜ふ記き述じゆつとして、自分が死んだ後でも教科書などにずっと書かれて行くであろう歴史の分岐点が始まると告げられた。そのことに、歴史に触れた手て応ごたえを感じ、正純は、

「────」

　身を一いつ瞬しゆん震わせ、こう思った。

　……これが政治家の醍だい醐ご味みか！

　そして、補ほ足そくするように、ようやくハイディの言葉が飛んできた。

・○べ屋：『対たい西せい戦は二週間後に行われる。あと今の、〝武蔵むさしからの物ぶつ資しを消費し切れるかどうかが問題〟っていうのは、〝賞しよう味み期限近いけど、何とか消しよう費ひ仕切るよ〟ってことね』

・あずま：『消費し切れないから買い取り量を加か減げんしてくれ、じゃないの？』

・○べ屋：『これだけ用意周しゆう到とうな相手が、そんな泣き言いうわけないって。一いつ括かつ契けい約やくだから全部買い取るし、消費する方ほう策さくも用意した。だけど、それが出来るかどうかは思し索さくし、そのために動くには金も人も使ったと思うのね。今はただ恩おん着きせに来てるんだと思う』

・ノリキ：『押しの一いつ手てばかりはやめろって忠ちゆう告こくか』

　Ｊｕｄジヤツジ．、とハイディが短く応じた。

・○べ屋：『恐らく、英国は格かく安やすになる武蔵の物資から国内の生産者を保護するために、関かん税ぜいや値ね段だんの調整や補ほ償しよう費、そして他国からの物資の貿易を一時制せい限げんする筈はず。

　つまり〝対武蔵貿易シフト〟を敷しける期間が、国内や他国との協議で決まって、それが対西せい戦までの期間になったということなんだと思うのね』

　……向こうも、無む敵てきというわけではないのだな。

　物資は欲しい。安くしたいが、国内の保護や他国の貿易との折せつ衝しようがある。

　だが、と正純は思う。

・○べ屋：『対西戦までの期間は二週間。だけど、その中で貿易をいつ始めるかは、向こうが決められる。それがこっちにとって問題なのよね。

　向こうは、国内での物資の保ほ存ぞん加工用期き間かんや消費量を考え、それを基準に貿ぼう易えき期間を決めてくる筈はず。その期間は向こうに有利なものとなる筈で、こっちの事情なんて考えてない。

　だけど貿易開始日が遅れたら、こっちはどんどん買いたたかれる。

　ボられるのは確実で、そうなったらシロ君の責任よね』

　と、画面に幾いくつものデータが表れた。それはハイディが作った英国の国こく内ない流通と、御お広ひろ敷しきが送ってきた英国の食肉加か工こう工場や、民みん間かん手法のデータだ。

　……よく、今の会話中に作ったなあ。

　思っていると、エリマキがこちらとハイディを見て、

『ほめて』

　よしよし、と思うが、手を動かすとバレる。どうしたものかと瘦そう軀くの期待に答えかねていると、表示枠サインフレームに油あぶら揚あげのアイコンが浮かんで消え、

・○べ屋：『後でね？　今はそれで我が慢まんしといて』

　エリマキが頷うなずき、ハイディが更さらに言葉を連ねてきた。それによると、

・○べ屋：『この資料だと、英国は、一ヶ月分の肉を、昼夜休まず一週間あれば完全に備び蓄ちく加工してしまえるの。一般家庭の厨ちゆう房ぼうも含めた国家的フル操そう業ぎようだけどね。

　でもこの場合、一般家庭にそのまま買い取らせてたら不満も出るから、ある手を使う筈はず』

　ああ、と正まさ純ずみは内ない心しんで頷うなずいた。同じことを考えていたな、と。

　それは、

　……保ほ存ぞん加工した肉を、加工者と国の間で売買すればいい。

・○べ屋：『要するに、肉を買い叩たたいた分、本来の予算は大幅に浮いてるのね。だから、一般家庭で備蓄加工したお肉を、不要であるならば国が買い戻すようにするの。

　買い上げ予算は買い叩いた分の差さ額がくがあるし、戦争直前の時期に、一般家庭へお金を渡すことが出来る。……まあ、戦前の物資は絞しぼられてるけど、士し気きは変わるよね』

　ならば、見えてきたものがある。

・○べ屋：『つまり、英国の戦せん略りやくは、この〝一週間〟が基準。英国側としては、現在、武蔵むさしの中にある賞味期き限げん二週間の肉に対し、その貿易開始を、更さらに一週間遅おくらせたいのね。

　一ヶ月分を一週間で消費となると、四倍量りようの肉が流れることになるから、価か値ちは四分の一まで暴落するから、英国としては安く買えるの。

　だから、向こうは一週間後からの貿易を開始出来ればベスト』

　でもまあ、と彼女はタイプして、

・○べ屋：『勿もち論ろん、一週間で加工出来るとか、そのあたりの情報を向こうは今回の話し合いに出してこないよ。それを前ぜん提ていにしたら賞味期限切れによる供きよう給きゆう過多になることを理由に買い叩けないから。だから表おもて向むきは普通の一般流通用の肉として仕入れるわけ。

　そして、こっちもそれを理解の上で、明日からにでも貿易を開始出来るようにして、二週間をキープしたいのね』

・銀　狼：『ですが、二週間でも価か値ちが半はん減げんですのよね？　それでは貿易を取り下げると言ったわけですが、どうなさいますの？　今のままでは貿易が出来ませんわよ？』

　そのために、とハイディがタイプした。彼女は、横のベルトーニにデータをまとめた表示枠を見せながら、

・○べ屋：『シロ君、アイデアまとめて来たものね』
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　アイデア？　と疑問するこちらの横で、ベルトーニが口を開いた。いつもの低い声で、武蔵むさしの商人が言い出すのは、

「武蔵としても、やはり英国の危き難なんを救いたいとは思う。

　しかし聖せい連れんに睨にらまれないようにする必要があるな」

「そのような方法がありますか？」

　ハワードの問いに、ベルトーニが腕を組んで首を下に振った。

「聖連に文もん句くを言わせることなく、英国に迷めい惑わくを掛けぬまま、貿易する方法がある」

　それは、

「武蔵と英国が、英国の領りよう域いき内にて、英国と合同の春しゆん期き学園祭を行うことだ」
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　春期学園祭。

「それは──」

　ハワードの声に、ベルトーニがもはや頷うなずきもせず、淡たん々たんと告げた。正まさ純ずみの耳が聞くのは、用意しておいた言葉をただ置いていくような口く調ちようで、

「それは、欧おう州しゆうがメイデーなどを持ち、アジアでも春の節せつ句くなどとして行われる、風ふう習しゆうとしての歴史再さい現げんの解かい釈しやくだ。各国の出身者が多い武蔵では、それらの祭を個々の住人が行う一方で、皆の祭としては〝学校行ぎよう事じ〟としてまとめて執とり行うことが多い。

　そして武蔵はこのところ、忙しくてそのようなことをする暇ひまがなくてな、メインは端たん午ごの節句代わりとなる春期学園祭が、手つかずで残っている。

　ならば出来る。

　内容は、春期の場合、各委員、部ぶ活かつ団体の出で店みせと研究発表だ。

　──武蔵は、明日から二週間、合ごう同どう春期学園祭の準備と開かい催さいを行おうかと考えている。その間、英国側からの来訪者を迎え入れるのは構わない。

　そして合同とするために、英国側でも、祭を執とり行っていただきたい。

　そうすれば──」

　改めて、ベルトーニはハワードを見た。

「武蔵生徒会の屋や台たいでは、肉などに限らず多種の貿易品ひん目もくを取り扱うようにしよう。買い取りも含めて、な」

　成なる程ほど、と正純は思った。

　……祭となると、食料の消費は増え、副ふく次じ的な経済効こう果かもあるな。

・○べ屋：『祭期間中は毎晩景けい気きづけで宴えん会かい状態出来るし、準備なんかでも人が多く働くしね。準備も含めた期間中に、屋や台たいや小売りで肉をある程度捌はいてしまいたいの。出来れば二倍消費。そうすれば祭期間中の二週間で、本ほん来らい市場に出すべき一ヶ月分を捌いたことになるでしょ？

　向こうが一週間で備び蓄ちく加か工こう出来ることを裏に秘めて交渉してくるなら、こっちは祭を利用して二倍消費を前ぜん提ていに交渉しちゃおうって話。本ほん音ねと建たて前のぶつけ合いだよね』

　とはいえ、実際に祭で二倍消費してしまえるならば、

　……そうなれば、肉の価か値ちは落ちないのか。

　供きよう給きゆう量が二倍になって価値が半はん減げんするのに対し、消費量を二倍にすればバランスがとれる。実際はそう簡単なものではないが、

・○　画：『祭でいろいろ稼かせげば、十分な経済効こう果かだわ。補ほ塡てん出来るでしょうね』

　だが、とハワードが告げた。

「そんなことをしたら、聖せい連れんに睨にらまれるのでは？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──既すでに睨まれているのだ。私達が主導である以上、英国側は全てを私達に預けてしまえばいい。そして、校こう則そく法ほうに基づくならば、学校行事中の戦争行こう為いなどは中止されるべきものであり、不ふ可か侵しんだ。

　この合ごう同どう春しゆん期き学園祭は、春の祭ベルテインを行っていない武蔵むさしが主導として行うものであり、英国側に応じて頂きたいものである。

　なお、貿易品の多くは、準備段階から両国間かんで取り引きし、それは祭の際に後あと払ばらいすることで貿易期間の前まえ倒だおしを行いたい」

　ふむ、とハワードが頷うなずいた。そして彼は、しばらく沈ちん黙もくするが、

・俺　　：『おいおい勿もつ体たいぶってんなよオッサン。早くさっきみたいに鼻はな血ぢ出して頷うなずいちまえばハッピーだぜ？』

・ホラ子：『ほほう、鼻血を出すとトーリ様は幸福になるのですか。では遠えん慮りよ無く』

　遠くから、は、で始まる悲鳴が数度聞きこえてきたが、正純は無視した。

　……というかホライゾンも表示枠サインフレーム契けい約やくしてるのか。

・くろも：『ひめい？　ひめい？』

　……何かいろいろ混こん信しんしてきた──！

　ともあれ、またしばらくの間をもってから、ハワードが遂ついに頷いた。

「Ｔｅｓテスタメント．、──前倒し取引の証書が得られるならば」

　それは、武蔵と英国の貿易が行われるという合意をしようということだ。

　……貿易を行う道がついたのか。

　こちらの思いの先、ベルトーニが頷うなずきを見せた。彼はハワードに無表情な視線を向け、

「Ｊｕｄ．、それは用意しよう。しかし」

　しかし？　とハワードが問い返したとき、表示枠に文字が映った。

・○べ屋：『あ、ちょっとこれから多た忙ぼう入るね!?』

　言うなり、ハイディが自分の周囲に十数枚の表示枠サインフレームを展開する。

　同じようにハワードも、四角枠わく型の改派プロテスタント系けい表示枠を無数に展開。何だ何だと思っているこちらの視線の先で、双そう方ほう二人の商人は同時にこう言った。

「──祭と準備の期間を決めようか」
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　正まさ純ずみが先に聞いたのは、ハイディが送ってくる表示枠を見たベルトーニの声だった。彼は、ハワードに対して静かな口く調ちようで、

「二週間だ」

　それは、需じゆ要ようと供きよう給きゆうが二倍でバランスが取れたこちらにとって、ベストの日数だ。

・○べ屋：『利益率りつは二割だから、二週間の二割──、大だい体たい三日過ぎるくらいまでなら、貿ぼう易えき期間が縮んでも利益が出るのね。だから十一日までなら譲ゆずれるかな』

　だが、ハワードは当然という風ふうに首を横に振る。そして告げるのは、

「──三日」

・礼賛者：『肉の加か工こう日数を考えず、とにかく交こう渉しよう有利にするために短い日付で来ましたね』

　向こうも肉の保存加工に一週間は必要とする。が、先にそれを持ち出したら、交渉で導かれる日数は必ずそれ以上のものとなる。だから低く設定してきたわけだ。

　……意い外がいと無む茶ちやする相手だな。

　ベルトーニは差し引き三割、全体で五割の赤字となったら貿易を中止すると宣せん告こくした。だから七日以下での決けつ着ちやくはあり得ない。英国のベスト日数は八日だろう。

　それなのに前ぜん提てい崩くずしで三日から来た。

　卑ひ怯きようだ、という言い方も出来る。が、それを敢あえてやってくるのは、

　……英国の会計として、自信があるということか。

　しかし、ハワードが提てい示じした日数に、ベルトーニは表情を動かさず、首を横に振った。

「一週間と、準備に七日」

　ハワードが日数を短く切ってきたのに対し、こちらも日数を削けずらず、見方を変えて対応する。

　だが、やはり、ハワードも小さく首を横に振った。告げる言葉は、

「三日と、準備に一日」

　……へえ、先に一日譲ゆずりながら、敢あえて〝三日〟を基礎として押してくるか。

　三日というのはあり得ない。ブラフだ。だが、ブラフを崩くずさず、真実として扱う。ならば、

　……英国側が狙ねらう最終的合ごう意いは、やはり、〝三日と、準備などに五日日〟の合計八日間か。

　七日ではこちらが拒きよ否ひする。だからプラス一日の八日。

　今、英国は物ぶつ資しを必要としている。だが、英国の利益を重視する姿し勢せいは、絶対に譲らない。そういうことだ。そして、ブラフを押し通すことくらい出来ずにいて、何の英国か、と。

　しかし、ベルトーニが、ふむ、と一ひと息いきをついて、いきなりこう言った。

「一週間と、準備に五日」

　彼は、日数を一気に二日下げたのだ。
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　ほう、とハワードは、ベルトーニの申し出に眉まゆを動かした。

　……興きよう味み深い。

　一日単位で、何か条件なども出して交渉をしてくるのかと思っていた。だが、

　……何も無しに、いきなり二日も縮めましたか。

　武蔵むさし側に何か方ほう策さくがあるのかと疑ぎ念ねんもするが、しかし確かく証しようのない疑いは恐れを生むだけだ。ここはこちらのやり方を通すだけとして、しかし、

　……向こうの提てい示じ日数に対して、同等のものを出さねば。

「Ｔｅｓテスタメント．、──祭を三日と、準備に二日で」

　これでお互いが、二日分を譲ゆずったことになる。と、そう思った直後。

「イングランドからスコットランドなど他ブロックへの輸ゆ送そうは、武蔵の輸送艦かんが執とり行おう」

　ベルトーニの言葉に、ハワードは右の人ひと差さし指ゆびで軽くテーブルを叩たたいた。

　……成なる程ほど。日数を、金とは別の手段で買おうというのですね。

　だとすると先の二日分の譲じよう歩ほは、

　……この輸送も譲歩として重ねたとき、こちらが日数を大きく譲るかどうかの探りですか。

　こちらの賭かけ方を探るために、自分の持ち日数が多い内に譲ってくる。

　これは駆け引きです、とハワードは思う。日数と付ふ帯たい条件というカードを出しながら、貿ぼう易えき開始日時を目的の日付に近づけていく単純な駆け引きだ。

　こちらの目的日数は八日。今は五日を提示しているから、残りは三日分のカードと、付帯条件が掛かけ札ふだとなる。

　対し向こうの目的日数は損そん益えき分ぶん岐きラインとしておそらく十一日。しかしカードは十二枚に減少している。残りの掛かけ札ふだは一日分しかない。

　こちらがあと三日分の譲歩を出して八日にしても、向こうは九日になってしまって赤あか字じ突入だ。そしてお互いがこのまま譲じよう歩ほを出し合えば、八日か九日かで交こう渉しようすることになる。

　八日か九日か。

　……そこが勝負になりそうですね。

　そして向こうの、輸送艦の供出について、ハワードは思し案あんした。

　航こう空くう船せんは極きよく東とうの得意分ぶん野やだ。英国もIZUMOの関かん与よで技術を持つが、貿易における輸送艦の内容や操そう艦かん技術においては武蔵に劣る。だからハワードは、

「解わかりました。そちらにお任せ致します。陸りく港みなとは──」

「各地にあるIZUMOの商しよう館かんと倉庫を利用する。私の所有なのでな。輸ゆ送そう費はこちら持ちでいい。これもサービスの一いつ環かんだ」

　Ｔｅｓテスタメント．、とハワードは頷うなずいた。自分の所有する輸送業ぎよう社しやに扱わせるつもりだったが、費用が向こう持ちならば、こちらの準備費ひ用ようは全て自分の手元に返る。つまりは得だ。

　ゆえにこれを、向こうの付ふ帯たい条件と考え、カードを一枚譲ゆずる。

「では、祭に余よ裕ゆうが持てそうなので、……祭に三日と、準備に三日」

　……さて。

　ハワードはベルトーニの手を読む。

　現在向こうは十二日。譲じよう歩ほ出来る日数は一日。対するこちらは六日で、目標の八日には譲歩のカード二枚で届く。

　向こうは一枚しか余りがないため、こちらが二日譲歩すれば十日になってしまう。

　だが、不ふ意いにベルトーニがこう言った。

「祭に七日、準備に二日、合計九日でどうだろうか」

　一気に三日、詰めてきたのだ。





●






　ハワードは思った。割り切ってきたのか、と。

　向こうは十一日の損そん益えき分ぶん岐きラインにこだわらず、譲ってきた。祭の副ふく次じ収入で取り返すつもりでもあるのだろうか。ただ、今こちらに解わかることは、

　……お互いに三日の譲歩として、九日の決着をしたいらしいですね。

　だが、ハワードは乗らなかった。

　彼は、一つ咳せき払ばらいをして、

　……三日分の譲歩を相そう殺さいするために、こちらも少し条件を出しますか。

　では、とハワードは告げた。無ぶ難なんな、貿易に必要な条件を思し案あんし、

「準備や祭を負ふ担たん無く行えるように、英国の上陸許きよ可か範はん囲いを広げられるようにしましょう。

　第三階かい層そう、そして第二階層への武蔵住じゆう人にんの上陸……、この二つでどうでしょう」

　二つの付帯条件による準備や輸送の負担軽けい減げんで、武蔵側の三日分の譲歩の内、二日分を相殺。その上で、

「一日分を譲りまして、祭に三日と準備四日、七日ですが──」

　あとは、お互いが一日ずつ譲歩すれば、八日の合意でゴールだ。

　だからハワードは、余よ計けいな欲を出すことなく、こう言った。

「まあ、そちらが準備に時間を必要とされるかもしれませんし、一日分、譲歩致いたしましょう」

　一ひと息いきを入れ、肩をすくめて、

「──八日。その日数での合意を頂きたいのですが」
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「トーリ様、これ、状況的に申しまして借金ピンチではないでしょうか」

　甲かん板ぱん前部側がわのテラスで、ホライゾンが放つ問いかけに、トーリは首を傾かしげる。

「何で？」

　その疑問に、ホライゾンも首を傾げてみせる。二人はそれぞれ逆ぎやく方向に首を傾げ、

「状況的に見てそうではありませんか。向こうが勝かつ手てに交こう渉しようを打ち切って来ました」

「いや、だから、……それが何であの悪あく行ぎよう商しよう人にんのピンチになるんだよ」

　？　と更さらに首を傾げたホライゾンの肩に、トーリは手を置き、

「どういうことか知りたいか？　最善の判断として胸を揉もませてくれると解わかるぜ!?」

「それは奇き遇ぐうですね。打撃すれば解るという最さい善ぜんの判断がホライゾンにも御ご座ざいます」

　オーケーオーケー、とトーリが両手でホライゾンの振りかぶり姿し勢せいを制す。そして彼は、艦かん尾び側の交渉用テラスの方を顎あごでしゃくり、

「あそこにいるの、誰だれだと思う？」

「シロジロ・ベルトーニ様ですが？　対面には英国の会計、ハワード様が」

「ハワードってのは結けつ構こう出来るヤツだ。英国の威いを笠かさに着るだけじゃなくて、英国の威を汚けがさねえように堂どう々どうと勝負してきてやがるし、その一方で油ゆ断だんしねえ。

　まあ、俺にはよく解ってねえけど、ホライゾン、最善マニアのオメエがヤベえっていうならシロも相当ヤベえんだろ。──でもな？」

「でも？」

「シロだって、武蔵むさしの会計なんだよ。それも、俺のような〝不可能男インポツシブル〟とは違ってよ」

　トーリは小さく笑う。

「同じ会計だ。向こうに出来るこた、こっちにだって出来るんだぜ？　──最善好ずきのオメエが、〝向こうが結けつ構こうヤバいようです〟と言いたくなるようなことがな」
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　正まさ純ずみは、息を詰めて場を感じていた。

　現在、ハワードが一日分譲じよう歩ほの上で交渉の打ち切りを行ってきている。

　向こうの譲歩に対し、こちらの答えとなる譲歩は、

　……交渉の打ち切りを飲むということ。

　向こうが〝八日で充分〟と言った以上、日につ数すう譲歩はもう使えない。三日という数字から始めた向こうの術じゆつ中ちゆうに落ちたようなもので、

　……どうする!?

　ベルトーニの方を、見てはならない。それは向こうに、こちらが感じている不安をさらけ出すことだからだ。だから努めて無む表情に、正まさ純ずみは視線を落とし、エリマキを見る。すると、

・俺　　：『セージュン！　滑すべれ！　滑って時間稼かせげよ!!』

　あの野や郎ろう、今度ブチ殺してやろうか……!!

・あさま：『だ、駄だ目めですよ！　ここで滑らせたら、相手がコケる動きを利用して席を立ってしまうかもしれません！　そうなったら交こう渉しよう終わりですよ!?』

・ウキー：『ふうむ、浅あさ間まはよく解わかっておるなあ』

　あれ？　今、私、遠回しにイジメられてないかコレ!?　書き込めればなあ、と思うが、交渉中なので出来ても無理だろう。

　……ならばどうすべきか──。

　思った瞬しゆん間かんだ。不ふ意いに動きが生じた。左横よこのベルトーニが、いきなり立ち上がったのだ。

「……!?」

　無表情の彼の突とつ然ぜんの動作に、ハワードもジョンソンも反応が遅れた。ただ、ウオルシンガムが背に浮いた己おのれの操作器ハンドルを動かして身み構がまえるが、右奥おくからの、

「──お待ちを」

　ミトツダイラの声と、鎖くさりの響ひびきに、果たして護ご衛えいの自じ動どう人形は動きを止めた。

　ただ無音となった中を、ベルトーニが行く。彼はテーブルの横を周り、ハワードの右に至ると、そしてそのまま身を軽く跳ばした。

　宙で決めるのは、高度のあるトリプルアクセルで、そしてそのまま、

「その日数では無理ゆえ、御ご譲じよう歩ほを──！」

　ベルトーニは宙で姿し勢せいを整え、着地のままに土ど下げ座ざした。
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　正純は、叫びそうになった口を横に結んで堪こらえ、言葉を胃に飲み込んだ。

　……えええええ!?

・○べ屋：『やっだもうシロ君、トリプルアクセル土下座なんて！　中ちゆう等とう部ぶのときのインターハイでキメて以来なのに、私の見てないところで練習してたのね!?　もう惚ほれ直し──！』

　いいんだろうか、と思いつつ前を見れば、見れば、ハワードの表情が変わっている。

　彼は眉まゆの間に皺しわを作り、奥おく歯ばを嚙かみ、額ひたいに汗すら浮かべている。

　そんなハワードの視線の先を見れば、土下座のベルトーニのついた手て指ゆびの間には、いつの間にか風ふ呂ろ敷しき包みの菓か子し箱があり、頭より上に掲かかげられている。

　……い、いつの間に……！
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　ハワードは、横のジョンソンが己おのれを窺うかがおうとするのを手で制した。

　動どう揺ようを悟さとられてはならない。が、

　……見事です……！

　極きよく東とうの制服は袖そでや裾すそが長いのが特とく徴ちようだ。横スピンの空中回かい転てんではそれらが巻かれることになるし、着地が乱れやすい。が、この男は、裾をしっかり左右と後ろに伸ばし、更さらには着地の時に音すらしなかった。

　本ほん場ばだ、とハワードは思った。〟極東の商人の必ひつ殺さつ技はDOGEZAという、そんな聖せい譜ふ記き述じゆつの再現を確実絶ぜつ対たいにこなすため、極東の商人達たちは日々練習を欠かさないという。

　屈くつ伸しん運動で身を縮めるため、全ぜん身しん運動かつ無む酸さん素そ運動となるDOGEZAをこなすには、毎日五百本三セット以上の鍛たん錬れんが必要だ。英国でもDOGEZAは対たい極東商人の必ひつ修しゆうとなっているが、いつ如い何かなる時でも行えるよう、左右DOGEZA、振り向きDOGEZA、歩きDOGEZAや立ちDOGEZA、めくりDOGEZAなどの技がある。が、

　……見事……！

　本場の前では、己おのれの自惚うぬぼれなど児じ戯ぎにすら至らない。極東の舞ぶ踊ようには空中にて正せい座ざして着地に至る技があるが、その応用だろう。

　更さらにはこの若い商人は、菓子まで出してきた。そうなると応えざるを得ない。何な故ぜならば、

　……この会談、開始のために、私もDOGEZAしたからです……！

　相手に対し、こちらのDOGEZAで会談の開始という譲じよう歩ほをさせたのだ。

　ならば、ここで相手のDOGEZAに対し、こちらも譲歩で答えねばならない。彼のDOGEZAに答えねば、自分のDOGEZAが単なるファッションだということになる。英国代表の商人として、そのようなことは出来ようも無い。ゆえに、

「面おもてを上げて下さい」

　しかし、相手は上げない。だが、それすらも、

　……見事！

　DOGEZAとは、赦ゆるしによって崩していいものではない。交渉の技能の一つとして、相手の譲歩があるまで絶対に動かないという究きゆう極きよくの技だ。それは座ざ礼れいであると同時に、鍛きたえた身体からだによってどのような攻こう撃げきや撤てつ去きよによってもその場から離れないための技術であり、罵ば詈り雑ぞう言ごんも頭上を通過させるという究きゆう極きよくの防ぼう御ぎよでもある。

　だからハワードは、一度奥おく歯ばを嚙かみ、

「準備に、時間が必要ですか」

　応じる声は、ない。ゆえにハワードは息を吸い、菓子箱ばこを受け取り、

「──九日、祭に三日、準備に六日で如何いかがでしょうか？」
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　東あずまは、はっとした顔でヨシナオとオリオトライを見た。

「土ど下げ座ざって凄すごいんですね先生！」

「素人しろうとが真ま似ねしちゃ駄だ目めよ？」

　だけど、とオリオトライは肩をすくめて言った。

「九日？　……まだまだでしょ、それじゃあ。先生、交こう渉しよう系けいは専門じゃないけど、ちゃんとこう教えている筈はずよ。──中ちゆう途と半はん端ぱはするな、って」
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「Ｊｕｄジヤツジ．」

　ベルトーニが身を上げ、ハワードに一礼する。

　それを見る正まさ純ずみの視し界かいの中、彼はゆっくりと自分の席に戻ってくる。その表情はいつも通りに無表情で、涼すずしさすら感じる。

　彼は、席につき、テーブルに両の手をついた。テーブルについた手を広げているのは交渉の余よ地ち有りの示しなんだっけか、と正純が思っていると、ベルトーニがまた頭を軽く下げた。

「準備期間に日を頂く譲じよう歩ほ。有り難がたいことだ」

「Ｔｅｓテスタメント．、……こちらとしても対たい西せい戦を控えた手て前まえ、あまり時間は掛けたくないのです」

　ハワードの声には、色がない。交渉の際に、感情を気け取どられないようにするという、商人としての必ひつ須すのスキルで、それは自分達政治系の戦種スタイルも持つものだ。

　が、それゆえに、向こうの内ない心しんの予測もつく。

　……怒り狂っているだろうな。

　八日という予定で、ここに望んだ筈はずだ。それが一日を追加された。恐らく、誤ご差さ範はん囲いではあろうが、彼が追い落とそうとする商人達にとっては攻こう撃げき材料だ。更さらにはその九日目めを譲じよう歩ほした理由というのが、

　……極きよく東とう側への理解を示すために、先に放った土下座だ。

　あれさえなければ、八日目は失われなかった。ハワードの失しつ策さくだ。

　怒りは、己おのれへの憤いきどおりであり、だからこそ簡単に消えるものではない。誰だれかのせいにすることも出来ず、燻くすぶるだけだ。

　だが、と正純は思う。この英国の商人は、愚おろかではない、と。

　先に八日での交渉打ち切りを優先したように、この商人は不ふ必要な賭かけを好まない。誇り高い一方で、手堅く、行けると思わなければ踏み込まない商人だ。戦せん術じゆつは先に立て、それ以上のことをしない。三日という数字を先に提てい示じしたのは、そういう戦術観かんの表れだ。

　対し、そのハワードを相手に、ベルトーニは未だに〝交渉の余よ地ちあり〟というスタイルをとっている。ならば、それはもっと有利な日数を得ようとしているということで、しかし、

　……この商人を、これ以上、どうやって勝負に引きずり込む？

　今だって、ハワードは、

「では、九日と言うことで、日数交こう渉しようは打ち切りに──」

　切ろうとする。が、正まさ純ずみは聞いた。それは隣となりのベルトーニが、両の手を軽く挙げ、

「九日ですか」

　うむ、とベルトーニが頷うなずいた。そして、彼は不ふ意いに、

「────」

　笑えみを見せたのだ。
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　正純の視し界かいにあるのは、ベルトーニが作る微笑。目を弓にして、歯を浅く見せた笑みだ。涼すずしげ、と感じる表情だが、

「……！」

　彼らの背後にいるウオルシンガムが、両の腕を身み構がまえる。

　そして、何かを察したハワードが、息を吸う。

　対するベルトーニが、上げていた両腕をそのままに、

「いや、見事な交渉でした。完敗です。ゆえに、私共はサービスで追加譲じよう歩ほをしたい」

「お断りする！」

　ハワードが、初めて大声を上げた。

「──交渉は終わった筈はずです!!」

「いえ、──私は完敗だと、そう言っただけです。

　私共どもは、まだハワード卿きようの交渉打ち切りに同意しておらず、交渉を終えていません。

　何な故ぜならば、極きよく東とうの商人は万ばん全ぜんのアフターケアを交渉内で行うからです」

「……それは？」

　警けい戒かい心を抑えめに、表側から消していくハワードに対し、ベルトーニはこう言った。

「御ご安心を。これは交渉内ですが、そちらへの譲歩を要求しないものです。

　ゆえに、サービスなのです。サービス。それも無む償しようのサービスです」

　ベルトーニが、交渉で丁てい寧ねい語ごを使っているのを、正純は初めて聞いた。

　気付けばハイディが手の動きを止めている。

　しかし彼女の頰ほおは緩ゆるみ掛けていて、

　……楽しんでいるのか。

　だが、と正純は心の中に言葉を置いた。無償のサービスでは、向こうに譲歩をさせることは出来ないのだ、と。

　……それでいて、どうやってこれ以上、日数を追加させる？

　その疑問に答えるように、ベルトーニが軽く息を吸い、笑みで口を開いた。

「いろいろ、この交渉で、私共は賢さかしらなことを言いました。ハワード様には多様な御ご負ふ担たんをおかけしたと思います。その反省として、貿易期間ですが──」

　サービスが放たれる。それは、

「──全部ひっくるめてそちらが最初に言ったように三日にしましょう。うん、それがいい」
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　三日。

　それがいいとまで言ったベルトーニの言葉が行く先、ハワードを正まさ純ずみは見た。視線の先にいる商人は、無む表情で、しかし、一つの変化を持っていた。

　顔面の色が、肌はだ色いろから赤に、そしてどす黒く変わっていくのだ。

　そして額ひたいや首くび筋すじに青あお筋すじが立ち、不ふ意いに、

「────」

　ハワードが鼻を摘つまんだ瞬しゆん間かん。繊せん維い質が断だん裂れつするような音とともに、

「……！」

　ハワードの両の耳から血がビームのように噴ふき出た。
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「わああああああっ!!」

　思わず椅い子すを蹴けって退たい避ひした正純だが、

　……あれ？　こっちには飛んでこないか。

　思った通り、横のジョンソンの方が椅子を後ろに倒して退避していた。彼は、がくがく震えているハワードを指さし、ウオルシンガムに、

「Mate!　──止し血けつを！　止血を！　耳を塞ふさぐんだ！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいたウオルシンガムは、ハワードの後ろに回ると、両の平ひら手てでハワードの頭を挟み込むように打撃した。快音が重なって響ひびき、ハワードの動きが完全に止まり、

・ノリキ：『脳のう震しん盪とうだな』

・貧従士：『その自じ動どう人形の人、さっきから危険技わざしか使ってないですよねー』

　だが、ややあってから、椅子にぐったりしたハワードが、

「く……！　身、身は動かせないが失礼します！　で、ええと」

　わずかに呂ろ律れつが回っていない声で、彼は言う。

「三日!?」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたベルトーニの顔には、もはや笑えみがない。彼はいつもの無む表情で、

「私共どもの反省の証あかしとして、最大の譲じよう歩ほをサービスとして行う。それだけだ」

「ま、待って頂きたい」

「何か？　まさか、……三日では、祭の準備も開かい催さいも出来ないというわけではないだろう？　先にそちらが提てい言げんしたことで、こちらはそれに乗っているだけなのだから」

　……これは──。

　ブラフの逆用だ。最終的に八日で交こう渉しようを終えるため、ハワードは三日目をスタートラインとするブラフを用い、それを押し通そうとした。

　英国では、一週間あれば仕入れ肉の保ほ存ぞん加か工こうが出来るという情報がある。だが、もし、三日になったらどうなるか。

　……英国は、三日分の作業で作った保存肉にくしか手に入らないことになる。

　英国は、一週間で一ヶ月分の肉を加工出来る。が、三日では、その七分の三量しか、加工出来ないのだ。２０００トンの内、七分の四は英国内でゴミとなる。

・あずま：『約、……１１４３トンくらいの生ゴミが生まれるよ??」

　正まさ純ずみは政治系けいであるため、ゴミの排はい出しゆつ量なども知っている。武蔵むさしにおける一般家庭一いつ戸こあたり、毎日の生ゴミ排出量は、

　……７００グラムから、１キロの間だったか。

　１キロと見積もったとしても、１１４３０００家庭分ぶんの生ゴミが出る。

　イングランド、倫敦ロンドンの人口は二〇万人強きようと言われる。その人口が出す量の五倍強の生ゴミがいきなり発生することになる。処理など仕切れるわけがない。だが、

「三日。──Ｊｕｄジヤツジ．、そちらの要求に全面に従おう」

　これはブラフのマジ返しだな、と正純は考える。もし三日になったら、一ヶ月分ぶん量りようの肉の価か値ちは通常で十分の一。二倍消費でも五分の一の一にまで落ちる。だが、

「こちらも覚かく悟ごを決めた。それだけ理解しておいて頂ければいい」

　死なば諸もろとも。そういうことだ。

・○　画：『でも、先にこの逆ギレ譲じよう歩ほしなかったのは何な故ぜ？』

・○べ屋：『向こうの譲歩における付ふ帯たい条件引き出したかったから。さっき、輸ゆ送そうをこちらで押さえて、上陸許きよ可かまで貰もらえたでしょ？　いきなり逆ギレたらそういうの無しだし、この二つがあれば英国の大だい部分に私達は行けるよね。そのあとでハワード卿きようが交渉打ち切りを示してきたから、正直ぎりぎりのタイミングだったけど』

　世せ話わを掛けた、と正純は思った。

　輸送や上陸の手て配はいなど、どちらかといえば政治関係である自分がすべきことだ。だが、この武蔵の商人コンビは、

　……自分達で出来る最大利益を求めるのか。

　何となく、二人の商売観かんが解わかった気がする。

　彼らは、ハワードのような英国を代表する富ふ豪ごうではない。武蔵という、各国出身の商人達が、限られた狭いパイを食い合っている中にいる若わか手て商人だ。

　貪どん欲よくでしたたかに、そして相手を利用してでも強ごう引いんに利益を得に行く。

　ハワードのブラフを利用したのも、そういう気き質しつゆえだろう。

　対するハワードは、ベルトーニ達の掛けたブラフ返しを解かい除じよせねばならない。それは、彼がもう一度交こう渉しようのテーブルにつくということだ。

　……逃げられないから、そうするしかない。

　何な故ぜならば、もし〝三日〟を飲めば、英国に莫ばく大だいなゴミが生まれることになる。

　それは、英国や、市民全体に迷めい惑わくが掛かるということであり、商人が自分の不ふ始し末まつを英国と市民に被かぶせたということになる。

　ハワードという男は、そういう逃げをしない男だろうと、正まさ純ずみは思う。そんな人間が、英国代表の会計の座を信頼されて任される訳わけがないだろう、とも。

　己おのれの責任は己で払い、そして、それを苦ともしない底力を持つからこその大だい商人だ。

　その定てい義ぎを示すように、ハワードが右の手を軽く挙げた。

「Ｔｅｓテスタメント．、了りよう承しようしました。そちらのサービス、有り難がたく受け取りたい。──ですが」

　彼は、一つ頷うなずき、こう言った。

「いろいろな負ふ担たんを受けている極きよく東とう武蔵むさしに、それ以上の負担を与えることを、我らが偉い大だいなる英国と、温おん情じようある妖よう精せい女王と、その下僕しもべである〝女王の盾符トランプ〟は望みません。ゆえに……」

　ゆえに、

「武蔵を理解し、余よ裕ゆうをもって作さ業ぎよう頂くために、──祭を五日、準備を四日では？」
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　合計九日という提てい示じ。それに対する反応を、腿ももの上のエリマキが見せた。

・銀　狼：『三さん文もん芝しば居いとたった一日プラスで、……三日というブラフ返しを無しにしろと？』

　応じるように、ベルトーニが告げた。

「祭は三日。準備は二日。……こちらとしては三日で充分なので、余よ裕ゆうを持つにしても、このくらいで充分だと思うのだが」

　ベルトーニは、ブラフ返しを続行している。嚙かみ付いた相手を逃がさないつもりだ。

　彼の戦せん術じゆつは解わかる。

　向こうが一日譲じよう歩ほするにあたり、二日譲歩する。大きく譲歩しているようにみえて、こちらとしてはまだ五日分だ。七日に至るには二日分の譲歩を残しており、生ゴミはまだ二日分、六百トン弱じやく発生する。この生ゴミをゼロにするには、

「……十日。祭を六日。準備を四日。これで武蔵としては負ふ担たん無く作業出来ませんか？」

　ハワードの、少々トーンが落ちた声に、正まさ純ずみは内ない心しんで堅い唾つばを飲んだ。何な故ぜなら、感情を見せないことが基本の交渉において、声のトーンを露あらわにしたと言うことは、

・○べ屋：『交渉の完全撤てつ廃ぱいを匂におわせてるよね。つまり、こっちが最初に見せたのと同じで、向こうも〝損が大きい〟と思ったら、この交渉を無しにする気だぞ、と、そういうことを態度で匂におわせてきたわけ』

　ならば、ここが引き時だと、正まさ純ずみが思った時だ。

　ベルトーニがあっさりとこう言った。

「休日を挟んでいないな。Tsirhcツアーク 系けいでは必要以上の労働は悪あく徳とくだろう。

　──祭を六日。休日を一日、そして準備を四日。合計十一日でどうだ？」

　問いかけに、ハワードが沈ちん黙もくした。

　数すう呼吸。艦かんの外からの波音が聞こえてきて、更さらに幾いくつかの息を過ぎ、しかしハワードが、意を決したように押し殺した声で、

「Te──」

「もう一声」

　平然とベルトーニが言った。そしてハワードが、はっとして、言われた言葉の意味に気付き、眉まゆを浅く立てた。

　英国の商人は口を開き、

「──！」

　何かを言おうとした瞬しゆん間かん。先と同どう様ように、その言葉を奪うばう速度でベルトーニが台詞せりふを放った。だが、それはハワードに向けたものではなく、

「──向むか井い、聞いているか」
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　向井・鈴すず。目が見えない彼女を呼ぶという、その、いきなりの行為に、ハワードが意味を理解出来ずに言葉を失う。だが、正純は、

　……そういうことか！

　ようやく、という思いで、正純は、自分がこの席についている意味を悟さとった。

　だから、

「待て、ベルトーニ。──それはお前が決定すべきことじゃない」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では副ふく会長、頼む」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずいた正純は、何事かと訝いぶかしむハワードを無視して、ハイディの差し出してきた通つう神しん会話仕し様ようの表示枠サインフレームを見た。

　そこに映っているのは艦かん内ないの廊下の風景で、壁つきのベンチに座っている向井がいる。向井の隣となりには浅あさ間まがおり、彼女が映像を担当しているらしい。

　正純は一つ咳せき払ばらいしてから、

「さて向井、いきなりだが、落ち着いて聞いて欲しい」

　ん、と頷うなずいて身構えた向井に、正純は確かな口く調ちようで進しん言げんした。

「君を臨時の外がい交こう大たい使しとして、倫敦ロンドンに派遣する」
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　……え？

　鈴すずは、正まさ純ずみの言っている意味が、理解出来なかった。

　……外がい交こう、……大たい使し？

　政せい経けいの授業で聞いたことはある。確か、各国の政治面での代表として他国に派遣され、本国の代だい弁べん者となる者のことだ。歴史再さい現げんでは１４５５年にK.P.A.Italia内の都と市し国家ミラノが同国内の国家都市ジェノバに外交官を派遣したのが始まりで、

　……え？　それ、……私？

　交渉の内容は、浅あさ間ま達から伝でん聞ぶんされている。だが、

　……どうして？

「あ、あの……」

『表示枠サインフレームによる通つう神しんの自由と、──アデーレ、君を護ご衛えいにつける』

「え？　自分ですか？　え、ええと、あ、はいっ。Ｊｕｄジヤツジ．ですっ」

「ちょ、ちょっと、ま、待って……」

　鈴は、問いかけた。事態が早く進行していることを留めるように、

「ど、どうし、て……？　私、……やっ、かい？　はなれ……、いい？　そ、そのほう、が」

『それは──』

　正純の、戸と惑まどったような声が聞こえる。

　口く調ちようの揺れから、鈴は、自分の懸け念ねんが間違っていることを悟さとる。が、すまないことを言ってしまったと思うと同時に、それが、

　……いつも、気に掛けちゃって、いけないことだと思ってるけど。

　払ふつ拭しよくして欲しいと、思うことは甘えだろうか。

　だが、正純の、どう言おうかを迷っている吐と息いきが聞こえ、すぐに答えは来ない。が、

『おいおい、ベルさん、ベルさんよ！　──そのくらいにしといてやってくれよ』

　トーリの声が表示枠からいきなり聞こえてきた。鈴は思わず身を正し、

　……今の、嫌いやな子だと、思われないかな……。

『あれ？　ベルさん顔すげえ赤くね？　大だい丈じよう夫ぶかよ』

「だ、だ、だいじょぶっ。へーき。──な、何っ？」

『え？　ああ、ベルさんさあ、自分で気付いてねえようだけど、──ベルさんに問いつめられると、セージュンだって参っちまうんだぜ？　ほら、今、そうだったろ？』

「────」

　いいか？　と、トーリの前置きが聞こえる。

『俺らの中で、一番ハッキリもの言えて、頑がん固こで、それでもって、自分のこと大事にしてるのってベルさんだから』

「そ、そん、そんな、こと、な、ない」

　困る。どうしてこんなときに、突とつ然ぜん、褒ほめてくるのか。どこかに隠かくれてしまいたいと思うが、そんなことしたら大事な言葉が聞けなくなりそうで、ただ、

「ど、どうしたら、……い、の？」

『ああ、簡単だあ。──何かまあ、守しゆ銭せん奴どと貧ひん乳にゆう滑すべり女ががっ！　セ、セージュン！　オメエちょっと見ねえ間にコントロール良くなったじゃねえか！』

「だめ、ま、まさず、み」

　鈴すずは言った。

「ツッコミ、……ホライゾンの、し、仕事」
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　浅あさ間まは周囲の皆とともに俯うつむきながら、

　……正解のような、そうでもないような……。

　だが、トーリの言っている意味は何となく解わかりはする。シロジロが鈴の名を出そうとしたのも、正純が彼女を推おしたのも同じ理由だろう。それは、

　……駄だ目め、って即そく座ざに言えてしまう。

　いけないことと、良いことを、しっかり分けるのは誰だれにでも出来る。が、自分がそれに相あい対たいしたとき、妥だ協きようや言い訳わけ無しに言えるだろうかとも思う。無む論ろん、多くの人は、自分の大事なものを守るためには出来るかもしれないが、しかし鈴の場合は、

　……ホライゾンのことが言えるなんて。

　作文のときもそうだったが、ホライゾンを鈴は尊そん重ちようしている。トーリのことを好きだと言った鈴にとって、ホライゾンは微び妙みような位置づけの存在であっておかしくない。が、鈴は、ホライゾンのことを忘れておらず、彼女と自分の関係を昔のままに大事にしていた。

　ふらついていない。

　目が見えない彼女にとっては、ふらついていたら、誰かの助けは得られても、信用は得られないと、そういうことなのだろうか。視覚に頼らない分、彼女の判断は即そく座ざで、決断は常に自分の中から起こるもので、外に出ても減げん衰すいしない。だから、

『ベルさん、その調子でちょっと外がい交こう官かんやってくんねえかな。面めん倒どうなことや何するかは、セージュンとか守銭奴が教えてくれるだろうし。父とうちゃんや母かあちゃんには俺の方から連絡──、おいおいセージュン、お前からは絶対すんなとか言うなよ。大だい丈じよう夫ぶだよ、服着るって、大丈夫、ニー足袋ソツクスだけだけどな！

　で、ベルさん、良い部屋貰もらって、一いつ杯ぱい飯めし食って、広い風ふ呂ろ入って身が沈むようなベッドで豪ごう遊ゆうだぜ？　──大丈夫だよ、砲ほう撃げきあったらアデーレが守るから』

「──そんなアップダウン激しい外がい交こうありませんって！」

　思わず皆とツッコミを入れたが、傍かたわらの鈴すずは、まだ戸と惑まどいの口く調ちようで、こう言った。

「だ、だいじょう、……ぶ、かな」

『ああ、向むか井い、正まさ純ずみだ。──期間は二週間ほど。向こうでの自由は保ほ証しようする。数日過すぎると祭が行われることになっているが、それからはこちらからの行き来も頻ひん繁ぱんになるだろう』

「？　じゃ、じゃあ、……何、する、の？」

『外交官かんの仕事は二つある。

　一つは、私達と英国側の伝達を仲ちゆう介かいすること。

　もう一つは、……英国側が私達に判断を迫った場合、代理権けん限げんで応対することだ』

「そ、それ、それ……、って、……わ、わた、出来、重い……」

『ん？　あー、ベルさん、あんま深く考えなくて大だい丈じよう夫ぶだよ。チョロいチョロい』

「そう、……なの？」

　ああ、とトーリの声が答えた。

『ベルさん、俺達の〝いつものまま〟の味方だから。だから、そうじゃないと少しでも思うなら、駄だ目めって言って、絶ぜつ対たい大丈夫だと思ったら、頷うなずけばいいんだよ』

「そう、なの？　ホント、……そ、そう、なの？　それだけで、いいの？」

　……それが一番難むずかしいことなのに、〝それだけで〟って言えるんだものなあ。

　人じん徳とくですね、と浅あさ間まは思う。ヨゴレ系けいクラスの中に、よくぞいて下さいます。と浅間は何な故ぜか丁てい寧ねい語ごでそう思う。この娘こをヨゴそうとする鬼き畜ちくがいたらズドンしよう、とも。

　そして鈴の問いかけに、トーリが応じて答えていく。

『いやさ、俺がベルさんに頼んでるってことは、ベルさんのそれがいいってことだぜ？』

「そう……、なん、……だ」

　じゃあ、と鈴が言った。

「やる、ね」

　ん、と自分に念を押すように言った鈴の肩を、浅間は自分の服の袖そでを摺すり鳴らしてから軽く抱く。頑がん張ばって、という意志を身を寄せる力と熱で伝えると、確かに鈴は頷いた。

「みな、……迎え、き、来て、ね？」

　ああ、とトーリを始め、皆が頷いた。と、喜き美みの声が表示枠サインフレームから響ひびいた。

『鈴は表示枠の契けい約やくしてないでしょ？　浅間、簡かん易い契約やっときなさい。

　あと、アデーレは旧派カトリツクだけど、神しん道とうの表示枠の使い方を軽く教えときなさいな。何かあったらアデーレの方が操そう作さは早いから』

　それと、と更さらに追加で喜美が言った。声ではなく、通つう神しん文ぶんで。

『アデーレが言ってたけど、鈴が英国来てから変な音聞いてるらしいわね。工事だか鐘かねの音だか。時とき折おり上の方、倫敦ロンドン塔とうの方から響ひびいてくるなら、鈴に直接行かせる意味があるわ』

『……何かあると、そう思うんですか？』

『どうかしら。ただ、その音が何であるか。鈴は音関かん係けいについては詳しいのよ？　それが違い和わ感かんや疑問を持ったということは、武蔵むさしの日常とかで聞こえない、何かがあるんだと思うわ。

　──英国も末まつ世せや対たい西せい戦でいろいろ仕込んでるだろうし、もしそういうものに当たるなら、意味があるってことでしょ』
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　成なる程ほど、と頷うなずく浅あさ間まに会え釈しやくを返し、正まさ純ずみはハワードに顔を向けた。

　……向むか井いの音の件は、英国側から今まで聞いた話では該がい当とうするものがないな。

　軽い折せつ衝しようなどあったが、そのような話題はない。しかし向井の耳に勘かん違ちがいはないのだから、

　……向井本ほん人にんに調べて貰もらうことになるか。

　外がい交こう官かんの多くは諜ちよう報ほう員いんでもある。その事実を思い、正純はハワードに告げる。

「──外交官の派遣について、こちらに異い論ろんはない。英国側としても、極きよく東とう武蔵の住人との国交の証あかしを英国内に持ち帰れるというのは、歴史には残らないまでも充分な業ぎよう績せきになると思われるが？　どうだろうか？」

　問いかけ、更さらに正純は告げる。

「向井の護ご衛えいに、──葵あおい、二ふた代よを出せるか？」

『え？　あ、余よ裕ゆう余裕』

『？　拙せつ者しやで御ご座ざるか？　拙者、現在カレーの摂せつ取しゆ中で御座るが』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷いた。

「明日あした以降の話だ。なにしろアデーレ・バルフェットは防ぼう御ぎよ派で、更さらには六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの家か系けいだ。人ひと質じちのようにもなる外交官を守る役として適てき任にんだが、向井共とも々ども、役やく職しよくに就ついていない。

　──ここから数日、武蔵は祭の準備で生徒会や文化系けいの仕事ばかりになるので、護衛に出すには総そう長ちよう連れん合ごうからになる。しかしミトツダイラは六護式仏蘭西の出身なので英国側を警けい戒かいさせる。直なお政まさは地じ摺ずり朱雀すざくがまだ修理されていない。クロスユナイトはホモで忙しいし、M.H.R.R.神聖ローマ帝国出身の魔女テクノヘクセン二人を乗り込ませるわけにもいかんだろう。ならばお前だ、二代」

「正純、今、途と中ちゆうで変なのが一つ混じった気がするんだけどな」

　気にするな。

「ともあれどうだ二代、お前が行けば、向井には武蔵最高の防御と攻こう撃げきがついていくことになる。そして向井の言げん動どうにはお前の威い光こうがつく。──彼女は武蔵の外交官だ。意味が解わかるな？」

『Ｊｕｄ．。つまり、武蔵アリアダスト学がく院いんのみならず、極東の代理人、それは……、極東の主あるじとなられる姫ひめホライゾン様の代理人に御ご座ざるな。

　Ｊｕｄ．、了りよう解かいに御座る。──向井様、そうお仕えいたそう』

　彼女の言葉に、横のベルトーニが頷いた。彼は、浅く手を広げ、

「人ひと質じちとして考えるならば、見事な成果だろう？　武蔵むさしから、最高の防ぼう御ぎよと攻こう撃げきを引きはがせるのだから。──爆ばく弾だんを抱え込むことにもなるがな。だが、商人としてみれば、これをどう成果として喧けん伝でんするかを考えるのもまた楽しいことだ。違うか？」

「──Ｔｅｓテスタメント．。素す晴ばらしい。では、……祭を七日日、間に休日を一日、準備を……、そうですね、ここまで来たら五日の十三日で。それで決定合ごう意いと致しましょう」

　ただ、とハワードが肩をすくめた。

「これだけ大きく譲じよう歩ほいたしますと、他の商人達からも横よこ槍やりなど激しいかと思います。出来ればこの貿易、英国側の方は私を全ぜん権けん責任者としたいのですが、いいでしょうか」

「つまり、武蔵側からも、ハワード卿きようを通すのでなければ英国との貿易はしないと、そういう証しよう文もんを出して欲しいと？」

　Ｔｅｓ．、とハワードが頷うなずいた。

「そちらからの要望であれば、他の商人達を抑え込む言い訳わけにもなりますからね。手数料など頂かないようにすれば、それだけで恩おんを売れますので」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ではそのようにしよう」

　と頷いたベルトーニが、手の平に証しよう印いんを描いた表示枠サインフレームを出す。すると、ハワードが苦く笑しようの顔で、しかし手を差し伸べてきた。見れば表情を崩した彼の握あく手しゆは、ベルトーニ同様に手の平に証印の表示枠を浮かべている。それは、

　……交渉の終わりか。

　対するベルトーニもテーブル越しに彼の手を取り、握手した。同時。


『承しよう認にん：全ぜん教きよ譜うふ共通証印：内容・極東、英国、公式通つう商しよう会談・双そう方ほう管理に送付：──確認』



　両者の手の平から、光の破は片へんが散った。その散らばりが落ちるのに応じるようにして、二人の商人が席を立つ。そしてハイディも立ち上がりながら、

・○べ屋：『あーあ、輸ゆ送そう艦かんこっち持ちかあ。確かに輸送艦群ぐんは最近動うごいてないから燃料とか余ってるけど、まあ、説得も仕事の内かな』

　そんな彼女の思いに気付いてか、ハワードが握手をほどき、では、と言う。

「外がい交こう官かんの迎えには、明日の早朝に馬車を送ります。

　そして近日中に、おそらくそちらの代表を我々の〝王おう宮きゆう〟に招き、宴うたげの後に今後についての会議を設けることになるでしょう。おそらくは祭の初日、夕ゆう刻こく以降にでも」

「Ｊｕｄ．、そうしていただけると有あり難がたい。──この情報は無料か？」

「Ｔｅｓ．、無む償しようのサービスで御ご座ざいます。──では」

　と、ハワードは深く頭を下げ、こういった。

「整理期間を一日おいて、合計十三日間の準備と祭。その後の宴と会議も含め、……いい御ご商売と結果を」
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　夕暮れの空に青黒の透すき通りが重なっていく。

　空に浮かぶ、夕の雲くも群むれと並んでいる八艦かんの船は、そのあちこちから西風のすれ違いを薄うす雲ぐものたなびきとして表現している。

　八艦、総そう全長八キロ弱となる武蔵むさしは、己おのれの五倍ほどの距離を置いて英国に背を向けている。各かく艦かんは左右舷げんの三艦ずつが扇おうぎ状じように隊列を組み、中央の二艦は上下に一艦分の差を持ちつつも、ゆっくりと前後艦の高さを入れ替えている。

　行うのは、輸ゆ送そう艦の接せつ舷げんと、貨か物もつの搭とう載さい。そして武蔵各艦間かんにおける貨物の循じゆん環かんだ。

　牽けん引いん帯たいや、それをループ化した循環牽引帯による運うん搬ぱんは勿もち論ろん、中央前後艦の上下運動を利用した輸送管による上下差運うん搬ぱんも行われている。

　艦内や艦上は人が行き来し、輸送貨物の大型木箱コンテナへ物ぶつ資しを積み込むのに大わらわだ。

　大型種しゆ族ぞく、獣じゆう人じん系の人にん足そくは力仕し事ごと担当として荷物を引いては押していき、有ゆう翼よくや飛行能力を持つ者達は各艦間の軽けい量りよう貨物を運び行く。

　そして神しん道とうを始めとする教きよう譜ふ関係者は、生徒会麾き下かの産業委員会流りゆう通つう係が監かん督とくする武蔵内艦かん港こう管理部と組んで膨ぼう大だいな量の通つう神しんを執とり行う。

　輸送艦は、どれも貨物を搭載したら武蔵各艦の内うち舷げんに接舷して停てい泊はくする。外の空に出ることは無い。それをするのは、

「明後日あさつてからの、春しゆん期き学園祭の準備、か」

　と、各地から響ひびく警けい報ほうや駆く動どう音、大気の唸うなりを見下ろすように、声が生まれた。その位置は現在上昇中の中央後こう艦かん・奥おく多た摩ま後部。武蔵アリアダスト学がく院いんの前の橋きよう上じようだ。

　橋から中央通りへと降りていく階段に、二つの影が座っている。一人は眼鏡めがねの少年、ネシンバラで、横に三人分ぶんの距離をとって座るのは、

「酒さか井い学長、明日からの準備しなくていいんですか？」
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　ネシンバラは酒井に問いかける。面めん倒どう見みのいい人だなあ、と思いつつ、

「明後日から武蔵と英国で春期学園祭とか、そんなことをオーゲザヴァラー君からの通つう神しん文ぶんで聞きましたけど、明日には武蔵の入にゆう港こう準備や、待たい機きしている輸送艦の英国上陸手て続つづきとか、いろいろありますよね？」

「いや、話聞いたら、貿易っても屋や台たいをカモフラにするらしいじゃない？

　この場合さ、俺、向こうの産業委員会の取引係のとこ行って貿易中止の説明しないといけないんだけど、どんな言い訳わけすりゃあいいんだろうね」

「一いつ身しん上じようの都つ合ごうにより、とか書いたらどうですか。どうせ向こうも口くち裏うら合わせてるわけだし」

　そうだねえ、と口に火をつけていない煙管きせるをくわえる酒さか井いに、ネシンバラは、

「しかし、……何でここに？」

「いや、トゥーサン、お前さんがいたからね。真ま喜き子こ君から頼まれてんの、お前さんのこと」

「は？　何て？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──放置しといて下さいって」

　へえー、と口の両りよう端はしを外に広げて半はん目めになったネシンバラは、

　……いろいろ破は綻たんした大人おとな達ばかりだよなあ……。

　と思う横。しかし酒井が口くち端はを上に上げた顔で言う。

「でもね？　おじさん、歳とし食くうともう照れとかほとんど無くなっちゃって。嫌きらわれたりすることとかあんまし気にならなくなってるから、聞いてみたいことがあるわけだよね」

「……三征西班牙トレス・エスパニアでの昔のことなら、別にナルゼ君なんかにも話しましたけど？」

「そうじゃなくてさ。あれだよ。あれ。──二に境きよう紋もん」

　ネシンバラは己おのれの表情の変化を悟さとった。南の空を見る逆ぎやつ光こうの酒井に視線を向け、

「──とりあえず、三み河かわ戦の後に言われた通り、いろいろと武蔵むさし内の情報を調べたり、それらの整理を行ってみました」

「どんな感じ？」

　問われ、ネシンバラは首を横に振る。

「三十年ほど前から発生していると言うことと、各国に分布していると言うこと、そして、これはどうにも定かではないのですが……」

「言ってみて決めようよ。あ、俺の側からだと、聞いてみて決めるからさ、ね？」

　Ｊｕｄ．、とネシンバラは頷うなずき、迷いの言葉をこう言った。

「明確ではないんですが、二境紋と密みつ接せつな関係にある〝公こう主しゆ隠かくし〟は、パターンともいえるものを持っています」

「それは？」

　Ｊｕｄ．、とネシンバラはもう一度告げ、己の調べた結果から得た予測を言う。

「恐らく、──襲しゆう名めい者、もしくはその近くにいる者だけが〝公主隠し〟に遭あいます」
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「まだ、明確には言えません。たとえば副ふく会長の本ほん多だ君の母親は、本多君もその父も襲名をしていませんから。だから、例外ともいえるパターンも存在するんですが……」

　ネシンバラは、右腕を掲かかげた。表示枠サインフレームを出し、右腕に巻かれた包ほう帯たいからマクベスがわき出ていないのを確認すると、自分所しよ有ゆうの情報領域データバンクから一つの図を出す。

　それは幾いくつもの長方形が線で上から下へと結ばれたもので、覗のぞき込んだ酒井が、

「系けい統とう図ずかい？　これ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、各国の生徒会、総そう長ちよう連れん合ごうを中心とした襲しゆう名めい者の系けい譜ふ図ずです。この中で、まだ完全に判はん別べつしたわけではないのですが、……姿を消しているとしか思えない人がいるんですよ」

「おっかないこと言うねえ。俺、最近そういうのに遭あってるんだけど」

「そのあたりも謎なぞなんですよね。酒さか井い学長、襲名者で、公こう主しゆ隠かくしを目もく撃げきしているのに、それから一ヶ月以上経たつ今でも消えてませんし」

「おいおい俺に消えて欲しいのかい。困るねえそりゃ。……しかし」

　と酒井が系譜図を見て、

「確かに、各国は、襲名者の引いん退たいなんかについて明確にしないときがあるよねえ。……明確にすることでつけ込まれたり、対たい抗こう襲名者を出されることもあるから、ビッグネームほどいつの間にかいなくなっていた、ってことになりやすいんだよね」

「井い伊い・直なお政まさ様も、そうでしたか？」

「そういやそうだね」

　酒井の言葉と苦く笑しようめいた表情に、ネシンバラは、すいません、と一度言う。が、酒井は苦笑を濃くしただけで、

「今の時点での個人的な見立ては？　どんな感じ？　聞いてみたいなあ、俺」

「Ｊｕｄ．、確かく証しようはありませんが、これが怪かい異いにしろ、人じん為い的なものにしろ、何らかの方向性のようなものを持っていると思います。襲名者と、その関係者、というような」

「トゥーサン」

「何です？」

　Ｊｕｄ．、と酒井は頷うなずき、系譜図を指で差す。そして、

「調べ続けてくれると、俺、嬉うれしいんだけどね。通神帯ネツトとか、あまり詳しくないし」

　そうですねえ、とネシンバラは苦笑する。頭上を、貨物を載せた輸ゆ送そう艦かんが多た摩まの方に行くのを見ながら、ネシンバラは右腕を掲かかげた。彼は包ほう帯たいに巻かれた右腕を、左の手で軽く叩たたき、

「でもまあ、──これがどうにかなってくれないと」
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　ネシンバラの右腕の包帯を見ながら、酒井は一ひと息いきを経て問いかけた。

「……その洒落しやれた呪のろいは、やっぱキツイわけ？」

　地じ味みにキツイですよ、とネシンバラは答える。

　……不ふ便べんと言うより、危険なんだよなあ。

「酒井学長、呪いって食らったことあります？」

「現げん役えき時代にはねえ。熱あつ田たの歌か唱しよう祓ばらいですぐ祓って貰もらったから二、三日酒が飲めなかっただけで済んだけどね。今いま風ふうのだと、どんなの？」

「王の害になることを、知らぬ内にやるんですよ」

　ネシンバラは肩をすくめる。

「通神帯ネツトを操そう作さしていると、気付かない内にマクベスの文字が展開していて、勝かつ手てに僕の背後から表示枠サインフレーム通じて通神帯に生徒会の情報とか流そうとするんです。他にも内部情報を通つう神しん文ぶんで外部に送ろうとしたり……」

「ウイルスみたいなもんかい？」

「通神帯に対してはそうですね。マクベスという存在を重ねた呪のろいなので、他のものにも対応してくるんですよ。……一番怖いのは授業中で、コークスペンをナイフで削けずろうとしたら、えらいことになりました」

　酒さか井いが首を前に傾かしげ、ややあってから、首の位置で手て指ゆびを横に引いてみせる。

「こんな感じ？　トーリに？」

「いや、投げて刺さす感じで。僕としてはペン先を削けずってる動きをしていたつもりなんですけど、気付いて止めてくれた本ほん多だ……、サムライ本多君の言に拠よると、指に刃はを挟んで投げるような感じだったって」

「ダ娘むすめ君くん、やるなあ。……他の人は気付いてた？」

　ネシンバラは首を横に振り掛け、

「──あ、オリオトライ先生が。ちょっと教きよう導どう院いん休みたいって相談に行ったら、ペンを指で挟んで〝これ？〟って聞かれたので」

　でもまあ、とネシンバラは吐と息いきする。これも経験かな、と思いつつ、

「家でイベント用の原げん稿こう叩たたいていたりしても、気付くと〝泣かせ系けいエロゲを生徒会宛あてに大量通つう販はん〟していたりしてシャレにならないというか。三本くらいキャンセル間に合わずに発注しちゃったみたいなんですが、葵あおい君の命よりも僕の印いん刷さつ代の方が危険なんだよ的な。

　何しろ彼には浅あさ間ま君やウルキアガ君が毒どく味み役やくでついてますしね。ただ──」

「ただ？」

「家で通神帯を見てると自分への批ひ判はんが多くてやりにくいですね。何かしようとしたとき、たとえば原稿打とうとしたときに、後で〝生徒会の仕事しないで原稿やってた〟とか言われるんだろうなあ、とか思ったりで。いや、ホントにそうなんですけどね？　でも、今後、自由時間にそんなことしていても言われるのかなあ、とか考えてると手が止まったりで。

　酒井学長はどうなんです？　日々、何か言われたりしたとき、どんな風ふうに自分で自分をフォローしてます？」

「ああ、俺、もう年ねん齢れい頼っちゃってるからね。──おいおいオッサンに無む理り言うなよ、とか、そんな風ふうに流しちゃうから。それでいて現げん役えき時代は通神帯もここまで発展していなかったしね。草の根ね状態だったし、……まあ、逆に議ぎ論ろんするときはお互いの全部賭かけてやってたけどさ」

「……榊さかき原ばら様なんかは、そういうところで名前を上げたんですよね」

「そうだね。でも、今の榊原は、どうやって名前を上げる気？」

「……僕は、襲しゆう名めい出来るような実力もなければ、逆に足引っ張りまくってますよ、今」

「榊さかき原ばらだって相当に俺達の足あし引っ張ったけどねえ」

　そうなんですか？　とネシンバラが問うてみると、

「今いま川がわの残ざん党とうとやり合ってた頃、あの馬鹿、午後六時になったら〝あ、塾じゆくの時間です！　では！〟とか言って。では、じゃないってのね。お前がいないと壁が一人いなくなるってのに。腹いせにダっちゃんと二人で塾の窓から今川の学生叩たたき込んでやったりしたけどさ」

「昔も今もあまり変わらないもんですねえ……」

　でもさ、と酒さか井いは言った。

「まあ、迷うのもいいことだと俺なんかはそう思うね。ウダウダやっている時期こそが、後から思いだして充実だったと気付くものだし。でも、……その呪のろいを解くには、英国の彼女に頼むのが一番なんだろうかね、やっぱ」

「彼女と会って舞台を終えることでマクベスを終了するか、英国より遠いところに行くか、僕が舞台を降りると決める……、つまり生徒会なんかを辞やめれば消えると思いますけどね」

「明後日あさつてから英国で祭の準備だけど、どうする？」

　問いかけに、ネシンバラは肩をすくめた。

「即そく売ばい会かいのイベントが開かれるというので、それは当とう初しよ予定にあったから出ますよ。客は自分のとこには来ないと思いますけどね。祭の準備は皆任まかせかなあ」

　やれやれと吐と息いきして、彼は表示枠サインフレームを一枚出す。

「オーゲザヴァラー君からのメールだと、今夜は第四階かい層そうの浜で焼き肉だとかで。何だか〝温おん泉せんも出来るよ？　来る？〟って、何やってんですか皆は」

「……何かやってんだろうねえ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と自問に自答するような応答をしてから、ネシンバラはもう一度背後の校舎を見て呟つぶやく。

「二週間ほど距離とってみましたけど、……外から見てみると、結けつ構こうおかしいですよね、皆」
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　そして日が暮れ、夜の空気が空から降りてきた頃。

　遠とお浅あさの海を持つ砂浜と、低い丘の集しゆう落らくに面した浜辺は、明かりに照らされていた。

　寄せては引く波からやや離れた位置。そこに設けられた多数の篝かがり火びが照らすのは、砂を掘って設けた竈かまどに載せた鉄てつ板ぱんの群と、それらを囲む人々や異い族ぞくだ。

　彼らの多くは、極きよく東とうの制服姿すがただったが、一部は半々の割合で地元の人々や異族が入っている。そうやって混成する目的は、

「では、私、武蔵むさしアリアダスト学がく院いん生徒会会計のシロジロ・ベルトーニが、明後日からの春しゆん期き学園祭準じゆん備びと後の本ほん祭さいにおける両国の友好と私の金と私腹の繁はん栄えいのために──」

「シロ君、シロ君、全体は感情で納なつ得とくさせて実じつ利りを全部自分で持っていくのはいいんだけど、表おもて向むきはちょっと駄だ目めだと思うかな」

「そうか、やはりここは表向き頭を下げておいた方が無ぶ難なんかハイディ。では諸しよ君くん、表向き、春しゆん期き学園祭をとした両国の友好のためということらしいので面めん倒どうだが──」

「お前全然有あり難がた味みねえよ！」

　シロジロは、皆のツッコミに対してうむと頷うなずき、

「安心しろ。──抗議したところで枯こ渇かつすれば商人のところに行かざるを得ない。私は余よ裕ゆうだ。貴き様さまらはジリ貧ひんだ。そして力ちから関係が明確になったところで話を続けよう。

　いいか？　とりあえず商人がオゴるときは裏があると思っていいが、食えるなら食っておけということだ。食った分だけ得にはなる。今夜は楽しく宴えん会かいだ。皆みな楽しく笑って御ご歓かん談だんするといい。スマイルは無料なのだから。では両国友好と私の輝かしい金のために乾かん杯ぱいー」

　皆は無言の俯うつむきでグラスやジョッキをそれぞれぶつけ合った。

　だが、一番西側、酒さか樽だるを腰のハードポイントにつけて椅い子すから立ち上がったオリオトライが、既すでに顔を赤くしながら、

「他人の金で焼き肉開始──！」

　声とともに、表向き友好とされる会食が始まった。







[image: 第二十一章『集会場の二人』]
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　正まさ純ずみは、海が見える位置に座っていた。

　席は浜はま側がわにナルゼとナイト、丘側に自分とミトツダイラという席だ。英国側と混こん成せいの席はバルフェットや向むか井いと言った面々がついて地元の子供達と食事を進めている。向井の話によると、やはり以前から聞こえる上層からの異い音おんは今も時とき折おりあるのだが、どうも地元の子供達はおろか、大人おとな達も気付いていないようだった。しかし、

　……空そら耳みみではないかと、自分に疑問しないんだな、向井は。

　それだけ、自分の耳には自信があるのだろう。彼女にしては珍めずらしいことだと、正純は思う。

　そして英国側代表としては、〝傷有りスカード〟がクロスユナイトと葵あおい、ホライゾンとの席についている。生徒会役員である自分が英国との混成席せきではないのは、

　……私は政治的な役やく職しよくだから、万まんが一いちの諜ちよう報ほうや攻こう撃げきを警けい戒かいして──。

　ナルゼやナイト、ミトツダイラが護ご衛えい役だ。

　特にミトツダイラは仏蘭西フランス出身で、仏蘭西と英国はその歴史から仲がよくない。彼女が横にいる時点で、こちらに何かしようとする者は躊ちゆう躇ちよせざるを得ないだろう。大事にされている、と思う一方で、ちゃんとしなければなあ、とも思う。

　……しかし……。

　一つ問題があった。

　……私、あまり焼き肉を食ったことがないんだが。

「どうやって食うのがいいんだ？」
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　正純は三み河かわにいた時も、土地柄がら的に野菜や魚さかな中心で、時たまに鶏とり肉にくを食す機会があるくらいだった。

　家庭料りよう理り中心の正純にとって、タレ皿と箸はし、そして米の入った茶ちや碗わんだけという構成は、

　……手持ち無ぶ沙さ汰ただ……！

　食しよく卓たくには三品欲しいとか、汁しる物ものはどこだとか、何か物足りない感が酷ひどくあるのもだが、

　……肉ってそんなに美味うまいかなあ。

　ハムやベーコンとはちょっと違うよなあ、と思っていると、向こう側、輸ゆ送そう艦かんのクルーだった学生達の方で動きがある。見れば連動の動きで鉄板奉ぶ行ぎようと搾さく取しゆを開始した二ふた代よに対し、

「しゅ、酋しゆう長ちよう！　二週間振ぶりの肉は美び味みでありますっ……！」

「焼き肉のタレって、……こんな味してたんだなあ」

『厚あつ切ぎりー』

「貴き様さまら、──今箸はしで引いた線からこっちは拙せつ者しやの陣じん地ちで御ご座ざるぞ」

　半分以上なんだが、と内ない心しんで一言入れる正まさ純ずみは、右みぎ横よこのミトツダイラを見る。

　今、ミトツダイラは、皿に野菜をどんどん取っていく最中だ。それを見る正純は、

　……やっぱ女性は繊せん維い質しつとも言うしなあ。

　食事作法などでは、周囲連れん中ちゆうよりまともであろうと推測出来る彼女を真ま似ねしようとして、

　……野菜を──。

　見れば鉄板上じようから植物類るいが消えている。横の大皿からも、だ。う、と思ってミトツダイラを見ると、既すでに彼女の皿からも全てが消えている。しかし彼女は一ひと息いきをついて笑えみになると、

「さ、野菜全部食たべちゃいましたので、──後はお肉の食べ放ほう題だいですわね」

　……正まさに狼おおかみ……！

「って、ちょ、ちょっと待て！　私、草とか完全スルーだったんだけど！」

「え？　明日の朝、大だい丈じよう夫ぶですの……？」

　誰だれのせいだ、と思うが、正面のナイトとナルゼも、

「マルゴット、ここんところであまり役に立てなくて御ご免めんね。……ほら、このお肉ども、私だと思って食べていいのよ。鶏にわとりなら翼つばさ！　豚ぶたなら尻！　牛なら脚あしとか腕とかそんな感じで！」

「ガっちゃんかなりいい空気吸すってるけど、ナイちゃん後の焼きソバやアサマチの五ご穀こくチャーハン狙ねらってるからペース落とし目ね？　あ、あとセージュン？　ここ、結けつ構こう食う卓たくだから気をつけた方がいいよ？　ナイちゃんもガッちゃんも有ゆう翼よく系けいってフツーの人の二倍くらい消費カロリー高いし、ミトっつぁんも──」

　言っていると、全ぜん裸らとホライゾンがやってきた。二人は両手で持つサイズの大皿にとりどりのカッティングをされた肉を載せてきて、

「おーい、ネイト用だって。ハイディから」
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　差し出された皿の向こうで、ホライゾンが得とく心しんしたという雰ふん囲い気きで頷うなずいた。

「ミトツダイラ様は肉食ですか。憶おぼえておくこととします」

「い、いえ、別に肉食というわけでは……」

「二週間頑がん張ばったんだからそういうことにしとけよ、な？」

　差し出された皿二枚を、ミトツダイラは少し迷ってから銀ぎん鎖さで受け取る。それを見た正純は、

「……ミトツダイラはそんなに肉好きなのか？」

　興きよう味み本ほん位いで聞くと、ミトツダイラは顔を赤くして、

「……獣人ベトドウペルソンネの性質ですの」

「ナイちゃんちょっと解説すると、動物はお腹なかの中の細さい菌きんとか内ない臓ぞうの性質で肉食か草食かが変わるよね？　ほら、ウサギやモルモットとかは肉が消化苦にが手てで、虎とらやフェレットなんかは草が消化苦手ってやつ」

「確かにペット用の固形餌えさなんかは、そういう区分だった気がするな……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とナイトは頷うなずく。

「草食動物は草を食べて身体からだに必要な栄養素そを摂とるんだけど、肉食動物は草が食べられないから、草食動物の肉を食べて草食動物が身体に蓄たくわえた栄養素を摂るのね。で、狼おおかみは基本的に肉食だから。犬は結けつ構こう雑ざつ食しよくだけど、ミトっつぁん犬じゃないから。うん、そういうこと」

「つまり……」

　……この二週間、肉なんてあるわけない生活だったから、随ずい分ぶんと消しよう耗もうしたろうに。

　あまり食事を摂っていなかったように思うのは気のせいではない。

　……きっと、どちらかというと苦にが手てな穀こく物もつや野菜ばかりを摂って体調を万まんが一いち崩すよりも、飢うえていた方がいいと判断したのか。

　知らなかった、で済まされるとしたら、それはミトツダイラが寛かん容ようだからだ。そして、

「だから持ってきたのか、葵あおい」

　全ぜん裸らのくせに、こういうところの気はよく利く。英国に対する態度が明確ではないことを責めてやりたい気にもなるが、たるんでいるということは無いのだな、とも思う。

　そして馬鹿が、笑えみをそのままに、

「ま、スイーツよりも肉だよな」

「ちゃ、ちゃんとそういうのも食べられますし、贈られたりすれば喜びますわよっ。大体、半分は人なんですからっ。──って、ホライゾン？」

　言ったネイトの横で、ホライゾンがいつの間にか焼いた肉を箸はしで差し出していた。彼女は無む表情にタレのついた肉を掲かかげて。

「Ｊｕｄジヤツジ．、ではミトツダイラ様、ここは一いつ献こん、一ひと息いきに」

　さあ、と前置きまでつけてこう言った。

「あーん、と、口を開けて下さい。慰い労ろうの儀ぎ式しきです」
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　何だこのノリは、と思う正まさ純ずみの眼前、顔の赤を強くしたミトツダイラが差し出される肉に対して引こうとする。が、全ぜん裸らが背後に回ってその肩を摑つかんだ。だから、ミトツダイラは身をすくめ、眉まゆを歪ゆがめつつも蒸じよう気きに鼻を数度動うごかし、

「…………」

　目を閉じて、観かん念ねんした顔で唇くちびるを開け、小さく出した舌でホライゾンの箸を受けた。丸くすぼめた唇で、絡め取るように、蒸気の切れ端はしを歯は裏うらに引き寄せ蓄えて、

「ん……」

　そして彼女は口の中で甘く嚙かんで、ゆっくりと飲んだ。

　一息。

　身をわずかに伸ばし、その後に力を抜いたミトツダイラは、口くち端はを緩めて歪ゆがめ、

「～っ！」

　馬鹿の手から逃れるように俯うつむき、急いだ動きで両の手で顔を覆おおった。

「おいおいどうしたネイト」

　全ぜん裸らの問いに、余った銀ぎん鎖さが長大な身を曲げて文字を作る。

『テレ　オコマリ』

　ミトツダイラが余よ計けいなことを言うインテリジェンスチェーンを引っ張って戻す。そして彼女は、低い椅い子すから尻を砂地に落とし、俯いたまま両の手を脚あしの間に置くと、

「…………」

　目を閉じた顔。

　その顎あごをホライゾンに上げて見せる。それはまるで餌えさを待つ雛ひな鳥どりのように、しかし無む言ごんで喉のどを伸ばす彼女に対し、皆は顔を見合わせた。

　……これって……。

　思し案あんしているこちらや皆より先、ホライゾンが馬鹿の手を摑つかんで引き、別の箸はしを渡す。

　そして焼き係と投下係が明確になったところで流れ作業のような餌え付づけ態勢が確立し、ミトツダイラが肉を口にしては目を細める光景が連続した。一ひと息いきついて周囲を見てみれば、

　……一気に混雑したなあ。

[image: ]

　おおい、と正まさ純ずみは他の皆に声を掛ける。

「草、余ってる所無ないか？」
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　野菜の皿が余っていたのは、地元からの持ち込みがあった英国側との混こん成せい卓たくだった。

〝傷有りスカード〟は、湿った手の男ウエツトマンと武蔵むさしの姫ひめがいなくなったため、点てん蔵ぞうと二人で焼き肉をつつく状態となっていた。点蔵が余った野菜の皿を湿った手の男の方に渡して戻ってくると、

「さて、何か飲むものとか必要で御ご座ざるかな」

「クククそこの忍にん者じや！　麦酒ビール！　三分よ──！」

　三十秒で戻ってきた。他、こちらが何か話そうとすると呼ばれてすぐ戻ってくる状況が繰り返され、〝傷有り〟はただただ呆ぼう然ぜんと、

　……よく働かれる人ですね……。

　正体が彼以外にはバレていないため、目ま深ぶかに被かぶったフードの奥で〝傷有り〟は感かん嘆たんする。自分も結けつ構こう、この第四階かい層そうの集しゆう落らくでいろいろやってきたつもりだったが、彼の気き遣づかいや働きと、何よりもその問題解決力りよくの高さには脱だつ帽ぼうする。

　昼前に湿った手の男から言われた温おん泉せん建築の話も、

　……まさか本当に出来てしまうなんて……。
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〝傷有り〟は数時間前まえのことを思い出す。

　それは墓ぼ所しよの移い設せつ準備として、集めた石と剣を見晴らしがよい丘に犬鬼コボルド達と持っていった後のことだ。彼はまず、元の墓所に遺い骨こつなどがあるのかどうかをこちらに聞き、

　……無いと言ったら、訝いぶかしむでもなく、ただ頷うなずいてくれて。

　あの墓所には遺骨はない。ただ彼らが最後に手にしていたものと、倒れた位置の石を持ってきていただけだ。だが、彼はそれを詮せん索さくせず、

「じゃ、温泉製作と参まいるで御座る」

　方法は、墓所の地じ盤ばんが崩れて生まれた穴に、水を送るというものだった。

　水は丘上の麦むぎ畑ばたけの間を通る水路を水すい源げんとする。そして水の導どう管かんとしては、外がい交こう艦かんに積まれてきていた輸ゆ送そう艦かん改築用ようの水道管の内、余ったものを使用した。

　後は、床や壁面しか改かい装そうに使用されなかった居住ブロックが幾いくつかあったので、それらを壁と屋根、脱だつ衣い場じようとして浴よく場じよう部分に設置するだけだ。居住ブロック設置の際、犬鬼達に内部の掘り込みと石の敷しき詰めを依頼した後は、

「後は地盤に開いた穴あな底ぞこに水を流し込むだけで御座る」

　それでいいのか、と思っていたが、犬鬼達と床の整備をしている間に、穴からお湯と共に新しい犬鬼コボルド達が流れ出してきて息を吞むことになった。

　……全く、魔術のようなもので。

　しかし彼が言うには、

「犬鬼達は鉱こう脈みやくの精せい霊れいで御ご座ざる。そして、鉱脈のある土地は温おん泉せんが湧わきやすいもので御座ってな。つまり、犬鬼がいる土地は地ち熱ねつ源げんが地上に近い場所ということなので御座る。

　ならば、犬鬼達がいる場所に開いた穴は、地ち熱ねつの脈みやくとして、溶よう岩がんや、それに近い位置に届いているということで御座るよ。あとは水を流し込んで穴を満たしてやれば、穴が他に通じていない限りは、溶よう鉱こう炉ろ並の地熱で水が温められ、天然の鍋なべ湯ゆになるわけに御座る。

　まあ、温泉の構造を人工的に再現してみたわけで御座るな」

　確かに、英国は浮上島で、各階かい層そうともブロックごとに地ち核かくをもつ。それは地上や側そく壁へきに堆たい積せきしたゴミなどを飲み込み、地殻として再生産する溶鉱炉の役を持っている。

　これは地殻が制せい御ぎよされているということだが、

「英国は地殻活動が制御されているがゆえ、今回のように地ち表ひように通るような穴が開くことは希まれで御座ろう。システムが解わかってしまえば大したことでは御座らんよ」

　今、送った水は泥もなくなり、地熱源の持つ成分を溶かした湯となって上がってきている。

　……これは……。

　話によると、極きよく東とう本ほん土どでは温泉地が多く、これと似た方法で山さん岳がく部の高熱泉せんを薄めて麓ふもとまで流したり、保養地ちの建築をも行うのだと言う。

　集しゆう落らくの長ちよう老ろう達は、手て肌はだが荒れやすい地域であることを理解しているが故ゆえに素す直なおに喜び、子供達の健康や、洗せん濯たくなどに良いことだと言ってくれた。

　……全くもって。

　泉いずみの睡すい蓮れんの世せ話わや、墓ぼ所しよの剣を抜くときもだが、いろいろと驚かされる。そして、

「さて、ようやく食事にありつけるで御座るかなあ」

　横に、彼が座った。
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　点てん蔵ぞうは、〝傷有りスカード〟の左側の位置へ、皆に対して彼女を隠かくすように座る。

　彼女の正体がバレないよう、なるべく自分がフォローしたいと思ったが、危険な連れん中ちゆうはすんなり別の席への移動や徘はい徊かいを始めたために、気き遣づかいが少なくて済むようになった。ただ、そのために雑ざつ事じも増え、少々放置になってしまったことを申し訳わけないと思うが、

「はい、どうぞ」

　と〝傷有り〟が焼いた肉や野菜を小声で順じゆん次じ勧めてくれるのに甘えることにする。

　昼前まで、どちらかというと険けん悪あくな雰ふん囲い気きがお互いの間にあったと思う。が、

　……共同作業は、お互いが合うかどうかの理解の始まりで御座るからな。

　しかし、

「……どうしたで御座るか？　〝傷有りスカード〟殿どの。食事の手が動いてないようで御ご座ざるが」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……あ、いえ、そのですね？」

　周囲に聞かれないように告げられる女おんな言葉に、気まずさのようなものを憶おぼえつつ、点てん蔵ぞうは相手を見る。すると彼女は、

「先ほどから疑問だったのですが、どうやって食べているんですか？　そのスカーフで」

　問われ、点蔵は考えた。

　……意識したことも無かったで御座る。

　忍にん術じゆつ、の筈はずだ。多分。何しろ記き憶おくも無いような頃から習しゆ慣かん付づいているので、自分でも疑問に思わない。逆に、どうやってスカーフ無しで食えるのか聞いてみたくもある。

　だが、やや考えてから、やはり基本的な答えを返すべきだろうと点蔵は思い、

「忍術に御座る」

　……あ、今、自分、すっごくつまらない男になってる気がするで御座る！

　だけど正まさ純ずみ殿どののように滑すべりキャラではないで御座るしなあ、と思っていると、〝傷有り〟は納なつ得とくしたように二度、三度と頷うなずいた。その動きに、正体を隠かくしていた頃の険けんは見えず、

　……ギャップが凄すごいで御座るなあ。

　男おとこ言葉で立ち向かわれたことを、思い出すことが難しくなりつつある。

　いい人で、真ま面じ目めなので御座ろうな、というのが点蔵の彼女に対する感想だ。

　浴よく場じようを作るとき、床となる場所の整せい地ち作業で土をいじるのも躊躇ためらわなかったし、集しゆう落らくを歩いていると人々が声を掛けてくる。その応対は、彼女が何かを為なしたことへの礼が多く、彼女が現場派はの人間だという表れでもある。ならば、

　……険があったのは、誤ご解かいと、真面目であったからこそ、で御座ろう。

　すると、

「──真面目な方なのですね」
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「は？」

　他人に対しては思い、しかし自分については思ってもいないことをいきなり言われ、点蔵は思わず声をあげていた。

　見れば〝傷有り〟は、肉を鉄てつ板ぱんの上に置きながらこちらに視線を向けており、

「……でも、大変ではありませんか？　そういう、……今日きよう見ていても、いろいろなことを為なしたり、いろいろな人の言うことを聞いて動き回って」

「Ｊｕｄ．、そうで御座るなあ」

　確かに周囲の外げ道どう共どもはたまに度どし難いときもある。が、それとは別に、

「実のところ、一番楽しんでるのは自分なので御ご座ざるよと、……そう思うので御座る」

「……それは、どういう？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と点てん蔵ぞうは肉をつまみ、

「自分、まあ先ほど見ての通りにいろいろな連れん中ちゆうの使いっ走りや、頼まれ仕事でいろいろこなして御座るな？　ある意味、それは皆の隙すき間まを埋めているわけで御座るが、これは考え方さえ変えれば、──自分が一番、いろいろなことに関わっているということなので御座るよ」

　うむ、と点蔵は頷うなずき、〝傷有りスカード〟が焼いてくれた肉を食う。

　一いつ瞬しゆんこちらの手元に視線を送った〝傷有り〟だが、補ほ食しよくの瞬しゆん間かんを捉とらえられず、フードの下で悔くやしさを示すように下唇くちびるを嚙かむ。

　しかし、点蔵はそんな彼女に内ない心しんで笑えみを得て、

「ちょっと関わっているだけなので、それらのことに対して責任なんぞとる必要もなく、しかし頼られてミニヒーロな一方、いろいろなことに首は突っ込んで良う御座るし、〝忍にん者じやの意見〟として言いたいこと言って良かったりするので御座る。

　つまり、皆がやっていないこと、皆がやろうとしていないこと、皆が出来ないことを助けるだけでそういう楽しみが得られるなら、……自分、結けつ構こう飽あきっぽいので、そういうやっていろいろ美お味いしいところだけ摘つまんでいくのが性しように合っているので御座るよ」

「あ、じゃあ、……同じものだけでは駄だ目めですね」

　と肉が牛から豚ぶた、鶏とりも含めた構成となっていく。そして〝傷有り〟が、

「でも、……損ではありませんか？」

「損、とは？」

　Ｊｕｄ．、と彼女が言う。

「いろいろなことを、自分の望まぬものとして、しかし得ることもありましょう？

　そして、他人が損を得るくらいなら、自分が代わりになるべきだと、……そういうことでもありますよね？　他者の隙すき間まや、やりたくないことを埋めていく、って」

「そうで御座るなあ」

　否定はしない。依い頼らいというものの多くはこちらの予想外がいのことばかりだし、事態を動かす主役者のために、こちらが犠ぎ牲せいになることもある。しかし、

「だからこその忍しのびで御座るよ」

「忍、……忍にん者じやのことですよね」

「Ｊｕｄ．、忍とは、己おのれの心を秘めて動くものに御座る。ゆえに──」

　損とは思わない、と、事務的な答えを言おうとした。だが、それより早く彼女が、

「でも、それでも、……損を得る思いに変わりはありませんよね？　人なのですから」

　先回りするような言葉によって、形式としての答えは出来なくなった。

　だから、点蔵はやや考えて、自分の仕事の意味を思い、そうで御座るなあ、と本日幾いく度ど目かの言葉を作る。その上で、

「しかし、己おのれの手元に残るものだけが、価か値ちでは無かろうと」

「────」

「自分は、あまり力もなく、神しん道とうの術じゆつ式しき類もさほど扱いが出来ぬで御ご座ざる。

　だが自分の働きで、力ある者達を助けられたら、その者達を支えた、ということを誇って良かろうと思うので御座る。この世界、聖せい譜ふ記き述じゆつによって歴史が決まっていくもので御座るが、その記述を守り、時代を正しく動かす有力者は、……しかし、自分らがいたからこそ、それが出来たので御座ろうと、そして──」

　そして、

「歴史の記述の、その書かれている言葉の、ほんの僅わずかな数語に、……自分は確かに関わって御座ったのだと、そういう誇りが得られれば充分すぎるもので御座るよ」

　と言って、ふと、点蔵は箇か条じよう書きで思った。それは先日買った忍にん者じや雑ざつ誌しの一項こう目もくで、


『モテない忍者の三大パターン』

１：自分の話をペラペラ喋しやべって止まらない忍者

２：相手の言うことを否定する忍者

３：これ読んでる忍者



　……全部該がい当とう──!!

　尻から気力がごっそり抜けていくような焦りを感じながら、点てん蔵ぞうは肉を食った。

　しかし彼は、横に座っている〝傷有りスカード〟が、不ふ意いにこう言うのを聞いた。

「──有り難がとう御座います」
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　……え？

　思って視線を向けると、小さく笑えみを得た〝傷有り〟が鉄てつ板ぱんの方に視線を逸そらす。

「ちょっと、周囲に気付かれそうなので」

　言われて気付けば、話している間に声が大きくなっていたのか、周りの視線がちらちらと向けられている。だから点蔵も居い住ずまいを正し、改めて小さな声で、

「しかし、〝傷有り〟殿どのもいろいろ大変で御座るな」

「え？　そ、それは──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、この第四階かい層そうの管理のようなことをされておられるで御座ろう？」

　言うと、〝傷有り〟が苦く笑しようした。何か、訂てい正せいしようかどうか迷っているような彼女の笑みに、

　……自分、何か外したで御座るか？

　思うが、しかし〝傷有り〟が吐と息いき一つで己の表情を戻して告げてくる。

「確かに、英国も、今が大変な時期ですね。国の教きよう譜ふが変わり、他国との戦争があり、そして最大の繁はん栄えいをすると聖せい譜ふ記き述じゆつにはありますが、それを為なすにはどうしたらいいか、そして、他国がそれを為させぬように押さえ込んでくるのに対してどう抗あらがうべきか……。

　第四階かい層そうの住人の多くは、それらの犠ぎ牲せいとも言える、……政治的な問題などのスケープゴートとして追いやられた人達が多いのです」

　それに、と彼女は言う。

「百六十年前の重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らんで英国はこちらに移動しましたが、その折にIZUMOと協同でこの英国を作り替えました。昔は一枚の岩で出来た島だったのですが、ぼろぼろになっていたそうですからね。

　しかし作り替えがあったがために……、農業など、少し遅れ気味なのは確かです。

　点てん蔵ぞう様が……」

〝傷有りスカード〟は、少し言いよどみ、

「あの、点蔵様、で宜よろしいですよね？　ずっとそう呼んでますが──」

「め、滅めつ相そうもない。呼びつけでも何でも！」

「フフフそこの草！　シードル！　一分ね！」

　五秒で戻ってきたで御ご座ざる。

　ともあれ、こちらが座ると、〝傷有り〟が一つ頷うなずいてこう言った。

「……点蔵様、出来れば、その知識などを私達に少し教えて頂けませんか？」
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〝傷有り〟は、問いかける。

「麦むぎ畑ばたけの耕こう作さく方法や、水すい路ろの作り方、また、道や家の作り方など、……剣と石を丘の上に運ぶときや、浴よく場じようを作るときなど、そのような知識の一いつ端たんを聞きました。

　恐らく、点蔵様の中では〝もっと良い方法〟が御座いますよね？」

　問うた先、忍にん者じやは、僅わずかにこちらを見て、しかし、

「──いや」

　頷き、

「それは……、余よ計けいなお世せ話わになると、そう思うで御座るよ？」

「何な故ぜです？　何故、そんなことを？」

「ここの人々は、応答の際に〝Ｊｕｄジヤツジ．〟と言うので御座る」

　思わず言葉を失ったこちらに対し、忍者は頭を搔かいて言う。

「政治闘とう争そうなどから逃れた人々の望む豊かな暮らしとは、どの程度のもので御座ろうかと」

　言われ、〝傷有り〟は彼の言葉の意味を思った。ややあってから、

「す、すいません」

　あ、いや、と彼は言う。

「そのことを理解の上で、という話で御ご座ざるよ。うちにはロリコ──、ええと、生命礼らい賛さん型がたの農のう耕こう技術者とかいるで御座るし、まず知識として知っておいて、それを〝やらねばならない方法〟ではなく、〝必要ならば汲くんでいく方法〟とするのがいいと思うで御座るよ。

　それにまあ来年もまた来るで御座るし、焦らずにいてもいいのではないかと」

　告げられた言葉に〝傷有りスカード〟は納なつ得とくする。そして、

　……来年、……ですか。

　武蔵むさしの人々はいずれ去っていく。一年周しゆう期きでまたやってくるが、末まつ世せと言われる現在だと、それがあるかどうかは怪あやしいものだ。しかし、来年もまた来る、という風ふうに言って貰もらえて安心する。いろいろ行き違いをしてしまったが、

　……嫌きらわれては──。

「────」

〝傷有り〟は、そこまで作った自分の思いの性質に気付いて、内ない心しんの言葉を止めた。
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　……嫌われてなければ、……何でしょう？

　何を馬鹿なことを考えている、と思い、考えが行き過ぎだ、とも思う。言葉遊びのような逆説の詭き弁べんで、はしたないことを自分に思おうとしていないかと、そう考えるが、

「……どうしたで御座るか？」

「あ、い、いえ、別に」

　ふむ、と頷うなずき疑問をうち消す彼の横で、〝傷有り〟はフードを被かぶっていて良かったと思う。全くもってはしたないことを考えてしまった、と。だが、この人は、

　……私と似ていて、違う。

　自ら損をしに行って、彼は誇りを得ていく者で、自分は、

　……誇りにすがっていく者で。

　どうなのでしょう、と彼女は思う。この人のような生き方が出来たら、自分はもっと楽になれるのだろうかと。そして、

　……私は──。

　思ったときだ。不ふ意いに、自分と彼の間に、

『めー！　二人とも、いや、〝傷有り〟様！　そんなに見知らぬ男に近づいたら、め──！』

　ミルトンが飛び込んできた。
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　点てん蔵ぞうは、いきなり自分と〝傷有り〟の間に飛び込んできた黒い鳥を見た。

　それは英国男子制せい服ふくの上着を着込んだ三本足であり、

『全く！　親しん善ぜんかと思っていたら！　何ですかこの男は！　馴なれ馴なれしい──！』

「ミルトン、ミルトン、静かに」

〝傷有りスカード〟の言葉に、ふと、点てん蔵ぞうは思い出す。〝傷有り〟の正体が女性だと解わかったとき、そのことが知られると、

　……ミルトンに[image: ]しかられると……。

　どこの御ご仁じんかと思っていたが、まさか、

「デカい九きゆう官かん鳥ちようとは」

『違うであります！　男ミルトン！　これでも立りつ派ぱな烏からすであります！　烏！　烏のミルトン！　英国の言い伝えではときたま死を告げるデスメッセンジャーでありますが、一回やろうとして道に迷って長生きさせて作さく戦せん失敗！　そのまま死に神どもに睨にらまれましてであります！』

「ほうれキューちゃん殿どの、親善の焼き肉に御ご座ざるよ？」

『ぬ!?　敵の手から焼き肉など、ミルトンを甘く見、──美び味みですな！　どこの肉で!?』

「皮で御座ろうな。──三み河かわコーチンの」

『ぬおおおそれ近きん親しん食でありますぞでも美味──！　デリシャスコーチン!!』

「ほらキューちゃん殿、こっちは口直しになる南瓜かぼちやで御座るぞー」

『く、……て、敵の手から好物なんて……！　悔くやしい！　でも前向きに食べるであります！　あと私、九官鳥ではありませんぞ──！』

　高速連れん打だで南瓜をつつき始めたミルトンに、点蔵は、

　……いろいろな種しゆ族ぞくがいる国で御座るなあ。

　こちらも餌え付づけされてる半はん人じん狼ろうがいるのだから他国のことは言えないが、見ていて興きよう味み深い。しかし、

　……このミルトン殿、〝傷有り〟殿の保ほ護ご者しや的な存在で御座ろうか。

　執しつ事じか何か、補ほ佐さ的な位置にいるという自覚があるようだと、点蔵は思う。ゆえに他人であるこちらと彼女の間に、体を張って飛び込んできたのだろう。だが、〝傷有り〟が、

「ミルトン、こちら、忍にん者じやの点蔵様だ。極きよく東とうの技術者で、壊こわれた墓ぼ所しよの移い設せつや、この第四階かい層そうに温おん泉せんを作って下さったりしたんだぞ？」

『温泉!?　そんな、……いやらしい！』

　……話早っ！　無む茶ちや苦く茶ちや早いで御座るよ!!

　だが〝傷有り〟は困ったように首を傾かしげるだけだ。そして彼女は、

「ミルトン、来たからには用があるのだろう？　一体どうした？」

　問いかける言葉に、点蔵は恐怖を感じた。

　……い、いや、多分、男として心配してるので御座るよこの九官鳥！

　こちらと〝傷有り〟の間に飛び込んできたのも、そのためだろう。が、種族差さかどうかは解わからないが、〝傷有り〟に、彼の行為は通じているが、好意の部分が通じていない。逆に、保ほ護ご者しや的立場の義務か何かとすら思われている節ふしがある。だから点てん蔵ぞうは、

　……ああ、自分も、フラれるときとか、こういう風ふうに見えて御ご座ざったので御座ろうか……。

　思わず二重語ご尾びしてしまう程度には動どう揺ようしつつ、ここはこの元気な九きゆう官かん鳥ちようの応おう援えんをしようと思いもする。だが、不ふ意いに丘側がわの鉄てつ板ぱん一枚を焼き肉ではなく五ご穀こくチャーハン用にしていた浅あさ間まが、こちらへと顔を上げた。袖そでまくりの彼女は二枚のヘラで山やま盛もりのチャーハンをかき混ぜつつ、ハナミに表示枠サインフレームを使って諸しよ処しよの作業を行っていたが、

「あれ？　あの烏からす……」

　自分のことを言われていると気付いたミルトンが、浅間にゆっくり顔を向ける。二人の視線が合い、緩やかにミルトンが足を一本隠かくして身を引いた。応じるように浅間の眉まゆが歪ゆがみ、

「……な、何でヤタガラスが英国に？　神社の仕事してなきゃ駄だ目めでしょうに！」

「ヤ、ヤタガラスではありません！　そ、そう、九官鳥のキューちゃんでありますぞ！」

　浅間は無視してハナミに半はん目めを向けた。

「ハナミ、お父とうさんに連絡して。ヤタガラスが何な故ぜか英国で焼き肉食ってるって。多分ヨゴれまくりだから一回どこかの禊みそぎ専せん門もん神社でガンコ宮ぐう司じの拳げん骨こつクリーニングして貰もらわないと」

「ひいいいいいそれだけは無しであります──！」

　しかし、その遣やり取とりに首を傾かしげる皆の内、鈴すずがチャーハンの椀わんを抱えて問いかける。

「ヤタ、……ガラス……？　ヤッター……、ガラス？　とか？」

　鈴さんがギャグ言った……！　とか、天てん然ねん!?　とか皆が密ひそかにざわめくのに対し、正まさ純ずみが、

「え……？　何か私と扱い違わないか？」

　皆は無視した。が、しかし、浅間が鈴に対して何か言いたそうな己おのれを呼吸法で止めて、

「──はい。ヤタガラスは極きよく東とうの熊くま野の系けい神社所しよ属ぞくの霊れい獣じゆう型走狗マウスで、私達が使う情報型走狗のモデルになった数種の一つなんですよ。伝でん令れいもですが、拝はい気きの蓄ちく積せきと供きよう与よが出来るんです。熊野神社に保護されてて、その契けい約やくを結ぶ代わりに労働奉ほう仕ししている筈はずなんですが……」

　言っている間に、ミルトンが後ろ向きに皆から離れていく。それに気付いた浅間が、

「あ、こら、脱だつ走狗！」

「逃げるであります──！　秘ひ技ぎ！　闇やみ夜よの烏……！」

　闇の中に消えていった烏に、浅間は半はん目めで弓ゆみを構えて義ぎ眼がんを光らせ、射しや撃げきした。

『拍かしわ手でー』

　遠くから、ぎゃあ、とも、かあ、とも聞こえる声が聞こえてきて、浅間が一ひと息いきをつく。

「全く、霊獣は意い外がいと不安定な存在だから安定した土地での定期保護が必要なのに、よくまあ単独で生きていけたものです」

　その言葉に頷いたのは、ミルトンの近くにいた〝傷有りスカード〟だ。

「Ｊｕｄジヤツジ．、英国は各地に地ち脈みやくが通っているが、その供きよう給きゆうは制せい御ぎよされているからな。極東本ほん土どでは怪かい異いが多発していると聞くが、英国ではさほどではない」

　成なる程ほど、と浅あさ間まが頷うなすき、そして〝傷有りスカード〟がまたこちらとの食事を続行する。

　だが、不ふ意いにトーリがこちらに顔を向けた。彼は、

「長ちよう衣いの旦だん那な。地ち脈みやく関係詳くわしいならさ、あれ、知ってねえかな。──二に境きよう紋もん」

「……ニキョーモン？」

「あ、こういうので御ご座ざるよ」

　と、点てん蔵ぞうは指で砂浜に図形を描いて見せる。それは円に、横よこ一いつ直線の貫つらぬきが入るもので、

「〝公こう主しゆ隠かくし〟という神隠しと共に発生することが多いで御座るそうで」

　告げた瞬しゆん間かん。点蔵は〝傷有り〟が息を吞む音を聞いた。

　……え？

　疑問に顔をあげれば、夜空の下、灯あありの中で、〝傷有り〟が身をすくめている。どうしたので御座るかと、〝傷有り〟が小さな声で、こう言った。それは皆に対する男おとこ言葉ではなく、

「……それは、英国でも調べていることですね」
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　正まさ純ずみは、微かすかの音で聞こえた言葉に、疑問を抱いた。それは〝傷有り〟の語ご尾びで、

　……ですね？

　だが、その疑問とは別に、〝傷有り〟が英国の姿し勢せいを述べたことを重じゆう視しすべきだろう。

「調べているとなると、……どこで？」

　あ、と〝傷有り〟がフードの顔を上げた。そして〝傷有り〟は、小さく頷き、

「それは……」

　わずかに迷い、しかし〝傷有り〟は、こう告げた。

「……もし、上層部ぶの者達に会ったならば、そして友好が結べたならば、〝花園アヴアロン〟という場所について聞いて見るといい。私の紹介だと言えば案内がなされる筈はずだ」

「〝花園〟？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝傷有り〟が頷いた。

「妖よう精せい達の住む英国では、花園が一番安全な場所でな。

　何しろ、──森では食われる。川では引き込まれる。丘では連れ去られる。山では隠かくされる。道では追われる。家の中では閉じ込められる。海では沈められる。

　ゆえに花園だ。

　門番と会えば、君達の求めているものに対し、何らかのヒントが得られるかと私は思う」

　すまんな、と〝傷有り〟は言った。

「私はもはや部外者なので、現状がどうなっているかも知らない。多くを言えない。

　だから今のを道みち案内として勘かん弁べん願いたい」

「Ｊｕｄ．、──英国に情報があると解わかっただけでも有り難がたい」

　正まさ純ずみは頷うなずき、点てん蔵ぞうと〝傷有りスカード〟を交互に見る。

「〝傷有り〟氏、他、もし何か思い出したり、ここで言いにくいことがあったら、点蔵に宜よろしく頼む。彼は第一特とく務むで情報関係も担当しているからな」

「Ｊｕｄジヤツジ．、では、……〝二に境きよう紋もん〟や〝公こう主しゆ隠かくし〟とやらで、何か機会があったらそうしよう」

「Ｊｕｄ．、そのように願いたい。……で、だ」

　と正純は皆を見渡す。その動きに、どうした？　と視線が返るのを感じ、

「昼に英国代表が来たお陰で出来なかった会議。──私達の、今後についてをここで話し合って置きたいんだが、いいか？　何しろ、明後日あさつてには本格的に英国に上陸してしまうのだから」

　と、言ったときだ。不ふ意いに点蔵と〝傷有り〟の向こう。入り江に至る道から、

『できたど？』
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　いきなりの声に、え？　と正純が皆と見れば、点蔵達たちの向こうに背せ丈たけ十五センチほどの犬に似た三さん等とう身しんの小こ鬼おに達がいる。犬鬼コボルドだ、と知識で解わかってはいるが、正純は実物を間ま近ぢかで見るのは初めてだ。犬鬼と何か言葉を交わしている〝傷有り〟と点蔵の内、点蔵が財さい布ふから五円玉を取り出して犬鬼に渡すと、犬鬼がそれを勢いよく地面に叩たたきつけてから、

『もらっといてやるど』

　改めて口にくわえた。対する点蔵は、

「く……！　怒っては負けに御ご座ざる……！」

　それが駄だ目めなんじゃないか、と皆がつぶやくが、犬鬼は去っていく。

　そして〝傷有り〟がこちらに振り向き、こう言った。

「温おん泉せん……、浴よく場じようが出来たそうだ」

　そっか、と頷うなずいたのは、ミトツダイラに三皿さら目めの餌え付づけを行っていた葵あおいだった。彼はホライゾンと一緒に軟なん骨こつを丁てい寧ねいに焼きつつ、

「じゃ、テンゾーと長ちよう衣いの旦だん那な、一番風ぶ呂ろやるから入って来いよ。不ふ都つ合ごうあるかもしんねえし、他の連れん中ちゆう入る前に二人で入って確かめて来いよ」

「──じ、自分と〝傷有り〟殿どので御座るか!?　い、いや、それはちょっと」

「あ？　別に何か不ふ都つ合ごうあんのか？」

　問いかけに、固まったように動けなくなった〝傷有り〟と点蔵がいる。

　……別に男同どう士しだから、気にすることはないと思うが。

　まあそれも、未だ武蔵むさしの大たい衆しゆう浴場ではなく、自宅のシャワーで過ごす自分の言える台詞せりふではないが。しかし二人が何かを言うより早く、浅あさ間まが再びチャーハン焼きから顔を上げた。

「あ、じゃあ、二人とも早くお願いします」

「え？　な、何でで御座るか？」

　はい、と浅あさ間まは言って、こちらに視線を向けた。そして彼女は真剣な顔で、

「正まさ純ずみ、二人の後に、──一緒に御お風ふ呂ろ入りましょう」
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　……は？

　言われた意味が、正純には三秒くらい解わからなかった。三秒の後にも実は解っていなかったのだが、正面にいるナルゼが、

「現実は同どう人じん誌しを超えるわね……！　アサマサ!?　マサアサ!?　どっち!?」

　前後の意味が解らんからどうとも言えないが気け配はいからして多た分ぶん根本的に駄だ目めだ。というか、このまま誰だれかが何か言うのを否定していく消去法ほうだと真実にたどり着くのが五時間くらい後になりそうな気がする。だから、

「浅間、……ええと、その、だな？」

　正純は言葉を選び、

「私、……まだ性別の変へん更こう手術は完かん遂すいしてないし、逆に女性としての意識もまだ──」

「そ、そういう意味じゃありません！」

「フフこの風呂巫み女こ！　もっと凄すごいのね!?　ボディソープ！　何このエロ単語！　素す敵てき！」

「ち・が・い・ま・す！　いやらしいことでも身体カラダ石せつ鹼けんでもなくて──」

　浅間が通る声でつげた。

「──走狗マウスです！」

　浅間が、手の上にハナミを載せて皆に言う。

「正純、今日きよう見ている限りでもミトの表示枠サインフレームを借りたりしてるじゃないですか。携帯は英国だと不安定だろうし、……以前の、三征西班牙トレス・エスパニアの襲しゆう撃げき時じもそうでしたよね？

　だから、浴よく場じようを作っていると聞いたので、うちの神社と連絡とって浴場を禊みそぎの場として使い、正純に走狗の契けい約やくして貰もらおうかと」

「私が……、走狗を？」

　走狗は神社との通つう神しん契約の中では中ちゆう位い以上のプランとなる。

　自じ律りつするのと追加機き能のうを多た々た仕込めるので便利だが、非ひ稼か働どう時はスリープ状態になるとはいえ、常じよう駐ちゆうになるので大体一週間ほどで一いち拝はい気き分の内ない燃ねん拝気や流体燃ねん料りようを食うし、世せ話わを怠おこたると情報密みつ度どが薄れて消しよう滅めつすることもある。ただその分の手間と引き替えに、

　……ペットかあ。

　三み河かわ時代、小しよう等とう部ぶや中ちゆう等とう部ぶでは、走狗を契約した生徒が他の者に自じ慢まんするのが常だった。家に金がなかった正純は携帯もろくに持てず、

　……だから、母が消えたときも、すぐに行くことは出来なかったんだよなあ。

　走狗がいれば、そういうこともなくなるのだろうか。まあ、ハイディ達の白びやつ狐こなどのように、ああいう小しよう動物みたいなのは飼かってみたくもある。しかし、

「私……、金がないぞ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だったら、生徒会の通つう神しん費で何とかしよっか。シロ君、出来るよね？」

「出来るが、卒業と同時に金が確かく保ほ出来なくなるから、走狗マウスを得るなら問題があると思うが」

　じゃあ、と浅あさ間まが笑えみを作る。

「その場合、契けい約やく凍とう結けつでうちの神社で走狗を買い取るか預かるようにします。それで、後にお金が出来たら引き取って貰もらうのはどうでしょう」

　対するハイディが、うんうん、と頷うなずき、

「浅間神社は解かい約やく率が２％切ってる鬼おに神社だよね。嚙かみ付いたら離さないっていうか」

「サービスがいいって言って下さいっ。ともあれ、一時的レンタルで土地の地ち脈みやく的てき性質を極きよく東とう側のものにしますけど、ここの地脈領りよう域いきの管理者は──」

「さっきの九きゆう官かん鳥ちように御ご座ざるよ？」

「ああ、──じゃあ大だい丈じよう夫ぶですね。脱だつ走そうの口くち止どめ代わりで」

「……シロ君、たまにアサマチ、強きよう敵てきに見えるよね？」

「ああ、賽さい銭せんなんて基本的には神社の管理費だというのに、権けん威い主義ゆえ何もせずとも金が放り込まれる身分だからな。商人の敵だ」

　まあまあ、と商人を制した正まさ純ずみは、隣となりでミトツダイラがホライゾンから与えられた軟なん骨こつを頰ほおの内側で転がすように嚙かんでいるのを見る。と、ホライゾンが、

「ともあれ点蔵様、〝傷有りスカード〟様も、そろそろ湯に入られた方がいいのでは？　食事が終わってからだと、皆様の待ち時間が空あきますし。それに一応、この後はキャンプファイアー神への奉ほう納のう儀ぎ式しきとして、皆で超ちよう高速型フォークダンスを踊りながらウスノロから火に叩たたき込んでヒャッハーヒャッハー連れん呼こする手て筈はずですが、まさか巻き込まれたいとでも？」

　問いかけに、御お広ひろ敷しきが這はって逃げようとするのを皆が摑つかんで止める。それを見た点蔵が、

「エ、エキサイティングで御座るなあ……」

　歯切れの悪い台詞せりふを呟つぶやくが、〝傷有り〟が意を決した動きで先に立ち上がった。

〝傷有り〟は点蔵の肩を引っ張るようにして立たせ、数すう言ことをかわして先に歩を進める。

　と、ついていく形になった点蔵が、こちらに顔を向け、

「の、覗のぞきは無しで御座るぞ!?」

「誰だれがお前の風ふ呂ろを覗くんさね」

　整備のために右腕を外したままの直なお政まさがつまらなさそうに呟つぶやく。応じるように皆が頷うなずき、点蔵はやや躊躇ためらってから〝傷有り〟の後を追うように歩いていく。

　二人の姿が闇やみの向こうに消えてから、ふう、と皆が一ひと息いきをつく。

　そして、おもむろにアデーレが、

「……あの二人、怪あやしいですよね」
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　アデーレの一ひと言ことに、皆は黙だまった。しかし、しばらくしてから、何かを言うのは自分の役目かという顔をした御お広ひろ敷しきが、

「小しよう生せい、あまり考えたくもないことをアデーレ君はズバっと」

「まあ、ナイちゃん達の地元 M.H.R.R.神聖ローマ帝国 だと、男おとこ同士でも女おんな同士でも子供出来ちゃう技術が開発されてるしね。英国は改派プロテスタントだからM.H.R.R.とも貿易してるし、いいんじゃないかな」

　いいのかなあ、と皆が呟つぶやく中で、ふと、東あずまが顔を上げた。砂浜に敷しいたハンカチの上に正せい座ざしている彼は、焼きソバを箸はしでたぐりながら、

「そういえば、……ナルゼにちょっと聞き直したいことあったんだけど？」

「ん？　何よ一体」

　うん、と東が頷うなずいた。

「セックスについて、もうちょっとよく教えてくれない？」
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　東の一言の直後に、ミトツダイラが咽むせて浅あさ間まがチャーハンにヘラを突き立てて直なお政まさが酒を一気にあおって鈴すずが緊きん張ちようして会計コンビが録音の用意をしてアデーレが両りよう拳こぶしを気合い入れて握って喜き美みが小こ躍おどりしてウルキアガが意味無なく主しゆ翼よくを上げてナイトがうなだれ、

「ま、まさかナイちゃんここで略りやく奪だつネタの同どう人じん誌しのヘタレ夫役になっちゃうとはなあ……」

「ち、違うのよ!?　違うのよマルゴット！　これは誤ご解かい！　誤解よ！　ねえ東!?」

「うん。よく解わからないけど、……この前の戦せん闘とう中に地下の通路で教えて貰もらっただけだよ？　どういうこと？　って聞いたら、仲良くなることよ？　みたいな感じで」

「……ガっちゃん、いきなり路上教きよう習しゆうはナイちゃんどうかと思うんだけど」

「だ、だからそうじゃなくて！　──東！　アンタも何を変な説明してんのよ!?」

　そろそろからかわれてるのに気付けよ、と皆が呟くが、正まさ純ずみが見る限り、どうも東は事態を理解していない。彼は首を傾かしげて、あのさ、と前置きつけて、

「ミリアムに言ったら、もの凄すごく怒られてさ。ナルゼの説明というか、余よの解かい釈しやくが間違っていたのかなあ、って。それで部屋閉め出されてさ、ドアをドンドン叩たたきながら〝ミリアム！　ミリアム！　何だかよく解らないけど余が悪かったよ！　だから余とセックスしよう！〟って言ったら旧派聖術クラシツクサインでドア封ふう印いんされちゃって」

　皆は、うんうん、と頷き、

「ポークウさんがねえ……」

　しかし東は皆のニュアンスに気付かず、うんうん、と頷き返し、

「ミリアム機き嫌げん悪くて、旧派カトリツクだから云うん々ぬんって理由つきで〝邪じや悪あくは去れ〟って部屋の中に入れてくれなくなっちゃってさ。だから、誤ご解かいを解くためにも改めて聞いてみようかな、って。

　──ナルゼは教えてくれる？」

　皆がナルゼを見た。が、ナルゼは慌あわてた動きで首を横に振り、ナイトの腕を抱きしめて、

「わ、私の教え方だと限界あるから！　だから、え、ええと、──正まさ純ずみ！」

「何で私に回ってくるんだあ──！」

　ぞっとすると同時にカっと来て、正純は慌てて辺りを見回すが、何な故ぜか浅あさ間まも直なお政まさもいつの間にかこちらに背を向けて鉄板をつついている。が、どう見ても聞き耳を立てているのは確実だ。他には喜き美みと葵あおいがカモン系けいの手振りをしているが、この外げ道どう姉弟に頼むと根こん拠きよはないが酷ひどいことになる自信があるので頼めない。あとは、

「せ、先生！」

　叫んだ相手の居い所どころを、視し界かいに横から入ってきた銀ぎん鎖さが指し示す。見れば海に近い浜に、空あいた酒さか瓶びんを砂に突き刺さして並べて囲いを作ったオリオトライが、その中でやはり酒瓶三本を組んで三さん脚きやくにし、そこに頭を乗せて眠っている。口元の青あお海の苔りを見るからに焼きソバまでのフルコースは通過しているらしい。つまり結果だけ言うならば教師は使えなくなった。更さらには、

「──ホライゾンも教えていただきたいものです」

「あ！　じゃ、じゃあ俺がぐあっ！　う、裏うら拳けんも素す敵てきだぜホライゾン！」

　メゲない男だな、と正純が思っている間に、手が一つ上がる。誰だれかと思えば二ふた代よで、

「拙せつ者しやも知らない言葉なので、教えて欲しいところで御ご座ざるな。正純ならば、やはりちゃんと説明出来るで御座ろうし」

　その言葉に、数度頷うなずいた女連れん中ちゆうが席を移動し、それぞれの鉄板の向こうに、こちらを見られる位置どりをする。ゆえに半はん円えん状に囲まれた正純は、

　……ハ、ハメられた！

　どこか救たすけは、と思うと、ミトツダイラが表示枠サインフレームを髪かみの陰に寄よ越こして見せる。何だ？　と思って見た表示枠は、

『ここは滑すべるしかありませんわ……！』

　嫌いやな行動制限だというか狙ねらって出来るか！　大体どういうギャグを言うべきだ。って、あ！

「俺、セージュンがここでいきなり座り込みながら〝よっこらせっ……、くす〟とか最後微笑するの期待するなあ」

　……言われたあ──！　何てことだ！　この世の終わりか!?　もう駄だ目めだ遺い憾かんだ死のう。

　三さん国ごく志しだと武ぶ将しようが〝恥はじを感じて悶もん死し〟とかあるけど、確かにこれ血けつ圧あつ上がるよなあ。

　しかし、東あずまとホライゾン、二代の視線は真ま面じ目めなもので、だから正純も何か答えねばと思い、

「だから、それは、……その、……男と、女が、……ええと、……だから」

「はあ？　せーじゅん君？　声が小さくて聞こえませえ──ん」

　握り拳こぶしを振り上げると、馬鹿は高速で這はって射しや程てい範はん囲いから外れていった。正純は一ひと息いきを付き、その呼吸を勢いにして、

「だ・か・ら！」

　怒っているようだな、と自分でも思いながら言う。

「お互いが、──正しい意味で仲なかを深くするためのものだ！　それ以外の何でもない！」

　言うと、ホライゾンと二ふた代よと東あずまが深く頷うなずいた。しかし他の連れん中ちゆうは、やれやれという動きで自分達の本来の席に戻りながら、何か嗄かれたような声で揃そろいも揃って腰を落とし、

「よっこらせっ……」

　……コイツら皆みな敵か!?　敵か!?

　ともあれ、という雰ふん囲い気きが生まれる中を、浅あさ間まの声が飛んでくる。彼女は焼き終えたチャーハンを鉄板から竈かまど近くに置いた大おお皿ざらの上に移し、

「じゃ、こっちも会議の後、御お風ふ呂ろの準備しましょう正純。契けい約やく前のプラン確認と、簡かん易いな身み分ぶん証明手続き、……大だい丈じよう夫ぶですよね？」

　しょうがないなあ、と正純は吐と息いきしつつ、内ない心しんで期待と不安を持て余す感覚を得る。そして彼女は、思いをとりあえず心の中にしまい込むことにして、

「──よし、じゃあ風呂前に、ようやくの対たい英えい会議といこうか」







[image: 第二十二章『俎板上の回答者』]
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　夜の浜の上、砂を踏むのも久し振りだと正まさ純ずみは思う。父がまだ三み河かわにいた頃は、夏になると浜に出ていたものだが、男性化か手術を途と中ちゆうでやめてからはさっぱりだ。

　足の底そこ裏うらで、砂が鳴る音を懐なつかしいと思いつつ、正純は皆を見た。

「英国の住人達もいるが構うことはない。英国に対する私達の姿し勢せいの話だ。聞いて貰もらった方が相互理解が早いだろう。──オーゲザヴァラー。英国と各国の国こつ交こう状況は商業的にどうだ？」

　対たい西せい戦を控えている英国では、国家間の繫つながりは教きよう譜ふや聖せい連れんに縛しばられる。が、意い外がいな動どう静せいに後で慌あわてないためにも、確認すべきだろう。

　そして、Ｊｕｄジヤツジ．、と立ったオーゲザヴァラーが肩のエリマキに表示枠サインフレームを出させた。

　そこに映るのは、英国周しゆう辺へんの地図だ。

「今、英国は改派プロテスタントである阿蘭陀オランダとM.H.R.R.神聖ローマ帝国の改派領りよう邦ほうを主しゆ貿ぼう易えき相手にしてるのね。

　M.H.R.R. は、バックにムラサイの織お田だ勢ぜいがいるけど、P.A.ODA からM.H.R.R.に派は遣けんされてる羽は柴しばは旧派カトリツク領邦寄り。だから、英国は織田の本陣とは率そつ先せんして付き合ってないの。

　まあ、羽柴は英国と付き合いたくていろいろやってるみたいだけどね」

　ただ、と彼女は言った。

「M.H.R.R. の旧派は三十年戦争を利用して改派側を抑よく制せいに掛かっていて、改派領邦は英国との貿易が自由に出来なくなってきてるの。

　そんな状況だから、英国の貿易は基本的に阿蘭陀となのね。

　関かん税ぜいもかなり低めで阿蘭陀はいい商売しているみたいなんだけど、阿蘭陀は三征西班牙トレス・エスパニアと八十年戦争してるし、やっぱり小しよう国こくだから大だい規模貿ぼう易えきは出来ないわけで」

「つまり、……貿易相手として、武蔵むさしの価か値ちが上がるわけだ」

　Ｊｕｄ．、とハイディが頷うなずいた。

「明後日あさつてからの十二日間。肉とかもだけど、他の物ぶつ資しの貿易も頑がん張ばらないといけないのね。

　三河から、途と中ちゆうで交こう換かん貿易せずにおいた日用品なんかは高く売れるし」

　成なる程ほど、と正純は白しろ手て袋ぶくろつきの右手て指ゆびを軽く鳴らした。その音と動きでオーゲザヴァラーに着席させ、正純はもう一度皆を見渡した。

「とりあえず、今の武蔵の立ち位置はそのくらいにしておこう。

　次、──肝かん心じんのことにいこうか」

　一ひと息いき。

「前回の三征西班牙の襲しゆう撃げきで、大国の実力というものが垣かい間ま見みえたし、そして英国における今の扱いから、戦時中という意味での各国間の関係というものも見えたろう。ならば今後、対たい英えいもだが、私達が世界に対してどうしていくかを、改めて話し合っておく必要があると思う」

　正純は、砂上に座っている全ぜん裸らを見つつ、こう言った。

「私達は、どうやって大罪武装ロイズモイオプロを改修し、末まつ世せを解決するべきなのかを、だ」
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　正まさ純ずみの問いかけにも似た言葉を聞きつつ、浅あさ間まは微び妙みような居心地いごこちの悪さを感じる。

　ここにいる皆の大たい半はんは生徒会や総そう長ちよう連れん合ごうだが、自分はそういうものに所属していない。浅間神社の跡あと取とりという身分ゆえ、政治的なものに関わることを避けているからだ。よって戦せん闘とう行為への荷か担たんも、攻こう撃げきではなく防ぼう御ぎよや市街の破は壊かいを避けることを遵じゆん守しゆしている。

　今、ここに皆がいるのは食事の後だからで、鈴すずや喜き美みがいるのはその通りだろう。

　だが、話の内容に、興きよう味みとは別の〝いていいだろうか〟を自分が感じているのは、

　……ちょっと深く関わり過ぎてるかもしれませんね……。

　喜美はいいですよね、と浅間は思う。トーリ君やホライゾンの御お世せ話わ係みたいになっているから、こういう場にいても自分に違い和わ感かんを感じないのだろうな、と思い、しかし、

　……よく考えたら喜美はどこにいても自分に違和感を得てない気が……！

　教きよう導どう院いんはおろか、うちの神社に遊びに来るときも同どう様ようの上うえ乳ちち臍へそ出だし状態だ。父が陰からこっちを呼びつけて「智とも、あれはいけないと父とうさんは思うぞ。お前はあんな格かつ好こうしちゃ駄だ目めっ」とか言うが、喜美がやってる分には構わないのだろうか。

　まあ、彼女にも多分、いろいろな苦労があるのだろう。多分、きっと、あるといいなあ。

　だが、その一方で自分の場ば違ちがい感覚の増ぞう強きようは進行中だ。

　そして皆の前に立つ正純の声が、こう言った。

「三み河かわから英国行きのルートを選んだのには、一つ、重大な意味がある。既すでに皆も解わかっていることだが、英国には大罪武装があり、いうなれば聖せい連れん側として私達の敵だ。

　しかし、英国は、私達にとって最後のチャンスの場でもある。それは──」

　いろいろと思うことはあるが、浅間は正純の声を聞く。それは、

「──英国にて、私達は、葵あおいの世界征せい服ふく宣せん言げんを取り下げることが出来るからだ」
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　正純が告げた一言に、反応したのは二ふた代よだった。

「……出来るので御ご座ざるか？」

「ああ!?　余よ裕ゆうだよ余裕！　俺が本気で前言撤てつ回かいしたら誰だれもかなわねえぜ！」

　皆が馬鹿を睨にらんで大人おとなしくさせた。そして正純が一つ咳せき払ばらいして、

「Ｊｕｄジヤツジ．、取り下げの理由は簡単だ。それは──」

　と、こちらの言葉を奪うばうように、ベルトーニが表示枠サインフレームの操そう作さを行いつつ告げた。

「英国は極きよく東とうの土地を暫ざん定てい支配していない。更さらには居きよ留りゆう地ちもない。──独立した、極東商人にとっては誠に商売のしにくい土地だ。そうだな副ふく会長？」

　ならば、とベルトーニが言う。

「私達は世界征せい服ふく宣せん言げんをしたが、私達の征服とは、末まつ世せを救う鍵かぎとなる大たい罪ざい兵へい器きを得るための征服活動だ。相手が大罪武装ロイズモイ・オプロを渡さない場合、征服するぞと、そう言ったわけだな。

　だがこの発言の後ろ盾だては、世界が末世に対して急きゆう務むを要するということもだが、極きよく東とうの土地が各国に奪うばわれていることにも起き因いんする。暫ざん定てい支配という状況を覆くつがえし、本来の極東を取り戻すという、そんな極東側の、一方的だが掲かかげることが可能な大たい義ぎ名めい分ぶんでもあるわけだ」

　しかし、

「──英国は極東の土地を暫定支配していないため、我々にとっての大義名分は大罪武装に関わるものしかない。そんな英国の土地を征服することは、各国の土地を征服することとは意味が違う。他国に対しては奪だつ回かいで済むが、英国に対しては奪だつ取しゆになってしまうのだ」

「ならば、どういう関わり方があると思う？」

　問うと、ベルトーニが視線を返しもせずに切り捨てた。

「ここから先は、副ふく会長の仕事とさせて貰もらいたいが？」

　確かにそうだ。だからというように、正まさ純ずみは会え釈しやくを送って息をつく。まず言うべきは、

「やるべきことは、──英国から大罪武装を得るということだ。

　だが、私は、英国を征服しないほうが良いと思う。〝奪取になるから〟という理由つきでな。

　何な故ぜなら、これが通れば、今後に対して、大きな駆け引きの材料となるからだ」

「？　どうしてですか？　奪取を避けて征服しないことは、ある意味、当然のことだと思うんですが。……両国の疲ひ弊へいも避けられますし。その当然の行為が何故、駆け引きの材料に？」

　浅あさ間まの問いに、正純は笑えみを得る。

「自分で答えを言ってるぞ、浅間」

　え？　と首を傾かしげた浅間に対し、正純は一つ息をつく。

　……ここで表示枠サインフレームがあれば、言うべきことを書いて、口では補ほ足そくを出来るのかな。

「答えは、浅間の台詞せりふにあった通りだよ。──争いを行えば、当とう事じ国こくはそれぞれ疲弊する。それは英国だけじゃない、今こん後ご私達が向かい合うであろう六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズやM.H.R.R.神聖ローマ帝国もそうだろうし、上越露西亜スヴイエート・ルーシもそうだ。争えば、必ずお互いは疲弊するんだ。

　しかも各国は、現在、三十年戦争や対織お田だに限らず、内部闘とう争そうも展開している。

　しかしここで大罪武装をネタに私達が争えば、私達だけではなく彼らも疲弊し、本来敵てき対たいしている国に隙すきを見せることになるんだ」

「じゃあ……、私達が英国と争わないとしたら？　何が駆け引きに？」

「少なくとも、次に私達と相あい対たいする国に対しては〝極東は条件次し第だいで、征服活動による争いをしない〟というカードを提てい示じ出来るわけだ。英国での実例を掲げてね。

　私達と争えば疲弊し、他国に対しての隙になるのだから、内容次第では乗ってくる国もあるだろう」

「居直り強ごう盗とうの理論だな。──金にはなるが」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみは頷うなずく。

「だが大きなカードだ。何しろ、その国の運命を左右する。

　そしてもし、英国か、どこかの国が疲ひ弊へいを避けるために私達と敵てき対たいせず、そのまま大罪武装ロイズモイ・オプロを返へん還かんしてくれるならば、続く国もあるだろう。

　大罪武装は戦せん術じゆつレベルでの戦局をひっくり返すような代しろ物ものだが、国家間の闘とう争そうは戦せん略りやくレベルの話だ。私達と戦って疲弊するより、大罪武装を切り捨てた方が国家戦略としては当を得ていることもあるだろうさ。しかし──」

　しかし？　と皆が眉まゆを顰ひそめた。

　……今まで、平和的解決が上う手まく行くような物もの言いいをしてきたからな。

　争いのない方がいいのは確かだ。だけど、

「──英国が大罪武装の返還に応じる可能性も、今後の各国が応じる可能性も、非常に低い」

　何な故ぜならば、

「各国は、もっと先の未来を見ているからだ」
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　各国が見ている先の未来。それは、

「それは、三十年戦争や戦国時代の先、末まつ世せを抜けた後の、まだ先が見えぬ世界の行方ゆくえだ。

　何しろ、そんな不明の世界においても、各国が覇は権けんを争い続けることに変わりはない。

　ならば末世を解決することは大事だが、末世解決のために、極きよく東とうに莫ばく大だいな武力と〝末世を救った成果〟を与え、末世後ごの世界に〝末世を救った極東〟という強力な敵を増やす筈はずがない」

　一ひと息いき。

「各国はこう思っている。

　──極東に末世を解決させるのは有りだろう。だが、それによって極東は疲弊し、末世後において力を失っていなければならない、と」

「だったら、……各国は極東と相あい対たいする、と？」

　浅あさ間まの問いかけに、正純は頷いた。あのな、と前置きして、

「大罪武装についても、単純な返還が為なされるとは思えない。ヴェストファーレンまでお預けになったり、〝貸たい与よ〟という形をとられることもあるだろうな。

　だ・か・ら・英国が鍵かぎだ。英国で私達が大罪武装を手に入れる際、何が起きてどういう経過をもってどのような結果になるのか。それは他国の指し針しんになり、その後の武蔵むさしの運命を決める。

　私達は平和に大罪武装を集めていけるのか、それとも、末世後を考える各国の策さく略りやくの渦うずに沈んでいくだけなのか。

　これは言い換えるなら──、英国で平和裏りにことが進まねば、武蔵は少なくとも聖せい連れんの聖せい譜ふ所しよ有ゆう国家との全面戦争に突とつ入にゆうするということだ」

　告げた言葉に、皆が沈ちん黙もくする。

　そして正まさ純ずみは葵あおいを見た。全ぜん裸らで正せい座ぎしている葵を見て、彼が股こ間かんにワカメを積んでいるのを確かく認にんして、更さらに馬鹿が真ま正面を見た真ま顔がおのまま、股間を両手で指さし始めても、

　……ツッコまない！　ツッコまないぞ!!

　内ない心しんで視線を逸そらしながら、正純は言った。

「葵。お前の方針が聞きたい。

　大罪武装ロイズモイ・オプロを集めるために、……お前はどこまでを赦ゆるす？

　今になっても、改めて言えるか？　──全面戦争も辞じさない、と」
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「そうだなあ……」

　皆の注視を受けた葵が、腕を組む。そして彼は、ややあってから立ち上がり、だがしばらくしてからまたゆっくりと腰を落とし、そしてまた立ち、繰り返し、

「────」

「全裸でスクワットを始めるなあ──！」

　こちらの叫びに、葵は全裸のまま息を荒くしながら、

「いや、だって、オマエ、いきなり難しい話を振るんだもんよ」

「──愚ぐ弟てい」

　声が飛んだのはそのときだった。向むか井いの髪かみを櫛くしで梳といていた葵姉あねが、笑えみの無い顔でこう言ったのだ。

「昔のこと、忘れてるかしら？　それとも、……あれは馬鹿な頃の話だったと、そういうつもりかしら？」

　……昔のこと？

　言われてこちらが解わからないと言うことは、このグループでなければ解るはずの無い昔ということだ。どれほどの昔のことかは知らないが、葵の意志を決定する際に持ち出されるそれは一体何だろうかと、正純は内心で首を傾かしげる。

　……いずれ、私も教えて貰もらえるようになるんだろうかなあ。

　思っていると、新しい声が飛んだ。

「喜美」

　次に声を飛ばすのは、浅あさ間まだった。こちらの振り向く視し界かいの中、彼女はわずかに眉まゆを立て、

「あれは、私達にとっては大事なことですが、起き点てんです。そして、起点とはシンプルなものだから、……起点を全ての基準にしたら、後々が苦しくなります。

　だから私達は、起点に対していろいろなものを付属していって、その折り合いを今の基準とすべきです。解わかってますか？　そのあたり」

「フフフこのノーブラ巫み女こ。そんなのアンタより解わかってるわよ。何しろ私だって初めは小さいカップだったけど後のち々のち苦しくなってブラ脱だつ皮ぴ繰り返してこうなったわけだし。

　アンタは今まで買ってきたブラが全部無む駄だになると悟さとったときの悲しみが解る!?　しかもそのタイミングで母親が気を利かせてオバブラを勝かつ手てに買ってきたときのやり場のない憤いきどおり……！　正に〝付け替えろ君のオーバーブラジャー!!〟って感じね！

　そこらへんアンタは気き楽らくよね。デカくなることの恩おん恵けい受けまくりで　」

「べ、別に胸大きくてもいいこと反はん比例で少ないじゃないですか！　大きいと肩こるし、身体からだのバランスが前に傾くから背せ筋すじ伸ばすこと意識してないといけないし、他にも──」

　と浅間が言おうとすると、俯うつむき顔のバルフェットが右肘ひじから先を勢いよく挙げた。

　彼女は、前まえ髪がみとメガネで表情を隠かくしつつ、

「胸が大きくてもいいことはないというのは同意しましょう。許きよ容ようの範はん疇ちゆうです」

　だが、

「──胸が薄いと、プライド的に損なときがあります。確実に」

　その言葉に、皆はやや沈ちん黙もくした。そしてしばらくしてから、

「…………」

　拍手した。手を打つ群の音に、思わず納なつ得とくして頷うなずいていた正まさ純ずみだったが、

「あ、こら、話戻もどせ」

　よく考えたら自分は過去の彼らのいきさつも知らない。

　それは向こうも解っているのだろう。だから葵あおい姉あねは肩をすくめ、答えを促うながすように、

「愚ぐ弟てい」

「んー」

　弟の全ぜん裸らは振り返って頭を搔かく。そして彼は、姉を見て、

「忘れてねえんだ。ただ──」

　と、言葉を続けようとした。その瞬しゆん間かんだ。いきなりに葵姉がこう言った。

「フフ、愚弟、だったらいいわ。そこから先を言わなくて」

　葵姉が、笑えみを作って話を打ち切ったのだ。
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　は？　という皆の視線の先で、姉は目を細めて口を上じよう弦げんの三み日か月づきに開く。

「だって、そこから先の政治的な話は私の範疇じゃないもの。──私はね？　愚弟が自分の約束を忘れてなければそれでいいの」

　彼女の唇くちびるははっきりとした笑みの形をとり、言葉を作る。それは、

「姉と弟の確かく認にんはそれで終了。今、ここでの確認を極きよく東とうの政治的確認に譲ゆずるつもりはないわ。

　そうね、──愚ぐ弟てい、私の方から勝かつ手てに補ほ足そくするけど、つまりこういうことなんでしょう？

　……起き点てんは忘れていない。でも、それの他にくっついてるものが増えてきて、愚ぐ弟ていなりに馬鹿でシンプルな考えがまとまっていない、そういうこと？　違ったら土ど下げ座ざなさい」

「んー。三割土下座くらいで大体そんな感じだと思うんだけどさ」

　馬鹿は、しかし、困ったようにこうつぶやいた。

「ホライゾンが戻って来るまではシンプルだった気がするんだよな」

　だが、

「そっから先、似に合あわねえことに、ちょっと考えすぎてるみてえでさ。ぶっちゃけちょっと嬉うれしくなって自分持て余し気味というか俺ステイというか。姉ねえちゃん解わかるだろ？　自分の中の野や獣じゆうが散歩に連れて行けとキャンキャン吠ほえて身を擦すり寄せてくるような凄すさまじい獣ケモノ度ど……！」

「フフフ愚弟、アンタの野獣がスピッツ並なのはよく解ったわ。愛あい玩がん犬みたいで良いわね。だって愛玩犬って、マルチーズとか、チワワとか、──ああいやらしい犬けん種しゆ名！　何しろマルチーズでチワワよ!?　当て字で書いたら○痴厨に痴○○よ!?　ああ、もう私だってそんな名前自分に付けられない！　──浅あさ間ま・痴○○なんて想そう像ぞう力りよく込みでいやらしい！」

「何で私を巻き込むんですかっ！」

「ええと、犬ネタはいいから話戻もどせ葵あおい姉あね、というか葵」

　視線を向けると、全ぜん裸らはゆっくりと頷うなずいた。彼は腕を組みながら、

「いや、まあ、俺が今の心しん境きようを語るにさ」

「何だ？」

　ああ、と馬鹿は頷いた。

「ここんとこのネシンバラとかさ、黒マルも。俺、何か、解るって言っちゃ変だし気持ち悪いけど、……ちょっとこれからどうすっかな的なことや、他人に対してこれでいいんかよ、ってのを考えているという意味では、あんまし大差ないような気がするんだよな、俺」

「……大差ないって言っても、ネシンバラは全裸じゃないぞ」

　正まさ純ずみが言うと、皆も頷き、しかしひそひそと、

「正純も随ずい分ぶんと慣れてきましたわね……」

「拙せつ僧そう思うに、あの順じゆん応のう、我々より確実に早いよな……」

「んー、やっぱズボンずり下ろされてセージュンの覚かく醒せいスイッチ入ったんじゃないかな」

「お前らホントに他人に容よう赦しや無いな」

　つぶやき、しかし正純は思う。

　……葵も、いろいろ考えているんだろうなあ。
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　そうでなければ困るんだが、と、手放しの賞しよう賛さんはやめ、正純は一ひと息いきを吐ついた。

「まあ、近い内に考えをまとめてくれ。昼の会談でハワードが言っていたが、──約一週間後ご、祭の初日の宴うたげの後に英国との会議があり、武蔵むさしの今後を決めることになるんだ。

　そのときまでに、ハッキリ決められなくても良いから、どっちが〝いいんじゃないか、悪いんじゃないか〟くらいのことは言えるようになっていてくれ。

　お前が決められなくても、世界は動いていて、決定が必要な状況というのは生じるからな。ハワードが言っていた学園祭開かい催さい日びの会議までに方針が決まっていてくれると有り難がたい」

「ああ、じゃあまあ、そこらへんまでに何か言えるようにしておきてえけどさ」

　葵あおいは、こちらを見てから、そして皆に振り向き、こう言った。

「俺、頭悪いから何をどうすっか的なことは明確にはなかなか言えね。でも、俺にとって何が間違ってんのか、正しいのかだけはズラさないつもりで行きたいんだわ。だからまあ」

　彼はまた、こちらを見て、

「ちょっと待っててくんねえかな？　絶対、その通りの答えは出すからさ」

　静かな、落ち着いた口く調ちようの葵の言葉に、ベルトーニが半はん目めで台詞せりふを挟んだ。

「絶対か？　金賭かけるか？　〝絶対〟まで言うなら証しよう文もんもつけるが、いいんだろうな」

「ま、待てこの野や郎ろう！　ぜ、絶対多た分ぶんな!?　な!?」

　大だい丈じよう夫ぶかなあ、と皆とうなだれた正まさ純ずみは、しかし己おのれの思し考こうを打ち消す。

　……この馬鹿、しかし、大事な部分を他人に任せようとはしていないんだよな。

　最後の決定部ぶ分ぶんだけは自分で決める。だから、そのために、

　……頼りないが、それを支えるのは私の役目か。

　そう思い、だから正純は頷うなずいた。

「Ｊｕｄジヤツジ．、解わかった。極きよく東とうの意い志し決定の最たる部分を支える者として提てい言げんしよう。──皆、葵になるべく多くの情報を今後送るように心がけてくれ」

　Ｊｕｄ．、と皆が頷いた。

　だが、不ふ意いに葵が、首を傾かしげてこう問いかけてきた。

「……もし俺が、それまでに何も決められなかったら、どうすんだ？」

「基本は、何も決定出来ずに英国を去ることになると思う。教きよう導どう院いんの長ちようが方針を決めていないのだからな。……だが、決定が絶対に必要であると解った場合──」

　正純は言った。

「私が全責任をもって決定する。──副ふく会長権けん限げんでな」
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　全責任、という言葉に、皆が表情を堅くした。何な故ぜならば、それは、

「長が決めていない方針を、その下にいる者が決めるんだ。武蔵の政治決定力りよくの弱さを示すことになるし、各所からの突き上げが来るだろう。私も、責任をとり、また、クーデターではないことを示すために辞じ任にんすることになると思う」

　……まあ、こういうのも当然の役割だ。

　長ちようのミスや弱さは、彼との相互支し持じを認めた自分の責任として収めればいい。葵あおいとホライゾンがいれば極きよく東とうは存そん続ぞく出来るのだから。自分は降りることになるかもしれないが、極東の防ぼう波は堤ていになるのは当然のことだろう。

　……だけど、出来れば、そうならないといいなあ。

「だからまあ、個人的には、ある程度のところまでは決めておいて貰もらえると有り難がたい」

「うーん……」

　馬鹿はやはり考え込む。その姿は決定力りよくに薄く、頼りなくは見えるが、

　……これはこれで、いいことか。

　王が、自分の意志の存在を大事に思っているということであり、こちらのことなども考えてくれているということなのだろう。だから、

　……紆う余よ曲きよく折せつはあるだろうが──。

　上う手まくやっていけるだろうと、そう思ったときだ。

「あ、そっか」

　不ふ意いに、葵が手を打った。そして彼はホライゾンを見て、いきなりこう言った。

「学園祭で、俺とデートしようぜホライゾン」
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　ミトツダイラは、ハイディに空の五皿さら目めを渡しながら、正面のホライゾンと全ぜん裸らを見た。

　……デート？

　はあ？　と首を傾かしげた向こうでは、喜き美みが銀ぎん鎖さに五ご穀こくチャーハンをよそって貰もらいつつ、

「フフフ愚ぐ弟てい、ちゃんと計画は練ってるんでしょうね？　マニュアルに頼らないようにしつつしかし押さえておくべき所は押さえるのがデートの基本！　〝あっ、この人、自分の考え持ってるけどちゃんとこっちが望んでるようなことしてくれる……〟なーんて中ちゆう等とう部ぶみたいなこと女に思わせたら勝ちなわけないでしょ勝負はそれからよ！　食事で割り勘かんされないようにせいぜい気をつけるのよ愚弟！　間違っても失しつ地ち王おう体験ツアーとかテムズ川汚お水すいエコツアーとか空気悪くなるの行ったら駄だ目めよ!?　行くなら私は絶対行かないミステリアスなロンドン処しよ刑けいツア──、ってホライゾン恐怖感かんじないんだったかしら？　くあ──賢けん姉ねえナイスミス！」

「姉ちゃん！　姉ちゃん！　今の話、実は結けつ論ろん全く出てなくね？」

　そんな姉弟の会話を聞きつつ、ミトツダイラはこう思った。

　……タ、ターンの流れが速すぎて介かい入にゆう出来ませんわ……！　素早さが足りない……！

　どこに行った楽しい食事中の会話。私ひょっとしていらない子ですの？　ともあれホライゾンが無言で高価な肉を集中して摘つまんで寄よ越こしてくるのに対し、やはり侮あなどれない存在ですわとミトツダイラは思う。その上で、ミトツダイラは奇き人じん二人に対して、

「ど、どうしてホライゾンとデートするんですの？　今いま更さら」

「ああ、そりゃ簡単だ。よく解わからねえこと多いからだよ」

「フフフ愚ぐ弟てい、その説明も全く解らないわよ！　解るように賢けん姉ねえに説明なさい！」

「姉ちゃん！　姉ちゃん！　賢姉なのに解らないっておかしくね？　どうよ？」

　ホライゾンが裏うら拳けんを叩たたき込んだ。打撃されて、あひぃ、と女おんな座ずわりになったトーリに対し、半はん目めの自じ動どう人形が振り向いて告げる。

「正直に申しますが、身近な人に対してその口の利き方は何ですか」

「パ、パンチはいいの!?　いいのか!?」

「それとこれは別です」

「ホントに別だよ!!」

　面めん倒どうなので銀ぎん鎖さで女座りを起こしてやった。そのまま軽く巻いて身動きとれないようにすると、ホライゾンが正せい座ざで彼に向き直る。彼女は何か請求するように砂を軽く数度叩たたき、

「さ、ここに全額揃そろえて御ご回答を」

「いや、だから、──情なさけねえ話だけどさ」

　彼は一ひと息いきついて、しかし彼女しか見ない姿し勢せいになると、

「ホライゾン、俺はさ、オメエといろいろ見つつ、話とかしてみてえわけ。だってそういうのすっ飛ばして告白タイム入ったろ？　だから改めていろいろ話してみてえわけなんだよ」

「話というと、何を？」

　ホライゾンが首を傾かしげる。すると彼は、あー、と長い思し考こうの前置きをして、

「俺はさ、ホライゾンに、……俺が元で失わせちまったものを取り返そうと思ってんのな？　でもよ、ホライゾンは、どうなんだろうな、って」

「どう、とは？」

「いや、だって、……ホライゾンさ、感情とかに興きよう味みねえかもしれねえじゃん。三み河かわ戦で泣かせちまったし、ああいう辛つらいのなら、もう要いらないと、そう思ってるかもしれねえじゃん」

「率そつ直ちよくに申しまして」

　ホライゾンが、身み構がまえる暇ひまも与えずに即そく答とうした。

「──現状では、感情について、ホライゾンは不要を感じています」
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　告げられた自動人形の回答に、ミトツダイラは僅わずかに息を吞んだ。

　……不要って。

　彼のしてきたこと、していることを無む駄だにしかねない答えだ。そしてそれがもし彼の哀かなしみを呼ぶならば、

「────」

　どうすべきか解わからぬままだが、しかしミトツダイラは銀ぎん鎖さに意志を送った。何かすぐ動けるようにという初しよ動どうの構えを。だが、

「ミトツダイラ、焼きソバ頂ちよう戴だい」

　喜き美みの声に、銀鎖の初動が鉄ヘラと皿の高速機き動どうとなって消化された。手ぬぐいを鉢はち巻まき状に巻いた銀鎖が瞬しゆん時じに皿とソバと青あお海の苔りと、

「あ、私、紅べにショウガいらないから。──代わりに麦むぎ茶ちや頂戴」

　しょげかけたショウガ担当が、麦茶の小こ樽だるを持つハイディの方に喜び波打ちながら伸びていく。そして喜美が中ジョッキに入れられてきた麦茶を受け取る間、ミトツダイラは彼の方へと視線を動かす。

　そして向けた視し界かいの中、彼女に対する彼は、無事だった。

　生きている。

　哀かなしみで死んではいない。そのことにミトツダイラは内ない心しんで安あん堵どの息をつく。

　……良かったですわ。

　と思っていると、視線の先で彼が空を見上げて口を開いた。告げる言葉は、

「まあ、フツー、そうだろうなあ。感情とか、不要だよなあ。面めん倒どうだよなあ」

　ミトツダイラは、彼の言葉に無事の理由を察する。ホライゾンが感情を欲さないことなど、きっと、そんなことは既すでに予測していたことなのだろう。

　……何しろ、お互いに平行線ですものね。

　ホライゾンの判断は自じ動どう人形ゆえ、無む駄だの無い最さい善ぜんを望むものだ。だから、というように、喜美がホライゾンへと疑問の言葉を飛ばした。

「ホライゾン、狼おおかみが番犬になりそうだから将しよう来らい姉に教えてくれる？　──何な故ぜ、不要なの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、単純に申しまして、ホライゾンは一年間をそれ無しで過ごしました。不ふ都つ合ごうはなかったと判断出来ます。ならば、それを得るために行う労働行為は、日々の生活に対して余分な付け足しのために行うものかと判断出来ます」

　だよなあ、とトーリが空を見上げたまま改めて呟つぶやく。

「ま、ホライゾンがいらねえって言っても、昔から、俺は全部取り戻すと決めててさ」

　彼は視線を落とし、砂を見る。そして右手で頭を搔かき、

「俺がやっちまったんだから、俺が戻さないと駄だ目めじゃん。──現物弁べん償しようみてえなもんでさ」
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　現物弁償。

　その言葉に、思わず笑いそうになって、ミトツダイラは顔を伏せた。聴ちよう覚かくには、こちらと同様に息を詰めた音が幾いくつか聞こえるが、それは皆も同じ反応をしたということだ。

　……どうして、そう変なところで責任感が強いんでしょうね。

　だが、必死なのだと、それは解わかる。自分の為なしたことに対して、斜しやに構えるどころか紆う余よ曲きよく折せつしてくる人間だが、最後は必ず正面に回る。

　だからやりにくい、とミトツダイラは思う。

　最後の位置さえ拘こだわらなければ、もっと楽に生きていけるでしょうに、と。

　だから笑いを堪こらえて顔を上げれば、いつの間にか、彼が視線をこちらに向けてきていた。ホライゾンの肩かた越ごしに送られてくる緩い瞳ひとみの色は、あのさ、という前置きつきで、

「ネイトは、薄うす々うす気付いたり、聞いて知ってたかと思うんだけどよ。

　俺ら、……俺とかシロとかネシンバラにテンゾーなんかも、大罪武装ロイズモイ・オプロが各国に配られたとき、〝何か怪あやしいなあ〟って思ってたんだよ。ま、それでなくてもホライゾンの親父おやじである元もと信のぶ公こうが作った〝大たい罪ざい〟だったしさ。……それを全部合わせると、人、ってことなんじゃねえかって思ってさ。だからホライゾン、オメエが戻って来なかったり、三み河かわでのドカンが無かったりしても、俺ら、……末まつ世せに乗じて各国と交渉して、別に武蔵むさしや極きよく東とうじゃなくてもいい、どっかに大罪武装を集めて、それをまあ、八はち罪ざい合がつ体たい……！　とか八段合がつ体たい・真しん大罪！　とか……、って御ご免めんー！　マジ御免ー！　ホントにそんなこと言ってたけど不ふ適切でした睨にらまないでー！」

「睨んでいないと何度言ったら解るのですか。──一度目です」

「ぬおお反応しづらいネタ振りだ!!」

　皆が、まあまあ、と二人を諫いさめた。

　そしてややあってから、彼は改めて膝ひざを崩すと、ホライゾンを見てこう言った。

「まあ、それ全部をオメエに見立てて、供く養ようにしようかと、そんな計画練ねってたんだわ」

「では……」

　と、聞こえ始めたホライゾンの言葉の行く先は解る。彼のしようとしていたことは、元々、彼女不在でなされようとしていたことなのだ。だから、

「別に、トーリ様達のされることに対し、ホライゾンは元々不要なのですね。だったらそんな場所に、ホライゾンを呼び込んで感情奪だつ還かんの理由付けとするのはおやめ下さい」

　何な故ぜならば、とミトツダイラが思う先を、ホライゾンが言葉で生む。

「何故ならば、皆様が傷ついたり争うのが、全て〝ホライゾンがいたから〟になります。

　ホライゾンが感情を欲するかどうか。それを確かめるためにデートしたいというのは、全てをホライゾンがいるせいにしたいからですか？」

「そんなこたねえよ」

　だったら、とホライゾンが言った。

「別にホライゾンなどいらないではありませんか。別に皆様とともにいなくても──」

　いいではありませんか、と、こちらの予測通りに言葉が続きそうになったときだ。

　ふと、ミトツダイラは見た。ホライゾンの瞳ひとみの端はしから涙が頰ほおをこぼれ落ちたのを。

　……え？

　どうして、と思い、気付くことがあった。

　彼女には、哀かなしみの感情があるのだと。それだけは戻っているのだと。だとしたら、

　……何な故ぜ。

「ホライゾンは──」

　彼女は言う。

「──いらないのは、いらないです」





●






　ホライゾンの涙と言葉に、ミトツダイラは息を吞んだ。

　……これは──。

　自じ動どう人形の最さい善ぜんの判断とは別に存在する、本心が望む最善ではない判断。

　自分がいらない方がいいと、最善の判断がそう決めようとしても、

　……自分がいなくなったことにされ、いらないとされるのは……、哀しいことですわね。

　その哀しみについては、ミトツダイラも知っている。

　……実家から、こちらに一人で来ていますものね。

　だがホライゾンは、記き憶おくもなく、あまり生活の経験もない。自動人形の基礎知識や、本で読んだ知識はあるため、耳みみ年どし増まとも言える状態だが、

　……自分が、いらないとされてしまうこと、ただそのことを、……哀しいと。

　まるで、振り向いて欲しいと親に泣いてすがる。そんな子供のようだ。

　自分も昔、どうだったろうか。一緒に買い物に行こうと約束していたのに、遊んでいた自分が見つからず、仕方なく一人で歩き出した親を、泣きながら追ったことが無かっただろうか。

　あの感情は、

　……私のことを忘れないで、と。

　自分にとっての感情が、ホライゾンにとっても同じだとは限らない。

　ついでにいうと母親は泣いてる自分を慰なぐさめるために買い物帰がえりにバッティングセンターに寄り、豪ごう快かいホームランを叩たたき込んだが屋根まで破は壊かいした。その時「ほ、ほら、うちの子も謝ってますし」と自分は恩おん赦しやのダシに使われた記憶もあるのだが、何故、人の記憶はいらんところをカット出来ませんの。

　ともあれ、泣いている彼女の周囲では、心配になったらしい銀ぎん鎖さが、自らを一ひと筆ふで書きにして大だい丈じよう夫ぶかどうか心配するが、幾いく本ほんかは回り込みゆえ角度が足りず、

『ダイジョウブ？』『ジョウブ？』『ウブ？』『？』

　最後の一本ちょっと厳きびしいですわねと言うか何ですのこのエコー状態。しかし肝かん心じんの彼の方は、泣いている彼女をただ見ているだけだ。ゆえにこちらはわずかな苛いら立だちを感じ、

「総そう長ちよう……、何かして差し上げたら？」

「オ、オメエの鎖くさりが俺のこと細ほそ巻まきにしてるから動けねえんだよ！」

『ゴメンネ』

　ほどいてみると、彼は泣いて俯うつむいているホライゾンの頰ほおに、ゆっくりと手て指ゆびを当てる。両の頰の涙をすくい取るように拭ぬぐう彼に、彼女の方も頰をそれぞれ差し出すようにして、

「……何ですか？」

　ああ、と彼は頷うなずき、ゆっくりと囁ささやくようにこう言った。

「──泣き顔を　慰なぐさめ覗のぞく　乳ちち谷たに間ま」

「痴ち漢かん撃げき退たい　正義執しつ行こう」

　覗き込んだ顔面を下の句でホライゾンにモーションレスアッパーされ、馬鹿はそのまま座り一回転した。
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　目の前で生じた一いち連れんの動きと結果に対し、ミトツダイラはこう思った。

　……よ、容よう赦しやありませんわね……！

　馬鹿が転がって跳ねた砂に対し、銀ぎん鎖さが一いつ瞬しゆん鉄板を持ち上げてよける一方で、喜き美みがうんうんと頷き、

「季き語ごが無いわよ愚ぐ弟てい。──あ、短たん歌かの場合は要いらないんだっけ？」

「そ、それよか返へん歌かされるとは思わなかった！　や、やるなホライゾン！」

　対するホライゾンが、右手を張るように挙げて彼を一いち瞥べつする。

「正まさ純ずみ様の持っている和わ歌か本ぼんなどで学習しておりますので。ともあれ──」

「デートしようぜホライゾン」

「言っている意味が全く解わかりませんが」

　半はん目めの彼女に、しかし彼は右の親おや指ゆびと眉まゆを立てて笑った。

「馬っ鹿、オメエ、泣いてみせといて今いま更さらそんなこと言っても遅おせえよ！　いいか？　オメエは俺とデートしてみて、いろいろ見たり食ったり遊んだり胸揉もませあひゃん！　す、すいません調子乗りすぎましたお赦ゆるし下さい。で、話戻もどすけど、ええと、つまり──」

　言った。

「感情ってもんに、興きよう味み向くかどうか試してみようぜ」

「疑問しますが、試して……、どうなると？」

「興味が向いたら、俺達と一緒に大罪武装ロイズモイ・オプロを取り戻そうぜホライゾン。それが出来なかったら飯めし作って待っててくれよ。それでも結けつ構こう、俺はいいと思うんだ。

　だって、オマエはここにいるし、俺にとっても、もはや〝いる〟んだ。だったら、皆にとってもそうだろうよ。だから、もし、もしもだよ？　もしもオマエが感情に興味を持って、俺達と一緒に、自分のためにそれを取り戻そうと思えるなら──」

　一ひと息いき。

「俺達は、オメエの期待をもって。そしてオメエは、俺達への期待をもってそれぞれ動く。

　要するに、それぞれ、お互いの思いを得て、何から何までがパワー二倍になるんだぜ？」

「……もし、ホライゾンが興きよう味みを持てなかったら？」

「一倍でいいんじゃね？　それがフツー。それ以上は高たか望のぞみだぜ」

　言った言葉に、ホライゾンは半はん目めのままだ。だが、

「……危険な発想です。何しろ、ホライゾンに、感情が欲しくなったら世界大たい戦せんを行えと、そう仰おつしやっているのですから」

「おいおい世界征せい服ふくは俺の担当だぜ。──オメエは、平行線で、別のことを考えろよ。

　世界征服とかは全ぜん部ぶ俺のもんだから、オメエは、平行線でもっと楽しく感情求めな。

　そのためにもまず、感情に興味を持てるかどうか、デートしようぜ？」

「人形を外へ持ち出すおつもりですか？」

　違うさ、と彼が、彼女の手を取った。

「手を取って、外へ連れて行くんだ」

　その言葉を聞いて、ミトツダイラは、

　……全く。

　呆あきれとも、安あん堵どとも思える吐と息いきを内ない心しんに生む。だが、

「デートと言ってもどうしますの？　服とか、デートコースとか」

「服はネイトが見み繕つくろってくれるんだろ？　コースは姉ねえちゃんや浅あさ間まが」

「ええ!?　な、何で私まで巻き込まれるんですの!?」

　腹を立てるべきだ、と思う。が、そう思ってる時点で心は手遅れだ。だからというように、喜き美みの苦く笑しようが聞こえ、更さらには救たすけ船を送るように正まさ純ずみの声が生まれた。

「──Ｊｕｄジヤツジ、逢あい引きで武蔵むさしの動どう静せいとも言える生徒会長兼けん総そう長ちようの態度を決めるのもどうかと思うが、まあ、極きよく東とうの継けい承しよう者しやも同意ならば、試すのもありだろう」

　彼女の手を打つ音が、浜に高く響ひびいた。

「葵あおいが、昔通どおりの方針で今もまた行くのかどうか、ホライゾンがそれをどう欲するのか。

　では、その結果に期待して、──この会議を終了しよう」

　と言ったときだった。不意に、輸ゆ送そう艦かんの方から人ひと影かげが来た。何事かと思い、皆が振り向くと、輸送艦の乗員が走ってくる。それをアデーレが迎え、ふんふんと言葉を聞いて頷うなずき、

「あのー、ホライゾン副ふく王おう？」

　アデーレが、手を挙げ、乗員と別れて戻ってきた。

　どうしたの？　という皆の視線の先で、アデーレが首を傾かしげ、

「今、ちょっと聞いたんですけどね？」

　三秒ほど、彼女は考えた。が、一つ頷うなずき、

「……大罪武装ロイズモイ・オプロがどっか行ったらしいですよ？」





●






　は？　と誰だれもが首を傾かしげる中、ホライゾンも首を傾げ、

「……そういえば、昼に起きたとき、ベッドの下に無かったような気が確かに致します」

「ちょ、ちょっと待て！　紛ふん失しつしていいものか!?　違うよな!?　な!?」

「おいおいあたりめえだろ。オメエ大だい丈じよう夫ぶかよセージュン。馬鹿になったんじゃねえのか」

「い、言われた！　こいつに言われた!!」

　まあまあ、と誰もが制す動きの中、首を傾げて自分の周囲を見回すホライゾンがいる。

　そんな彼女を見つつ、ミトツダイラが咳せき払ばらいを一つして、

「え、ええと皆さん、これから一ひと息いきついたら片づけをして交代で入浴タイムとなりますが、それぞれ着替えを取りに行ったとき、艦かん内ないをよく見ること。

　そう小さなものではありませんので、探しましょう」

　では、と彼女は連れ風ぶ呂ろ宣せん言げんした浅あさ間まと正まさ純ずみを見て、

「先行班はんは急いで確認してきて下さいません？」







[image: 第二十三章『密室の傷負い人』]
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　点てん蔵ぞうは、板の間で正せい座ざをしていた。

　六畳じようの板の間だ、左右の壁は駕か籠ごが並んだ棚たなになっており、前方には木の遣やり戸どと上がり場、背後にはステンドグラスの遣り戸がある。

　ちらりと見るステンドグラスは、富ふ士じ山さんが形作られた浴よく場じよう用だ。

　……この部屋は、輸ゆ送そう艦かん内部に仕込もうとしていたもので御ご座ざったか。

　それを外に配置したのは、武蔵むさしが英国を去った後に輸送艦がいずれ放ほう棄きされ、取り壊こわされるからだろう。外に浴場を作っておけば、武蔵が去った後でも周囲の住民の役に立つという、そういう判断だ。

　十分ほど前までは〝傷有りスカード〟と二人で外にいたのだが、内部の確かく認にん作業として、今は〝傷有り〟が湯を浴びている。

　自分はずっと外にいようと思ったのだが、〝傷有り〟が「外から見たら入っていないのはおかしいと思われるのでは？」と声を掛けてきたので、脱だつ衣い場じように控えることにしていた。

〝傷有り〟が出る際に声を掛けて貰もらえば、先に出て一ひと風ふ呂ろ浴びた演技を始めればいい。

　……忍にん法ぽう〝騙だまし湯上がり〟で御座るな……！

　頰ほおを湯あたり美人風ふうに赤くして、髪かみなど淡く湿しめらせて──、

「……自分、顔隠かくして生きて御座るよ？」

　じゃあこのままでいいで御座るな、と自己完かん結けつした忍にん者じやは、しかし背後からの、

「あのう……」

「にゃ、何で御座るか？」

　裸はだかの女から声を掛けられるという人生未み曾ぞ有うの経験に思わず上うわ擦ずってしまった点蔵だが、

「床や浴よく槽そうなど調べてみましたが、湯や空気の漏もれや浸しん透とうなど無いようです。他、どこか気をつけておくところはありますか？」

　言われ、午後に行った床などの整備と、犬鬼コボルド達に出した指し示じを点蔵は思い出す。

　浴場の内部は、術じゆつ式しきと石で舗ほ装そうした浴槽と床の上に、もう一度石いしを敷しいた作りだ。湯口から出る湯は北側の壁にも管で送られており、これは管に開けた幾いくつかの穴から打たせ湯になるとともに洗い場の湯出しになっている。

　気をつけるべきは、

「壁の管の打たせ湯は、均きん等とうに出て御座るかな？」

「五つの内、奥の二つが弱くなっておりますね。管の途と中ちゆうに栓せんがありますから、調節してみましょうか」

「お願い出来るで御座るか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と笑えみの声が返ってきて、そして確認が始まった。
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　浴よく場じようの入り口扉とびらの前には、女おんな衆しゆうが眉まゆをひそめて壁と扉に張り付いていた。

　初めは皆、浴場施し設せつの横の泉いずみにある睡すい蓮れんの蕾つぼみを見て、咲くのは白だろうか赤だろうかと話していたのだが、直なお政まさが扉の前に膝ひざ付き姿し勢せいで張り付いてから空気が変わった。遣やり戸どに升ますグラスを当てて中の音を聞いていた直政は、眉をひそめた顔で周囲に対し、

「……喜き美みとミト、ハイディは片づけをして後から、か。アサマチ、アンタさっきの、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロの検けん知ちはどうなったんさね」

「はい、……対たい神かみ隠かくしにも使用する検けん知ち術じゆつ式しきを使ったところ、どうも近くにはあるようで」

　方向は解わからないが、遠ざかってはいないようなので、後日捜そう索さく、というのが結論だった。

「ホライゾンが記き憶おくに無いだけで、寝ている間にどこかにしまい込んだのかも知れませんし」

　艦かんの乗員達は引き続き捜そう索さくしてくれるとのことで、それは乗じよう員いん側にとっても、不ふ慣なれな者達がうろうろするよりはいいとの判断だった。

「じゃあ、任せるしかないさね。だったら残りの全員、よく聞くさ。どうも、今、──中で動きがあるようさね。意味、解るさね？」

「ちょ、ちょっとマサ、そういうのやめません？　同級生なんですし」

「何さねアサマチ、……同級生だから出来るんだろうさね？　他人だったら犯罪だよ？」

　いや、そのう、と口くち籠ごもった浅あさ間まは、

「あれ？　同級生でも犯罪のような……」

　ハナミと通神帯ネツトで法律神しんの神社サイトを検けん索さくし始めた浅間を無視して、直政は頰ほおを赤くしている鈴すずに手招きをする。腰と頭部の対たい物ぶつセンサーで感かん知ちした鈴は、首を傾かしげて直政に近づくが、

「ええと鈴、その〝音おと鳴なるさん〟、音声増ぞう幅ふくも出来たよな？」

「あ、うん……、これ？」

　と、腰の右センサーから吊つられている小さな円えん柱ちゆう型の端たん子しを手にし、鈴は操そう作さ一つで懸けん架かコードを引き伸ばす。それを受け取った直政は、扉に押しつけている升グラスにセンサーを押し当てようとして、

「と、このままだと音が全部鈴に行っちまうさね。アサマチ、ハナミで同期して文章表ひよう示じしてくれんかね？　IZUMOだから出来るだろ？」

　えええ？　と眉をひそめながら、しかし浅間は、

「へ、変なことがあったら乗り込みますからね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．！　と皆が力強く頷うなずく中、ハナミが鈴の頭に乗る。そしてハナミが初期設定の表示枠サインフレームを出した後に映したのは、

『──なかなか難しいで御ご座ざるな、〝傷有りスカード〟殿どの』

「あ、ちゃんと拾えるんですねー」

　アデーレの感心の顔に、正まさ純ずみが腕うで組ぐみの半はん目めで頷うなずいた。

「まあ、あんまり、私としても感心は出来ないことだがなあ」

　まあまあ、と直なお政まさが片手をひらひら振る。

「ま、点てん蔵ぞうのことさ、何もないとは思うけど。あれでかなり保守的だから」

「そうなのか？」

「昼間にあのフードの旦だん那なと話しているの、見たさね？　輸ゆ送そう艦かんが落下した際、何であの旦那を阻そ止ししたのかについて、あの馬鹿忍にん者じや、その理由──」

　一つ頷き、

「誤ご魔ま化かしてたろうさ。馬鹿だから。止めたのには理由があるのにさ」

「それは……」

「忍者は、全ての不ふ始し末まつを自分で抱え込む。己おのれの心を消せる戦種スタイルさね」

　直政は一ひと息いきをついた。

「あの馬鹿が理由を認めないのは、旦那に〝何も知らず、気付きもしなかった〟という恥はじをかかせないためさ。無む知ちは恥じゃないとも言うが、子供達の命が掛かっていたことさね。無知じゃあ済まされないし、あの旦那はこの階かい層そうの代表さね。

　──忍者は、支配者のために身を削けずる。それがまあ、専種的な面だけでなく、日ひ頃ごろの面についてもそうなっちまってるのがあの馬鹿の悪いところだが」

　だとしたら、と鈴すずが小さく呟つぶやいた。

「あの、フードの人、も、……つら、大変、だよ？　……ね？　謝り、たい、くても……、謝れ、らせてくれ、ない、から」

　そうさね、と直政が首を下に振った。

「旦那の方は、点蔵に気を遣つかっちまってしょうがないだろうさね。

　ま、輸送艦の下に飛び込もうとするなんて、やっぱあの旦那も結けつ構こう馬鹿なんだろうけど、そこらへん点蔵は尊そん敬けい……、って言ったら変だが、気に入ってんだろうな。点蔵としては、旦那の気き遣づかいも解わかってるだろうし、忍者としてはしかし真実を認められないし、──心こころ遣いだけで有り難がたいとか、そういうの、英国人には伝わり難いかもしれんしねえ」

「でもナイちゃん、今日の二人のイチャイチャ振りを見るからに、テンゾーこのまま英国に残っちゃったりしてね」

「いや、あの、いくら何でもそこまでとは……」

　と浅あさ間まがハナミの表示枠サインフレームに視線を向ける。それに吊つられて皆も向けると、中に聞こえる音を拾った表示枠の文字が、

『──奥、奥はどうで御座るか〝傷有りスカード〟殿どの!?』

『あっ、やっ、奥、──あ！　で、出てきました！　一番奥おく、熱いの届いてます！』

『〝傷有り〟殿、手前、手前を締めて下され！　それで落ち着く筈はず！』

『んんっ、か、堅いですね……！　あ、て、点てん蔵ぞう様！　熱いの最後まで届きました！』

『おお、お見事で御ご座ざるな〝傷有りスカード〟殿どの、こういうのが初めてとは思えぬお点前てまえ……！』

　皆は顔を見合わせた。ナルゼが既すでにトンボ枠わく型がたの表示枠サインフレームにペンでネームを高速状態で描き連ねながら、

「よっしゃ！　他人のエロスはネームが進むわね！　あの長ちよう衣いの男も点蔵相手になると女おんな言葉というのは今までの創作人生で未み体験ゾーンのキャラだわ！　さーあガンガン行くわよー！」

「い、いや、ちょっと、あのですね、今のは流石さすがに何か誤ご解かいが──」

　浅あさ間まがフォローを入れようとするが、文字列れつは進んだ。

『じゃ、じゃあ点蔵様、次のに行きましょうか』

『そうで御座るな。一つ一つしっかりとしていくのが、後のために御座る』

　では、と〝傷有り〟の言葉が文字になった。

『次は下の太い方と、欲よく情じようの〝尻しりing〟の処理を』
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「なぁにをやってんですかあっ!!」

　いきなり正面の遣やり戸どが開き、眉まゆを立てた浅間が立っているのを点蔵は正せい座ざで見た。

　突とつ然ぜんのことと浅間の雰ふん囲い気きに、点蔵は、

　……え!?　ええ!?　──よく解わからんが謝った方がよいで御座るか？

　何しろこちらはこれから下側の太い導どう管かんと浴よく場じようの〝シーリング〟処理を検査して貰もらうところだ。が、耳には気け配はいを察したらしい〝傷有り〟が浴よく槽そうの湯に隠かくれる音が聞こえてくる。しかし対する浅間は、事態が飲み込めぬままこちらが床に正座しているのを見ると、眉まゆを歪ゆがめ、

「あれ？　……何で点蔵君がここにいるんですか!?」

「え!?　あれ!?　拙せつ者しやいらない忍にん者じやに御座るか!?」

「いえ、そうじゃなくてですね。……あ、ハナミ、〝軽けい犯罪で宮きゆう刑けいにする方法〟のサイトは検けん索さく続行でいいですから。で、……何でここにいるんです？」

　何で、と言われて、点蔵は改めて気付く。自分と〝傷有り〟は一緒に湯に浸つかっている筈はずだったのだと。だが、

「ひょっとしてまだ入ってないんですか？」

「い、いや、まあ」

　と慌あわてた曖あい昧まいな応答をしたのがいけなかった。浅間が吐と息いきをついて、

「何だかよく解りませんけど、つまり他国の人と風ふ呂ろ入るのにビビってここにいつつ、一人芝しば居いでエロい妄もう想そうしていたわけですね!?」

　……えええええ!?　い、いや、確かにエロいことをちょっとばかり、ええちょっとばかりで御座りますけどね？　そりゃ思いもするで御座りますけどね？　でも──。

　全く、という言葉で浅あさ間まが身を伸ばすように浴よく場じようの方に視線を向けた。その動きと彼女の興きよう味みもだが、彼女の背後にいる魔女テクノヘクセン＋[image: ]どもが身を低くして闇やみの中からこちらを窺うかがっているのが見え、点てん蔵ぞうはとにかく場を収めようと心に決める。だから、

「ま、まあそういうことで結けつ構こうで御ご座ざる！　自分、ちょっとここの床を検査して御座ってな。〝傷有りスカード〟殿どのに浴場の方の検査をして貰もらって──」

「あのですね……。ここの床は後で私達が見ておきますから、とっとと点蔵君は済ませて下さい。禊みそぎの術じゆつ式しきで検査すれば不ふ具ぐ合あい部分は検けん出しゆつ出来ますから。何かあったら後で報告します。……皆、寒空の下を待ってますし、点蔵君達が着替える手前、この中で待てませんから」

　……その割には容よう赦しやなく開けたで御座るなあ。

　ともあれ、入った振りをせざるを得ないと思う眼前、浅間が半はん目めで遣やり戸どを閉めて行きながらこう言った。

「あ、点蔵君、長らくの輸ゆ送そう艦かん生活で、ええと……、傷つけないように言葉選えらんで言いますけど犬のような臭においなのでちゃんと御お風ふ呂ろ入って下さい」

「ぬおお見事な言葉の選び方で御座るな！」

　抗議を無視して戸が閉まった。

　戸と締じまりの遮しや断だん音を耳にした点蔵は、

　……どうすべきで御座ろうか。


１：〝傷有り〟と風呂に入って彼女に嫌きらわれる[image: ]金きん髪ぱつ巨きよ乳にゆうに嫌われるのは人生最大の汚お点てん。

２：風呂に入らないで女おんな衆しゆうに嫌われる[image: ]鬼き畜ちくどもには、まあ、いいかな、で御座る。

３：風呂に入らず覗のぞいて〝傷有り〟に嫌われ女衆にも嫌われる[image: ]よく思いついたで御座るな。



　長いつきあいを考えると１のような気もするが、うちの女衆は皆セメント系けいなので２でもいいような気がするというか、それが一番のダメージコントロールのような気がするで御座る。　だが、戸が少し開いて、半目の浅間が、

「まだ入ってないんですか？」

「こ、怖っ！　怖いで御座るよ浅間殿！　過か保ほ護ご家庭のカーチャンのようで御座る！」

「ともあれとっとと済ませて下さい」

　閉まる。だが、外からひそひそ声で、

「え？　何？　あれテンゾーの一人芝しば居い？　ヤツ何で創作系けいに来ないのよ!?」

「自分思いますに、第一特とく務むはフラれ過ぎで妄もう想そうエンジンが艦かん載さい級になってるのかと」

「て、てんぞう、くん、……かわい、そう……」

　……誤ご解かい・決めつけ・同情の三連コンボで御座るよ？

　というか人数分ぶんだけバリエーションがある筈はずなので、そうなってくると話題になった方が勝ちかとも前向きに思う。だが、

「あの、点蔵様」

　浴よく場じようの方から〝傷有りスカード〟の声がした。何で御ご座ざるか？　と振り向くと、

「私の方、大だい丈じよう夫ぶですので、……お入り下さい」

「────」

　瞬しゆん間かん。変へん装そう用忍にん術じゆつである〝走り脱だつ衣い〟〝飛び込み脱衣〟の発はつ動どうを考えた点てん蔵ぞうだったが、

「い、いや、そ、そ、そ、それは、いや、その、いや」

　上うわ擦ずっている時点で駄だ目めで御座ろう、と自分でも思う。しかし、

「いやですか……？」

「滅めつ相そうもない……！」

　何な故ぜか反射的に胸を張って即そく答とうした点蔵は、応じてやってきた〝傷有り〟の、

「では、……お構いなくどうぞ」

　その申し出に言い訳わけ不能になって、床に倒れて横になった。
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　浴場は広い。二十畳じよう程度の空間の内、六畳ほどが浴よく槽そうだ。

　建築工事は簡かん素そなもので、地じ盤ばん側に浴槽と床を作り、床ゆか板いたを抜いたパッケージ建築をかぶせたものだ。基礎工事と床の硬こう化かなどは武蔵むさしの住宅区を組むのと同じ術じゆつ式しきと即そつ効こう素材が用いられており、基礎部と壁の隙すき間まの補ほ塡てん材はまだ硬化中ちゆうで柔らかいものの、実用に耐えている。

　浴槽には湯の流れの変化と〝寄りかかり場所〟の確保のために大きめの石が湯ゆ面めんから生はえるように立っており、〝傷有り〟も右の肩肌はだを寄りかからせている。

　と、極きよく東とうの霊れい峰ほうを描いたステンドグラスが開いて、忍にん者じやが入ってきた。

　忍者は腰にタオルを巻きつつ、

「……点蔵様、帽ぼう子しとスカーフを取らないのですね」

「忍者で御座るもので」

　言われた内容に、やはり本ほん場ばは違うと〝傷有り〟は僅わずかな感動を覚えた。しかし彼がこちらを見ないように、まず打たせ湯の方に行って、身体からだを洗いながら、

「えー、この栓せんが……」

「それは既すでに見ました」

「で、では、こちらの管が……」

「それも点蔵様の指し示じ通りにチェックいたしました」

「えーと、で、ではこちらの……」

「もう全部見てます。点蔵様の指示が的確だったので」

　こちらに気を遣つかっているのだろう、と推すい測そく出来て、しかし、

　……大したものでもありませんのに。

　思うが故ゆえに、〝傷有り〟は頭から打たせ湯を浴びている忍者を見た。両の手を合わせて何か経きよう文もんをぶつぶつつぶやいているが、何の精神集中儀ぎ式しきだろうと思いながら、

「温まられたらどうですか？」

「まあ、そうで御ご座ざるが」

「私とは、嫌いやなのですか？」

　恐らくこの言い方ならば通るのだろう、とは思う。確かに彼は、うーむ、と首を傾かしげながらやってくるが、今の言い方はなるべく今後使わないようにしようと、〝傷有りスカード〟はそう思った。

　そして彼は浴よく槽そうに入ってきて、失しつ敬けい、と断った上でタオルを浴槽の縁ふちに置き、一気に肩まで浸つかってくる。沈むに合わせて、

「ぅ──」

　など声を上にしていくのが極きよく東とうのやり方らしい。だから〝傷有り〟は、点てん蔵ぞうの横に移動して背をつくと、浴槽に入れて手て慰なぐさんでいたタオルを縁に置き、

「ん……」

「う、わ！　……〝傷有り〟殿どの、何で御座るか一体!?」

「え？　……だって、これが極東のマナーなのでしょう？　集しゆう落らくの子供達に教えてあげられますしね。──他にもいろいろ教えて頂きたいところです」

　言うと、点蔵がうつむき、

「あのう……」

「何でしょう？」

「こういうシチュエーションは、……破は廉れん恥ちというか」

　あらあら、と〝傷有り〟は内ない心しんで微笑する。輸ゆ送そう艦かんの落下の際、こちらの動きに割り込んで止める思い切りと速度、そして子供達を傷つけぬことを最さい善ぜんとする意志があり、更さらには墓ぼ所しよの引っ越しやこの浴場の建築を行い、この後も農地の改良などについて言があるような、

　……そんな人が、恥ずかしがるなんて。

　いつも正体を隠かくしている自分としても、そういう応おう対たいは良くも悪くも新しん鮮せんを感じる。彼のことを、真ま面じ目めなのだと思い、そのことを茶ちや化かさぬようにしようと内心で頷うなずき、

「別に見ても面白いものじゃありませんよ」

「い、いや、ジャンル的なものも御座いましてな！」

　いきなり会話に熱が入ってきたが、こちらには意味が解わからない。だから、ジャンル？　と一応問うておいてから、心の中にある言葉を、

「──傷ばかりのこの身ですし、見て頂いたところでどうにかなるものではありませんよ」

「そんなことは……、無いで御座るよ」

「ジャンル……、とかいうもののせいですか」

　いや、と忍にん者じやは首を横に振った。そして、

「〝傷有り〟殿の傷は、……失礼ながら、お見受けする限り、身体からだの前面にしか御座らん」

　そこまで言いつつ、しかし言葉を止めた彼に、

　……まさか……。

　不安のような、期待のようなものを心に置いて、彼女は彼にこう言った。

「気にせず、……続けて下さい」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という返答が来たが、しかし、続く言葉はややあってから、

「〝傷有りスカード〟殿どのの傷は、恐らくで御ご座ざるが、ある一時において多くつけられたものと、それから後、期間を開けつつついたものに分かれるで御座るな。それが何によるものか、外部の自分がどうこう詮せん索さくは致さぬで御座る。

　が、確実に言えるのは──」

　聞いた。

「〝傷有り〟殿は、一度も逃げて背を向けたことがなく、相手と真まっ正しよう面めんから相あい対たいし、また、相手の者達も、それを理解した者達が多かったので御座ろう」

　ならば、

「その傷を卑ひ下げするのは、貴女あなたと相あい対たいした者達と、貴女自身を貶おとしめることになるで御座る」
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「────」

〝傷有り〟は、息を詰めた。この傷の群を身体からだに受けたときのことを思い出し、そのときに何があり、何を思ったかを顧かえりみて、

　……この人の言う通りだったかどうか……。

　頷うなずければいいのだが、という思し考こうは、だが自らを罰ばつする思いの裏うら返がえしとして疑問になる。

「これは……、私が望んで自分につけたようなものなのですよ？　死んでもいいと思って」

「ならば」

　点てん蔵ぞうという名の忍にん者じやは、こちらに顔を向けてこう言った。

「その傷を自らにつけて生きている貴女は──」

「まだ、……生きて何かを為なせと？　運命がそう言っているとでも？　そんなごまかしを？」

　いや、と彼は言った。その上で彼は、こう告げた。

「御ご自分が満足されるまで、そうされるが良いかと」

　しかし、

「自分には、もう充分で御座ろうと見え申す。何な故ぜなら──」

　その言葉の先を、聞きたくもあり、聞きたくも無い。そんな思いがある。

　それは間違いなく、こちらのことを語る内容だ。ろくに話をしたことが無いというのに、解わかったようなことを言われるなら失しつ望ぼうしかない。だが、〝傷有り〟は、

　……この方は、損をする生き方を望んでいて……。

　それを満足と出来る彼を羨うらやましいとも思った。

　だから〝傷有りスカード〟は、踏み込むつもりで、

「……何な故ぜなら？」

　思い切って放った問いかけに、果たして答えは即そく座ざに返った。それは、

「──これ以上、貴女あなたに新しい傷は不要で御ご座ざろう。

　身の正面につけた傷を誇りとするならば、そこに傷を重ねるべきではなく、ならば貴女の身は、誇り高き正面傷きずと、怯ひるまぬ証あかしの背によって今や構こう築ちくされて御座る。

　……もはやそれ以上の傷つきは、貴女と皆の誇りを傷つけるだけかと。

　だから僭せん越えつながら、もはや充分に御座ろうと、そう自分は思うので御座る」

　そして、

「よくそれだけ、多くを守り続けて来られたもので御座るなあ、とも」





●






　感かん嘆たんを含め、そう言った点てん蔵ぞうは、

　……この御ご仁じんは……。

　点蔵は思う。この〝傷有り〟という字名アーバンネームの女性は、恐らく良い指導者か何かであったのだろう、と。それが何故、ここで〝Ｊｕｄジヤツジ．〟の応おう答とうをする咎とが人びととなっているのかは解わからないが、しかし身分のようなものが無くても、

　……いい人で御座るなあ。

　それも、損な人生を歩むタイプの方で御座ろうな、とも思う。

　一度、集しゆう落らくで子供達を[image: ]しかる光景を見た。[image: ]るという行為は、子供達に警けい戒かいされたり、恐れられるリスクを持つものだ。が、子供達一人一人に、自分達がしたことがどのように悪いのかを述べさせてから赦ゆるすというのは、

　……[image: ]られた記き憶おくもだが、自分が立ち直った記憶も残るで御座るよな。

　しかし、この御仁は、それゆえに傷を得ていった筈はずだ。それも、誰だれも反省の言葉を聞いてくれないような、正体を隠かくした状態で、だ。ならば、誰か、誰でも良いが、この御仁の、

　……味方になってやれんので御座ろうか。

　思った。そのときだ。視線の先にいた彼女の顔が、下した唇くちびるに力を浅く込め、

「……っ」

　眉まゆを揺らし、不ふ意いに涙をこぼした。

　……え？

　いきなりの涙と俯うつむきと、傷だらけの手て指ゆびに覆おおわれる顔に点蔵は慌あわて、

「あ、いや、その、……何か自分、悪いことを……！」

　だが、〝傷有り〟が顔を押さえる両腕に挟まれた胸を、点蔵は習しゆう性せい的に視し界かいに収めてしまった。その圧あつ迫ぱくによる歪ゆがみと変形の物理的結果を見た点てん蔵ぞうは、脳のう内ないに最さい優ゆう先せんで保存しつつ、

　……自分、今、不ふ謹きん慎しんな状態に──！

　二重三重に〝してやられた！〟という単語と半はん鐘しようの連れん打だが頭の中で響ひびき始めるが、不ふ謹きん慎しんな方は密みつ教きよう系の経きよう文もんでも唱えて煩ぼん悩のうステイすることにして、

「あ、あの、〝傷有りスカード〟殿どの？」

　声を掛けるが、〝傷有り〟は顔を手で覆おおって俯うつむいたまま、首を小さく左右に振るだけだ。

　……どうしたらいいか全く解わからん……！

　もっとエロゲで勉強すべきだ。そう思う点蔵は、なるべく視し界かいの下に〝傷有り〟の首から下を入れないよう、中ちゆう空くうを眺ながめてどうすればいいかを考えた。すぐに思いついたのは、忍にん者じや雑誌〝月刊麻まジャンプ〟の特集にあった断だん片ぺん的記き憶おくで、


　・──すぐにギャグを言う。



　……正まさ純ずみ殿のように滑すべっては駄だ目めで御座るな!?　ならば……！

「それでで御座るな？　〝傷有り〟殿、ええと、話は変わり申すが──」

　言って記憶が蘇よみがえってきた。その特集記事のタイトルは『モテない忍にん者じやの典てん型けいパターン』であったことを。もはや人生終了か、と点蔵は思うが、割り切ると逆にすっきりもしてきて、

「まあ、何というか、……自分などは全部、逃げてばかりで背の傷だらけで御座ってなあ」

〝傷有り〟の横に座り直した点蔵は、右腕を上げた。そこには正面傷きずがあるが、

「これなど、珍めずらしく正面なので御座るが、これ、江え戸どに武蔵むさしが停てい泊はくしたとき、下で地ち脈みやくの乱れによる妖よう物ぶつが出て御座ってな？　でまあ、訓練の一いつ環かんとして自分らが出たわけで御座るが、それが人じん語ごを解するようになってしまった猿さるで。

　自分、向かい合った瞬しゆん間かんに奴やつめが〝モンキーマジック！〟とか攻こう撃げきしてくるので術じゆつ式しきかと思って身み構がまえたら単なる引っ搔かきで御座ってなあ。ああ、その猿は捕ほ獲かくして上うえ野のの猿さる山やまに送ったで御座るよ。上野の神の土地なので一部割かつ断だんされたで御座ろうが」

　と、見れば、〝傷有り〟が顔を手で覆おおったまま、肩を小さく震わせている。怒っているのかと思い、一いつ瞬しゆん身を引きかけたが、

「……全く」

〝傷有り〟が顔を上げた。涙と蒸気で濡ぬれた瞳ひとみと顔と、熱のある頰ほおを笑えみでこちらに向け、しかし眉まゆ尻じりだけを彼女は下げると、

「よく解らない人ですね」

　こっちの台詞せりふで御座るよ！　とも思うが、こっちがそう思っているということは当然向むこうもそうなのだろう。ただ、嫌きらわれてはいないようだと思い、安あん堵どして、しかし、

　……自分の都つ合ごう良いようには考えてはいかんで御座るな。

　いつもそれで損をしている、と、点蔵は自分にそう言い聞かせ、彼女に告げた。

「自分、先に出るで御座る。──外で連れん中ちゆうを留め置くので、その間に着替えを」

「な、何だか随ずい分ぶんと厳げん重じゆうな手て筈はずですね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と点てん蔵ぞうは頷うなずいた。

「あの連れん中ちゆうも、少しくらいは……」

　貴女あなたのようで御ご座ざったらなあ、と言い掛け、そういう比ひ較かくは流石さすがに失礼かと思い、点蔵は口を噤つぐんだ。そして彼は浴よく槽そうから出ていこうとするが、その動きは頭を搔かきつつで、思う心は、

　……しもうたで御座るなあ。

　比較してしまうくらいには、この御ご仁じんのことが気に掛かってるので御座るな、と。
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　点蔵が浴槽から出ていこうとするのに対し、つとその裸はだかから視線を逸そらした〝傷有りスカード〟は、湯ゆ船ぶねに一つのものが浮いているのを見つける。

　ゴミでしょうか、と湯ゆ気げの向こうに見たものは、硬こう化か加工を受けた木材片へんだ。何な故ぜそのようなものが、と思い、しかしすぐに答えを疑問としてこう思う。

　……輸ゆ送そう艦かんの外がい壁へき材ざい？

　輸送艦の艦かん首しゆ部分は墜つい落らくの際に砕けていた。そして今、この湯船の湯は、入り江の岸がん壁ぺきに開いた地ち殻かくの穴から出るものだ。ならば、

　……地殻の穴に落ちていた破は片へんが、湯と一緒に上がってきたもの……。

　答えは解わかる。とは言え、湯船にこのようなものが浮いていたら、最後の確かく認にんをした自分達の不ふ始し末まつにもなる。だから〝傷有り〟は手を伸ばし、しかし、

「……っ」

　破片から得たのは、ある筈はずの無い軽い痛みだった。

　……え？　何故、痛みが──。

　別に破片の切断面に触れたわけではない。表面と思われる塗と装そう部分に手を伸ばしただけだ。

　だが、指先、爪つめの間に何かが差し込まれるような、指の腹にも擦こするような痛みが来て、〝傷有り〟は手を引いた。湯船から出ようとしていた点蔵が、

「どうしたで御座るか？」

　声を掛けてくるが、気を遣つかってか彼はこちらに振り向かない。だから〝傷有り〟は、いえ何でも、と急ぎ言う。そして彼女は少々の疑ぎ念ねんとともに、浮かぶ破片に再度手てを伸ばした。

　……まさか──。

　このところ、ずっと心の中に思っていた謎なぞが、解けていく感がある。それは、

　……何故、この人が、輸送艦の落下の際、私を止めたことを己おのれの不ふ注意だったと言うのか。

　こちらの術じゆつ式しきに気付いていたであろうに、それを気付かなかったと言い張るのは何故か。

「────」

　気をつけて手を伸ばし、〝傷有り〟は破片を手にした。だが、手の平には、未だに針はりの塊かたまりが載っているような、肌はだを貫つらぬかぬまでも押してくる感覚がある。この痛みの正体は、

　……私の持つ、流体制せい御ぎよの能力に反発するもの。

　対たい術じゆつ式しきの加工。それも反発型だろう。艦かんの防ぼう御ぎよに用いられるもので、外からの力を反発する能力を持つ。しかし、軍ぐん艦かんですら、このような術式を装そう甲こう全体に基本加工として用いることは希まれだ。運用コストが掛かりすぎるため、普通は術式によるポイント防御を行う筈はずだ。

　だが、輸ゆ送そう艦かんの外壁にこのような術式加工を用いる意味は、すぐに思い至った。

　……武蔵むさしの輸送艦だから、ですか。

　それも、武蔵が戦せん闘とう中でも航こう行こうするような上じよう位い型の輸送艦だろう。高速機き動どうの慣かん性せいによる艦の破は壊かいや、風の抵抗に対し、反発型術式で外がい殻かくを守っているに違いない。

　だとすれば、と〝傷有りスカード〟は思う。

　もし自分があのとき、子供達を救うために、落ちる輸送艦を吹き飛ばすような術式を使っていたならば、術式は輸送艦を吹き飛ばしたかもしれないが、反発した力によって子供達はこちらの放った術式を受けることになり、

「……！」
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　熱のある湯の中において、確実とも言える寒さむ気けを〝傷有り〟は悟さとった。

　……そうだとしたら……！

　あのとき、何な故ぜ、彼は飛び込んで来てこちらを阻そ止ししたのか。

　そして何故、彼は真実を教えず、こちらの術式に気付いていた事実を認めてくれないのか。

　今、前者の謎なぞは解けた。だが後者の謎の答えは想そう像ぞうするしかなく、しかし、

　……もし、この真実を点てん蔵ぞう様が告げたならば──。

　推測のままに〝傷有り〟は思う。それは確信に近い思いで、

　……無知な私が、早そう計けいな行為に走ったことが、皆に知られることになる……。

　知らせてくれれば良かったのに、とは思う。自分は無む知ちを恥はじとしたくはない、とも。だが無知による危険を生む可能性があったと人々に知られれば、皆の信用を失うことになる。そして今回のような事態はまずあるものではなく、結果として子供達は無事だったのだ。ならば真実を述べてこちらの信用を失わせる意味はないとして、彼は無言を決めたのだろう。

　自分が第四階かい層そうの住人にとってどういう存在か。自惚うぬぼれか自じ重ちようでしか己おのれを思うことは出来ないが、彼はこちらの術式を見た瞬しゆん間かんに全てを悟さとり、恥をかかぬようにしてくれた。

　自分の不注意だったと噓うそをつき、今まで無知だったこちらを、咎とがめもせずにいる。

　守られたのは子供達だけではなく、自分もだ、と〝傷有り〟は思う。

「…………」

　謝らせて貰もらえるならば、どれだけ楽なことか。何しろ、こちらが事態を理解したところで、彼はこちらの立ち位置を理解しているがゆえに真相を認めないのだから。

　更さらに、というように、〝傷有りスカード〟はもう一つあった彼の行為を見つける。

　それは、彼の背中、右の肩けん胛こう骨こつの辺りについた傷きず痕あとだ。何か複雑な形のものが、刺ささりながら抉えぐったらしく、まだ若い皮ひ膚ふが下の肉を透すかしている。

　憶おぼえている。その傷は、こちらを庇かばったときについたものだ。

　だから、〝傷有り〟は、

「点てん蔵ぞう様」

　身を起こして湯ゆ船ぶねを腰で搔かき、彼の背に身を寄せた。
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　いきなりの湿った肌はだの密みつ着ちやくに、浴よく槽そう縁べりに手を掛けていた点蔵は息を詰めた。一いつ瞬しゆんだけ冷たく感じた彼女の肌はだは、押しつけられると内の熱を粘ねばるような湿りとともに伝えてきて、

　……オパ──イ!!

　しまった喜き美み殿どののようなこと考えておらずに分ぶん析せきと記録をというかそんな不ふ謹きん慎しんなことを考えるより落ち着くために経きよう文もんでも唱えるで御ご座ざるよ!!　しかし、

「点蔵様」

「なななななななな」

　駄だ目めで御座るな自分は、死のう。などと簡単な結けつ論ろんを打ち出し掛けた点蔵は、しかし右の背に、濡ぬれた湿りを受けた。しばらくしてからそれが離れ、彼女の声が確かく認にんをとるように、

「背の傷、……これは？」

　事実を言えば、恐きよう縮しゆくされるで御座ろうなあ、と点蔵はそう思う。だから、

「せ、先日、言葉を喋しやべる犬に襲おそわれて御座ってなあ……」

　告げた台詞せりふに、小さな笑えみの声が聞こえた。しかし彼女は身を離さず、

「治ち療りよう、しても宜よろしいでしょうか？　別の術じゆつ式しきで治さねばならないとか、おありですか？」

　問われ、点蔵は〝傷有り〟の術式能力を思った。おそらく、背についた浅い傷ならば、彼女の治療術式で跡あと形かた無く消えるで御座ろうな、と。しかしその一方で、

　……この御ご仁じんを、守った証あかしも消えるので御座るか。

　甘いヒロイズムで御座るな、と点蔵は思う。彼女からしてみれば、その傷は重みでしかないだろうに、と。そして重ねて思うのは、

　……自じ動どう人形になったホライゾン殿どのを見るトーリ殿の思いも、如い何かほどか。

　否、しゃがんだ脚あしの間を覗のぞいたり、胸に触りたがっているあたり、あれはあれで充実している気もする。何らかの達たつ観かんがあるので御座ろうな、と。だから、

「お願い出来るで御座るか？」

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

　言葉と共に、背に彼女の前まえ髪がみが当たり、小さな湿しめりが来た。それを彼女の唇くちびると思うより早く、彼女の腕と手がこちらの脇に周り、

「振り向かないで下さいね。──術じゆつが逸それてしまいますので」

　全力で内ない心しん経きよう文もんを唱え始めた点てん蔵ぞうを余よ所そに、治ち療りようは数分で終了した。
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　そして時間差さをもって湯を出た点蔵と〝傷有りスカード〟に続き、浴よく場じように入ってきたのは、

「先せん陣じん一番乗のりですよ──！」

　眼鏡めがねを外して湯ゆ船ぶねに全力ダッシュのアデーレと、それに続く鈴すずの、

「あ、……走ると」

　言葉通り、滑すべって一回転したアデーレが、莫ばく大だいな飛沫しぶきと共に浴よく槽そうにダイブした。

　続くように、やれやれと入ってきた女おんな衆しゆうの内、二人の黒くろ髪かみがお互いに視線を交わす。背の高い方、浅あさ間まが、対する正まさ純ずみに対し、

「じゃあ、始めましょうか」

　肩けん上じようのハナミとともに、彼女は一つ頷うなずき、

「正純の走狗マウスを契けい約やくし、そして設定します」







[image: 第二十四章『新天地の案内者』]
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「さて……、じゃあ、始めましょうか。正まさ純ずみはこっち来て下さい。そして皆さん、ちょっと浴よく槽そうの湯ゆ口ぐちのあたり借りますね？」

　と、浴よく場じようの北側、浴槽の縁ふちに浅あさ間まが身を進めるのに、正純はおぼつかない足取りで続く。

　浅間がタオルを肩に掛け、その上から長い髪かみを乗せるのを真ま似ねして見るが、やはり自分の身体からだは気になるものだ。更さらには比ひ較かくとしての浅間がいる。やや後ろから彼女を見るが、

　……大きいなあ。

　背のことだ。女子の中でも浅間は直なお政まさ、葵あおい姉あねと同じ長身だ。その後にミトツダイラが中間として続き、自分もそのあたりに入る。姉がいたらこんな感じだろうかと、足りない自分を自覚する眼前で、浅間が桶おけの中に入れてきた玉たま串ぐしや符ふを確かく認にんする。その上で彼女は足を止め、

「じゃ、ここでやりましょうか。で、ええと準備は──」

　浅間が桶の中にある白しら砂さご製の玉串を右手に持ち、額ひたいに掲かかげて一度何かを唱える。その上で彼女は玉串を打ち広げると、浴槽に片かた膝ひざをついて玉串の紙かみ柵さくを湯につけた。

　軽い筈はずの紙の柵は、しかし抵抗なく沈み、浅間は目を細めて紙に浸しん透とうする湯を見た。すると、玉串を這はい上るように、小さな蛍ほたるに似た光の珠たまと、蔓つるのようなものが絡み、浅間が、

「……え？」

「？　どうかしたのか？」

「あ、いえ、先に二人入っただけでも、汚れのようなものは残る筈はずなんですよ。それが……、何ですかねこれ。無いというか、逆に浄じよう化か以上の昇しよう華かされてる感じで。点てん蔵ぞう君か〝傷有りスカード〟さんのどちらかが禊みそぎではない、昇華系術じゆつ式しきを使ったんでしょうか。

　点蔵君はヨゴレ系なんで、〝傷有り〟さんの方だと思うんですが」

　おかしいなあ、と浅間は光にまとわりつかれた玉串を湯から抜き、自分に当ててみる。

　すると末まつ端たんから急速に玉串が桃もも色いろに染まっていき、浅間は、

「あ、あれ？　あれえ──？　な、何で私こんなにヨゴレて……!?」

「……お前、さっきクロスユナイト達相あい手てに思い切り邪じや念ねんをフルスイングしてなかったか？　　というか桃色ってどんなヨゴレだ一体」

　いや、それは、という浅間が、ふと横を見た。すると、ハナミが何か表示枠サインフレームを見ている。

　表示枠の上部のタイトル表ひよう示じは〝ヨゴレメーター（個人用）〟と書いてあり、

「あのー……、ハナミ？　それは、ええと、誰だれの？」

　はっと気付いたハナミが振り返り、慌あわてた動きで表示枠を背に隠かくす。ハナミはそのまま首をがくがく左右に振りながら、

『ななななな　なにも　ないよ　ないよ　は　拍手ー』

「いや、ちょっと、ハナミ、それって──」

　浅あさ間まが浅く眉まゆを立てた笑えみで覗のぞこうとすると、ハナミが瞬しゆん間かん的に後ろを向いた。直後、ハナミが表示枠サインフレームを手しゆ刀とうで叩たたき割る。そして彼女は頭上で拍手しながら、何かごまかすように、

『は　拍手　拍手ー』

「……よく出来た走狗マウスだな」

　感想を漏もらすと、浅間はややうなだれて首を下に振る。が、更さらに数秒してから、彼女は、

「……よしっ、新規契けい約やくっ、ノルマっ、気落ちしてないで頑がん張ばるっ」

　と些いささか不安になる言葉と共に復帰した。そして二色の瞳ひとみは、確かにこちらを見て、

「じゃ、ここ、座って下さい」

　と、人の上じよう半身の形をした一メートル大の薄うす紙がみを彼女は床に敷しいた。繊せん維いの目が見える和わ紙しだが、湯は染しみてこない。術じゆつ式しき用かと思って座ると、浅間がこちらの髪かみの乱れを直してくれる。その際にタオルを外され、

「上からお湯掛かけますので、ちょっとじっとしてて下さいね」

　言われた通り、目を閉じるなり湯が来た。髪に染みるように、頭とう皮ひから首、肩を撫なでるように熱く落ちる湯は安あん堵ど感を誘う。浅間に背を向け、背せ筋すじを伸ばして目を閉じされるがままになっていると、昔のことを思い出す。

　……昔、母かあさんや父とうさんと風ふ呂ろに入ったとき、こんなことされてたなあ。

　父はどうしているだろうか。
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　武蔵むさしの豪ごう商しようの一人、表ひよう層そう部ぶに屋や敷しきを構えた小こ西にし家けの前には、夜だというのに馬車が十数台の規模で停車していた。御ぎよ者しや達を屋敷の内側の控え場で焚たき火びをもって集まらせた、その主人達は、屋敷の奥にある応おう接せつ間まで年代もののワインをグラスに傾けながら、

「──よし、では今夜の鑑かん賞しよう会は四月から始まった〝変へん身しん奏そう者しや・ペテロマン〟の録とり溜だめ分だな。前シリーズに続く巨大ヒーローもので、必ひつ殺さつ技は石せき化かビームという地じ味み技わざであることしか前情報が無い」

「Ｊｕｄジヤツジ．、我ら、この一ヶ月以上は会議で観みられませんでしたからな！　通神帯ネツトの情報など、一ヶ月以上シャットしておくのは厳きびしいものでしたぞノブタン！」

「ああ、コニタン、我々は共に同じ苦楽を歩む隠かくれ者だ。いいシリーズの始まりだと幸いだ」

「Ｊｕｄ．……、解わかりますぞ。正まさ純ずみ君が帰ってこないがゆえ、寂しさを紛まぎらわせるためにも一層の精しよう進じんを重ねるその姿。うちの通つう販はん部が君の所にやたら通ってるのはそのせいですか？」

「Ｊｕｄ．、いつもはうちとは別の所に送らせているんだが、それだと受け取り場所を巡じゆん回かいするだけで家に帰れなくなるからな。最近は議会の前に倉庫に供く物もつを積むのがまた嬉うれしい」

　うむうむ、と頷うなずく皆の中、一人が恐る恐る手を挙げ、

「あのう、自分、……実は録画で一、二話を子供と一緒に観てしまいまして」

　その言葉に、他の全員はワイングラスを掲かかげ、脚あしを組んでソファに座り直し、

「黙だまっていれば良し、ネタバレは議会と市場で追い落としを食らうと知れ！　何しろ、あらゆる作品において初しよ見けんは一生にただ一度きり！　その無む辜こを守ることに勝るもの無し！」

　では、と皆はワイングラスを口に傾け、

「我らの新しい出会いと別れと、陰から密ひそかに愛めでるべき副ふく会長、本ほん多だ・正まさ純ずみに栄光あれ！」
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「父は、今いま頃ごろ真ま面じ目めに会合とかやっているんだろうなあ」

「正純のお父とうさん、真面目そうですからね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……まあ父も三み河かわの一件以い来らい、こちらへの見方を変えようと努力しているんだろうな。最近、ちょっと無理し過ぎなんじゃないかと思うときがあって」

「……聞いて、いいですか？」

　Ｊｕｄ．、と応じた正純は、輸ゆ送そう艦かんが落ちる以前のことを思いだし、やれやれと口を開く。

「何だかまあ、私が帰ってきたときにいると、ひどくそわそわしてな。それで、「正純、小こ西にしから劇場戯画アニメのチケットが手に入ったんだが父と観みに行くか？　どうだ？」とか、そんなのが何度もあってな。こちらとの距離を詰めようとしているのがありありで、いや、いくらそれでも〝インディオの守しゆ護ご者ラスカサス〟とか、それは子供扱あつかいすぎるだろう」

「お父さんも、どうしたら子供と接することが出来るのか、苦しんでるんでしょうね……」

　と、また湯が掛けられる。幾いく度ども重ねられる行いだが、周囲でハナミが表示枠サインフレームを展開しては操そう作さしている気け配はいがある。これは、

「あ、今、正純の三河側での契けい約やくを一時解かい除じよしてるんです。名な古ご屋や城じようがボンして消えてしまった三河の神社は、その新しん社しやを武蔵むさしに構えつつあるんですが、三河側での契約が残ってると元もと社しやの影えい響きようが出ちゃうんですよね。

　だからまあ、一度契約を解除して、武蔵側のうちに本契約を移行して貰もらうわけです」

「……生まれた土地の神との産うぶ土すな契約は継けい続ぞくされるのか？」

「三河の産土神は浅あさ間ま神社にも提てい携けいしてるから、そのまま契約続行可能ですよ。

　契約の神は変わらず、三河が消えて窓口が無くなったのをうちにしてもらう感じです。

　ただ、正純は武蔵に来てうちの契約社しや務むで氏うじ子こ契約してましたけど、ベースとなる三河での産土契約が携帯も持たない出しゆつ生せい時じ契約のままだったから、加か護ごが弱い状態だったんです」

「複雑だなあ……」

　そうですね、と苦く笑しよう混まじりの声が聞こえる。

「産土契約の無料加か護ごは首や脇、腰などのパーツから全身に送られる生命活動補ほ助じよです。氏子契約は武蔵側、浅間神社となりますが、これは空を移動する武蔵での活動用に補ほ助じよ強化がなされるもので、正純の場合、どちらも三河側からの干かん渉しようで弱くなってました。

　ひょっとして、いつも餓が死ししそうになっていたのって、そのせいでしょうか」

「あー、じゃあ、これからは道で倒れなくなるのかな」

　皆が横よこ目めをこちらに向けてきた気がするが、錯さつ覚かくだと思うようにした。あとは、

「とりあえず大型契けい約やくなので、サービスとして浅あさ間ま独自の日焼け止めと肌はだ荒あれ対策の加か護ごをつけときますね。人ひと前まえに出る役やく職しよくですから持っておいて損はないと思いますよ」

「あまりそのあたり気にしないんだが、まあ、そうなるとあとは……」

「はい、産うぶ土すなと氏うじ子こ、つまり生まれた土地と住む土地の神、──と言っても土地神がみなので名前もない自然神しんなんですが、その加護は契約頂きました。あとは、走狗マウス契約の前に、自分の信しん奏そうしたい神を個人契約することも出来ますけど、──どうします？」

「走狗契約の前にそれをする理由は？」

「個人契約の神は、名有りの強力な神で、術じゆつ式しきなども担当神社経けい由ゆで入にゆう手しゆ出来ます。が、その神特とく有ゆうの走狗が用意されているので、先に個人契約神の契約を勧めるんです。

　何しろ走狗は基本的に神様の使いがモチーフで、その神のシンボルなんですよ。

　しかし産土と氏子だけの契約の場合、名前も無いような土地神がほとんどなので、神の専せん用よう走狗って無いんです。だから、出来れば先に個人契約神と契約して頂くと、個人契約神は基本的に走狗持もちですから、その神の能力に特とつ化かした専用走狗を後から選べるんです」

「……つまり、無名の土地神の上に、個人契約可能な名有りの神々がいるってことか」

　はい、と浅間は応じる。

「極きよく東とうでは、神も自然の中の一部であって、その土地に住まうものなんです。国くに津つ系けいにしろ天あま津つ系にしろ、土地神となった環かん境きよう神しん群の治める神しん州しゆうや、その天に住まう存在ですから」

　かつて環境悪あつ化かによって神々が捨てたこの星を、神々の残した命令によって正常化させたのが環境神しん群ぐんだ。しかし〝強固な正常〟という、暴ぼう走そうレベルでのバランスをとってしまったがため、天から戻ってきた人々は環境神群が比ひ較かく的てき安全にしていた極東にしか降りられなかったという。後にそれが重じゆう奏そう世界を生み、人々は重奏統とう合ごう争そう乱らんを起こしたわけだが、

「……神々も私達も、真ま面じ目めすぎた環境神群を宥なだめつつ、しかし間ま借がりしているわけだな」

「環境神群は地ち脈みやくに同化しているので、もはやこの世界そのものとも言えますからね。名前がないというより、名前を持てないほどのスケールだというのが正解でしょうか」

　成なる程ほど、とつぶやくと、ハナミが表示枠サインフレームを見せる。そこに映るのは神々の検けん索さくサイトで、名前順じゆん、能力順、性別や位い階かい順、先せん祖ぞ順などで神々が並んでいる。だが、

「……何でジャンル検索で〝女じよ装そう好き〟〝皮を剝むかれる〟〝姉でもいいよ！〟〝鬼き畜ちく〟〝股また裂さき〟〝すぐ土ど下げ座ざ〟〝よく考えると道どう中ちゆうパシリ〟とかアグレッシブなのがあるんだ？」

「いや本当にそういう神様いるんですって。結けつ構こうジャンル的に深いんですよ神しん道とう」

　深いと言うより広く浅くじゃないかなあ、と思うが、

　……どうしたものかなあ。







[image: ]







　ハナミが別の表示枠サインフレームを開いて、交渉系けい、政治系の神々を映してくれる。アマテラス系はそのタイプが多いが大おお袈げ裟さでもあるし、ゴッドモザイクが人気術じゆつリストにあるのがなあ、と思い、

「……いずれ別で契けい約やくってのは、駄だ目めか？」

「あ、それでも大だい丈じよう夫ぶですよ？　──うちでしてくれるなら」

　笑顔の浅あさ間まに思わず口の端はが引くが、湯ゆ船ぶねの中のナルゼがネームに追加で、

「裸はだかの浅間は正まさ純ずみに言った……。〝うちでしてくれるなら──〟、よっしゃ次回御ご期待！」

「ガっちゃんさっきから五年分くらいネーム切ってないかな？」

　活かつ版ぱん同どう人じん誌しのイベントを取り締まる法案を作ったら生徒会の支持率下さがるかなあ、と正純は半はん目めで思う。しかし、横の浅間は、

「まあ、あっちは後で超ちよう[image: ]しかるとして、……で、ええと、後で個人契約神しんの契約も可能ですけど、そちらの神様は専用走狗マウスを持っていることが多いので、先に別の走狗を持っているとシフトに不ふ都つ合ごうあることを憶おぼえておいて下さい。

　で、どうします？　個人契約します？　ええ、そう、しないと不安になりません？」

「何で後半が勧かん誘ゆう詐さ欺ぎみたいになるんだ」

　まあまあ、と浅間は笑えみと手でこちらを制す。その上で彼女は、

「じゃ、とりあえず、汎はん用よう走狗で代用しておきますか？　神かみ直ちよく属ぞくの走狗じゃなくて、その下に位置する汎用の走狗です。個々の能力差があまり特とつ化かしてないので個人契約神と契約したときに神の能力を最大限まで引き出せませんけど。

　あと、仕事やステイタス的なことも考えると、疑ぎ似じ緩かん衝しよう設定が必要で、汎用走狗でも結けつ構こう値ねが張っちゃいますけどね」

「安くならないのか？　卒業後が不安だな」

　じゃあ、と浅間が言った。彼女は必要以上の笑みを作り、

「──それだったら安価に済む天てん恵けい契約しましょう」
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「……天恵、契約？」

　正純が問うと、ええ、と浅間が木もく板ばんの符ふを手にして見せた。三十センチほどの樫かし板いたの表面にある文字列れつの内、彼女が指を重ねて幾いくつかの字を押していくと、書かれた字が青白く光り始め、

「ランダムで走狗が決定されるんです。選せん択たく契約だと条件合がつ致ちする個体を探すので手て間まで高価ですからね。場合によっては走狗間かんを結びつけて新しん造ぞう要求することにもなりますし」

「……大丈夫なのか？　ランダムで」

「大体は数の多い犬や鼠ねずみ、狐きつねや鳥が来ますよ。天恵契約だと払うお金が少ない割に強力な走狗や値の張る走狗を引くこともありますからお得です。──あ、ここ押して下さい」

　差し出された符ふの下した側がわ。デフォルメされた巫み女この顔が「押して」と言っている部分に正まさ純ずみは指を掛けた。そして、この国の神しん事じは大だい丈じよう夫ぶなんだろうかと思いつつも押してみる。

　と、差し出された浅あさ間まの手に正まさ純ずみが符ふを返すと、浅間が背を向けた。揺れる黒くろ髪かみの向こうで、浅間は符の先せん端たんを用いて床に四角を描き、

『拍手──』

　ハナミが手を打った。その直後。浅間の眼前に地面から光る箱がいきなり生はえた。

　お？　と皆が注ちゆう視しする先、大きさ一メートル四し方ほうの光る箱には表面に符の送り状がある。〝本ほん多だ・正まさ純ずみ様担当、浅間・智とも様：走狗マウス在中：Ｂｙ神〟と書かれた流体シールを浅間は剝はがし、宙に消えていくそれを気にもしない。

　ただただ彼女は箱の上うわ蓋ぶたを開け、中を覗のぞき、

「あら？」

　二度ほど頷うなずき、

「あらあら──」

「……何だ浅間、その感かん嘆たんは」

　あ、いや、と振り向いた浅間は、箱の向こうに回る。

　下からの逆ぎやつ光こうで胸が強調されるなあ、と半なかば呆あきれたような思いで観みる正純の視線の先、浅間は箱に手を掛け、

「さて質問です。何の走狗が来たでしょうか？」

「解わかるわけないだろう？」

「ではヒントです。ええと、シンボルや無む機き物ぶつ、植物や人物じゃなくて動物です」

「狐きつね？」

「ブー、違います。次のヒント、──〝あ〟行の動物です」

　言われて正純は思った。犬か、と。そして、思った次の瞬しゆん間かんに、改めて、

　……犬かあ……！

　飼かってみたいと思ったことは幾いく度どもある。猫ねこも好きだが、家に居い着つかない猫は空あいた部屋の多い実じつ家かでは寂しさを感じさせる通りすぎの動物だった。同級生達たちは怪かい異いに備えるのと防犯のためにも犬を飼っている者が多く、散歩で綱つなを引っ張られている姿も、公園などで主人の傍かたわらに座っている姿も、全てひっくるめて言えば、

　……いいなあ。

　うん、と正純は頷うなずいた。よしこい犬。英語で言うとドッグ。肩乗りサイズだとは思うが、子犬はまたそれはそれで非常に喜ばしいものである。だから正純は右手を拳こぶしで振り上げ、

「よし、じゃあ、浅間、──開けてくれ！」

　はい、と頷うなずき、浅間が箱を持ち上げて中の走狗を出した。それは、〝あ〟行の、

「じゃあ～ん！　──オオアリクイでえーす！」

「何の詐さ欺ぎだこれは!!」
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　見ればあの箱の中にどうやって入っていたのか解わからないサイズのオオアリクイの親子がいる。母親は体長二メートル近く、その背にしがみつくようにして小さな子供が乗っている。

　浅あさ間まは、うんうん、と親子を見て、

「IZUMOは最近、九きゆう州しゆうや新大陸でも活動してますから、そっちの人達用ようの走狗マウスが生まれてきているんですよ。それに神社側としてはいろいろな種類のものを用意することで多種の事態に対応、生存率を上げたいと思っているんです。犬や猫ねこ、鼠ねずみや狐きつねは人気がありますが、そればっかりになると、彼らの対応力りよくを超えた事態に対たい処しよ出来ず、全ぜん滅めつしますからね」

「いや、だけどいきなりアリクイかあ……」

「あ、餌えさはアリじゃなくて流体加か工こうの専用餌えさがありますので、手て間まは無いですよ？　服の首のハードポイントのポケットに入っちゃいますしね」

「でもなあ……」

　流石さすがにどうか、と言おうとした視線の先、母アリクイがすがる子供を涙を流しながら引き剝はがし、距離を取る。そして涙をこぼし、右みぎ前足を振りながら別離に消えていく母アリクイの手前、残された子アリクイは打ちひしがれた。

　床に這はい蹲つくばって泣き続けて震える子アリクイの姿に、周囲からは皆のひそひそ声が、

「可哀かわい想そうに……、あれで引き取らなかったら正まさ純ずみはジャンル鬼き畜ちくよね……」

「ナイちゃん思うんだけど、政治家って冷たい人多いよね……」

「まさ、ずみ、……ど、どう、なの、かな？」

　……支し持じ率りつ低下を防ぐためにも引き取らざるを得ない──!!

　正純は体長二十センチほどの子アリクイに近づき、両の手でその両りよう脇わきから拾い上げようとする。が、子アリクイは手の中で身み震ぶるいして、

『──！』

　四し肢しと尻尾しつぽを暴れさせた。わ、と驚いた正純は、しかし放さずに、

「大だい丈じよう──」

　夫ぶ、と言おうとするより早く、子アリクイが身を丸めた。尻尾に巻かれるというよりも、尻尾の中に隠かくれるようにして顔を隠し、四肢も隠す。両手の上でまるで毛玉のようになった身は、しかし小さく震えており、正純は、

　……参ったなあ……。

　そんなこちらの雰ふん囲い気きに気付いたのか、浅間が眉まゆ尻じりを下げて問うてくる。

「ええと、……ちょっと幼すぎるのが来ちゃったみたいですね」

「どうすりゃいいんだ？」

「慣れて貰もらうしかないんですけど、どうします？　そんな状態だと走狗としての仕事が出来ませんし、……私の責任範はん囲いで別の走狗マウスにしますか？」

　そうだなあ、とつぶやいた正まさ純ずみは、手ての甲こうにある小さな震えを確かに感じる。緩かん衝しよう設定でなければ気付かないであろう生き物の毛並みと熱の微び動どうは、しかし、

　……可哀かわい想そうとか、そういうことではなくて。

　うん、と正まさ純ずみは頷うなずいた。

「逃げ出してはいない。ただ、外の世界がよく解わからなくて怯おびえてるだけだろ。

　だったら、怯えが無くなったら、大だい丈じよう夫ぶだと思う」

「いいんですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　審しん判ぱんの応おう答とうを、正純は放った。手近な桶おけに、丸まったまま自分の内側に隠かくれようとしている子アリクイを納めると、

「浅あさ間ま、──これで終わりか」
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　正純の判はん断だんに、ほ、と息をついたのは周囲の皆だった。湯ゆ船ぶねの中、寄りかかりの石に左肘ひじをついて眺ながめていた直なお政まさが、頭の上に畳たたんだタオルで顔を拭ぬぐい、

「はは、正純もこれで子持ちか。ついこないだまでは父親志し望ぼうだったのが、いい変化さね」

　う、と顔を赤くした正純に、皆が苦く笑しようする。ふふ、と笑ったのは壁かべ側がわの浴よく槽そう縁ふちに背をついていた鈴すずだ。彼女は正純のように顔を朱しゆに染めて、

「たのし」

　小さく呟つぶやいた。

「ホライ……、ゾン、……もどって、きてから、まえ、より」

　ふう、と身から力を抜き、

「たのし……」

　言って、しかし彼女の身は、横のアデーレに寄りかかり、ずれて崩れ、

「──？　あ、あれ？　鈴さん!?　あ、ちょ、ちょっと」

　アデーレが鈴を抱きかかえるが、鈴は既すでにのぼせてしまっている。慌あわてたアデーレは、沈ませないように鈴を抱え直し、

「え、ええと、皆さん！　皆さん！　鈴さんが──」

　鈴が腕の中でずるりと下がり、しかし止まった。その手て応ごたえにアデーレは眉まゆをひそめ、

「自分より大きいですよ!?　く、くそ、あいや、くそとか言っちゃいけません！　ええと鈴さん、持ち上げ──、うお胸に腕がフック出来る！　くそ、あいや、くそとか言っちゃいけません。ともあれ敗北ですよ自分！　クラス内カースト最下位!?　敗北は乳ちちの味ですか!?」

「ええと、つまり鈴さんがのぼせたんですか？　落ち着いて下さいアデーレ」

　浅あさ間まが気付け用の術じゆつ式しきをハナミに手て配はいしながら湯ゆ船ぶねに入ってくる。その姿を眼鏡めがね無しのよく見えない目で確認したアデーレは、

「あ！　担たん架かじゃなくてクッション来ましたね綺き麗れいなクッション！　さあ鈴すずさん乗せて！」

　無む造ぞう作さに伸ばした手で浅間の胸部装そう甲こうをホールドして張り倒された。
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　浜に担かつがれて戻ってきた鈴の状態は、浅間の見立てによれば、

「少し熱がありますね。焼き肉の炭すみ火びで暖まった上に温おん泉せんですからね。ちょっと体温上がってしまったんでしょう。鈴さん、繊せん細さいですから」

「あれ……、自分思いますに、鈴さん以外の人達は何な故ぜ平然と……」

　アデーレの言葉にうなだれる女おんな衆しゆうを余よ所そに、しかし外がい交こう艦かんから武蔵むさしに戻るかと言われた鈴は、外交官かんの仕事を望んだ。武蔵の側でもここ数日は皆が忙しく、輸ゆ送そう艦の出入りなどで全面的に騒さわがしくなることから、彼女は安静の場として英国第一階かい層そうを選んだのだ。

　それはアデーレと二ふた代よの護ご衛えい付きだが、

「よし、いいかベルさん、何か向こうに都つ合ごう悪いこと言われたり、何か強ゆ請すりたくなったらいきなりゲホゲホ咳せきとかするとかなりいいと思うぜ？」

「い、いいのか、な？　[image: ]」

　などというアドバイスも込みで、翌よく日じつに三人はそれぞれの荷物を持って倫敦ロンドンに向かい、また、翌々日から合同春しゆん期き学園祭の準備が始まった。

　鈴は準備の途と中ちゆう、二日目から体調を整えて復帰し、オクスフォード教きよう導どう院いんの中央校舎帯たいの客員棟とうにて二ふた代よとアデーレを含めた外交官の仕事を開始した。

　それはハイディのまとめたデータを英国側担当官であるジョンソンに渡すだけのものだったが、英国側の面々は鈴と、彼女に控える二人の戦せん闘とう系けい戦種スタイルの者達に興きよう味みと警けい戒かいを得、また、鈴の態度と物もの腰ごしから、英国側の世せ話わ役やく達を中心に彼女の生活域を侵おかさぬ配はい慮りよがなされるようになっていた。

　四日間の準備は、しかし翌の休日も挟んでようやく終了するもので、英国第三、第四階層に接せつ舷げんした武蔵側から煽あおられる連日の食しよく糧りよう消費は、英国の中層階かい級きゆうを中心に受け入れられた。

　そして祭の実質的な準備終了となった五日目の夜は大だい規模な準備打ち上げが各地で行われ、翌よく日じつから、遂ついに正まさ純ずみとダッドリーの協同宣せん言げんによって合同春期学園祭が始まった。

　第二階かい層そうで行われた開催式を合図に、役やく職しよく者以外の両国住人達がお互いの国の上を行き来出来るようになり、祭が交流事業として動き出した。

　晴れた空の下、馬車が行き来し、人々や音楽、踊りや花はな吹雪ふぶきの中を行く。

　これから一週間続く祭が、本格的に動き出したのだ。

　しかし輸送艦では相変わらず、ホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロが〝近くにあるらしいけど見つからない〟状態で捜そう索さくを続けられていた。

　だが、祭は始まり、そこには己おのれの姿し勢せいを決めるため、ホライゾンとのデートに挑いどむトーリの姿もあり、それを遠くから見守ろうとする皆の姿もあった。

　祭の中、多くの人々が赴おもむいていく。

　しかし、その中には、

「ようやく、ハレの舞台となったけど。イベント会場、ちゃんと僕の本、届いてるかなあ」

　包ほう帯たいのついた右腕を空に掲かかげて仰あおぎ、添え木付きの足で一歩を踏むネシンバラもいた。

　それは、皆とは違い、一般用の輸ゆ送そう艦かんによる、個人的な上陸だった。







[image: 第二十五章『劇場の支配者』]
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　イングランドの第二階かい層そう、南部側の大だい部分を占める倫敦ロンドンは、その中にテムズ川を中心とした水すい路ろと、幾いくつかの区画に分かれた市街を持っている。

　大通りでは祭が行われて、日替わりで各街がパレードを行い、出で店みせを出すことになっている。そして横の通りでは地元の出店や店てん舗ぽが料理や踊り、音楽などを供出する。

　倫敦は歴史再さい現げんによると貿易などの市街であるシティと呼ばれる北東側街区と、政治や教きよう譜ふ機能が集まったウエストミンスターという南西側街区に大きく分けられる。二街区の間は王おう家けの狩しゆ猟りよう地ちでソーホーと呼ばれる土地で、ソーホーの両街がい区く側には住宅地が多く存在する。

　祭はソーホーに設けられた広場を中心としており、周囲の建物として、特にシティの側にある貿ぼう易えき倉庫は、その多くがイベント用に供出されていた。

　ある倉庫は武蔵むさしとの取引用。ある倉庫は出店や参加団体の倉庫や控えの場。またある倉庫は地元の収しゆう穫かく物の即そく売ばい会かいや食堂となっていた。

　そして南に面した倉庫、英国を代表する企き業ぎよう座ざである ArchsArt大属の芸術 のロゴと16のナンバーが振られた縦たて百メートル、横五十メートルほどの大型倉庫の中では、無数の長なが机づくえが幾いくつもの囲いのスペースを作り、その上でそれぞれが活かつ版ぱん印いん刷さつの書物を販売していた。

　自じ費ひ出版物の即売会だ。

　倉庫特とく有ゆうの天てん井じようの高い木造の中は、人で埋まっていた。内部に即売会の名めい称しようである〝近き親しん善ぜんのための同どう人じん誌し好こう事ず会〟の略りやく称しようである〝近きん親しん同好会〟の垂れ幕が掛かり、人々は一いち抹まつの不安を覚えたり気にせず会場を回ったり看かん板ばんに偽いつわり有りと係員を問いつめたりしていた。

　人々は密みつ度ど高く、隙すき間まがあるのはそれこそ出店している創作者達たちを囲む店台であるテーブルの囲いの中と、隅すみなどにある軽食のスポットばかり。特に壁かべ際ぎわは行ぎよう列れつの制せい御ぎよが行いやすく、外にも行列を出せるため、換かん気きの確保をした上で誘ゆう導どうと密度のバランスが取られている。

　だが、壁際の一角で、列も何も出来ていない場所があった。

　長机一つ分は、二人の出しゆつ店てん者しやで埋められるのが常だが、壁際は大手出店者のために一人に対して長机一本が当てられている。そしてそのように宛あてがわれたために、列のないスペースをあらわにしている者がいるのだ。

　ネシンバラだった。
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　彼は、机の上に作った活版印刷本ぼんを載せており、〝バラシ屋〟の大たい漁りよう旗きも立てている。

　が、客は彼の前にまず来ない。ネシンバラも半はん目めで椅い子すに座ったままで、周囲の行列がそれぞれの売り場で消化されていくのをじっと見ている。

　人々の列は、同好の士の情報交換や、趣しゆ味みの話し合いがほとんどだ。襲しゆう名めいされた芸術家達の話や、作品談だん義ぎもあれば、彼らの二次創そう作さくとしての話も多く出る。

「なあ、サークル〝室むろ町まち室ルーム〟の新作〝平ひら太たい記・巻かん之の二十〟は、やはり〝ひらたい派〟として押さえておくべきで御ご座ざろうか。それとも新しい目覚めとして原作今いま川がわ・貞さだ代よの〝難なん平太記〟に手を伸ばすべきで御座ろうか」

「やっぱ南なん北ぼく朝ちようの流行を書き切った〝ばさらでさらば！〟だよなあ。下げ克こく上じようの始まりだぜ」

「そういえばジェフリー・チョーサーの多た種しゆ職業題だい材ざいにした短たん編ぺんゲーム集〝カンタベリー物語〟って今いま何編まで出てるんだっけ？　途と中ちゆうで次じ世代筐きよう体たい用の〝ファイナルカンタベリークエスト〟やったら最初の〝職業：スライム・仕事：粘ねん液えき〟でワケ解わからなくなっちゃって」

　などなど、皆は明るい雰ふん囲い気きで語り合っている。その向こうでは行ぎよう列れつの割り込みや混こん雑ざつ会場を走って捕ほ縛ばくされた者が甘磔たつ刑けいにされるために行列しており、覆ふく面めんに上半身裸はだかの執しつ行こう人にん達が、

「ハイ、末まつ尾びはこっちでーす。ちゃんと並んで下さーい。ハイ、すぐ終わりますからね？　ちょっとズブっとするけど痛かったら手を挙げ──、逃げると焼き釘くぎ打つぞオラッ!!」

　などと賑にぎやかにやっている。欧おう州しゆうの処しよ刑けい台だいは肉の焦こげる臭においが特とく徴ちようだなあ、などとネシンバラは思うが、時とき折おり、通りかかった顔かお見み知しりが、左右の行列を邪じや魔ましないように遠くから片手を上げて挨あい拶さつする。ネシンバラも立ち上がり、右手を挙げ、

「────」

　術じゆつ式しきを書き込んだ包ほう帯たいの右手ではなく、左手を挙げる。そうしている内に、向こうは手を下げ、次に行くべき所へと足を向けてしまう。

　この即そく売ばい会かいは小説系けい、戯ぎ画が系、音楽系、映えい像ぞう系などと祭期間中続くが、出で店みせは一人一日限かぎりだ。人にん気き作は極東Ｋ．教導院Ｋ．購買部Ｋ．などを媒ばい介かいに全国通つう販はんもされるが、在ざい庫こには限りがあるし、熱心な受け手は求めるものに対して速度的な独どく占せん感を得たいのか行列を作る。

　そして己おのれの信じるものを欲し、手に取ろうとするならば、行列があろうとも受け手は皆、自分と作品の関係において主人公だ。

　主人公達の高こう揚ようは、帰き宅たくしても、人と話しても続き、新作が出るまでは抜けない。

　薄く開いた天てん井じようの開かい閉へい屋根は昼前の日差しと風を細く中へと送ってくる。が、壁かべ際ぎわは光が当たりにくい場所で、視し界かいの左右には谷の両りよう壁かべのように行列が前へと延びている。

　だが、線となって入ってくる陽光はゆっくりと昼に向かい、人々の上を過ぎた。光は人ひと群むれの頭の上を通り、ネシンバラの正面で初めて床に落ちる。

　光に照らされるのは誰だれもいない谷の合間の床ゆか面めん。その筈はずだった。

　人ひと影かげがあった。

　英国の女子用制せい服ふくを、スカートも袖そでも無しで、しかし上からよれた白はく衣いをまとった少女。長い耳に分ぶ厚あつい眼鏡めがねの蔓つるを掛け、背にはザック、手には文庫と紙かみ袋ぶくろを提さげたのは、

「トマス・シェイクスピア……」

　谷の両りよう舷げんを作る人々が、微かすかな動どう揺ようを重ねたざわめきとして作り上げた。注目という興きよう味みを集めつつ、しかし明確な感想を誰だれも漏もらすことが出来ない雰ふん囲い気きを、ネシンバラはこう思う。

　……畏い怖ふ、ってやつかな。

　興きよう味みはある。視線は外せない。耳も傾け、何か言葉が発されるなら聞いてみたい。

　だが、迂う闊かつに何か言って、それに興味を返されるのは怖いし、何よりも、何かを言って無視されるくらいなら、

　……何も言わない方がいい。

　しかし、

「ハムレット……！」

　右の列の中から、不意に一人の少女が飛び出した。
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　劇のパンフレットを手に、列からシェイクスピアに向かった少女がいる。そして彼女を追って、母親と思われる女性が慌あわてた歩を進めて列から出た。

　ネシンバラがちらりと視線を向けた右の出しゆつ店てん者は、〝ゴシックハムレット図画：衣い装しよう型かた紙がみ集〟という印いん刷さつ物を出していた。衣服の型紙と、そのデザイン画となる画が集しゆうの本だ。現在では各企き業ぎよう座ざが衣服の大量生産を術じゆつ式しきや機械類を用いた解かい釈しやく上の大量生産で行っているが、流通の悪い地域では学生服は型紙をベースに家か内ない制で作られるもので、その文化は地方から逆に〝自分なりの御お洒落しやれ〟として都市に伝でん播ぱしている。そのようにして、聖せい譜ふ記き述じゆつにある演えん劇げきや小説の主人公達と同時代で同じ衣装を纏まとって生活出来るというのは、

　……聖譜があるからこその贅ぜい沢たくだね。

　ハムレットはシェイクスピアの四よん大だい悲劇の一つ。正式題だい名めいは〝The Tragedy of Hamlet,Prince of Denmark〟。デンマークの王子ハムレットが、父王を殺して母と王おう座ざを簒さん奪だつした叔お父じを討うつが、思いを向けてくれる女性オフィーリアと、友と成れたかもしれない青年レアティーズを、あるいは失い、あるいは相あい討つこととなる。そして彼は親友にこの物語を人々に伝えるように頼み死んでいく。狂きよう気きを装い、悪に悪をもって向かい、しかし多くを失うハムレットの姿し勢せいは女性のみならず男性にも人気があるが、正面、谷間の道に立った少女と母親は、

「親子の年ねん齢れい差があっても、両者に認めさせる内容、か……」

　同じ衣装をまとってみたい、というのは作品と己おのれの同どう一いつ化かをしたいということだろう。

　化け粧しようをして、己を理想の自分と同一化したいと思うことと変わりがない。ならば、

　……ハムレットは、誰かの〝理想の自分〟になれる作品、ということだよな。

　ふと、右手のマクベスが疼うずいた。

　厄やつ介かいだ、と思う眼がん前ぜんで、少女が足を止めたシェイクスピアと向き合った。少女はパンフレットをシェイクスピアに突き出し、

「これ！」

　サインをくれと言うのかと思ったが、少女は確かにこう言った。

「──あんたの！」





●






　少女が告げた意味が、ネシンバラには一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

　だが、やや遅れてから、

　……くそ……！

　その一ひと言ことが腹の底に生まれた。

　ただ解わかるのは一つ。少女は、今、シェイクスピアにこう言いたかったのだ。

　……ハムレットの劇で、見たもの、聞いたもの、感じたもの、憶おぼえているものが、……全てシェイクスピアのものだと……。

　パンフレットという、形に残った記き憶おくの証しよう拠こ。それが自分の手にはあって、誰だれが作ったのか解っていると、少女は作者に示して見せた。

　こら、と母親が慌あわてて駆け寄るが、シェイクスピアはわずかに呆ぼう然ぜんとして、しかし、

「Ｔｅｓテスタメント．」

　少女の前で、視線を同じくするように腰を落とすと、

「有り難がとう。幼おさないオフィーリア」

「違うの。私、ハムレットなのよ！」

「そうなんだ」

　Ｔｅｓ．、と頷うなずく少女に笑えみを見せ、彼女は問うた。

「君の名前は？」

「オフィーリア！」

　少女の背後に立った母親が、わずかに素そ知しらぬ振りで顔を空に向ける。

　成なる程ほど、と事態を悟さとったシェイクスピアは、差し出されていたパンフレットに手をかざした。小さく何かを呟つぶやくと、紙かみ袋ぶくろの中から光の破は片へんが大気に散る。光こう散さんの代わりに生まれるのは、

「わ……」

　少女の手の中にあるパンフレットが、その表面に文字を得ていた。

　こちらに背を向けている少女がかざすパンフレットは、彼女の肩かた越ごしにこちらからも見える。パンフレットに術じゆつ式しきで書かれた字は、シェイクスピアのサインなどではなく、ハムレットのタイトルと並ぶ、

「Ophelia。いつか共に有り続けられるように。──そのためにもハムレットの一いつ節せつを贈おくろう〝出来うる限り上等な衣い装しようを纏まとい賜たまえ〟。その通りだね少女」

「……Ｔｅｓテスタメント．！」

　有り難がとう、と言葉をおいて、少女が母親に収しゆう穫かく物ぶつを見せに行く。対する母親は、こちらからだと一礼する背しか見えないが、悪い表情はしていない筈はずだ。

　そしてシェイクスピアが立ち上がり、ゆっくりと右の列を見た。そして、列の半なかばにいる学生の一人に向かって、

「君、──この夫人とお子さんを、入れてあげられないかい？

　何な故ぜなら、この夫人は、お子さんが飛び出したとき、躊躇ためらわずに追って列を出た。

　……だったら、列に戻れてもいいんじゃないかと思うんだ」

　返答は無言で、しかし、

「────」

　列は確かにスペースを空あけ、一礼と共に少女と母親を受け入れた。シェイクスピアが皆に軽く頭を下げて、

「礼を言う」

　なあに、と誰だれかが呟つぶやいた。それは恐らく、シェイクスピアという人材をあまり知らない武蔵むさしの住人の声で、

「子供に一番やっちゃいけねえのは悪い思い出作ることだ」

　続くように、英国の誰かが、

「歳とし食くって一番やりたくなるのはいい思い出作ることだな」

　ああ、とどちらか解わからない声が、こう言った。

「はは、──俺達ゃ片方だけは成功したわけだ！」

　ああ、と頷うなずく皆の中、先ほどの少女が母と一緒に列の中に沈みつつ、

「有り難う！」

　誰に向けられたものかは解らない物もの言いいだ。だからというように、シェイクスピアも含めた皆が、Ｔｅｓテスタメント．、と言い、Ｊｕｄジヤツジ．と応じた。

　そして動きが生まれた。シェイクスピアが、こちらを見て歩みを再開したのだ。

　そのまま彼女は笑えみを顔から消し、言葉も作らず、こちらの長なが机づくえの前、積まれて動かない本の前に立った。そこでようやく彼女はこう言った。

「横、空いてる？」
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　本のことを問われるのかと思ったネシンバラは、どう反応して良いか解らず、

「え？　え、あ、──と」

「空いてるね」

　お、という周囲のざわめきと共に、囲いを作っている長机を彼女はずらし、右横に来た。用意してはいるが、誰も座っていない椅い子すに白はく衣いの腰を落とした彼女は、しかし、

　……やってきておいて文庫読よむかフツー？

　手にしていた文庫本に顔を埋めるようにして、読書を開始する。

　周囲にあったざわめきはやがて消えた。動きとしてあるのは、周囲の列の緩やかな流れと、先ほどの親子が隣となりの机の買い物を終えて、列の皆とシェイクスピアに一礼したことくらい。

　そのときだけはシェイクスピアも視線をそちらに向け、

「────」

　目もく礼れいで、小さく頭を下げた。あとは沈ちん黙もくと不ふ動どうが重なるだけだ。

　その無む言ごんの圧あつ迫ぱくの中、ネシンバラは横にやってきた異い邦ほう人じんの襲しゆう名めい者しやに対してこう思う。

　……何しに来たんだよ。

　右手の包ほう帯たいの原因も、本が売れないのも人が来ないのも全部原因は隣りん人じんだ。いや、以前に自分がやった彼女の作品への批ひよう評かが原因だとするならば、百倍返しくらいの意い趣しゆ返がえしととれないことも無いが、

「……え？」

　気付けば、彼女が文庫を読み終え、こちらが作った本をめくっている。その内容は、ちょっとした短たん編ぺん小説と、文芸の批評というか、自じ称しよう批評ともいうべきもので、

「ちょ、ちょっと待てよ！」

　無視された。完全に読む方に没ぼつ頭とうされているが、それだけのものを書いたんだ、などと思う気にもならない。何な故ぜならば、この隣人は本だったらどんなものでも入り込んで読むスタイルであり、物理的に奪うばいでもすれば、呪のろい的に相当の反はん撃げきがくるに違いなく、

　……くそ！

　手を出せない。右腕の文字が主人を近くにおいて喜びさざめくのを耐えながら、ネシンバラは半はん寿じゆ族ぞくの少女がこちらの作った本を読み終え、机の上に置くまで待った。その上で彼は、彼女が新しい文庫を紙かみ袋ぶくろから取り出すより早く、

「何しに来た？」

　問うと、返答として、こちらを見ない一言が来る。

「相変わらず、こんなもの作ってるんだね」

「いや、そ、それは……」

「まさか、僕と相あい対たいした後だったら、違うものを作ってた？」

　そうかもしれない、と、相手の影えい響きよう力を否定出来ない自分が煩わずらわしい。だが、もはや何も言わない方が得とく策さくかと、ネシンバラは椅い子すに座り直し、ただ腕を組んで前を見た。すると、

「そうして貰もらえると有り難がたい」

「……何が？」

「こっちを向かないでくれる？」

　向こうは確かにこちらを見ていないから腹立たしい。しかし、そのように無視し合うような状態で、それでいて言葉を交わすことに何の意味があるのか。

　新あら手ての嫌いやがらせだろうかと、ネシンバラが吐と息いきをしたときだ。

「──そう、それでいい、どうせ君は僕の〝第二悲劇マクベス〟で動かないから」

　聞こえた言葉に、ネシンバラは引っかかりを得た。だから彼は、まっすぐ前を見たまま、相手を見ぬままに、

「……動かなくて、それでいいって、どういうことだい？」

「いろいろなことが、起きるけど、君はそれでいいということ」

　そしてシェイクスピアが、こう言った。

「──いろいろ、話をしようか」
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　いろいろと今日は話をしていますね、と〝傷有りスカード〟は麦むぎの畑の中で思った。

　遠く、北側に土と岩で出来た長ちよう壁へきのように見える第三階かい層そうがあり、そして同どう様ように第二階層が見える。そちらから響ひびく花火の音と、低い唸うなりに変わった人々のざわめきや音楽は、海の波音よりも身に響く。

　だが、正面、地面に座って麦の芽めを見ている点てん蔵ぞうの声が、

「ふむ、幾いくつかの種類を植えたで御ご座ざるが、土ど壌じよう的には問題ないようで御座るな。

　極きよく東とう式の密みつ集しゆう作付けは可能で御座る。豆まめ類るい含めて多期作が有りで御座ろう」

「欧おう州しゆう式として、麦をただ耕たがやした土地に撒まくのではなく、このように浅い畝うねを作って種たね籾もみを埋めれば、種の保護にもなるし、畑の管理も刈り取りなどもしやすくなる訳ですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあ、手て間まは御座るので、そのあたりは選択で御座るが──」

　彼は立ち上がり、こちらに振り向いて言葉を作る。

「──飢き饉きんの時や、収入が欲しいときなど、頑がん張ばれる者達が可能性を得られるのは良いことで御座るよ。あ、ただ、水すい路ろだけは引き直しておいた方がよう御座るな」

　と、彼は土地の幾いくつかの点を示し、

「今の水路はただ土の多い地ち殻かく上を通って御座るので、下に水が浸しん透とうしてしまっているで御座る。畑に近い位置か、あの木のある位置と、向こうの岩いわ場ばまでのラインに引き直されるとよう御座ろう。ここ数日、夜に布を敷しいて確かめてみたところ、あのラインは下に岩がん盤ばんがあるので、水の浸透が弱く、あっても左右の畑の地下に流れていくで御座ろうかと。

　それに、あのラインだと、麓ふもとに集しゆう落らくを別に作るときにも意味が御座るので」

　Ｊｕｄ．、と〝傷有り〟は頷うなずくが、それは同調ではなく感心の応おう答とうだ。

　見れば、対する点蔵が伸びをして、本日のチェックを終えた分の息をついている。

　……全く、よく働かれますね。

　ここ数日、彼は春しゆん期き学園祭の準備を行いつつ、早朝を中心にこちらを手伝い、地元の人々と意見を交わしている。作物の病の直し方などもだが、水みず場ばの探し方など、独特の方法があって面白い。有ゆう意いなことだと〝傷有りスカード〟は思う。何しろ英国ではそれらのことに対して、精せい霊れいの声を聞くことで問題を解決するが、精霊術じゆつが出来る者は少ないのだ。だから、確実性は甘くなるが、点てん蔵ぞうが教えるような誰だれでも出来る方法をとりあえずの処置として知っておく意味は大きい。

　話に聞くと農業知識などはスパイ活動の際、地元の人達に馴な染じむためにも必要なのだとか。そんな話を聞いたとき、思わず笑ってしまったのは、

　……今いま行っていることが、スパイ活動の地元浸しん透とう行為と同じという自覚が無い……。

　疑ってるようにも聞こえてしまうので、そのことは言わなかったが、笑ってしまった分は済まないと思い、ここ数日は出で稼かせぎのように学園祭の準備に出る彼に携けい帯たい用の昼食を作って渡すようにしていた。初日に戻ってきた弁べん当とう箱を見たところ、他者から貪むさぼられた気け配はいがあったので翌よく日じつから量を多くして対抗したが、あれで良かったのだろうか。

　そして今日から祭が始まった。

　初日の今日、彼は休みを取っており、朝からずっと一緒だ。温おん泉せん横の泉いずみの睡すい蓮れんが咲き始めたので、それを見ながら朝食を摂とって、ここにいる。

　明日は午前を祭の開かい催さい場所における伝達と補ほ充じゆうの確かく認にんに入り、期間中はそれを午前、午後と交代で入る予定らしい。そのようにして一週間が終われば、

　……去ってしまうわけですね。
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　会えなくなってしまう。

　そんなこちらの思いとは別に、彼は周囲の畑を見て腕を組む。

「麦むぎもいいで御座るが、もっといい作物が作れればなあ、と思うで御座るよ。

　他た地域のように稲いな作さくが出来ればとも思うで御座るが、英国は極きよく東とうを暫ざん定てい支配して御座らぬし、水すい稲とうはまた手間が掛かるものでござるからなあ」

「Ｊｕｄジヤツジ．。やろうと思って出来るものでもございませんしね、ああいう大だい規模な土地改かい造ぞうが必要な農業は」

　もっと違った話がいろいろ出来ればと思い、しかし、自分にはあまり話せる話題がないのだとも思い、ただただ時間を埋めていくように、

「気付かれていると思いますが、英国は岩がん盤ばんが地面のすぐ下にあるので、麦など作るとすぐに土地が瘦やせてしまうんです。だから豆まめ類などで多た期き作さくして地ち力りよくを戻すんですよね。だから豆科であるクローバーを各地で土地改良用に広げていますが、なかなか。精霊達は遊んでいて、四よつ葉ばのクローバーが見つかると〝あたり〟で土地改良に尽じん力りよくしてくれますけどね。

　そして、地力が弱くても育つジャガイモの栽さい培ばいが出来ればいいんですが、妖よう精せい女王がジャガイモには毒があると言ったという、そういうお話で。

　──ゆえに以前、IZUMOが品ひん種しゆ改良で殺さつ鼠そ用の毒有ありジャガイモ〝ポテトスマッシャー〟を企き画かくしましたよね」

「引っこ抜いたら五秒後に爆発するのを作って地じ場ば産業にしようと企画したが、実験中に畑が連れん鎖さ爆発して無しになったので御ご座ざったか。

　他国に迷めい惑わく掛けるときはもっと地じ味みに出来んで御座るかなというかそれ毒ではないのでは。　しかし、そうなると妖よう精せい女王の治ち世せいも、よいことばかりでは無いので御座るな」

「まあ、そのようなことを言うと反はん逆ぎやく罪で捕まりますよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、これは失しつ敬けい」

　と彼が言ったときだった。

　不ふ意いに、音が響ひびいた。鐘かねの音だ。遠く、北の空から聞こえてくるのは、

「……教きよう導どう院いんの鐘の音に似たこの鐘は、どこの鐘で御座るか？」

「Ｊｕｄ．、倫敦ロンドン塔とうの礼れい拝はい所じよの鐘です」

〝傷有りスカード〟は、ゆっくりと答えた。

「〝重双ダブル血塗れブラツデイメアリ〟、……メアリ・スチュワートが、週しゆう一いちで姿を見せる合図なんです。

　塔の一つ、展望台から外を眺ながめるだけですけどね」

　視線を向けた先、北の空には雲がある。

「一週間後にアルマダ海かい戦せんが始まるとなると、彼女が姿を見せるのは後あと一回、二回というところでしょうか。今、倫敦から聞こえる祭の音が消えたときが、処しよ刑けいのときなのですね」

「処刑で御座るか……」

　Ｊｕｄ．、と告げて、〝傷有り〟は彼に言葉を送る。

「点蔵様は……」

　ふと、〝傷有り〟は聞いてみた。

「〝重双血塗れメアリ〟の処刑について、どう思われます？」
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〝傷有り〟は、己おのれの問いかけに対し、忍にん者じやがこう答えるのを聞いた。

「そうで御座るなあ」

　それは、彼がよく使う、考えてから答えを述べるときの前置きだ。だから、少し待つだけで確かに答えは返ってくる。

「忍者として答えるならば、君くんたりうる御お方かたの決定に言葉を差し挟むことは不可能に御座る」

「では──」

　処刑を是ぜとするので？　と言おうとしたときだ。忍者は、小さく息をつき、

「拙せつ者しや、忍者で御座るもので」

　言われて気付く。今のは、本心ではないという意味なのだと。しかし上の人間の選択を否定出来ないことに変わりはない。　だから彼は、更さらにフォローするように、

「……しょ、処しよ刑けいといっても、解かい釈しやくで、何か違う形が用意してあるので御ご座ざろう？」

　問いかけの内容よりも、問いかけてくれた意味が、〝傷有りスカード〟には解わかった。

　……何とかなるよね？　と、そう願ってくれているのですね。

　それは、本ほん心しんで言えばどういうことなのか。その意味を〝傷有り〟は思い、

「──Ｊｕｄジヤツジ．」

〝傷有り〟は応じた。

「解釈により、処刑は、別の形をとってメアリ・スチュワートを救うことになっております」

「Ｊｕｄ．、それはよう……」

　御座ったと、言い掛け、忍にん者じやが自分の頭を軽く叩たたいた。

「失しつ敬けい。過ぎた言葉に御座る」

　いいんですよ、と〝傷有り〟は笑えみを得る。有り難がたいことだと。そういう思いを得られたこと自体を有り難いと、彼と、彼に相あい対たいしている時間を得られた自分に、感謝と幸いを頷うなずき、

「────」

　遠く、花火の音が聞こえた。

　昼になり、祭が最初のピークを迎えたのだ。







[image: 第二十六章『往来の花差し人』]
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　祭の音は、石や煉れん瓦がの町の中で跳ね回り、重なり合いながら昼の空に広がっていく。

　町の背は高くない。アパートメントよりも石や煉瓦の家か屋おくが並び、道に仕切られている。

　しかし土の道と歩道の屋根付きアーケードは、今はどちらも人で埋まっていた。

　通りを見通せぬ量の人々が、それぞれの目的地や、目め先さきの誘いにのって動いていくのだ。

　人々が作る音は多た重じゆうだった。主しゆ旋せん律りつを楽がく隊たいや囃子はやしが奏かなでて歌い、行き交い足を止める人々が話し声を重ねて低音のバスを作り、そして彼らの足音が石いし畳だたみや土にそれぞれのテンポでドラムを刻む。聞こえる響ひびきと止めどなく定まらない流れは、屋や台たいの提供する食べ物の匂におい、油や香味や甘かん味みのたゆたいや、はたまた道どう化け師し達や奇き術じゆつ師し達のショーによって更さらに乱れ、しかし停てい滞たいはあっても動きを完全に止めることがない。

　それら全ての動きに重なるように、道上や空中を精せい霊れい達が行く。

　風ふう精せいは音声文ぶんを届けるために、犬鬼コボルド達は祭を支える資材を運び、止めどない。

　終わりがないような動きの熱気は、しかしその一角に僅わずかな息いき継つぎの間を持っていた。

　女達だ。

　極きよく東とうの住人。極東人じんを中心とした着き飾かざりの女達が数名、通りの中央を歩いている。薄うす茶ちや色いろい髪かみ、肌はだを多く露あらわにした長身の女を先頭に、黒くろ髪かみの長身や、銀色の髪を巻いた半人じん狼ろうや、黒と金の翼つばさが続く。

　彼女達の行く先からは自然と人の波が割れていく。が、避けられているのではない。皆、男も女も、退のかねば彼女達の全てを視し界かいに入れることが出来ないからだ。

　人の波が割れる動きには、初め戸と惑まどいがあり、次に驚きがあり、そして興きよう味みの吐と息いきがある。退く流れはとどまらず、時とき折おり誰だれかがこう呟つぶやく。

「……武蔵むさしの女か」

　実際には、極東の女性は英国に多く降りている。が、

「……総そう長ちよう連れん合ごうや生徒会の関係者。戦せん闘とう時の主力者達だな」

　彼女達に向かう人々の視線は、好こう奇きのものばかりではない。戦闘系の戦種スタイルであることを示す体格や、術じゆつ式しき系の示しとなる符ふ術じゆつのストッカーなどを持った者達が、人々をかき分けるようにして波なみ間まに顔を出し、相手となるかもしれない存在を窺うかがい見る。

　猜さい疑ぎとも、疑ぎ念ねんとも言える視線の持ち主達は、女達の足運びと姿し勢せい、肩の振り方を見て、

「……油ゆ断だんが無い、ってところだな」

「Ｔｅｓテスタメント．、三み河かわ戦の映像で見たよりも迫はく力りよくがあるな」

「──胸か？」

「──背せ丈たけだ」

「……Ｔｅｓ．、聞いてみただけだ。聞いてみただけだからな？　本気にするなよ？　な？」

「そうなのか」

　その言葉に、ややあってから、片方が俯うつむいた。

「いや、……噓うそだ。……駄だ目めだ。やはり大事なところで噓はつけないよ、俺……」

「……御ご免めん、俺も今、噓をついたよ。……でも俺、尻しり派なんだ。そこは譲ゆずれなくてさ……」

　そうなのか、と笑えみの顔を見合わせ、双そう方ほうの肩に手を乗せ合う男達もいるが、ときたま、人の群の中から出て、彼女達を誘おうとする男達がいる。多くは高こう等とう部ぶ、またはそれ以上の中年程度の男達で、しかし、彼らは皆、彼女達の前に立つと、

「────」

　先頭を行く舞まい姫ひめ然ぜんとした女の笑えみと一ひと言ことが、彼らに苦く笑しようと天を仰あおぐ動きを与える。

　そんな遣やり取とりが幾いく度どかあったが、しかし不意に、

「──？」

　人の谷間から、前に出た少年がいる。今までの男達よりも若い。まだ中ちゆう等とう部ぶと言った年ねん齢れいの少年だ。彼は真まっ赤かになった顔を緊きん張ちように満たしながらも、女達の前に立ちはだかる。

　だが、何かを言おうとした唇くちびるが震え、言葉は作れず、

「……！」

　少年は、右の肘ひじを曲げて、先頭の舞姫へと突き出した。この腕をとってくれというように。

　その行為に、周囲の皆は息を吞み、次の瞬しゆん間かんに、

「──っ」

　軽い失しつ笑しようや、来たる結果の予想に同情の吐と息いきを漏もらした。

　それらの反応に、少年は顔を更さらに赤くして俯いてしまうだけだ。

　だが、軽い笑みの声と共に、髪かみが舞った。髪は風をはらんだ雲のように広がり、回るように踊り、その動きの突とつ発ぱつをもって人々を沈ちん黙もくさせ、結果として、

「──と」

　先頭に立っていた女が、髪に結びつけられていたリボンを一つ外し、少年の腕に結びつけた。突き出された肘へと、柔らかく、しかし確かな飾りとして。

　そして彼女は、少年の肘を軽く叩たたく。それは拒きよ絶ぜつであり、皆の所へと戻れという合図だが、少年は腕に巻かれた布を見て、彼女を見て、頷うなずき、

「──！」

　皆に肘を振り上げて見せた。直後。

「……!!」

　少年が列に戻るのを受け止めるように、歓声と拍手が生じる。

　既すでに動きに飲まれた少年を見送り、舞姫は両腕を浅く広げて皆に軽く一礼。おお、という声を幾いくつも受け止めながら、彼女はまた平然と歩き出す。そしてまた人の群が割れていく。

　その動きの中、二番手につけている黒くろ髪かみが、前を行く舞姫に半はん目めで問うた。

「……何だかよく解わからない儀ぎ式しきやってますけど、何なんです？　喜き美み」

　問いかけに、先頭を行く喜美は振り返らない。彼女は、ただ言葉を置き捨てるようにして、

「単純よ浅あさ間ま。三み河かわ戦で見つけた高たか嶺ねの花に、英国の紳士ジエントリ気取りが挑ちよう戦せんしてるわけ」
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　浅間は、時とき折おり道を横切る犬鬼コボルドに注意して歩きながら、喜美の言葉を拾い聞く。

「──でもまだまだ私も安く見られてるのね。何しろどいつもこいつも〝一緒にどうだい？〟みたいな誘い方で嫌いやになるわ。〝一緒にどうだい？〟だなんて、そんな風ふうに軽く振る舞うのは断られたときの保ほ身しんを考えてるからよね。断られたのを他人に笑われたとき、──遊びなんだよ、と言うための言い方だわ。そんなの応えるわけないじゃない。

　だから言ってやるのよ。〝他の男も一緒にしちゃうけど？〟って」

「だったらさっきの男の子は──」

　アハ、と小さな笑いが聞こえた。

「腕を無む言ごんで突き出して、〝俺と一緒に来い〟って感じよね。強ごう引いんだけど、こっちに判はん断だんを迫ったのはいいことだわ。それまでの男どもとは違う。冗じよう談だん抜きで〝俺がいいのかどうか応えてくれ〟だものね。──問い返すことは出来ない。いい態度だわ」

「じゃあ、どうしてリボンを答えに？」

　問いには、即そく答とうが来た。それは簡単なことよ、と喜美の声が前置きつけて、

「着飾って強引に出れば女が応じると、そんな勘かん違ちがいを身に染しみ込まれても困るもの。

　──その態度は良し。しかし、まだまだ多くのものがあの子には足りないでしょう？　容よう姿しも実力も、他のしがらみや、金や職業など多くのものがまだ未み知ち数すうよ。

　そんな状態の子を満足させる気はないの。いずれ別の花が彼には摘つまれることになるでしょうけど、そこに至るまで、まだまだ足りないものは多い。だけど手を伸ばすことは間違いではなかったと、その意味が届けば私の飾りの一つも報われるわ」

「……酔よっぱらいの意見にしか聞こえないのは私の脳がまだまともだからですか？」

「自分に酔えない程度の女に、他人が酔ってくれると思うの？」

　いや、と浅間は軽く手を左右に振る。

「私、酔ったことありませんし」

　言うと、後ろに続くナイトとミトツダイラがぼそぼそと声を生む。

「アサマチ、毎日神み酒きで鍛きたえ上げてるから……」

「神酒の飲酒で代だい演えんしてたら神社側から禁止されたんでしたのよね？　中ちゆう等とう部ぶのとき……」

　……どうも私は胸とか肝かん臓ぞうとか、カラダネタで差さ別べつされることが多い気が。

　背が高いのもそれですね、とも思う。が、喜美の髪かみがちらりとこちらに揺れた。

「さっきから、アンタ目当てのも弾はじいてやってんだから感謝なさいよ？」

「え？　……ええ？」

　予想外がいだ。何な故ぜか、はしたない、という言葉が心に浮かんで頰ほおに熱が来る。そして、自分の安あん否ぴが眼がん前ぜんの異常者に預けられていると悟さとり、浅あさ間まは慌あわてて、

「あ、あの、ぜ、全部断ことわって下さいね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、武蔵むさしの主しゆ砲ほう級巫み女こに穢けがれ近づけるほど私も馬鹿じゃないわよ。愚ぐ弟てい達が迷めい惑わくするものね、そんなことしたら。まあ任せておきなさい。これでも英えい語ご弁は出来るんだから」

「？　そうでしたっけ？」

　Ｊｕｄ．、と喜き美みが応じる。

「YesとNoとErosとDanceだけ知ってれば会話出来るから」

「だ、誰だれですかこんな馬鹿を先頭にしたのは!?　ああ今いま気付いて良かった！」

「別にいいじゃない。極きよく東とう本ほん土どと同様に英国にも翻ほん訳やく系けい術じゆつ式しきも掛かっているから問題は無いわ。それより──」

　喜美の顔が、こちらに向いた。彼女はミトツダイラと後ろのナルゼとナイトを見て、

「愚弟達を探すのもだけど、……何か変わったことある？」

「ナイちゃん思うに、セージュンとマサやんは？」

「正まさ純ずみはウエストミンスターで開かれてる古ふる本ほん市いちのセールに。マサは機き関かん部の方で武蔵の修しゆう繕ぜんと地じ摺ずり朱雀すざくのパーツ合わせとか何とかだそうで。正純とはオクスフォード通り沿いにあるソーホー・シティ間の公園で待ち合わせです。そこでトーリ君達も合流とかで」

　浅間の声に、喜美が頷うなずく。

「ククク、愚弟とホライゾンのデートを覗のぞける位置はもうすぐよね。ちょっと間違えるとストーカー。でもその歪ゆがんだ心配も素す敵てき！　鈴すずと合流出来れば鈴のセンサーで声まで聞けるわよ！　レッツ盗とう聴ちよう……！　でもこういうときに忍にん者じやがいれば楽なのに、あの忍者、フードの旦だん那なと麦むぎ畑ばたけの試し作さく確認してるんですって？」

「Ｊｕｄ．、まあ、ナイちゃん思うに、テンゾーも祭が終わったら武蔵と一緒に英国を離れるわけだかんね。──やれるべきことはやっておきたいんじゃないかな」

　そうでしょうねえ、と頷く浅間は、しかしナルゼに振り返る。

「……ナルゼはネシンバラ君みたいに活かつ版ぱん印いん刷さつ本の即そく売ばい会かいじゃないんですか？」

「同どう人じん誌しって言ってもいいわよ？　──まあ、今回のイベントは一週間毎日あって、私達の課は五日目。私は七日目の方も別課で出るけどね。ネシンバラは創作小説だから今日だけど、アレ、今回はかなり厳きびしいと思うわ。シェイクスピアとの件や──」

　ナルゼは右腕を掲かかげて見せ、

「マクベスの件があるから、寄ってくる人はいないと思う」

「……第十三無む津つ乞ごい令れい教きよう導どう院いん、でしたっけか？　三征西班牙トレス・エスパニアにあったっていう、幼年者向けの教導院みたいなもの」

「フフフ、他人の過去を詮せん索さくしたいなら惚ほれた時だけになさいゴシップ巫み女こ」

　喜き美みが言う。

「過去にインパクトがあろうとなかろうと、記き憶おくに残らぬ過去でも環境として人を形けい成せいするものよね。だとしたら、相手の過去を知ることは、相手と重なる生き方をしたいと願うこと。

　──解わかる？」

「解る？　って、何がですか？」

「シェイクスピアは、ネシンバラに自分達が同じ過去を持っているって言ったのよ。

　──可愛かわいい将しよう来らいを期待しない？　女の子ならね」

「……ストーカーにまで愛を期待するような物言いを」

「いいじゃない、誰だれも彼も法に守られていなければ何もかもが犯罪でしかないわ。だから皆、今日は法の違う英国で、犯罪者気分の観光しましょうよ。

　──ってミトツダイラ、さっきから何見てんの？」
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　喜美の問いかけに、ミトツダイラはまず右を見た。

「あちら、公園がありますが──」

　あとは見れば解る。人ひと混ごみの向こうにある公園は、地元の集会場となる三十メートル四し方ほうの土の空間だ。そこでも勿もち論ろん、簡単なバザーが行われているが、別の集まりもある。それは、

「──独逸傭兵団ランツクネヒトが、戦せん士し団の募ぼ集しゆうを行っていますわ」

　独逸傭兵団は、歴史再現によって生まれたM.H.R.R.神聖ローマ帝国内における戦せん闘とう系けい部活だ。それは瑞西傭兵団クリークス・ゲルゲルンを見本としたもので、M.H.R.R. 内に各員は母ぼ校こうを持ちながら、

　……お金と引き替えに、どの国にも付いて留りゆう学がく生せい扱いで転戦する。

　実じつ質しつ、彼らは国こつ境きようを無視した存在だ。

　学生主体の世の中であるため、〝兵〟という字を各かく教導院は嫌きらうが、彼らは自分達の生活を教導院外がいにおいているため、敢あえて傭兵を名乗り、歴史再さい現げんの大たい義ぎ名めい分ぶんを掲かかげている。

　基本は傭兵団長とその側そつ近きん達で、糧りよう食しよくの兵へい站たん部隊や娼しよう婦ふ達の酒しゆ保ほを保持して各地を回り、戦争の起きる地域で募ぼ兵へいを行って参戦し、必要ならば転戦する。

「ときたま、各地の居きよ留りゆう地ちでも見ますわよね。暫ざん定てい支配国の防ぼう御ぎよ戦などに極きよく東とうの民たみが参加するため、傭兵によって留学生身み分ぶんを得るわけですけど」

　今、公園にいる部隊は既すでに兵站部隊を構えており、祭の屋や台たいとしてそれを動かしていた。

　娼婦を示すニワトリやリスの紋もん章しようを衣服につけた女達がそれを手伝ったり、小こ物ものを作って店みせ台だいに並べている。活気があると言っていい雰ふん囲い気きですわね、とミトツダイラは思うが、

「ですが、三十年戦争によって各国が国こく軍ぐんを持つに連れ、廃すたれていくのでしたわね」

「今はまだ、その前段階だから賑にぎやかだわ」

　と言ったのは背後のナルゼだ。M.H.R.R.神聖ローマ帝国出身の彼女とナイトの前で廃すたれるなどと言うのは失しつ態たいだったが、しかしナルゼもこちらと同じ方を見て、

「領りよう邦ほうの分ぶん権けんが強くなったため、統とう合ごう軍としての国こく軍ぐんを持てなかったM.H.R.R.において、領邦の垣かき根ねを超えた傭よう兵へい団だんという組織は有用だものね。領邦同士でいがみ合っていても、M.H.R.R. が危機になれば金を媒ばい介かいに傭兵団は一体化する。

　誰だれでも参加出来るけど、根底にあるのは何かを守るための騎き士し道どう精神。金次し第だいで相手にもつくけど、それはつまり〝絶対に滅ほろびない道を常に持つ〟ということだものね。

　独逸傭兵団ランツクネヒトは戦いの前に大地に跪ひざまずき、土に口くち吻づけるけど、領邦の分ぶん裂れつによってあり得ない統とう一いつ帝国を望む傭兵達の思いかしらね、それって」

　視線の先に見えるのは、公園に列為なす男達と、それを受け入れていく先せん達だつの群だ。

　公園の入り口には募兵特許状バツトブリーフを掲かかげた槍やりが立てられ、横では雇やといの楽がく隊たいが宣せん伝でん文もん句くを告げる募ぼ兵へい隊長とともに精せい一いつ杯ぱいの重い音で音楽を打ち鳴らしている。

　公園の中は、査さ閲えつを待つ志し願がん者と、それを終えた者達や先達のいる二つの空間に分かれていた。

　二つの空間の間には、あるものが存在する。

「独逸傭兵団名めい物ぶつ、査閲の門〝槍やり門もん〟ですわね」

　二本の矛ほこ槍やりを、一メートルほどの間かん隔かくで石いし突づきを下にして立て、天を向いたその刃やいばに別の長なが槍やりを渡したものだ。臨時の検けん閲えつ門で、矛槍と長槍に掛けられた術じゆつ式しきによって下を通る者がどのような個性を持っているかをある程度判別する。ミトツダイラの見立てでは矛槍は分ぶ厚あつさで耐久度と切れ味を確保するM.H.R.R.内〝黒金侍アイゼンリツター〟ブランドだが、長槍は直線型で長い〝神しん聖せい騎き士し団だん鉄てつ鋼こう会かい〟ブランドのものだ。

　……傭兵団は旧派カトリツク改派プロテスタントの区別なく、ということですのね。

　門の左右には兵へい站たん官。奥には書しよ記き官がおり、くぐってくる人々の姓せいや洗せん礼れい名、出身地などを帳ちよう簿ぼに記名していく。だが時とき折おり、査閲の門がチャイム音をたて、くぐった者が兵站官との相談状態に入る。その内容は、

「……貴き様さま、偶ぐう像ぞう崇すう拝はい者だな？　何？　神聖フィギュアで押おし入いれが埋まってる？　うちの隊は改派が多いから気をつけろよ？　……仕方ない、武士の情なさけで持ち込みは今回だけだぞ？」

　温おん情じようなのかよく解わからないが、武士とか何とか結けつ構こうアバウトなようだ。と、浅あさ間まが、

「……英国で独逸傭兵団が団員募ぼ集しゆうする意味があるんですか？」

　首を傾かしげて問う浅間の疑問に、ナルゼが頷うなずいた。

「あのね浅間？　この募集は、英国にいる、学生じゃない人達のためのものなのよ。

　校こう則そく法ほうであるでしょう？　学生に相あい対たい出来るのは学生だけ、って。そして独逸傭兵団に入団すると、一時的にM.H.R.R.の教きよう導どう院いん、AHRRSに仮かり入学となるの。そうすれば学生扱あつかいだから、あとは英国に留りゆう学がく生せい扱いで所属して、──晴れて英国を守るために対たい西せい戦参加。

　わけあって学生やめた人達なんかには、いい門もん戸こなのよね」

「英国に相手にされてない羽は柴しばが、点数稼かせぎをしている、という見方も出来ますわね」

　言っている間に、槍やり門もんをくぐった者達を集めた募ぼ兵へい長が誓せい願がんを行っている。

「──いいかあ!?　これから貴き様さまらは独逸傭兵団ランツクネヒトとしてAHRRS内部校こう則そく法ほう・独逸傭よう兵へい団だん七十四の服ふく務む規定に従う！　まず、隊たい列れつ行進の際は、〝押さない・駆けない・迷わない〟のオ・カ・マを気をつけるように！　次は配給糧りよう食しよくの三さん角かく食べについてだが──」

　皆は基本条じよう項こうに頷うなずき、隊長に対して右の手と、指二本を上げて誓願とする。

「ここに私は聖せい譜ふに掛けて誓ちかい、約束と致します──」

　武蔵むさしの女おんな衆しゆうは、並ぶ条項と誓願を耳にし、緊きん張ちようの汗を搔かいた。

「……廊下を走らないとか三角食べとか牛乳パック潰つぶしとか、け、結けつ構こう厳きびしい誓願ですわね」

「……アンタ肉ばっかだから水とパンつけて三角構成しなさいよ」

「……喜き美みこそ正しい制せい服ふく着ちやく用ようと頭とう髪はつ検査でアウトじゃないですかっ」

　そんな風ふうに傭よう兵へい団だんを見るこちらの視線に重ねるように、ナルゼが告げた。

「勿もち論ろん、三征西班牙トレス・エスパニア側には独逸傭兵団のライバルとも兄あに貴き分とも言える瑞西傭兵団クリークス・ゲルゲルンが荷か担たんして同じことやってると思うわ。瑞西傭兵団は旧派カトリツク寄りで、K.P.A.Italiaとも懇こん意いだから。教きよう皇こうなんかは私的な戦士団を立場上じよう持てないから、瑞西傭兵団に守しゆ護ごさせてるのよね。

　人量では独逸傭兵団だけど、規律の面では瑞西傭兵団の方が上だからどうなることやら」

「……随ずい分ぶんと詳しいんですのね」

　まあね、とナルゼは言う。が、彼女はそれ以上の自分語りを行わない。

　ただナルゼは話を逸そらすように傭兵団を見て、

「酒しゆ保ほの娼しよう婦ふ達、サキュバスでしょ？　男達に望み通りの夢を見させてあげる夜よ娘むすめ達なのよ。

　過去に得た辛つらい思いや別れなどを、夢ゆめ見みの能力でやり直させてあげるのよね。目覚めたとき、どんな男でも泣いてる自分に気付くって言うわ。

　腕のいい夜娘は誰だれからも〝母〟と呼ばれるようになるって話だけど」

　成なる程ほど、とミトツダイラは頷うなずいた。そして夢見の能力について小さな思いを得る。それは、

「……総そう長ちようが、もし、そういう解決を御ご自分の後こう悔かいに対して望んでいたら、どう思います？」

　何気なく放った問いに、浅あさ間まが振り返った。彼女は一いつ瞬しゆん、はっとした顔をして、

「ええと……」

　口ごもるのを見て、ミトツダイラは不ふ適切な問いかけだったと今いま更さら気付く。どうも今日の自分は思し慮りよが足りないと、そんなことを思い、何か別の話題で誤ご魔ま化かそうとするが、先に喜美の問いかけが飛んできた。

「ミトツダイラ、──愚ぐ弟ていの足取りは追えてるの？」
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　え？　と応じたミトツダイラはすぐに言葉を言い直す。しまったと、そう思いつつ、

「──Ｊｕｄジヤツジ．、この通りの先で大だい丈じよう夫ぶですわ。貴女あなたと同じ髪かみの匂においがしますもの」

「……ナイちゃんたまに思うけど、ミトっつぁん結けつ構こう凄すごいよね」

「総そう長ちようだけじゃなく、ホライゾンの髪も同じ洗せん髪ぱつ料りようで洗ってるからですわ。──喜き美みが連夜、ホライゾンの髪の御お手て入いれなどして差し上げてるので」

　そうね、と喜美の背が笑えみを聞かせてくる。

「愚ぐ弟ていだけでも楽しいのに、人形のように可愛かわいい妹が手で触れていい位置にいてくれるなんて、私の人生は上々すぎて日々ストップ高更こう新しん中よ。だってよく考えて御ご覧らんなさい。世界を征せい服ふくしようなんて馬鹿と、その権利を確かに持つセメント少女がいて、──私は姉よ。

　だとしたら将来的に世界で一番偉くなるのは誰だれ？　──それはつまり私でしょ？」

　この女、精神的に張り倒すにはどうしたらいいんでしょう、とミトツダイラは思うが、喜美が笑みで髪を搔かき上げながら言葉を続けていく。

「だからまあ、私がしっかりしてなきゃ、この世界がおかしくなっちゃうわね」

「貴女、世界のバランサーのつもりですの？」

　とはいえ、喜美としても、ホライゾンという存在が不ふ意いに飛び込んできたような現状に戸と惑まどいを得ている筈はずだ。多分。きっと。ええ、少しはまともなところがあるならば。

　自分もやはり、十年ぶりの旧きゆう友ゆうの再会と、そして彼女が記き憶おくを無くし、大罪武装ロイズモイ・オプロの自じ動どう人形となっていることに対しては戸惑いがある。そんな濃い目の彼女にどう応じていくべきか、時間の経過に任せるべきかどうか、それすらも解わからず、

　……どちらかというと、総長任まかせになってますわね。

　先夜の焼き肉で、彼女がこちらにアプローチしてくれたのは有り難がたい。何しろ、警けい戒かいされていないのは解ったのだから。後は自分がどうするか、だ。

　ともあれ、とミトツダイラは思い、皆に告げる。

「総長達との距離を詰めても、これだけ注目を集めていると気付かれるかもしれませんね」

「フフ、別べつ行動で追いたい？　──狼おおかみは群で行動する獣けものじゃないの？」

「だったら群の長ちようとして指し示じしますわよ？　散さん開かいして追つい跡せきしろ、と」

　ふン、と鼻の鳴らしをつけてミトツダイラが述べたときだ。

　不意に、空から影が来た。

　ミトツダイラのひそめた眉まゆが、空を見上げる。

　頭上、空を行くのは、朱しゆ色いろの航こう空くう艦かんだ。外がい交こう艦かんであることを示すように、側面には所しよ属ぞく国と教きよう導どう院いんのロゴマークがついている。それを見た浅あさ間まが、

「……三征西班牙トレス・エスパニア、アルカラデナンタラの船じゃないですか！　何で英国に!?」

「……アルカラ・デ・エナレスですわ。──まあ、三征西班牙と英国は、アルマダ戦を控えてはいるものの、完全決けつ裂れつしている訳わけではありません。外交艦で大使を派は遣けんしたのでしょう。

　逆に言えば……、この祭の最さい中ちゆうか終わりに、三征西班牙は即そく座ざの宣せん戦せん布ふ告こくを行い、無む敵てき艦かん隊たいで乗り込んでくるつもりですわ。それはつまり──」

　一ひと息いき。北の方から聞こえてきている鐘かねの音に合わせるように、ミトツダイラは告げた。

「──この祭の最中か終わりか、どこかで、メアリ・スチュワートの処しよ刑けいが決定されます」
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　空に浮かんだ朱しゆ色いろの外がい交こう艦かんの前部甲かん板ぱんには、二つの影があった。外交艦ゆえ、観かん覧らん用に作られたテラスから眼がん下かを見るのは、両腕が義ぎ腕わんの少女と、髭ひげを生はやした長ちよう寿じゆ族ぞくの瘦そう軀くだ。

　長寿族の方、ベラスケスが、義腕の少女、誾ぎんに向かって、

「どうもここで足止め食らってるけど、結局第三階かい層そうまで戻されそうだな。直接、大使館への乗り付けは無理ってことか。

　しかし誾ちゃんよ。──見てみろよ。あれだろ、倫敦ロンドン塔とうのメアリ・スチュワートってのは」

　遠く、数キロ先の第一階層にある建築物を彼は示す。だが誾は目を細め、

「……申し訳わけ御ご座ざいませんが、書しよ記きは山さん岳がく系けいの長寿族だったかと」

「あ？　ああ、悪い、お前達と視力結けつ構こう違うんだよな」

　種しゆ族ぞく差さだなあ、とベラスケスは手にしている筆ふでを宙に走らせ、空中に絵を描いていく。

　それは、今いま鳴り響ひびいている鐘の音の発生場所。拡大画が像ぞうとして宙に描かれた倫敦塔だ。

　四つの塔を四し方ほうに持つ城じよう塞さいは数秒で完成し、誾が頷うなずく。

「倫敦塔、……正確には要よう塞さいであり、宮きゆう殿でんでもありますね。オクスフォード教きよう導どう院いんの前にあり、女王の住処すみかであり、政治犯罪者達の収しゆう監かん場所でもある、と」

「見えるか？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と答えた誾の視線の先には、塔の屋根下にある展望台だいから、眼がん下かを見下ろす女性が見えた。英国女子の制服姿すがた。歳としは、帽ぼう子しと共に顔に掛けた御み簾すから解わからないが、

「私達と同じくらいでしょうか。顔を隠かくされているので判別は確かではありませんが」

「〝達〟っていうけど、俺も含めたら相当に幅広いぜ？」

「いえ、宗むね茂しげ様基準ですので」

「Ｔｅｓ．Ｔｅｓ．左さ様ようか。ただ、彼女、精せい霊れいと人間の混こん血けつだ。木精ドライアドとの混血だな。ケルトの精霊とヘンリー八世が通じて生まれたわけだ。

　しかし、音が聞こえねえのが難なん点てんだが、罵ば声せいとか浴びせられてんのかな」

「いえ、それは無いかと」

　どうして？　というベラスケスの問いに、誾は画像の中に見えるメアリを示す。

「罵声などを浴びたとき、これだけの佇たたずまいを持った人物なら、超ちよう然ぜんとした態度を示すものです。つまり顔は僅わずかに空を見るような向きになるかと。

　ですが、今の彼女は、御簾があるので確かく定てい出来ませんが、──街を見ているものかと」

「人々と、視線を交わしあっている、と？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──何か言うことはあるのか、と、問うかのように」

　女は怖こええな、とベラスケスはつぶやいた。その上で彼は頭を搔かきつつ、

「どうする？　彼女、俺達と同じ旧派カトリツクだし、ここで救いに行ってみるか？」

「歴史再さい現げんを必要以上に崩してどうする気ですか。私達がここに来ていることは記録に残さねば済むことですが、彼女を救い出したらそれは避け得ません」

「お前、段々とフアナみたいになってきたなあ」

　いえまだまだです、と誾ぎんは告げた。

「気になる男に開かい脚きやくや乳ちち挟ばさみなど、流石さすが八はち大だい竜りゆう王おう。私もまだまだ甘いと思い知りました」

「……お前、何か壮そう大だいな勘かん違ちがいをしてると思うぞ」

　まあまあ、と誾は彼を手で制して告げる。そして彼女は床を、己おのれの立つ船ふね自体を指し示した。

「──ともあれ、あのメアリ・スチュアートが処しよ刑けいされたならば、私達がなすべきアルマダの海かい戦せんはすぐそこです。それを終えれば三征西班牙トレス・エスパニアは衰すい退たいの約束がある一方で、国家の方針を〝衰退の抑よく制せいと阻そ止し〟に向けられます」

「だといいがな。──国が歩むには理想だけじゃあねえ、金が必要だ。

　それも三征西班牙の歴史上、最大級の金が注つぎ込まれたアルマダ海戦は、どういう結果であれ、三征西班牙衰退の引き金となりやすい。何とか皆、海戦をいい形で終えようとしているが、他国に対して居い直なおれる結果を出すのは難しい。俺達が上う手まく出来るかは──」

　と、ベラスケスはそこまで言って、言葉を止めた。帽ぼう子しを上から押さえるように、彼は頭を片手で抱え、

「悪い、年上の俺の方が楽らつ観かん的になるべきだろうによ」

「Ｔｅｓ．、恐ろしく悲ひ観かん的ですね。そんな人とは思いませんでした」

　そうかい？　とベラスケスは小さく笑った。

「だったら俺はお前に言うべきか？　お前は俺が思った通りの世せ間けん知しらずだと」

「いいのです。──宗むね茂しげ様がいて下されば」

　誾は、断だん言げんする。両の義ぎ腕わんを軽く掲かかげ、頷うなずき、自分に言い聞かせるように、

「私は詰まらない女ですから」

　そうかい、と、そう思っていない口く調ちようでベラスケスが会え釈しやくした。そして彼は、

「ミーティング終了ってことにすっか？」

「いきなり敵てき性せい言語ですか、うちの書しよ記きは。また随ずい分ぶんとフリーダムな」

「お前もだよ。──ってとにかく仕事忘れんなよ？　他の連れん中ちゆうは自分と誰だれかで手て一いつ杯ぱいなガキどもばかりだ。年上の俺が潤じゆん滑かつかって出ねえといけねえ。そのためには何だってやるぜ」

「一つ訂てい正せいします。書記は、──いい人ですね」

「ハ、そんなんとうに知ってたよ」

　と、そのときだ。不ふ意いに、誾ぎんが動きを止め、対するベラスケスも眉まゆをひそめた。

　鳴っていた鐘かねが、止まったのだ。

　余よ韻いんがある。だが、誾ぎんはただ第二階かい層そうの方に視線を向け、

「──空気が変わりました」

「……？　確かに、メアリがいなくなってるな。中に戻ったか」

「Ｔｅｓテスタメント．、しかしそれだけではありません。これは……」

　誾は、目を伏せ、耳を澄すませた。聴ちよう覚かくに聞こえるのは、遠くの街の人々の祭の音だが、

「強力な気け配はいが街に出ていますね。それも幾いくつも、です。街のざわめきが、その気配に気付いて微かすかな反応をしているので解わかります。ある者は迎えられ、ある者は避けられて。

　ただ言えることは──」

　一ひと息いき。

「彼らが、その気配を消していないことと、その目的が不ふ明めいであることです。

　書記、この船を早くどこかに下ろして下さい」

「おいおい、何をする気だ？　うちの第三特とく務むは」

「簡単です。気配が動き出した目的を探るため、祭に加わりに行くのです。──忘れましたか？　私達がフアナ様から預けられた今回の使し命めいを」

　それは、

「──宣せん戦せん布ふ告こくと、出来ればその口こう実じつをメアリの処しよ刑けい以外にも得て、英国の逃げ場を断てと」
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　鐘の余よ韻いんが空に残っている麦むぎ畑ばたけの中で、〝傷有りスカード〟は第二階層の方に視線を向けていた。

　……これは……。

　何かが起きつつあるということが、風や大地の精せい霊れい達の動きで解る。人の目には見えないレベルの精霊達が、街の方を気にしているのだ。

　流体に近い性質の精霊達がまず気にするのは、何よりも地ち脈みやくの乱れだ。ならば、

　……術じゆつ式しきや、武ぶ装そうの使い手達が、それを封じもせずに町に出たと言うことですね。

　その意味は、

　……解っています。

　だから、彼女は彼を見た。じっと見て、目を細め、

「随ずい分ぶんと、贅ぜい沢たくな時を、過ごしましたね……」

「は？」

　振り返る点てん蔵ぞうは首を傾かしげ、どうしたで御ご座ざるか、と聞いてくる。

　対する〝傷有り〟は苦く笑しようして、何でもありません、と答え、

「……第二階層、お祭が気になりますか？」

　問いかける先、点蔵も自分と同じように第二階層の方を見ていたのだが、やはり、

「──妙みようで御ご座ざるな」

「何がですか？」

「Ｔｅｓテスタメント．、……街のざわめきに、喜びや騒さわぎだけではなく、戸と惑まどいや驚きの色が見えるで御座るよ。どちらも一聞は同じように聞こえるもので御座るが──」

　彼の言葉を聞いている間に、風が来た。

　大地を洗うような風だ。

　時刻が、午前から完全に昼へと変化したことを告げる、熱を含んだ風だった。それは暖まった海と、街から生じ、中間にある麦むぎの畑は、

「あ」

「大だい丈じよう夫ぶで御座るか〝傷有りスカード〟殿どの」

　点てん蔵ぞうが身を翳かざして風よけになるが、こちらの長ちよう衣いのフードはめくれたままだ。まだ背の低い麦の中に立ち、風に乱れる髪かみを指で梳とき直すが、風は弱まりはするものの収まらない。

　風の精せい霊れい達が、戸惑っている。街から逃げようとする派と、街で何が起きるかを見に行こうとする派がぶつかり、お互いが振り払っては引き留められているからだ。

　だが、そんな風の中で、〝傷有り〟は目を細めて彼の顔を見上げた。

　……全てが、踏み出すことを決めたというわけですね。

　だから、

「上じよう層そうに、行ってみませんか？　点蔵様」

「は？」

　予想外がい、という色を含んだ彼の疑問に、彼女は仕方なさそうな笑えみを見せる。

「私、第一階層まで行けますので」

「え？　あ、ちょ、ど、どういう了りよう見けんで？」

　嫌いやなのですか？　と言ってしまえば、彼は一緒に行ってくれるだろう。だから、

「点蔵様と、行ってみたいのです」

「……は？」

　戸惑われるのは、少し怖いと、〝傷有り〟は思った。意い外がいだったのか、それともそんな気が毛もう頭とう起きない相手だったのか、自分には解わかることではないが、心は悪い方に躓つまずこうとする。

　だから、というように、〝傷有り〟は言った。

「御ご案内します。私が知っている、──〝公こう主しゆ隠かくし〟の場へ」

「それは──」

　はっとした動きを見せた点蔵に、戸惑いなどが残っていないことを〝傷有り〟は見た。武蔵むさしの忍にん者じやとして、己おのれの仕事を自覚したのだろう。彼は一つ頷うなずき、

「御お願ねがい致す」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と〝傷有りスカード〟は会え釈しやくした。そしてその上で、彼女は真ま面じ目めな顔で点蔵を見上げ、

「但ただし、宜よろしいですか？　気をつけねばならないことがあります」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……何で御ご座ざるか？」

「Ｊｕｄ．、その場所に行くには、今、祭が行われている街を通らねばなりません。そして各所の出で店みせでお金を払ってものを買い、土地の精せい霊れい達に寄き進しんした後、ちゃんと腹ごなしなどして、一ひと息いきついた後に乗り込まねばならないのです」

「ふうむ、……合かつ戦せんと同じで御座るな」

「Ｊｕｄ．、確かに一種の合戦です。では、私服に着替えて参りますので、少々お待ち下さいね。上の停てい留りゆう所じよで待ち合わせしましょう。今日は十分ごとに馬車が来ていますので」

　Ｊｕｄ．、と答えた点蔵に一礼して背を向け、〝傷有り〟は自分の住む集しゆう落らくへと足を向ける。

　背後から、点蔵の、

「……あれ？　……何か、おかしいような。しかし、……そのようなことがあるわけも」

　そんな言葉に苦く笑しようしつつ、彼女は風に乗って聞こえる街の気け配はいを感じ、

「────」

　目を伏せ、無理にでも笑おうと決め、己おのれの歩みを急がせた。







[image: 第二十七章『幕袖の独り身者』]
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　……状況的にはデートのようだが、状態的には敵てき対たい中とはこのことだな。

　倉庫でのイベントの中、ネシンバラは、もはや半はん目め状態を基本として無む言ごんで前を見ていた。両の手は左右に垂らしたままで、買ってきておいた昼食を食べる気もなく、

　……クロスユナイト君は、ここ数日、見事にあの長ちよう衣いの男の愛あい妻さい弁べん当とうだったなあ。いや、愛あい災さい弁当かアレ。でも同どう人じん誌しだと大体クロスユナイト君の方が妻つま役やくなんだけどなあ。

　そんなことを思っていると、不ふ意いに右の腕が、

「……く」

　疼うずく。痛つう痒ようが腕中の血管を搔かいているような、そんなむずかりが右の腕にある。

　腕下、手の甲こうが上から誰だれかに摑つかまれている感覚があり、ネシンバラは右手を掲かかげた。血管の浮いた右手のみならず、包ほう帯たいの右腕は、いつの間にか光る文字列れつに巻かれている。

　マクベスの痛痒は、鼓こ動どうのタイミングだ。だがそれはマクベスの鼓動で、こちらのリズムではない。だからこそ痛痒は激しくなり、こちらを支配しようとする力になる。ならば、と、ネシンバラは右を見た。マクベスを作り上げた主。この支配の鼓動の持ち主は、

「シェイクスピア……」

　と、呼んだ名前が、途と中ちゆうですぼまっていく。見れば、彼女の長い髪かみの間から、ゆっくりと文字列が床に落ちている。それは天てん井じようからの光の差す角度が変わった今だからこそ気付くものであり、しかし、

「何の劇を始めた!?　何のために!?」

　問いかけに答えはなく、しかし、こちらの疑問とは別の答えが、周囲から返ってきた。

　笑いだ。嘲ちよう笑しようとも、失しつ笑しようとも言える笑い声が、眼前の谷間から起きた。それは今の自分の叫びに対する笑いだが、量に分ぶ厚あつく、音に大きく、

　……隠かくそうともしていない!?

　何な故ぜだ、と思い、ネシンバラは気付いた。

「客に、呪のろいを掛けたのか!?」

「違うよ。失礼な間違いだ」

　シェイクスピアが、読んでいた本を閉じながらつぶやいた。周囲の者達が、今の遣やり取とりにすら笑い声をたて始めるのを背景音おん楽がくに、彼女は言う。

「僕達の相あい対たい用の舞台を用意したんだよ。街や人々を傷つけず、そして君達を逃がさないように今回は試し作さく段階の結けつ界かい型をね。利用するかどうかは皆次し第だいだけど、

　一応、倫敦ロンドンに出ているのは〝女王の盾符トランプ〟の内、女王とジョンソンとダッドリー、そしてセシルとグレイスを除いた残り八人だ」

　示された表示枠サインフレームには、確かに八つの名前がある。


８：書しよ記き補ほ佐さ：ニコラス・ベーコン　　　　：道どう化け師し。ハンマー持ちの国こく璽じ尚しよう書しよ。

７：会計　　：チャールズ・ハワード　　　：海かい戦せん長。金持ち常識人じん。戦せん闘とう能力皆かい無む。

５─１　　　：フランシス・ドレイク　　　：半狼ハードウルフの海戦副長。海かい賊ぞく。聖譜顕装テスタメンタ・アルマ使用者。

５─２　　　：ジョン・ホーキンス　　　　：ドレイクの相あい棒ぼう。水着男おとこ。

５─３　　　：トマス・キャベンディッシュ：ドレイク達の後こう輩はい。人にん魚ぎよ女。

３　　　　　：クリストファー・ハットン　：大だい法ほう官かんの動白骨リビングボーン。

２　　　　　：Ｆ・ウオルシンガム　　　　：自じ動どう人形の風ふう紀き委員長。諜ちよう報ほうの長。

１　　　　　：ウオルター・ローリー　　　：極きよく東とう人。エリザベスの戦せん事じ補ほ佐さ官かん。



「誰だれも彼かれも、役やく職しよくが無くても一軍匹ひつ敵てきの連れん中ちゆうで、八はち大だい竜りゆう王おうと呼ばれる僕から見ても変へん態たいだね。

〝女王の盾符トランプ〟が組まれてから、他の教きよう導どう院いんが持つ特とく務む役が僕達の中にはない。だけど油ゆ断だんしないでくれよ。誰も彼も、人であろうとも、この異い族ぞくの土地の代表なんだから」

「何な故ぜ、彼らを!?」

　まさか、と思った言葉の先を、彼女が告げた。

「解わからないかい？

〝女王の盾符〟は、武蔵むさしが到着した際に全体会かい議ぎを行い、総そう員いん一致で決定した。

　それは、〝武蔵を英国にとどめ置き、聖せい連れんと各国に対する最大の交渉カードにする〟だ」

　待て、とネシンバラはつぶやいた。ならば、と言葉を重ね、もはや腰を椅い子すから上げ、

「だったら、この祭は……、罠わななのか」

　罠ではない、とシェイクスピアは前を見たまま応じた。続ける言葉は、

「交流だよ。相あい対たいという、ね。

　それも、相対者を倒したら──、上じよう位い相対者と相対する相対権けん限げんを得る、というものさ」

　上位相対者という言葉の意味を、ネシンバラは考えた。それは、

「……誰かを倒すことで、うちの総そう長ちようと相対する権限を得よう、と？」

「そちらの総長は〝不可能男インポツシブル〟だ。だけど彼の位い階かいは総長と生徒会長という最さい上位にある。

　それと相対するには副長、副ふく会長以上であることが望ましい。しかしこちらは、今回の発はつ案あんはハワードとジョンソンのものでね、誰もそこまでの位階を持っていない。

　だから書しよ記きや会計、特とく務むレベルの相対で、誰かの勝利が必要だ。

　それをもって、上位への相対権限の実力が自分にはあると示さねばならない。

　だからもし、これから、皆の内の誰かが勝利したら、今、倫敦ロンドンの中で遊んでいる武蔵の総長を僕の演えん劇げき空間に取り込んで、勝利者と相対して貰もらうことになる」

「そんなことを出来ると思っているのかい？」

　そのつもりなのだろうな、と思ったネシンバラの視線の先。

　しかし、シェイクスピアはある反応をした。

「どうだろうね」

　彼女は、首を傾かしげたのだ。まるで、興きよう味みがないとでも言いたげに。

「僕は今回、舞台を用意するだけだからね。僕は、どっちかって言うと、戦うことよりも何かを作る方が好きだ。それが結果として戦せん闘とう行為になれば皆としては有ゆう益えきなのだろうけど、そのために何かを作るのは流りゆう儀ぎじゃない」

「じゃあ」

　ネシンバラは問いかけた。

「何な故ぜ、僕にマクベスの呪のろいを掛けたんだ？」

　ああ、とシェイクスピアは、思い出したようにこう言った。

「批ひ評ひよう好きな君に批評の味を知って欲しかったからだよ」
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　さあ、とシェイクスピアが改めて前を見てつぶやく。

「あとは皆次し第だいだ。……もし武蔵むさしの総そう長ちようにこのことを知らせ、不ふ穏おんなことをするなら、迷い無く演えん劇げき空間に取り込むから注意してね」

「人ひと質じちのつもりかい？」

「馬鹿にしないでくれる？　ひょっとしたら、今、皆がやっている舞台には、続きがあるかも知れない。そういうことだよ。

　武蔵の総長と相あい対たいするという、最大のアンコールがね」

　と、彼女は歯を嚙かむネシンバラを無視して、正面へと声を作る。それは、

「──ハワードの話だと、武蔵には干ひ上あがって貰もらう、ということらしいね。そして君達には英国に誘い込まれて貰う。そういうことらしい」

「何故だ!?」

「聖せい連れん相手に〝武蔵に対して何もしませんでしたor交渉で政治的に解決しました〟では済まされないからだろう。既すでに武力衝しよう突とつは三み河かわで生じたわけだからね。同等の対応を僕達にも望まれるし、それを為なさなければ代だい償しようを聖連に対して払うことになる。しかし──」

　しかし、

「武蔵は厄やつ介かいな舞台だったね。

　一度乗り込んだ経験から、武蔵上で勝負するのは不利だと、皆解わかっている。

　だから君達を降ろし、ホームで対決する。それも備び蓄ちくのない状況まで追いつめつつ、他国に逃げられないように交渉の余よ地ちと祭を餌えさにね。

　君達が祭を出来ると思って大使を派遣したとき、ハワードは大喜びだったよ。これで大使を確保しておけば、武蔵が己おのれや輸ゆ送そう艦かんを街に落とすこともないし、人質にして他の役やく職しよく者を釣つれる、とね。

　もし失敗しても、〝なあに、祭の余よ興きようさ〟で済ます用意は出来ている。

　だから僕の用意した舞台は、喜き劇げき〝空から騒さわぎ〟だ」

「後こう悔かいするぞ」

　ネシンバラの台詞せりふに、シェイクスピアは頷うなずかない。彼女はただ、髪かみから零こぼれる文字列れつを軽く手で梳すいて見せて、

「僕は結けつ界かい型演えん劇げき空間の試し運うん転てんが出来ればそれでいい」

　それに、と彼女は言って、椅い子すの上に胡座あぐらをかいた。横に置いた紙かみ袋ぶくろから新しい文庫本を取り出しつつ、言葉を作る。

「まあ、皆としては苦く肉にくの策なんだろう。

　だけど、そのくらいやっておけば聖せい連れんからの文もん句くも無いだろうさ。本ほん土ど決戦はまだ各国もやったことがないから他国に対して優ゆう位いに立てるしね。

　代表者のみの戦せん闘とうではあるが、それは校こう則そく法ほうで認められている一いつ騎き打うちに基づいた〝国家間かん戦争の代用〟だ。文句があるなら校則法に対して言え、と。

　──どうだい？　君の仲間は捕らわれて交こう渉しよう材料になるか、それとも、舞台を演じ切って僕達と一緒に客に向かって〝御ご観かん覧らん有り難がとう〟とカーテンコールを送れるかい？

　僕の〝宮内大臣一座ロード・チエンバレンズ・メン〟は、今回は結界式で、僕達や君達を舞台に上げて逃がさぬ一方で、観客達や舞台上の仕掛けには被害がない。あとはホームであることを考えつつ、僕達が君達を押さえ込めばいい。

　交渉、戦せん闘とう、術じゆつ式しき、何でも有りだ。役やく職しよく者を一人でも押さえ込めば、武蔵むさしを止めるためのカードになるし、そちらの〝不可能男インポツシブル〟との相あい対たい権けん限げんを得ることになる。

　後は解わかるだろう？　人ひと質じち付き、ホームでの、しかし舞台劇だ。

　ようこそ祭へ。僕は皆の舞台が楽しみだ。君はどうなんだい？　そして──」

　一ひと息いき。

「座ざ長ちようが今こそ言うよ。──開かい演えんだ諸君」
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　それは、突とつ然ぜんだった。

　身み震ぶるいにも見える浅あさ間まの初動。それに対して、ミトツダイラは何かが生じたことを悟さとり、

「──銀ぎん鎖さ！」

　膝ひざを淡く曲げ、浅く広げた手に銀鎖の先せん端たんにあるタイトアームをホールドする。

　見れば、巨大な赤の宝ほう珠しゆと装そう飾しよくにも似た金属の手て指ゆびは、こちらの手の中で鈍く光り、指先を緊きん張ちように伸ばしている。

　すぐにでも戦闘状態に移行出来る構えだ。

　そしてミトツダイラは見た。浅間の足下に一本の玉たま串ぐしが突き刺ささっているのを、だ。

　結界用の玉串だ。

　浅あさ間ま神社のスポンサーである白しら砂さご台だい座ざは、IZUMOの姉し妹まい企き業ぎようであり、神しん道とう関係を主としている。新しん進しんのIZUMOに対して比ひ較かく的真ま面じ目めな神道系けいの機材を生産しているのが特とく徴ちようで、クセがない。だが、異い国こくの土地で見知らぬ脅きよう威いに対して使うならば、その方が安全だ。

　浅間が突き立てた玉たま串ぐしは樫かしの木を硬こう質しつ加か工こうしたもので、白く塗られ、鋭えい角かく化かされた先せん端たんからは貫かん通つう力を上げるための術じゆつ式しき光が生じていた。そして玉串から広がる直径三メートルほどの円えん紋もんは、しかし、ある異い変へんを持っていた。

　円紋結けつ界かい内ないを禊みそぐ奏そう上じよう文ぶんと、白砂スポンサーのロゴが、地面側からわき出る青白い文字列れつに絡まれて、揺らいでいるのだ。これは、と思ったミトツダイラは、ある記き憶おくにたどり着く。

　……シェイクスピアの脚きやく本ほん!?

　思った瞬しゆん間かん。浅間が右足の踵かかとを鳴らすように強く踏んだ。彼女は柏かしわ手でを一発打ち、

「奏上──！」

　言葉と共に、円紋下かにあった脚きやく本ほんの文字列が砕け散った。

　同じタイミングで、地面の円紋がその姿を確定する。結界の完成だ。

　対し、大気に消えていく青白い文字が何の術式だったかはミトツダイラには解わからない。ただ解ることは、浅間の結界が完成されたならばそこが安全地ち帯たいだということだ。

　だからミトツダイラは、浅間の結界に足を踏み込む。そして、

「智とも、一体、何が──」

　起きているんですの？　と問いかけようとした。

　そのときだ。ミトツダイラはある事実に気付いた。

　浅間と喜き美みの姿が、眼がん前ぜんから消えていたのだ。

「……イリュージョン!?」
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　ミトツダイラは、浅間と喜美の消しよう滅めつに、わずかな戸と惑まどいを得た。

　イリュージョンではない。

　だが二人がいない。結界を張った筈はずが消えている。

　周囲の人々の姿はあるというのにどういうことか。

　質しつ量りようというか体積的に見て大きい二人組なので、消すとしたら負ふ担たんが高い。屈くつ辱じよく的だが消すならこちらの方が楽な筈はずなのに、どういうことか。

　まさか、と思い振り返った背後。そこには今まで黒と金の翼つばさと髪かみがいる筈だった。だが、

　……やはりいない!?

　ミトツダイラは腰を上げ、ゆるりと銀ぎん鎖さでナイトとナルゼのいた位置を搔かき、浅間と喜美のいた位置も搔いてみる。が、手て応ごたえは全く無く、銀鎖も首を傾かしげている

　これはどういうことかと、ミトツダイラは改めて周囲を見た。

　すると、人々の視線が、こちらを向いた。ざわめきでもなく、どよめきでもなく、ただ、

「────」

　潮しおが動くような音をもって、皆が期待の視線をこちらへと注そそいでくる。それはこちらを見上げるような、薄い笑えみを喜びとして一いち様ように貼はり付けた顔だ。

　……これは──。

　思った答えを、ミトツダイラは口にした。

「何らかの結けつ界かい。……英国でそのようなことが出来る者と言えば、おそらくはシェイクスピアの術じゆつ式しきによる〝舞台〟でしょうね。それも、選ばれた代表者と、戦いを楽しむ観客だけの、戦せん闘とう用の舞台」

　ならば自分達は、それぞれが、

「学生同どう士しの相あい対たい用として、個別の舞台に上げられたということですのね!?」

　解わかる。

　始まったのだ。英国の代表達と自分達の、代表戦とも言える相対が。

　自分達の状況は危険だ。だが、それと同様に、

「──外がい交こう官かんで出ている鈴すずも」

　否、とミトツダイラは頭を横に振った。そちらにはアデーレと二ふた代よがいる、と。

　そしてミトツダイラは思う。鈴をアデーレと二代に任せるならば、己おのれが今すべきことは、

　……我が王が、デートしつつ、御ご自分の方針を決めようとしていますわ……！

　武蔵むさしが、極きよく東とうが、今後どのように各国と相対していくのか。その意志を、自分の王が決めようとしている。

　それなのに、相対如何いかんでは王に危き害がいが及ぶと考えるならば、

「騎き士しとして……！　王と姫ひめにこの祭を大事に過ごして頂くためにも……」

　ミトツダイラは走り出した。この異い様ような空間の中、王に会うことは出来ないとは思うが、

「皆、それぞれの力を尽くして、この祭を踊り明かせますように──」

　その直ちよつ近きんの空間を護まもるために、武蔵むさしの騎士は祈りをもって疾しつ走そうした。







[image: 解説　●独逸傭兵団●]







[image: 第二十八章『防壁の防御者』]











●






　四角い石を積んだ廊下がある。床は木き板いたと絨じゆう毯たんによるもので、その上を足音立てて早歩きで移動していくのは、〝副長臨りん時じ補ほ佐さ　アデーレ・バルフェット〟という腕わん章しようを着けた眼鏡めがねの少女だ。ぶかぶかの極きよく東とう制服を着込んだ彼女が見る窓の外には、

「オクスフォードの校舎は、城そのものですねこりゃ。〝諸しよ事じ警けい戒かいにより、城じよう塞さいからの外出を禁じる〟とか通つう達たつ来ましたけど、確かに第一階かい層そうから外への通つう神しんまで切られちゃうと完全に孤こ立りつ状態ですねー、今の私達」

　何だかよく解わからないが、三十分ほど前からそういう状態になった。二ふた代よが警けい戒かいのため、幾いくらかの指し示じを出して中庭に向かったが、どうやら、

　……窓から見える倫敦ロンドンの街の方で、妙みような雰ふん囲い気きがあるとか。

　ある筈はずの音が消えた、という言い方をしていた。詳しよう細さいは不明だが、二代の見立ては「敵てき対たい的な気け配はいがあるように御ご座ざる」とのことだ。

　ならば、こっちがすべきことは、英国側に気け取どられぬよう、防ぼう備びを固めることと、

　……必要ならば脱出を行うこと。

　今いる場所はオクスフォード学院の本ほん校舎を囲む外壁の内、南側にある壁だ。壁と言っても内部にはフロアが幾いくつもある城のようなもので、倫敦を望める三階の一角が、

「鈴すずさんと私達の部屋、と」

　目的の場所、両開きの大型ドアの前で足を止め、息を吸う。ノックをする。

「えーと、鈴さーん」

「あ、はい、ちょ、ちょっと待って」

「あ、Ｊｕｄジヤツジ．です──」

　符ふ号ごうだ。部屋の外に異い変へんを感じたときは調査を必要とするが、廊下に出て辺りをうかがったり、突っ立っているのは相手に自分達の気付きを悟さとられる。だから部屋を出てまた入るとき、常に鈴は準備待まちということにしておく。

　そして、アデーレはドアノブに手を掛けながら、左右を視し界かいの隅すみで確かく認にんして、

「まだですかー」

「あ、ん、ま、まだ」

　こちらが〝いいですかー〟と聞くのが調ちよう査さ終了の合あい図ずだ。途と中ちゆうに別の問いかけを挟むのは鈴を不安にしないためだが、アデーレは制服の袂たもとから購こう買ばいの紙かみ袋ぶくろを出しつつ、

「ヘアピン、綺き麗れいなのが売ってたんですよねー。値ね段だん的に三本セットになっちゃいましたけど、まあ、大だい丈じよう夫ぶですよね？」

　紙を挟んだヘアピンセットを掲かかげる動きで、左のフロアを確認。あっちが怪あやしいと思うが、

　……あ、こりゃすぐに来ますねー。

　廊下の端はしのフロアと隣りん室しつに、動きと音がない。ここに来るまでもそうだったが、人の姿が無く、しかし、

　……気け配はいはあるんですよねー……。

　人の姿を隠かくし、音も消し、動きを無くしていても、空気の動きや匂におい、室温や、窓の外を行く鳥達の動きは誤ご魔ま化かせない。この廊下には自分しかいないが、今、鳥達は向こうのフロア側の窓まど枠わくにも留まらないし、屋上付ふ近きんでは鳩はとの群が宙を回っている。

　廊下と、窓を通して見えるフロアに誰だれかがいるのだ。無む論ろん、屋上にもいるのだろうが、そうなると、

　……屋上側がわからと、廊下側からの突とつ入にゆう。

　おそらく、何らかのサービスが廊下側から来るのが常じよう道どうだ。手紙を持ってきたとか、お茶を持ってきたとか。そして従じゆう士しの自分がドアを開けたら、

　……廊下側から突とつ入にゆう。でもそれは私を廊下側に引き留めるためで……。

　鈴すずを確保することが狙ねらいだ。外がい交こう官かんを確保すれば、相手側との交渉パイプラインを保ったまま制せい圧あつしたことになるからだ。

　しかしそうなると、自分にとっては両開きドアが曲くせ者ものだ。両方を開かれたら自分では全ぜん域いきをカバー出来ない。更さらには、もしこちらが阻そ止ししたことも考えて、向こうは屋上に人員を配置している。自分が手て間ま取どらせるようならば、ロープを使用した窓側からの突入によって鈴を確保するつもりだろう。

　従士という、騎き士しに付き、要よう人じんを護まもる役目であるがゆえに、こういうインドアの突入対たい策さくは放課後の課か外がい授業で習っている。その内容をいろいろ思い出しながら、Ｊｕｄジヤツジ．、と内ない心しんで頷うなずいたアデーレは、

「いいですかー」

「ん、あ、だ、大だい丈じよう、夫ぶ」

　Ｊｕｄ．、と頷いたアデーレは、自分達の部屋の内部の配置を思い出しながら、両開きの大型ドアを開けた。
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　アデーレが入った先は、石壁と絨じゆう毯たんの部屋だった。十五畳じよう程度の南向きの部屋の中には、東側に寝しん所じよが並び、中央にテーブルセット。西側に机と自分達の装そう備び品ひんがある。

　窓まど際ぎわ、洗面の器が置かれたサイドテーブルの横で、鈴がこちらを見ている。

　鈴は、英国の制服を着ていた。部屋の盗とう聴ちようがされているため、符ふ号ごうの時間稼かせぎの際、何もしていないのでは逆に怪あやしまれるからだ。盗とう聴ちよう器き探しは要人警けい護ご役やくの多い従士にとっては訓練課か程ていでしっかり学ぶ。それを見つけたら、わざと放置して、相手に警けい戒かいさせないようにすることも含めて、だ。

　よってここ数日、気にせずいつもの生活をしていたが、今日になって向こうに動きが出たのは、何らかの契けい機きがあったこともだろうが、

　……こちらが盗とう聴ちよう器きに気付いてないと、ここ数日の態度を見て思ったんですかね。

　だといいですけど、と思う視し界かいの中、立ち上がる鈴すずの身だしなみにおかしなところはなく、

　……あ、一人でも着られるんですねー……。

　英国の制服は、国家間かんの親しん交こうを示すという名めい目もくで仕立ててもらったものだ。が、二ふた代よは戦せん闘とう時のリーチなどが悟さとられることから身体からだの寸すん法ぽうを測られることを好まず、自分にとっては胸むね開びらきデザインは大変興きよう味みあるものだが、仕し立たて屋のオバさんがこちらの寸法を計る際、

「……む？　……あ、い、いや、大だい丈じよう夫ぶよ？　ちゃんと合うのは作れますからね？」

　と、いらんフォローをしたので着てない。どうせなら武蔵むさしに持って帰って自室で一人ファッションショーでもやろうかと思っている。が、アデーレは部屋の右側、西側へと歩み、

「ええと鈴さん、ちょっと制服が曲がってますんで。ええと、こっち、姿すがた見みの方、来られます？　ああ、窓の光が反射してますね」

　鈴が辺りを窺うかがいながらやってくる間に、カーテンを半分閉しめる。これで外から部屋の中半分を見ることは出来ない。そして鈴が部屋の逆ぎやく側がわにやってきて、

「あ、あの、こ、これ……」

　と、腰の対たい物ぶつ吊つり柵さく型センサー〝音おと鳴なりさん〟の棒ぼう状じようセンサーを一本引き伸ばして掲かかげる。センサーには符ふが巻き付けてあり、表示枠サインフレームが展開していた。それが色いろ々いろ準備中のアデーレに示すのは、外がい界かいから超ちよう高感度で察さつ知ちした音を文字化したものだ。内容は、隣りん室しつに控えている英国の突とつ入にゆう部隊の会話で、やはりこちらを盗聴しているらしく、

『Ｔｅｓテスタメント．、──従じゆう士し、室内入りました』

『Ｔｅｓ．、突入準備。隠密進行ステルスエントリーでドア前に待たい機きの後、サービスを利用してドアを開けさせる、もしくは引きつけたら強行突入ダイナミツクエントリーで行く』

『……標ひよう的てきの確かく保ほは誰だれが？』

『基本的に隊長権けん限げんで俺だ』

『隊長、──小しよう官かんは隊長の率そつ直ちよく性せいに感かん服ぷくでありますが中年過すぎでそれは犯罪であります！』

『そうは言ってもうちは最近、娘抱だき上げようとするとマジ抵抗されてなあ……』

『Ｔｅｓ．、俺達、毎日訓練であまり家に帰れませんしね……』

　興味深いが、見ていると同情が働きそうになるのでここらにしておこうとアデーレは思った。そしてぶかぶかの袖そでに音立てて鈴の手を取ると、

「ええと、こっちですこっち。ちょっと着替え直しましょうか」

『標的、着替え直し入ります……!!』

『Ｔｅｓ．！　こ、これが最後となると……、実じつ況きよう！　実況!!』

　これ、全ぜん部ぶ記録とっておいて後の交渉に使って貰もらうべきだろうと、アデーレはそう思いつつ、部屋の壁かべ側がわにある布の巨大な覆おおいを取った。そこにあるのは、

　……私の従じゆう士し用機き動どう殻かく。

　前に膝ひざをつき、俯うつむいた体勢の機動殻は、槍やりと流体燃ねん料りよう槽そうの装そう備び無しと言う条件で持ち込めたものだ。それでも強固な反対意見があったようだが、交渉にあたった正まさ純ずみの、

「要よう人じん警けい護ごの訓練を受けているアデーレは、これの中で無ければ眠れないのです。そしてこれは彼女が亡なき父からいただいたものであり、それを持ち込むなとは何と情なさけの無い……。

　騎き士し道どうと慈じ悲ひのある英国ならば、〝分ぶ厚あついパジャマ〟で済ませていただけませんか、これ」

　という政治家ならではの平然としたデタラメで押し切ってしまった。

　盗とう聴ちようされている以上、その通りにせざるを得なかったのだが、気を利かせた鈴すずが、

「ひ、一人……、だと、こわ、……から、一緒、ね、ね、……よ？」

　と誘ってくれたので政治的不ふ備びを救われている。二ふた代よはベッドで寝るのが慣れないと言い、ベッドの下に布ふ団とんを持ち込んで寝ているが、寝ね相ぞうがアグレッシブなために夜中に突とつ然ぜん、

「結べ！　蜻蛉とんぼ切きり!!」

　という寝言とともにキックでベッドを跳ね上げるが、それ蜻蛉切じゃなくて直ちよく蹴げりです。

　ともあれアデーレは、機動殻の足パーツの上に立つ。足を乗せるのは靴くつのインソールに当たる部分で、機動殻を着込む際の基点となる場所だ。

　機動殻は重いため、人じん力りよくで着込ませていくと時間が掛かる上にパーツがずれたときに内部の人間を傷つけてしまう。だから機動殻はフレームで連れん結けつした背面が展開開かい放ほうされており、着るときは機動殻自じ身しんが自動で立ち上がって装そう着ちやく者を前側から包み、背部で閉じるように覆う。

　アデーレは右足内側にある補ほ助じよ用フットペダルで、

　……設定は長期閉へい鎖さ用。水中設せつ定ていの方が外気干かん渉しようされなくていいですかね。

　設定して、鈴の手を引く。彼女の脚あしに自分の膝ひざを寄せ、高さを察さつ知ちさせながら、

「──じゃ、ちょっと脱がしますね」

　巻き込みの恐れがあるので、スカートとジャケットを外させて貰もらう。

『脱だつ・衣い！　脱・衣!!』

　やかましい。

　だが、自分の方も、機動殻用に大型ハードポイントをつけているためにサイズの大きい制服を着ている。その袖そでやスカートを外して、

　……これでスペース確保出来ますかね。

　思いながら、アデーレは鈴の脇わき背せのハードポイントと、自分の胸むね横よこハードポイントを接続。お互いを固定して、

『……!?　脱だつ衣いなのに武ぶ装そう関係の音がします！』

　遅い。だからアデーレは、右足を動かし、

「接続コンターク──！」
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　アデーレは、機き動どう殻かくの左足フットペダルを一度踏んでから上に跳ね上げる。誤ご動どう作さ解除されぬようにセイフティのロックを足で操そう作さすると、

「──！」

　鈴すずが身をすくめる動きに合わせるように、それが来た。正面。機き動どう殻かくの人ひと型がたの分ぶ厚あつく太い背と四し肢しがワイヤーシリンダーで起きあがり、前後左右に身体からだを拡かく張ちようしながらこちらに内側の闇やみを迫らせる。が、内部には良く見ると既すでに十字型がたの表示枠サインフレームが幾いくつも展開しており、


『機動殻〝奔ほん獣じゆう〟：接続します：──本日の標ひよう語ご「駄だ目めだっていいじゃない。駄目だもの」』



　毎まい度ど変な標語が起き動どう時に出てくるのは製作した父の趣しゆ味みだろうか。出来ればカレンダーとかの方が良かったんですが。あー、閏うるう年どし問題とかあるんですかね。

　が、風の動きと共に、機動殻は鈴とこちらを包む。胸前に倒れていた頭部と背部補ほ強きようが閉じれば完了だ。閉へい鎖さ用に設定したため、ヘルメットのフェイスシールドは密みつ閉ぺい状態になっており、内側に補ほ助じよ用の外部受じゆ像ぞうも為なされない。ただ頭とう内ない部のライトは点ついており、それが上から閉じられ、腰が落ちてリクライニング姿し勢せいになると、

『──完了』

　だが全てが閉じる直前、ドアを蹴けり開けて男達が飛び込んで来た。英国の制服に突とつ入にゆう装そう備びの補強を着けた彼らは、一いつ瞬しゆんこちらを見て、

「くそ！　着替えてない！　──僕達の純じゆん粋すいな心を裏切ったな!!」

　半はん目めで右の親おや指ゆびをたてている間に機動殻が閉じた。

　次の瞬しゆん間かんに生まれるのは、腰を落とした形になった背面シートと、閉へい鎖さ用に展開したがために生まれた内部空間と、それを照らすライトの明かりだ。そして、

「ええと鈴さん、動いて大だい丈じよう夫ぶですよ？」

「ん、……ちょ、と、びっくり、……たの。でも、……中、ひろ……い、ね？」

「生せい存ぞん閉鎖用ようですからね。要するに機動殻の外がい殻かくと内ない殻かく広げて、小こ部屋にするんです。城が倒とう壊かいしたときや、船が沈んだときはこの状態にして救きゆう援えんを待つんですよ。

　だからまあ、御お菓か子しや飲み物もありますよ？」

　言いつつ、彼女と自分を繫つなげるハードポイントの接続を外した上で、自分の制服の背部ハードポイントと機動殻のフレーム接続も解かい除じよする。動どう作さ補助とフレームの体格合あわせのための接続なので、閉鎖状態では体温調ちよう整せいなどの加か護ごを得ない限りは身動きの邪じや魔まだ。

　鈴の腰を持ちあげ、シートの右に寝かせる。自分は左だ。本来ならば外部に表ひよう示じされる表示枠サインフレームは、この状態だと内部に展開する。その幾いくつかを見て、室しつ温おん調整などを設定しながら、

「じゃ、外が終わるまで、とりあえず一時間くらいはこんな感じで。音楽や、音ゲーとかもありますけど、御菓子も──」

　購こう買ばいの紙かみ袋ぶくろを振って中身の存在を知らせ、頭の上の方に置く。鈴すずはその音と匂においで、

「……リンゴ、……パイ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、よく解わかりますね。お昼代わりに後でという感じで」

「Ｊｕｄ．、……あ、で、でも。ふたよ……、さん、だ、大だいじょ夫ぶ？」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずいては見せるが、不安はある。元々、警けい戒かいを促うながしたのは二ふた代よで、

　……相あい対たいを望んでいる相手がいるようだ、と。

　蜻蛉とんぼ切きりを手に、表おもてに出ていった。自分が戻るか、武蔵むさしの者達が連絡するまで安全を確保しろとの指し示じだったので、こうしているが、

　……二代さんが〝相手〟というくらいの相手ですか……。

〝女王の盾符トランプ〟の内、誰だれなんですかね、と思いつつ、アデーレは笑えみを作り、

「まあ、二代さんなら大だい丈じよう夫ぶでしょう。──人間性の面ではマジデンジャーな人ですけど、強さ的にもマジデンジャーなんで。ええ、だから」

　だから、

「──味方で良かったですよね」
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「──貴き殿でん、極きよく東とう人で御ご座ざろう。極東の味方というわけではないので御座るか？」

　女の声が、四方に石いし壁かべを持つ広場に響ひびいた。

　声の行く先は、高く結ゆった髪かみを揺らす極東制せい服ふくの女の正面、芝しばの上に立っている一人の男だ。男も髪を高く結い、しかし英国制服を着き流ながしのように身につけている。

　女は右の手に、一本の長なが槍やりを提さげていた。

　対する男は、右の肩に、長大な柄つかを担になっていた。鍔つばはあるが、その先の刃やいばがない刀かたな柄だ。それを小さくした、本来のサイズの刀柄と鍔が、彼の衣服には幾いくつも装そう備びされている。

　お互いの距離は七メートル。

　広場には彼らしかいない。ここから近い西壁上じようにも、やや離れた三方の壁にも、その角に位置する塔とうにも、広場の北側にあるオクスフォード本校舎帯たいや、周囲の並木や池にも、どこにも他の人ひと影かげはない。

　ただ、二人の影だけがあり、双そう方ほうが応じるように、

「────」

　ゆっくりと、腰を落とした。まず女の方が、

「極東、武蔵アリアダスト学院所しよ属ぞく、近接武術師ストライクフオーサー、本ほん多だ・二代──。副長に御座る」

　対する男は、無む言ごんで、左腕の腕わん章しようを掲かかげた。それを見た女が、目を細め、

「英国、オクスフォード学院所属、〝女王の盾符〟の〝１〟ウオルター・ローリー殿どのに御座るな？　……新しん大陸の探たん検けんを行い、陸上戦せん士し団の統とう括かつも行うとか」

　だが、と彼女は言葉を続けた。

「英国に生活する極きよく東とう系けい住人の大半は、毛もう利りと六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズによって滅ぼされた尼あま子こ家けの残ざん党とうが英国に渡ったもの。……元もと々もと尼子家は、英国の極東本ほん土どの領りよう土どである六護式仏蘭西の北岸に位置し、IZUMOの保ほ護ご者にも御ご座ざった。そして六護式仏蘭西及び毛利牽けん制せいのため、英国と、羽は柴しばの M.H.R.R.神聖ローマ帝国 は尼子復ふつ興こうに手を貸し、それは失敗するので御座るが……」

　一ひと息いき。

「尼子十じゆう勇ゆう士しというものが、存在していたはずで御座るな？　貴き殿でんはその生き残りか？」

　問いかけに、男は答えない。頷うなずきも、首を横に振りもしない。

　だから、と言うように、二ふた代よは頷き、蜻蛉とんぼ切きりを浅く引く。右の手首を返さず、左手を下から柄つかに添えて、軸じく足あしの右足を軽く踏む。踵かかとを落とし、

「Ｊｕｄジヤツジ．、多くを語らぬか。──では」

　ウオルターが、瞬しゆん間かん的に身を縮めた。弓を引き絞しぼったように身体からだを押さえ、

「──！」

　軽く初しよ速そくを踏んだ二代と、迎えるウオルターの攻こう撃げきが、双そう方ほうの得とく意い距離上で交こう叉さした。
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「──どうやら鈴すずさんとアデーレ、二代、そしてハイディとシロジロ、トーリ君とホライゾンも外みたいですね。演劇の結けつ界かいに囚とらわれたのは、ミトと正まさ純ずみ、ナイトとナルゼ、ウルキアガの五人みたいです。ただ、どうも鈴さん達の方は、通つう神しん途と絶ぜつされてるみたいですね……」

　と、浅あさ間まは無む人じんとなった通りの上で、表示枠サインフレームによって自分が張った御祓みそぎ結界の外の動きを追っていた。それは微び弱じやくにしか反応を拾えないものだが、

「ミトの気け配はいが、街と自然区く画かくの境きよう界かいの方へと行きますね。

　恐らく、トーリ君達の方に向かったんだと思います。──私達も行きましょう、喜き美み。

　通神メール文ぶんなどが使えるといいんですが、結界が複雑なので無理ですし」

　そして彼女は、足下に刺した玉たま串ぐしの傍かたわらにしゃがみ、玉串上部に浮いている鳥とり居い型がたの表示枠に手を掛けた。表示枠に映された端たん的てきな設せつ定てい項目を指先でチェックし、彼女は鳥居を摘つまんで回す。と、足下の結界が地面から浮き上がっていき、ゆっくりと回り出す。

　……よし。

　浅間は玉串を引き抜いて腰を上げると、髪かみから引き抜いた新しい玉串を手の中にある結界つきのものに近づけた。同時。肩の上のハナミが手を叩たたき、

『祝詞のりと設定　複製　拍手』

　二本の玉串の上部に、それぞれ一いつ瞬しゆんだけ小さな人間型走狗マウスが現れた。それはお互いハイタッチして消えるが、代わりというように、新しい一本からも結界が生じる。

　よし、と今度は口で呟つぶやいた浅間は、片方の玉串上部の鳥居を更さらに回してから押し込み、結界を小さく縮めると、

「さ、個人仕し様ようにしましたから、喜き美み──」

　振り向くと、喜美は無む人じんとなった町を前に両耳塞ふさいでしゃがみ込んでおり、

「あ──！　これはオカルト！　どう考えても集団神かみ隠かくしor異い世界に勇ゆう者しや召しよう喚かん！　このまま私は巨きよ乳にゆうの淫いん乱らん巫み女ことこの無人世界でサバイバルしていくしかないんだわ──！」

　デカい声で何言ってんですか、と思うが、状況は確かにその通りのものだ。だから浅あさ間まは一ひと息いき入れて喜美に玉たま串ぐしを差し出す。すると喜美が顔を上げ、

「何コレ？　くれるの？」

　この女、今まで何も聞いちゃいねえですし見てもいねえですよ、と丁てい寧ねい語ごとスラング合ごう成せいで内ない心しん呻うめいた浅間は、立ち上がった喜美が玉串を受け取るのを見て更さらに一息。

　浅間は、自分の方の玉串も個人仕様に設定変へん更こうを掛けながら、

「とりあえずそれ持ってれば大だい丈じよう夫ぶですから落ち着いて下さい。大体、私達は巻き込まれ掛けた、というところですしね」

「フフ、面めん倒どうな話ね。美人はトラブルに巻き込まれやすいっていうけどホントだわ。

　でもこれ、持ってればいいの？　身体からだに差さなくてもいいのね？」

「え？　いや、その、身体に差すって、ええと、あの、その」

　喜美が、これ見よがしに玉串を胸の間に差し込んで見せた。その上で彼女は見み下くだし目で、

「──どこに差す気だったの？」

　無む言ごんで右拳を振り上げると喜美がそそくさと数歩を逃げていく。対する浅間は、三度目の吐と息いきをするばかりだ。胸に玉串差さしてると転んだとき危ないんですけどね、と思いつつ、

「困ったことになりました」

「そう？　観光するには便利じゃない？　この状況」

「そーですけどね。でも店員さんも商品も無いですよ。どっか異い相そうの空間にありますから」

　言うと、喜美が辺りを見回した。無人の英国、倫敦ロンドンの町並みを見て、

「私達がいるところがホンモノじゃないの？」

　いえ、と浅間は言う。

「ホンモノは、どこにでもあって、また、無いようなものになってると思います。恐らくですが、莫ばく大だいな空間を、そこにいる人々や環境ごと〝観客のいる幾いくつもの舞台〟と化して、その幾いくつもの舞台の中にミト達を閉じ込めたんです。演えん劇げき空間とでも言うべきですね。

　要するに、人から環境から全てをひっくるめて劇場にしちゃったようなものです。

　今、視線の行き着くとこまで見ても無人ですから、これだけ莫大な空間が変へん質しつしてしまうと、じゃあ何がホンモノなんだって話になるわけで」

「全面メイクした顔のどこの部分がホンモノか論じてもしょうがないってことね。全部が変質しちゃえば、それがホンモノと言わざるを得ない、か。……となると、ここは？」

「観客がいなくて、舞台も無いところ。──要するにエントランスにあたる空間だと思います。

　全部が劇場側がわに持って行かれているんで、残ったものだけが見えてる感じで。

　よく見れば解わかりますけど、建物とか地面とか、薄く透すけてますよね。空間を構成する流体が劇場側の異い相そう空間に持って行かれてるんです」

「……何だかよく解らないから、テキトーでいいわそのへん。つまり、人々も祭もミトツダイラ達も、全部別べつの空間に持ち去られていて、ここは搾しぼり滓かすなわけね？」

　喜き美みの解かい釈しやくに、浅あさ間まは頷うなずく。そして浅間は、背後、ミトツダイラがいたあたりに手をのばし、

「このあたり、ミトがいた筈はずなんです。そしてミトは私の結けつ界かいに入っていた筈はずなんですよね」

「……ミトツダイラを探す手のひらがペッタンしているのは、形状を考こう慮りよしてるから？」

「へ、変なツッコミしないで下さいっ」

　でも喜美やマサを探すときは指ゆび曲まげますかねー、と内ない心しんで思ってしまうのがどうしようもない。ただ浅間は、ミトツダイラがそこにいないことを確かめてから、

「おそらく環境型の術じゆつで、私が気付いたのは私を観客にしようとしていたからです。しかしそこで禊みそいだ術で、喜美が残ってミトがいなくなりました。これは──」

「引っかかる場所のある女が残ってそうじゃないのはスルーね!?」

　右拳こぶしを振り上げるとまた逃げられた。いいですか、と浅間は前置きして、

「ミトと私達の違い、……ナルゼやナイトもそうですが、彼女達は役やく職しよく持ちです。観客と舞台が出来たということは、彼女達を狙って舞台に取り込んだということでしょう」

「だとすると──」

　ええ、と浅間は言った。これはあまり言いたくないこと。言えば、喜美が、

　……心配そうな顔をするから。

　だが、事実を言わねば怒る女だ。だから、

「──トーリ君が危険です。間違いなく、最さい上位の相あい対たい者として狙ねらわれてますから」
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　喜美が眉まゆをひそめるのを見つつ、しかし浅間は言葉を作る。

「トーリ君、総そう長ちよう兼けん生徒会長ですから。そしてホライゾンも、生徒会や総長連れん合ごうではありませんが、松まつ平だいら家けの跡あと取とりで、武蔵むさしの副王という充分な役職持ちです」

　息を吸い、

「どちらを狙うにしても、あまり戦せん闘とう慣れしていない二人は、格かつ好こうの獲え物ものでしょう。

　今日の夕刻にオクスフォード教きよう導どう院いんで武蔵の代表者を招いての宴うたげと会議があると聞きましたが、その直前に、代表戦である程度の交渉カードを手に入れつつ、こちらの戦せん力りよくなどを見ておきたいということなんだと思います」

　言って、浅間は喜美から視線を逸そらした。なるべく、変な要求をされることは避けたいですね、と思いつつ、正面の無む言ごんと沈ちん黙もくには目を向けない。ただ、薪まきを火にくべる感覚で、

「役やく職しよく持ちの多くが、舞台に上げられてます。そして、それ以外の皆は、観客になっている筈はずです。私達のように結けつ界かいで術じゆつ式しきを防げませんから」

　そして、

「きっと、舞台は役職持ちの人達ごとに分けられていますから、皆バラバラか、適当な組み合わせになっていると思います。だから──」

　どうします、と形だけ問うて、浅あさ間まはスカートのポケットに手を入れた。符ふ、玉たま串ぐし、他の触しよく媒ばいなども携けい帯たい用レベルだが揃そろえている。大事なのは術式で荒あら事ごとに介かい入にゆうする言い訳わけだが、喜き美みがいるならば〝弟を救うため〟で神社側がわには通じるだろう。だが、

「どう思うかしら？　浅間」

「……え？」

　彼を救いに行くことを強きよう要ようされるのかと思っていたところに違う言葉を投げかけられ、浅間は一いつ瞬しゆんだけ戸と惑まどった。ふと見れば、喜美は顎あごに手を当て、地面に視線を落とし、

「愚ぐ弟ていとホライゾンが危険だというのはよく解わかるわ。でもね」

「でも？」

　救いに行くのが嫌いやなんですか？　と、思わず問いかけそうになる。ホライゾンという存在が現れ、過か保ほ護ごな姉としての位置を変えようとしているのだろうか、と。そんな疑ぎ念ねんに対し、喜美は真剣な顔で己おのれの足下を見み据すえ、淡たん々たんとこうつぶやいた。

「超素す敵てきな私が救いに行ったら楽らく勝しようだけど、──基本的に、役職者以い外がいが相あい対たいを望んでいない相手をぶちのめしたら相対のルール無視で愚弟に迷めい惑わく掛かることになるんでしょう？

　だったら愚弟に迷惑掛けない方法で、私の楽しみを邪じや魔ました英国を邪魔し返す方法ってあるかしら？　もしそれがあるなら、やりたいわね。何な故ぜならば──」

　何故ならば、

「愚弟とホライゾンにとって、初はつデートなのよ。十年前、ホライゾンが失われなければ、二人は祭に遊びに行っていた筈はずだもの。

　そしてあのとき私は、イベントに出てハシャいでたわ。愚弟とホライゾンがどうなっているのかなんて知らないでね。全てを知ったのは……」

　憶おぼえている。何故ならばと、浅間が言葉を重ねて過去を思い出し、言うセリフは、

「……私が、喜美に知らせに言ったから、ですよね」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という返答が聞こえた。そして喜美がこちらを見た。口の端はにある筈はずのいつもの笑えみもなく、ただまっすぐの視線で、

「あれから愚弟が治ち療りようを終えて帰ってくるまで、ずっと私、こう思っていたわ。──どうしよう、って。そして帰ってきてからも、それを思うことになるんだけどね。

　でも私、今はこう思えるわ」

　その思いを、喜き美みが確かにこう言った。

「浅あさ間ま、どうしてやったらいいかしら。──馬鹿な弟の初デートを何事もなく無事に終わらせ、……更さらには何の迷めい惑わくも残さないようにするには、ね」

　何しろ、

「愚ぐ弟ていは、このデートでホライゾンが感情に興きよう味みを持てるかどうかを見てみたいと言っていたし、それを元に自分の判断……、つまり武蔵むさしを今後、どのように動かして世界と関わっていくか決めたいと言っていたのよ。

　あの愚弟なりに、夕方からの会議とかを考えていたんでしょうけど」

「だったら喜美、まずは皆を信じましょう。夕方からの会議のためにも、自分達の方針を決めると言っていたトーリ君とホライゾンのデートの意味は皆が解わかっていると思います。

　だからトーリ君もホライゾンもいつも通りに馬鹿やって悩んで答え出すと思いますけど、皆もそれを絶対に護まもると思います。総そう長ちようへの相あい対たい権けん限げんを与えぬよう、鉄てつ壁ぺきの護まもりとして」

　そして、と浅間は言葉を続けた。喜美の目をまっすぐ見て、

「皆のフォローをしましょう。皆そろそろ相手とぶつかる頃だと思います。

　代表戦で無む傷きずで済むとは思えませんし、だったら、──トーリ君と皆、全ての心配を祓はらうための準備を私達は行いましょう、喜美」







[image: 第二十九章『準備場所の水先案内人』]
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「……？　何だか、さっきから妙みような気け配はいというか、静けさがあるな」

　祭は始まり、緩ゆるやかに最初の盛り上がりを得つつあった。

　倫敦ロンドンの各地がそれぞれの場で騒さわがしくなり始めた頃。正まさ純ずみは、ウエストミンスター寺じ院いんの脇の広場で、首を傾かしげていた。

　ソーホーの自然公園に面した広場は、幾いくつもの倉庫を持ち、その表おもてや中ではそれぞれの祭の催もよおしが行われている。が、正純がいるのは、

「古ふる本ほん市いちだよなあ、やっぱり。いいよなあ。安く本が買えるもんなあ」

　開かい催さい式しきを終えた後、夕刻からの宴うたげと会議の打ち合わせを済ませてからここに来たのだ。

　感じた気配は気のせいだろうと見切りをつけた正純は、本の間を歩き出す。目を細め、既すでに中の詰まった紙かみ袋ぶくろを一つ小こ脇わきに抱えている姿は、足取りも軽く倉庫内をうろつき、そして外の露ろ天てん売り場にも惹ひかれていく。ちょっと今月の本ほん代だい予算をオーバーしているかとも思うが、

　……英えい語ごの勉強にもなるしな！

　言い訳わけは万ばん全ぜんだ。自分すら騙だませなくては政治家などなれる筈はずもない。思わずメジャータイトルの全集など予約しそうになるのを堪こらえるので手て一いつ杯ぱいで、まだ極きよく東とう語訳やくされていない作品や、途と中ちゆうで訳が打ち切りになった本などは率そつ先せんして手に取ってしまう。

　ただ、そう物ぶつ色しよくしながらも思うのは、

　……葵あおいとホライゾンは、ちゃんと今後の方針とか話し合っているかなあ。

　遊んでばかりだろう、とは思わない程度には信頼している。何しろ、夕方からの宴を経て、英国との会議になる。これは貿易や政治的な取引を話し合うもので、今後に相あい対たいしていく各国や、聖せい連れんとの付き合い方の基準になるものだ。そして正純としては、

「出来れば、英国との同どう盟めいが結べればいいのだが」

　だが、それらを考えるためにも、長おさたる葵と、大罪武装ロイズモイ・オプロの所有者であるホライゾンの方針決定が必要だ。そして、この英国会議が武蔵の今後の流れを決めるということは、

　……もはや、武蔵の方針を迷っていられるのは、今だけしかない。

　もしも方針が決まらねば、会議は貿易のみの話となり、武蔵は何の政治的収しゆう穫かくもなく、次の寄き港こう地ちに行くか、英国に残ざん留りゆうすることになる。それは、来きたるヴェストファーレン会議までに、他国を味方につける時間と力を失うということだ。

　だから、夕方までに、二人には何か結けつ論ろんを出して欲しい。が、

「十年越しのデートというのも、また私的には重要なものではあるよな」

　正純は思う。あの二人に対し、自分は古くからの付き合いがないため、公的な立場でものを考えやすい傾向にある、と。が、他の連れん中ちゆうは少し違う。喜き美みや浅あさ間ま、ミトツダイラなどは自分とは別べつ行動だが、どうも葵達の後をつけていく算さん段だんのようだった。保ほ護ご者かお前ら。

　ただまあ、そっちも少し惜おしかったかな、と思いつつ、正まさ純ずみは本の間をふらふらする。

　倉庫の内部よりも、外の方が呼び込みの声が大きい。倉庫に人を導く役目をもっているからだろうな、と正純は頷うなずき、それぞれの声に耳を傾ける。今、聞こえるのは、寺じ院いん近くからの、

「ハイハイハイ！　じゃあ次はレアの一品！　中ちゆう古こ同どう人じん誌し〝武蔵むさし副ふく会長・元げん服ぷくの儀ぎ〟だよ！」

「──何の嫌いやがらせだ一体!!」

　ダッシュで現場に向かうが、その間に空から音が聞こえてきた。

　鐘かねの音だ。近くに見える巨大な白い建造物。背の高さを誇るような寺院は、見るだけで一いつ瞬しゆんの仰あおぎを誘うものだ。聞こえる鐘の音は、

　……学校のチャイムに似ているな。

　思っていると、ふと、右の首元でくすぐるような震えがあった。

　走狗マウスだ。アリクイの子が、首のハードポイントパーツの中でチャイム音に驚いたらしい。が、中から出てくることはなく、動きは抑えたような不ふ動どうで止まる。

　……慣れないなあ。

　ふと、走る脚あしを緩めたのは、身の震しん動どうが走狗を驚かせているのではないかと考えたからだ。自分ネタの同人誌を確かく保ほ出来なくなるかもしれないが、まあ、仕方ないとも思う。

　だから歩き、正純は寺院前まえの書店屋や台たいの並びに行く。件くだんの屋台は寺院の入り口を挟んだ向こうだ。こちら側と手前側には屋台があり、空からは鐘の音が聞こえ、しかし、

「……？」

　正純は、妙みような違い和わ感かんを感じた。
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　正純は、英国の、更さらにはこのような場所に来るのは初めてのことだが、土地柄がらとは違う、居い心地ごこちの悪さというか、異い変へんめいたものを心に感じた。

　……何だ？

　今は祭の最さい中ちゆうで、ここは古ふる本ほん市いちで、人々はそれぞれの店みせ台だいを前に品しな定さだめや冷やかしをしている。だが、気になるのは、

　……まず、寺院が妙だ。

　ウエストミンスター寺院は、英国における改派プロテスタント教きよう譜ふ、英国協アングリカンチヤーチの総そう本ほん山ざんだ。祭のときには、人々が列を為なしていて当然だろうと、そう思うが、

「いない……」

　今、自分は正面に幾いくつか並ぶ大おお扉とびらの内、中央の前に立っている。が、それは閉じたままで、内側からは人の気け配はいを示す物音や、声がこちらに届いてこない。そして、

「────」

　正純は、古本市の倉庫から、寺院の前の広場を見回した。

　おかしなことがある、と正まさ純ずみは思う。何な故ぜ、屋や台たいの客達は、外に行くほど密みつ度ど濃く、

「何故、……こちらを見ている？　それに、普通は中心部ほど密度上がるだろう？」

　視線については自じ意識過か剰じようかとも思うが、少しの身動きを取れば解わかる。屋台の客達は皆、誰だれも彼かれもこちらに視線を合わせており、自分が少しでも身動きすると顔の向きを合わせてくる。

　どういうことだと思っている間に、鐘かねの音が止まった。

　響ひびきが消え、正純は気付く。屋台や客、公園にいる人々の動きが止まり、声も消えたことに。今、あたりにあるのは無む言ごんと不ふ動どうの静けさだけだ。否、動きはある。それは風などが起こす草群のさざめきや雲の動きという自然の不ふ可か避ひ的てき動作と、

　……皆の視線が、こちらを見ている。

　無む表情ではない。笑えみのような、これから笑うぞという期待を持った顔だ。

　どういうことだと、正純は思う。どうして、いつの間に、こんなことになったのだと。仲間達はどうなっているのかと、携帯社しや務むを出してみる。葵あおい姉あねやミトツダイラ達は近くにいる筈はずで、集合場所を決めて走ればすぐに合流出来るだろう。しかし、携帯社務の表ひよう示じ板ばんに湧わき映る墨すみの文字は、

　……不ふ通つう？

「────」

　連絡手しゆ段だんが失われたということに、ぞっとした。首元の走狗マウスはこちらに懐なついておらず、連れん携けいはとれていない。ならばどうなる、否、どうするかを考えようと、そう思ったときだった。

　不ふ意いに背後の寺じ院いんの中央扉とびらが勢いよく開き、嗄かれた声で、

「レッデェ──ッ！　ア──ン、ジェントーメ──ン!!」

　風巻く勢いで大おお扉を開け放ったのは、両の腕を左右上方に突き出した、

　……動白骨リビングボーン!?

　英国の制服。それも長ちよう衣い型の上着を着た動白骨は、左右の扉が壁に当たる音を気にもせず、頭の上の僧そう帽ぼうを揺らし、

「ハバナイスデ──ス！　大だい法ほう官かん！　〝女王の盾符トランプ〟の〝３〟番！　クリストファー・ハットン君──、デス!!」
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　大法官クリストファー・ハットン。

　距離十メートルほどの向こうで行われる彼の自己紹しよう介かいに、正純は一いつ瞬しゆん言葉を失った。

　……ええと。

　初しよ見けんだが、知識としては知っている。クリストファー・ハットンは、女王エリザベスの親しん衛えい隊員から大法官という超ちよう法ほう規き権限を持った聖せい職しよく裁さい判ばん官かんにまで上り詰めた男だ。ダンスなどを好む伊だ達て男で、今の世界においては、動白骨のエリートがそれを襲しゆう名めいしている。

　今、ハットンは、浅く空を見上げ、両腕を広げたまま、脚あしを動かさずにこちらに宙を滑すべって来る。まるで演説をするとでもいうような風ふ情ぜいで、

「さーあオゥ──ディエン！　ナイストゥデイのハットン君は──！　まあーずＭＣとして諸しよ衆しゆうの救いナッシンピーポォに御お説教したいぃ──、デス!!」

　ハットンはこちらを完全に無視しながら、しかし、その滑すべるような移動は、確かにこちらの前で止まる。彼はこちらを、人々も見ず、空を浅く見上げたまま、だが不ふ意いの動きで、両の骨手がこちらの両肩を叩たたいた。

「……!?」

　戦せん闘とう系けいではないがゆえに、反応が遅れた。無む防備に叩かれた肩の、その打ち方は、人々の方を向けというもので、正まさ純ずみは打力によって半なかば強ごう引いんに広場を見る。

　背後、虚うつろな冷たい気け配はいと共に、ハットンの声が響ひびく。

「さーあピーポォ！　ハットン君とその他が住む妖よう精せい女王の英国は！　たあとえばローマンエイジの町並みや建物を未だに利用しているエコロジーな豚ぶた共ども──、デス！　──バァ～ットオーソ～、この豚共はナイス豚共なので〝さん〟づけしてピグッさんと呼ぶことにしたいがコーリン面めん倒どうなのでここでエンド──、デス!!」

　何だ何だ、と思っているこちらは、とりあえず抵抗の意志がないことを示すために軽く両手を上げておく。脇に抱えた本の紙かみ袋ぶくろは落とさないようにしてハットンの声を聞くと、

「バ──ット、ピグッさんズ！　よぅくリッスンミ──!!　いい──、デス！　かあ!?　ハットン君は知っていまぁーす！　エゥローパ諸国のピグっさんズがローマンエイジをメニメニ大切にしていて、しがみついてイングなことを！」

　確かに、と正純は、つい内ない心しんで頷うなずいてしまった。

　ローマの時代に出来た町並み、街道、水路の多くは未だに欧おう州しゆうで使用されており、各地の大きな都市はそれを基盤としている。これは重じゆう奏そう世界の崩ほう壊かい後も変わりはなく、各地の重奏領りよう域いき内にある都市や建築物群ぐんは、極きよく東とう側の土地にそれを作り直す際の参考にされる。

　だが、ハットンは先ほどの己おのれの台詞せりふに言葉を繫つなげた。その台詞は否定から始まる、

「バットバットバットバ……、ット！　ハットン君は知っていまぁーす！　この、ハットン君とその他大おお勢ぜいが住む英国は、ローマンエイジを大切にしつつ、バァ～ッ！　ニューエイジシャーマンとなるべく、──あいやホーリィ野郎がシャーマンとか言っちゃいけませぇん！　今のナッシン──、デス!!」

　この喋しやべり、伝う染つったらやだなあ、と思っていられる自分は肝きもが太いのだろうか。内心で首を傾かしげていると、ハットンが浅く腕を上げた音がした。そして、

「英国は新しい──！　何が新しいか、ンん～!?　シャウトしてみる──、デス！」

　言葉の直後。屋や台たいの店てん主しゆ達や、客達の全てが、揃そろって右手を振り上げた。

「英国協アングリカンチヤーチ──!!」

「ナイッアンスァ──！　──デス!!」

　ハットンが叫んだ。彼はそのまま、大きく腕を広げる音を立て、

「離り婚こんしようぜえ──!!　──デス！」
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　おおお、という皆が皆があげる声を正まさ純ずみは聞いた。

　大だい歓声といっていい音量だ。しかし、ハットンは足りぬと言うように骨の手を打ち鳴らし、

「離婚！　それは夫ふう婦ふの繫つながりをゼロコンマ一秒もあれば帳ちよう消けしにしてしまうことが出来るの──、デス！　バァット！　ノットサッド、ノットクライ、ノットスーサイッ！　そのような法ほう的てき繫がりを断ち切ったところで、ユーェンミー、それとか他にもゴッドが当て過ぎて世に満ち過ぎたピグっさんズもそうでもないものも、──手を取り合ってハンットゥーハンッすることはエィブル──、デス！

　離婚！　それがナッシンなオールドエイジは、人の繫がりを旦だん那なと嫁よめと子供や子し孫そんでしかナイスホールド出来ない──、デス！　バアット！　離婚があれば、もっともっとメニメニピーポォととっかえひっかえ出来るの──、デス！　ヘンリー八世ナイスジョ──ヴ！

　バァット、だったらピーポォ！　ユーェンミイその他の繫がりって何なの──、デス！」

　確かに、と正純は思う。

　結婚は法的な意味を持つ繫がりだ。が、それが無くても、人と人は手を取り合うことが出来るし、更さらには英国では英国協きようによって結婚という繫がり自体を断ち切ることも出来る。

　ならば、人の繫がりとは何なのだろうと、この大だい法ほう官かんは問うてくる。

　そして、カカ、とハットンが笑い、こちらの背後でこう告げた。

「そんなものはハウォェアア──！　どこにでも常にあるの──、デス！　繫がりという、そのような言葉を思うこと自体がゥロング!!」

　聞いた。

「法律！　誓せい約やく！　同どう居きよ生活！　そのようなものが無くても！　人と人の間には常に繫がりは存在しており、カットしたつもりになることは出来てもカットすることはノットエイブル！　何な故ぜなら──、死んだ者ですら我々は忘れないの──、デス！　ノッフォーゲッ！　バットファーロング！　馬鹿は死んでも忘れられない──、デス！」

　白はつ骨こつの手が、大きく一度、拍手を打った。

「ただ、ピーポォ、迷えるアメイジング子こ羊ひつじでラム肉だったから！　だったから！　書類にしたり、誓約したり、ちょっと自己陶とう酔すいして結婚式に親父おやじカラオケされないとそれが信じられなかった──、デス！　でもぉ、今はローマンエイジではあ・り・ま・せぇん、──デス！

　アメイジングなラム肉共どもは豚ぶたの時代を経ていずれ牛肉になるの──、デス！

　やがて至る審しん判ぱんの時代の後！　レフェリングによる判定でホームタウンデシジョンの勝利の後！　つまり豚ぶたを超えた牛肉の時代！　霜しも降ふりに至るときにはピーポォの繫つながりはノンワード、バット、ノゥバディアンビリーヴ！　人と人の繫つながりを言葉無なくとも信じない者はナッシン!!　だ・か・ら！　ザッミーンピーポォ！　ナウ英国は離り婚こんによって少なくともラム肉から豚肉になって市場に並ぶところまで来たの──、デス！　豚エイジナウ！

　あとは閉店間ま際ぎわに安く買いたたかれる苦く難なんの後に翌日の牛肉になるの──、デス！

　そしてそれを為なすために英国のニューエイジは、一いつ体たい何をゲットしたのか──、デス！」

　それは、と正まさ純ずみは心の中でつぶやいた。そして正純が思った答えを、ハットンが叫んだ。

「新しい法律──、デス！　つまり大だい・法ほう・官かん！　このハットン君が用いるもの！

　オールドエイジの時代から、エゥロ──パ諸国で用いられていた大たい陸りく法ほうと違い！　英国は法律において独自のものを持っていたの──、デス！

　エゥローパの国々の法律はローマンエイジと同じ、制せい定ていされた法と条じよう文ぶんに従う大陸法！

　バァット！　英国が用いる法律は、ラム肉の時代から──、判はん例れいを積み重ねて法律とする英国法なの──、デス！　そ・れ・を！　それを普ふ遍へん法！　コモン・ロゥと言うの──、デス！

　いいかあ──、デス！　コ──モンロゥ！　コーモン法！　コーモン法！」

　ハットンの連れん呼こに、皆も腕を幾いく度ども振り上げ叫び出す。

「コーモン法！　コーモン法!!　コーモンの法[image: ]」

　……あ、悪意が無いかこの連れん呼こ!?

　正純は思うが、他国の法律代表者が扇せん動どうしたことなので放っておくことにする。

　そしてハットンが、更さらに言葉を繫げた。

「よぉーしオゥディエン!!　ピグっさんナウ！　ナウエイジ！　離り婚こんとかいろいろ突っ込んだ結果、英国法はちょっと限げん界かい入って来ましたあ──、デス！　限界カムヒア！

　それゆえ、大法官という役職が、一つの権けん限げんを得るに至ったの──、デス！

　そ・れ・が！　それが──、衡こう平へい法！　エクイティ──デス！」

　衡平法エクイテイ。その意味は、

「判例ばかりの普遍法では対たい処しよし切れない特とく殊しゆ事じ案あんに対し！　バーサス特殊事案！　大法官が普遍法を超ちよう越えつした衡平法をもって事件を解決！　これにより、ナウ英国はオールドケースやレガシィロウに縛しばられることなくホワッエバー解決出来るの──、デス！

　それでいてナウ英国はオールドエイジやレガシィエイジを捨てていないので、──デス！

　何な故ぜなら、この衡平法！　近きん似じの言葉がローマンエイジにあるの──、デス！」

　応じるように、屋や台たいの店てん主しゆ達が両腕を勢いよく振り上げた。その手に持たれているのは錆さびた鉄で出来た長なが槍やりで、叫ばれる声は、

「騎士階級エクイテス──!!」

　おお、と皆が両の武器を振り上げ、天を搔かくように回した。吠ほえる響ひびきは、

「我らの新しき法律!!」

　おおお、と声をあげ、

「我ら新しき騎士階級エクイテス!!　否──」

　屋や台たいの店てん主しゆ達が振り向いた。その顔、身体からだや腕も、

　……動死体リビングデツドや動白骨リビングボーン!?

「Yea──[image: ]」

　皆が叫んだ。

「我ら新しき英国に生きる古き騎士階級──!!」

「その通り──、デス！」

　ハットンが叫びを返した。お、という大だい歓声を前にした彼は、騎き士し達一人ずつを指さすような口く調ちようと呼びかけで、

「君はあ──！　光を──!!　見たかあ──!!　──デス！」

「ノーライト！　ノー成じよう仏ぶつ!!　ノゥバディ成仏ナウ!!」

「ようしリッスンミー！　リピートミー!!」

「リッスンユー！　リピートユー！」

　一いつ瞬しゆん。確かに大だい法ほう官かんがあり得ない息を吸った。そんな気がした。そして、

「馬鹿は死んでも治らない──!!　デス!!」

「馬鹿は死んでも治らない──!!　です!!」

　では、というハットンの声とともに、正まさ純ずみはいきなりの衝しよう撃げきを受けた。

　両の肩を、ハットンの骨の手によって握るように摑つかまれたのだ。

　……え？

　何が起きたのかと思うより早く、ハットンが叫んだ。

「頭のクレバーな子は、どうかあ──、デス！」

「死んだら治りまあ──す!!」

　古き騎士達は、喜びの声と共に、槍やりを振り上げた。

「──人と人の繫つながりは！　どこにでもあり目に見えぬだけのもの!!」

「僕達馬ば鹿かなので死んでも成仏出来ません！」

「だけど頭いい子と一緒に死んだら、その繫つながりで成仏可能──!!」

　……え？

　論ろん旨しが大体見みえたので、正純は慌あわてて叫んだ。

「待ったあ！　──私、あまり頭良くないぞ!?」

　その言葉に、皆が沈ちん黙もくした。槍を振り上げていた騎士達も、皆、その腕から少々力を抜く。そして騎士の一人が、乾いた歯と顎あごを動かし、こう問うてきた。

「二年三学期末テストの、保健体育の点数は？」

「え？」

　記き憶おくを思い出し、正まさ純ずみは、

「……八十七点？」

　告げた台詞せりふに、皆がこちらの背後、ハットンの方を見た。自分もちらりと仰あおぎ見ると、白はつ骨こつの大だい法ほう官かんは皆に深く頷うなずき、

「サッチア高こう得点！　ならばエロの罪で死刑──!!　──デス!!」

「希け有うなレベルでの言いがかりだあ──!!」

「シャラップ！　汝なんじエロなかれ！　Tsirhcツアーク 教きよう譜ふ国では保健体育のテストはエブリワン零れい点てんを取るのが慣かん例れい──、但ただし白紙は馬鹿なのでエブリワン必死に清く正しく間違えるの──、デス！　つまり正解しちゃった汝はエロギルティ!!

　よって判決！　Di大──e！　How法──！　Ca官──n！　テレレテッテレ──!!」

　ハットンの首に巻かれた無数の圧縮頭ず蓋がい骨こつで出来たネックレスが、台詞せりふのジングルに合わせて謳うたいながら明めい滅めつした。その光が留まった直後、ハットンが、

「──死刑、──デス!!」

「結局語ご尾びが言いたいんだろ──!?」

　抗議するが、わあああ、と騎き士し達が叫び、槍やりを構えて突っ込んでくる。掛け合う声は、

「死ねえ──!!」

「ちょ、ちょっと待て！　そんなんで成じよう仏ぶつ出来るのか!?」

　ハットンを窺うかがうと、ハットンの首くび飾かざりがまた明滅している。その点てん滅めつ周期はどんどん高速になっていき、それぞれの頭蓋骨達は、

『爆発スルデス──！　成仏スルデス──！』

「テ、テンション高くて誤ご魔ま化かされ掛かったがそれは成仏じゃなくて消しよう滅めつだ!!　ってか大だい法ほう官かん！　貴き公こうも吹っ飛ぶぞ!!　そうでなくとも槍で一気に串くし刺ざしだぞ!?」

　言っている間に、寺じ院いんの奥から一つの影が走ってきた。それは首のない、しかしハットンと同じ長ちよう衣い型がた制服を纏まとった動白骨リビングボーンだ。首くび無なしの動白骨は、ハットンの後ろに立つと、おもむろにハットンの頭蓋骨を両手の骨ほね指ゆびで摑つかんで取り外す。正純は、あ、と声をあげ、

「す、すげ替え可能か!?」

「ハバナァイスデ──ス！」

　新ハットンの胴どう体たいが、頭を抱えて小走りに下がっていった。残された胴体だけの元ハットンに両肩を押さえられた正純は、正面から来る槍の群に顔を引きつらせ

「──!!」
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　次の瞬しゆん間かん。寺院の側そばに下がったハットンは、身を低く沈めたポーズを取る。

　軸じく足あしを大きく横に、両の腕を揃そろえて回し、伸ばした軸足と平行に伸ばし、

「──成じよう仏ぶつ！　それは、あの世とこの世を結ぶキーワード！　大だい法ほう官かんクリストファー・ハットン君は、平衡法エクイテイによる死し刑けい判決と共に圧あつ倒とう的てき大多数の縛ばく霊れい達をわずか０・０５秒で成仏させることが可能なの──、デス！　では、そのプロセスをルッキンナウ！　──デス！」

　言って、横に突き出した両腕を[image: ]よじる。突き出した親おや指ゆびを揃そろえて真下に向けた瞬しゆん間かん。正まさ純ずみを押さえていた胴どう体たいだけの身に、数十の槍やりが突き刺ささり、制服の布ぬの地じが飛び、背から針はり山やまのように穂ほ先さきが突き出し、

「〝踊り成仏ダンスレボリユーシヨン〟──!!」

　寺じ院いん正面にて、白い光の大だい爆発が生じた。
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「はて……」

　と、祭の大通りに立つ半はん竜りゆうは、喉のど前まえの補ほ助じよ翼よくを大きな手て指ゆびで搔かいてつぶやいた。

「今、どこかから爆発の音が聞こえたような。空そら耳みみだろうか。それとも拙せつ僧そう、とうとう変な連れん中ちゆうに感化されてそのような派は手でな音が常に脳のう内ないでなるようになったか」

　首を傾かしげる青と白のカラーリングの外がい殻かくは、ウルキアガだ。彼は足を止め、腕を組み、首を傾げる。重ねてつぶやくのは、

「他は楽しそうにやっておるのに、拙僧、いつの間に皆にハブられておったろうか」

　半竜の鋭い目で見るのは、通りの上で、しかしこちらから距離を取っている群ぐん衆しゆうの壁だ。彼らは総じてこちらを見ているが、その視線は期待と興きよう味みで、しかしウルキアガが半はん目めで、

「おい」

　声を掛けると、群衆が一いつ斉せいに、

「──！」

　歓かん声せいと嬌きよう声せい、笑い声をこちらに返す。それはやがてどよめきに変わり、また期待の静まりへと変化していく。何な故ぜ、自分だけがこちらにいるのか、そして何故、人々が無む条件にこちらを期待しているのか、ウルキアガには解わからない。ただ解るのは、

　……あ奴やつ等らだ……！

　群衆の中、それもこちらに近い人ひと壁かべの面に、見知った顔がある。御お広ひろ敷しきとハッサン、そしてノリキとその弟妹達だ。何故かは解らないが、先ほどから彼らも群衆と一体化して、

「──！」

　何かあるとすぐに腕を振り上げて声をあげる。解りやすいのは御広敷で、

「ウぉ──！　ウッキ──！　ウキ！　ウキ──!!　小しよう生せいの方向いてえ──!!」

　などと血管ブチ切れそうな塩あん梅ばいで飛び跳ねたり腕を振って、周囲の人々よりも目立とうとしている。正直言って気持ち悪いが、それよりも横のハッサンが両手で巨大な皿を持ち上げ、

「カレ──!!」

　わけが解わからん。祭まつり関係ないであろうがそれは。しかもいつもの無む表情だから尚なお更さらだ。ついでにいうと横のノリキと弟妹達も問題で、年下連れん中ちゆうが、

「うおー！　怪かい獣じゆうだ！　怪獣だよ兄にいちゃん！　ほら早く町破は壊かいして爆発しろよ!!」

　というのは怪獣として自己完かん結けつしていると思うが、横のノリキはいつもの無む言ごんと無表情で、

「…………」

　周囲の群ぐん衆しゆうの動きに合わせ、腕を振り上げたり下ろしたりする。無表情で何も言わないため、突発的な腕の動作は挙きよ動どう不ふ審しんだ。そしてそんな三人他ほかを見て、ウルキアガは首を傾かしげる。

　……これは、何かの洗せん脳のうであろうな。

　Ｊｕｄジヤツジ．、そうに違いない。一応、洗脳されてるのかどうか確かめたいのだが、

　……洗脳されてるか？　と訊きいて〝ハイされてます！〟と答える馬鹿はおらんだろうしなあ。

　恐らくはどこかから祭に誘われた洗脳電波が降り注そそぎ、どいつもこいつも脳がヤレたのだが、敬けい虔けんな旧派カトリツクの拙せつ僧そうだけは旧派バリアーによって生き残ったと言うことだ。旧派万ばん歳ざい。さあ、頭がおかしくなった連中は無視して洗脳されていない姉キャラを探しに行こうか。

　だが、不ふ意いに横から、

「あー！　僕の相手は怪獣かあ！　きゃあ怖──い！」

　左側。何かと思って振り向いたウルキアガが見たのは、

　……印いん鑑かん!?

〝英国〟と漢字で反転彫ぼりされたのは巨大な印鑑だった。一ひと抱かかえほどもありそうなそれが、

「〝女王の盾符トランプ〟、ニコラス・ベーコン行きま──す!!」

　元気な掛け声とともに叩たたき込まれてくるのを、ウルキアガは見た。

　声は、更さらに勢い付けとして、

「そ──れ!!」
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「あ、また、どっかで派は手でにやってる音が聞こえてきた」

　通りから感じる地じ響ひびきや剣の音を、ナイトは感じていた。今、自分達のいる場所は空間的に重じゆう奏そうしているため、直接的な繫つながりはないはずだ。それなのに外からの影えい響きようを感じると言うことは、この演えん劇げき術じゆつ式しきも完かん璧ぺきではないという一方で、

「……これは、つまり演劇の空間で、ナイちゃん思うに、皆の戦せん場じようが舞台として空間的に隣りん接せつしてるんだろうね。だとしたらさっきから響いてるのは」

　……どこかで誰だれかが派は手でにやってるのかなあ。大だい丈じよう夫ぶかなあ。

　心の中で呟つぶやきながら、肩に担になっていた長なが物ものケースを開け、ナイトは中から箒ほうきを取り出す。

　すると箒の賢鉱石オレイ・メタロは既すでに光を帯びている。色は警けい戒かいを示す濃い赤で、本来ならば航こう空くう機き動どう中に艦かんの障しよう壁へきなどに近づいたときに発される信号だ。

　ナイトは、スピードメーター型の魔術陣マギノフイグーアを表示枠サインフレーム代わりに出して箒ほうきの操そう作さを行う。警けい戒かい状態をキャンセルして航こう空くう機き動どう準備状態にシフト、念のために共鳴感かん知ちを掛け、

　……やっぱガっちゃんいないかあ……。

〝白嬢ヴアイスフローレン〟の強化機殻フエアシユテルケンシヤーレは三み河かわ戦で破は壊かいされたが、基部のペンは無事だった。だから〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟の共鳴感知が働くかと思ったが、この演えん劇げき空間はそこまで甘くないようだ。

　ナルゼのことが心配ではある。何しろ、強化機殻と魔女服は格かく納のう空間からの展開がセットになっているため、ナルゼは防ぼう護ごや航空機動用ようの身しん体たい固定を行う魔女服への換かん装そうも出来ない。そしてまた、

「ガっちゃん、結けつ構こう強がるからなあ」

　自分がやっていることが〝足りない〟と何な故ぜかそう思ってしまうのが彼女の良くもあり、悪くもあるところだとナイトは思う。

　それが合がつ致ちしているときは切せつ磋さ琢たく磨まや過か保ほ護ごとも言える優しさにもなるが、悪い方向に働いたときは他人に過か剰じような牙きばを剝むいたり、自らを空から回まわりに追い込んでいくことになる。

　今は、空回りっぽい時間だよね、と、ナイトは三角帽ぼうを被かぶり直す。わずかに肩を落とし、

「その原因は、ナイちゃんなんだろうけどね……」

　呟つぶやきながら、箒の賢鉱石オレイ・メタロを額ひたいに近づけ、しかし彼女は眉まゆを立てた。

「──装境換Verwandlung！」

　叫び、

「──〝黒嬢〟！」

　願いに対して、答えは確実な装そう備びの展開と轟ごう音おんを持って生じた。

　来る。まず始まりは表示枠に走る文字列れつだ。それは、

『割わり当あて空間展てん開かい中ちゆう・皆様お気を付け下さい』

　次の一いつ瞬しゆんで、背後から召しよう喚かん展開した黒魔女シユヴアルツヘクセンの衣い装しようがこちらを覆おおい、代わりというように着ていた衣服が脱だつ着ちやくされて逆召喚されていく。

　肌はだを刹せつ那なの時間だけ露あらわにするが、次の瞬しゆん間かんには黒の衣い装しようが身体からだを絞しめていく。そして、

「来てよ黒嬢……！」

　声に応じるように、宙に浮いた木き箒ぼうきの周りに、黒くろ鋼はがねの機殻部ぶ品ひんが空間射しや出しゆつされた。

　こちらの身を包む衣装が固定を強くしていくのと同時に、〝黒嬢〟の構成が確定し、そのパーツ類を角ボルトで打ち込んでいく。

　あとは合致するだけだ。金属音おんの響ひびきを重じゆう奏そうさせ、最後の一ひと打うちをボルトの穿うがちとして、

「──っ！」

　即そく座ざにナイトは空へと飛ひ翔しようした。

　……どうだろうなあ……!?

　調べたいことがある。演えん劇げき空間とも言えるこの術じゆつ式しき加工された空間は、どのような特性を持っているのか。広さはどこまでのものか。境きよう界かいとしての壁はあるのか。そしてまた、術じゆつ式しきで破は壊かいや脱出することが可能なのか。そういった術の分ぶん析せきは迫はく害がいに対たい抗こうせざるを得なかった魔女テクノヘクセン達の得意分ぶん野やだ。特に減げん衰すいを扱う黒魔女シユヴアルツヘクセンにとっては、術式の破壊や阻そ止し、対抗法ほうの構こう築ちくは常の課題であり、自分達がまずやるべき仕事だ。

　だから飛ぶ。その行為は敵からの攻こう撃げきをひとまず逃れる意味を持ち、更さらには、

　……この術の効果範はん囲いがどれだけなのか……。

　知ろう、と思った瞬しゆん間かんだった。垂直に上昇を掛けたナイトは、しかし即そく座ざのタイミングであるものに激げき突とつした。

　水面だ。
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「……!?」

　空から、見えはしないが、確かな存在として分ぶ厚あつい海の広がりが落ちてきたのだ。

　空に着水したナイトは、膨ぼう大だいな量の水壁の向こうに己おのれの速度でぶち込まれた。衝しよう撃げきにも近い飛沫しぶきの底で、ナイトは水の圧に全身と全翼よくを揉もまれるように衝撃され、

「か……！」

〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟はその細ほそ身み故ゆえ、突き抜けるように水に刺ささり行き、脚あしの間から抜けていく。だがそれもすぐに失しつ速そくし、分厚い布ふ団とんに落ちたような、しかし、

　……呼吸……！

　衝撃に折れた身の間や、髪かみの間から空気が地面側へと抜けていく。絡まるような水の流れに目を開けることが難しく、衝撃に震えた肺は大気を求めるが、代わりに口へと入ってくるのは血の味に似た海水だ。

　どういうことかと、ナイトは翼つばさを広げるのも重い空の海の中で考える。これは恐らく、

　……術式による、仮か想そうの海。

　油ゆ断だんした。演えん劇げき空間という場所を構えられた段階で、その中での相あい対たいがあると思っていた。が、相手はその中に、海という戦せん場じようを持ち込んできた。それも、こちらが飛ぶことが出来ないよう、大気を満たすように、だ。

　この海を構成する水は、武蔵むさしの浮上に用いられる仮想海面と同じものだろう。

　しかし、この空にある海は分厚い。今、ようやく沈ちん降こうを止めて気き泡ほうに抜かれるだけとなった身が感じるのは、この海が見通せぬだけの厚みを持っていると言うことだ。

　武蔵のものと違い、そこまでの厚みを増した海を用意する理由は、

　……泳ぐため、かな。

　水の中、失速した〝黒嬢〟を手にしたナイトの心のつぶやきに、しかし答える声があった。それは右みぎ手て方向、水を突っ切ってくる気泡の白いたなびきで、

「──解わかりますか。オクスフォード船せん舶ぱく部ぶの訓練用大型即そく席せきプールがこれです！」

　長大な三さん叉さ槍やりを構えたバサロ泳えい法ほうの男が、一いつ直線にこちらに突っ込んでくる。彼は、表示枠サインフレームに人にん魚ぎよの女を映し、

「船舶部水泳班班はん長ちよう、〝女王の盾符トランプ〟の５─２、ホーキンスと──」

『船舶部補ほ佐さ、５─３、キャベンディッシュです……！』

　二人の声とともに、ナイトは重い水の中で〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟を抱くように身み構がまえた。その直後。

「さあ、──今日は泳ぎで勝負です!!」

　ホーキンスの三叉槍が、一直線にこちらの喉のど元もとに突き込まれてきた。

　ナイトは思う。自分の危機とともに、自分のパートナーも、恐らく敵と相あい対たいしていることを。

　……ガっちゃん……！

　悪い相手と向き合っていなければいいのだが。
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　青の空の下で、二つの影が向かい合っている。

　町の中。土の通りの上にいるのは、二人の異い族ぞくだった。

　片方は黒の六枚翼よくを持った少女で、片方は英国の制服をラフに纏まとった半狼ハードウルフだった。

　二に足そく歩ほ行こう型の半狼は、頭に載せた海かい賊ぞく帽ぼうであるバヨネットを軽く指で叩たたき、

「船せん舶ぱく部、５─１、ドレイクだ。まあ、少し宜よろしくしといてくれるか、俺と」

　対し、眉まゆ根ねを既すでに詰めた顔の少女は、不ふ機き嫌げんを表す口く調ちようを止めもせず、

「第四特とく務む、マルガ・ナルゼよ。英国の海の英雄が、一体何なに用よう？」

　おいおい、とドレイクは半歩を引いた。こっちに左手の平を出して制す動きには、大おお袈げ裟さとも言える首の横よこ振ぶりもついていて、

「あまりそうカッカしないでくれ。正直、この状況はあんまりよくねえんだ、俺にもアンタにも。──かなり良くない、特に、重ねて言うと、俺の方に」

「は？　何が良くないのよ？」

　奥歯で嚙かんで吐くように、ナルゼが半はん身みに構えながら、

「こっちはマルゴットがどうなってるのか心配なんだから、下らない時間稼かせぎするなら──」

　言葉を放つ間に、二つの動きが生じた。

　一つは、ドレイクがしくじったというように額ひたいに手を当てた動き。

　もう一つは、ナルゼが右足を滑すべらせ、半はん回転したことだ。

「え？」

　と言っている間に、ナルゼは翼つばさから地面に転び倒れる。頭を打つことはなかったが、いきなりのことにナルゼは数秒を呆ぼう然ぜんと過ごし、そして慌あわてて翼を横に広げて身を起こしながら、

「な、何!?　今のは……！」

「これだこれ。見ろよ、俺の手」

　と、ドレイクが右手を掲かかげた。そこにあるのは、銀色の巨大な手てつ甲こうだ。

　ナルゼは見覚えがある。その銀の輝きは、

「英国の聖譜顕装テスタメンタ・アルマ……!?」

「ダッドリーが使っているのは、左手な。んで右手が俺のだ。──〝巨きなる正義ブラキウム・ジヤステイア・旧代ウエトウス〟。効果は、まあ、今いま体験した通りで」

　うん、と半狼は頷うなずき、

「──英国の正義を乱そうとする者は、必ず失敗する」
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　ナルゼは、ドレイクの言葉に、即そく座ざの動きを放っていた。

　右手のペンで空中にＡ４サイズのトンボ枠わく型魔術陣マギノフイグーアを展開し、

　……詠えい唱しようは干かん渉しようが入るかもしれない……。

　袖そで口ぐちから手の平に落とした銀ぎん貨かを、詠唱無しの、術じゆつ式しき再生で発射した。

　だが、銀貨が射しや出しゆつされる直前に、


『型式呼よび出だし：失敗：術式展てん開かいの際にエラーを得ました。再さい試し行こうしますか？』



　軽い警けい告こく音おんと共に、銀貨が宙に跳ね、こちらの頰ほおに張り付くような一いち撃げきを得た。痛いた、と声をあげながらも、ナルゼは宙にある銀貨を手に取ってみるが、

　……何の変化もない？

　流体や術式で操そう作さされているのではない。これは単純に、

「ジンクス、って知ってるか？　ちょっとした呪のろいみたいなもんでな？　ほら、あるだろ？　背後から烏からすに鳴かれるとその日は不幸とか、目の前を黒くろ猫ねこが横切るとナンタラとか」

「大体は魔女テクノヘクセンやその使い魔ま絡みが多いのよね」

　Ｔｅｓテスタメント．、とドレイクが頷うなずいた。だからナルゼも頷きを返し、

「英国の正義に逆らうと、失敗する。──そういうジンクスを発してるのね？」

「Ｔｅｓ．、困ったことに、──騎き士しの叙じよ勲くん受けたとき、ほら、三征西班牙トレス・エスパニアの船団を襲しゆう撃げきして国家予よ算さん級きゆうの金を持ち帰ったときだ。そのときに、これを女王から貰もらってな、俺が」

「俺は強いぜ自じ慢まんはどうでもいいわ。そして、……いいことじゃない。無む敵てき能力持てたわけだから。こっちに突っかかってこないのは余よ裕ゆう？」

「余裕じゃねえ、どうにもやりにくいんだわ、俺がな」

　と、ドレイクは、手て招まねきした。来い、と。

　警けい戒かいはあるが、相手に対する攻こう撃げきは無む効こう化かされる。だからナルゼは、自分の身を守るための術式を幾いくつか掛け、それが弾はじかれないことを確かく認にん。その上で、

「どこに？」

「適当に話の出来るところだ。俺が」

「……私の話はないの？」

「下へ手たに俺に突っかかると首無し暴れ馬ナイトメアが飛び込んできたり、蜂はちに刺さされたりするぜ？」

　と、半狼ハードウルフが屋根付きアーケードの下にテーブルセットを指さす。観客達が興きよう味み深げに、しかし距離をとって空あいていく奥に半狼は進み、日の陰るテーブルセットの向こうについた。

　ナルゼは、やや迷ったが、テーブルを挟んでドレイクの対たい面めんに立つ。するとドレイクが、

「どうした？　怖いかい？　俺が」

「別に？　ただ勘かん違ちがいで正義振ふるわれても損だから」

「だったらここは奢おごってやるよ、俺が。いいだろ？」

　肘ひじをついての問いかけに、ナルゼは眉まゆをひそめながら椅い子すに座る。椅子の背を横に、背の翼つばさをいつでも展てん開かい出来るようにしながら、

「話は何？」

「まずは飲み物だ。──俺が飲みたいだけだけどな」

「コーヒー」

「おいおい、最新の流行じゃねえか。……じゃあ、俺は牛乳だな。成分無む調ちよう整せいだ」

　こちらが冷えた目つきをすると、半狼ハードウルフは肩を低くすくめて見せた。

　すぐにコーヒーと牛乳の入ったカップとジョッキが、空中に浮いて運ばれてくる。狼おおかみはジョッキを手に取り、

「……言っておくけど牛乳は血の転てん化かだからな？　英国では吸きゆう血けつ系けいの異い族ぞくも愛あい用ようする。血は専門店で買う高価なものだが、牛乳なら大体どこでも買えるからな」

「英国の騎き士し様は金が──」

　無いのか、と言おうとしたとき、頰ほおに何かが止まった。

　蜂はちだ。それも大型の。
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　頰に掛かる虫の足あし爪づめと、窺うかがうようなその動きの感かん触しよくに、ナルゼは背の翼つばさを震わせる。正面では、ドレイクが肩をすくめたまま、

「どうだ？　正義を傷つけようとする言げん論ろんも統とう制せいだ。厄やつ介かいだと本気でそう思うぜ、俺も」

　その言葉の最さい中ちゆうに、蜂は分ぶ厚あつい腹でこちらの頰を撫なで、一回叩たたくように羽を動かして飛んでいった。そこでようやく一ひと息いきを付き、ナルゼは一度頭あたまを左右に振って相手を睨にらむ。コイツは敵なのだと、そう示す視線で、だ。すると、

「悪い悪い。──一応は奢おごりなんだ、俺の。礼くらいは頼むぜ、俺に」

「──Danke」

　独逸ドイツ語で言うと、ドレイクが口くち笛ぶえを吹く。彼はそのまま口くち端はに笑えみを作りながら、

「いやマジにいい魔女テクノヘクセンだ。焼いて食いたいと思ったのは久しぶりだぜ。どんな味がするんだ？　教えてくれよ、俺に」

「……狼おおかみ系の異族は、食しよく人じんの習しゆう性せいがあるっていうけど本当なの？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と彼は頷うなずき、制服の胸ポケットから〝糧りよう食しよく許可証しよう：人肉、該がい当とう物（同意／販売物）〟と書かれた免めん許きよ証しようを見せる。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ出身、サクソン上がりの連れん中ちゆうは大体そうだな。六護式仏蘭西だけで年間二百七十件以上の人じん狼ろう関係犯はん罪ざいが起きてるから、習性ってのはなかなか抑えられねえもんだ。

　先日、六護式仏蘭西のボルドーで発生したジャン・グルニエ事件で、歴史再さい現げん通り、俺達のような半はん獣じゆう系で食人習性を持つ者を狼藉者ライカンスロープと呼ぶことが決まったろ」

「食人鬼オーガ達も含まれそうになったけど、抗議したのよね。〝我々は獣けものではない！　ちゃんと料理して食うからな！〟って。──どう笑えばいいのかしら」

「俯うつむいて笑えばいいんじゃねえかな。──あ、こういうこと言うのがいけねえのか、俺」

　そうね、と言いそうになって、ナルゼは周囲に蜂はちの姿を探してしまう。いや待て足下に蠍さそりとか蛇へびはいないでしょうねと、窺うかがうが、危険を示す影はない。だから彼女は気疲れの吐と息いきをして、

「私を食う気？」

「同意の上ならありだな。──騎き士しだから紳しん士しなんだぜ？　嫁よめにもちゃんと膝ひざをついてそう聞いてるんだ、俺。詩が好きでな、俺の嫁は」

「嫁って……」

「世の中持ちつ持たれつでな。この世界では金次し第だいで強力な治ち癒ゆ術じゆつが買えるし、俺は金持ちだし、そして、──自分が傷つけられることで、自分がこの世にいていいと思う人間もいる。俺の嫁がそれでな」

「────」

「嫁は言うんだ。──貴方あなた、躊躇ためらいが無いから素す敵てき、って」

「鶏とり肉にくに浮うわ気きする気？」

「悪いが、前ぜん菜さいだ。大だい体たい俺も、嫁に対して躊躇ってる余よ裕ゆうが無いしな」

　何な故ぜ、と聞く気も起きない。まさかとも思うことなく、

「アンタの嫁は、殺人鬼きなのね……」

「ああ、そっち系けいの習しゆう性せいが強くてな。バラしてないと、自分をバラし始める。だから出会う前は切り刻まれるのが好きな動死体リビングデツドのボランティア〝オン・ザ・俎まな板いた〟の更こう生せい施し設せつに通っていたんだが、そこでは当然のように焼き肉屋もやっていてなあ。常じよう連れんに俺がいるわけだ」

「悪あく趣しゆ味みに感動的な出会いね。──プロポーズの言葉は？」

「極めてフツー。焼き肉食いつつ、〝俺は君が好きだ、最高だ〟〝じゃんじゃんどうぞ〟」

「……単たん刀とう直ちよく入にゆうに言うけど一度死んだらどう？　夫ふう婦ふ円満なら死亡率りつ高そうだし」

「Ｔｅｓテスタメント．確かにまあ、ガスっとやられるときもある。昔はよく上に乗ってこられたときに隠かくしナイフで胸をメッタ刺ざしにやられてな。──半狼ハードウルフは銀ぎん製品でもなければろくに傷つかないし、回かい復ふく早いから楽なんだが、あの頃は良く食い過ぎた。俺もよーし嫁もよーし」

　ナルゼは思った。自分もマルゴットとそのくらいのつもりでいいのかもしれない、と。

　だがまあ、と、ドレイクが言う。

「──お前のとこの騎士は、そういう習しゆう慣かんがねえのか？」
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　問われ、ナルゼは考えた。騎士とは、ミトツダイラのことだろう、と。彼女は人じん狼ろうと人の混こん血けつだが、獣変調は出来ず食しよく人じんの習慣もない、と思う。きっと。多分。でもどちらかというと、

「……等とう級きゆう４以上の牛肉が好きね」

「黒くろ毛げの半はん牛ぎゆう人じんと結婚するのは地下迷めい宮きゆうの用意とかも必要で大変そうだな」

「金はあるし稼かせぎもするから買えばいいんじゃないかしら。──でも、何で？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と彼は言う。

「聞きたいことがある。お前も名前くらいは知ってるだろ？　〝聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アーク〟のことだ」

　そのくらいは知っている。英えい仏ふつの間に続いた百年戦争で、英国に征せい服ふくされ掛かった六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズを解かい放ほうした少女だ。だがそれが、

「ミトツダイラとどう関係があるの？」

　食しよく人じん嗜し好こうを語り合いたいなら、確かに仏蘭西フランス系けい異い族ぞくは適てき役やくだろう。なぜなら、

「百年戦争における六護式仏蘭西の英雄、〝聖なる小娘〟の部下であった〝青髭ジルドレ〟も食人鬼オーガだったように、昔から六護式仏蘭西の異い族ぞくは食人習性持ちが多いわ。〝聖なる小娘〟は違ったけど、彼女も異族で、異族の復ふつ権けんを盾たてに火か刑けい前ぜん提ていの歴史再さい現げんに乗り込んだんでしょう？

　そして、英国側が仏蘭西北ほく部ぶから中部まで占せん領りようしちゃったあの百年戦争。その土地を奪だつ還かんする〝聖なる小娘〟の解放戦せん線せんは食人習性のある連れん中ちゆうで構成されていたから、英国側は主力である人間系けい異族を前ぜん線せんに出せずに崩ほう壊かい。

　しかし六護式仏蘭西でも、人々は彼らを恐れて解放地ちの凱がい旋せんは国王が取り仕切ったのよね」

「よく知ってるな」

「私が住んでたM.H.R.R.神聖ローマ帝国の土地は、そういう人達が住む場所だったから」

　成なる程ほどな、とドレイクが言う。

「でまあ、聞きたいことがあってな。うちの爺じいさんの話なんだわ」

「爺さん？」

「Ｔｅｓ．、爺さん、英国側についていたんだが、一つ疑問があってな。

　──〝聖なる小娘〟は火刑を免まぬがれたんじゃねえかってんだ。俺が爺さんから聞いた話では」
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「──〝聖なる小娘〟が、火刑を免れていた……？」

　思わず言葉を失ったこちらに対し、ドレイクが告げる。

「爺さん達にとっては異族同どう士しの戦争でもあったわけだからな。歴史再現とはいえ、異族が犠ぎ牲せいになるのは避けたかった。〝聖なる小娘〟は、当とう時じ英国領りよう土どになっていた六護式仏蘭西のルーアンで火刑になるが、それを行うと六護式仏蘭西が勝利する歴史再現が進む。だから英国内の非ひ正規部ぶ隊たいが出張って、彼女を奪だつ取しゆする算さん段だんをつけたわけだ。俺の爺さんのいた部隊がな」

「ちょっと待って」

　ナルゼは、額ひたいに指を当て、眉まゆをひそめて問いかけた。無む茶ちや苦く茶ちやな話だ、と思いつつ、

「アンタの言っていることが本当だとして、そんな話をここで漏もらして大だい丈じよう夫ぶなの？」

「Ｔｅｓ．、言ったところで誰だれも信じねえさ。何しろ、──爺さんは自じ称しよう〝聖せい譜ふ越えつ境きよう部ぶに所しよ属ぞくしていた騎き士し様〟だったからな」

　聖せい譜ふ越えつ境きよう部ぶ、という言葉を聞いて、ナルゼはドレイクの言う意味を理解した。聖譜越境部は、各かく国内において存在したと言われるエリート達の集団だ。世界のどこかで危き難なんや問題が生じたとき、歴史再さい現げんのルールなどを完全に無視して駆けつけ、解決する。その由ゆ来らいは、

「人々が歴史再現を始めるために、お互いが交わした計画、……〝非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進行計画〟だっけ？　それによって聖譜や重じゆう奏そう世界の作製や、歴史再現のルールも決められたのよね。

　だけど歴史再現が不可能な状況が生まれたとき、また、世界を壊こわすような状況が生じたとき、それを打開するために人々は動かざるを得ず、やがてそれは各国の聖譜越境部になった……。そうよね？」

「Ｔｅｓテスタメント．、そう、この聖譜主しゆ導どうの世界の始まりは、太たい古こに人々が決めた〝非衰退調律進行〟ゆえだ。──時代は進みなさい、しかし休むことなく、ってやつだな。今じゃ原げん則そく部分しか伝え残ってないが、旧派カトリツクや聖せい連れいはそれを基礎として動いてる。そして、歴史再現を保つために生まれながら、しかし歴史の流れに合わないから存在が否定されるのが聖譜越境部。

　今じゃどこの国でも名前だけ残しているが、誰だれも所しよ属ぞくなんざしてない。

　だから重じゆう奏そう統とう合ごう争そう乱らん以後、各地がワヤになったせいもあって聖譜越境部の家か系けいを名乗る噓うそつき連れん中ちゆうが多く現れてるよな。自分の出しゆつ自じに箔はくつけたくて、更さらには出自を探られてもあやふやに誤ご魔ま化かせるもんな、聖譜越境部と言えば。──まあ、俺もそう見られるわけだが」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……だって、聖譜越境部なんて、実体が不ふ明めい瞭りようで三さん文もん小説か何かの題だい材ざいよ。

　アンタ、爺じいさんの言を信じてるけど、アンタの爺さんが本物だという証しよう拠こは？

　聖譜越境部で、でも、……英国のために〝聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アーク〟を奪だつ取しゆしようなんて、聖譜越境部としても反則でしょ？　事実だとしたら二重に存在否ひ定ていされるようなことした爺さんの言を、どうしてアンタ信じてるの？」

「そりゃ簡単だ。──〝聖なる小娘〟を救おうとしたのは英国側だけじゃあねえんだよ。

〝聖なる小娘〟を支持し、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ内の異い族ぞく復ふつ権けんを果たした異族の大だい元げん帥すい、アルチュール・ド・リシュモーンの私的戦せん士し団が、〝聖なる小娘〟の火か刑けい前日から行方ゆくえ不明になってる」　その意味は、

「……爺さんが教えてくれたんだ。自分達に呼こ応おうする勢力が六護式仏蘭西側にもいたとな。六護式仏蘭西の聖譜越境部がそれだ、と。だからひょっとしたら、〝聖なる小娘〟は、彼らに救われていたかもしんねえ、ってな」

　へ、とドレイクは小さく笑った。

「〝聖なる小娘〟の奪取作戦では、歴史再現の権けん益えき獲かく得とくのために内ない通つう者が作戦内容を漏もらしていた。ルーアンでは衝しよう突とつが起き、爺さん達は間に合わなかった。ただ〝聖なる小娘〟の燃えていく煙が白く空に昇っていくのが見えたってな。

　爺さん達は撤てつ退たいしたが、……そこまで話を聞くと、俺はいつも爺さんにこう尋たずねたんだ。

　爺さんの六護式仏蘭西の仲間達は、何で加か勢せいしなかったんだよ、って。──俺超ちよう残ざん酷こく」

　だがな、

「爺じいさんはいつも笑って言うんだ。〝しょうがねえ、しょうがねえよドレイク。俺達が失敗してやったから歴史が正しく動いたんだ。スゲエだろう？　俺の失敗はよ〟って、いつも俺にな。だけど──」

「だけど？」

「解わかってんだよ。伝わるんだよ。──〝信じるしかねえだろう〟って。かつての仲間達も仏蘭西フランス側から加か勢せいに来ていた筈はずだと、だから作戦が成功か失敗して、行方ゆくえ不明になってんだって。

　あのとき昇った煙が本物だったのかどうか。自分達が彼女を救えなかったとしたら、異い国こくの同どう志し達はどうだったんだろうかと。

　……何も解わからねえが、同じ習しゆう性せい持った異い族ぞく同士、信じてなけりゃあ駄だ目めだろうってな」

　その言葉に、ナルゼは、内ない心しんで淡く一つの理解を得る。この半狼ハードウルフが食しよく人じんの習性を公然としているのは、祖そ父ふの言から染しみついたこだわりなのだろう、と。しかし、とナルゼは思い、そして彼の持つ英国の正義に抵てい触しよくしないように

「でも、……どうやってそれを確かめるの？」

　ドレイクが、ジョッキを軽く掲かかげた。彼はジョッキでこちらを指さすようにして、

「１６４８年度の各国総そう長ちよう連れん合ごう年ねん鑑かんを伝って調べたところ、ネイト・ミトツダイラの実じつ家かは、元々は小しよう領りよう主しゆの騎き士し家か系けいだったが、在野の女人じん狼ろうと結婚して一気に表おもて舞台に上がってきたものだ。そして子し孫そんにはミトツダイラの家か督とくを与えるなど大だい抜ばつ擢てき。

　それには訳わけがあるんじゃないかと、噂うわさでな」

「……つまり、聖せい譜ふ越えつ境きよう部ぶにいた人狼家系が〝聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アーク〟奪だつ回かい作戦で在野に落ちていたのを、この時期に引き上あげた、って言うの？」

　どうだろうか。ミトツダイラが武蔵むさしにやってきたのは小しよう等とう部ぶ前のことで、

「……彼女がそんな話してたかどうか、……してたとしても憶おぼえてないわ」

「だったら外しかな。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ解かい放ほう軍ぐんの人狼部ぶ隊たいは筋すじ金がね入りの習性持もちだ。武蔵の騎き士しはそうじゃねえってんなら、見けん当とう外れだったかもしれねえ。──いずれ生き延びて引いん退たいでもしたら、六護式仏蘭西に渡って調べてやろうとは思うんだが」

「一応、ミトツダイラに聞いてみる？」

「Ｔｅｓテスタメント．、気が向いたらでいい。俺はこれが終わったら、すぐに三征西班牙トレス・エスパニアの牽けん制せいに西へ出なくちゃいけねえんだ。戻ってくるのはアルマダ海かい戦せんのときだが、そのときは英国の防ぼう衛えいだし、お前らは次の寄き港こう地ちに行ってんだろ？」

　多分ね、とナルゼは答える。その上で肩をすくめて、

「ま、直接対たい話わ出来ないなら、暇ひまがあったときにでも聞いてみるわ。〝女王の盾符トランプ〟の通神帯ネツト領城サイトに通神文メールフォームあったわよね？　そこに投げとけばいい？」

「Ｔｅｓ．、ありがてえ。本当なら直接相あい対たいすりゃいいんだろうが、俺の担当じゃなくてな」

　彼の言葉は、一つの事実を示す。その内容を、ナルゼは静かに問いかけた。

「ミトツダイラの所にも、誰だれかが行ってるわけね。それも、アンタなんかより適てき役やくが」

　そういうことだ、と半狼ハードウルフが牛乳を煽あおる。喉のど奥を鳴らして、ジョッキを叩たたきつけるようにテーブルに置き、

「か──、この一いつ杯ぱいのために生きてんだなあ、俺」

「嫁よめも摘つまみにつけなさいよ。それと──」

　ナルゼも、珈琲コーヒーを口に入れて、カップを置き、

「──飲み終わったら本題。そういうことでしょ？　違う？」

　ああ、とドレイクが肩をすくめた。彼は椅い子すに浅く腰掛け、手てつ甲こうの右手を掲かかげる。

「結けつ構こう面めん倒どうだぜ？　正義って。反逆するものを食うからな」

「だったら食われないように、正義を刺させばいいのね。だったらそれは魔女テクノヘクセンの仕事だわ」

　息を吸い、ナルゼは軽く動いた。椅子を手で下に押し、身を浮かせ、背後の宙へとステップを踏むように軽く羽ばたきながら、

「アンタに勝ったら、ナイトと祝った後で聞いておいてあげる。ミトツダイラにね。──武蔵むさしの騎き士しは、どこまで浪漫ロマンに浸ひたれる存在なのか、って」
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　ミトツダイラは、中央通りをソーホーの方へと走っていた。

　通りは広く、左右のアーケードには観客が待たい避ひしている。

　通りの向こうには広場があり、その向こうにはまた通りと広場が幾いく重えにもあり、更さらに向こうには、

　……オクスフォード……。

　壁のように存在する第一階かい層そうの断だん層そうと、階段にてたどり着く城じよう塞さいの本ほん校舎がある。階段の右脇わきには倫敦ロンドン塔とうの城塞が存在しているが、ミトツダイラの興きよう味みはそれらよりも、

「……このあたりですわね」

　走りを踵かかとに音立てて止めたのは、四し方ほうに通りが広がる広場だ。中央に泉いずみとしての噴ふん水すいを持ち、四方を背の高い建物に囲まれている。

　だが屋や台たいはあり、人は多く、だからこそ、

「────」

　ふ、と肩を落とすように息をつき、ミトツダイラは表情から力を抜いた。唇くちびるからつぶやかれる言葉は、あたりを見回しながらの、

「二人とも、匂においから追うに、……ここでデートしてましたのね」

　それぞれが今どうしているかは解わからないが、自分は騎き士しとして、

「この茶ちや番ばんを早く終わらせ、王と姫を安全な場所に導かねばなりません」

　出来れば、二人が一緒にいてくれればいいとは思う。十年前のやり直しを行えているならば、王は今後そのことで軋きしまずに済むのだから。

　それに、夕刻からの会議前まえに王と姫ひめの方針がどちらかだけでも決まっていれば、英国に対して足あし場ばの固まった状態で会議が出来るのだ。

　英国との会議。

　それは、正まさ純ずみも言っていたが、英国一つにとどまらず、

　……今後相あい対たいしていく各国や聖せい連れんに対して、どのような接し方をしていくか。その基準となる会議ですわ。

　だから、この二人のデートは重要だ。公こう私しの意味において、邪じや魔まさせるわけにはいかない。

　……私とて……。

　十年前、ホライゾンが失われ、彼も治ち療りようで戻ってこなかった間、いろいろな思いを得なかった者はいない。二人が戻ってくると理由も無く信じていて、彼女は帰らず、そして彼も危うく失われるところだった。

　喜き美みがいなければ、二度目の喪そう失しつは防げず、自分達は失われることを止められないと、そんな失しつ望ぼうを心に刻むところだった。

　だがホライゾンは今、多くを欠けさせながらも戻ってきた。

　だからミトツダイラはこう思う。

　……もはや──。

　もはや何も失われるような道みち上うえには乗せさせない。少なくとも己おのれの大事なもの、傍そばにいたく思い、いて欲しく思うものを、失わせるつもりはない。

　王の大事なものを思ったとき、騎き士しという身分の順番は、大事の一番にはなり得ないものだ。だが、王が最も大事なものと共にいることを、王も含めて護まもれるのは騎士の誇りだ。

　そしてこの護りは、今後の武蔵むさしの行く末すら護るものだ。

　だから、

「王に最も近い位置にいる敵。──私の相手となるべき敵は、どなたですの？」

　広場の中央。噴水の縁ふちを作る石組に座ってミトツダイラは問いかける。

　座るのは噴水の四し方ほうにある木のベンチではない。何な故ぜなら隣となり、二人分ぶん離れた位置に王の匂においが残っているからだ。

　王の隣は王の大事な人の座る位置で、その隣は畏おそれ多い。だから二つ離した位置に座り、ミトツダイラはしかし、

「──そこ！」

　不ふ意いに左腕を宙に跳ね上げた。
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　ミトツダイラの手が投じたのは、噴水の囲いを作る石組みの一つだ。子供の頭ほどもある大きさの石は、力任まかせに剝はがされ飛ばされた。

　直後。投じた石が空中で砕け散った。

　快音をもって石が煙と破は片へんに散った位置は、こちらと、左向かいの建物の屋根との中間点だ。

　だが、ミトツダイラは既すでに左手を返しており、二発目の石を発射していた。

「──っ！」

　高速で剝がし飛ばされた石は、風かぜ切きり音を笛ふえのように響ひびかせたなり、目もく標ひよう地点に着ちやく弾だんする。

　狙ねらいは四階建ての建物の屋根だった。

　当たった石は合がつ掌しよう式しきの藁わら屋根に食い込み、屋根藁を一気にめくって撓たわませる。だがそれも一いつ瞬しゆん。藁を押し上げて棟むねを直ちよく撃げきした石は、そのまま屋根全体を軋ませ、

「降りてきなさい不ふ敬けい者！」

　屋根が蓄ちく積せきされた打だ撃げき力の解放で向こう側へと爆ばく散さんするのと、その陰から一つの影が飛び出したのは同時。木々が折れて藁が散る破は砕さいの音に押されるように、その影は斜め下りの一いつ直線で広場へと飛び降りてくる。

　落ちたのでも、吹っ飛ばされたのでもない。ミトツダイラが見るのは、一直線に広場へと舞い降りる一つの影だ。

　ミトツダイラは影の降りる位置を目もく測そくしながら、

　……屋根が吹き飛ぶ動きを利用して、速度任まかせの跳ちよう躍やくを行いましたわね……？

　跳んだ姿の正体は、知っている。

「〝女王の盾符トランプ〟の〝２〟、Ｆ・ウオルシンガム！」

　女性型の自じ動どう人形だ。

　棘とげがついたような十じゆう字じ型がたの人形操作機ハンドルを背に二つ浮かべる身は、殆ほとんどの関かん節せつが繫つながっていないデザインだ。首と胴どうも、肩と肘ひじも、更さらには脚あしも膝ひざが離れて宙に浮いている。

　打撃しても効果が薄いと判断したミトツダイラは、瞬しゆん間かん的な判断による最さい善ぜん手しゆを放つ。

　銀ぎん鎖さだ。

　右の二本を平ひら手て打うちのように走らせて相手の胴をインナースーツごと捉とらえたら、そのまま高速で振り回して地面を削けずる。

　相手の首や腕は無事だろうが、胴どう体たいを潰つぶせばそれで勝てるという判はん断だんだ。

　だからそうした。

「行きなさい──」

　右の銀鎖が鞭むちのように己おのれをスナップして加速。跳ちよう躍やくで降下する相手を狙ねらう。

　当たると、そう思った直後のことだった。

　ミトツダイラの目は、ある光景を見た。

　宙を飛ぶ相手を、銀鎖が抵抗無なく通り抜けたのだ。

「──!?」

　はっとした視覚は、しかし情報を正確に捉とらえていた。銀鎖の空ぶら振ぶりの原因は、

　……身体からだを潰した!?
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　ミトツダイラが見たウオルシンガムの回かい避ひ方法は、単純なものだった。

　宙を飛びながら、彼女はインナースーツの中の己おのれの身体を分ぶん解かいしたのだ。

　自動人形とは、人形という人工物として幾いくつかの特とく徴ちようを持つが、どの自動人形も持っている特徴が一つある。それは〝人工の体を何らかの技術で動かす〟ということだ。

　たとえばホライゾンは人工筋きん肉にく、武蔵むさし達は一部にワイヤーシリンダーを使用しているが、このウオルシンガムは、

　……完全重力制せい御ぎよ型ですわね!?

　自動人形の特とく性せいともいえる重力制御を、己おのれの身に用いている。

　その適用は四し肢しだけではない。胴体部ぶも、だ。

　しかし、胴体は自動人形の本体とも言える場所だ。内ない臓ぞう器き官かんである出力系けい、燃料系などが仕込まれており、それをも分ぶん解かい出来るとなると、パーツ構成から何からが特とく殊しゆで、

　……重力制せい御ぎよ自体にも精せい緻ち性が求められるでしょうに……！

　しかし、それを相手はやってのけた。

　果たして彼女のインナースーツは、内部にある胴どう体たいの接せつ合ごうを解除されてパーツを収めただけの袋ふくろのようになる。だが、銀ぎん鎖さの飛ひ来らいに対し、パーツの詰まった袋は無む造ぞう作さな変形をもって捕ほ縛ばくの光を逃れ切り、表示枠サインフレームで、

『Riding』

　宙で身を側そく転てんさせるように回し、その間に身体からだの形を直した。そして、

『──Success』

　表示枠で告げるのと、片かた膝ひざついた身が微び動どうすらせず地面に突き立ったのは同時のことだ。

　そこにミトツダイラは攻こう撃げきをぶち込んだ。

　噴ふん水すいの四し方ほうのベンチの内、まず左の銀鎖二本で二つを。振って上から振りかぶり戻す右の銀鎖で更さらに二つを叩たたきつけたのだ。
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　ミトツダイラは、敵に対しての危険を悟さとっていた。何な故ぜなら、ウオルシンガムというこの英国製せい自じ動どう人形は、今いま見た銀鎖の回かい避ひ方法もだが、

　……以前、輸ゆ送そう艦かんに乗り込んできたとき、銀鎖を弾はじきましたわ……！

　あれが、どういう仕掛けの技だったのかは解らない。だが、ウオルシンガムがこちらの銀鎖を無む効こう化か出来る手段を幾いくつか持っているのは確かだ。更さらには、

「他、どのような芸げい当とうがありますの!?」

　なすべきは、一いち撃げき必ひつ殺さつの攻撃を加える一方で、それらの手段を暴あばくこと。

　だから彼女の周囲に回避を牽けん制せいするための銀鎖を回しつつ、空からベンチを叩きつけた。

　そしてミトツダイラは見る。ウオルシンガム、英国の自動人形が、空から落ちるベンチに対して即そく座ざの対応を行ったのを、だ。

　自動人形は、無む表情に身を起こしながら、

『Mode:Counter　Attack』

　顔かお横よこに表示枠を出すと、背に浮かせていた十字型がたの操作機ハンドルを翼つばさのようにかち上げたのだ。

　十字操作機の正体はそれぞれ荊いばらのような波打の刃やいばを持ったブレードだった。

　二に撃げきだった。

　二に剣けんを真ま上うえに振り上げた一撃目めで最初のベンチ二発が真まっ二ぷたつに破は断だんされ、その破は片へん群ぐんを弾き飛ばすように大きく外に振られた双そう撃げきで、続くベンチ二発も破は壊かいされた。

　破は砕さい音おんが響ひびき、水みず飛沫しぶきのように木の破片が宙に飛ぶ。

　そして両剣けんを左右に振り抜いたウオルシンガムが、こちらを見た。口を開き、犬けん歯しを剝むき、

『────』

　ミトツダイラは、構うことなく祭の屋や台たいを二つ縦たてに繫つなげて空からぶち込んだ。
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　ウオルシンガムは、頭上から来る次の影を見た。

　来るのは巨大な攻こう撃げき。しかし、準じゆん備び時間と動作の必要な攻撃だ。

　そして彼女は理解する。先ほどのベンチの四よん連れん撃げきは、この屋台をぶち込むためのカモフラージュであったことと、敵が全力の攻撃をもって戦いに来ていることを、だ。

　だからウオルシンガムも決めた。手の内を全て明かすつもりでいく、と。

『Shift:Burst　mode』

　自じ動どう人形は、身の周囲に浮かせていた装そう飾しよくのような鉄てつ管かん四本を両の手に揃そろえた。

　そして彼女は宙に浮いた手を振り、四本の鉄管を連れん結けつさせた砲ほう塔とうとし、

『Ready』

　砲の先せん端たんを挟むように、十字剣けんを接せつ続ぞくした。そして出来るのは巨大な十字槍やりであり、

「それが先ほど、上からの狙そ撃げきに用いた十字砲ですのね……！」

『Ｔｅｓテスタメント．』

　ウオルシンガムは砲ほう撃げきした。砲塔で発した流体光こうを十字剣の内側で増ぞう幅ふくし、

『Fire』

　撃うち抜かれた屋台二に軒けんが、文字通り爆ばく散さんした。
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　衝しよう撃げきで膨ふくらみ、弾はじけるように破は裂れつした二軒の屋台から、菓か子しや果くだ物もの類が色とりどりに飛び散っていく。

　が、ミトツダイラは更さらなる動きを銀ぎん鎖さに与えていた。

　……まだ、見ていない一手がありますわ……！

　それは、

　……輸ゆ送そう艦かんを訪ねてきたときに見せた、銀鎖を弾はじいた謎なぞの技！

　巻き付く動きの鎖を、一気に全部外そとへと弾く。銀鎖にとって致ち命めい的とも言える技がどのようなものか、それを確かめねばならない。ゆえに敢あえて銀鎖に与える指し示じは、

「閉じなさい！」

　ウオルシンガムを囲む銀鎖の輪、四つの銀ぎん円えんが、一いつ瞬しゆんでその口を閉じた。

　口を噤つぐむような動きは、高速の鎖くさりで行われれば、全ぜん方向からの締しめ付けだ。

　それが合計で八方向分ぶん。斜め軌き道どうなども入れてかわしにくい角度を狙ねらう。

　対するウオルシンガムは、十字槍を下ろす動きだ。

　遅い、とミトツダイラは思った。槍やりは重く、鎖くさりを斬ざん撃げきしようにも初しよ速そくが稼かせげない。ベンチを断じる際は間に合ったとしても、銀ぎん鎖さだけの高速打だ撃げきには追いつくものではないだろう。

　そして銀鎖が閉じ、

「──どうですの!?」

　疑問を飛ばした先でまず発生したのは、音だった。

　金属を打ち鳴らす耳みみ障ざわりな高音が、多た重じゆうで、しかしほぼ一つに重なって吠ほえたのだ。その結果として見えたのは、

「!?」

　銀鎖全てが、飛ひ翔しようと同じ勢いでウオルシンガムの外へと弾はじき飛ばされていた。

　輸ゆ送そう艦かんのときに見たもの。銀鎖を弾く技が起きたのだ。
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　拒きよ絶ぜつされ、しかしその理り屈くつが解わからぬ銀鎖四本が〝？〟字に身をしならせた。

　だが、数すう瞬しゆんの後にミトツダイラは見る。銀鎖を弾いたものの正体を。

　それは、

「──ナイフ？」

　ウオルシンガムの周囲に浮いているのは、刃やいばだけの刃は物ものだった。長さ二十センチほど、幅七センチほどの、前後とも剣けん先さき状となっているブレードがウオルシンガムの周囲に浮いている。

　その数は三十二本。

　それらの刃は、いきなり現れたものではない。元々の出しゆつ自じは、

　……あの十字剣けんの荊いばらのような刃を構成していたパーツですのね。

　剣は荊を失い、しかし棘とげの基部は以前よりも硬こう質しつの波なみ打うちを見せている。

　そしてウオルシンガムはこちらを見たまま、わずかに眉まゆを立てた顔で、

『千本薔薇十字Wars of the Roses』

　告げる間に、三十二本のブレードがその身を三枚剝はがし、四倍になった。

　百二十八枚だ。

　しかし、厚み的にまだまだ剝がれる余よ地ちはある。その名を超える数にはなるのだろう。

　そしてミトツダイラは、ようやく内ない心しんに理解を得た。確かに、この剣けん群ぐんがこちらの銀鎖を弾いたのだろう、と。

　方法は単純だ。巻き付く銀鎖の動きを読み、鎖の一つ一つに刃群ぐんの一いち撃げきを同時に叩たたき込む。だから銀鎖は巻き付くことを赦ゆるされず、一いつ瞬しゆんでその全てを拒絶されてしまう。

　……ですけど実際にそんなことが出来るなんて、どれほどの精せい密みつ制せい御ぎよを……。

　思うが、起きたことは事実だ。

　Ｆ・ウオルシンガム。

　ミトツダイラの知っている情報では、ウオルシンガムは英国の風ふう紀き委員長を務めている者だ。各国へ諜ちよう報ほう員いんを忍しのび込ませたり、国内にいる間かん者じや達を吊つるし上げるのを役目としている。

　史し実じつでは国を守るための秘ひ密みつ警察を組織し、ウイリアム・セシルに政治の表おもてを任せ、自分は裏の謀ぼう略りやくを担当した。

　……そうすることで、アルマダ海かい戦せんなどの情報をもって英国の繁はん栄えいを支えたのですわね。

　メアリ・スチュアートのエリザベス暗あん殺さつ計画を暴あばいたのもウオルシンガムだ。しかし、

「史実によれば、女王は、貴女あなたを〝悪あく党とう〟として嫌けん悪おするのでしたわ……」

『No』

　ウオルシンガムが告げた。軽く首を横に振りながらも、無む表情のままに、

『〝Nokeeping　Gundog首輪知らずの猟犬〟　She　Call』

　それが今の彼女の字名アーバンネームだ。

　そして彼女は、両の腕を振り上げ、

『Go』

　告げ、

『Go　Dogs　Gun　dogs』

　こちらを見み据すえ、

『lalalala』

　宙の千本薔薇十字Wars of the Rosesを大きく渦うず回まわすと、

『Bite　a　Keeping　Wolf首輪つきの狼！』

　怒ど濤とうにも似た動きを構こう築ちくして、猟りよう犬けんの全てが襲おそいかかってきた。
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　吹く祭の風は、倫敦ロンドンの中をゆっくりと回っていた。

　その風が街の匂においを運んで抜ける、ソーホーの自然区く画かくに面した噴ふん水すい広場。その噴水の石組に、二つの影が座っている。

　極きよく東とうの制服姿すがたの少年と、銀髪の自じ動どう人形の少女だ。自動人形は、袖そでを外した英国の制服に羽は根ね飾り付きの帽ぼう子しをかぶっており、ただ静かに前を見ていた。

　が、不ふ意いに、噴水の石組に座ったままの二人の内、彼の方が立ち上がって伸びをする。

「さてホライゾン、そこらの屋や台たいでちょっと何か食ったりするか？　軽く、さ」

「……いいのですか？」

　何が？　と笑えみで問いかけた彼に、彼女は問う。

「トーリ様、先ほどから、自動人形であるホライゾンの感覚に響ひびいてきているものがあります。……率そつ直ちよくに申しまして、この倫敦、大だい部分が何らかの結けつ界かい化かしているかと判はん断だん出来ます」

「だろな」

　トーリの頷うなずきに、彼女はわずかに眉まゆをひそめる。

　だが、彼は彼女の肩を軽く叩たたき、

「さっきまで、こっちを追ってきてた姉ねえちゃんなんかがいなくなってんだ。ここで座ってたら追いついて来るか、覗のぞいてくるか、どっちかな、って思ってたんだけどさ」

「トラブルだとしたら、……トーリ様が危険だと判はん断だん出来ます。総そう長ちよう兼けん生徒会長ですから」

「危険はねえよ」

「……何な故ぜですか？　何故、そんなことを言い切れるのです？」

　だって、と彼は肩をすくめた。

「うちの連れん中ちゆうが、俺達を護まもってくれてるんだ。姉ちゃん達も含めて皆がどっか行ったとしても、俺達が今いま無事なら、俺達は皆に護られてんだよ。そして、もし俺達が逃げた方がいいなら、何らかの手段でそう言ってくる筈はずだ。それが無いなら──」

　彼は辺りを見回した。噴ふん水すいの広場を囲むようにある屋や台たいのそれぞれに視線を送り、

「皆は俺達にこう言ってんだ。──面めん倒どうごとはこっちでやっとくから、オマエらはオマエらのやることやっておけ、って」

「ですが、ホライゾンとトーリ様のやることと言いますと……」

「デートだよな!!」

「……ホライゾンが感情に興きよう味みを持つかどうかの話と、それを参照して決めるトーリ様御ご自分の方針です。今後の武蔵むさしのありかたとして」

　ええー、と口を尖とがらせるトーリに、ホライゾンは半はん目めを向けて一ひと息いき。ともあれ、と彼女は立ち上がる。彼より一歩前に出てから振り向き、首を傾かしげる。

「皆様に護って頂けることで生まれる、貴き重ちような状況ですね。

　今日の夕刻には英国、オクスフォード教きよう導どう院いんでの宴うたげと、武蔵・英国間かんの会議があります。それまでに、ホライゾンとトーリ様の今後に対する方針が明確になっていれば、随ずい分ぶんと意味はあるかと判断出来ます。

　何しろ、それが他国に対する基準ともなりますので。ですから、トーリ様」

　ホライゾンは言った。

「皆様が哀かなしまずに済むように、まず、皆様に感謝なさって下さい。

　そして、ホライゾンとムキになってデートして頂けますよう御お願ねがい致します。……何しろホライゾンは現在、感情に興味を持っておらず、どちらかというと警けい戒かいしております。それを覆くつがえすだけの意味が、感情を得ることにあるのかどうか、このデートで教えて下さい。

　そしてトーリ様が、武蔵とホライゾンの大罪武装ロイズモイ・オプロをもって、本気で世界征せい服ふくに乗り出す意味があるかどうかの判断を下して下さい。もしホライゾンが感情に興味を持てないとしたら、大罪武装の回かい収しゆうにどれだけ意味があるか、解わかりませんので」

「随ずい分ぶんと真しん剣けん勝負なデートになりそうだなあ。大だい丈じよう夫ぶか俺」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが応えた。

　彼女は彼の前に立ち、手を差し伸べ、口を開く。

「いつものようにで宜よろしいかと判はん断だん出来ます。他の皆様も、それがために戦っているのではないかと判断出来ますので。何しろ、真剣なトーリ様とその状態で出された答えなど、噓うそくさくてどなたも望んでいないと判断出来ますから。だから、いつものように、そしてどのような結けつ論ろんが出ても──」

　ああ、と彼が言った。

　そして彼は、彼女の差し伸べた手を取り、

「皆には言うよ。お前達が頑がん張ばったお陰で、助かったって。

　大体、姉ねえちゃんやネイトや浅あさ間まも、他の皆も、俺が皆に気を遣つかって真ま面じ目めにやったら、それはそれで怒るような気もすんだよな。〝オマエ達の楽しい時間を守ったのに、気を遣つかって真ま面じ目めになられたら立つ瀬せが無い〟って。

　だからまあ、出来る範はん囲いでムキになってデートしようぜホライゾン。馬鹿やって、しかし俺達の大事な話をして、そしてあいつらに感謝して、そうやって大事な時間を過ごし──」

　告げた。

「終わったら、疲れてグッタリしてるアイツら捕まえて、いろいろ話そう。どんだけ意味のある楽しい時間を貰もらえたか、って、解わかるように」
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　そしてトーリとホライゾンが皆の後あと押おしを受けるように手をつないで歩き出した頃、点てん蔵ぞうと〝傷有りスカード〟の二人が、倫敦ロンドンの街に到着した。

　二組の男女は、それぞれ不ふ慣なれな距離感を持って歩きながら、しかし言葉を交わしていく。

　その一方で、武蔵むさしの代表と英国の代表も、それぞれの手を取るように、お互いの戦いを続けていた。

　祭の役者は揃そろい、自分達の持ち場を自覚し、動き、そして確かめつつあったのだ。

　英国と極きよく東とう武蔵の、双そう方ほうの行く末を決める舞台の流れを。

　宴うたげと会議をも控える両国の祭は、相あい対たいをもち、その音を更さらに賑にぎやかにしていく。







あとがき




　そんなわけでお待たせ致しました。境きよう界かい線せん上じようのホライゾン２上をお届け致します。

　ともあれまあ、ＳＦではなく、ファンタジーとも言い切れないような第二弾だん。今回は皆みな大好き英国編へんという事ですな。英国舞ぶ台たいも架か空くう都市以い来らいで、久しぶりという感じです。

　なお、この時代の英国はエリザベスの治ち世せいで繁はん栄えいしていきますが、その繁栄はタイトロープを突っ走りながら獲かく得とくしていったようなものがあると思っています。映画などの題だい材ざいにもなっているので、興きよう味みが出てきたら「世界史の勉強」とか言い訳わけしつつ探ってみると面白いんじゃないでしょうか。英国は中ちゆう世せいから現代に至る資料が多く邦ほう訳やくされているため、ファンタジーやスチーム系けいの勉強にもなりますし（図書館で各かつ国こく史し、英国史などのコーナーがあるかと）。

　ってわけでチャットというかメール。

「七行くらい何か言っていいよ？　学生時代の痛い所しよ行ぎようだと尚なお良よしで大変喜よろこばれます」

『俺、小学校のときに転校したら、転校先さきで渾あだ名ながハート様になってさあ』

「お前は地下十階最さい初しよのランダムエンカウンターで朝あさ青しよう龍りゆう出すようなネタ振ってくんなよ。配はい分ぶん考えろよ」

『だけどよ？　俺、小学校の時から空から手てやってたじゃん？』

「転校先のガキどももハート様だと思っていたらデブゴンだったから驚いたろ？」

『それがまあ、そうしたら、俺の前にハート様って渾名つけられてたのがいてなあ』

「クローンかよ」

『いや、ファーストは背が低くてな。だから俺がそいつをジュニアハート様と名付けて二人で北ほく斗との軍を駆く逐ちくしていってな』

「それって、絵としては面白いけど原作無む視しになってね？」

『最初にケンシロウを女子トイレに閉じ込めて大たい勢せいが決まったからな。そして、ハート様が世界を治めるパラレルワールドがそこには確かに存在した……』

「お前は人のあとがきで語るなよ」

『でも授業中、突然前まえのやつ指さして「今日はお前がリンだあああ！」「ひいい！」とかやるのは、あれ、今で言う学級崩ほう壊かいだよな？』

　そんな問われましても。ともあれ一いつ巻かん使って上陸という感じですが、

「一番強ごう欲よくなのは誰だれかなあ」

　というところで。なお、作業BGMは中なか森もり明あき菜なで〝愛あい撫ぶ〟（歌い手の個性も相まって格かつ好こういい歌ですな）です。

　では、来月の下巻まで、少々お待ちを。


平へい成せい二十一年四月　花か粉ふん去った？　な朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　　稔みのる　



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。




電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

https://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。




ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

電撃文庫編集部

「川上 稔先生」係

「さとやす先生」係











本書は書き下ろしです。













この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。











[image: ]







[image: ]










GENESISジェネシスシリーズ




境きょう界かい線せん上じょうのホライゾンⅡ〈上〉








川かわ上かみ 稔みのる





電撃文庫





2018年12月21日　発行





©MINORU KAWAKAMI 2009





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

電撃文庫『GENESISシリーズ　境界線上のホライゾンンⅡ〈上〉』

2009年6月10日　初版発行

2012年7月26日　12版発行





発行者　郡司 聡

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





カスタマーサポート（アスキー・メディアワークス ブランド）

［WEB］https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）










装丁者／荻窪裕司（META＋MANIERA）












本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。









[image: ]




images/00071.jpeg





images/00070.jpeg
=ik
FAxgsOMH Ay

=
B—






images/00073.jpeg
UL

BOOKY-WALKER





images/00072.jpeg
Tnstalation





cover.jpeg
/)I





images/00060.jpeg
E_tTWE
FHERDERE

\






images/00062.gif





images/00061.jpeg





images/00064.jpeg
E_+E

TaDEL LAY 5

T EDREL 12
VODZERIZ
FEOOES 5

EA (5 e





images/00063.jpeg
E£_thaE
TRI% 0D Faedy

WphXaEs
BFRNBRHFAEL &
A (PERER





images/00066.jpeg
QR ERADO

B siseat ament 5550 23950507

2595

e TR ]
BERAL SUEREL B0

m ot 2

g msmashasnus o
e e
o e et e

. [ ——

L8 aerare cousousor e, s s
AR oy oyt
e e

T s b

e A RSt s et

et

e o amnae Incanc

et oo et

Pt ety ol

B s Loy o oD

Dameae s ar

fi T e N

e etk R RaoA ek

BRSSO EDERE

Sa L)

D IO A B R DR

EY oo
i

S C SRR CREL
L7,






images/00065.jpeg
S
ELEVET Y






images/00068.jpeg
\

B_tTIAE
T3 % 45 P DR e R A A

How do you do.
Why so nervous?
ER (F¢





images/00067.jpeg
\

BTNE

Prs @ omsry





images/00069.jpeg
g=te

FRBOANGE&HE)






images/00011.jpeg
Uniform





images/00010.jpeg





images/00013.jpeg
‘{

i & —~—
pmmmm— Uniform 4






images/00012.jpeg
>0 =






images/00015.jpeg





images/00014.jpeg
o

Vpecle it

L) P INA)

L
L 4
Ik

FUZORNAE] e
W TXORNEE] POs

AR REDEELL] epTE
R TRMOWY GH| P

Fan ewmonmEgl ez A )
FEE ETAAONEEE] oI5 E-AAR REMOAFEAL oPess
FAR FELORB L P25 R RO AHLBE PE
FEE WROETE Bt E (EBREOWIAL eSS
Bk HAEoREX]

Tk HTERORMAL ax

Fth MO KE]
Ft—% [EmosEI

s
s

BARFOABAL] PITT W =
[EVEORIEE] pi03 B Piss
s [DHONERE]  --Pa3l 5 P51

DBEEE] e PaST S TR P20
FIAR (FREROIRE] P73 BE @HEERNE --Pe0
TR [ ADBER| PaBD

AR TR GEROTATE] PSS

AA% [ELOFUE] orosT
i TARERORRS] P2y
o [EERO=AL ps 153 ELRY TEWY
B DEREOREE] PSR -zl EEE-
THEOMRCA] —FTH  RZFEA SR TENGY






images/00002.jpeg





images/00001.jpeg
— TR

I

nil g

1ok LT (TENKY)






images/00004.jpeg
e

Q" =






images/00003.jpeg
(e
P
FY%





images/00006.jpeg





images/00005.jpeg





images/00008.jpeg





images/00007.jpeg
Uniform





images/00009.jpeg
\Y
\
g
< | =
i )
- - =)
- - T =
| | 2, =)
i = \
i N ¥
AN






images/00031.jpeg





images/00030.jpeg
K E 8oL T PN

ERE

ne
or T
EA (B





images/00033.gif
[e=—T¢]
Co=—0

=0





images/00032.jpeg
BtE

Tk h &)






images/00035.gif
b4//





images/00034.jpeg
AR A
L LIEIZRA 5 & 03l
EA (e





images/00037.jpeg
o
TR ik






images/00036.jpeg
ENE

TRTRROAMAL

LOHOY BEEE -
WHIEEABA H7255
EA (m






images/00028.jpeg
gns

TrTEEOHEEE)






images/00027.jpeg
_STUAY
( Lisiafoli=0{ ]

(Al dlEehl PSSR OAHDAS L2 LT
SRR LS RS T] ML SEI LA T
ndl

PR BB BT LTE, £ FEREEERELTAR
THIED. AITALRLL

“12m:me
36 :o1/-2B
~108: K538
32805508
~972: ILIHY KR
~2818:
~8748 /L= bR
AL LS PYUR

3] T AL L DR RIS FI BYDARHD, YOBNES
A — AL TUT 5, ~ RSO DL

[ 2o et oo s
Y Sy Y P
CABRURES TUEHTED
(4ih ) PR SEORERH
BECE U5 SRR PR A SRS

TR T LT SIS £ DL L SR
L TrA 0L,






images/00029.jpeg





images/00020.jpeg
1
r
OREET

o [ e B L

(A 555 TRABALDRGADS S BERRL T |
e S AL RAT =05 7 50U OHEED, FSRIDE
FT LB FOT RSN AR TR 2
(BRSSO, O ESIE AR, B ST
e T T 0, MEDEGRITE
10 RTINS D5 T D50

B oeeimanaztm
Amntyms, LomEDERER
BEFTE SEROEEE
R, BEEREOLUFRASD
PN S8 TR
e D ey






images/00022.jpeg





images/00021.jpeg
=
B—=

I o Tk 3 ¥ 1)

AHERGR
EA (BR)





images/00024.jpeg
B=E

Feomh &k






images/00023.jpeg
e — oz
B

Fog oot EhF4) : -

il

F4HT
fiERTE
RABVBEOBZE
EA (A





images/00026.gif





images/00025.jpeg
HEWE
[EETEEL TS






images/00017.jpeg
AW
AT 2
L)





images/00016.jpeg
T — < e

4

s

W






images/00019.gif
-1





images/00018.gif
N/





images/00051.jpeg
EBHHE

FxroTh#y






images/00050.jpeg





images/00053.jpeg
e —

FaedUpm o444

il

ks

e






images/00052.jpeg
Loy |
@/ ELRO

T (SErAl aEenl S SIHEEIADNT R EOOASHT
A TS ORI =2

(5] (777 s o

B
R YR R SEET bR AR T AT S 0

BT

A¢EBAOT I

IBGTER, 1 TRPEN SRE SR
IBUTRGR, 1R 5B TR EES
SIBBETRGR, 1502 R S— DTN RS
TBBBERIER. =+ RSO HRTNE SRS
HIBERRACER. ARSI BTN
IB00FRICER, 1624 X AN SRALL TS

BT UL
]

ETRILEHTAD

Ly

047 KUY

ENETEEEY LR SERIALY Y, B2
SRR E

USSR LT ST

WpTr AT
L TOERUB) SR ESS
B0

e

DACE FEEL

I






images/00055.jpeg





images/00054.jpeg





images/00057.jpeg
—t==

-

TEZDHAV AL

Ehtute

[GIANAe
WE Lot

B0 LT

BA





images/00056.jpeg
i

Mamtom g4

FAEMTOI
BB S S
A (RO





images/00059.gif





images/00058.gif





images/00049.jpeg
E+N\E

TEhLRMOENTHY (x
Y

AT N EBATE
PR=asni et
EA (1t





images/00040.jpeg





images/00042.jpeg
—
E£t+==

L VE DI LE S 3]

/:ﬂ”f i
<&

fT—( DG OENT LIE&R
s (FHUMA






images/00041.jpeg
- S

SR T ok V.S 1)






images/00044.jpeg





images/00043.jpeg
$E+0E

Fse it # %% 4






images/00046.jpeg
BHE
PR gmoags)

24
BRI X~
Ltk

A%

EA (s





images/00045.jpeg
B+HS

TR O#12% k)

2
B (BB





images/00048.jpeg
STy
OLEEHO

T (Simehl SmeAl SRSSEKALTEAGES
ST FERET T IR S ST AL
(59] (777 O BOREART R S L. EBCTUE AR A
wUml

50,

Sy, Bl
HEL D0, RIS
PRy |






images/00047.jpeg
BE+tE

Fanhaomsis)

MEVIHOKE
S LIRAT
Es (-8






images/00039.gif





images/00038.jpeg
F——

[ECT=10F 3:1)






